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像 fr 生 先行 素 鹿 山 


€ 山 鹿 素行 全集 發 行の 辭 

大 活眼を 以て 國體國 勢を 觀、 大 智能を 以て 人性 本然の 機秘を 察し、 大識量 
を 以て 英邁 卓犖の 人格を 備ふ 、而 して 其 眼光の 射る 所 雷 霆と爲 り.、 其識 略の 
動く 所 龍 蛇と 爲 り、 其 德 量の 溢る" 所 雨露と 爲 9、 鬼神 來り 助け 風雲 躍り 出 
づ 、是 則ち 巨人た る 大國士 の 本領 本懷な り、 山 鹿 素行 先生の 如き 豈其 人に 非 
ず や。 

先生 か 一世に 卓立して 幕政の 威壓に 恐れず、 能く 尊王 愛國の 大義を 宣傳し 
武士道の 眞：諦 <r 說述し 以て 國民道 德の歸 趣を 闡明 せる もの、 實に其 人に 非ず 
んば 何ぞ 能く 之を 爲す ことを 得ん や。 其の 說く所 言々 旬々 熟 血 溢れ、 其の 敎 
ゆる 所 諄々 懇 々迷 忘を 開く、. 是れ洵 に 人間を 絕 する 天籟の 聲な り。 

論孟 程 朱の 經義 、佛 耶洋 儒の 哲理、 素ょ 9 養 氣練心 の 一端なる べきと 雖 も、 


眞に國 民道德 の權烕 となり、 眞に 武士道 精華の 根底と なるべき もの、 山 鹿 先 
生の 遺著の 如きは 蓋し 稀な 9、. 先生の 學德 、天地 英靈 の氣發 して 眞機ぁ 
所謂 俗に 在て 俗を 脫し 塵に 在りて 塵を 去り、 聖に入 9 神に 通ず、 是れ 徒に 古 
人の 糟 粕を甞 め. て 以て 天機の 我に 存 する ことを 知らざる 當代 文人 才士の 到底 
企及し 能は ♦さる 所な り。 加 ふるに 先生 意 氣の壯 を 以て 天下の ' ± を敎ゆ 、曩に 
は 大石良 雄、 赤穗 義士の 徒、 親しく 其 面貌に 接して 敎を 受けた る もの、 其忠 
勇義贍 今の 世に 香し、 次て 慕 末には 志士 吉田松 陰 ぁり、 近くは 軍神 乃 木將軍 
の 出づる ぁり.、 共に 先生の 遺著に 親しみ 不知 不識 其の 薰陶を 受けた る ものな 
9、 先生の 遣 著の 偉人 傑士を 養 ふ 亦 偉なら ず や。 

本書は 其の 先生 不朽の 大著 中 ヽ我國 の 現在 將來に 於け る 國民道 德の權 威と 
して 且つ 武士道の 精華と して 最も 著名なる もの、 即ち 武教 小學 、配所 殘 筆、 
山 鹿 語類、 聖 敎要錄 、中 朝 事實の 全部を 賴脩 せる ものな り、 其の 修養に 處世 


に贷、欠ぃに經-偷に何れも先生の馎大深遠なる造詣識見を迸潑すへ就中、聖敎、 
君德 、君 道'  臣道 ‘養氣 、度量、 志氣 、死 節、 安 命の 說の 如きは、 森 嚴徹透 
引 證該馎 、理義 整然、 眞に明 王の 鬼神を 叱す るの 聲 にして、 先生の 偉大なる ! g 
想 氣魄は 全篇の 中に 躍動す。 

4 r や、 我 邦に 於け る lit 民道德 の混亂 動搖甚 しく、 速に 理想の 方針を 議 明し 
て國民 をして 適 從する 所を 知む しむ ものは 國 家の 發展上 最も 必要たら ずん & 
あらず。 本會が 本書を 發行 する 所以 亦玆に 存す 1 其の 編輯 校訂 頗る 苦心を 重 
ね 4 r や 漸く 其 製版を 終る。 是に 於て 全く 實費を 以て 同好の 諸賢に 之を頒 た 
しとす。 希く は 坐 右に 一本を 備へら れんこと を。 


大正 四 年 十一月 十日 
御 即位式 御大 典當日 


帝 國武德 學會識 


a 山 鹿 素行 先生 it 我 國民道 德の极 底を 道破せ る 巨 A 也、 恩人 也 
钃山鹿 素行 先生 A 大石茛 雄、 吉田松 陰、 乃 木將 軍の 深く 尊崇 t£ ろ 哲人 也 
議山鹿 素行 全集は 小說に 非ら す、 傳說 :.- 非す、之れ先生の熱血也、主張也 
鼸山鹿 素行 全集 a 國民道 镣の權 威な り" 武士道 精華の 眞蹄也 
騙 山 鹿 素行 全集 11 崇高 尨る 人格 か 作り、 卓犖尨 る 度量^ 養 ふ 經書也 
驪 山 鹿 素行 全集 IX 社會 人心の 取纜 術'  處世の 秘訣の 数 ゆる 兵學也 
_ 山 鹿 素行 全集 it 健全 尨る 國民 思想 か 統」 し 進取 發展の 氣魄‘ 養 ふ敎窖 也 


山 鹿 素行 先生 小傳 

山 鹿 素行 先生は 兵 學山鹿 流の 祖な り、 名は 高祐 初の 名は 義矩 、字は 子 敬、 素行は 其の 號 "一の 號は 
隱山 、通 稱は甚 五左衛門、 幼名 佐 太 郞〇 奥州 會津の 人な り、 於 ハ 先は 柬 肥の 山 鹿に 居る 因て 氏と す。 父 
幺菴醫 を 江 都に 業と す、 素行 生まれて 頴 悟、 九歲 にして 林羅 山の 門に 入る 時に 文三郞 と稱す 、十一 歲 
にして 人の 爲めに 小學 、論語、 貞觀政 要 等を 講究す、 辯 論殆と 老成の 如し、 十八 歲 にして 北條氏 長に 
從て稻 略を 學ぶ 、居る こと 五 年、 諸 弟子 其 上に 出る ものな し、 二十 二歲 にして 氏 長 悉く 秘訣を 傳授 す。 
是ょ 5 文武 兼 習、 名敎を 以て 自ら 任じ 武學を 以て 行は る、 年 未 •た 三十なら すして 名聲赫 々た b。 將軍 
家 光 公、 先生の 名を 聞き 擢庸の 意 ぁり 未だ 及ばす して 薨す 、赤 穂 侯 淺野長 直、 雅に 先生に 就て 武學を 
問 ひ 親ら 弟子の 禮を 執る。 是 に 於て 禮を 厚ぅ して 之を 聘し祿 千 石を 給 t :° 時に 承 M 元年 素行 年 三十 一 
なり、 届る こと 九 年 致仕す、 而 して 赤 穗侯敬 禮彌々 渥し、 是の時 に當 りて 先生の 聲望： 益々 貴く、 上は 
諸侯 幕府 麾下の 士ょ b 下は 藩_ の士大 夫閭閻 の 處士に 至る まで 爭ひて 其 門に 入る、 其 多き 擧 けて 數ふ 
可 か らす 、家 頗る 富饒 、五六 千 石の ものと 雖も 之に 抗 する 能は す。 

先生、 英邁 卓犖 、博 覽强記 甚大 著述を 好む、 兵法 神武 雄備 集、 武敫 要錄 、兵法 或 間、 武經 全書、 古 
今 戰略考 、武類 全書、 手 敎餘錄 、武經 本論 等の 書を 撰して 大に 武學を 發明す 、又 港 莊浮屠 巫祝の 說に 
至る まで 考究せ ざるな し、 以爲 らく 是れ皆 正道に 非す と、 乃ち 退て 治 敎要錄 、脩 敎要錄 を 述べ 以て 犁 
學の 要を 說 く、 其 說專ら 周 程 張 朱を 宗と す、 旣に して 理氣 性の 說を疑 ひ、 曩 に 著す 所の 經解數 棟 悉く 
之を燒 き、 ai に 語類を 作り 以て 言を 立つ、 又 其 綱領を 提擧 して a 敎耍錄 と 名づ W" 秤 米を 排斥し 辯 駁 


排斥 忌 i T る 所な し、 當 時の 人、 王侯 貴人ょり 士庶 人に 至る まで 程 朱を 尊崇す る もの 極めて 衆し、 寬 
文 六 年 遂に 此を以 て 罪を 得、 播州 赤穗 に 幽せられ 又 命じて 聖 敎要錄 を 毀し む。 

先生、 旣に議 せらる や、 赤 穗侯敬 待賓の 如し、 居る こと 十 年、 適々 家光將 軍の 二十 五 回忌 辰に 會 す、 
因て^ さ J」 江 都に 還る。 是 i 後 專ら兵 學を唱 へ經藝 を廢棄 す、 其の 見る 所 時流と 合は ざるを 以て 
なり、 或は 日 ふ、 慶安 中、 由 井 正 雪 武學を 以て 鳴る、 養 九 橋忠彌 と不逵 の 徒を 蟲 惑し 密に赛 逆を 謀 
る 事 雲して 皆 C 伏す。 是 t 幕府は 武學 者の 多く 生徒を 聚む— 僧む。 先生の 罪を 得る は亦此 
に 由 t の u て、 啻に 81 と 爲め のみに ぁらす、 故 £ されて f し 後、 處 &± ff む r B C 
とも 亦禁 せらる と 〇 貞享一 一年 九月 二十 六日？、 年 六十 四。— 其武 學を 祖述 す るもの甚 だ f 名 
づ J て 山 E * と 云 ふ。 

先生 甞て 一 貴紳の 家に S る、 由 井 ssf 、 111 ゆ、 先 f 長す る こと 十 
餘歲 、容雲 重 t て f 威望？、 固と 其 名 1き之1 貌 す、 先生 籠の 外 一言 裏へパ :^ 日 
淺野 侯に 謂て 日く  m 彼の 容 f 見る に 眼光 非 1? 可 t す、 證^ くる 勿れ^ む果口 
て驗 ぁり、 初め 其 赤？ 在。 て f 辭 t や、 侯 先生 t」 日く 『近世の S— く厚祿 を以ゞ 
名の 1 す、 夫れ S 萬 石を f さ ざれば、 則ち 出で ては 以て 軍 S 用に 供す ^ 〇 に^^、^; 
111 に 足 uf 微祿 t て？：— ふこと 能は す、— 賢 S てせ 丨 
諸 « ; 致す ts.t へ 苟も 萬 君— sf 其の 聘 fef 。 勿れ』 と、 其 尊崇せ— 、こ 
と 此の 如し。 先生 常に 經義と 兵法と— 潘士 人に 敎 論す、 甞て 侯に 謂て？ 『臣 聞く ほ <a 4 “ 
S 爲 めに 死す I、 公 11 てせ す、 臣を 待つ に 國士— 、宜しく 一 1 今へ し货 


:は公の 諸 臣萬 一 緩急 あらて 豈に償 ふ 所な からん や』 と、 侯大に 喜ぶ、 後 -t> 元祿 年間に 至りて、 其 子 長 
矩死を 賜ひ國 除かる。 遺£?:拽 十七 人、 果して 復譽の 擧ゐ り、 識者 以て、 素行 先生の 薫陶に 因る 所と 爲 
す 0 

先生の 著書 甚だ 多し、 就中、 武敎木 論* 武 敎小學 、武藝 要錄の 如きは、 旣に 命じて 絕版 せらる、 又武 
事 記、 武敎餘 錄 、治 敎餘錄 、治平 耍錄 、手 敎餘錄 、備 敎要錄 、自結 字 類、 常用 集、 兵法 神武 雄備 集の 
如きは 多， ゝ寫木 を 以て 行は る" 其 他 七 書 諺 解、 古今 戰略考 、四書 句讀 大全、* 書、 山 鹿 語類 等 あ 
.り。 先生 又 好み r 和歌を 詠す、 廣田 坦齋に 從 ひて 萬 葉 集、 三代 集を 學 ぶ、 兼て 所謂 神道 學を研 究 して 
■'る 其說に 精して 云 ふ。 (近世 叢 語、 先哲 叢談 後編、 事 實文編 •近世 名家 述著 目録、 大日 本人 名辭 書) 
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山 鹿 素行 潰 著 
四 元內治 編メ 

武 敎小學 

夙 起 夜寢 

、凡そ 士た るの 法は 先づ 夙に 起きて 手を 洗 ひ 口を すゞぎ、 髮を結 ひ 衣服を 正 
して 體に備 ふる 用具を 佩びて一 用具とは 刀 脇差、 鼻紙、 扇子 等 也— 體を 全*.、 
整へ て 能く  •中 旦の氣 を 養 ふべ し •朝の 氣の 未だ 物に 接は らす 、思 ひに 邪な く • 
正しく、 平易なる 時、 先づ 父母に ょつ て 成長し、 君の 爲に 養は る、 所の 其 恩情 
を每朝思ひ出して忘るべからず。次に今日の家業、我が身の勸むべき事を思 
武 敎小學  一 


山 鹿 素行 全集  = 

ひ 計るべし。 

，•一、 我， が 身は 父母ょ b 受けた る 物な れば 私に 毀傷ら す、 身を 全ぅして 聊か も 人 
の 誹謗を ぅけす 1 身を 穢さす ，能く  士の 道を 行 ひて * の 世まで も 其 身は 勿 ^ 
某の 子と 稱 せられて ^ 母の 名まで 顯し 、諸人に 擧ら る、 は 孝の 道なる 事を 
思 ふべ し。 

一、 日々 家內の 用事は 每 朝家 內の 者へ 兼ねて 下知を 加へ 置くべし。 拆て客 ぁる 
時は 應對を 能くいた し、 君に 仕 ふる 時は 早く 出で.、 仕へ、 父母に 事 ふる 節は 
その 安否を 察して 父母の 心 S5 を 安から しむべ し。  ‘ 

一、 君に 仕へ て勸 むる 事は 何事 も 我が 分限を 越えて 事を せず。 其 位の 序に 從つ 
て專ら 忠節 忠功を 守 b、 堅く 我が 役 義を勸 むべ し 貴人 老人は 皆 我 か 父兄の 
如くに 思 ふて 尊敬し、 萬 事 身を 謙 退して 爭は t 朋友の 交は 文 學に益 ぁるべ 
き 人々 を 友と •して 常に 道を 議論して 我が 不足の 助と なさ ば 道 益す 明か K 
して 徳 B 々に 進むべし • 


尤も 文 道 知辨の < 武士道 IE 義の理 に 達， たる 人へは 常に 交を 厚く して 
其 道を 明らむべし。 凡そ 朋友の 交は 能く 信 あつて 僞ら t 常に 土の 正義を 思 
ふて懈るべから中。是れ友と交を全ぅするの道なり。 

二 總 じて 仕官の 途は朝 出づる 時は 八に 先つ て 早く 出で、 役 義を勸 めて、 夕に 退 
く 時は 人ょ b 後れて 歸る べし。 歸 宅の 後は 直に 父母に 謁すべ し •謁する 時は 
氣を靜 め ® 色を と、 のへ、 聲をや はらげ、 歡ば しき 體にて 父母の 前へ 出で， 機 
嫌を 伺 ふべ し。 さて 常に 居る 座席に 着きて、 留守の 用事を 聞きて、 其 事の 急 緩 
を 量り-急なる は 先にいた し， 緩なる 事を 後に 行 ふ V し- 
一、 勸 めの 中に も 暫時の 間 あら ば 今日の ® め 向、 其 外 我が 行に つきて 過 有 や 
無き やと 我が身を 咨みて 過の 有無を あらため、 猶ほ暇 ある 時は 經書軍 記 等 
を 披き 見て、 古今の 事跡を 考 へ ± の 道を 正し、 義 不義の 行を 知りて 士 たるの 
道を 練るべし。  • 

1、日 旣に .暮に 及ぶ 時は 夜の 戒めを 成すべし。 夜の 戒とは 盜賊を 防ぎ， 火災 Q 用 
武敎 小學  3 


山 鹿 素行 全集  四 
& 包‘ 夜中は S して 驚き 易き 故、 變に應 する の手當 を備 ふる 事、 更に 間斷 ある 
ベから す。  . 

一 一、 家事の 用 向を 示し 終ら ば* 寢所に 入 b て 氣を 体め、 體を寬 にして、 明日の 業に 

\ 備ふ べし •益な き 事に 夜を ®: し、， 心 體を勞 すべから す。 且つ 召 仕の 家人 等は 主 
人ょ b 後れて 寢ぬ 、又 主人に 先ち て 起きる 故 •其 休息す る 所 暫時 也-この 所を 
考 へて 我は 欲せす とも 夜は 早く 寢て 、家人 等を 安から しむべ し 

\ 冑 g 

. 

\ 一 •君に 仕 ふるの 道。 古へは 歲 四十に して 初めて 仕 ふ。 是を强 仕の 年と 云 ふ。 强ゐ 
て勸 むべき 歲城 也。 A 間 四十 歲 にも 成ら ば、 これまでに 世の中の 事を 廣く見 

\ 聞きて、修行も積り、分別も長けて、人の盛なれ’は君に仕へ物に當りて我が了 
簡の 能く 出る 盛ぅ 也 •故に 君に 仕 ふる 歳とは いへ b。 然れど も又歲 に拘 はら 
t 子孫の 器量を 考へ/ 若年と 雖も 、器量 次第に 仕官 致すべし。 さて ± は 老若と 


も、 に 君に 仕 ふと 雖 も* 猶ほ其 職 役に 閑暇 多く、 又は 部屋 住に て 未 •た 君に 仕へ 
す、 或は 父母に 早く お，、 れ 、又は 父母 在せ ども 遠く離れて 朝夕の 勸を せす、 此 
くの 如き 時は 猶 ほ 暇 多 かるべし。 暇 多き 時は •其 志 自然と 怠り 生じて 家業を 
愼 します ± として 飮 食を 飽くまでに し、 暖に 衣服を 着て rl を 行は ざれば 人 
面獸 心と 云 ふ漭 にて、 殆んど 禽獸に 類す る 也。 大學に 「小人 閑居して 不善を 爲 
す こと、 至らざる 所な し」 と 云へ り。 されば 道を 學ばす 、月 m を 徒に 過 さば 閑な 
，る， に 任せて 意 縦に 成 b、 終には 不善を 爲すに 至るべし。 故に 閑居の 士に 於い 
ては 尤も 敎戒あ るべき 事 也。 

一、 先づ 夙に 起きて、 手を 洗 ひ 口を 漱ぎ、 楊. け づ b 等 前章の in くして、 座席に Hi で 
諸士に 謁し、 賓客に 應釾 し、 間 あ-らば 庭に 於いて 馬を せめ， 又 馬に 乘 りて 其修 
行 あるべし。 それ 馬は 士 0 足 也。 馬術を 熟せ ざれば 軍戰の 用に 達する 事な し。 
故に 古人 是を重 んじた ぅ。 又 相 _ 0 法は 軍戰實 用の 本意を 失 ふべ からす。 見 
よ 美しく 目を 喜ばしむ る 計りは、 士の 用法に ならす、 心得 あるべ し。 
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r 暇の 口 とても 食は 速 かなるべし。 辰の 上刻を 朝飯の 時と す。 食 終 b て 手を a: 
ひ、 口を 漱ぎて 後‘ 劍術或 は 弓 射 Q 禮、 或は 鐵砲 又は 槍術、 柔術 等の 武藝に 常に 
\ 稽古 あるべ し。 皆 是 手足を ならし。 P を こなし。 骨 節を ため 鍛ひ "進退を 正しく 
する の 法な 6。 故に 師の 方へ 行き。 又は 師匠を 招請して、 其 稽古を おこたる 事 
| なかれ。 怠る 時は 手足. 不自由に して、 骨 節相應 せす、 身輕 からす、 體 .馴れす して 
士の業 必ず 缺くべ し。 猶ほ閑 ある 時は、 書傳を 被き 見て、 武義を 論じ 兵法を 講 
II し、 且つ 士の用 ふべき 武器の 利害を 試むべし。 凡そ 武器を 全く 備ふ ると い 
へど も 收藏お きて 常に 見 ざれば、 臀へば 其 役に 人を 附け 置く も 日用の 器に 
あらざる 故必す 怠りて 朽 腐すべし。 或は 外は 好く して 內蠢 損する 事 あ b。 故 
に 古の 武將 勇士は 何れも 賓客 ある 時は 座右に 武器を 粧 りて 武功の 人々 に 
\ 其 用を 尋ね 其 利を 間 ふて 利害を 詳に して 或は ffl ひ" 或は 捨て、 其 器の 實用 
を盡せ b ± の 志は 此の 如ぐな れば 一筋に 武の 道に 志 立て 氣 外へ 移らす、 心 
放逸に して 邪 侈の 意發る 所な し。 孟子に、 人に 烜產無 き峙は 、1低 心なし といへ 


ぅ ^ れば士農エ.商の四民 >^ に家々の產業怠ら中 » むべき事也。浞んゃ士と 
して 武家の 業を 懈怠す ベ か £» す。 

言語 應對 

言語 應對は 志の 適く 所と て。 內に思 ふ 事なら では 外へ 出で ざる もの 也。 又 思 
ひ內に 有れば 假 初の 戯言に も 其 情 外へ 顯は るゞ もの 也。 凡そ 土の 言語 正し 
から ざれば、 其 行 ひも 必中 猾なる もの 也 ® に士 は懦釾 の詞鄙 劣なる 詞を尤 
も K しむべし ir •しき 詞をつ かふ 人は 無下に 賤 しく 見 ゆる 物 也。 且つ 詞に連 
れて行 も賤 し。 總 じて 詞は其 人の 器量 程なら •では 出で ざる 物なら す や。 故に 
if 劣の 言語を 爲すは 上品の 士に あらす。 文を 學ば ざるの 費な りと 云へ り。 然 
れば士 は 各 其詞を 遣 ふべ し。 先づ第 一は 戰法 軍旅に、 何れも 武漭詞 あり。 武器 
馬具 等に も 各々 品々 の 名所 あ 古 來ょ h 用 ひ來る IJ ころの 詞を遺 ふべ し. 
其 外 貴人に 對 して Q 詞、 役所に て 公 邊向 の詞 、葬祭 禮 .の 時の 詞等各 法 あ. 0 紂 
武敎 小學  t 
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を輕々 しく 致して、 節當ら ざれば 應對に 威儀 もしから す。 却つ て 無 禮と成 
b て 必中 禍を 招くべし。 泥ん や 無用の 詞 多く 遺 ふべ から 中 • 

一 一、 凡そ 士の恒 に 語るべき は、 義 不義の 論、 古戦場の 物語。 古今の F) ± 義士の 批判 
時代 武義の 盛衰な どを 準 日 議論して 今. 日 の 我が 行の 非を 戒むべ し。 さもな 
くて 他人の 非を 嘲 b、 或は 時の 政事を 謗り 或は 遊興の 樂を. 語り、 又は •男女の 
色を 云 ふ 時は、 其 心 かならず 流蕩 して、 行 詞 につれ て、 自然 それに 溺れ 陷るも 
の 也 A の 心は 素ょり 是 等の 事を好む ものな れば士 はかくの 如きの 無禮の 
詞は 、ゆめく 語るべからず。 

\ 行住坐臥 

\ 一、 「道を 行く 時は 徑に ょら や」 と 云へ ち パ ^ I は 往還に ぁらで 山路 也。 是れ速 ならし 
むる 事を 欲して 私する 所 也 ® く 時は 必ず 正しき を 以てすべ し。 又徑は 人 常 
K 往還す る 所の ■正路に 非す。 ゎき 路也 。之れ を 行 •く 待は 柽獸盜 賊の恐 れ ぁり。 


此を a て 身を 愼しむ 者は 徑に 由らず。 是れ 君子は 危きに ょらざる の義 也。 故. 
に 周禮に 「野の 橫 行徑險 を禁す 」と 云 ふを 以て 知るべく、 禮 一祀 に 二た び 足を 擧 
げて敢 て 父母を 忘れず、 是れ 故に 道に して 徑せ ず， 舟に して 游せす 、敢て 先づ 
父母の 遺 禮を以 て殆 きに 行かず」 と 云々。 孝と 云 ふべ し。 又呂 氏 # 秋に 「舟に し 
て Ff せ t 道に して 經せ t 能く 支禮を 全 ふして 以て 宗廟を 守る」 と。 # と 云 ふ 
べし。 是れ皆 門を 出で、 路を 行く の 間 も 孝を 忘れざる の 戒めに して、 以上 兩 
義皆 門外 身を 愼し むの 心得な ぅ。 偖て 步行の 時は 道を 讓 b て 傍の 人に 礙ら 
ず 非禮を せず， 卿 ^ 他ょり 障る とも 聊かの 事に 憤卜人 罵る ベから す。 都べ て 道 
路は 貴賤 共に 交りて 往來ぃ たす 所 也 # し讓 りて步 むの 禮あれ ば， 喧嘩 爭論 
の 事な し。 若し 我が 下脚 圖らす も 他に 慮外を 爲し 又は 我 ♦か 乘馬、 誤つ て 人を 
汚す 時は、 速 かに 我が 誤 錯の 事を 逾べて 詞を卑 ふし、 彼を 敬し、 禮を盡 くさば 
彼 も又赦 すべし。 然 らば 爭論は あるべ から t 怠ら ば 無 禮と成 b て、 忽 L 禍ひ 
至るべし。 故に 門を 出で、 は 敵を 見る が 如く 思 ふて 愼し むべ し。 論語に 「門を 
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m で、 は 大賓を 見る が 如し」 と 云々。 これ 敬恭の 誠を 表は すの 謂 ひ 也。 さて 外 
へ 出で、 は內を 怠るべし* 內を忘 れざれ ば 事に 臨みて 義を缺 き、 忠に嘴 く 事 
あぅ。 心得べ し。  - 
一、 家に 住む 時は 前章の 如く  — 夙 起 夜寐に 出で たぅ I- 座す る 時は 威義を 
正し、 用具を 佩びて 常に 不意の 變 ある 節の 心得を 忘るべからず。 臥す る 時は 
屍せ すと て、 武備を 忘れて 油 斷 して 臥す る 時は、 寐入 つて 死人に 似た るを 云 
ふ 也。 是れ愼 しみな く。 怠の 顯は る、 所 也 ± は 目 さとき 樣 1: 心 懸く べし。 傍に 
利器を 離さす。 利器とは 太刀 ® 差、 或は 手 槍 •半弓の 類を 側に 置きて 不意の 變 
に應す る 如くすべし。 尤も 夜の 戒を嚴 しくすべし i 夜の 戒の 事前 章に 出 
でたり . — 皆 人ょ b 先つ て 其 勞を爲 すべし。 人ょり 先に 休まむ と 欲する は 
士の 法に あら 中。 殊更に 君に 仕へ て勞 する 事 ある 時は 人に 先ち、 ざて 休む 時 
は 人に 後れて 休むべし。 

一、 凡そ 士た るの 道は、 行住坐臥 共に 暫も武 の 業を 忘れて 放心す る 時は 必す變 


に 臨んで 常 0 心 懸を失 ひ ', 生涯 ± @ 11: を ff ひ 遂げ tr とする も 格 ® も R 一 
事に 闕 滅びて 本意を 失 ふべ し。 變 の出づ るは 何時も 計り 難き 事な れば 、平日 
怠る 事な かれ。 禮記に も 「凡そ 人 CD 人た る わけは、 禮儀 ある 故 也。 禮 儀の 初めは 
容禮を 正し、 顔色を と、 のへ、 辭令を 順にす るに 在り。 容體 正しく 顏 色と、 の 
ひ、 辭も順 にして， 而 して 後に 禮儀備 はる」 と 云へ $。士 としては 行住坐臥 共に 
是れ 之を 愼し むべ し。 

• 衣食 居 

一、 #: 服を 耻ぢて 身に 美服を 铹 b、 n に麁 食を 嫌 ひて 厚味の 皆き を 好み、 身を 寬 
にして 居の 安から む 事を' 願 ふは、 道に 志す ± とは 云 ふべ からす.，. 凡そ 衣服は 
體を 覆ひ隱 すが 爲也。 食は 命を 全くす るが 爲也 。居は 雨露を 凌ぎ、 體-を 休めむ 
♦か 爲也. 然れば 衣食 居は た >用 ふるに 足る 事を 知りて、 其餘は 華美を 好む ベ 
からす。 又 身の 勸も此 三の 物の 爲に する 事な れば 身を 佚樂 にして 居るべき 
武敎 小學  】 】 
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樣な し， 故に 居 も 安から む 事を 求む る 事な かれ。 衣食 居は 各 分限 相 應な るべ 
し。 其 身の 分限を 越えて 華美な れば 、度量 相違す る 故 费 多く、 財 寶竭 きて、 武備 
を爲す 事 能は ず ± の 業、 必す 欠くべし。 又 其 身の 分限ょ h 餘 り 疎略に 過 ぐれ 
ば 志 も 吝嗇と な b て 又 正しから す。 能く 其 程ょ き 所を 守るべし。 

r 衣服は 外の 飾を 好まず。 唯 だ 武備に 稱ふを 以て 用と すべし。 長短 縫 裁 皆 則 あ 

-• •it* 身 相應 にすべし。 

一、 食は 麁菜麁 食を 喰 ふべ し。 尤も 上下を 分た す。 滋味を 同じ ふすべし。 然れ ども 
氣 .質に 依つ て 多病なる か。 或は 脾 ES の 調は ざ， る 者は 麁食を 爲し 。我が 氣質に 
及ばざる 事を 强 ゐて爲 さば、 却つ て 身を 損ず る 事 あるべ し。 此 くの 如きの 士 
は 養生を 能くして 身を 養 ひ， 生を 全 ふし。 時 至ら ば 道を 全，、 守ぅて 義に 死す 
るの 心# あるべし。 

一、 家宅は 必す輕 薄を 用 ひて 麁 相に 作る ベ 七。 费の 飾を 爲す ベから ず •居 安 ふし 
て家宅美 1 なれば專ち-瘃を思ふに |) 1是れ士の本意にあらず.さて家宅の 


廣狹は 武の 用法 足る 程な れ ば S しき 也。 其 身の 分限ょ b 家宅の 廣きは 其费 
尤も甚 し。 傳に日 cr 帝堯の 天下に 王た るの ^ 錦繡 文綺を 衣す。 宮垣屋 宅に 堊 
せす。 甍桷椽 、植斲 らす。 茅 茨 庭に 偏 けれども 剪らす。 鹿裘 寒を« ぎ 布 衣 形を 掩 
ふ。 糲 梁の 飯、 藜 蕓の羹 ，役 作の 故を 以て 民の 耕 織の 時を 害せ 今、 心を 削う 志を 
約に して 事に 無 爲に從 ふ」 と 云へ う。 

財寶器 物 

一、 夫れ 財 器は 乏者 に與 へ、 貧 潸を救 ひ、 賢人を 招き。 a 士を聚 むる の 用 也。 器物は 
今 n の 用を 足らし めむ がた め 也 ± たるの 道は 身を 主君に 委ねて 死を 善道 
に 守る は、 是れ 古人の 格言 也。 若し |» 寶を吝 み、 器物 道具の 類を 愛し 翫ぶ 時は 
武義 自ら 欠けて 大 節に 臨んで 必す 財寶 器物に 心殘 うて 家を 忘る 事 能は す。 
家を 思 ふの 心 切なる 時は、 義を 捨て S 死を 遁るぺ し。 死すべき 所を 遊れ て 謗 
b を 諸人の 指頭に 受けて は、 我が身の 耻辱 のみに ぁらす。 父祖まで 汚す 人面 
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獸心の 行 ひ 也。 人 ^ して 斯くの 如き 時は、 生存 へても 何の 樂かぁ ，るべき や。 昔 
ょり 金銀 財 寶を 積み 貯ふ る士の ，國を 失 ひ、 家を C: ぼす 輩 •擧げ て數へ 難し。 豈 
に忽 如に すべけ む や。 

「凡そ 天下の 財 寶は 一人の 財 寶に ぁらず。 能 C 交易 剷 潤して 萬 物を 通用す る 
故に，、 是を財 寶と云 ふ 也。 然るに 財 寶有餘 の 人、 皆 费を厭 ふと 云つ て 却つ て® 
となる 事を 知らす。 其 謂 ひは 金玉 家に 1 ち、 財 寶 庫に 在ぅても 人に 施し 用 ふ 
る 事を せ ざれば、 天下の 財寫唯 一所に 滯りて 、天下の 用を 爲さす 。是 を® の甚 
しきものと 云 ふべ し。 

一、 人と して 財寶を 好む 時は、 大槪 吝嗇 ^ 故に 聖人は 金鈒寶 玉を 以て 財と せす。 
得難き 財を 費と せず。 況ん や、 土の 燒物 、古筆の * 軸 等 其 外 銅鐵の 器物を 大切 
に 爲 して 價 千金を 以て 是に易 ふるは 誠に 惑の 甚だしき ものと 云 ふべき 也‘ 

飲食 色愁 


一、 飮 食と 男女の 慾は 天下の 人、 何れも 好み 欲する 所 也。 然れど も飮 食は 身體. .を 
養 ひ、 禮 節を 行は む ♦か 爲也 。色慾は 子孫を 嗣ぎて 血 豚を 全くして、 先祖の 祭を 
爲 さしめ、 又 情慾を 止めて 邪淫な からしむ る爲 也。 皆 自然の 節 あり' 愼しみ て 
程ょ くすべし 。凡そ ± は 農工 商の 三 民の 長に て三民 へ敎を 施し •三 E を 治む 
る 役 故、 家業 彌重 くして 職に 任ずる 所、 また 甚だ 重し。 故に 殊更 愼 します む ば 
有るべからず。  • 

一、 飲食は 分量を 過ごし、 飽まで 食へ ば、 食滯 りて 病を 生ず。 飮酒も 節を 過 ぐれば 
禮を失 ひ爭 ひを 起すべし。 然ら ざれば 睡眠を 生じ。 或は 立 居 も 1¢ く。 萬 事 怠り 
生すべし。 怠ぅ 多き 時は 家業 も忽に 成ぅて 職る 所の 事 も凝滯 りて 其 弊大な 
るべ し。 

一、 色欲に 淫する 時は 家內穩 かならず •物 ごと 私 ありて 正しから す。 其 上 精氣漏 
滲す る こと 多き 時は 人事の 8¢ めに 倦み、 退屈して 知謀 計略を 爲す事 叶は す。 
終には 病を 生じて 天壽を 夭すべし。 甚だ 畏る べきの 至 也。 凡そ 士は任 重く し 
武 敎小學  1 五 
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て、 道 遠し とて ± は 人の 道を 以て 己が 勸 めと し-死す るまで 行 ふべき ものな 
れば 此詞を 以て 大なる ：戒 として 志を 立て， 愼しん で 道を 守るべし。 

放 魔 狩獵 

廳野鹿 狩は 昔ょ b の ;^ 也。 鳥 獸田 m を 荒し、 民の 害を 爲す故 ，之を ® ふて 鳥獸 
を 殺生す る 也。 尤も ± の 道は 田. 園を 荒す 鳥獸を 治む る ばかう には あらず。 ¢1 
蛆 遠近 山河の 地形の 案內を 知 b、 又 民間の 風俗、 或は 童子 等が 流行歌， 路巷の 
風說を 計う 知る、 べし。 是等は 時の 政務の 善惡略 ぼ發 はる、 所 也。 偖て 其 身は 
山林 嶮岨の 所を 弓、 鐵砲 或は 檢. 太刀を 持つ て ® け 走う、 手足を 輕 くし 骨 節を 
習し、 又は 士卒の 走 廻りを 考へて 軍旅の 內習 となす 事 也。 然れ ども 之を 用 ひ 
るに 時 あり。 民の 専ら 農業に 隙な き 時は 用 ひざる 事 也。 亦 之を 爲す にも 節 1) 
う。 唯一 身の 樂、 遊興に 爲す時 は •田畑を 荒し、 民の 力を 費す 事は 鳥 獸の禍 ょ h ノ 
も甚 しかるべ し ± の爲す 事は 假の戯 遊と 云へ ども 皆據 、あう。 その 本末を 計 


を 知る V し- 

與 受 

一、 物を 人に 施し、 又 人ょり 物を 受 くるの 道は 是れ 君臣 上下の 義をな し。 朋友 ft 
交ろ •の禮 を 成す' 所 也。 人情の 厚薄と 實不實 の相顯 はる、 所な， れば 、愼 しんで 
行 ふべ し。 軍旅に. も 祿を以 て 賞せ ざれば ± 卒來ら す。 功臣 も勵 ます 六稻に 「香 
餌の 下には 必す懸 魚 あ b、 重 賞の 下には 必す死 夫 あ b」 又 日く 「魚は 其 餌を 食 
つて ゾ ®i に 牽かれ 、人は 其祿を 食つ て 其 君に 從 ふ」 と 云へ ち。 祿を 以て 人を 取る 
は 皆是れ 古ょ b の 制 也。 財 寶食祿 あると いへ ども 人に 施し 與へ ざれば 諸人 
來 り 從ふ 事な く、 唯 匹夫 獨身也 然れ ども 我 力 分. PL を 越えて 多く 施し ^ \へ ^ 
ぐれば、 是れ また 財寶竭 くべ し。 祿乏 しくして は 武備を 整 ふる 事 叶 ふべ から 
す。 故に 每年 知行。 私 成の 納まる 所を 考 へて、 出す 所の 多少を 計ぅ、 能く 度量を 
考へて 、或は 施し、 或は 與ベて 過不及の® なき 樣に すべし。 及ばざる 時は 吝嗇 
武 敎小學  一七 
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也。 過ぐ る 時は 奢り 也。 

一、 與へ 施す とて、 道と 義とを 以てせ ざれば 義士は 來 りて 服す る 事な し。 傅に 日 
く 『義士を 使 ふに 財を 以てすべからず 1 て 唯 財を 與 へても 禮なき 時は、 皮 も 
受けず と 云 ひて、 人を 至つ て賤 しめ 侮り、 爾來れ などい ふて、 食物を 投げ 與ふ 
る 時は 譬へば 今锇 死せ むと する 人 も、 無 禮を 憤ぅて 受けざる 者と 云へ り。 況 
ん や ± に 於いてを や。 愼し むべき 事 也。 

一、 物を 受 くるに 道と 義と ある 時は、 物の 輕重 によらす 受けて 能き 也。 昔 天下の 
蜇を以 て堯 帝よ b 舜に授 く。 舜之を 受けて 帝位に # り、 其 後 禹 王に 授ぐ 。何れ 
も 之を 受：^ たり。 然れ ども 一の 義を缺 き、 一の 道を 去る 時は 大祿 高官を 以て 
招かれ、 富貴 目前に あると 云へ ども 之を 受くぺ からす。 論語に 「不義に して 富 
貴なる は、 浮 雲の 如しと 云へ ぅ。 

一、 凡そ 君に 仕 ふるの 士は 賜は る 所の 1 よ b 外は 物を 受 くる 事な どは 一切 思 
ぶべ か g t * 之を II ふは 道に 背 {べし* 我が 定ま b の 知行より 外に 物を 受け 


む 事を 願 ふは、 身の 分限を 越えて 奢を 爲さむ 事を 欲する の徒爲 るべ し •凡そ 

小 民の 家に 故な く不圖 大金， を 得る 事は 是れ大 なる 福に 非ず。 必ず 大な る咎 

\ なるべし 其 故は 彼が 常に 勤めて 得る 所の 金は 微な ぅ。 家事に M ふる 所 も 又 

狭し。 然るに 圖ら枣 芬 金を 得、；- 時は、 俄に 大福 者と なる が 故に}^ 日と 違 ひ 其 

志 騎 b て 常の 守る 所を 失 ひ 怠^ 〇生ヤ る 事 速 かにして 必ず 皆 奢の 金と ょり 
\ * 

1 て. 終に 失 ふの みに あらす、 果に は禍を も 引出す 事 あり。 又 奢の 金と せざる 輩 

ハ _ , 

は 只 吝嗇に して 財 寶を家 庫に 積み 貯ふる 事を のみ 欲する の 俗なる べし* 皆 
-S れ當然 の 理を失 ふなり。 故に 與と受 とは 士の 專ら愼 しむべき 所なら す や。 
或 人の 云 ふ。 士は 吝嗇に して 財を 積む ょりはせ めて 施し 過ぐ る 方 勝るべし 
一と 云へ ぅ。 

j • 入 

子孫 教戒 

一、 子孫の 恩情は 天道の 自然にして、 血脈の 栩續 する 所な れば 人偷の 中に 於い 
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ては 厚の 至りに て 何事 もこれ に 及ぶ はなし， 我が身す でに 沒 して 後、 家督の 
嗣子、 身 持 放蕩な れば 、家を 絕し •身を 滅ぼす 也。 恩賞の 甚だしき を 以て 警戒な 
く、 子孫 不行跡なる は是れ 父の 誤な り。 夫れ 士は 大丈夫を 以て 勇と す。 故に 其 
身 富貴に て も 人を 侮らす、 能く 人道を 守り 貧賤 にても 志賤 しからす。 行 潔く 
威猛き 人に も 恐れす、 勇氣撓 まざる 也。 然れば この 大丈夫の 志を 以て •愛想の 
誠を 子孫に 盡くさ ば、 敎戒 を嚴 しく 致すべき 事な ぅ。 然るを 一 偏に 不便なら 
とのみ •思 ふて， 子孫. を 愛する 計 b にて 敎なく 育 つれば 姑息の 仁と て 老婆 等 
•か 仕業 也。 丈夫の 志には ぁらす。 却つ て 子孫の 仇. となるな b ± は 信 勇を 以て 
敎へ戒 むべ し。 戒め ざれば 志士 仁人に ぁらす。 
r 凡そ 幼稚の 間は 氣の禀 くる 所、 た > 天然にして 生の ま、 なる 故、 善 惡を辨 へ 
る 事 能は す。 心に いまだ 主と する 所な く、 物に 移 b て 染み 易く、 其 習 ふ 事は 日 
に 月に 成長す るに 隨つ て知惠 增し、 善 惡の 兆す 所な れば 甚だ 愼 しむべ し。 您 
じて 最初 心に 見馴れ 聞き 習 ふ 事は、 ょく 覺え 染めて 終に 其 身の 得手と 成 b 


て ' 生涯 la けざる もの なれば、 戒め 愼しむ •へし ® •へて 男女と も 幼稚の 頃ょ 
b 戒な く、 氣儘に 育 つれば* 長と なりて 驕 b 惰 つて 家業を 愼 しまず： 又敎な き 
時は 癖 功 者 付きて 物事を 意に すまし、 父母 命を 背きて、 己 ♦か 意の 儘の# きを 
爲すべ し。 左 あら ば 他の 諫言は 猶更 聞き 用 ふる 事な き 故。 天地の 道理に 赀き 
て" 終に 天下の 廢人 となるべし。 ^ を 愛して 敎へざ るを ば、 子を 驕らす る不慈 
の 父と 云へ b。 

、士 の 子孫を 敎戒 する は。 其智を 正して 其氣を 勇に なし， 其 爲す 事は 皆 信 あら- 
しむ る 如くに 敎戒  を垂 るべ  し。 故に  童子  日に  月に  智惠を  益す  に隨  つて  邪 1H 
を考へ 、邪を 戒めて 正を 揭げ 、假 初に も 其 威す る ことを せず して 勇を 養 ひ、 少 
しも 僞り 欺かす、 戯遊 にも 必中 弓矢 竹馬の 禮を以 て 土の 業を 爲 さしめ、 言語 
は 皆 武家 諸禮の 法を 用 ふべ し •偖て 幼稚の 間、 精氣 全く 備はる 中に 先 づ文學 
を爲 さしめ、 聖賢の 格 了を 覺 さしむ る 事、 是れ 古法 也。 論語に も 仁智、 信、 直、 ^ 剛 
め 六を 夫々/ に 各 好みても 文學を 好ま ざれば 各 其 弊 あ b といへ b。 故に 第一 
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之を 學はす む ば あるべ からす。 然れど も專ら 詩文 章を のみ 玩び 、本朝の E 俗 
を 忘れて、 言語、 衣服、 祭祀 等まで 漢の 風俗を 模さむ LJ 欲する は 是れ又 泥 着の 
誤 也。 凡そ 萬の 物、 玩ひ 好む 時は 皆 志を 奪は るべ く’. 書 册に至 つても 一向に 好 
む 時は おの づから 志を 喪 ふといへ り。 然れば 武を 專らに 好む 者と* 又 心得 あ 
るべ し。 或は 短 衣を 着し、 臂を怒 らし、 刀を 按じ、 自ら 好んで 事の 變 あらむ 事を 
欲する の 俗は 是れ又 血 氣の 勇者の 爲す所 にして、 大なる 誤 なれば、 その 過不 
及を 愼しひ べし* 

、偖て 人々 は 氣'  禀の異 あり。 故に 其氣 の輕 重、 淸 濁の 品々 を考 へて 夫々 に， 習は 
すべし •詞も 通じ、 物事 合點の 行く 程に 至ら ば 師を 選び、 朋友を 考 へて A 品の 
下に 至らざる 如くに 育つべし。 師弟の 相 接は、 尤も 敬慕すべし。 稽古 惰弱に て 
學ぶ 所、 實な ければ 敎を 受けて 益な き 也。 經書 武册 等は 汚れた る 座席 i:* は假 
にも 置く ベから す。 是れ 書冊を 貴ぶ 法には 非す。 道を 尊ぶ ♦か 故 也。 手を 冼ひ口 
を漱 ぎて 書を 被き 見るべし •師を 貴ぶ 事、 父兄の 如くすべし。 師は 我を 導きて 


道と 義 とに 至らし め S 偷に知 らしむ る 其 恩情は 至つ て 厚し •故に 忽に すべ 
からす。 況ん や。 士 として 兵書 又は 武の 事を 輕ん する は 志士に あらす。 

一、 女子の 敎是 れ又愼 しむべし。 其 法 多くは 懦弱を 以て 敎と爲 すは 是れ大 なる 
誤りなら す や。 弓矢の 家に 生れて 土の 妻定む る 者は、 夫 常に 君に 仕へ て 家に 
在らす。 故に 夫に 代つ て 屯 日 家を 治む る 事な れば 、唯 柔弱の 事の みを 以て 敎 
と爲 すべから す。 凡そ 男は 丙を. 言は す。 女は 外を 言は t 宮室を 作りて 內 外を 
辨 つ. と 云へ b。 然れば 夫婦 睦 しと 云へ ども 衣® 等 同所に 置かす。 禮を 具へ て 
男女の 差別 ある 事を 愼しむ 也。 偖て 舅姑に ょく 仕へ て婦の 道を 守るべし。 外 
國 にても、 漢の 代、 唐の 代な どに 義を 守つ て 節に 死す る 女子、 等 又は 本朝の 武 
將勇 子の 妻臣 も、 時の 盛衰を 以て 節を 改めす、 身の 存亡を 以て 正を 易へ すし 
て 或は 賊 {: 逢 ひ、 或は 敵に 當 つて 死す るの 禮節立 操 ある 事は、 なかく 惰弱 
の敎に 非ざる 事を 見るべし 蓋し 女は 素ょり 陰を 主 b て、 其 體 柔和に して、 其 
心 順 從 也。 是れ 自然の 性質 也。 故に 女子は 柔順を 以て 用と なし、 徒く 果敢 あろ 
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を 以て 制と すべし。 假朽 にも 淫佚の 事を 以て 樂とな し。 優艶の 事を 專ら とし 

たる 物語、 或は 女子の 別 夫に 通じた る 事を 顯は し、 人情の 及ぶ 所を 記した る 

\ 經が はしき 書は" 見聞 かしむ ベから す。 敎ふ るに 義の 正道を 以てして 示す に 

武の 本意を 以てする 時は 夫婦の道 も 正しくして A © の 51 も 明かなる べし。 
へ *' 、 
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配所 殘筆 

我等 儀 凡 下 之 者 殊に 無 徳短才 、中々 御歷 々方 御 末席へ も岀座 仕 候 者に 無 之 
候 所 幼少 之 時分よぅ 似合 ひに 人 も 存じ 候 而御歷 々方 御 取 持 被 下 候。 此奴 全く 
我等 德義只 故とは 存せす 候。 天道 之 冥加に 相 叶 ひ 候 故に 可 有 之、 愈々 天命を お 
それ 候て 物每每 日用 相愼 しみ 候 事に 候。 

六 歳よ b 敎へ 付け 候 而學問 被爲仕 候へ 共 無器用に 候て、 漸く 八歲之 頃まで 

に 四書 五經七 書 詩文 之 書 大方よ み 覺え候 • . • 

九 歲の時 稻葉丹 後 之 守 殿御 家來 塚 田 杏助 我等 親近に 候 故 我等の 林道 君老 
第 子に 仕度 由賴み 入-候。 査助 序に 丹 後 守 殿まで 申 上 候へ ば 幼少に て學問 仕 
候 事 奇特 成る 由 被 仰に 於いて 御城 林道 春べ 直に 丹 後 殿御 賴み彼 下 候。 就て は 
夫の 查助 拙者 も 同道 仕 b 候て 道 春へ 參 り、 道舂 ，との 喜 一種に て 我等に 論 r 
之 序、 無點之 唐本に 讀 ませ 申され 候。 我等 讀み 候へ ば 山 谷 も 取 出し 候て 被爲讀 
规 所錢筆  一$ 
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候て 永 喜 申され 候は 幼少に 付き 斯 くの 如く 讀み候 事 奇特に 候。 然しな •から 田 
舍學問 之 者、 師を 仕^/ 候と 相 見ぇ點 悪しく 候 由 被 申、 道 春 も 永 喜 同意に 申され 
一 候て 感悅被 仕 別而念 頃に 候而 十一 歲 まで 以前 讀み候 書物 共 又 夫れ までを ■改 
一め、 無 點之 本に て讀み 直し 申し 候。 十一 歲之春 歲旦之 詩を 初めて 作り 候て 道 春 
一 へ 見せ 候へ ば 一字 改め 申され 候て 則 序文を 書き 幼少 之 述作 別‘ けて 感じ入 b 
一 候. 由 書狀副 へられ 和 韻 被 仕 候。  , , 

\ 同年 掘 尾 山城 守 殿へ 家老揖 裴 伊豆 我等へ 被懸目 候て 則 山城 守 殿へ 召し 寄 
一せられ 書物を 讀み 、伊豆 是非共 山城 守 殿へ 奉行に 出 候樣 二百 石は 可 被 下 候 由 
I 御中 候へ 其 我等 親 同心 不仕候 

一十 四 歲之頃 は •詩文 共に 達者に 仕 候 故 傳奏飛 烏 井 大納言 殿 聞こし召させら 
れて 召し寄せられ、 卽座に 詩を 作 b 候て 御 目に 懸けられ 候。 處 大納言 殿 和歌を 
御 詠吟 候て 和 韻 被 下 候。 烏 九 大納言 殿 聞こし召 させられ て卽 .座に 章句を ^ し 


下され 候， 慮外な •から 我等 も郎 座に S を 仕ち « 若輩 之 時分 殊更に 卽座之 事に 
御座 候 間 唯今 申し 候て は 笑 早 成義に 御座 候へ 共 又 感心 淺から す 候 其 後御兩 
一公 御 懇情に 被 成 下 折々 奉じて 御意を 得 候て 詩文 之 贈答に 御座 候。 

\ 十五 歲之時 飴め て 大學之 講釋仕 b、 聽衆 大勢 有 之 候。 

〆 . 十六 歲之時 大森信 濃 守 殿^ — 其 頃は 佐久間 久七 I! 黑田信 濃 守 殿— 典 
一頃 源 右衞門 —— 御所 望に て 孟子の 講釋仕 候。 蒔 田 甫庵老 論語 御所 望是亦 同年 
一講釋 いづれ も 翌年までに 講終 候， 是又 若輩 之 時分 故 定め、 て 不埒なる 事 計り 布 
一 之 候へ 共 其 時分 之 蒔 田權助 殿 富 永 甚四郞 殿钚 今以て 能く 覺ぇ 候。 

: : 

我等 幼若ょ b 武藝 軍法を 怠らす 候。 十五 之 時に 尾 畑 勘 兵衞 殿北條 安房 守 殿 
/ へ 逢 审 候て 兵 學を 稽古せ しめ 隨分 修行 候。 二十 歲 ょり 內 にて 門弟 中に 我等 大 
六 上 坐 仕り 候。 而 則北條 安房 守 殿 筆者に て 尾 畑 勘兵衞 殿御 免之狀 之を 給し ® 
二十 一 歲之時 尾 畑 勘兵衞 殿御し 仕らるべく 候て 殊更に 門弟 中 •一人 も 無 之 
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候 御す 之 副 狀と申 御を 我等に 與 へられ 候。 筆者は 高 野 按察院 光 看に て 御座 候。 
其 更に、 放 文 而感其 能勸於 武而歎 其 能修噫 有 文章 者必有 武備 古人 云 我 又 云と 
j 未 句に 我等を 御稱美 之此文 言を ば 勘 兵衞殿 直に 御 好みに 御座 候。 

十 歳の 冬 高 野 按察院 先 看 法 御より 神道 令傳受 候。 神代 之卷は 申す に 及ばす 
一 神道 之秘傳 殘らす 令 傳を 授け 候。 其 後壯年 之頃廣 田坦齊 とか 忌 部 氏 之 嫡流 之. 
一 者 有 之 根本崇 源 之 神道 相傳 へしめ 候。 其 節 忌 部 氏神 道 之 口 決 殘らす 相 傅へ 候 
I 書付 證 文を 越 候。 其 中頃よぅ 石 井 帶刀參 り 候て 我等は 斷神書 承り 候。 垣齊 は頓 
::: みに 死去 仕ぅ 候に 付 神 書 之 事 帶刀事 拙者を 賴み 候て 合點參 ゐらす 候 •所に 皆 
I 承り 候 得 ば 是れ又 其書附 今以て 有 之 候。 

i • 

一 

,\ 同年より 歌學を 好み、 其歲 までに 內に 源氏物語 殘らず 承り 候。 源 語 秘決まで 
も 和 傳 へしめ 候。 伊勢 物語 大和 物語、 枕 草紙、 萬 葉 集 西 人 一首， 三部 抄 、三代 集まで 
廣 [B 垣 齊相傳 仕纟 候。 依つ て 源氏 私抄萬 葉 枕 草紙 之 代 集 等 之 弘抄 注解 大方 撰 


述仕 b 候 詠歌に 志 ふかし、 年に 千 首の 和歌. を 詠み 候 得 ども 存じ 候 子細 有 之 其 
後は 捨て置き 候。 今以て 右廣田 垣齊 方よ b 歌 學之紙 も 殘らす 相傳仕 候 段 書付 
j 御座 候。 尤も 職 原抄 官位 之 次第 道舂講 釋殘ら す 承り 候 其 後是又 垣齊に 具に 承 
| b 候て、 合 點參ゐ らす候 所は 菊亭 大納言 殿へ 申 上 候 大納言より 御 筆 染められ 
I 一々 の 口 傳御書 被 下 候。 此段 人々 存じ 候。 事に 候 5 は 我等に 職 原を 傳授 仕り 
一 候 者數多 候。 若年 之 時より 湫兵衞 門 殿 小 栗 仁 右衞門 殿御 取り持ち にて 紀伊大 
一納言 殿へ 七 拾 人 扶持 被 下 置き 召し出され 御 小姓 近習に 召さるべき の 由 御 約 
一 束に て賴み 萬 御 目 見の 用意 仕り 候 內證者 早 野 權右衞 門 殿 萬 事 御 取り持ちに 
一て 其 節 阿部® 後 守 殿 聞き及ばれ、 卽ち尾 畑 勘 兵衞殿 北 條 安房 守 殿御 賴み 成さ 
一れ 我等を 御 抱へ 成され 度き 由 仰せられ 候へ 共 右 之 御先 約 故 御斷り 申 上げ 候。 
一 然る 所に 大納言 樣御事 豐後守 殿御 抱へ 有 之 度き 由 御 聞き 成され、 布施 佐 五 右 
衞門 殿御 使と 爲 り 兵 右 衞門殿 仁 右衞門 殿まで 仰せ 出られ 候は 豐後守 殿御 抱 
在 之 度 由 御 申 者を 大納言 樣へ御 引取り 成され 候 段 御 遠慮に 思 召され 候た t 
酹 所 錢筆  こ 九 
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へ 御 家來 にて 有. 之 共豐後 守殿坏 御所 0 之 渚に 有 之は 遺は せらる ベ c 候 ® 後 
守 殿御 用 之 事は 御 公儀 之 御用 同意 候 間 豐後守 殿へ 石し 抱られ 候樣に 仕る ベ 
| く 候。 其 段 勘 兵衞殿 安房 守 殿へ も 右 佐 五 右衞門 遣は され 候 由 佐 五 右 衞門 もは 
| や 召 抱ら れ候段 御 雨 所へ 御 約束 成され 候て 御座 候 只今 ® 段 如何に 御座 ぁる 
\ ベく 候と 中 上げ 候へ ば 兵 右衞門 ■殿 仁 右衞門 殿御 事 心 易 義に候 間 苦しから や 
一 候 由 仰せ 出られ 候 由に 候。 拙者 奉 存候者 大納言 樣右之 通ぅ 御 遠慮 遊ばされ 候' 
| 上 菪豐後 守に も 御 抱 成され 間 敷 候 之 旨 老中 家は 遠慮 仕り 候 子孫 御座 候間此 
一方ょ b 左右 方へ 御 斷り_ 上げ 度 候 段 岡 野 權右衞 門 殿御 相談 仕り 候て 其 分に 
罷成 候。 右兵 右衞門 殿は 謙 信 流 之 軍法は 御 ® 々 方に 弟子 衆 大勢 候 得 ば 我等 弟 
一子に 成さるべく 候て 兵 學御勸 め 御念 頃に 候 仁 右衞門 殿者戕 等に 鞠 身 之 やは 
一ら 相 傳 候て 奥 儀まで 承り 候 故 例して 御意を 得 候。 岡 野 權右衞 門 殿は 我等 若年 
之 時分ょり 書物 御 聞き 殊に 兵法 之 弟子に 成され 候 由 御 一類 中 殘らす 我等に 
兵學御 聞き 候 故 御 心 易 御意を 得 候。 右 之 翌年 加賀 松； 伞筑‘ 前 守殿棉 奢 義 聞き 召 


しに 及ばれ 召 抱 ゆべき 由 町 野 長 門 守の 御 取 侍に て 拙者 親しく 中 候は 知行 千 
石 下されす 候は  >罷岀 候 事 無用に 仕るべく 候旨电 候て 留め 申し 候 筑前守 殿 
I にも 七 百 石までは 下さるべく 候 由 御沙汰 候 由に、 長 門 守 殿御 申し 候 由 承 b 候。 

正 保 四 年 丁亥 狄大猷 院 樣北條 安房 守 殿へ 城 取 之 作法 本圖 介せ 付けら る、 

I 時分 拙者 相 煩 ひ 候て 罷在 候處へ 安房 守 殿 私宅へ 御 出 候て 右 之 本圖御 相談に 
一て 陰陽 之 雨 圖出來 候て 右 本圖之 書付 並に 目錄 まで 拙者と 相談の 上書き 付け 
:られ 候 其 書付 殘らす 拙者 之 所に 御座 候 其節久 世 和 州 全 安房 守 殿へ 御 出御 座 

一 候て 御 目を 懸け 候 御覺え 成さるべく 候。 

\ . 

, . 

\ 

拙者 二十 五歲の 時松牢 越 前 殿 拙者を 御 呼 成され、 學問 •兵 學御 詮議 御 議論 御 
一座 候。 捕 者 申 上 候 通 b 御 得心 成され。 別けて 御 大慶 成され、 則ち 遂に 誓狀 せら 候 
而 して 拙者に 兵 學の御 相談 成され 候。 右 誓 狀之翌 u H 輸權 右兵衞 門 先達て 遣 
はされ 候。 御太刀 馬 代書 被 下され 候， 追 ふて 越 中 守 殿御 禮と爲 ぅ、 私宅へ 御來臨 

觊所殘 筆 三 一 


外 •拙者を 褒美す る 大方なら キ候 。其 段まで 因 州 御 呼に 候 •道 安は 醫師の 殊更に 
學問も 廣く有 之 候 得 共 明 壽院以 來に承 はらす 候 由、 別して 褒美 仕られ 儀 故 書 
一 付け 候 御 事に 候。 

て ： 

大 猷院樣 御前へ 祖心眤 近 仕られ 候 時分 祖心 申され 候は 其方 義御 次に 御座 
一 候て 具 達 及 上聞 候。 折々 其方 事 上意 有 之 間必す 家中へ 奉公に 罷出候 事 無用に 
I 仕るべく 候。 何卒 御家人 1: 罷成候 やぅに 取ち 持ち 下さるべく 候 樣松平 越 中 守 
一 殿御 念 頃 故 右 之 次第 具に 御 內意申 上げ 候へ ば 一段 之 事に 候。 表 向 越 中 守 殿御 
一 取り持ち 下さる V く 候 間 其方 事松苹 伊豆守 殿 兼ねて 能く 御存じ 成され 候 間 
|當公方樣へ召出され候樣 £ 仕ぅ候は>早速首尾仕るべ/、候。祖心へも其段御 
j 相談 成さるべく、 先 づ酒井 H 向 守 殿へ も 仰せ 遣は され 候 間 御 目を 掛け 置き 候 
へと 仰せ &れ 候。 御 家老 三輪 權右衞 門を 差し 添 へられ、 日向 守 殿へ 拙者を 遣は 
され、 御 目を 懸け 候。 其 後 越 中 守 殿 仰せられ 候は 酒 井 空 卯 公へ 拙者 事 具に 御物 
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語 成し 置かれ 候 間 左樣に 心得 候樣 仰せられ 候 •其 節 空 卯 公事 上意に て祖心 下 
屋敷へ 振舞 ひ 申され 候 時分 拙者 も 召し出され 御念 頃の 上 拙者 も越屮 守 殿 拙 
一 者 ®: 具 (•: 仰せられ 候へ 共 御 挨拶 成され 候。 久世和 州 公 上意に て祖心 振舞 ひ 成 
一され 候。 道 春 召し寄せられ 老子 經之 講釋御 座 候 時分 和 州 公 仰せ 下され、 拙著は 
I 右 之 末座へ 召し出され 候 •祖心 後に 中され 候は 此段皆 上意 候 間 難 有 存じ 奉る 
j ベく 候 由 申し 聞かれ 候。 卯年 二月 御 近習 番頭 駒 井 右京 殿御 事 阿部 伊勢 守 殿— 
一— 其 比 式部と _ され 御 小姓 仕られ 候——を 御賴み 成され、 弟子に 成され 兵學 
j 成され 御 聞き 度き 由 仰せられ 候 間 幸に 又 御 近所に 北條 安房 守 殿 居 申され 候 
I 間— 是に御 相 傳 然るべ しと 達つ て御斷 5 中 上げ 候へ 共 思 召 入 b 有 之 1-11 仰せら 
I れ候 御意に 任じ 候て 參り 候 0? 急 度 御 a 定 成され 候。 而し て兵窖 御 聞き 成され 
| 度く 早々 御 登城、 御 雨 所の 御咄は 拙者 承、 はらす 候。 脇に て 承 b 候へ ば 右京 殿 召 
し 寄せられ 候 事 上意に て 御座 候 由 承 b. 候。 此段 具に 祖心 物語 仕 b 候へ ば 大方 
上意に て 之 ぁるべ く 候間彌 々以て 諸事 愼み 、家中 杯へ 奉公には 入らざる 義 f 


存す V き 旨 申され 候。 其後薨 御成され 候。 松 屯 越 中 守 殿 其 年 極月 御 逝去 候 •翌辰 
五 年 淺野內 匠 頭 拙者へ 直に 約束 仕られ 候て 色々 念 頃の 上、 知行 千 石 宛 行 はれ 
一 候。 拙者 義相應 の 奉公 申し付けられ 候樣に 達して 賴み 中し 候へ 共い か b 存せ 
一られ て 候 哉。 番幷に 使者 等 一度 も 申し付けられ t- 候。 定めて 拙者 不調法 者に て 
一可 有 之、 稽古日を 定め 置き 我等 罷出候 時分は 馳走 仕られ 候て 浪人 分に 仕られ 
候。  , 

已年 播州 赤 穂へ 罷上候 時分 大阪に 於いて 曾 我 丹 波 守 殿 拙者 兵學之 弟子に 
一 御座 候 故 別して 御念 頃に 成され、 御馳走に 相 成り 二三 H 滯留 仕、 り 候。 其 時分 板 
一倉 內膳 殿御 加 番故丹 殿へ 仰せ 合は され 候。 而 して 九月 廿 一日 丹 波 守 殿に て內 
一膳 殿へ 終日 御意を 得 候。 翌年 五月 罷下り 候 時分 內膳殿 急 度 振舞 ひ 申され 候て 
道具 給 之 候。 內匠頭 方に 九 年 有 之、 存じ 寄りの 仔細 御座 候て 書付を 差し上げ 子 
年 大島雲 八 殿奉賴 知行 斷り中 上げ 候て (落 字 ぁ 1 其 時分は 加增迄 申し付けら 
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るべき 候 由に 御 留め 成され 候 得 共 加 增利祿 之. 望みに て 知行 斷 b 申し 候に て 
は 御座な く 候 由 達して 斷 b 申し 候。 而して 知行 返納 候 大島雲 八 殿 具に 御存じ 
一成され 候。 知行 斷 b 申 候て 以後 間 御座 候。 淺野因 州 公 本 多 備前守 殿な ど 私宅へ 
(御 出 成され 候 時分 因 州 公 仰せられ 候は 其方 義以來 は 一 萬 石に て 無 之 候は) 
一 何方へ も 奉公 仕 間 敷 候 由 兼ねて 申し 候 ' 般 尤もに 思 召され 候。 古 來戰國 の 時 
一には 倍 臣に高 知行 取 候 奢數多 候。 木 村 常 陸 介 五 萬 石の 時、 木 村 惣左衞 門 五 千 ^ 
I 長 谷川 藤 五郎八 萬 石の 時、 島 彌左衞 門 八 千 石 取り 候、 丹 羽 五郎左衛門 拾貳萬 石 
にて 江 口三郎 右衞 ST 坂 井 與右衞 門 一 萬 石 宛 取ら 候 « 樣の事 珍ら しからす 候。 
j 結 城 中 納言殿 越 前 權頭之 時分 仰せられ 候は 御國 を拜領 成され 候 以前に かは 
| り。 別して 御 滿足難 有 思 召 候 條有之 其 第一は 年來 分限 廣候者 召し 置か 付 度き 
| 思 召に 候。 久世但 馬 守 今度 二 萬 石 被 下 召し出され 候。 此段 大名に 仰せ 冴 けられ 
候 故賴み 相 叶へ 申し 候ょ し、 仰せられ 候 段 石 谷 土 入物 語 候。 拆近來 我等 ぞんじ 
候。 而も 寺 澤志摩 守 殿へ 天 野 源右衞 門を 八 千 石に て 召し抱えられ 候 ^ 毕越中 


守 殿へ 吉村又 右衞門 を 一 萬 石に て 召し 抱 へられ 候 •此者 共 名高 場所 一雨 度 有 
之 候 者に 候。 渡 邊睡庵 事 藤 堂 泉 州 公へ 浪人 五 萬 石に て 無 之 ば 主取り 仕 間 敷 候 
I 由 申し 候。 其身覺 書に も 其 段 記し 置き 候。 此者 又右兩 人より 度々 武功 場 數も冇 
一之 殊に 一騎 前の 役儀より 大勢 之 差 引を 心 懸け 候 者に 候。 氏 兩三輩 皆 我等 存じ 
一 候。 然るに 其方 事 戰國に 生れ 候は) 武功 之 段は. 右 之 者に おと り电 間 敷 候。 此段 
I は 力業に 相 成らざる 事に 候。 第一 博學 多才、 只 弘文院 を 差し置き 世上に 有 之 間 
一 敷く 候。 又 蜜學之 筋目 發明 仕ぅ 候 事 異朝に さへ 無 之 候 間 右 今 其方 一人 r. 候。 我 
一等 事 十二 歲 より 兵 學 稽古 仕り 候て 畠 山 殿 弟子に 相 成、 9 、 其 流を 究め 上 原 流を 
; fl ひ 上 原 治 部 左衞 門栩傳 を 究め、 其 後尾 畑 勘 兵衞殿 弟子に 相 成り 印 可まで 取 
一ぅ 候。 北條 安房 守 殿は 猶ほ以 て 心安く 晝夜 仰せ 談せ られ候 。然るに 其方 之 影 故 
S 兵學之 筋目 初めて 能く 得心 仕り 難 有 思 召され 候 故 其方へ 別けて 誓紙を. 遺は 
し 置き 候。 然れ ども 兵法 之 儀は 無双の 樣に存 せられ 候。 如斯 上は 五 萬 石 望み 候 
共似合_さ>る樣には存せす候。其上一萬石にて奉公仕らす候ては主用に立 
觐 所殘簞  三 七 
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ち 申さ  > る 段 申し、 誠に 當時 相應の 蟹み 尤もの 至に 候。 我等 事 分限 無 之 候 故 別 
けて 殘 ^t に 思 召 候。 其方 一類 之內 一人 にても 二人 にても 召し出され 候 事御賴 
| み 成され 候 間 左欉に 同心 it るべき 旨 仰せられ 候 a 中 上げ 候は 忝く 御意に 候 
一と 計りに て 差 置き 候へ 共 本 多備前 殿へ 度々 仰せられ 候 故 達し 三人 遣は し 候 
〈様に 御 取 持ち 候 間 岡 八 郞右衞 門 十六 歳の 時 因 州 公へ 召し出され 過分に 知行 
一 下され 今以て 近習に 召し 遣は され 候。 御念 頃 成 儀 共に 候。 其 節 磯部 彥右衞 門を 
i 御 使者に 下され、 八 郎右衞 W 召し出され ® 滿足 遊ばされ 候 由 却つ て御禮 仰せ 
J 下され 候。 此段因 州 公は 中す に 及ばす 候。 松 浦 紀州公 本 多備前 殿御 覺え 成さる 
j ベく 候。 松 浦 紀州公 御 事は 以前よ b 家中へ 弟三郞 右衞門 召し 置かれ 候。 段 御 取 
一 b 立て 下され、 御 厚志 淺から ず、 毎度 大恩を 請けし め 候 者 心底 被 爲成御 存候事 
一因 州 公よ b 尙ほ以 て 厚く 被. 成 御座 候。 松 浦 公 淺野本 多 備前守 殿な ど 御 一座 之 
時分 限 被 成 御座 候へ ば 拙者 一 萬 石。 二 萬 石 下さる 事 何より 安き 儀に 候 11-1 度々 
仰せ 出られ 候處 拙漭申 上げ 候は 御爾 公樣 右の通り 思し 石 させられ 候へ ば 機 


者 儀 冥 施に 栩叶ひ 候と 存じ 舉 b 候* « 者 儀 御存じ 成されざる 御 方には 窆办て 
途方もなきたわけ者に候。各樣御揋被爲成候を案に存じ、洳此高まりたる事申 
一し 候と 可 有 之 候。 然る 處因州 公 御 事は 御 走 年と ^ し御學 門之義 只今の 御大 名 
一には. 無 之 候。 其 上 紀伊守 殿 但馬守 殿御 家に 諸家 之 名高き 者 大勢 召し抱えられ、 高 
一知 之 者 共罷在 候 ^ 斯者 共の 咄被爲 聞、 殊吏に 兵 學之義 兼ねて 仰せ 聞かせられ 候 
一通 り ® 者 體御噂 、御 批評 仕るべく 候 樣無之 候 •松 浦 公御爭 は 因 州 公ょり 少 々御 
| 年下に. 被 成 御座 候 •御 自分 之 文學は 御座な く 候へ 共 # 夜 書物 等 聞こし召され 
| 文武 之諸藝 •儒 佛之 御勸 御怠不 被成喉 當代之 ，古老 衆 每度御 招請 成され 御當家 
j 上方 衆 之' 近代 之 物語 大方 被 成御存 候。 近年 御 家中へ 諸歷 々方. 高 知に て 差遣せ 
一ら れ 、尤も 能き 者 共 御 使 立 成され 候。 依て ^ 根 宗閑石 谷 土 入 常々 申され 描 者 御 
j 家中 之 作法 人口 御 使 ひ 立て 成され 候樣 若年には 珍ら しき 武將 にて 可 有 之 由 
度々 ^ さ れ候由 石 谷 市 郎右衞 門 殿幷に 拙者 坏も承 b 候 事に 候 M れば此 御 9 
公樣御 事は 御 自分ょり 初め 御 家中 御領 內まで 之 御作 法 御 仕置き 殘る 所な く 
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候* _恐 れ ながら 存じ 奉り 候。 然るに  一 WJ 度は 自分 御 挨拶と 存じ 奉り 候。 度々 仰 
せ 聞かせら る S 御 事に 御座 候へ ば 描 者 存念は 立 候て 安堵 仕り 候 M 密事 御存 
I じ 成らる、 御 方々 樣は御 分限 不被成 御座 候。 御存じ 無 之 御 方は 途方 もな き 者 
一に 思 召さるべく 候 間 拙者 事は 當分 永久 浪人と 覺悟仕 候 故 諸事 逼塞 仕ぅ 罷在 
I 候 所存に 御座 候 由 其 節 申 上げ 候。  ， 

III 口 出 雲 守 殿御 ® 候て 御 电 候 は 、律 輕十郞 左衞 円 殿御 申 候は 津輕越 中 守 殿 
一 御 知行 高は 少く 御座 候へ 其 土地 廣く 新田 多く 候 間 知行の 事は 其方 望みに 御 
一任せ 可 有 之 候。 越 中 守 殿 初めて 御 入部 御座 候 間 拙者 付 申 候て 參 b 候欉 に御賴 
一み 候と 被 仰 聞 候。 拙者 申 候は 先づ 以て 忝く 存じ 奉 b 候。 去りながら 越 州 公 別け 
一て 御 目に 懸けられ 候へ 共 未だ 御 若年に 被 成 御座 候。 尤も 十郞 左衞 門出 雲 守 仰 
せられ 候 御 事に 御座 候へ 共 家中 衆 又は 他所 衆 承り 候。 丽 しそ 御 若年 之 御 方樣 
へ 如何 樣にも 申しな し 候。 而 て in ft 義御痤 候な ど 以來 まで 御沙汰 御座 候へ ば 


迷惑 仕 b 候 間 御免し 成し 下され 候樣に 御斷ぅ 申し上げ 候。 其 己 後津輕 十郞左 
衞門殿 死去 之 時分 遺言に 付き 拙者へ 御意 候 樣に御 申 置き 候 故 其 段 御 底意 存 

一 じ 奉 b 候。 越 中 公へ 彌 々御 懇意 忝く 存じ 奉 b 候て 御意を 得 候。 忖上宗 古老 義我 

等 別して 申し 談じ候 事 谷存す る 儀に 候 拙者 方へ 御 出 之 時分 御 申 候は 我等 事 

若き 時分ょぅ 物 之 師を取 b. 誓詞 仕り 候 事 無 之、 殊更に 武藝坏 は 人に さして 習 

ひ 拙者に て 無 之 候。 世上 軍法は 多く 候 得 共師を 仕り 候は 我等 所へ 參 b 候て 軍 

法の咄 を 仕ぅ 候へ 共 我等 尤もと 存じ 候 者 無 之 候。 此段 渡邊睡 庵と 晝夜心 易咄 

し 候て 古來 ょり 軍法 兵 學之咄 評判 診 義を仕 b 候に 毎度 驚 耳 候。 睡庵 事は 渡り 

奉公人に 近代 珍ら しき 武士と 存じ 候。 然れば 軍法 兵法 之 議論 仕られ 候は 其 * 

前にて 睡庵 口の 明かに 申すべき 樣は存 せす 候、 就て は 當年 五十 三 歳に 至 b 恥 

- 入 b 候 得 共 今日 初めて 誓詞 仕 b 其方 兵學之 弟子に 成 5 申し 度き 由 御 申し 候 

故 私 申 候は 私事 左 樣に被 思 召 被 下 候 事 別して 忝く 存じ 奉 b 候。 舌戰 物語 武功 

は 度々 御 咄承卜 候。 拙者 儀淺 からす 大慶 仕り 候。 何事 にても 御 相傳仏 ど ゝ有之 
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儀は 存じ 寄らす 候 由 申 候 得 共 達て 御望み 故 御意に 任 かせ* 宗 古老 御 誓詞 候。 其 
時分 林九郎 右 衞門事 彌三郞 ど 申し 候。 而 して 宗古念 頃に て 居 被 申 候 故 能存せ 
I ら る* へく 候。 

\ 

寬文六 年 午 十月 三 U 未 上刻 北條 安房 守 殿ょり 手紙 差し越され 候。 切 紙 自筆。 
一 可相尋 御用 之 儀に 付 早々 私宅 迄 可 被 參候以 上 
一 十月 三日  北條 安房 守 
一 山 鹿 甚五左 衞門殿 
一 切 紙の 御 答 

一 御手 紙 被 成 下 謹 而奉拜 見 候。 御 尋可被 成 御用 之 儀 御座 候 間 早々 貴 宅迄參 
一 上 可 仕 候 旨 畏奉存 追 付 參上可 仕 候 以上 

淡 十月 三日  山 鹿甚五 左衞 門 
房 州 樣 


.如 斯相認 め 遣は し 中し 候。 夕 料理 未 被 下 候 故 食事 心 快 認 候て 行水 仕彡定 めて 
(只事に ては 有 之 間 敷 存じ 立ちながら 遺書 相 調へ 殘し 置き 候。 尤も 死罪 被仰份 
j 候は  > 公儀へ 一通 差 上げて 相杲 つべ く、 是又相 認め、 懐中せ しめ 候。 此外 五六 ヶ 
I 所へ 小 翰 相 調へ、 態と 老母 方へ 申し 遣は さす、 宗三. 寺へ 參詣仕 b、 下人 成程は ふ 
I き 若 黨兩人 召し連れ 馬上に て 房 州 公へ 參 b 候， 四日には 律輕 公へ 可 召 寄、 兼 約 
御座 候つ るを 津輕殿 門前に て 存じ 出で、 明日 參上 仕る 間 敷き 由 使を 寄せ 申 候。 而 
北修 殿へ 參候 。門前に 人馬 多く 相 見へ 候。 只今 何方へ も 打 立たん 樣 子に 御座 候 
此體 拙者 若し 不參 候は レ 則ち 拙宅へ 押 寄せ 御蹈み つぶし 可 布 之 様子と 相 見 
へ 申 候、 私事は 刀を 下人へ 渡し 座敷へ 上 i し 候て 笑 ひ 乍ら 申 候は、 如何の 事 
j に 候 哉、 御門 前 殊の外 人 多く 御座 候 由 申し 候て 奥へ 通 候。 暫く 候て 北 條殿被 
出 候。 而 して 逢 ひ 申 候。 北條殿 申され 候は 入らざる 書物 作 b 候 故淺野 內匠頭 所 
へ 御 預け ^ され 候。 是ょ b 直に 彼 地へ 參る ベく 候 間 何に て も 宿へ 用 向 にても 
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候は  >咁 し 遺は すべし と •別けて 念 頃に 申され 候。 福 島傳兵 衞硯を 持て 榴者傍 
へ參 り、 « し 遣 度き 事は 傳兵衞 申し 次ぐべく 候 由 申 候 間 私北條 殿へ 向 ひ 申し 
I 候は。 悉く 存じ 奉り 候。 然しな ♦から 常に 家を 出 候ょぅ 跡に 心に 殘り候 事は 無 之， 
| 樣に勸 め 罷在候 問 書き置き 可 申 候 事 も 御座な く 候 由 r^ 候。 其 內に島 田 藤 十 部 
一 殿御 出 候 間 北 條殿も 座敷へ 御 列 置 候て 私 召し m され 候 間 脇 指を ぬき 罷出候 
へば 北 條殿島 田 殿 互に 御式臺 にて 北條殿 仰せ 渡され 候は、 

\ 其方 事 不屈なる 書物 仕 候 間 淺野內 匠 頭へ 御 預け 被 成 候 旨 御 老中 被 仰 渡 候 
I 由に 候。 私 电 上 候は 先づ以 て 御意の 趣畏 b 奉存 候。 然しながら 御 公儀 樣へ對 し 
I 不屈なる 義は 右の 書物の 內 何の 所に て 御座 候 哉。 承り 搜く 存じ 奉 候と 申 上げ 
j 候へ ば、 房 州 御 事 藤十郞 殿へ 御 迎 へに て * 五 左衞門 事 譯も可 有 之 候. 得 其 如斯 
被 仰 付 候 上は 申す に 及ばざる 譯に候 御 事と 申し 候。 私 申 上 候は 御意の 上は と 
か < を 可申樣 無 之 ¢1 申し 罷立 候。 御 奉行 目 付 衆 兩人居 被 中 候て 內匠 頭家來 .御 


呼び 仰せ 渡され 候* 御步行 0 付 衆 さは かしく 被 中 候 故 私 笑 ひ 中 候 M して 一 © 
仕り 罷出 候。 此時分 作法 殘る處 なき 由 右內 E 頭 之 者 共 其晚噂 中 聞 候。 內匠頭 所 
| へ參 りて は不 M 之 人に も 逄不中 候。 淺野因 州 公よ、 り 磯部 彥右衞 門 御 越 候て 苦 
しからす 候 由 家老 共 中し 候 得 共 是へも 逢 ひ不中 候。 右の 時分 隨分不 仕 合なる 
一義 迷惑 至極 仕猴へ 共、 心底に て 申され 候 事は 聊か も 御座な く 候 故 小事に て も 
ー ヶ條も 中 置き 御 事 申 遺は し 候 事 失念 不仕 候。 九 a 之 未明に 御當地 罷立候 段 
一 御 公儀よ b 仰せ 聞けら れ候 は此者 大勢 弟子 門人 有 之候蓰 黨之輩 可 有 之 候 間 
| 道中は 中す に不及 江戸 罷 立. 候 時分 芝 品 川 等に て 奪取 候 事な ど 可 有 之 候 問 油 
| 斷不仕 候 やぅに 被 仰 候 由. に 候 間 付 候て 參ぅ候 者 も. 氣遣ひ 仕り 候 故 朝よ b 畫 
一休みより 泊ぅ までは 大小 用を も不辨 候樣に 心得 ^ し 候 . rfs して 同廿四 H 之 晚 
いに 赤稳へ 着 仕 候 我等 匹夫 之 者に 候 所 一人 之 * 幣 にて 大勢を もした ^ > え 中 候 
樣に 諸人 存じ 候 事 付不仕 合なる 內に 少しは 武士の 覺 .悟 之 所有 之に も 不罷成 
候 哉。 ft 段 皆虛說 風聞 次第 罷 成り 候て 赤穗 にて は 心 易く 罷 在り 候* 
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我等 配所へ 被 仰 付 候 時分 北條 殿ょり 呼びに 參り候 節は 死罪に 被 仰 付： 候 哉 • 
配所に て 可 參候哉 不分明に 候 間 若し 死罪に 候は > 1 通 之 書付を 差 出 可 申と 
存じ 懷 中し 候 其 案文 今以て 殘 り 候 life 節は 人 問 之 一大事 相 究め 五十 年 之 事 夢 
と覺 候樣に 有 之 時分に 候 得 典 聊か 心底に 取 i «L し 候 事 無 之 候。 尤も 迷惑は 仕 
b 候此 段は 日 頃 我等 學問 H 夫 之 勸 故と 全く 存じ 候。 人間の 上には 一生に 如斯 
事 有之费 に 候間覺 悟 之處如 左記 置 候。 

蒙 當二千 歲之今 大明周 公 孔子 之 道 猶欲亂 吾 誤 於 天下 開板聖 敎要錄 之處 
當時俗 學 腐儒 不 修身 不動 忠孝 況 天下 國家 之用聊 不知 之 故 於 吾 書 無 一句 
之 可 論 無 一言 之 可論釓 或 借 權而貪 利 或 構 讒而追 蹤世皆 不知 之專任 人口 
丽 傳虛 不正 實否 不詳 其 書 不究其 理强嘲 書 罪 我 於 支 我 始安我 言 大道 無 疑 
天下 無辨之 夫 罪 我 者 罪 周 公 孔子 之 S 也 我 可 罪而道 不可 罪 聖人 之 道而時 
政 之 誤 也 古今 天下 之 公論 不可遨 凡 知 道 之 輩 必逄夭 炎 其 先蹤 尤多坤 乾 倒 


Is n 月 失 光 ロハ 怨生今 世 I1S 殘 時世 之 誤 於 末代 是 E 之 罪 也 誠惶® 首 
十月 三日  山 鹿甚五 左衞門 
北條 安房 守 殿 

是は 令懷中 候までに 候。 若 死罪に て 候は V . と 存じ 候へ : f]: ハ 別 條無之 候 故 出し 
申さす 候。 此文 立ちな ♦から 認めて 點を付 け 令懷中 候。 其 以後 今日 取り出し 候て 
見え 中し 候 得 ば 急， 度なる 事故 不宜書 やぅに も 存じ 候。 恐れながら H 本 大小 之 
神祇 一字 も 後に 改め 候 事は 無 之、 誠に 我等 辭世之 一向にで 候。 

我等 義以前 知行 斷え 候て 內 E 頭 殿 家を 出て しに 今度 內匠頭 殿へ 御 預け 被 
成 候。 然れば 配所に 罷 在候內 別して 念 頃に 被 仕。 常に 被 中 候は 御 預けに て 無 之 
候は  >、其 方 再び 此 地へ 參る V く 候 哉。 隨分 門々 にて 馳走 可 仕 候 al 中され 候。 就 
ては 衣服 食物 家宅まで 段々 念 頃に 淺から す 候。 大石賴 母 事 朝夕 之 野菜 今 H ま 
で每 H 兩度 づ > 送 ぅ 候。 賴 母江戶 に 在る の內も 右の通りに 候。 斷え中 候へ 得 共 
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M 母 中 候 •は 此段 全く 自分 之 心 入 b にて 無 之、 內匠頭 殿 念 頃 {' 思 召され. 候禎者 
事故 賴母助 も 如 ] lb 代 御* 中 候て 相 送 b 候 尤も 配所に 罷在 候內は 御 預け 之 者 
| に 候 間 隨分意 外 無之樣 に 家中 之 者まで 慇黻に 仕 候 樣に被 中 付 候 •而 拙者 所へ 
一' 內匠頭 殿御 lli 候 以前ょり 却つ て慇戀 御 M 候 御迷惑 仕 候。 

, 

\ 我等 御意を 得 奉 b 候て 兵學 。學門 御 聞き 被 成、 我等 弟子に 相 成り 被 成 候 御 方 
一々 には 松 取 越 中 守 殿を はじめ 右に 中 候 ことく 別して 御播敬 被， 成 候。 其舛板 倉 
一內膳 正殿 御老屮 被爲戍 候 而も 拙者 所へ 御狀は 拙者 名 (- 樣の字 御 付 被 成 候 故 
一度々 御斷 h 中 上 候 得 共 聞こし召されす、 別けて 淺野內 匠 頭は 主人に て 候へ 共 
一 上々 樣へ .口 切 之. 茶 献上 候 後 必中 拙者へ 口 切 之 茶 肴を 給し 候て 令 M 戴 候 •釆女 
一 殿® ほ 以て 其 通ぅ に 候 ^ 外 之 御 衆 大方 上々 様へ 御茶 被 爲進候 以後 口 切の 御 
茶 被 下 令 頂戴 候。 尤も 以前 御 出入 仕り 候 大名 衆まで 參 り 候へ ば、 御 送迎 被 遊 候 
て 御門を 開き 候 様 被 仰 付 御慇” e {: て 迷惑 仕り 候 段 御 斷り唞 上 候 為 共 左様 !!: 


て 無 之 候* 私へ 御禮 とは 思 召され ヤ 候* 兵法 之禮義 師弟の 遨にて 候 曲 仰せられ 
候然れ 共 冥加 おそろしく 存じ 候て 度々 御 斷ぅ申 上げ 候は 凡 下の 拙者 無德之 
一 者に て 御意に 任じ 御 指南 申 上 候と て 左樣に 被 遊 候 程の 御 傳受栩 成らす 候 由 
一度々 御辭返 申 候‘ 得 共 侍 從四品 諸 大夫之 御 方々 樣如此 次第 天命 も 恐れ多く 候 
故せ めて 自分に 驕 b 無 之 日夜 之勸め 聊か 怠慢な く 候 段 此上之 我等 愼しみ も 
一 令 覺悟候 故此如 常に 子孫 共まで 令敎戒 候、 今年 配所に 十 年 有之嗤 今は 一入 天 
|道のとがめを存候て病中之外は一日と雖も朝寐仕らす、不作法なる體を仕ら 
一す 候。 此段 朝夕 之義 下々 まで 存じ 候 事に 候。 就中 磯貝 平 助 殿 能く 存じ 候 以前ょ 
^ り 如斯き 心掛けに 候 故 覺も無 之 候へ 共 我等 述作 之 書物は 千卷計 b 有 之 候。 目 
錄 別に 有 之 我等 人に 勝れ、 愚に 候て 言行 不正 之 子孫 共は 愚なる 我等に 十倍 勸 
| め 申さす 候は V 人間の 正義に 叶 ふべ からすと 存せ られ 候。 

序な •から 我等 存じ 寄の 學問之 筋少々 記し S き 候。 我等 事 以前ょり 異朝 之 書 
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物を 好み 日夜 勸め 候； て 近年 新 渡の 書物は 不 存十ヶ 年 以前まで 異朝よ' り 渡し 
候 書物 大方 殘らす 令一覽 候。 依 之不覺 異朝 之 事を 諸事 宜存 候ボ 朝は 山國 故異 
へ 朝には 何事 (7 及ばす 聖人 も 異朝に こそ 出來 候へ と存 候。 此 段は 我等 計に 不 限、 
一 古今 之 學者皆 左 樣に心 得 候て 異朝を した ひ學び 候。 近頃 初めて 御存知 入りて 
I 甚だ 誤 成りと 知 候 •信 S 不信 目 棄近而 取 遠 候 事 是非に 及ばす， 誠に 學者之 通 病 
一に 候 儀に て 中 朝 事實に 之を 記せす 候へ 共 大槪を 愛に 記し 置き 候‘ 朝は 天 照 
| 大神之 御 苗裔と して 神代よ b 今 n まで 其 正統 一代 も 違 ひ 給 藤 原 氏 ® 佐之臣 
一まで 世々 不斷 して 攝錄之 臣相續 候 事亂臣 賊子 之 不義 不道な る 事 無 之 故 也。 是 
™ れ 仁義 之正德 甚だ 厚くな り 候 故に ぁらす や „次 に 神代より 人 王 十七 代まで 悉 
一く 聖德之 人君 栩續ぁ b-、 賢聖の 臣 輔佐 摹 トンて 天地 之 道を 立て 朝廷 之 政事 國郡 
| 之 制を 定め 四民 之 作法 日用. 衣食 家宅 冠婚 喪祭 之禮に 至る まで 各 其 中庸を 得 
て 民 やすく 國屯に 萬 代 之 規模を 立て、 上下 之 道 明かなる は是れ 聰明 聖知之 天 
德に 達せる 1: ぁらす や。 況んや 武勇 之 道を 以てい は > 三韓を 苹げて 本朝へ 貢 


物を あげ 高麗を 責めて 其 王城を 落し 入り、 日本 之府を 異朝に 設けて 武威を 四 
海に か > や かす 事 上代ょ b 近代まで 然 b。 本朝 武勇 異國 まで も 恐れ 候 得 典 終 
一に 外國ょ b 本朝を 攻め 取 b 候 事は さて 置き ーヶ所 も 彼 地へ 奪は る、 事な く 
一 候。 されば 武具 馬具 劎戟之 類 兵法、 軍法、 戰略之 品々 彼國の 及ぶ 處に あら す。 是れ 
{武勇 之 四海に まされる にあら す や。 然れば 智仁资 の 之は 聖人 之 三徳 也。 此三徳 
〆 一つ も かけて は 聖人の 道に あらす。 今 此三德 を 以て 本朝と 異朝と を 一々 其 仰 
一を 立て 校 量せ しむる に 本朝は るかに 勝れ り。 誠に まさし/ 、中國 とい ふべき 所 
) 分明 也。 是れ 更に 私に 云 ふに あ- らす 。天下 之 公論な b。 上古に 聖德 太子 ひと b 異 
一朝を 貴と し、 本朝の 爲本朝 事を 知れり。 然れど も舊 記は 入鹿亂 に燒 失せるな り 

一 おしい 哉、 其 全書 世に 顯はれ す 候。 

S 

\ 

學問之 筋 古今 共に 其 品 多し。 是に 依って 儒佛 神道 共に 各 其 一理 有 之 事に 候 
我等 事 幼少ょり 壯 年まで 專ら程 子 朱 子之學 筋を 勸め依 って 其 頃 我等 述作 之 
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書は 皆 程 朱 之學の 筋までに 候。 中頃 老子 莊子を 好み、 玄 々虛無 之 沙汰を 本と 存 
候。 此時 分は 別して® 法 •を 貴み 候。 而諸 五山 之 名 知識に 逢 所學悟 道を 樂し み、 隱 
一が 禪 帥へまで 令 相 看 候。 然れ共 我等 不器用 故に 候 哉。 程 朱 之 學を仕 b 候而は 持 
i 敬 靜坐之 工夫に 陷 b 候て 人品 沈默 に罷 成候樣 に覺ぇ 候。 朱子學 ょりは 老莊禪 
i の 作法は 活達 自由に 候。 性 心 之 作用 天地 一 扱 之 妙 用 高 明なる 樣に存 せられ 候 
一て 何事 も 本心 自性之 用 所を 以て 仕り 候 故 滯る處 無 之、 乾坤 打破 仕 b. 候。 而も 萬 
I 代 不變之 一理は 惺々 洒落たる 所 疑 ひなし と 存じ 候。 然れ ども 今日 之 日用 事物 
I の 上に 於いては 更に 合 點參ゐ らす候 故是は 我等 不器用 故に 可 有 之 候今冰 し 
一く 合點 候て 參る べしと 存じ 候。 而彌此 道を 勸め 候。 或は 又 日用 事物の 上 之 事は 
| 甚だ 輕く義 如何様に 仕り 候。 而も 苦しから ざる 義 とも 存じ 候へ ば 五偷之 道に 
j 身を 置き 日用 事物 之 間に 應接仕 b 候 得 ば 左樣 には 不被成 候 •而 して かつへ 申 
然る者は 樹 下石 上 之 住居 仕り 閑居 獨身 となぅ 世上 之 功名を すて ^ 得 ば 無欲 
淸淨な る 事は 言語に 絕ぇぬ 妙 用 自由なる 所 可 有 之樣に 覺え候 •天下 國家 四民 


之 事物に 渡れて は 成らざる 事 云 ふに 及ばざる 細事に て も 世上の 無學な る 者 
程に も 合點參 ゐらす 候、 或は 仁を 體認 せし むれば 萬 之 間に 天下の 事相 濟み候 
一と 存じ 1 或は， 慈悲を 本に 仕 候 得 ば 過去 遠々 の 功德な 5 候と ま 1 ハ 巾 候て 實は 

一世 間と 學問 とは 別の 中に なぅ 候。 他人は 存せ t 我等は 如此ぐ 存じ 候 故、 是 にて 

\ -ぶ-  . 

一は 學問共 至極と 存せ られす 候 故、 儒佛 者へ 右 之 所 尋之苏 大德有 之 人々 « 候に 
(右 之 品 尋ね 候而者 人. の 作 略を 見聞 r^ 候に も 世間とは 不 合、 皆 事物 別にな り 候 
一 神道は 本朝 之 道に 候へ 共舊記 不分明 事に 候 端 斗 知 候、 而 不全 候是は 空 而 天下 
一國吖 要 法 も 可 有 之 候へ 共 入 鹿 亂後舊 記 斷絕と 相 見え 中 候。 依 之 我等 事學 問に 
一 不審 出 來廣く 書を 見、 古の 學者衆 牢 し 置 き 候 儀 共考へ 候へ 共、 我等 不審に 候 條 
一々 埒 明き 不申 候。 而 我等 料簡 相違す 有 之と 存じ 候。 而 數年此 不審 不分明に 候 所 
一 寬文之 初め 我等 存じ 候は 漢唐宋 明の 學者に 書を 見 候 故合點 參ゐら す 候 哉 ^ irt 
に 周 公 孔子 之 書を 見 候て 是を 手本に 仕 b 候て 學 問の 筋を 正し 可申存 夫ょり 
不通に 後世の 書物を 用ゐ す。 聖人の 書 ^ でを 晝夜勸 め 候て tj めて 聖學之 道筋 
颐 所殘犖  五三 
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分明に 得心 IL* 候 •而 して聖 學の 法を 定め、 たと を ば 紙を 直にた つに 如何 樣に細 
エ 能く 候ても 定規な きに 手に 任せ 候て 立ち 候へ ば 殘らす ろくには 立ち 候て 
| も 人々 に 左様に 立たせ 候 事は 成らす 候。 所に 定規を 當て 裁ち 候へ ば 大方 幼若 
| 之 者まで 先づ其 筋目の 如くには 之を 裁ち 候。 其 間に 尤も 上手 下手 有 之 候へ 共 
| 其 筋目は 一通りに 參 り 候。 然れば 聖人の 道筋は 書を 能く 得心 仕 b 候て は 右 之 
一 定規を 知 b 候 故 何事に て も 其 人 之學問 程には 其 道を 合點可 仕 候。 此 故に 聖學 
| 之 筋には 文學 に學問 も不入 、今日 承 候へ ば 今日 之 用事 得心 參 b 候。 工夫 も 持 敬 
一 も 靜座も 入り 不申 事に 候 •されば たと へ 言行 正し （身を 修めて 千 言： & 句を そ 
一ら し 候 者に ても是 は 雜學 にて 聖學の 筋に ては 無 之 候と 分明に 知 b 候。 又 一言 
一半 句 申 候ても 聖學の 筋目を 知り 候 人 -i 知 b 候。 是れ 定規を 以て 正 舖勸め 候 故 
| に 候 只 ^ 終に 見 中間 かす 候。 事物の 上に て も 右 之學問 筋に て 尋ね 候 得 ば 十ヶ 
條に五 七ヶ條 は 忘れ 申 候。 俗 學雜學 之 輩は 十ヶ條 之 內に三 ヶ條共 合點參 b 間 
* 候 •其 妙は 我等糙 に 覺え候 •依 之 世上の 無學な る 者に 博學な る 者 おと b 候て 


人に 笑 はれ 候 事 K 來候樣 に覺え 候。 然れば 鑄 形な くして 鐵砲の 玉を け づ り •定 
規なぐ 候て 紙を 直に 裁たん と 仕 b 候故勞 して 功な く 常に 苦しみ 候て 益 更に 
| 無 之 ¥ を 致 候へ ば 彌々 愚に なぅ 候樣に 我等は 覺え候 。 

. ' - 

I 學問之 筋 或は 德を 導び、 仁を 練 b x 夫、 靜座を 專と 仕り 候 も 有 之、 或は 身を 爹 
| め A をたぃ し、 世を 治平せ しめ、 功な り、 名高き あ り、 或は 書物を 讀み 著述 詩文を 
j 専らと 致し、 部ち 此品 上中下に 分ち 候て 樣々 の 心得に あ b 行く 事に 候。 然るに 
; 我 等 # じ 候 a 德を以 て 人物を 感せ しめ、 物い はすして 天下 自正垂 衣裳 而四海 
一平 修文德 而敵自感服せしめ候。黃帝 « 舜之時代之義未代之學び難き處也>是を 
一 かた 計ぅ 似せ 候ても 其 志る し 無 之 事 也 •依 之始此 心得 候學 者は 其 志す 所高尙 
j にして 終に 世を 背き、 山林に 入り、 鳥獸 を々 ど 仕 b 候 事に 候。 又 書物を 好み、 詩文 
著述を 事と 致す は 學之 慰に て 日用 之 事には あら， す。 但し 文章 も 學の餘 分な れ 
ば 是を嫌 ひには あらす。 餘力之 暇には 詩— 文章は 之を 葉つべからざる 也 •我等 
EE 所淺筆 s 五 
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.*' じ 候 聖學之 筋は 身を 修め •人を 正し ffi を 治牵 せしめ、 功な う 名 遂げ 候 樣に仕 
り 度 候。 夫 故 我等 今日 武士の 門に 出生せ り 身に 付て 五偷の 交際 有 之、 然れば S 
I 分 之 心得 作法 外に 五偷之 交り 共に 武士 之 上に 勸め有 之， 其 上 武門に 付いての 
業 大小に 品 多し、 少事 にて 云 ふ 時は、 衣類 食物 屋作 用具 用法まで 武士の 作法 有 
之 事 也。 殊更に 武藝の 稽古 武具、 馬具 之 類 制作， 用法 あ b 、 犬に て 天下 之 治平 饺、 禮 
I 樂之 品國郡 之 制、 山林 海 河 田 畠 寺社 四民 公事 訴訟 ■之 仕置、 政道 ^ 法、 軍法、 陳法餐 
一法、 城 築 等 戰法有 之、 是れ替 武將 武士 日用 之 業 也艤れ ば 武門 之學 問は 自分 計り 
一修 行 致しても 此 品には あたりて 志る しなく、 功 立ち 不申 候て は 聖學之 筋に T 
| 無 之 候。 此 故に 右 之 品に 付いて 工夫 思案 も 有 之舊記 古實を も考 ふる 事 有. り、 然 
一ら ば 外に 工夫、 默識 、靜座 等 致した 象 其 暇 之 あ々 ベから ざる 也。 然 b とて 賴 り 無 
| く、 品々 之 業を 可 習知盡 すと 云 ふには あらや。 前に 云 ふ 如く、 聖學の 定規い. か 12: 
を 能く 知 b 規矩 準繩に 入る 時、 見事に 能く 通じ 聞き、 事 明かに なつて いか やう 
の 業 來れち i 云 ふ 共 其 品 1: 勸 P う 明 K! !: 知る 事物に 逢て 屈する 事 無 之 候。 是 


れ 大丈夫の 意地た b。 誠に 心 廣く體 ゆるやかな れ共云 ふべき 也 lit 學相續 時は 
智惠 日に 新に して 德 自ら 高く、 仁 自ら 厚く、 勇 自ら 立て •終には 功 もな く 名 もな 
一く、 無 爲無妙 之 地に 至る 可し。 されば 功名ょり 入ぅて 功名 もな く、 只 人た るの 遨 
を盡 すの み 也。 孝 經に云 ふ。 身を 立て、 道を 行 ひ、 名を 揚げる は、 後世に 於け る# の 
終 也 ど。 

_ 

右 之 品々 自讃 之樣に 聞 こへ 候へ 其 各々 非 可 命遠盧 候 間 書付 所 我等 觀悟之 
所有 之 候 間 能々 心 付 候て 讀み可 被 申 候。 近年は 配所へ 參拾 年に なり 候。 凡そ 物 
は必す 十 年に 變する 物 也。 然れば 今年 我等は 配所に 於いて 打 果て 候 時節 到來 
I と覺悟 仕り 候。 我等 始終 之事處 々へ 書付 置き 候へ 共 御念 ■頃の 御 方 も 次第に 殘 
I 少にな b 行き 候 間 我等 以前ょ b の 成立 勸め 並に 學問之 心得 能く 耳底に 留め 
られ， 我等 所存 立 候樣に 被 相 勸所事 希 ふ 所に 候。 最初に 書き候 通 b 我等 天逍之 
冥加に 栩叶ひ 候て、 如 此に候 得 共 第一 者懸 業ながら 日夜 相勸め 候 故と 存せら 
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れ候。 盤れば 各自 分 之才學 にも 罷 成るべし と存せ られ 候。 其 時御咄 之た とえ 物 
語まで 殘らす 記して 置き 候。 若年なる 者は 如斯 事まで 能く 覺え候 事 尤もに 候 
有 他見 事に て 無 之 候 間 文章 之 前後は 筆頭に 任せ 候。 能々 得心 遂げられ s 助 儀 
成長 候は  > 利祿 能く 仕 合 被 願 者 被差潢 子孫 迄 不義 無道 之 言行 無 之 食、 覺悟候 
はい 我等 生前 之 大望 死後 之 冥 慮に 候條釦 此く 記し 置き 候磁谷 屯 助に 預け 贳 
き 候。 依 而如斯 候 以上。 

延寶 第三％ 正月 十一 C3 

山鹿甚 五左衞 ra© 

山 鹿三郎 右衞門 殿 
岡 八郞左 衞門殿 
(右歟 ) 


四 年 以前 卯 六月 私儀 御 赦免を 蒙 b 奉 b/ 八月 御當地 へ 下着 仕，^ 同 十 因 日淺 


野 亦 市郞家 來大石 賴母吟 同道 仕 纟久世 大和 守 樣へ參 上 仕纟候 •其 節兩 人へ 御 
直に 被 仰 聞 候は 以前より 之 近付 衆へは 出入 b 可 仕 候。 浪杯 集め 候 事 無用 可 仕 
1 ' 候 住所は 次第に 何方へ なり 共 可 罷在候 由 被 仰 渡。 右 之 御意 堅く 今日 迄 相 守り 
罷有候 其 節より 淺草田 原 町と 申 候 所 借屋 仕り 今以て 罷在 候。 近年は 病に 罷な 
一 b 候て 乍 慮外 行步 不自由に 御座 候 故 大方 何方へ も罷 出です 候。 §1 下り 候 以後、 
I 此以前 之 筋目 被 思 召〆 田 左 門 公 其 外 御 使者 被 下 候へ 共、 御禮 まで 中 上げ 候て 
一一 度 も 御 見廻 b 申 上げす 候。 數 十年以 來由緖 御座 候て 御 目に， 懸けられ 候 御 力 
一様へは 自然 御 目掛け も是れ を 以て 四年以 來度 々御意を 得 候 御 事 も 御座な く 
一 候 a 野 又市朗 、松 浦 肥 州 公 御 事は 格別に 候。 是 へも少 々御 見廻り 串 上げす 候。 律 
輕越州 公 御 事前々 より 御念 頃 之 筋目 御座 候て 私 一類 共 一 雨 人 御 家中に 罷在 
j 候。 只今は 拙者 娘 御 家中へ 遣は し 置き 候。 然らば 右 之 家 御 事 主人 同意 被 奉存上 
候 折折 此方より 然るべ く 御機嫌 窺 ひ 奉る 事に 存じ 奉 b 候へ 共 御 斷も中 上げ 
候。 而 大方に 不仕： 候。 娘義も 御屋敷. の 內に罷 在 候 故 逢 ひ 申し 度參り 候 事 も 遠慮 
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仕ぅ 候 而少々 にて は不參 候。 

於 

二.  - : '•- 

I 四年以 來 筋目 御座な く 候 者へ 近付に 不罷 成、 殊更に 筋目 御座な く 候 •家中 之 
一 衆 浪人は 斷 b 申 候て 近付に 罷 成らず 候。 

上野 御門 主樣に は 冥加 之爲 一年に 雨 度 此方ょぅ 必ず 參上仕 候。 久世 大和. 守 
一様、 土屋但 馬 守樣 には 御機嫌 伺 ひ 奉り 候樣に 折々 參上仕 るべ く 候へ 共 御 事 多 
I 之內 態と 延引 仕 候。 當年も 年頃 之 御禮に 漸く 正月 末 二月 頃 御 兩所樣 へ 一度 參 
り 候と 覺え候 • 

\ 人に 道具 遣 候 御沙汰 御座 候 由 少も左 樣之義 御座な く 候。 世 枠弟智 共に 自然 
さ ひ 身 之 道具 くれ 印 候 事は 御座 候。 急 度 仕 候 御 方へは 不奉及 中 上 候。 家中 牢人 
其 外 も 道具 遺 候 事は 終 1: 御座な く 候。 


拙者 儀 松 浦 肥 州 公津 輕越州 公 御 家中 之 御 仕® を 口 入り 候て 色々 新法 立ち 
一 下々 痛み 候 事 trj 付け 坏と 方々 沙汰 仕り 候 由 風聞 承 候。 中々 存じ 寄り. も 御座な 
く 候 •娘 有 b 付き 候 時分 隣家 にても 不存候 程輕く 仕り 候 故 松 浦 M ffi 公 御 近所 
に fl 在： 候へ 共 在 り付 け 候 事 も 御存じ 不被 成， 御 使 渚 も 不被下 候 程 輕き義 に 御 
座 候 所、 是も右 之 時分 夥して 書付を 仕り 候て 中し 觸 らし 候 中に ーヶ條 も 御座 
なく 候 事に 候 ロハ 今， は 世上に 拙者 名を 賣 5. 候て 方に 兵 學之師 を 仕り 候 多く 御 
| 座 候 曲 傳承 候。 書物 屋 にも 拙者 作 之 書物 之 由 ^ 候て 高 E に 方々 へ賣 り电 候 本 
一 御座 候 由 承り 候 M 聞故僞 も不奉 存候。 S 年 以來拙 容 邸を it 舞 書物 他所へ 出 候 
| ぁつかい 不 tf 候。  ， 

i 1 . 

乍 憚 中 上 候。 拙者 儀 四十 年以來 其 意を 得 奉 b 候。 而 して 御 目に 懸け 候 御 方々 
御藤 V ... 、 中す に 及び 奉らす 候。 家中 之 衆 筋目 御座. 候て 自然 參ゐ b 候。 牢人迄 
^000 - 1 
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不義 不作法 仕 候は 今 H まで 一人 も 不承 傳 候* 先年 惡人 共徒黨 仕り 候て 罪科 仰 
せ f»j けられ 候 時分 も 私 方へ 出入 仕 候 者は 中 上ぐ るに 及ばす、 近付 一人 も 御® 
なぐ候 ^ ^ げ ^ * ^ \力に相叶ひ候と存じ奉り候。尤も21:比筋目なく浪人等堅 
く 出入 仕らす 候樣に 隨分心 懸け 奉存候 御 事に m 座 候。 

拙者 儀 配所 ■に 於いて 朽果て 中すべき 覺悟 仕り 候 所、 各樣 御影 故 存じ 寄&ざ 
る 冥 加に 相 叶 ひ 母 存命 之內 に擺下 り、 三年 一所に 罷在 り、 去 冬 母 相 果て 候。 今生 
之 if 相 ^ し 難 有く 存じ 候 其 後 私 病 者に 罷成ぅ 候。 彌 何方へ も罷 出です 院拙 V? 
伊ー ズオ 凡 下之容 に 御座 候 故 自前に 御 M // ® え 此方ょり 御 斷 候て 御 出 A 
b T 仕 候 就いては 酉の 年、 大火 事 以後 高 田へ 引き込み fl 在 候て 大方 罷 出です 
其 時分ょ b 只今は 猶ほ 以て 老衰 仕り 候 故 逼塞 仕ぅ 罷在り 蒺。 

招 者 儀 體之凡 下 之 者 御 公儀 樣御恩 忝く 存じ 奉り 候 由 申 上 候 事 慮外 千 萬な 


る 樣に 奉存候 得 其 如 斯御 靜謐に 御座 候て 數年靜 に 相 勸め罷 在 候 儀 恐れな ♦か 
ら 天下 之 恩不淺 、難 有奉存 殊更に 不盧に 御 赦免を 蒙り 奉り、 御 當地罷 下 b 候 上 
一は 彌 々以て：：： 夜 相愼 しみ 罷在候 事 似合 之 志に て も 可 有 御座 候と 恐れな •から 
存じ 奉 b 候 若した は むれに も 不_ 不忠なる 事を 口ょ b 申 候へ ば 心 も 移ク申 
I 候 間 冥加 忽ち 盡き‘ 申すべく 候。 此段 堅く 和勸め 候 樣に世 枠 共に も 平生 敎戒仕 
# b 候。 然れば 御 公儀 樣 を輕ん じめ、 御 法 殿を ない ♦かしらに 仕 b、 御作 法を 評判 仕 
/ b 候事假 初に も 御座 候は  >怎 恐 冥罰 甚だ、 重きに 能 蒙るべく、 常に 愼し み罷在 
一 候。 就中 四年以 來は 拙者 御 儀 取り持ち 被 下 候 御 方々 樣へ御 苦勞を 掛け 申 候 段 
I 生々 世々 迷惑 仕ぅ 候 而不覺 悟 成義聊 御座な く 候樣に 朝暮心 懸罷在 候。 

一 此段已 前ょ b 被 掛御目 候 御 方々 樣御存 之 所に 御座 候 間 不及_ 上 候 得 共 序な 
j がら 如是 申 上げ 候 事に 御座 候 以上。 

十月 十六 日 山 鹿甚五 左衞門 
右 之 通 竿 級 知 通 合 文 r , 
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拙者 儀 凡 下 無徳之 者に 御座 候て 御歷 々樣 方の 御前へ 罷出 候 tfi は. 御座な く 
一 候 得 共 苦 蕺之時 分ょり 御歷 々樣方 御 目に 懸けられ、 御 取り持ち 被 下 候。 此段聊 
か 私 徳義 故な と、 は 不奉存 候。 天道 之 冥加に 相 叶 候 事と 奉存 候。 

右 之 通に 御座 候 故 彌 M 塞 仕 b 高 田に 罷在 候て 御 近 衆を もは ぶき 申し、 淺野 
; 因 州 守 松 浦 E 州 守 迄に 御意を 得 奉 b 欉に 仕罷在 候。 其 外 之 御 方に へは 大方に 
(仕 b 候。 然る 所 不慮に 配所 被 仰 付十ヶ 年 彼 地に 罷在 候。 日々 老衰 仕 b 罷 下り 候 
一て 四 年に 罷成 候。 n ハ 今は 存命 仕 候て 罷在候 迄 之體に 御座 候。 今少々 餘命 御座 候 

一間 何とぞ 義理 相違 仕らす 候 樣に栩 勸め 串し 候て 相 果て ^ し 候までの 覺 悟に 

. 

一 御座 候。 

\ 右 之 次第 自分 之 取合に 似合 不申 候。 而して 如斯 書付 南 候 段別け て 迷惑 仕り 
候。 jFC 以前 御 目に 懸けられ 候 御 方に 皆 以前 御 荏 じ 被 成 候。 就中 松 浦 肥 州 公 能く 
'御存じの 御 事に 候。 私 配所へ 參 b 候 ri 後 十三 年 (: 罷成 候。 其 內 御意を 得 候 御 方 


々御 死去 被 成 候て 只今 殘少に 罷 成り 候* 然れば 新しく 拙者 儀 等 召され 候 御 方 
々樣は 一已 獨身之 徒は 此樣に 被 思 召 候へ ば、 迷惑 仕り 候 間 益 も 御座な く 候 儀 
一共 是如 書付 候へ ば 事 ぁたらしく 御座 候て 如何 敷 存じ 奉 b 候 以上。 

\ 十月 十六 日 
™ 右 之 通 一通 合紋 

一 . ' 

- V 

\ .口上 之覺 

當 五月 十四日 渡 邊源藏 殿御 事 本 多 下野 守 殿へ 振舞に 仰 出 被 成 候 街に て 拙 
一 者 所へ 押し 懸け 御 見廻り 被 成 候 故 御意を 得 候。 此御 一 禮 にも 終に 不參 候。 駿府 
| へ 御 立ち 候 御 暇 乞 ひに も病氣 故不參 候。 

\ 酒 井河 內守 樣御內 地內與 一兵 衞事 拙者 兵學之 弟子 筋， 殊に 淺野又 市 殿 家老 
舛村源 左 衞門智 にて 御座 候 故 罷ぅ下 b 候 時分ょり 源左衞 一: 殿に 近付に 成り 
候 樣に申 候 得 共斷り 申し 候。 
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而 延引 仕 候 •當 五月 十六 日 外 村 源左衞 門右與 一兵 衞 同道 仕り 候て 參 り 候。 私 
方ょ b は禮に 使を も 遺は さず、 尤も 一 殿 も 見廻 申さす 候。 此外惜 かな’ い 筋目 之 
I 家中 衆 幷與力 衆 自然に 私 所へ 參ゐり 候 事 御座 候 筋目な き 衆 新しく 近付 不罷 
成 候。、 

數年 拙者へ 御 目掛けられ 候は 板 倉內膳 公、 淺野因 州 公、 松 浦 肥 州 公に て 御座 

! 候。 何も 拙者 儀 師恩 難 忘 思 召され 候 由 每度御 自筆に 御 狀 下され、 其 御狀 今以て 
端々 殘 御座 候。 然る 所 內膳公 御 事 拙赉儀 不屆有 之樣に 被 仰 立てられ 候* 風聞 
承 b 候。 風聞まで 義に 候間僞 には 可 有 御座 奉存 候へ 共 垂心 元奉存 候で 松 浦 肥 
州 公まで 委細 申 上 候 御 事 御座 候。  ‘ 

右 書付 品々 不調法に 御座 候て 文 言 之 前後、 仕 b 候 所 又は 慮外なる 言葉 御座 
候て 若し 上々 樣御 耳に. 掛け 申し 候 所 も 可 有 御座 候 哉。 恐れながら 無心 元奉存 
候。 拙者 儀 十ヶ年 蟄居 仕 b 殊に 罷下 b 候ても 今以て 逼塞 仕 b 罷在り 候 故彌々 
世上 無 案內に 御座 候て 書 違 ひ 申す 所 迄 可 有 御座 候 間 御高 1 に 入れ 候は V 御 


捨被下 候 樣御取 b 成し 可 被 下 候 以上 • 

十月 十六 日 山 鹿甚五 左衞門 
一 右 之 通 合紋三 

板 倉內膳 公へ 法 泉 寺に 於て 拙者 御無禮 仕り 候 御沙汰 御座 候 由 風聞 承り 候 • 
一 板 倉 公 御 老中 樣に被 爲成候 時分は 拙者 親しく 相 煩 ひ罷在 候。 頓み に栩 果て 候 
故 此方ょ b 終に 御 目 見 申し上げす 候。 忌中 幷に忌 明 申 候ても 度々 御 使者 被 下 
一 毎度 御念 頃に 被 仰 下 候へ 共 忌 明 候 以後 も 拙者 病 氣に罷 在 御禮に も參上 仕ら 
一す 候。 翌 西 月 五日 初めて 御 禮の爲 參上仕 b 候 ^ 節は 御 他行 遊ばされ 尊意を 得 
一 奉 *? > す 候。 其 後 四月 廿 •九日 拙者 近所 法 泉 寺 御 出 成され 候 間 彼 地へ 參上仕 b 候 
I C 導 意を 得 候樣に 仰せ 下され 候。 尤も 誰も 御座な く 候。 石 谷 市 右 ffi- 門 殿 迄 御 出 
候 間 閑談 仕り 候 樣に參 上 仕 b 候 得と 御 自筆 之 導 書 被 下 候。 就て は 法 泉 寺 伺 出 
仕 b 候。 拙者 參上以 後 扳倉公 御 出 遊ばされ 候て 御迎ベ の爲庭 上まで 罷出 候。 御 
翻 所殘筆  六 七 
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着 坐 之 後 敷居を 隔て 度々 御 使 ひ 被 成 下 難 有 奉存候 段御禮 申し上げ 候。 仰せら 
れ 候は 左様に 急 度 仕 b 候而は 難 被 仰 談候間 他所 亦は 人 多く 候 時分は 尤もに 
I 候。 今日はい つもの 如く 內へ入 b 喵 し 候て 無遠慮に 導 意を 得 奉り 候樣に 再三 
j 被 你 聞 候 故 奉伺 尊意、 乍 恐 御 一座へ 入 b 申 候 ® 同氏 石 州， 公 も 御 出 被 成、 料理 挺 
一 申 候 間 先づ上 b 候。 而 して 御唢共 御座 候。 板 倉 公 被 仰 候は 不德之 我等に 大役 被 
一 仰 # 難 有 被 思 召 候。 へ 共、 諸事 無心 之 思 召 候‘ 第一 天下の 政は 何事を 專 要に 可 仕 
一と 存じ 候 やと 被 仰 候 故、 拙者 式 之 凡 下 之 者は 天下 之 御 政道 如 斯可有 御座な ど 
| 、 存じ 寄 b 可 ^ 候 事 御座な く 候。 故 自分 之 工夫は 御座な く 候。 古來ょ b s 人 申 
一し 置き 候は 天下 之 政は 仁を 本に 仕 b 候て禮 行 候まで 之 由 申 傅へ 候と 申し 上 
一げ 候へ ば少々 御 合 點不被 遊 候 哉、 仁は 左様に も 可 有 之禮は 大事 之 物に 候 由、 輕 
W く 御 挨拶 遊ばされ 候“ 

次に 被 仰 候 保 科 肥 後 守 殿御 學門之 筋は 如何 承 b 候 哉、 と 被 仰 候 間 拙者 儀 !,： 


保 科 公へ 不奉懸 御 目 候 間 不奉存 候 由 申 上 候 得 ば 其方 存 寄りの 者い か レと 被 
仰 候 故 不奉得 尊意 風聞 迄にて 串 上 候 事は 必中 相違 多 御座 候 者に 候 間 申 上げ 
f 難く 存じ 奉 b 候 由 申 上げ 候へ 共 達て 御 尋被成 候 故 私 申 上 候は 風聞 迄にて _ 
一 上 候は > 御 學間之 筋 慮外ながら 私 共存 候とは 御 相違 御座 候 樣に奉 存候由 中 
I 上 候 得は 被 仰 候には 此方 も 左樣に 思 召され 候との 御 事に 御座 候。 

I 次に 京都 之 所 司 代は 誰を 差 候 哉 r 被 仰 候故榴 者は 不承 候 S 上 候へ ば 石 
一谷 市右衞 S： 殿 永 井 伊賀 守 殿を 指 候* 御 _ 候 ® 申 上 候は 永 井 公 者 御 年若に 被 
:; 成 御座 候 旨 申 上 候へ ば 被 伸 候 者 年 之 老若には 及び 申す 問 墩候。 器量 次第の 事 
一にて 可 有 之 由 被 仰 候。 

次に 世間 之 如何様に 風！ g 候 哉、 I」 御 尋ね 被 成 候 間 私 申 上げ 候は 世上 之 風聞 
J 向 承 はらす 候。 風聞は 指して 益 も 御. 座， なく 候 御 事 かと 申 上 候 得 ば 被 抑 候は 
配所 殘筆  六 ^ 
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世上 能 # 多く 可 有 之 候 間 其 者 共 之 風聞を 聞き 候 事 能く 候 由 被 仰 候 故 私 中 上 
候は 御歷 々樣 方に さへ 賢 A 君子は 少く 御座 候。 然れば 下々 には 能 者は 大方 御 
一座な く 候。 若し 能 者 御座 候へ ば 風聞な ど 申 候 事は 御座 候 間 敷、 風聞 有る 者 大方 
j 御大 名 衆へ 御 出入 仕 り候。輕町人風情世上に賢き者之申候事に御座候と咋上 
一 候へ ば 其 世上に 賢き 者 申 候 事に て 能く 候 由 被 仰 候 間 私 申 上 候は 乍 恐 左様に 
一は 不奉存 候 ® 間 堅き 者は 御 時代 之 勢 ひを 能く 務申候 間 上々 樣之 能々 思 召 之 
一 者を 能く 中し 御懇に 被 成 候 者を ば 悪く 申 候 少も秀 中 候 者を ば、 さ、 へ 候て 我 
一身 之 立 候樣に 取 b 廻は し 候 人 之 事 も 能き 樣に中 候て 實は そし b 惡く 申し 候。 
一如 斯 者の 申 候 御 事 御 許容 遊は され 候 御 事と 大事 之義に 存じ 奉 b 候 由 申 上げ 
一 候へ ii: 古ょり 堯舜 も賤き 者に 事を 尋ねられ しと 有 之と 被 仰 候 故 私 申 上 候 者 
一夫は 賤 しき 者 之 可有存 事は 賤者に 御 尋ね 候と 申 事に 御座 候と 申 上 候。 此 問答 
再三 御座 候て 少不 入御 意、 御 挨拶に 御座 候へ 共 私 存じ 寄り 申 上 候 樣に被 仰 候 
故 少しも 顧みす 申 上 候。 定めて 御 無 禮之樣 }: 相 見え 可 申 候。 其 後 私 中 上げ 候は 


P 八 今は 方々 寺 方 多く 御座 候て 路次 にも 佛體を 出 置き 候 故 下々 迄佛を ば 存じ 
候 ゴ本之 所々 に 孔子 堂を 取り立て 申し 候は V 人に も 又 聖人 之 名を 可 舉存候 
I 事に 御座 候 哉と 申 上げ 候へ ば 尤もの 由に 被 仰 候。 御 料理 過ぎ 候て 頓がて 御 立 
I 寄り 候 所、 私 申 上げ 候は 乍 恐 申 候 事 御座 候。 今度 御 老中 樣に 被爲成 邋外御 仕 
i 合 能 奉存候 。さ然 • b な •から 古の 事ょ b 申し 置き 候は 仕 合 能く 候へ •は 夫れ 程の 失 
:は 御座 候 物に 御座 候 由 申し 傅へ 候。 乍 憚彌々 被爲 加御愼 しみ 候樣に 願 ひ 奉り 
一 候* 就中 御 威光に 付 御 息樣方 世上ょ 七 御馳走 可 有 御座 候 間 佩 勸め 第一に 存じ 
一 奉ぅ 候 由 中 上げ 候。 是は伯 州 公御勸 め、 乍 慮外 無心 之 奉 存候下 心に て 申 上げ 候 
- へ 共 其 御 心得は 御座な く 候。 御 拶挨に 御座 候て 其方 心 入り 不洩思 召され 候 III 
一 被 仰、 御 大慶 被 遊候曲 に 御座 候。 其 日 二 條御番 歸衆野 間 (町 野？) 金左衞 plJ 殿、 猪 飼 
一 五郎 兵 衞殿杯 御宅へ 御 出 候て. 御歸を 御 待ち 御座 候 由 ^ 來候處 、御 歸ぅ被 成 候。 
其 以後は 不懸御 目 候。 右 之 段 石 谷 市部 右衞門 殿御 存じ 被 成 候。 其 後段々 御 自筆 
之御狀 御 ® 物 被 遊 •石 谷 T!; 郞右衞 門 殿へ も 切々 御 傳言被 遊、 頓て 御作 事 出 來次 
酹 所殘擎  i 
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钫可被 仰 下 候 間 參上仕 候 寺に て 申し上げ 候 品々 今に 御 失念 不被遊 候 由 被 仰 
下 候。 殊更 御 加 增御拜 領之時 分 も 御 自筆 之 御 懇書 被 下、 別けて 御念 頃 之 事 御 無 
| 禮仕 b 候て 不屈なる « と 被 仰 候 ¢1 御風 聞に て 可 有 御座 候 今以て 拙者 奉存候 
一て 罷在候 以上。 

一 十月 十六 n 山 鹿甚 五左衞 門義以 
右 殘筆一 篇自永 因 借 而書寫 畢併可 秘者歟 

寬延庚 午 如月 


卷之壹 君 道 一、 

君德 

、 原，所，以爲，君 

鋪 嘗て 日く •凡そ 天地の 開 治せし 時は 君と 云 ひ 臣と云 ふ 者な く、 R 人 物 皆 天 
一地の 氣を 得て 生々 する までの 事柢 。其 萬 物の 間に 人は 天地の - IE 氣を 得て 智德 
| 萬 物に 過 超す。 故に 裸なる 身に 衣服を 着る 事を なし。 米穀を 以て 食と し、 魚 鳥を 
| 取 b て 飢を救 ひ、 竹 木金 石を 以て 百 エ をな し # 宅を 構へ、 用具を なし、 互に 交易 
利潤して 事足らし む。 民は 我家 職を つとむる に 暇な く、 常の 産業 多き を 以て 我 
が 德を 正す V き 間な し。 唯 欲を S しくして 强を以 て 弱を 凌ぎ、 衆を 以て 寡を 虐 
JI1 鹿 語類  f 七三 


ぐ。 鳥獸 の相戰 にこと なら t 玆に 天地の 正氣を 得、 知徳を 兼ねた る 人 あ b B° 疋を 
® 人と も 至 人と も 神人と も 云へ i。 此人た まく 世に出で S 人の 自ら 芣得已 
一所」 を 考へ其 天地の 德に 化せん ことを 思は ざるに 依つ て 陰陽の 相 具を 男女と 
一號し 陰陽 婚姻せ るを 夫婦と 云 ふ。 生育す るを 父子と 云 ふ ^ る、 r- 先 後 あるを 
一 兄弟と 云 ふ。 我に 等しき 人の あるを 朋友と 云' ふ。 其 億兆の 人の 中ょり 器の 天地 
一に 相 並べる を 上げて 君と 定め。 耕して 食を 奉り、 桑を 取ぅて 衣を 奉 ち、 エ商 居を 
一 構へ、 用を 足らし む。 是賤か .いとまなくて 其天德 知らされ ば 三 民是を 貴と み 君 
一として 此聖 A を師 とし、 物の 別ちを 習 ひ 知らん との 事 ^ 君又是 を敎戒 し五偷 
一の ついて を 定め、 五常の 敎へ其 正しき 處を 示し、 治敎 、自 化する 如くなら しむる、 
一是れ 君の 君た る處 也。 後世 君主 相續 して 其 德衰へ 、志 驕 り、 元來 天下 國家を 守護 
一し 來れ るとの み 思 ふ 心の 出 來て莴 民の 苦を も 知 & す、 遂には 國 亡 び 家絕え て 
又 興の 君 相 起つ 也 S 朝の 上古 三皇五 帝の 以前の 沙汰は 論す るに 及ば す。 .« 義 
神農黃 帝の 帝た b しょ b 夏殷 周の 天下を 治平せ し 皆 以て 然 h へ 本朝の 往古 天 


神 七 代は # 世の 事に て げんは 擧て 論せ 今 •地 神に 至て 最初の 天 照 太 神 ^ は 宗 
鹿の 元祖な り。 しかるに 其 神明の 德 天下を 照し、 一草 二 木の 末まで も其惠 みを 
I 鲁 して 御殿の かまぶ きなる 事 も 御供を 只 三 件つ きて 黑も 人の 煩。 國 の 費を 思 
I 食 故 也 A つ才木 もす くにた るき も 曲 さる ば 人の 心の 直なる を 示し 給へ る 也。 

I 一 和 光 同 塵の 徳如此 にて こそ ぁらゆる 人民の 上には 君 師と仰 •かれ 玉は ん 。其 正 
統主 代まで 神武 天皐 ょり 今日に 至る まで 嫡 々■相承せ り。 是を 以て 天子 御 位の 
時 伊勢 太祌宮 ベ 奉 弊 便を 立てら る。 こは 其天徳 を准據 ぁられん との 事なる ぺ 
し。 其 上天 子 御卽 位の 時 大極殿に 高 御座を ar. て 其 座に 行幸な b て 御 帳を 八 字 
にか、 げ S 儀. を 萬 民 百官に みへ させ 給 ひ、 三度 香を 燒 いて 其 煙 天に のぼるは 
位に つかせ 玉 ふを 天に 吿 ぐるの 事 也。 是皆德 を 天地に なぞらへ •つべき 師たる 
の 儀式 也。 魯齊許 氏 日く。 民生 有 欲 無 主乃亂 上天 眷命 作， 之 君師， 必予， ，之 聰明 剛斷 
之資重厚包.容之量，便，首出 & 物_表，正萬邦，此蓋天以„至難，任之/非 ¥ =之可，安之地，而， 
娛 ，之 也 
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、 草 業 守成 

一師 嘗て 草 業 守成を 論じて 日く。 凡そ 天 ♦か 下 治しめ す 上古の ためしは 皆德を 
一 以て 萬 民の 上に 立ち 玉 ひける 故に 父子の 恩愛は 至らぬ 者まで も 深く いとお 
;しなる (: 、況んや聖人の父子骨肉の親しみ凡人ょり猶ほ切なりと雖も天下億 
一犯の人民には替へ難き故、其器のたへましきを計て他人に天下を讓$給ふ賢 
一き 政 皆 是れ德 を 以て 天下を 草創し 玉 ふ 也。 其 後天 位を 人に 與し 事を 惡みて 子 
一 孫 相 續あ h て 遂に 無道の 暗君 出て 莴民 塗炭に 陷るを 歎き、 干戈を 動かして 天 
一 下を 屯 均 ある 是武を 照して 草創し 玉 ふ 也。 堯舜禹 湯 文武の 王た る 高に 過ぎ ざ 
j る 也。 如此其 主君 一代に 天下を 草創 あるを 草 業の 君とは 申す 也。 其 後を 御子 孫 
一の つぎ^^ に 天つ H 嗣の 位に卽 かせ 玉 ふを 守 文 守成の 君と 申し 奉る 也。 凡て 
草 業の 器は 凡人の 評すべき 所に あらす。 然れど も 草. 業の 君の 始終の 政、 必す違 
1 事の 1) る II 德を 積ち， * を かさぬ る 事の かたき 故 也。 大方 さまの 人 も 外 1: 敵 


あり。 憂の 時 あるは 賢の 招諫 を納れ 。身を 修め •德を 崇 くす るなる が 天下 長久に 
屬する の 後は 志を ごぅ" 恣 にして 終れを 克く する 事な し。 況んや 守 文の S つぎ 
つぎに 及んで は 父祖の 難 艱を忘 れ天 あたへ 人 •與み せる の 思 ひを なし、 いつし 
か 諫めを こばみ 政に 怠る 事 多し、 周公旦 .の 成 王を 諫め 玉 ふに 山人を 相る に 厥 
の 父母 稼穡 に勸勞 す。 厥の 子 乃ち 稼穑之 艱難を 知らす、 と 云へ り。 成 王は 文 王の 
孫、 武 王の 子 也。 然れ ども 周 公 是を以 て戒 しめと せり。 又 周の 宜王 六：：！ に 師を起 
して 戎を苹 ぐるは 難しと せす。 晚年に 朝政を かたしと す。 漢の 高祖 諫を 好んで 
諫し めに 從ひ しも •末年には 太子を 易へ ん 事を 欲せり いづれ も 中 業 草 業の 君 
大 "+ 此くの 如く 夏殷 周の 世ょり 漢の 天下を 有て しまでは 寶 /lit の 相 繼事 或は 
八 西 餘年、 少 くして 四百 年に 及べ b。 魏晋ょ b 已還 周惰に 至て は 多 C て 五六 十 
年、 少く ば纔に 二三 十 年に して C ぶ 唐。 宋明は 又傳祐 永久 也。 皆 創業 守 文の 務て 
恩 化を 廣く すると 遺德 の傳嗣 に 及ばす との 故なる べし * ょり 古人 君の 創業 
守成を 一人に て 兼ねる は 稀 也。 肩の 武王漢 の 高祖は 創業 あ b て 守成には 及び 
出 鹿 mi . 頦 七 七 
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玉は す。 大禹大 湯は 暫く 守成を 兼ね •其 至徳を 論せば 草 業 も 守 文も必 す 易しと 
云 ふ 所は ぁるべからず。 唯 創業は 逆境 故につ、 しみ 多く、 守 文は 順境に して 怠 
办 易し。 人 能 父祖の 艱苦を 思は で. 何ぞ 守成に 至て 嗣 君の 驕逸ぁ るべき や。 本朝 
の武將 源 ® 朝 卿 尊 氏 卿、 近代 平信 長 卿、 豐臣秀 吉卿各 武家 創業の 武將 也 ^ れど 
も 皆 守 文には 及ばず。 唯 賴朝卿 外戚の 執權泰 時、 時賴 等が 守 文の 功に 因て 代々 
相續し ぬれ ども、 朝賴 卿の 遺跡は 僅に 三代を 經て絕 えぬ。 尊 氏 卿 草 業の 功 も 半 
にして 逝去し。 義詮 も亦壯 年に て 世 ¥ 早くした れど も、 天下 四十 餘 年の 兵 fL に 
倦みて 干戈 自ら 止みぬ。 ことに 義滿 幼君に て 細 川 常 久 執事 職に 居て、 政務に 怠 
りなく © く 天下の 助けと なれり。 此故 にや 源 家十餘 代の 武將 の號を 蒙れ b。 當 
時は 東 照 神 草業徳 高く 知 深く して 天地 日月に 相 並び 萬 世の 基を 立て 玉へ ば 
和つ  > い て 守成の いと も かしこく 目 出た かり' し 儀刑 也。 

思 1 1 ^ 君 之 難 一: 


師 日く。 大禹謨 日く。 后克 P 厥 君： 孔子 日く。 知， 爲 fe 之 難， 也不 ，幾 乎 一言 而 興 ^ 乎 • 
古の 格言を 以て 是を 察する に 能く 君た るの 所以を 刹 察せば 則爲， 君の 難を ば 
知るべき 也。 何事 か 是難 となら ば、 凡て I 人の つかい 一家を 治む るに 其 情の 相 
通じて 下の 心のを だま かに 君臣 合體 して 內 外のへ だてな きが ごとく 敎化せ 
んとな らば、 いかば かう 心を 盡さで は 難 成 事 也。 泥ん や 億兆の 人を や。 天下 四海 
を やさる にようて 國 郡を 與‘ へて 領せ しむる 大名 諸侯を 分 憂の 職と 云へ う。 天 
下を 天子 一人に て 憂 ひ 玉へ るを 諸侯を 置いて 憂を あまたへ 分與 するとの 心 
也。 一日に 萬 機の 政 あ う。 四海に 億兆の 人民 あ b。 生 質 正直に して、 敎を 待たす し 
て •直 ほなる は 百に して 一つ も 有 b 難し。 皆 佞姦 邪欲 深く、 や、 も すれば 巧言 令 
色を 以て 上下 0 間を 蔽塞 す。 夫れ 一民 も 心を 安ん せす、 | 夫 も 所を 得 ざれば 王 
者の 恥 づる所 也。 いかんして. か、 鈹寡 孤獨の 民の 末、 遠 國異 境の 鄙の果 まで も 君 
徳の 普ね く 通せん となら ば、 子に 臥し 寅に 起きて 見聞 覺 知を廒 くす ると も 其 
敎化は 速に 成が たし。 是に より •て 古の 明君 U 朝よう 晨に 至る まで 戰々 兢 々と 
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して， 日出 づれば あさまつ りごと に 心を 入れ、 日 入れば 夜の 御殿に て 政を 正し d 
外には 百官、 位に 付いて 天子の 拾遺 補闕た り。 內には 后妃 女史 あぅて 政を たす 
一け 過を 記す。 是れ其 君た るの 難を 知て 斯く こそ あるべ けれど、 勸め愼 しみ 玉へ 
一 ば 也。 今を 以て 古を 考ふ るに 上代の 君. も聖 主な れば 、さまで 心を 盡し玉 ふ 事の 
I 無くても 穩に 世の 治まりつべき ことなる に、 書の 堯典 舜典史 記の 本 記に 記す 
所を 考ふ るに 帝 堯の德 其 仁 天の 如く、 其 知 神の 如しと 云へ り。 天下を 治し 玉 ふ 
事 五十 年な 5 しに、 天下 治まる や、 治まざる や、 と 云 ふ 事を 左右に 尋ね 玉へ ども 
知る ものな く。 外 朝に 間 ひ 玉へ ども 知らざる 故に かたじけなくも 天子 自形を 
J まつし 賤か いまし き 體を學 び 給 ふて、 路の衢 に 遊びし の ひて 童子のは やり 歌 
I を 歌 ふを 聞 召し、 又 老人の 口に 物を 舍みな がら BI 鼓を 打ちて 歌へ るを 考 へま 
一し < て 帝位を 安んじ 給 ひ、 猶 天下の 爲に 太子の 丹朱を さし 置いて 虞 舜の鰥 
にて 下民に あるを 用 ひて 神器を 讓 b をはせ b。 帝舜の 位を 嗣がせ 給 ふ も 亦 如 
此く 。五 載に 一た び 巡 守と 號し て、 國 つ ® の 名山に 行幸な ぅて、 其方 ^ の 諸侯を 


あつめ、 各々 分國の 盛衰 豐凶 をのべ 吿げさ しめ、 明かに 試みる に 其い さを しの 
しるし あるを 以て 賞し， 八元愷 の 賢人を 擧げ 、四 凶を 罪ない 玉 ひ、 太子の 商 均を 
| 捨て、 大禹に 位を 讓らせ 給 ひ、 遂に 南の 方に 巡狩 有、 9 て 蒼 梧に て 崩御 ありぬ。 
; 大禹は 父に 代 b て 水を 治む るに 身を 勞し M ひを 焦め、 外に 居 玉 ふ。 克く 十三 年 
一 其 間に 家の 前を 通り ぬれ ども 內に 入らず。 遂に 其 成功を 遂ぐ 。天下を 治しめ す 
一一 鏡に 十 度 起ちて-天下の 民を ねぎらは せ 給へ りと 也。 寸陰 を惜む とて 日影の 
一一 寸 推移を もい かば かりの 璧の寶 ょりも 惜み玉 ふ。 是れ 光陰  一/ 寸を 廻る 間 も 
| 人民の 苦を 棄置べ からざる との 事に や。 # も 難 有靈な り。 湯 王は 味樊に 坐して 
一 あくるを 待ちて 政を 怠， 玉は す' 萬， 方' 罪 あれば、 予れ 一人に あるな らんと 身を 
一 責め、 大旱に 六 事を 以て 自ら 无 に rr る— 政. 不 ，節歟 民 失 ® 歟宫 宣崇歟 女謁行 
j 歟苞直 盛歟讒 夫昌歟 I 周 公は 文 玉の 子、 武 王の 弟 成 王の 伯父に て も 一た び 
かみな ,? > ふに 三握髮 一た び 食す るに 三た ひ 哺を 吐いて 政に 怠らせ 玉は すし 
て猶ほ 天下の 賢人を 失は ん 事を 恐る と 云へ ゎ , 堯舜禹 湯 周 公は さしもの 大聖 
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明 相な b しか ども 無二 刻 可 fe 逸、 無二 息 ? 肆 k 。 天の 與ふる 天位の 至て 難なる 
事を 知し めす 故 也 朝ょり 夕へ に 至る まで 天下の 政務に 心を ひたし、 賢人を 集 
め、 下情を 計る とも 末世の 人君 民の 父母と な b 玉 はん 事た やす かるべし。 其 上 
人 主 ぁやぅぐ、 難儀なる に陷 つては 賢人を 求め 諫を 入れ、 敬し み 畏れ 玉へ ども 
卷事や すくなり。 國難 やみた る 後は い. つし か 志の 怠 佚、 樂を 好んで つい 一に 見た 
る 事の 難なる 事を 忘る。 本朝の 天子、 年中行事 H 中の 行事を 考 ふるに 元日 四方 
拜ょ b 晦日の 追儺まで 皆德を 天地に 比せん 事を 思 ふ。 萬 民の 苦を 去る 事の た 
めしな れば上 一人の 難しき 事 虎の 尾を 履む が 如く、 春の 氷を 涉るに 同じ。 如此 
ぁぅて こそ 子孫 千億まで つらな り、 天地と 永へ に、 日月と 光を 並ぶべき やん こ 
となき 御 事なる べし。 

以ン修 ， 身 爲ン先 

師答 a 君道以 M 先-日く。 孔子 日く。 自， 天子以 至 k A 壹 是皆以 ^ \身 爲 朱。 中 腐に 日 


く •君子 之 道 本， 諸 身 >徵藷 庶民， 考_ ，諸 三 王 7 こ K へり。 君は 儀 兆の 人の 上に 立ち •四海 
に義刑 たる 身に てまし ませば 其 身 正しから ざれば 其 el の 手本、 となる 事は 有 
一る ベから す。 木の 長す るを 求む るには 其 根本を 固く し 流の龜 からん ことを 思 
j は > 其 泉 源を 深く すべし。 天下の 事 千 變萬化 其 端究ま b なけれ ども、 一として 
I 人君の 心に 出で ざるは 爲し 。故に 天下の 事を 正しく せんとなら ば 人 主の 身を 
| 治め 玉 ふに ぁ b。 かの 殷紂夏 桀も豈 に 天下の 治まる 事を 思 ひ 社稷の 長久を 欲 
一せ す、 滅亡す る ことを 願 はんや。 唯 已來の 患を 計らず、 天下を 以て 己が 欲を 恣 に 
一し 路を 修めざる より、 遂に C: 君と なれる 也# へば 器の 大な るに 物を 入る、 •か 
I: 如し。 器は 君 也。 物は 下 也。 內に 入る ものは 皆 器の 形に 從ふ 也。 下は 上に 從ふ もの 
一な れば 仁義を 以て 治 むれば •仁義に 入 b、 暴を 以て 率ゐれ ば 則ち 暴に 從ふ習 ひ 
一也。 源 溪周子 日く、 天下を 治む るに 本 有 \ 路 之を 謂 ふ 也、 と 云へ るは 是の心 也。 
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師 日く。 厚德‘ を 天地に ならへ、 高 明を □月に 等しく して 萬 世までに 寶祚 を傳 
へん 事を 願は、 人君の 道の. 事な \此 を 願は んとな らば 先づ路 を修む るに 如 
くは あらす。 修路 となら ば 如何に 求むべき と 云 ふに、 學問に 如くは なし。 凡そ 我 
が 心を 以て 心を 正す に 古今に 通せす、 事物を. 究めす して 晝夜唯 思案 致せば と 


: 因ら ざれば 我が 知を 極む る 事 叶 ふべ からす。 況んや 天下 萬 機の 政に 於いて お 

一 や。 學 問と 云 ふは 聖人の 敎を 學んで 問 事 也。 學と云 ふは 知覺 せざる 事を 知れる 

'一  • 备 

一. 人に 學び 、學ん で 未だ 通せざる 事を 詳か U 問 事 是學問 也。 學と 云へ ども 間は ざ 
ハれば 究理せ す。 問 ふても 學ば ざれば 知を 廣くす る 事な し。 人君 知不 ，立 慢心を 起 
一 さす、 下問を ぢざる こそ 古の 聖主也 蒂堯の 事を 西 岳に 咨き 虞舜の 問を 好みて 
I 邇言を 察すと 云へ るは 學問 にあら す や。 されば 古の 明君 朝廷に 群 S を 集め、 賢 
人を 野外ょり 招いて 政を 間 事を 談す。 唐の 太宗原 官五品 以上に 勑あ b て 禁裏 
に 宿直を 給は b、 每に 召して 座を 賜 ふと.、 共に 天下の 政事を 談じて 百姓の 利害 


得失を 知 b 給 ふ 〇 疋れ 人に 問 ふて 究理す るの 學間 也。 街 ほ 書の 說 命に 初めて 學 

の 一字を 說 いて 寒 不/師 * は 永世す る 事な しと 云へ b 是れ 後世 學 問の V 起れ 

一る 源 也。 古を 師 とせんと ならば 書を' 學び、 敎を受 くるに あぅ。 然るに 人君の 學何 

一を か 務めん。 唯 天下 國 家を 治平して 博く 衆を 救 ふに ゎたれる 學是れ 也。 是を聖 

學と云 ふ。 聖人 立つ 所の 中和を 知つ て 天地 位し。 萬 物 育す る 處の效 なきは 人君 

一の 學に あらざる 也 $ 帝 三 王の 子な き 帥た るは 云 ふに 及ばす、 漢の 高祖は. 三尺 

I の劎を 以て 天下の 草 業 あ b しか ども 儒 術を 貴び 遺書を 求めし め 玉 ふ。 後漢の 

光武は 中興の 武將た れど も尙 書を 受けて 大義に 通す と 云. へ b。 唐の 太宗は 殿 

の 左に 弘文 館を 立て、 學士を 置き、 宋の大 M は 犀 中に 在る と雖も 手に 卷を釋 て 

| す、 と。 也 是皆學 問の 治平に 答. あるを 以て 也。 董 仲舒武 帝に 答へ て 日く， 彊勉學 問 

へ ' 

j する 寸は 則ち 聞 見 博く して 知 答 明し •彊勉 道を 行 ふは 則德 日に 起つ て 大に功 
有りと 云 上、 是れ 也。 後世 0 天子 書 限を 立て 學士を 選び、 侍講 說 書の 官を 置き 帥 
を 崇め、 先 帥を 釋奠 し、 天子 自祭に 臨み、 俗號を 高く する 事は 學 問の 切なる を 表 
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せる 也 •然れ ども 學其 淵源を 究め や、 天下の 治平に 深から ざれば 皆 俗學に 陷 て 
W 文を 好み、 戈藝に 誇 b、 それ 猶ほ あきまし きは 詩文 著述を 翫んで 唯 n 耳の 學 

| となれ り。 浞 んや老 莊の虔 無の 見 あやま b 佛 者の 無常 寂滅のと b ちが： へ、 道家 

於 

) の 神仙 不老の 說、 是れ學 者の 異端に 陷る 道筋 也。 魏の曹 操の 鋒を 橫た へて 詩を 
:賦せ しも 正 心の 術い さゞか なく 陣の后 主 隋の煬 帝の 文詞に 巧みな b しも t 
j 國の 端なら す や。 漢の武 帝唐玄 宗の李 家の 術を 願 仙， ひ、 老君を 祭りて 人の 僞を 
™ お い 梁の 武帝、 魏の孝 文の、 或は 身を 大同 寺に 捨て、 或は 一 萬 三千 寺を 建立 あ b. 
:'しも遂に侯景が禍を避けす。世中の福あ0しことも稀也。學問の道一向其趣き 
一惡 しき 時は 學ば ざるょり 害 多き もの 也 ^ 故は 只 究理す る 志の 功なら ざるに 
一ょ る 也。 時 異に 世殊 なれば 人の 心 も 何となく、 次第に 澆薄に して 古代 0 作法を 
| 用 ひ 難き 事 多し 然るを 强いて 右に なぞら へん i する は 學 問の 僻に して、 理を 
究めざる 故 也。 先づ其 一を 擧げて 云 ふに 上代の ひじ b の 世の 政を 今に 用 ふる 
手本は と 云 ふは 唐 堯虞舜 のた めしなる べし。 然るに 堯舜の 政を 考ふ るに 二與 


に 載る 所 史記 にあら はせ る 本紀 にも 皆 賢き 德の世 を 照し •族を 親しめる 事の 
鎏 徳を稱 美せ， k 是は萬 代 不易の 君 道に して 聖人の 論す る 所 也。 其 作法の 今日 
I 日用の 政務に 涉る べき 事は 何事ぞ や。 六 韜に太 公 日く。 昔 者 帝堯之 王，， 天下 ^ 時 
一 金® 珠玉 不 へ飾。 錦 繡 文綺不 ，衣。 奇怪 珍異不 ，親。 玩好 之器不 JC 淫佚 之樂不 ，聽。 宮垣屋 
j 室不 M « 桶 椽楹不 ，斷 •茅 茨 編 fe 不 ，剪。 鹿裘 P 寒 布衣掩 ，形 •糲梁 之 飯 藜 藿之羹 不， 以 
役 作 之 故％ k 耕 織 之 時： 削 * P 志 從， ，事 於重爲 一と 云々。 凡そ 堯の 天下を 治 如 fe と 
一な り。 當時を 以て 計る に 世の 政 如此 にあら ざれば、 治 率に 屬せ しとなら ば ボ朝 
| の 今 0 世には 一として 不， 叶。 然れ ども 又靜謐 に 屬す 。若し 天子 學 問に 志 あ b. て 
一 俄に 堯の 如くに 治敎 あらんと ならば 却つ て亂を 招く に 均し" 故に 末學の 儒者 
一 究理す る 事の 薄き は 皆是れ 右 非 今して かやぶ きの 御殿は 黑米の 供御 布の 衣 
| に 皮衣の 粧 こそ 古の ひじぅ の 世の 作法な りと 思 ふ。 是れ 全く 聖徳の 然ると 云 
ふには あらざる 也。 唯 上代 中古 近代に て 事 そき たると 事た ると、 其 口 ,^5 相 替る事 
也。 帝 堯帝舜 を 今の 世に出した てまつ らば。 聊かく は 有る ベから す。 時代に 相 應 
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の 政務なる べし。 唯學問 の 道 致 知 格 物に S づ .ベから ざる 也。 凡そ 天子 武將 の學 
は 皆 修身 世事に ぅつ b 行く 如くに なくて は學問 却て 泥 着と なるべし。 學 問に 

一 限らす、 藝を翫 び、 身を 習は す 事 も 天下 國 家に 用 •取な き 事には、 しばらく も 心を 

\ . , 

一 留め 給 ふべき 事に あらざる 也。 唐の 僖宗の 馬に のる 事を 得， 射藝の 術を 得、 太刀 
I 劎 術を 熟し、 算勘に 長 じ 給へ るを ば、 石 野猪が 若 堯舜の 時に 遇 ひ 玉は  > 放 駁を 
免 かれす と 云へ り。 放駁 とは 用 ひられざる 事 也。 宗 .の 徽， 宗の畫 は 古今に 超 出せ 
んとも 身 辱し め. られ 、國 C ぶ 君と して 山藝を 學ぶは 皆 本を 失 ひて 末を 知らん 
とする 也。 本朝の 古は 大學 寮を 立て。 春秋の 釋奠 怠らす、 天子 亦 自ら是 に 行幸 あ 
りし 也。 文章の 博士 明經の 博士を 置き、 是れ 天子の 侍讀を つとむ。 此 文章 博士と 
一 云 ふは 記誦 詩を 以て 本と す 明經の 博士は 六經 を宗 として 經 書を 詳に す。 文章 
一博 士は紀 傅の 儒者の、 任ずる 也。 然るに 本朝の 天子 詠歌 管鈸を 事と し 玉 ふ 故に 
や 何時しか 紀傳の 儒者は 登用して 大臣の 職を つとめ、 明 經の博 士は 時に あは 
f して 下位 下官に 蟄居す。 是れ 則ち 學 問の 其宗を 失 ふ 所 也。 夫れ 天子 御 ^ 位に 


は 三種の 神* 器を 以て 受禪讓 位の 卯と す-三種の 神 〖器と 申す は 知 ti 勇の 其德を 
器に 表して。 正直 慈悲 知惠と 神道に 沙汰せ り。 知を 極めん. となら ば 學に 因らす 
一して は 明かになる ベから す。 仁 勇猶ほ 學を以 て 極めざる 時は 姑息の 仁疋 夫の 
勇に して 天子の 仁德、 勇 義に あらざる 也。 順 德院の 御 記に も 天子 第一に 御 事は 
一學問 也。 學ば ざれば 則ち 古道に 明かなら ず。 その 餘力に 音曲、 詠歌 も 無下に まし 
一 まさぬ 事を 記し 玉へ う。 何時しか 帝王の 詠歌 管 経に 長 じ 玉 ひ ¥ は 文 詩に つけ 
™ b、 志は 浮 屠に 歸依 して 宗廟の 神德 三種の神器 も潑 はばり 殘れ り ® 賴朝卿 天 
下の 惣追捕 使に 任じ、 干戈を 動かして 兇徒を 平均の 後、 大江廣 元三 善 善 信を以 
て 政道を 補佐せ しむ。 彼等 b 亦 博 文 有職 文士に して 聖を以 て學政 を 佐く るに 
あらす。 元久に 中原 仲章實 朝の 詩讀 となりて 孝經 をょ ましむ。 其 比は 京 家に 往 
| 來 多に 依つ て實朝 竟に 詠歌に 長 じ、 文武の 備 怠うた う。 政道 虐 にして 公， 曉かた 
めに 害せら る •其 後 北條執 櫂の 間 公方必 す 讀 書初め あ b き。 然れ ども 政道に 心 
なし。 泰時 道に 志し、 深く 貞 永に 式目を 定めて 世 務を助 け、 時賴貞 © 政 要を 寫さ 
UI 鹿 語 M 八 九 
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しめ、 賴 嗣に献 じ、 淸原 敎隆に 帝 範を講 せし む。 是れ 等は 皆 道の 思 入れ 深 重なり 
しか ども 時に 聖學を 知人の なくして 唯 志を 勞す るまで 也。 其 生 質は 後世の 及 
一ぶべき にあら す。 金 澤實時 書を 好み 文庫を 立て 黑印 朱印を 押させ、 且つ 敎隆に 
一群 書 治 要を 講せ しめた b とに や 〇 疋れ又 政道に 及ぶ 處な し。 源 尊 氏 卿 建 武に式 
) 目 を 定め 天下の 政道を おきて 玉 ひしに 時の 文 戈玄惠 等に 任 かせて 撰述 あ り。 
(彼等 博 文の 俗學な る 故に 其 記す る 所に ■本 來 前後を 失へ り。 直 義南 家の 儒者 藤 
一原 有範 に學ん で自 から 文 王に 比し、 羽林栩 公を 殷の付 王に なぞらべ， 竟に 兄弟 
| の戰 ありて 敗 C: す。 細 川の 常. 久 低 務に志 深く して 義滿 を襁袍 の內ょ b 輔佐せ 
I り。® 學の要 道には 遠 けれども 義滿の 生 質常久 に 補佐せられ すく ば 如何ん ぞ 
世を 全くし 玉は んや。 京 家の 公方 猶 ほ 以て 學に志 なし。 凡べ て 政道の 要を 記る 
せる 書 多し と 云へ ども 敎ふ るに® なきが 故に 學の人 も 亦 皆 文才の み 也。 尙書 
は 古の 聖賢 王 佐の 書 也。 貞觀政 要は 唐の 太宗の 治德を しるせ k 群 書 治 要は 魏 
糍が治 要を 群 書ょり 撰み 出せる 書な b と 云へ ども 敎ふべ き 師の たへ - T なけ 


れば こそ、 人 主 是を以 て治毕 の 助けと なし 玉 ふ 事な し •聖徳 太子の 憲法 淡 海 公 
不比 等の 徙令は 本朝の 要務 規範 也。 それよう 下 b ては 冬 嗣の扒 仁 格 氏 宗の貞 
一® 格時苹 の延喜 格、 是を 類聚 三代 格と 云へ ども、 さましく 政道の 要とは 云 ひ 難 
一し。 一條 太閣兼 良、 常 德院 義尙の 命に 應 じて 權該治 要一册 を 選せ b、 是の 書の 類 
一 甚だ 多し •皆 博 文に まかせて 治 要を 味は す。 故に 政道の 古實 には 聊た よう 有れ 
I ども 其 要と する 所は 作者 ~ も 亦 知らざる 也。 天下の 入 君 政道 志な きには あら ざ 
I れど も唯學 問は 書を 讀み 、文字を 習 ふて 後に 知る こと 思 ひ、 敎へ 奉る 侍 讀も文 
一字 言 句に のみ わたう、 其 身の 言行は 少しも 正しから す-何を 以て 天子 武將の 師 
一範た るべき や A 君の あやま b とまで 云 ひ 難し。 かへ すぐ 人君の 學問 は聖學 
一に 因る 可し。 爲ら ざれば 只 細工に 家を 立てて 大匠 方を 因らざる が 如し。 聖學と 
一 云 ふは 六 經の經 書を 讀む 斗- 〇 を 云 ふに あらず。 聖人の 心を 知りて 學ぶ事 也 ffi 
學に あらす しては 博 文 廣才に して、 行跡よ ろしく とも 內 外に 付て 利害を さし 
ば さみ、 其 要 道を 失 ふべき 也。 
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，.正 レ 君 欲' 

I 師 人君 之 欲を 論じて 日く 罔„蜱 百姓 以從 „已 之 欲； 皐陶も 亦舜を 戒めて、 逸 欲を 
敎へ て國を 有た しむる 事な しと、 云へ り。 « 公 戒めて 成 王 其 無 逸を 所と すと な 
一 う。 舜は 大聖 人な b と 云へ ど， 益々 皐陶 欲を 以て 戒と す。 成 王は 中才の 君なる 故 
I 周公且 殊に 無 逸の 篇を 作れ b。 後世 漢の武 帝 多 欲に しては、 君と し 民に 子た る 
一は 宜しから す、 と 云へ う。 汲 黯又武 帝を 諫むる に內多 欲なる 事を 以てす。 すべて 
一人 君は 貴き 事 天子た う。 富 四海を 保ち 心の ま、 たる 事な れば 、動もすれば 欲を 
恣に せん 事を 思 ひ 給 ふ 事、 ことは b 也。 秦の 二世 皇帝 趙 高を 召して 人の 世間に 
一居る 事は、 ひま ゆく 駒の 足は やみて 物の ひまを すくる ょ b 猶ほ速 かなれば、 其 
一間に 萬 苦を なして 何に かは せん。 我 耳目の 好む 所を 恣 にし、 心の 願 ひを 究めて 
一生を 終 へんと 欲す、 と あう ければ、 趙高益 (答の 間違 ひか) へ. 申しけ るは 此ぞ賢 
主の 能く 行 ふ 所に して 暗 主の 嫌 ふ 所以 也と。 す、 め 申しけ る。 是侫 奸の臣 巧 令 


色の 云 ふ 所 也。 人と して 欲を 逞 じ，、 せん 事を 願は ざるは なし， 今 諸侯 大名に 成 
ぅて 國郡 を領 し、 左 園を 自由にした きと 云 ふは 何事 ぞ唯心 の 願 ひを ^ に 致す 
I べしとの 本意 也。 殊に 天子 武將の 上な き 位に 備ぅ給 ふ。 人心の 願 ひを 遂げん 事 
も 思 召す ことは 凡そ 人ょ b 見れば 餘儀な き 事 也。 魏 々業 業と 愼 しみて 遊ぶ 事 
なく、 逸な きは 堯舜の 行 ひ 也。 堯舜逸 欲を 好み 玉は ざるには あらす。 唯一 人の 樂 
を 遂げん とて 天下の 人を 苦しめ. 國 土の 物を 费 やさんとの 事は あさましき 心 
I 得 也。 堯舜 の樂は 永へ に 長/:、 榮紂が 樂は其 身を だに 保ち 得す。 されば 利害を 付 
I けて 之を 論ずと も 世を 子孫に さかへ しめんは 長き 願 ひのとぐ る 也。 一生 わづ 
かの 間の 願 ひを 恣 にせん とて 子 添を 立ち 失 ふて 惡名 を莴 代に 殘 し、 C: 君 暗 將 
の 中に 入ぅ 玉 はん。 故は 損得 いづれ ぞゃ。 殊に 天地の 德 (德？) を 本 とせば 人 見の 
I 位は 天不の 至艱な るべき を 至. 樂と思 ふは 大に誤 まれる 也。 されば 古は 太 師の 
宮を 置きて 一人に 儀刑たら しめ、 太 傳の官 は 德義を 佑け て 天 傅の 宮は 君の 身 
® を 保つ 事を はかり、 疑 置 輔弼の 宫帝に 天子の 前後左右に あり •伺候の 官 < 供 
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寧の 僕從 まで 人品を 撰み 出入りに 誓蹕 を唱 へて 目に 惡 色を 見す、 耳に 惡聲を 
聽かず 事に 臨み 王へ ば 瞽史 の官 したが ひ、 游 宴には H 師の 樂官あ ぅ。 太史は 君 
| の 作法を 書 {: しるし、 瞽は 君の 學を 詩に のべ、 鳳輦に のり 玉へ ば、 旅. の 勇士 才 
を 取りて 左右に 立ち、 門に 出で たまへ ば 宫師 供奉して 戒を爲 し 左史は 天子の 
左に 立ちて 君の 振舞を 書し、 右史は 君の 右に 立て 宜玉ふ 所を 記す。 外には 諫鼓 
を 置き、 謗 木を 立て、 過 あれば 爭臣 七 A 直に 奏して あらそ ひ諫む 。是の 故に 中 戈 
'の 庸君たり と 雖も內 外 かく •る、 所な く、 其 情欲を 恣に あらせ 玉は しじとの お 
きて 也。 人君  一 H 私の 欲を 逞しく あら るれば 天下一：！： 蔽塞 す。 蔽 塞とは、 蔽ひ塞 
| かると 云へ る 事 也 ^ へば 流る、 水を ふせぎ あら U る、 ものを 蔽ふが 如し。 如 
j 此蔽塞 すれば 遂に 堤の 破れ、 臭の あらは る、 如く、 國破れ 、身 C: ぶる 事 まの あた 
1 b 也。 適 多 欲の 人の 長久なる あ， りしを 其た めしと せんは 危き事 也。 泰時僧 明惠 
に 政道の 要を 導ぬ。 上人 無欲を 以て 最上の 務め， とせ b。 泰時亦 是に歸 依す H: そ 
欲、 と 云 ふに 品 ある 事 也。 いづれ を 指して 無欲と 示さん 事を 覺束な し。 只 聖學に 


よら ば 欲を 正しくす るに あらん 歟 、飮食 男女は 人の 大欲に 存せ b と 云へ り •夫 
れ 欲に 名 欲 あり、 利欲 あぅ、 飲食の 欲 あ \ 色. 欲 あり、 宮室の 欲 あ b、 田獵 の 欲 あ . k 

I いづれ も 其 源は 人欲の 止む 事を 得ざる よ b 出で' 其 過ぐ る 所は 遂に 身を 早 
く 失 ひ 世を G すに 至る 也。 先づ名 欲と 云 ふは 名を 取る 事を 欲する 也。 天子 名 欲 
深き ときは 天下の 萬 民を 苦しめ、 財力を 費して 事の 後世に 名の 殘る べき 事： を 
成さん とんと す。 此心 よぅ 岀づる 政は 一言 一事 も 人の 譽ん 事を 願 ふ 故に、 仁 聞 
多くして 實の 政務は あらす。 仁 聞と 云 ふは 仁政の 聞え を 四方に あらん 事を 願 
ひ 玉 ふまで 也。 人の 日く。 中才の 主は 名 欲を 以て 政務の つとめと なるべき や、 と 
云へ り。 按 に、 自棄 自： 暴して 何事を せなる 次第に 心得、 佛 氏の 無常迅速の 見に 入 
b て # ぐる A 毀く る <共 に 世に 留めず、 聞ぎ 傳ふる 人 又 こみ かに 去なん 後に 
| 名の 殘 b て 後の 益 か あらんと 云 ふ 類に、 戒は名 も 又辨が たき 事を 以てせん か* 
然れ ども 學 問の 究理を 以て 論す るに 名を 好む の 人は、 人の 知らん 事を のみ 願 
ふ 故に 人の 知るべからざる 事は 怠慢 1) $ て/ 必す想 に 入 り、 物每に 5 らお もて 
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ありて 信實は 皆虛也 U 十 鐘の 祿を 惜しまざる 如く 見 ゆれ ども. 名の. みに して 內 
吝 り 惜む事 有司に 等し H° 疋れ內 にかへ b 見る にあら す、 孟子の 名を 好む ことを 
一 犬に 戒めた る もこと わり 深き 事 也 ® 天地の 道理に 順て 人君の 德を 正し 玉は 
一) 求めざる に 名の 萬 世に 傳はら 事た めし 多し。 利欲と 云 ふは 尉 寶を 集め 玩好 
(の 器物を 求め.、 聖領の 臣を 厚く し.、 出納. を や ふさ か.， り 得難き の 寶を寶 とする の 
一人 君 也， 鹿 a に 財を 集め、 S! ® の 粟の 集まりし は 殷の紂 王の C びし もとい 也漢 
一の 武帝 桑弘 辛を 用 ひて 賤を置 'いて 貴く  くぅ をせ 天下の ものと 利を 爭ひ 、唐の 

一徳 宗劉晏 が 利を 言 ふを 貴びて 瓊林大 盈の賊 をつ みし、 皆 君子の 笑 ふ 所 也。 天下 

\ . 

j の 財 寶は こと^'^"  く 人君の 財寶 也。 如何なる 心得に て 刹 潤を 專らと 心に 入れ 
玉は ん 。事 更には かりやす し。 希 性 珍 物の 目を 喜し め 心に 叶は \ 事を 願 ふ 事 又 
j 極 めて 愚 也。 事たら ぬ 人は 寶を くらべて 驕をな す も 不足の 身な れば 少しは 尤 
も ありぬべき にや、 富 四海を 保ちて 誰に 誇ぅ、 誰に 比べん や。 世上 體 にて 考ふべ 
きも 更に 故な き 事 也。 殊に 民の 膏 161 を 搾りて 其寶を 府庫に 充て、， 欲を 逞 じくせ 


?レ 事 あさ. ましき 心得 也* 民 痛みて 上樂 する は 皮の やぶれて 毛の 附 所の 無に 同 
じ。 朝 固 暮 三の 益な き 事を. 知らす と 直 西 山が 論、 誠に 理也 。飲食は 人の 口 體を養 
| ふ もの 也。 一日 かげて あるべ からす。 然れ とも 食に 八 珍を 到らね  一 H 萬 貫を ' 1! 
一は 味 i: 依つ て 民の 苦を 知らざる 也。 大 禹の飮 食を 菲 くせる は 孔子の 問 然 する 
I 所な しと 云へ る德 也。 一た び 筋を 下して 多くの 財の 費い へん 事 も 君子の 戒也 
一 酒は 禮 節の 飲み ものにして、 古今の 人君 必ず これに 沉 滴 す。 殷の紂 は 長夜の 飮 
一をなして、夜は云ふに及ばす、白晝にも因方をくらくし內に蠟燭を立て、酒を翫 
一んで 殿を 知ら t 陳の后 主、 隋の煬 帝， 各に 酒を 愛して 國の 亡 ぶ 知ら t 酒を 好ん 
一 で やまざるは 皆是 色を fc の媒 とする 抱。 古へ ょり 酒を 專と する C 君 花を 好ま 
| ざるは あらす。 次に 色欲の 事財寶 さかし に 富み さかえた る 人は 必す 、色を 欲す 
一る は 世の常： 也 X 君 惟を 戒めざる は 時は 世を 早くし、 目を 失 ふの 本 何事 か 是に 
如 C ベ き や。 夏の 桀が妹 喜を 愛し、 殷の紂 が 姐 已を寵 し 褒姒が 幽王 をた ぶら か 
し、 楊 妃 •か 玄宗 のみ ゆきを まゐら せした めし、 皆 傾 國の炎 也。 是等は 君に 君の 德 
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なき r ± なれは 4t 雞の 6 したす るを も 知ら 中と 云 ふべき 组 。世 にさいしく逍 
に 志 深き 人 も 色に 惑 ふは 世の 習 ひ 也。 史蘇 •か 女色を 戒めて 女 戒と云 へる は 古 
一の 格言 也。 人君 色に 惑へ. ば 內奏に 入 b て奸 曲を 知らす。 夜を 專に して. 朝政を 怠 
一 b、 娥 眉の 爲に 性を 剪 狐媚を 以て 惑を 受く '色欲の 戒甚だ 大也 しかれば とて 5 
一女の 情た へて なかれと 云 ふには あらす。 唯閏 門の 政を 怠らす。 男女の別を 正し 
一天 下の 政務に 志 深 重なら ば 何ぞ この 惑を 愛す v き や。 鄭の 子產晋 侯の 問 ふて 
一四 姫 省みる 有る は 猶ほ 可也。 則なければ 必ず r# 生す る 也、 と。 叔向に 答へ しも 是 
一也 •食 殿は 身の 置 所 也、 禮を行 ふの 地 也。 天子の 朝廷の 制 あ り。 其 制の b を こ ゆる 
ときは 民 苦しみ 財 費 ゆ。 文 王の 靈臺は 不日に なりて 民 是を樂 み、 宫室を ひきく 
する は大 禹の徳 也。 民と 利を 同じく して 國の爲 に 宮殿を 經營 あらんは 民 そむ 
一き 恨む る もの 有る ベから す。 彼の 始皇の 阿房 宮 、煬 帝の 十六 院は皆 官女を 貯へ 
, 游宴を 設ぅ けん 爲に 致せる 也 « 牧が賦に明星熒々たるは敉を開く鏡也。綠 ® 
榜 々たるは 曉 # を 梳る也 。謂 水腻を 漲ら 脂 水を 棄 てる 也。 烟斜 霧橫椒 蘭を 焚く 


也。 雷 霆乍 驚宮東 過 & とかけ 〇。 詞人の 文章は 實 すくなく、 詞花 を、 しと 云へ ど 
も、 阿房の 營作は 搠闢ょ b このかた あらざる 也。 其 天下 楚 人の 一 炬に 焦土と な 
一る 事 尤もょ しある 事 也。 帝堯は 矛 茨を だに 剪らす、 漢の文 帝は 百 金を ついやす 
一を 中 人 十 家の 產な 卜と、遂に露臺を立てたまはす。皆是れ民の苦を以て身を安 
i くせん 事の 帝德に そむく 戒めと せり。 朝廷 禁裏 城郭 殿中を 止む 事を 得ざる の 
一 制 あ^ S。 若し 後の ために 费を爲 さん 事、 八 君の あやま b 也。 次に 田獵の 欲と 云へ 
I るは 田獵は 先王の 必 i する 事に て 四時に 四 度の 法を さだめ、 武を 爲ら はし 威 
I 儀を とぅのへ、 地の利を はか b、 民俗を 正す の わざ 也 ^ みて 節を 過す 時は 民の 
一 農を 妨げ 外にす さみて 政を 忘れけ はしき を 越え、 危きに 止り て 是を樂 とする 
j あり。 夏の 大唐は 田 獵に ふけ $、 有洛の 表に か b て 十 句まで か へらす。 翠に國 を 
一 奪 はれぬ •流連 荒 込は 先生の 戒むる 所、 漢の武 帝 0 微行して かりせ しを ば 相 如 
か 出 萬 有！ 危 之塗以 爲娛と 諫めし 故 也。 天子の 行 辛は たやすが らす •三 民業を 
Jh めて 道を 作り、 勞 役し、 柱 來 これが ために さ へられ M 寡狐獨 一日 飢をた むけ 
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す、 田 畠を 蹈み そこな はれ、 林木を 剪 取られ， 或は 鳥獸を 追は すして 恣に作 毛を 
そこなは しむ。 如 此の 費へ. 謂る ベから す。 尤も 天子激 鷹の 地は 氣を養 ひ、 身を 保 
! たしめ 給 ふの 用 あれば 率土の 民、 天子の 爲に费 やさ れん 事 更にいた むべ から 
(： すと ® 奸の 典臣は 女 言 令色す とも、 民の 志の 敎へ中 して 左 2) らんは 聖德の 及 
一ぶ 所 也。 上ょ b 押して 如 此可思 事な b と あらんは 下の 情を 塞く と 云 ふべき に 
一や。文王の囿は方七十里にして、人猶ほそしらす、ぅらみす。齊の宣王の囿は方四 
) 十 里に して 民の おとしあな となれ るが 如し。 唯樂を 民と 其に する は 永へ にし 
一て 止ます。 我 ♦か 身を 守し ません との 政は 民の 怨むる 所 也。 凡そ 人の 欲は、 只 これ 
; に不 限、 衣服、 器物 もろく の 品に 就いて 分外の 願 ひを 立つ るは 皆 欲 也、 然れと 
一 も 人君 或は 國を失 ひ、 身を C ぼす に 至て は 右の 欲の 外 あるべからざる 也。 此欲 
j の 根を 推 1 ときは 人欲の 私ょ b 出づる 也。 人君 學を以 て 心を 正しぅ せんとな 
らば、 能く 人欲の 私を 知て 是 W 正しくせ すん ば 心の 德全た から じ。 欲の なから 
んには 有らす、 唯是を 正に あ b 正さん となら ば、 其 品を 勘辨 して 當然の 用を は 


かを •天 ii ょを 備はれ る 有 > の ま、 の 信に 順て" 其禮を 行 ふべき 也" 其 間 1: 程を 
加へ 大義の 爲なら ぬ 一己の 欲 あるを 改め、 許さ ば 大學の 正 心 誠意と 云へ るに 
I 近から ん歟。 

\ , . » 

\ 

\ 論_ ，一 耳目 I 

卿 . 

或 問 ふ。 堯舜の 天下を 政 ある 四 門を 闢き四 目を 明かに し、 四聰を 達する、 と 云 

〉 

\ へる 事、 その 云 はれ 有 之に や ® 日く。 夫人 君は 其 耳目を 明かに する にあ ゎ。 此故 
I に堯 を欽明 と 云 ひ、 舜を 聰明と 稱せ ぅ。 伊 尹は 遠くを 視 、惟明け じ。 徳を聰 にす 惟 
I 聰 しと 云 ふ。 武王は 天の 視 、天の 聽く 事と 宣玉ふ 。易に 聰明 睿智と 論じ、 奏誓に 聰 
™ 明 作 之 后と 云へ b A 君 耳目を 聰明に 致さす ば、 天下 國 家の 蔽塞如 何して 通す 
一べ けん， や。 凡そ 外ょ b 內へ相 通す る ものは 耳と 目と や％ じあり と雖も 耳目な き 
時は 內 外隔絕 して 通す るの 道な き 故に 耳目を 五官の 要と 致せる は 古の 敎へ 
也。世の治 «1 を考へ、人の善惡を計る、其歐りは>むにして其通するものは 5 目也 
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人の 氣質备 々偏 僻す る 故に 每事 一樣 にして、 知られざる こと 多し。 其 故は 陵奸 
を內 にか まへ て 言を 巧みに し、 讒を 設けぬ て 一朝一夕の 所以に あらす して 濟く 
一に ひたし そむる ご IJ  くなる を、 浸潤の 潜と 名 づけて、 A 君覺え すして 其 讒を聞 
| き 入る、 事 あり。 又 事を 構 ゆる 事の 久しくして、 首尾の 合 ふごと くし、 置いて 8 
| なる ごとくに 人君へ 訴 ふるを 膚受の 想と 云 ふ 也。 是又 事を 探 化 事を 詳に する 
一の 暇な くして、 其 讒を 信す る 事 多し •如 此の 類は 皆 耳の あやま b て 明かなら ざ 
一る 故 也。 たと へば 讒邪 、に 1) らざれ ども 臣の知 暗く して、 是ぞ 忠言 也と 思 ひて 民 
j の 財を しへ たげ 集め 人君に 吿 ぐるに 費と 號 して 寶を やぶ さか ぅ、 おしまし め 
一て 土藏 倉庫を 多くす るを 人君 又 まどいて 聽き 入れ、 信用す るは 皆 耳の ふさが 
一る 故と 知るべし 人臣 內に姦 曲の 行 ありて 色を ょくし、 形を 正し 主君の 好める 
一行を なし ひたすら 賢者の ごとく 取 b. つくろ ふ惡人 あり。 又 元 來氣質 おろかに 
して、 形を 取ぅ つくろは す。 實貞 にすな ほなる 生れつき あり。 是を 似せて 僞るあ ■ 
h" 然れば 形は 似て 丙に 虛實の 違 ひ あるを 鄭らず した 信用 せらる。 是 れ目 の 明 


かならざる を や •人を 見る 計 >9 に 不限 して 世上の 活鮮民 Q 安否 •皆 耳目 Q 見 違 
ひ 聞き違 ひ 多し。 この 本は 心の 闇よ b ちかい もて ゆく と雖 も、 視聽を 捨て 心に 
一はから んと云 ふは 彼の 異端の 虚遠 や， 天を はかる には.： n 月 星辰を 見 •風 聲雷霆 
| を 聞きて、 而 して 後に 是を考 へ、 地を つもる には 山川 海陸を 見、 水の 落つ るを i 
j 風の あたれる 聲へ 、物の 響きを 以て 其 性を 知 り、 右 {古？) の 伏義の 仰て 象を 天に 
一觀、 俯して 法を 地に 觀鳥獸 .の 文と 地の 宜を觀 て 近く、 これを 路に取 b 遠く 是を 
| 物に と b て 八 封を 作れる と 云 ふ も 是の心 にて や あらん。 皆是れ 3f 目に よるの 
一功 や、 情內に 動く 時は 響 外に あら はれ、 色必す 形す るは 天然の 物 則な れは、 視聽 
に 暗く しては 外を 正すべき の やぅ あらざる や。 さるに よ b て 孔子の 視 觀察視 
聽の 論。 孟子の 賢 否を 定む るには 左右 諸 大夫國 人まで 賢 否な りと 云 ふと も、 猶 
j ほ 心に 察して 用捨 あらん ことを 議し ，唐の 太宗 耳目を 薇 ふを 以て 帝王の 衰ゆ 
る 本 也との 玉へ ぅ。 愛に 案す るに、 如何に 修して か 耳目は 聰明なる ごとくに 有 
るべ しとなら ば 耳目を 廣 くして 知者 賢者に た > し、 諸事 | 偏に 取り おかす、 輕 
01 鹿 語類  〗0三 
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く 人の 言行を 信せ す。 能 耳目の 賞を IH し ® が 好惡を 改め、 將迎の 心を さ b て 見 
聞せば 隱 る、 所 ぁる V からす。 魏徵が 兼ねて 聽を 明君と 云 ひ 偏へ に 信を 暗君 
I と 云へ る も是れ 也。 四 門 四 聰と云 ひ、 四の 字は 因 方を 以# 考ゆる 也。 是れ •一方に 
一 かたょらざる を 云へ り。 東西南北 何方へ も かたょら ば 兼ねて 謀とは 云 ふべ か 
らす唐 虞の 治は 天下、 0 目， 天下の 耳を 以て 耳目と せる 故に、 視聽廣 くして 能く 
一通す る 也。 或は 云 ふ A 君廣 く視聽 せんとなら ば、 彌惑 つて 通せざる の 失に 至ら 
んか 。師云 ふ。 唯 耳目を 明に する にゐ るべき なり。 堯舜は 聖德な るが 故に 廣 ぐし 
| て 明かなる べし。 若し 耳目を 廣く すると 云 ふを 心得 違へ て 一事を も 究めす し 
| て 諸々 にた、 しな ば 異說品 多く、 異口 まち-^- にして 本說を 失 ふべ し。 前 漢の 
一宣 帝 後 漢の明 帝は 皆 知人に すぐれたる 人君な b しか ども、 下の 情を さぐる 事 
一の すぎ 下の 事を きく 事を好みて 疑 ひ 多く、 公卿、 大臣 皆 そし b にぁい、 朝廷 こ i 
ことく 恐れ おの、 く 隋の文 帝 下の 事を 見聞す る 事を 喜んで ^ を 自らと b さ 
ば 7 事を好み 、大臣 老 懲 1: |かせす、大小事5、| 1:' 自も是を見聞して行ょる、天 


下大 にいた みて、 竟に二 代に して CI ぶ。 唐の 宜宗 、我 知を 高慢に して 下を こまか 
•b に 聞き、 官人を 出して、 見せしめ、 事を きく ま、 に 行 ひ 玉へ る 故、 唐の 世 遂に C 
一ぶ 是等は 見聞を 廣く いたせる の 形に 似て 皆 見聞を ふさぐ 也 ® 主の 見聞を 詳 
一にす るは 下の 情を 塞ぐべからざる 爲 也 Bf 主の 明を 用ゐ るは 人の そし b ふせ 

ぎ、 人の 惡を 見出さん との 事 也。 其 趣大に 異なる 也。 凡そ 天下は 一日に 萬 機の 政 

# ' 

一 5 り。人 君 あまねくう か > い 。視 こと^^く 耳を 傾けて、 見聞 あれば とて そ も 何 
I ばかりの 事の あるべき や。 天下を 治む るには 天下を 以てする 事な れば 賢臣を 
一 撰み、 宫 人を 正して 是を 以て 人 主の 耳目 とせば、 人 主つ ねに 九重の 內 高堂の 上 
一 に 座す を も 天下 豐か くる、 處 あらん や。 さるに よ b て 聞く にき、 所 あ う。 是る 
I に見處 あう。 聞ぐ 事、 視る事 其 人 あ b •これを 用 ふるに 時 あ b。 此法 をし ずして は 
j 見開 すれば せは しく、 下の 苦に 至 う、 見開せ ざれば、 T ゆるやかに して 怠る に 至 
る” 是れ 明かなら ざるが 致す 處也 。策 方朔か 客 難に 冕に して •前 旒す るは 明を 蔽 
i 所以、 鞋鑛充 耳 所以 塞聽也 と 云へ う。 是ぽ 天子の 冠に 前に 玉の やうら くを さ 
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ふ 左右に み、 かねを つりて 耳目の さ、 はぅ をす るは 天子の み づから 見聞 あ 
られ ましき 爲 也。 又 出る に盡 し、 入る に蹕 して 先を 追 ふは 無 禮邪惡 の ものを さ 
一け しめて 非禮を 見聞 あり 玉は じとの 事 也。 是 等は 舜の四 門を 開き 四 目を 明か 
I にし © 聰を 達せる と 云 ふには 事替 はれる が 如くな れど も、 天子の 自ら 事々 を 
一見 聞 あられょ と 云 ふの 敎に あらず。 唯內を 明かに し、 偉へ にな づ ませ 玉は ねば 
一 皆 見聞の 廣と云 ふなぅ と 可 知 也。 本朝 半 法 盛 禿 兒を枚 散して 京 中の 事を 見聞 
せし は 下の 情を 索む に似て 皆 民を 虐 ぐるの 耳目 也。 人君の 必中 明に する 所に 
して、 必ず 感す る處也 。司 馬 光 日、 先生 難纊 耳を 塞ぎ、 前 旒明 を蔽 ふは、 其 耳目の 近 
用を 廢 して 聰明を 四 遠に 推す を 欲する 也 a ^ 

正 % 貌一愼 J 言語 t 

師 嘗て A 君 容貌を 正して 言語を 愼 しむべき を 論じて 日く •內に 誠 あれば 必 
す 外に あらは る、 は大 學の咨 言 也。 形は 外に 屬すれ ども 外は 內の 表する が 故 


に， 形に 隨て內 又 曲直す •君には 君の 威儀 容貌 d .な* 動容 M 旋 ともに 禮にあ たる 

如くす るは 人君の 誠 也。 四海に 儀刑 まし  < て 萬 邦の 規範た る 御身な ればか 

b にも 非禮 にぅごき 玉 ふべ からず。 夙に 奥よ b よわに いぬる まで 日 中 行事 年 

中 行事 行住座臥に ついて 暴慢なる 容貌の おはし まさ ば、 是れ 天下の 政事 變の 

% 

暴慢なる 表示 也、 と 知るべき 也。 形と 心と 別なる ♦か 如くな れど も、 其 誠を 推す と 
きは 何. ぞ雨般 あらん や。 直きと きは 立つ 心 2) り。 走る 時は 走る 心 あり。 形に 異風 
を學べば心に異風あ、。禮期を着して危度すれば自ら持敬の心生す。人の上に 
立ちて 人の 容貌 かろ—- しく 恣 にして 顏色 和せ ず ば 下の 手本 あらす。 人君の 
客 あらざる や 孔子 も 民に 臨む に 莊を以 てす、 と。 季唐于 に 答へ 玉へ ぅ。 朱 子 日、 
莊謂 容貌 端嚴と 注せ り。 孟子 梁の 襄王に まみへ て 之を 望み、 人君に 似す と 云へ. 
り。 容貌に 依つ て 心を 失 ふは 古へ よりのた めしな れば 容儀を 正しく 致し、 威儀 
を 失 ひ 玉は ぬ 人君 修身の 一也。 易に 美 在 其 中 而暢於 四 支發於 事業 美 之 至 則と 
あり。 言語. の 事 天子の 言語を ば 綸言と 云 ふ。 その 書に あらは すを 勅書 詔書 宣命 
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と 云 ふ。 武將の 命 せらる、 を臺 命と 云 ひて， 上意 御 12 と 云 ひ、 其 書に しるす を 御 

敎 書御內 書な ど 云 ふ。 されば 禮 記に 天子の 詔は 左右 常に 筆を 取 b て此 を册に 

I 記す i 云 ふ。 言語の 重 事 如 a 。一言 出づれ ば 駟 馬に 追 ひがたし。 云 ふ 事は やすく 
\ - .6 
: 'して 行 ふ 事は 難し •人君 一言 出て. 號令 となぅ、 勃 詔と 號 して 天下の 大義、 これを. 

\ 

一 聞きて 稱へ 、後世に 是を殘 す。 甚だ 愼し まざらん や。 されば その 愼 しみと 云へ る 
; 事は 假に も虛言 戯言の なく、 言を 和らげ、 氣を 順にして 其 言の 下に 至て 利害， と 
} ならん 處を考 へ 玉 ふに あり。 尤も 卑劣の ^ 利潤 好色の 詞 A 君の 愼し む處值 但 
| し 天子 武將辨 をょ くし、 詞を あさり 玉 はんは、 物を 輕ん じ A を 侮る の 基 也 ^ に 
一臣の 云 ふ 處を智 辨を以 て 問答 窮結 あら ば 人臣い ょ^- 恐れて 言を たへ M を 
一 あぐべ からす。 是れ 才辨 のわづ らい 他。 伊 尹が 太 甲を 戒む るに 辯 言を 以て 舊政 
< を 亂 る 事 勿れ、 と 云へ b A 主 身を 修む るに 言語を 愼し むを 以て 大な b とす 言 
の 前後を ® L り な ば/法令 禁令 皆 本末を わかす、 民の搲 大に違 ふべき 也ず ベて 容 
貌 言語は 君 御の 外に あらは る、 處なれ ば 其 表示に 依つ て S の 得失 明かな き 


な b。 いさ、 か 怠ろ ベから す 易に 日く。 君子は 以て 言語を 愼しむ 。云々。 

一 穿 儉-德 

師嘗て 日く A の 行は 過不及な し。 かたる 事の あらざる を 中庸の 徳と す。 此聖 
一 學の敎 たる や こ、 に 人の 行跡を 我を 以て 考 ふるに 常に 過不及の みあぅて 中 
一 腐に 至る 事 あらす。 然るに 過ぐ る ものは 害 多し。 不及 者は 害すくな し。 及ばざる 
よりつと めて 至ら ば。 遂には 中道に 棚 叶は ん歟 。叶は ざる ま # e も 害の ある 事は 
一な きもの 也。 過ぐ る 時は 中道に 至らざる 內に害 多し。 先 づ身に 奉す る 所の 衣食 
| 居、 用具、 世. の 事は ざの 游宴禮 節 共 1: 分限に 相應 致せる 如くす るは 古人の 敎へ 
一 なりと 雖も 中庸に かないが たきを 以て 悉く 過不及 あ b。 是を不 及に 致す を儉 
| 約と 號 して 貴む 也。 今 過不及の 利害を 論ん ずるに 過ぎて 驕奢なる 時は 人の 勞 
役 多く、 財を 费 やし、 猶ほ いや •か 上に 願 ひを 立て、 財寶を 泥沙の 如くに 用 ゆ。 是れ 
^ に 於いての 寶 也* 是を 見る 人、 皆 かく こと ^ らま ほしき と 欲する 心の ffl で、 
凼 鹿 語類  一 〇 九 
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分を 踰え たる 願 ひを 起さし め、 金銀を 借用せ る 主を 迷惑せ しむ •是れ 彼に 就い 
ての 害 也。 儉 約を 守りて 物每に 不 及の 行 あれば、 萬 端 故 そく ゆへ に 下の 役 作に 
苦しむな く、 我 •か 財 用の * へ もな し。 是を 見る 人 も かくても 享たる 事を 思 ひて 
謀の 位を 出づる 事な し。 是れ 人我に 付いて 害な し。 其 人 又 心 あ b て儉 約を 用ゐ 
ば 內外又 利 あるべ し。 此に 就いて 見れば 驕と儉 約との 利害 雲泥の 違 ひ 多 けれ 
ば 儉 約ょ^ 徳を修 せ ば 黨に 天地の 利 則 かの 無，， 過 中 (不？ ) 及の 中に も 至らん か 
是等 は庶 人の 上に 於いて 論す る や、 天子 武將の やん ごとな ^ は儉德 ありて 天 
下の徳を化せし事淇艾めし多し驍5を極めて財を費し、波佐羅を以て俗をい 
やし くせば 天下に 失徳 多く、 國 家に 財つ きて 實に 民の 不足を 事 ふ 事 不可 叶 也 
凡そ 財 寶は不 足を おぎない、 民を 救 ふの 川 也。 此を 司て 過不及な からしむ るは 
人君の 職 也。 この 事に 人君 先づ 身に 儉德 まし/ ヽて 威儀を 下に 則と らしむ。 S 
れ 君の 徳也 。堯の 茅 茨 不剪の 政、 大禹 の飮 食を 菲し 、衣服を 惡み、 當室をは；、し玉 
ふ。 事 有難き a 主 也 伊 尹は. 太 屮に諫 むる K 儉徳を 愼しむ 'と 云 ふ 事を 云へ 漢 


の 文 帝は 身に かざれる 衣服な く， 家に 大廈を 設けす， 器に あやまる を 不用、 後 ® 
の 天人 も 衣服を 長く せす。 玳瑁を 飾 ざら t 翡翠の かん ざしを いやしめ \ 宋の 
I 太祖は 常の 御衣. に 再び、 综へ るを 用 ひ 玉 ふと かや。 儉 約の 德 尤も 大也 。本朝の 古 
一 令に 制 法を 定めて 天下に 行は しめしは、 是又 節に あたらし めんと 也、 弘 安の 式 
I 目に 皆物每 に眞 實之儉 約を 用 ひらるべき 事を 武家に 執行し。 建武の 記に も、 儉 

5 」 * ..'卜 

| 約 行は るべき 事を 專ら す。 歷代守 文の 世、 必す過 奢に 陷る事 多くして， 是を 制す 
一る に 處のな きが 事に や、 延 喜の 聖主は 時 平に 相 計 b て 時の 奢 b を ih め， 源の 賴 
一朝 卿は 筑後 守に 事を ょせて 時の 過 奢を 退けん とす。 儉德を 守る は 人君の 力行 
| する 所 也 •儉 約と 云 ふには 人の 心得に 違 ふ 事 あ り、 故に 今 儉德を 以てする 也。 其 
故は 儉約 はついへ て 鄙 吝に 入る 事 あぅ。 鄙 吝と云 ふは 鄙は 卑しく して 義を知 
| らず 、唯 利害を のみ 挟 さみて エ 商の 利潤を 專ら とする * > 如くなる 事を 云 ふ。 吝 
^ 與 J> べ^ r 一 g てし わ^*  蓬 心の 出て 是を惜 みや ふさがる 事 也。 儉約 斗り 心 
得て 道を 以て 修めざる A 必ず 鄙吝に 至る 也 M 公の 才 .0 美な^' と 云 ふと 雖も 
H 鹿 M 鳔 I 二 
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驕心 と吝る 心の あらんは 不足® と 夫子の 戒あト ザべ て A は 天地の 物 則 ある 
ものな れば 位に 依つ て 衣服、 飮食 、居所、 用具、 渡世の 禮 節 その 式目 あ b 。 衣裳は 黃 
帝ょ b 初めて 堯舜に 至て とゞ のへ り。 則ち 天地の 形を 表し 十二 章の かざりを 
なす 是を袞 竜の 御衣と 云 ふ。 詩に 袞 職と 號せ るは 是也 。本朝 內藏 寮の 御龈 ぬい 
との、 裁 制 各々 其 法 あり。 大膳職 內膳司 天子の 饗膳御 膳を 掌り に 旣に其 制定 
まれぅ。 內 E 木工 寮は 工匠の 制を 專と す。 月 令の エ御は 間 エの故 を定 作物 所の 
工人 •いづれ も 其 制定 まれ り。 天子 武將は 天下 對し、 萬 民に 法， として 相 定まれる 
帯 1) れど も猶ほ 是を省 みて 事を そぐ は 鰥寡 孤 獨を養 ふて 其 不足を 惠み 給は 
/ との 儉 r 也 若し儉 、約に 事を ょせ 定制を こと く 省略し ili へ 民には ふか 
|す惫をおきなはす。襄たるを不助不救は是れ鄙吝のなす所にして君子の大に 
一惡む 事 也 唐の 文宗 三度まで あらへ る 御衣を 着用 あぅて 儉約 に ~ら す や、 と 云 
へる をは 柳 公 機が 是れ 天子の 末郞に 答へ、 大曆の 宰相 常袞か 堂饌 せし を ば 時 
の A そし b て 日ぐ。 朝廷祿 を 厚く し、 所以 養 賢自知 不能 當辭職 不當 辭祿と 云へ 


b。 然れ ば禮を かぎ， 公を 越えて 切 卜に 儉約 を宗 と t るは、 皆 小人の 6 ざ 蜂食 祿 
は不 得れば 下民举 荆と 也。 若し 大祿の ，宫人 別 « を 構へ « 園を 弘 くし T: 内に 野 ， 
一菜を 植へ 樹木を 盛に して 用 木の みを 植え， て、 民の 利を 我 !: « ふは 是れ 儉德と 
一. 云 ふべ からす。 孟献 子は 有 策の 家には 聚歛 の臣を 養は す。 伐 水の 家には 牛 羊を 
一 飼は す。 馬 策を 畜ふも Q は 雞豚を 不 察と 云へ ぅ。 孔夬 子は 臧文仲 •か 女に 蒲を 織 
一ら せし を 不仁 也と a 玉へ り。 公儀 休は 魯の ，相と して 庭の 野菜を 拔 いて 棄 つと 
| にや 是 れ皆祿 に 定まれる ® あ b ながら ? I 姓と 利を ^ ふ も 0 U 必 す 麟る こと 
一の 分を 起へ て、 祿の 不足なる 歟 。鄙 吝 にして 倉庫を 盈し むる 歟 。兩 條を不 出。 宰相 
大夫 の祿： を 以てすら 如此 。況ん や 天子 武將の 上に 於いてを や。 然〇 とて 財を 埋 
むる 事は あしきと 云 ふには あらす。 大學に 財を 生す る 大道を 論じ、 洪範に 食 貸 
一を 以て 八 政の 先と す。 唯 其. 儉 約を 德に 於いて 守らし めん 事を 要と する 也。 玆に 
節く は 彼處に 施さん との 事な b と 可 知。 願ぐ ば 其 中庸に 叶 ふに 如か ざれ ども、 
芯し くば 儉ょ 德に 至らん かとの， 事に て儉を 云へ b。 夫子 も 用を 節に する 槊 
山 適 語類 r H 
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を專 らと宣 玉へ b D ハ 偏に 儉を必 すとは 宣玉 はす。 儉は驕 に對 せる の辭 也， 朱 子 
日く 儉奢俱 失 中と 云へ り。 尤も 其 語 あたれん 

或 人の 日ぐ。 天下の 財寶は 天下の 財寶な れば 人君 驕 りて 金銀を 失 ふと 云 ふ 
(> と雖も その 金銀 天下の 外へ 行く にあら ざれば 儉 約を 好みて 寶 をつ まんょり 
|は 驕 b て寶を 散せ んは又 天下へ 財の 渡る に 可成に や。 師云 ふ。 過ぎた るは. ほ 
一 及ばざる が 如しと 云へ り。 驕る 者は 必す吝 なる 也。 朱 子に 云ふ驕 者吝之 楢葉吝 
一は 騎の本 根。 ニッは 相 因而 生る と 也。 兹に麟 者は 必中 かしこに 吝な るは 常の 情 
一也。 君子は 急に 周々 して 富を 繼がす とこ i 云 ふなる に 驕れる 者は 我が 好悪に 
一依つ. て、 ひたすら 好める 事に 僻す る 故に 財を 普ね く 致す {•: は あ， らすし て エ 商 
一游民 の 類 時の 仕 合に 因て 富の 上に 富-を 重ねて 急に 普ね くす る 事は 非す。 是を 
一 財の 散せ ると 云 ふべき や。 S: 財寶 所を かへ て 集まる 也。 君子の 財を 散す るは 金 
を 海に 沈め、 玉を 淵に 投 ぐる > c とくせる には 有らず。 財 寶の 至て 寶なる 事を 能 
< 知りて 叁をな さす。 驕を 去て 下には ぶき 輿へ て •その 苦しむ るな からしむ る 


の 用と する 也。 如 本 古人 言、 金を 土價の 如く 致さ ば 人心の 欲 止むべきな どゞ云 
ベ b。 皆是れ 實學の 論に あら t 如此處 ょく 了簡 あるべき 事 也。 

P 敬戒， 

師 日く。 戒め ざれば 必す 怠る は 人の 常の 情なる を や •仁義の 義 、文武の 武 、は 皆 
是れ敬 〖戒の 因 T 出る 處なら す や。 內心 を戒 しむる を 名 づけて 敬と 云 ふ。 外形に 
いましめ あるを 警戒と 號 する 也。 一己の 妙 身す ら內 外につ いて 戒な きとき は 
必す惡 に 陷る事 やすし。 殊に 一人の やん ことなき は 天下の 大寶を 踏んで 賞罰 
の與 奪の 司と な b まし ませば、 下臣 皆 好 言 令色に して 言の 出づ るを 以て 君の 
情を 探り、 事の 行は な、 を 以て 其き ざしを 計 b、 敬 跪 曲 拳、 奔走 承 順にして 君の 
悪を 迎へ是 を 引いて 邪義 に陷れ 、我欲を 放に せんと 構 ふるな れば其 言行 好惡 
の 戒め 厳重に あらす しては 速に 彼が 設けに 陷るべ し。 人心に 惟危 道心、 惟微 、惟 
精、 惟一、 元 執 其 中と 云 ふ。 十六 字は 堯舜禹 傳授之 法に して 萬 世 聖學の 淵源 也。 さ 
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れば心 ほど 危き心 なし。 聲色 臭味の 間皆是 心の 善惡に 入る の路に して、 其 違 ふ 
るは 毫釐な b と 云へ ども， 其 わかる、 處は 千里と なる •か 故に 敬を 持し 戒を思 
j ふ 事の 切なら すん ば 刹那が 內に必 す 變す べし。 人君の 體內 には 後宮 六 殿 あ b 
一外には 九重の 深き あり。 后妃 侍 妾は 君の 心に 叶 はん 事を 求め， 飲食 衣服は 八 珍 
I 異味 、錦繡 、文綺 の 身に ま、 ろょ からん 事を 告げ、 財 寶の利 ある 事を 勸め游 宴 田 
獵の たのしき 事を 云 ふ。 落 曲の 侍臣 席を すゞめ て獨 b 寵， 臣た らん 事を 願 ひ 人 
君の 耳を ふさぎて 聞きを 遠くし、 目を 蔽ふ て視る 事を 隱くす •さなき だに 陷る 
事の 易き 人心、 S に卓爾 として 獨立 せんや。 堯舜の 天下に 臨み 玉 ふを ば欽 明、 溫 
恭と稱 せ b。 欽恭 とは 恭敬、 警戒す る 事 也。 何を か 敬戒 するとなら ば、 彼 ^ 道心の 
微 にして 人心の 危 きを 以て 也。 伊 尹 太 用を 諫む るに 嗣王戒 哉と 云へ ぅ •武 王踐 
| 祚あ b て 三日に して% を 問 ひ 玉へ ば、 太 公 丹 書を 以て 戒し め、 敬 勝 k 則吉 、義勝 
，欲 則 從と云 へ b。 殷の湯 王は 盤に 銘じて 日 新の 功を つみ、 周の 武王は 席の 四 端 
に 銘 じて 戒 書を 作れ b と 也 •本朝は 天 照 太 神の 神徳を 重んじ、 神國の 風儀を 愼 


しみ 玉 ひしは 代々 の 帝王 政務の 初めに 神事を 先にし、 百官の 上に 神祇官を 置 
き、 神官 並に 內侍 所の 御 方を ば 天子 御 あとに なし 奉り 玉 ふ 事な し。 萬の 物の 出 
I 來にも 先 づ臺盤 所の 棚に 於いて 女官を 召して 內侍 所に 秦 b 玉 ふ。 是れ宗 鹿の 
I 神を 重んじて 自ら 戒むれ ば 也。 上古は 內侍 所を 大 殿に 安置して 沭 を 同 ふして 
坐し 玉 ふ。 是れは 太# の瓊々 杵尊天 忍 穂 耳 尊に 寶鐃を 授け 賜は ぅて。 吾 兒此寶 
を視る こと當 に 尙ほ罟 を視る ♦か 如くすべし と神勑 の あるに まかせて， 是を以 
一て 敬戒 とな させ 玉 ひし 御 事と にや。 垂 仁の 御宇に 神威を 恐れて 別殿に 安置せ 
しめ 玉 ふ。 是ぞ敬 戒の襄 る 初め 也異國 本朝と もに 先王の 身を おさめ、 世を まつ 
一 b ごち 玉へ る、 皆 敬戒の 切なれば 也。 天下の 政事 暫ら くも 怠； り あれば 下 萬 民の 
I 苦 あげて 云 ふべ けんや。 殊に 人 始めを 愼しむ 事は 易く， 終 b を 戒し むる 事 難し。 
I 此 故に 衞の武 公は 九十 五に して 猶ほ 懿戒を 作りて 已を 戒めら。 唐の 太宗は •中 
興の 賢 君な b と 云へ ども 終ぅ を克 くせざる の十疏 を魏徵 記して 諫め 奉る を 
云 ふ。 宗の 五十 年までは 太平の 天子と 稱 せられし も 心 氣の襄 るに 因て 怠 b 生 
山 鹿 語類  一ー セ 
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じ、 竟に蜀 山の 御行 あぅ、 唯 安き に 居ても 危きを 思 ひ、 孜々 として 怠りな からん 
ことは 帝 德武將 の 位に 備はぅ 王子を やすから ざる こと  >思 « あるの 一念，》 

I 可 因 事 也。 

/ . ' … '二. ^ 

裊 天-地 

師 、人君は 必ず 天地を 敬畏 すべき 事を 論じて 日く。 昔 公孫 弘 漢の武 帝に 對策 
して。 湯の 旱は桀 之 餘烈な りと 申せし は 天の 戒を ゆる かせに して 佞姦の 情ょ 
一 b 對へ .申せし 故 也と ぞ 。朱の 神 宗の時 炎 多き を 以て 御殿を かへ、 御 膳を 減じ、 樂 
一を 止められし に。 王 安 石 日く。 炎 略 皆 天の 數 にして 人事の 得失 あつかる 所に あ 
一ら すと 申せし を、 富 弼 聞いて、 人君の 畏る 、所は 天の み 也。 若し 天を 畏れ すん ば 
一. 何事 か 戒めと なるべき， と 申せし と 也。 司馬溫 公安 石の 三术 足の 說を 論せ ぅ。 之 
不足とは 王 安 石 ♦か 神宗に 答へ ける に 天變惧 る、 に 足らす A 言# るに 足らす、 
涵 宗法 守る に 足らす、 と 云へ る 三の 不足 i 云へ る 事、 是れ 人 君を 惑 

はす 接 言 包. 


と 定まれ 凡そ 人は 天を 父 どし* 地を 母. とす •天地は 人 0 父母なる 事は 古ょ な 
の搲 也。 中に 付いても 人君は 天地に 代りて 莴 民を 惠み 、國 土を 正す の 人な れば， 
正しく 天子と 號し 奉りて 天地の 命を 司る の 職な り。 然れば 天を 敬し、 地を 畏れ 
て 我が 戒とな されし 事は 聖の 世の 政 也。 堯は 四時を 定めて 天の 時に 順 ひ、 水を 
、さめ C 地の 理を やすくし、 舜は 埭璣 玉衡を 察して 日月 五 星の 一政を とゞの 
ベ、 四 岳に 至りて しは やき 祭 b して、 地獄を 畏る 。日月 五 星の めぐぅて 法に 順 ふ 

J 泰 > ， 

は 天の 我に 與み せる 也。 若し 度を 吿け て變 ぁるは 天の 我を 戒 しむる 也 •孝子の 
父母に 仕 ふるは 必ず 顏 色を 伺 ふて 少しも 違 ひなき は 心を 安ん せす。 天子の 天 

P 

地 •を 敬す る 事、 孝子の 父母に 仕 ふるに 異なる 事不 ，可， 有 也。 伊 尹、 太 甲を 諫む るに、 
諶天之 明 命を 顧みる と 云へ \又 日く。 惟 天 無， 親克敬 惟親と ぁるは 天を 敬 すれ 
ば 也. 文 王 命を 受けて 周を 興せる 詩に 驕命不 ，易と 云へ る も、 彼の 天命の やす か 
らぬ 事を 云へ る 也 A 君の 言行 政事 一つ も 天地の 法則を 告げな ば 民の 父母た 
るべ がらす。 天地の 法に 順 ふは 是れ 天地を 敬し、 天地を 畏るゞ 也。 殊に 炎 害 祥瑞 
山 鹿 語類 • 二 九 
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は 天地の 喜 怒 其 形に 表 はれ、 物に 感じて 著しき 也 a 雷 暴風の 例に 勝れて はけ 
しき ば 天の 怒と 知 り、 日食 星變の 切りに あらは る、 は 天戒 しめを 示す 也、 と考 
へ假 b にも 戯游 馳顆の 遊び あるべからず。 易の 港り に 雷す るは 震の丰 にして 
君子 恐懼を 以て 修省 すと 云へ ぅ。 迅雷 風烈 には 必中 變ずと •孔子 之 天に 仕 ふる 
の 敬を 云へ る 也。 古の 人君 天變に 依りて 御 膳を 輕く し、 音 樂を 止めて、 身を 責め、 
諫を 求め 玉 ふ。 皆是れ 敬を 示す 也。 大禹は 洪水 倣 ¥ と宣玉 ひ. 殷湯は 旱に六 事を 
以て 自ら 責 む。 $ t もの 聖君如 ，此 し。 況んや 未 世の 人君を や。 本朝の 古へ 貞觀の 
旱永祚 の 風 *71c 平の 煙塵 正歷 の疫疾 、是 等は 朝廷に 善政 あぅ、 代に 賢 臣多か b し 
かと も 自然の 天災は f ゞ 所な しと、 その 比の 紀錄に 記る せる とも 天地の 氣 
は 類を 以て 相 感じ、 禍福は 皆 人の 招きに 依る 事 也。 唯 天 害を 見て は德を 修め、 妖 
を さらん 事を 思 ひ、 祥瑞を 聞きて は 佞奸を 索 り、 德 を耻づ 6, 是れ又 天地を 敬畏 
する 也。 隋の： 煬帝祥 の 瑞を云 ふ 事を好んで 世の 失德を 知らず。 宋の眞 宗王欽 若 
か 謎 !: S も、 天 書に 降れる 事を 信ずる 類、 皆 人君 ® 機を 探き て馁 S 上を ^ ぶ' 


かす 術 也 •凡そ 天地は 神明に して 能く 物を 與 へて 推移す る ものな れば 、其 篤實 
は 至誠の 感應 甚だ 迅速に して 更に 蔽， ふべ からす。 中庸に 日く。 至誠 之 道は 以て 
前 知すべく、 國 家の 將に興 らんと する には 必す 禎祥 有り。 國 家の 將に亡 びんと 
する には 必中 妖孽 有う とは 如& きことは う 也。 聊の大 守縣令 其 政の 誠ょ りし 
て德に 化せした めし さへ 多し。 而かれ ば 風に 反して 火を 滅 し、 虎 皆 子を 負て 河 
を 渡る は 劉昆 •か 德 政に 依て 也。 徐 列の 旱に百 里 嵩 か 行 ふ處兩 車に したが ふて 
ょう、 劉敞 •か 野 州に 守た b しに 數日 にして 蝗境を 出 づと云 へる の 類 多し。 皆 至 
誠の 掩ふ ベから ざる 處 也。 漢の董 仲舒武 帝に 吿奉 るに 天人 相與 之際甚 可 © 也、 
と 云へ るは 尤も 理に當 たる 言 也。 

納 fe - 言 

師 日く •過は 人の 必中 不 ，免 所 也。 過ち ありと 雖も 自ら 知らざる 事 あり。 又 我 知 
の不 ，及して 宜しき と 思 ふ 言行の 惡 しき 事 あ b。 又 道理は あるが 如くに して、 用 
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ゐて 先き にて 違 ふ 事 あり。 皆是れ 人の ゆる かせに して 知らざる 所なら す や。 故 
に 百 宦の諫 を 聞き， 萬 民の 誹謗を 以て 人君の 諫めと する は 人を 長る、 の戒 也。 
人 主の 威は 雷霆 ょり すさまじく、 其 勢は 萬 釣ょりも 重し。 己を ii くして 開き 導 
いて 諫を 求め 顔色を やは らけて 言を 受 くると も， 人猶ほ 云 ふ 事を やすしと せ 
す 若し 已を 立て 知を 街 ふて 非を かざら ば、 誰か 諫を 言は ざらん や。 されば 內に 
諫め ある 事を 樂しみ 外に 諫めを 拒む 形な きが 如く あらす しては、 諫言た やす 
力. らざる 也。 事大 小と なく 必中 諫め、 臣 大小 內 外に 限らず 皆 諫め、 或は 面 折と 號 
して 君の 非を 直に 諫めて 其 非を 折き 或は 異見 封 事と 號して 諫言を 書に 記し、 
封 じて 是 をして 或は 謗 5、 木を 立て 民の そしりを 考へ 、或は 諫の 鼓を もぅけて 
下の 訴をは か 久或は 諫めの 匣を 置いて 人の 書付を 入れ L^ め、 無 主 封 落 書を以 
で 君の あやまちを 聞き 玉 ふ。 此知 ありても 諫言 道 遠き もの 也。 堯四 岳に 必す咨 
て 諫めを 入れ 舜問ふ 事を好みて 邇 言を 察し、 龍に 命じて 納 言たら しめ 夙夜に 
出納せ しむ t 也 出は 上の 言を 下に 宜也 。納は 下の 言を 聞きて 以て J: 奏する こ 


事 也。 我は 又蒭 養に 詾ふ とも 云へ 舜 漆器を 造な 禹 避を ほら ものせ しめ 玉へ 
ば諌ひ る もの 十餘人 ありし とな う。 殷の歡 王は 過を 改めて 吝なら す。 傳 說高宗 
を 戒めし にぬ 過を 恥 ぢ、 無， 作， 非と 云へ う。 齊の椬 公には 座 友 三人 諫臣 之 過を 擧 
ぐる 者 三十 人 有う しとに や。 隋の煬 帝 天下を 失 ふの 道 一なら す。 而して 諫めを 
拒む ょり 大な るは あらす と 也。 唐の 太宗は 天下を 得る の 道 一なら す。 而 して 諫 
を納 るに ょう 大な るは あら H ベと 云へ る。 是れ皆 諫言の 大切なる 事を 云 ふに あ 
ら卞 や。 言 路の通 塞は 君德の 盛衰に 依る 事に して 木從 II 則 正 后從， 禮則聖 也。 と 
こそ 古人 も 云へ る 事 あ う。 然るに 諫を 聞かん となら ば、 第一 諫を 求む るに あり' 
求む と 云 ふは 群臣 內外 親疎に 依ら t 直に 諫言を 奉らん 事を 求む る 也。 第二に 
喜 M にあ 办。 喜ぶ と 云 ふは 我 過ちを 聞く ことを 內實 に樂む 也。 內樂 しむが 故に 
顔色 和らぎ 辭氣 順にして 諫むる 者の 言を 出す 事 易し。 禹は昌 言を 拜し 、唐の 太 
宗は 異見 封 事の 諫 至る 度 ごとに 喜んで 受け、 其 志を 感じて は 宴を 設けて 金帛 
を與ゆ 。第三に 諫を納 むる にあう。 諫を 聞きても 其 言に 從はす 、行を 改めず んば 
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皆 名のみ にし 實な し。 郭の 君、 善を 善と し、 惡を惡 とせし も用ゐ ざるが 故に d び 
しためし に 異ならす。 其諫を 聞きて 用 ひ 行 ふを 納 M とは 云 ふ 也。 第 •四に 受 1111 に 
あ ぅ。 直諫の 臣 直に 面 折す るは 上を 謗り 侮 b て 無禮な るに 等しき もの 也。 汲' 黯 
•か 直諫には 武帝 怒って 朝に 罷 b、 魏徵が 諫言を ば 太宗 我を 辱し む、 須く 此田舍 
翁を 可 殺と 宣玉 へる にあら す や。 唐 憲宗の 時、 諫官只 朝廷を 謗 b て 實に諌 をな 
さ ざれば、 其黨を 立つ る もの 一二 人を 過に 落し 入れん と 詮議 あ b ける に、 時の 
宰相 李絳 答へ 申しけ るは、 此 詮議 必ず 侫 臣の讒 にして、 君の 心ょ b 出で たる 綸 
言に あら じ •若し 勑 意の 如くなら ば、 天下の 口を tts ぐ 也、 と 奏しけ ると 也。 第五に 
諫言を 撰む と 云へ b。 古は 朝延の 百官 皆 人君の 非を 諫む 。後世に 至 b. て 人 主 巳 
を 虛 じくして 諫めを 入る ゞ也。 暗君 必ず 諫を 拒んで 其 云 ふ 人を 害す。 害する ま 
でに 至らざる も、 竟に 諫臣は 主の 用に 入らす。 桀か 賢臣龍 逢紂之 賢臣比 干皆忠 
諫を以 て 殺さる。 身を 捨て 君に 忠を 進む るは 古今 共に 稀 也。 故に 別に 諫官を 置 
きて 其祿を 厚 （し、 常に 召して 主上の 言行を 見聞 かしめ て、 諫言を 奉らし む。 是 


れを諫儀大夫正諫大夫と號し、拾遺補闕と云ふ。皆諫議の役をつとむる也乂苕 
の 起居 言動 行幸 宴游 には 必中 史官 左右に 侍べ b て 言を 記して 其 書を かくし 
て 人君に 叡覽に 入れ 奉らず。 袞 職の 闕 ぐる 事 有る 時は、 仲山甫 之を 補 ふと 云へ 
るは 是也。 官の撰 其 人に あら ざれば 猶ほ へつらいを もね りて 好 言 令色に 至る。 
唐の 大宗は 左右の 諫官四 人を® きて 道ち をた V さしめ、 諌議 太夫 八 人 得失を 
諫め、 補闕 十二 人 常に 供奉して 諷諫 し、 大事を ば廷 議と號 して 朝廷に て 議論し， 
小事を ば 封 事を 奉 b て諌 む。 拾遺 亦 十二 人 也。 職 同， 補闕と 也。 第 六に 直奏を® む 
と 云へ う。 直奏と 云 ふは 直に 天子に 奏して 事を 正す 也。 諫官の 上る 所の 封 事、 大 
E 宰相の 披見に 入りて 然して 後に 奏せん となら ば、 諫官皆 執政に おもねりて 
言 路竟に ふさ •かう 人君の 耳目 只 執權の 人の 言行に 止まうて、 彌 くら かるべ し。 
彼の 侫奸 の臣は 人 主の 耳目を 掩ひ 。事を 云 ふ ものを にくみ、 下の 情を 通せ ざら 
しむ。 尤も 愼し むべき 事 也。 すべて 闇 君 愚將は 皆是 .に 反せる 也。 周の 后 王 誇りを 
恣 にして 國 人の 謗う を惡み 、謗る ものを 改め 吿 ぐる 時は、 則ち 殺す。 是 ょう 國人 
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謗る も 苦 也。 道路 只 目く はし 計に て 相 通 t 厲王 大きに 喜びて 時の 宰相 召 公に 
告げて 日く。 吾 政の 正しければ にや、 人の 謗の 止みぬ と。 召 公 日く。 是れ 人の そし 
一り を 障ぐ 也。 民の 口を ふさいで 云 ふ 事な からしむ るは 川を 防ぐ より 甚だし。 流 
れを せきて 川を と > むれば 水 遂に 盛に して、 堤 やぶる ごときは 人を そこな ふ 
也。 人の 口を 防ぐ も 如， 此 。全天 下の 口を 塞ぎて 上の 過を 遂げん とす。 恐く は 社稷 
の 破れん ことを と。 諫めけ ると にや。 奏の 始皇は 忠諫の 者 あれば 我を 誹謗す と 
云 ひて 是を 殺し、 謀を 深く する 者 あれば、 妖言な b と 云 ひて 是を 害し、 君の あや 
まりを 諫むれ ば A 君の 非を あげて 已 •か 直を 賣 ると 笑 ひ、 未然の 兆を 云 ふ 時は 
權は 不思議の 者と あざむく 故、 そのつ いへ 遂に 鹿を 指して 馬と 云 ひ、 野鳥を 以 
て 鳳凰 也と 云へ ども、 下ょぅ 是を 改めす して C 國とな れる也 。漢 の武 帝の 時、 法 
j 令 下に 出で 宜せ ざる 事を 口に 謂は すして 心に 謗る を 腹 非の 法と 號 して 是を 
殺せ b。 武帝 はさまでの 暗 主に あら ざれ ども、 偏に 大臣の 云 ふ 言を 信じて 諫を 
入れざる 故に、 如， 此の 大失 あぅ。 人君 諫を 求む るに 切なら すん ば、 耳目 必す くら 


かるべし。呂東萊日く。武王譯|$而昌へ、商紂唯々而亡ぶと。是れ天下の政道萬事 
の 是非を 論難® 覆して、 其 至 理を 求む る 故に 正 人 進み、 侫人 退いて 天下 昌 君臣 
一 上下 非 ぁれと も 諫めず。 何事 も 皆 官位 俸祿の 高く 豐かな るが 云 ふ 事を 尤もと 

! のみ、 同じて 唯々 とぅな つき 順 ふ 時は 侫人は 時を 得て 君子 ゆ 退く。 如此 にして 
C びざる は あらざる. 也。 大槪守 文 久しき 時は 老臣の 威 逞しく 上下の 間遠く し 
て 天下の 政事 皆 老臣の 口よう 上達して 外臣 、侍臣を 云 ふ 事を 得ざる が 如き、 い 
き ほいになる 事、 異國 本朝 其 先例 多し。 如 。此 き 時は 人君の 耳目 其 及ぶ 所 甚だ 狹 
くして 下责皆 ふさ •かる 故に 古來 これを 戒しめ 諫言を 納 る、 を宗 とせる * 
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llr' 1 君 職 

以 .下情衮心  一 

師 嘗て 人君 之 仁德を 論じて 日く。 易の 繫辭 日く。 聖人 之 大寶を 位と 日 ふ. 何を 
以て 位を 守る か •日く  H 也 •と 云へ り。 又 乾の 文 言寬以 て 之に 居 b、 仁 以て 之を 行 
ふとは 君德を 云へ る 也。 樂は只 君子 民 之 父母 也、 と 云へ る も 君の 愛惠を 云 ふ 也 • 
5r* の仁宗 の 時 司 馬 光 か 上書に 君德を 論じて 仁を 以て 第一と 爲す 。伊 哲宗 
の 手 ぁら ふ 度 毎に 必ず 蟻 穴を 尋ね 玉へ るを、 陛下 此 心を 折し 以て 四海に 及ぶ 
は 天下の 幸甚 也、 と 諫め 申さる。 されば 人君の 寬仁は 如何なる 事に やと 論す る 
に 彼の M SS 姑息を 以て 仁 他と 云 ふには ぁらざる 也。 唯 萬 民の 父母と して 民の 
好惡を 一つに し ® を 深く、 思 入れを 重く、 赤子を 保つ が 如き 心に 誠に 下の 情を 
求めば 中ら 中と 云へ ども 遠から ざる 也。 至誠の 深から ざる 故に 齊の宣 王の 中 
を見て愤隱せし心の民に及ばざるが如き也。こ、に案するに人君誰か下を惡 


くむ 人 あらん ® 仁は 其德の 本 也とは 知りな * > ら 、其 民に 及ばざる 事は 下の 5t 
の 通じが たく 人君 亦 下の 情を 以て 心と せざる 也。 下と 云 ふは 人臣 百官 幷に三 
I 民を 云 ふ 也。 上は 高く 九重の 內に 居ら、 臣は 遠く 九重の 外に うづく ま ら、 民は 萬 
一里の 遠き に 住す。 上下の 間 其 隔る事 雲泥を 以てせう。 たと へば 人君 目に 近く 渥 
耳に 近く 聽かん 事を 欲しても 其 間に 事を 執 奏する 官人 奉行 頭 次第 階級を 守 
一 b て 等級を 踰 さしめ ざる 故に 所 近し と 云へ ども 亦 人を 以て 隔と す。 況 んや侫 
一臣 邪義を 構へ て 下の 情を 塞ぎ、 人君 至誠を 以て 下に 臨ま t 故に 出入には 警蹕 
して 人を 拂ひ 、道路の 民屋は 課役を おうせて 是を 新たに してい さぎょ くし， 農 
一夫は 衣を かりて 〇 >れ を かくす。 偶々 直訴の 者 あれば、 當座 に 打擲を 與へ 、その 
| 訴狀は 奉行に 納ま リて 、人君に 達せす。 其 身は 禁獄 預 b 人となり ® へ 彼を 宿せ 
一 しもの 皆 難儀を 蒙り、 彼が 類 親 ことぐ く 難に 及ぶ 間 直訴 自か ら絕え t 是れ 
俊 S の臣 あうて 下の 口を ふさぐ 故 也。 上に 至誠 あら ざれは 課役を 以て 致せる 
民衆を みて 太守の 仕置ょ きと 呼ばれ、 民を 愛して 課役を かけ t その ま、 なる 
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民衆は 民の かじけ 苦しめる 故 也、 とょ ばれて 虔を以 て 飾れる はょ きに 稱せら 
れ、 實 を _ てすな ほなる は、 皆惡 しきに 成る。 是れ 人君の 耳目 ぐらく、 民の 情を以 
て 心と せざる 故 也。 康誥に 民の 情大に 可/見 小人 P 保と 云へ るは 如 &の心 得な 
るべ し。 凡そ 三 民は 其 分を 以て 云 ふ 時は 天地の 如くに して、 情を 以て 論ずれば 
心と 四 支の 相 助く る * > 如し。 親しくして 近づくべし。 いやしん しで 遠 ざく ベ か 
らず 。國 土は 王 民を 以て 立ち A 君は 民を 集めて 君の 名 あ り。 國に 民有る は 木の 
根 あるに 同じ。 大禹は 天下 之 愚 夫、 愚 婦 能く 我に' 勝つ 者 有 b と 云へ り。 民 そむく 
時は、 君 立たざる が 故の 言 也。 中に ついても 農は 民の 大享 にして 商工 ありと も 
農 乏しき ときは 民飢ゆ 。年を 豐 凶と 云 ふ。 世を 安否と 云 ふ も 農 その 寺を 得と 得 
ざると、 民た のしみ 安ん t* ると 安ん せざる とを 云へ ぅ。 故に 民の 大事は 農に £ 
b と 云 ふ 也。 古は 天子 元日に 必ず 豐 年を 天に 祈ら、 吉日を 以て 忝くも 天子 自ら 
田舍に 行幸 まし-^ て手づ から、 鳅を 執て 三度 推し 玉 ふ。 三 公 九 卿 諸侯 大夫各 
供奉して 三 公は 五た び 来を と ぅ、 九 卿 諸侯は 九た び 来と る。 是を籍 田と も 帝 落 


とも 云 ひて 民の 苦を 知り、 農事に み づから 望み、 民を 重んじ 玉へ ば 也。 季春には 
后妃 ものいみて 親ら 東に 向 ひ 玉 ふて 手づか ら桑 をと b K の 事を なし 玉 ひ、 孟 
夏の 日に 后妃、 繭を 獻ず とも S へ b.。 是等は 天子、 后妃の 農 桑を 重んじて 民の 營 
みを いやしめ 玉は ぬの 禮也 。右の 君子は 我 身に 稼穑の 艱難を 考へ 、夫人に 紡績 
の勞 をし らしむ。 此れ 實に 王者の 根本と する 處 也。 周 公 且の成 王に つげ 玉 ふ 詩 
に 農 桑の 事を 委しく して 七月の 節を 作り、 書の 無 逸に 稼穑の 艱難を 知り 玉 ふ 
事つ ぶ さに せり。 周の 宣王 位に 卽 きて 籍 田を 行は れざ b ければ a 文 公大に 諫 
めて 民の 大隼は 農に ぁ b と 云へ b。 世俗の 諺に 百 手 ぁた b て 米 一粒と なると 
云へ り。 米に 限らず 衣服 居 宅、 人間の 用具 何に 物 か、 その まゞ になれ る や。 或は 日 
數を經 、或は 手數 をからて 其 物と なれる をな b て 後に 是を 見て 造作なき 事と 
思 ひ、 是を おろそかに 費す はかへ すぐ おろかに つたなき 事に 3) らキ や。 農民 
エ婦の 耕し、 桑 取り かいごす るの 辛苦を 詩に も 作 り、 歌に も讀み 、屛風 障子の 繪 
にも 書かせ 是を內 外に 歌 ひみせ しめて、 小 民の 艱難を しらし め、 后宮の 婦女 ま 
山 鹿 類語  J H 1 
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でも 衣食の 因て 來る 所を. 知らし め、 儉 約を 守れて 過 奢を 去る ごとくに 政 あぅ 
度き 事 也。 唐の 玄宗の 初の 年は 內 裏の 庭に 麥を I 植へ てみ のれる 時には、 太子を 
I 師 きゐてから せ 玉 ふ。 朱の 仁宗 も亦然 ぅ。 皆 是れ農 桑を 重く し 玉へ ば 也。 すべて 
一民の 政は 其 安否を ょく 考へ 、其 優樂 をは かり、 巡察を 詳 にして 敎 育を 常にす る 
一に あり。 民の 情の 欲する 所、 當と 安と 壽と也 。賦歛 を 薄く する •か 故に 民の 食 足 b、 
一敎 育を 常にす る 故に 民に 奢な し。 民を 使 ふに 時を 以てす。 故に 民 逸に して 安し。 
一巡 察を 詳に する を 以て 民に 怠りな し。 法令を つまびら かに 無理 非道の 仕置な 
一き 故に 民 皆 天 年を 全くす。 巡察の 事を 正し、 敎 育して 用 ふる 故に 民 放埒 氣隨な 
I る 事な し。 是 等の 心得は 人君に 寬 仁の徳 なくて は 出づ ベから ざる 也。 寬は せは 
| くしから ず。 廣く 物を A れて 急に 知る を 求めざる 事 也。 仁は 溫和 、慈愛に して 
j 下を 撫育す るの 心 也。 本朝の 天子 正月 元日の 朝賀は 天子の 百官を 見 給 ふ 事 也。 
小 朝拜 と II せる は 百官の 申しく ふて 龍 顔を 拜み 奉る 事に て 朝賀には 奏賀奏 
瑞 とて 天 •か 下の 人民の 安否 及び 豐 凶を 申し 奉る 御 事に て 上下の 情を 通じ、 民 


の 向背を 新 玉 0 年 0 ばし めの 今 a ょ b 見 そな はさんと 0 政 也 * の樣と 云へ 
るは 季冬 氷を 納めて 年の 豐凶 をは かり 玉 ふ 仁德 帝 0* 仁政盘 。宫內 省の 御 薪は 
j 民の 苦を 知らん 爲に ¢1 官薪を 献す るの 儀 也。 五月に 賑給 と號せ る 政は 米穀を 
民に 施行 まし-^ て 下の 飢を養 ふ 也。 七月に 新年 穀の奉 弊を 廿 一社に 行は る 
一、 は 常 年の 米穀の ょくみ のりて 民の 苦に 入らざる ごとくに i の 政 也。 九月に 
一 不堪 田の 奏ぁ るは 諸 國の作 毛 不堪を 考 へて 租税を 許し 玉 ふて 天下へ 施行 ぁ 
一らんとの事挞。十一月に新甞會の行はる、は是は今年の初稻を神に奉らせ玉 
一 ふて 民の 業を 宗鹿に 吿げ玉 ふ 事 也。 其 後 君臣と もに 初稻を 祝 する を豐 明に 節 
一 會と云 ふ。 凡そ 年中行事の 次第を 考 るに、 聖主賢 王の 政、 聊か も 下情を 通じ 民の 
一 苦を 知し めすに 有らざる 寧な し。 催 馬樂 風俗の 歌 ひものまでに も國 々の 安 杏， 
一民の 風俗を 知し 召さん との 事な ぅと にや。 さるに 依て 諸國へ 民の 苦を 問 ふべき 
爲に觀 察 使を 以て 下司 公の 奉行 目 代 政所の 奸曲を 正し、 上下の 情を 通す る 如 
く ぁらせん との 事 S は 宴) 也。 源賴朝 卿元曆 元年に 先づ 公文所を 立て、 大江廣 元 
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を別當 とし、 齋院次 官中原 親 能 主計 允 藤 原 行政 等を 寄 人と し、 又 問 住所を 御亭 
の 東面の 廂ニヶ 間に 設けて 三 善の 善 信に あ づけて 諸人 作 論の 儀を 注し 置 所 
| とす。 賴朝 卿は 草 業の 武將 にして、 其 下の 情を つ、 しみ 民の 事を 重んずる 事、 如， 
i 此也ポ 泰時 天下に 執 櫂の 時は 民の 煩を 憚ぅて 家のは た' 板を も 仕直さす。 遂に 
一造 作な かりし と 也。 萬 人の 上に 仰がれながら、 世を 恐れ 民を いたは り、 二十 年餘 
| り、 天下を 政して 世上 おだやかなる とき 也。 時賴又 理世、 安民の 心 深く、 康元 元年 
一に 三十 歲にて かざりを 落し、 最明寺 道 崇と號 し 諸 國を竊 かに 修行して 在々 所 
一々 の體 、國々 の 風俗、 民の な b わい、 地頭 目 代の 好 曲を こと く考へ 給へ り と 
| .也。 其 下情を 以て 我が. 心と し、 至誠を 以て 民を 救は ん との 志、 最も 難 有事 ども 也 。 
| 實朝 上洛の あるべき に 定ま b な •から 世間の 人々 內にな げき 申しけ るに、 上の 
| 氣色を おそれ 告げす。 人の なかり しに 筑後 入道 知 家 古き 人な れば異 を 問 はれ 
ける に、 天空に 獅子と 云 ふなる 獸の 王に て 侍る が、 更に 戰をな やまさん と 思 ふ 
心は あら ざれと も、 彼 0 a ゆる 音を 聞き、 獸 悉く 肝心 ? f'- 失 ひ、 或は 命 も 絕へ暌 と 


电す 事の ft る 也* 君は 人を 惱 まさん との 御 志は あら ざれ ども 民の 嘆き 爭でか 
候は ざらん と 申しければ 上洛と、 ま b、 萬 人 掌を 合は せて 悦びけ b と 也。 人君 
* なし。 只 萬 人の 心を 以て 心と すれば、 實 に 然るべき 諫め 也。 後世は いつし 力 其 
形 計り 殘 りて 悉く 誠を 失べ り。 民の 苦を 問 はんとの 便は 却つ て 民の 惱み とな 
り、 竊かに 使の まは るに も 課役 多く、 赛侫 あれば 皆 民の つかれと なる 況ん や、 禁 
袤の 年中行事 悉く 過失との みなれる 也。 彼の 耕作の 聱は兒 女の 翫び にな り、 巷 
歌の 田 歌は 凡 下の 沙汰に 陷て 富貴の 人の 宮障屛 風の 畫は 花鳥風月の 粧ひ a 
水 游樂の 飯び までにて 人君の 戒めと なる 事、 些か も不％ ^ が 故に、 宋の文 帝、 先 
® の廟に 耕具を かけ 置きて 子孫に 示せし を 見て 大に慚 づる色 あぅ しが 如く 
父祖. の 艱難を 努む るに も 知ら t 天地開闢ょ b 我ぞ 富貴な b と 色めく 人まで 
多し。 是れ皆 先君の 至 德を忘 れて寬 仁の 心なく、 下の 情を 通せざる こと 尤も 歎 
すべき 也 ，， ャ.' 
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剛 武而不 1 物 

師日 、天道は 仁を 以て 本と す {£ は義に 因て 行は る。 故に 生々 無 息 也。 天の 行 
ふこと 一日に して 一周し、 又 明 も 一周す。 一年は 三百 六十 日、 一日は 百 刻 也。 開關 
ょり 今： 2 まで 萬 代 不易に •して 瞬 息 もと、 まる 事な し。 是れ 天道の 至 健剛武 に 
して 物に た ゆまざる 處 也。 君子 是を のつ と b、 體 として 自らつ とめて 息ます* 易 
に 日く。 天の 行 ふ 事 健 也。 君子 以て 自ら 彊 めて 息ます、 と 云へ るは 是 也。 仁義の 二 
は 聖學の 根本と する 處也 。仁は 寬仁に して 物を 愛する 德な りと 云へ ども、 敬 ひ 
以て 內を 直く し、 義以て 外を 方に する の 警戒 ぁら ざれば 惻憶 に陷ぅ 、儒 福に 入 
りて 物 皆 節を 失 ふ 事 定まれる 理也 。天地の 四時を 以て 云 ふとき 春 夏の 二は 仁 
にして 物を そ •たて 養 ひ.、 秋 冬の 二は 義に して 夕の ぁらし、 朝 霜 堅 氷 深 雲 甚だし 
く、 萬 物 自然に 根に 歸 して 其 形を 堅く す。 是れ 天地の 物に 及ぶ 法則に して 皆 止 
むを # ざるの 處ぁ务 ■• !: を # L て 云 き II 仁義の 二つと 云 ふ 也が るが 故 r~ 


春 夏は 生長して さか ゆく 綠陰も 秋 冬に 至て 葉 落み な.： 9 て 初めて 松栢の 後に 
凋ぶ 事を あらは す 也。 太 廈の高 梁に かま ゆ. るは 深雪 厳寒の 深山に そだてる 木 
の 雨に きれ 風に し、 のがた るに あら ざれば 用 ひ 難しと 云へ ぅ。 春 夏は 野 山の 草 
木 悉く 健に 靑み 出て 綠の陰 も あざやかに いづく とても 皆 草木 斗の ごとくな 
るか、 一葉 黃ばみ 落ちて 天下の 秋を 知る ょり 次第 {に まばらに な り、 何時と 
なく 草木 皆 枯れ 失せて 松栢の 獨り峯 にさび しきは 剛武に して 物に 屈せざる 
のた めしと 云 ふへ し。 其 松栢の 木の 姿、 葉の 形、 根 入り 綠りの 出で 樣まで 、誠に 靑 
一寸の 松に 已に 棟梁の 氣を 含め b。 人間の 世 又 如， 此 天下の 重任を 載せて 萬 民 
の 上に 橫はり 玉 ふ 天子、 武將 剛武の 心の ならざる は 好悪に ついて 必中 物に 屈 
すべし。 凡そ 世の中の ことわざ 多くは 人の 心を 惑は しむる の 結構に あら Vu. る 
なし。 富貴は 人の 願 ひを 起し、 聲 色は 耳目を まどわし、 飮食は 口を ょろこばしむ 
も 四 支の 安逸の 思 ひ、 游宴の /欲 を恣に する、 皆是れ 人君の 有する 所に して、 心に 
不 ，叶 事な き 上へ なれば 暫く も 儒 福に して、 怠り まし まさ ば 則ち 邪 氣虛乘 にし 
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て 入るべし。 殊に 順境に してや すら かなる 時は 勤む る 者 も惰る もの も 同く 皆 
人に て、 春 夏の 草木 松栢に 等しき に 同じ。 玆に大 節に 望み、 逆境に 陷 b ては 秋 冬 
に 至て 松 栢のご とくそび えて 卓爾 たるは 君子に あらす しては 叶 ひ 難く、 人君 
よく 剛武 にして 其 職を だ やかなる べし。  • 
又 日く。 上世は 仁を 專と して 民を 惠むに 誠 深 かりし 故に 剛武を 用ゐ すして 
世の中 やすらかな りと 云 ふ 人 あり。 我を 以て 考 ふるに 上古、 近代と もに 天地 上 
下に わたり、 日月の 地に 落ちざる 間は 仁義 谷々 かたつが たして 立ち、 事不 ，可 % 
す。 きわめて いは) 仁は 陽 也。 義は陰 也。 天地 H 月 何れ か兩 儀. の 一を 專ら とする 
ある や。 唯 人君の 仰いで 天を 察し、 俯して 地を 觀 、中に し T 人に とぅて 用捨 先 後 
の あるが 如し。 若し 仁義に 付いて 輕重を 云は  > 政道の 治平 正し かるべ からす。 
譬へ ば晝の 長き 時 あ b。 ?? の 長き 時 あぅ。 必竟 | 年 三百 六十 旬を 合は せて 考ふ 
る 時は 長短 盈縮な く、 等分 也 D ハ 春に 逢 ふ ものは 長閑に、 夏を 知る 者は 暑く、 秋に 
會 ふて は凉 しく、 冬に 逢 ふて は 寒さを 覺 えて 四 睁 一年の 全きを 知らざる が 故 


也。 堯舜を 君に して 四 凶の 惡人あ 艘 象* か 不順 あ b •文 王を 父に して 管叔蔡 

叔が惡 あ り。 子產に つかへ て 校 人の 魚は 僞あ \ 孔子を 師 にして 冉有か 聚斂 あ 

一 り。 上代 猶ほ然 b。 況んや 末世の 澆秀皆 知を 先にして 欲を 恣に する を や。 故に 上 

に 至誠の 仁 あぅ と雖 も、 僞了 仁の 形を 學んで 上の 耳目を 暗く す。 凡て 誠の 仁と 

云 ふは 身を 離る、 事 あらざる 也。 されば 文 德を修 する 者は 必ヤし 武備 ありと 云 

ふが 如し。 若し 義を忘 れて 仁を說 くは、 其 政道 姑息の 愛に して 下 皆 怠り、 油斷出 

來るべ し。 火に あた、 まれば、 氣 .あが り、 形と ろく 暖かな れば氣 くつろぎ 體睡る • 

水に 入る は氣 すさまじく 體 つ) まる。 寒ければ 氣ね まり、 形 堅し。 天地 陰陽の 物 

.にわた る處 如， 此 。さるに 依 b て 政 ゆるやかな ると 政から きと、 皆 如， 此 。人君は 仁 

義を かねて 宜し： きを 制すべき 也。 聖人の 人に 敎ふ るは 皆 如， 此 (仁義) を 兼ねる 也。 

I 易に 義以て 外を 方に すと 云へ るは 是也 。七 情に 喜 怒 あり、 物に 內外 あり、 天下 國 

家へ 及ぼす ときは 賞罰 德刑 文武 敵 戒皆義 の 物に 依つて 其 形を あらは す 也。 文 
.9  . 

徳は知 仁 勇に して、 勇に あら ざれば 知 仁と もに 努めが たし。 司 馬 光 •か 宋 の仁宗 
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へ 上つ る 三 書に も 君德の 三ッは 仁 明武と 云へ る 也。 本朝は 神武の 帝 人皇の 最 
初に m 征 まし^^て 都を 大和 國の檀 原に さだめ 玉 ふょ b すでに 神武の 號を 
蒙らせ 玉へ ば、 剛 武の德 は〖 天地に 充つべ し。 中に ついても 武將 世を 政 有は W 武 
にして不.屈，物の道を守て人君聊か怠\不，可，在。若し寬仁流れて安に居て危を 
不 k は 武名 地に 落つべし。 武とは 何ぞ 。天然の 物 則 也 U 天然の 物 則と 云 ふは、 目 あ 
つて 物を 見、 耳 あつて 遠き を 聞く、 手足 ありて 手に 物を おさへ、 足に ものを 踏む， 
齒 あり、 爪 あり、 力 あぅ、 昝あ b て、 是を仕 ふ。 是れ 剛武 のす がた を 人々 に 相 真す る 
也。 人は 知を 以て 萬 物の 靈長な れば 、さも あるべ し。 江河のぅ ろくす、 山林の 鳥 ® 
蚊 tt 、 蟻螻の 些かなる、 天然の 儀 側を 以て 皆 利. 器を 具して 我を そこない 破られ 
ざる 如くす るは 人間の 世の 警戒 武備の 依る 掰 にあ & す や。 而 して 其 用法 當然 
にあら ざれば 戒武は 却つ て 匹夫の勇に 陷る 。物に 屈せざる は. 理を 立て、 我を た 
かぶ b て意必 固 我の 四に 落つ る 也 i 子の 唯 仁義 有る のみと。 梁. の 惠に 答へ、 魏 
镦 •か 仁義を 以て 唐の 太宗を 開示す るは 萬 代の 定論な 办と 知るべき 孢。 


定禮節 

一 師 日く。 天に cn 月 五星サ 八 宿 經緯の 形を あらは し、 地に 山川 海陸の f 備 へ、 
草木 土石の 品 あり。 是れ 天理 自然の 節 文 也。 人是を 觀 察して 三百 六十 □を 一年 
一の 節と し、 一月は 三十日に して 節を 定め、 一日 又晝夜 朝 暮の節 あぅ。 地は 國を境 
一し、 國は郡 を 別ち、 郡は 村里を 分く。 是又 地を 節 文す。 人物の 間 各々® 文 あり。 これ 
を. 禮と云 ふ。 故に 禮は 天理 之 節 文人 事 之 儀 則と 云， ふ 也。 人君 禮節を 正さす して 
i は 天下 國家、 遂に 分ち なくして 分を 踰へ 位を 離る、 事 まのあたり 也。 禮は 謙讓 
を 以て 本と し 節 文を 以て 用と す ? L 子 日く。 能く 禮讓を 以て 國と爲 るか。 何 か 能 
一はざる 有らん。 禮讓を 以て 國と爲 す禮 の 如きは 何。 又 日く。 禮を 好む は 則 民 使 ふ 
一に 易き 也-又 日く。 君臣を 使 ふに 禮を 以てす， と 云へ b。 堯を稱 して 克讓と 云 ひ、 舜 
を稱 して 允. 讓と云 ふ。 易に 謙の 卦を出 して 天道は 下濟 にして 光明 也 •と 云へ ぅ。 
人 S の德 、禮讓 謙 退を 以て 大な b とす。 堯舜 は 3£ 帝の 聖主な 云へ ども 謙を 
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以て •その 徳を稱 美す。 その 所以を 尋ぬ るに 帝王， は 萬 民の 上に 立ちて、 一言の ffi 
る 一事の 行は る、 A 皆是を へつらい 追從 す。 況んや 我を たかぶう、 知を かご や 
かし、 非を 飾り、 諫めを 拒. むは 上下の 情、 益々 へだ、 b て 君臣の 道 そむくべし。 舜 
の禹 を戒 しめて、 汝惟不 矜と宣 玉へ るは 比 心に や。 もの 常住なる 事な し。 人々 盛 
衰あ り。 世に 興 C: あ う。 初めを ょく すれ ど > 、終を 保たざる は 尋常の 習 ひなれば 
人君ょ く謙讓 にして、 禮 節を 正しくせば 竟に終 b を 全くすべし。 易に 日く。 有， 大 
者不 ％, 以盈と 云へ る も、 人君の 謙讓を 云へ る 也。 而 して 天は 高く、 地は 卑く日 S 

づれば 星隱 くれ、 風 起れば 雲 去り、 小川は 大河に 集まり、 小山は 大山に つく。 鳥に 

# 

胤 凰'  あ b。 獸に 麒麟 あう。 天地の 萬 物 谷々 類を 以て あつまうて， 其 高下 大小 自然 
の 物 則 あう。 人君 ある 時は 人臣 あら ざれば 事 通せず A 臣 ある 時は 百官を 定め 
ざれば 分必す 亂る 。心を 一身の 主として 視聽動 思の 位を 定め。 眼 耳鼻 口 手足 意 
と 別 かてる が 如し。 是れ又 各々 を 置く に 高下 四方を 以てし、 用 時 あうて 自然と f 
分を越ゅる事なし二人一身の禮節定分甚だ分明也。繫辭に日く。天高く地卑く 


して 乾坤 定まる とは 此心 也。 兹に 於いて 百官を 定めて 位は 一位より 九 位に 至 
b- 官は三 公よ b 諸 衞諸國 に 至る まで 天地の 節 文 儀 則に 准據 して •上下 親疎を 
I 分ち， 君は 治を 上に すへ、 臣は 治を 下に 分つ。 日月は 黃 道を めぐり、 五 星は 天下の 
I 吉凶を 示し、 南北 極は 兩 端の 其處に 居、 二十 八 宿は 天に 列つ て 分野した るに こ 
I t ならす。 天子 一心を 以て 天下の 萬槐を はかり、 かたく 一身を 以て 四海の 遠 境 
かねが たき 故、 庶官を 立て 萬 政を 分つ。 皆 天に かわれる の 職な れば 、天工 人 其れ 
之に 代る と 云へ り。 舜 典に 四 岳、 九官 、十二 牧二 十二の 官人を 立てし よ 周の 宵 
を 建つ る こと、 惟れ 百と 云へ るまで、 歷 代の 損益は ぁりと 雖も其 本を 尋ぬる 時 
は不 ，異 也。 易履大 •象に 日く。 上天 下澤履 也。 君子以 辨 ± 下定 K 志と 云へ り。 溫公日 
| く。 天子 之 職は 禮 よぅ 大なら す。 禮は 分より 大な 'らす 。分は 名よぅ 大なら す。 何を 
j か 禮と謂 ふか。 紀 綱是れ 也。 何を か 分と 謂 ふか。 君臣 是れ也 •何を か 名 1 謂 ふか。 公 
族卿大 夫是れ 也と 論せ. り。 名分と 云 ふは 上下の 差別を 正し、 尊卑を 明かに して 
謀 其 位を 出で ざるが 如き 禮節也 。而 して 禮節を 行 ふに 其 法 ぁり。 心に 讓 b て爭 
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はざる 分を 知て 踰え ざるの 理ぁれ ば 其 形に 敬聲 ft 跪 » 際修卿 の .®' 文， 自然に 
備は る。 是を 衣服に ぁらは し、 飮 食に 出し 宮室に 用 ひ言認 に 備へ 、威儀に 表し. 官 
I 位 体 祿 、玉帛 、貨物に 通用し、 是を 行に 年月日 時の 節を 定む。 然れば 衣食の 問 些か 
(も 節 文に 過不及 ぁれば 則ち 禮節相 そむく。 官 階の 高下、 莊嚴も 言動 用具の 制 法 
I まで 分を 踰 える 處ぁれ ば 過ては 僧， 上 君を なみし、 君を 侮り、 民を 卑しむ。 不 ，及は 
I 下は 上に 親しみ 薄く、 上は 下に 遠く、 臣必す 違 ふに 至る。 此 故に 經禮 三百 威儀 三 
I 千は 周に 至て 代々 の 損益を 考へ 、萬 世の 法を 定め 玉へ る 也。 周の 讓 るに 及んで 
一 諸侯 法度を 犯さん が ^ 悉く 其 書を 失 ひ 去 り、秦 に 至て 遂に C 失せり と 也。 尤も 
一可 fe 事 也。 中に も® 婚 。喪祭は A の 始終す る 所、 吉凶 軍 賓嘉は 天下の 大禮な れば 
| 風俗の 因る ® 天子 武將の 必中 锭て 給すべき 禮節 也。 

で 明宽知 レ 人 

® 人君の 知を 問 ふに 答へ て 日く。 萬 物の 內人唯 天地の 秀氣を 得て 四 端を 備 


へ 萬 善を 具した る、 其內に 知覺 する 處を以 て 萬 物の 靈 長と 云 ふ 也 * は 知の 物 
にわた b て、 其 機を 察する の靈 妙を 云 ふ 也。 知は 天下の 達德の 第一に して 知覺 
I あら ざれば、 心意の 働くべき 知は 本人 心の 固有す る 所な れども 其 習 所に 因て 
明暗 遙に隔 る もの 也。 知 ありて 明なら ざるは 其實 甚だ 多し。 明なる と 云 ふは 能 
く 萬般に 渡ぅて 其義、 其 理の 分明なる 事 也。 故に 德を明 德と號 し、 命を 明 命と 云 
ゆ へ b A 君 能く 是を則 b て徳を 修め、 知を 明に して 日月の 明に して 能く 物に わ 
たるが 如く、 其 先 四海に 充滿 して 普ね かざる 處な きが 如き、 是を 明君と 號 せる 
也。 堯を欽 明と 稱 し、 舜を大 知と 云 ふ。 又 明 fe 物と 稱 し、 禹の德 を 明々 と 云へ る 皆 
是れ其 知の 明かに して 物に かくる、 處な ければ 也 A 君 若し 知て 不韧ば 四海 
| 常闇と 成りて 萬 物差 別す ベから す。 本朝の 神代 天 照 太 神の 天の 岩戶に 引き籠 
一ら せ 玉 ふて戶 ざし まし ^ ければ、 天下 常闇と なぅて •物の わかち もなか 
と 云へ るは、 人君 物に 惑 ふて 知の 暗くな れる を譬喻 し 奉れる にや。 玆に 於いて 
多 力 雄の 神を 催して 庭 大神樂 を 設けし は 人君の 剛武の 心を 起して、 此知を 明 
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か. にせん との 經營 也 ^ に 於いて 太 神 幽かに 顯はれ 玉へ ば 世界 明かに なりし 
を 多 力 雄の 神の 神の 岩戶を 取ぅ 奉 b し 故に、 御 像の 光明 赫 やきて 全くみ へさ 
せ 玉 ふと 云へ るは、 人君 剛武の 心を 强 くして ほのかに 明なる 知覺を 推し 彊め 
て 四海に みて しむる の 事に もや あらん。 然るに 知に 品 あ b て 又 惑 ふ 所 多し。 愚 
知と 云 ふは 知は ありながら 不 ，瑩不 ，學。 故に 本 おろかに して 逸樂游 宴の 我 身 0 
害なる 事を 不， 知して 身を 忘れて 欲を 恣に 致す。 是れ 愚ょり ^ 此に 至る 也。 邪知 
と 云 ふは 知の 養 ひを 惡 くして 道の なき 處に 道を 作 〇、 物 パ 母に 疑 多く、 人を 將迎 
して 謀る。 是を鑿 知と も號 する 也。 此ニ ヶ條 は必竟 、生 質の 知學 ばす、 練らざる 故 
の 費 也 正 知、 明 ^ は 明かに して 惑は す。 能く 天地の 物 則を 知 b て是を 以て 萬 勿 
へ 移して 滯る こと あらざる を 云 ふ。 易に 日く。 大 A 以て P 明 照， 一于 四方 一と 云ふ是 
也。 孟子の 日く。 始„條理一 者昝之 事 也、 と 云 ふ も 萬 物の おちく ある 事を斜 して 其 
理に 叶へ るを 知る を 昝と云 ふとの 事 也。 溫公 君に 奉る. 書に 明を 以て 德 とす。 而 
して 人君の 知 物に 及ぶ 所、 其 品 多き が 中に ^ ^ 人爲 i: 也。 皐陶 日く。 都べ て A を 


知る に 在る は 民を 安ん する に 在う、 と吿げ 、れ ば、 大禹 の日く插くの如きは惟 
帝 其れ 之を 難しと すと 宜 玉へ b •唐 堯の聖 b の 君 も 人を 知る と 民を 安ん する 
とを はかた しとし 玉へ る 也。 樊遲 知を 問 ひければ 孔子 人を 知る を 以て 答へ 玉 
へ \ 凡人 君は 百官を 以て、 天下の 政を 正しくし、 百姓を 利して 四海の 末まで 其 
所を 得すと 云 ふ 事 あらざる ごとくに せんとなら ば、 先づ 賢才を 選んで •百官に 
任じ 玉 ふに 如くは なし。 大揭は 一本の 支に あらす。 太平は  一士の 略に 非す と 云 
ふ 事 あ b て、 大なる 殿閣を 建經 する には さま の 木を 集め、 大小 曲直 その 宜 
しきに 用 ひて 成就す るは 大匠之 功也。 堯は 八亢 、八 愷の 十六 人を 用 ひ、 舜に臣 五 
人 あうて、 天下 治まう、 禹は皐 陶を以 て 戒めを 受け、 湯は 伊 尹を 擧げて 世を 治む。 
文 王は 太 公を 用 ひて 周を 興す。 高祖は 良臣 0 多き ♦か 上に も 安くん ぞ得 k 子兮 
守， 四方 t、 大風の 歌を 作 b、 國 郡に 詔う して 遺賢を 求む と 也。 明君 賢主は 人を 得 
るを 以て、 名を なさ  > る は あるべ からす。 故に 人を 知る を 急務と する 也。 然るに 
人 至て 見 難、 其 故は 人君 深 宮の內 に 坐し、 位を うづた かくし、 威を 逞 じくす。 群. • 
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臣龍顏 を拜 むる に 敬 跪曲擧 して 咫尺す る 事 能は ず。 たま  < 奏し 申す 事 も 言 
を少 くして 速 かなる をょ しとす。 人 主 又 之を 細 評せす。 功 非を 考へ 、給せ すして 
唯 A の 毀譽に 任 かせ 玉 ふまでの 事 也。 譬へ 自ら 見聞 あると も 正久は 邪 A を さ 
して 邪 人と 云 ふ。 邪 人は 正 人を さして 邪 人と 云 ふなれば、 君し 明 知 あら ざれ： ば 
何れを 取 , T 邪 正を 究め 玉 はんや。 聖の 世と 云へ ども 四 凶 惡を恣 にす。 孔子の 聖 
なる も 言を 以て 人を 取る。 此を 宰予に 失せ b と 也。 利口 侯 奸の好 言 令色なる 人 
多くして 甚だ 見る 事 難し。 漠の 公孫 位 三 公に 至ても 布 彼を 用ゐ •疎 食を 成し 行 
ひを 飾りて、 人君を 僞ぅ、 宋 0 欽若丁 謂 かとら はれを 釋し 、民の おい ものを のぞ 
一き 兵を 罷 めて、 蠻 夷を 撫でる の 事を 以て 眞 宗を僞 ぅて 位を 得、 富を 重ねて 節を 
一 改め 行 ひを がへ すの 類は 至て 見 難き 小人 也。 愛に 安 (案？) する に 人を 知る 事は 
i 詳に問 ふに あ b。 堯の世 を 治む るは 日の 天に 中す るが 如く、 萬 象畢 く、 隱 くる、 
處な ぐ、 能く 明 也、 i 云へ ども 時に ちつて 登庸 いんの 人を 臣に問 ふ。 釆に若 はん 
役人を 驩兜に 問 ふ。 水を 可 fe の 人を 四 岳に 問 ひ、 位を 讓 b 玉 はん 人を 四 岳に 問 


ふて、 是を 正せ b •聖人の 知は 萬 物に 普ね しと 雖も 自ら 其昝を 用 ひすして こと 
ぐ く臣に 尋ね 間 ふて 詳に す， 聖人 世を 政 ありても 佞奸の 邪 臣智を 舞は して 
I 上を くらく せんとす。 故に 堯の問 ひ 玉 ふに、 臣放齊 太子の 丹朱を 用ゐん 事を 奏 
する は 是れ 1@ いの 致す 所 也. 驩兜が 共 H を 以てせん と 答へ しは 侫 人の 上を 侵 
す！^ あらす や。 玆に 於いて 堯詳に 問 ひ.、 委しく 察し 玉 ふが 故に 彼等が 奏する 處 
一を 必 す用ゐ 玉は す。 誠に 人を 知る 事の 難き 故 也。 或 人 云 ふ。 聖人 豈に臣 の 邪 正を 
| 知ら ざらん や。 唯 知て 竊か に是を 尋ね、 事を 群臣に 問 ふの f2: めしとす るな らん 
| にや。 常 日く。 是れ 知智を 以て、 聖智を 計る の說 也。 聖人に 私な し。 萬 人の 智を以 て 
智 とす。 知て 竊に問 ふて 知を ある 如く 云 ふは 後世の A 君內奏 、究めて 外臣 、大臣 
に 告げて 舊臣を 重ん する の僞 をな すが 如き 也。 然れ ばと て 聖人 竊 .かに 問 ふの 
一知な きには あらず。 唯 用 ゆる 處の 節に 中る のみ 也、 と 知る 可し。 孟子 日く。 左右 諸 
大夫國 人 皆 日 K 否て 然して 後に 之を 用 ひ、 之を 去る と 云へ る も、 詳に問 ふの 心 
得 也。 然して 人を 求む るに 道 有ぅ。 それとは A 君の 求めに 順て 人 進む もの 也 A 
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君 皆 賢を 求む と 云へ ども 何を 以て 賢と 定めん や。 その 賢と する 所の 違い 1) る 
♦か 故に 用 ゆるの 人 必要 あ b。 竹林の 七 子を ば 世 以て 七賢と 號す。 其 行跡を た > 
すに 專ら虛 無を 尙ん で禪 法を なみし 竹林に 會 して 酒を 翫んで 世 敎を用 ひす。 
中に も 王戎は 利を 好んで 性吝 .り、 家に 李を 和して 之を 賣 入の 其實を ぅへん 
事を 悪 A で 其 核に きり もみせ りと 云 ふの 類。 皆是れ 一向の 愚人 も不 k の 業 也。 
南朝の 八達は 千 歲靑史 を穢 すと 云へ ぅ。 唐の 四 傑は 文を 以て 名 ある 也。 是皆其 
本と する 處の違 ふ 故に 是に 及ぶ 也。 賢は 林徳を 以てす。 德は 言行を 計る にあり。 
德あ b と雖 も、 材 物に 及ば ヤんば 德の用 足らず。 德を 專ら とする の官 あり。 材を 
專ら とする の 職 あ b- 德に まきる、 品 多し。 知な くして 無欲に 見 ゆる もの、 辨な 
— て 淵默な る. もの、 重 — ^ て 埒の 明かな ? >- ざる もの 温和に 似て 儒 福なる も 
の、 此類 は德の 形に 似て 人の ふかみ 思 ふ もの 也。 初に まきる、 品 又 多し。 世俗に 
云 ふ 利根と 云 ふ もの 輕薄な る もの、 辨あ b て 非を 飾る もの、 世間に 馴れて 功， 者 
なると 云 ふ もの、 學問 あつて 理に くもき もの、 此類 又材に 似た る もの 抱。 是を能 


く 計りて 後 初めて、 實否 明かなら キ 。此を 計る に德を 以てすべ から t 唯 詳に試 
むべ し。 堯水を 治めん ものを 撰み 玉 ひしに 四 岳が 鯀を可 然と すゞめ しを 帝堯 
不 % k 、 行跡 多ければ 如何 あらんと 仰せ あぅ しを 四 岳 試みて 不 k B と 重ねて 
奏し 申しけ る 故、 鯀を以 て 水を 治めし め、 已に九 年の 久しき を 積みて 其 功なら 
ざる 故 罰せられ. たぅ。 又 帝位を 次ぎ 玉 はん 人を 撰み 玉 ひしに、 四 岳 虞舜を 民間 
ょ b 擧げ 奉らん と 奏せし に、 我れ 其 試みん や、 と 仰せ ありて、 遂に 二 女を 以てょ 
めつ かべせ しめて、 其內を 試. み 九 男を 以て、 みやつ かへ せしめて 外を 知り 玉 ふ。 
是れ 聖人の 人を 試む る 法 也。 人君 政を 聽 くの 日、 常に 百宦に 命して、 各々 司と る 
處を 奏し、 其 事を 述べし ^ 或は 德に順 ひ、 材に 因て 其 諸 役を 輿へ、 節を 考 へて、 是 
を 問 ふ。 其 間に 奸曲 のらざる ごとくに 正さ ば、 人々 毀譽に 從て虔 名を， 慕 ふ 事 也 
皆 天下の 用に 立つべき 也。 然れ ども 其 功の 急に しるし あらん ことを ば 願 ふべ 
からざる 也。 唐 虞の 世と 云へ ども 三 載を 以て 其 功を 考ふと 云 へれば 品に 由て 
急 効は 利な く 人を 失 ふ 本と 成るべき 也。 次に ?2: とへ ば 賢 能の 臣も 一人に ては 
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萬 城に わたらす、 一人に 諸 職を 兼ねし むれば、 必中 失の 出 來る事 多き 者 也。 其 上 
•徳材 聖人に 近き 臣は 世に 稀 也。 中 賢より 己 下は 人君 偏へ に 信じて 是に任 かす 
一る 時は、 終を 克く する 事 少し。 是れ臣 の あやまちに あらす。 人君の 一向に 惑ふ處 
一よ b 起れ り •堯 舜禹の 世には 四 岳 九 宦十牧 あ b。 湯の 世に 伊 尹 仲 ] 1 茱朱 巫， 咸周 
に 太 公 周 公 召 公 君 陳畢公 互に 三 公の 位に 居、 聞 夭文顚 散宜生 何れも 高位に b 
一れ り。 漢の 高祖の 十八 功臣、 後漢の 光武の 二十 八 人 •唐の 太宗の 十八 學士の 類# 
一心を 同じ， 力を ひとしく して 主 業を なす 也 A 主實に 人材を 求めて 天下を 治艰 
せんとの 志 深く ば 賢者 自ら 集まる 可し。 次に 賢を 求め、 人を 知る と 云へ ども 擧 
用せ ざる 時は 唯 名のみ にして 實な し。 擧げ 用ゐる 事 古よぅ 人君の 難しと t' る 
處也 。善 惡は 二つな がら 立たざる ものな れば 正しき 人、 朝に 出づれ ば 邪 人し 5 
一 ぞく. は 定まれる 事 也。 人 大方は 邪 A 小人に て 君子 正 人を 好む 事 稀れ なる 故、 寸 
善には 尺 魔の ある •か 如ぐ、 君子を 擧げん とする 時は 山人 黨を かま， ベて 讒を設 
け舊臣 眉： を ひそめて # を危し 1す。黃帝夢に托して風后を海隅 1: # '擧.げて如 


とし、 力 牧を 大澤に 得て、 す、 めて 將をさ づけ、 高宗 夢に 傳說を 見て 岩 築の 內に 
是を 得て 相と す。 周の 文 王 史宫が 占に 依つ て 太 公を ® 陽に 得て 载をて かへ り 
一則ち 立て、 師 とす。 大聖 明主 夢を 信じ、 占を 誠と して 直に 天下の 政務を 與へん 
I や。 或は 岩 築の いやしき よう 用 ^- は. 漁 者の つ b 人より 擧げて 百官の 上に 立つ 
一る 事、 聊か も 其 德材の 違 ふは 天下の 苦， 萬 民の 嘲なる •か 故に、 ぁだなる 夢に 事を 
I よせ、 占者の うらかたに 託して 世の 思 入を 深く し、 擧 用の 術と 致せる にや 尤も 
賢を 求む るの 心の 深 心なる は 夢に 相 通す る 事 も 勿論 也。 管 仲が 累紲 の內 より 
用 ひられ、 奪 戚 •か 午を 飯し より、 取 iii され、 百 里奚か 市に ぁげら しためし、 人君 人 
を 擧げ るの 規範た るべ し ザ ベて 明君は 賢 臣を以 て 政を 輔佐せ しめ 玉は ざれ 
ば、 天下に 德を廣 くす る 事 叶 ひ 難き 也。 易に 飛寵 天に 在り 大人を 見て 利く、 I 云 
| ひ、 詩々 濟 々多 志 王 ■，と 云へ る U 此 心に 叶へ う。 明 道 日 < 。治 天下 以正 風俗 
得 賢才 爲本 、と 云 ふ。 本朝の 往古 天孫 天降り 玉 ひし 時天兒 屋根 命 天 太 王 命 左右 
の 扶翼た b しよ b 神武 帝の 東征の 後天 下 一統して 天 種子 命 天 宿命 左* 右た \ 
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是れ皆 執政の 臣也 。斯くて 世々 人に 乏しから す。 各々 人を 得る を 以て 本 i 爲し 
玉へ り。 世 永へ に 四海の たやす かなる に 任 かせて、 危 きを 忘れ、 必ず 舊 功の 臣た 
かぶりて 撰擧の 怠ら、 天下の 政道 唯一 家より 出で ん事を 欲す。 是れ攝 家淸華 
大臣 家の 定まりて、 關白攝 生の 職を 他家に 渡さ V る 次第に 相續 して、 宦 位、 俸祿 
ともに 皆 是れを 世に 重ん す。 兹に 於いて 君德 下に 通せ 中、 人臣 威を 逯 じくして 
道を 練る により 處な く、 遂に 公家の 政道 衰. へ、 武家 天下の 櫂を 握る。 是れ公 家武 
象 所を 替 へる 所以 也。 源賴 朝卿曆 .： に 平家を 追討して、 後白河 降よ b 惣追補 使に 
補 せらる。 是よ b 諸國に 守護を 置き、 庄園に 地頭を 補す。 賴朝草 業の 功 深く 武臣 
各々 職を 守^/治平に 及ぶ と雖 も、 守 文に 德少き 故 外戚の 臣時 政に 執 權を任 か 
す。 時 政 知 曲 り、 傍 深く ぁりと 雖も •賴朝 頻りに 萬 民の 愁訴を 思 ひ 玉 ふが 故に 時 
政 私を 犬に 發せ す、 殊に 大江弘 元、 三 善 善 信、 藤 原 行政、 筑後權 守 俊 兼 等各經 沙汰 
武臣 亦 相 並びて 輔佐す。 賴朝 逝去の 後 賴家實 朝と もに 政事を 倦み、 悉く 外 家に 
委ぬ 。是よ b 天下の 櫂、 北 條に歸 して 勢 ひ 漸く 四海を 傾け、 兹に義 時 承 久に後 鳥 


羽院を 隱岐國 に 遷し、 官 (宮 ？ )を 鎌 倉に 申し 下し # 軍の 號をな しまゐ らせ ，武臣 
大に 威を 張 b、 剩 へ承久 三年に 洛中 六 波羅に 居所を かまへ ' 族を 二人す へ 坂 
一 西の 沙汰を 執行し •永 仁 元年に 鎭 西' の 探題を 究め、 九州を 苹 均し、 太 宰師に 比し， 
一 異國襲 來の備 へを 堅く す。 此比迄 天下の 政務を* 條 に隨歸 せしめん 事を 欲す 
I るが 故に 仁義を 假 b て 民を なで、 ぁまねく 正義を 施せ t 中に も義 時の 長男 泰 
一時 政道に 志し 深く、 百官、 其 人の 正しから ん事を 願 ひ、 昭近 伺候の 官 人まで 撰 
み、 藝 能の 輦結番 せしめて 將軍 家を 開 論し 奉 卜、 且つ 評定 衆を 正し、 連署の 起請 
文を 以て 私を 止めし め、 佐 藤 業 時 ♦か 奸 曲を 計りて 評定 衆を 除き、 小人を 退けて 
君子を 擧げん との 志 深 かう き。 然れ ども 執權は 家に ついて 他に 行かす。 時賴又 
政務を 心と して、 君子を 擧 用して 政事を 輔佐せ しめん 事を 願へ う。 この 故に 靑 
j 砥左衞 門 藤滿が 末子の 出家して 行 卯 法師に 随順して ぁ b しが、 時賴三 島詣の 
時 かの 出家 忍びの 供奉せ しが、 供の 下々 の 雜具軋 付けて 鎌 倉に かへ る 牛の 片 
瀬 川の 川 中に て 尿う まるを 見て 哀れ 己れ は 守 殿の 御佛 事の 風情し ける 牛 哉 
山 鹿 類語  一 S. 五 
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i 打ち 笑 ふて 通る を、 かたへの 人の 良 こそ 心得ぬ 申し こと や、 と 尋ねければ、 さ 
ればょ 思 ひ 合は せた る 事な れば 也 JIfc 比の 旱 ぅに 田 畠 枯れて 悲しげ なる に 何 
| ぞょ 、あ-の 牛の 田 畠の ある ほどは 尿せ すして 水の 餘 b て 流る/. 川 中に て 尿り 
| まるは 國 中の 用に 立たざる 也。 鎌 倉 中の 智德有 驗の僧 等 貧に して 锇ゆる もの 
~ 多く、 無知 破戒の 法師 財 寶に あき 滿ち たる 多し。 然るに 此春の 御 佛事皆 有 得の 
者 計り 召して 供奉 (養？) ありて 實の 僧を ば 御供 養な しと 語 b し 事の 時賴に 聞 
こえて、 竟に 出家を 止めし め、 後に 評定 衆に 任じけ る この ころ 世に 靑砥 左衞門 
藤 綱と 云 ひしは 饨 者の 事 也 rf 賴世の 政に 志 深く、 人を 求む るの 心 専らなる 故 
一に 下の 言上に 通じて 藤 綱 •か 如くなる 儉德昝 有の 者を 撰み 出せる 也。 尊 氏 卿 草 
一 業に 暇. なく 守 文 久しから ざる 故に 武臣 專ら權 を 取り、 高 家 専ら 奢りに 任 かせ 
j K の 苦を 知らす、 其 後斯 波の 道 朝、 權を 執りて ょり 武衞細 川 畠 山 相と もに 互に 
執權 にして 選舉の 用殆ん ど 絕ゆ 。凡そ 草 業の 主は 人を 求め K を 招きて 政務を 
司 どらし むと 云へ ども、 守成 相續む ては 執 權 家に 傳は り、 官職 皆 家を 立て、 他の 


競 望な し A 君 偶々 A を 求め、 職を 聖す るの 志 ある も、 臣利 害を 述べて 之を 計 b 
新に 祿を 輿へ、 財を 費やさん ょぅ 不咎 多くの 臣の內 ょ b 撰み 出し 玉は んには 
| と 言 fe 巧： みに して 云 ひ 抑 ゆるに 任 かせ 遂に 知 暗く、 利を 專ら として 明々 ねる 
| 天德 、之が 爲に蔽 はる。 甚だ 歎息すべき 吗 . 

一 以 1 巧不 IP T 

師 日く •司 馬 光 日、 夫 信は 人君 之大寶 也。 國保 n 乎 民-民 保 u 於 信： 是れ 故に 古 之 王は 
西 海を 欺かす、 霸者 四鄰を 欺かず、 と 云へ 凡そ 人事の 用は 其 品 多し と雖 も、 誠 
信 深から ざれば、 其 事 根に 入らず して 皆ぅ はへ 訐也。 益 日く、 至誠 神を 感ず， と 云 
ふ。 心. は 我に 至て 誠 深き 時は 其感す る處 鬼神に 通す る 也。 鬼神は 目に 見えざる 
j 處也 。兹 に 案す るに 古の A 1 事 一言に 誠 あ 5. て 天地の 鬼神を 感動せ しめて 或 
は 雨を ふらし。 或は 蝗を さけし むる の 類 あるを 考ふる 也。 鬼； 神には 德な く、 唯微 
々たる 一理の みなる 故に、 我に 暫く 誠 あれば 其 一言 一事に も 感動 ある 事 也。 人 
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は 知に 不正を 含み、 內に 侫奸深 {して 其 感動， それ かたし。 これを 司と るの 人君 

• - 

誠 信 かりにも あさく ば 下 0 情を 感せ しむる 事 難 & 機巧と 云 ふは 機は あやつ 
りて 本な き 事を 有る が 如く 致す こと 也 かの 愧 偏 子の 木を 刻み 絲を 引いて 其 
姿の まなびを 成す が 如し。 巧は たくみに 致す 事 也。 必竟 皆僞な る 事を 當分 言を 
かざ b しかたを つけて 實なる 如くして A の 目を ふさぎ、 耳を お ほふて 人心を 
惑は しむる の 事. 也。 人君の 下を 御す るに 思は ざる 事、 致す まじき 事を 思 ひ 成す 
如く 云 ひなして 巧言令色 あら ば 下 又 之に 習 ふて 信彌 々薄く、 物の 皆て だてに 
•.落ち入る 可し。 機巧の 心は 知を ねる 處 あらす して 學ば ず、 ならは ざる 處ょ b 出 
づる也 。彼の 唐の 大宗の 時に， 或 人 奏しけ るは 主上、 窃かに 佯り 怒りて 群臣を 試 
み 玉は ぃ、 侯 人は 恐 それて 君の 意に 從ひ 、君 AJ は 恐れす して 諫を 奉るべし。 如此 
にして 君子 小人を 試み 玉 ふべ しと 奏す。 太宗の 日く、 君は 政の 源 也， 下は 水の 流 
れ 也。 君詐 b を かまへ て臣に 直を 敎へん となら ば、 源 濁りて 水の 淸きを 望む に 
同じ。 下の 奸 曲を 知らん も 世を 直に せんとの 政 也。 然るに 詐を 構へ て 事を 知ら 


- . パ 

んと云 ふ 計 b 事は 人 各の 正に あらす、、 と 仰せ あぅ ける 事、 貞觀政 要に 出で た k 
人君 詐を 用ゐて 下を はから ば、 下臣を 恐れて 官職を 專らに 致す 事な からん .泥 
んや三 民を や。 人君 名を 好んで 徒に 善を なし、、 徒に 政を 行 ふて 仁の 聞へ を 願 ひ 
一旦 人に 善を ば、 すゞめ しめんと 爲に大 に 機巧を なす 事 皆 下を 感動せ しむる 
の敎 にあらざる 也。 風俗を 正し、 善政を 行 はんとなら ば、 唯 至誠 •を 本と して A 酋 
身に 誠を つみ、 虔. 言 虔事 をな さすして 誠 信を 推 •し 玉は V 當分 正に 似たり と雖 
も その 差違は 大なる 可し。 然れ ばと て 人君 節に 中て 術を 設けざる には あら t 
堯術 行して 下の 情を 察し 舜井を 掘る に、 くげ 穴を 構へ、 孔子 陽貨 ♦かなき を 知て 
行 ひ、 孟子い つは るに 風 _ 疾を以 てす。 是等は 皆 聖賢の 物に 中 b て 知を 明かに す 
る 也。 機巧と 一. 擧 して 云 ふべ からす。 唐の 玄宗開 元の 初に 風俗 過 奢 甚だしき を 
歎して、 珠玉 錦繡を 殿 前に 積みて こと く是を やかし む。 是等は 其 志 實に似 
たる 如くに して， 中心の 實に あらず。 故に 未だ 三年を 過ぎざる に往 きて 寶を海 
內に 求めし む。 かの 名を 専らに し •機巧を 好む 人の 行く 所、 寶を猞 て 財を 卑しみ 
山 鹿 類語  一 ai 九 
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頻りに 仁政を 出す 如くなる は 實に 似たり と 云へ ども •終に 其 違い、 飴 終 全から 

す。 然れば 聖賢の 知を 取ぅて 機巧に なし •一旦の 利害を 専らと する 事、 人君の 愼 

一し むべき 事 也。 人君 只不 „得， 止の 誠を 本と して 其 言行を 下に 施行せば、 下 何 ぞ感 

せざる や T を 喜ばせ、 上を ょく 云は せづべ きと 構へ て 致す 處ぁれ ば、 其 用法 違 

いて 皆僞 りになる 事 ぁり。 故に 金玉 米穀を 悉く 與 へ、 俸祿 采 地を 豊かに すと も 

‘下 その 心を 知 $ て 感動 1 す. ベから ざる 也 
為 
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霞 親 

師甞て 人君 之 孝 友を 論じて 日く。 凡そ 父子 兄弟は 人 偸の 大道に して 天地 已 
を 得ざる の 物 則 也。 人君 親を 愛する 心 ^ 推して 人を 愛し、 親を 敬す る 心を 以て 
人を 敬む、 天下の 德敎は 愛敬の 外に あら ざれば、 親を 親と して 孝悌 仁慈の 心 深 
き 時は •天下の 政 皆德に 化すべし。 帝 堯の德 は 九族を 親しまし は b、 帝舜を 民間 
ょ b 擧ぐ るに 克諧 孝を 以てすと 云へ ぅ。 孝經 日く。 昔は 明 王 之 孝を 以て 天下を 
治む る や、 敢て小 國の臣 を 遺は す， 況んや 公侯 伯 子 男に 於いて おや* 故に 萬國の 
懷心を 得、 以て 其 先王に 事 ふ。 又 日く、 昔は 明 王 父に 事へ ふるの 孝 あ b。 故に 天に 
事 ふるは 明 也。 母に 事 ふるの 孝 あぅ。 故に 地に 事 ふるは 察 也。 長 初 傾 也 /* に 上下 
山 鹿 類語  一六 一 
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治む るに 天地 明察に して 神明 彰は る。 故に 天子と 雖も必 す 尊 有. りとは 父 有り 
ての 言 也。 必ずや 先 有う とは 兄 有る の 言 也。 宗鹿に 敬を 致し、 親を 忘れざる 也 •身 
を 修め、 行 ひを 愼し むは 先を 辱る 事を 恐れて 也。 宗鹿 敬を 致し、 鬼神 著は る。 孝弟 
の 至りは 神明に 通じ 四海に 光き、 通せす と 云 ふ 所な しと 云へ り。 父母は 子の 天 
地、 天地は 人の 父母に して、 其 實は 一つなる が 故に 父母に 孝行 あら ざれば 天地 
を そむき 神明を なみむ る 也。 且つ又 人偷の 定まれる 骨肉に 對し て、 うとぐ おろ 
そかに あら ば、 況んや 他人 萬 民の 本ょり 疎き を 愛すべき や。 天下の 萬 民、 孝惊の 
心 あら ざれば、 君を 尋み 、上を 親しむ 事 有る ベから す。 何を 以て 人君に 仕 へん や 
されば 忠臣を 求む るには 孝子の 門に 於いてす、 と 云へ り。 親に 事へ て 孝 ありて 
君に 仕へ. て 不忠なる 者は あら じと 云 ふ。 故に 孝捉は 先王の 至 德要道 也。 と 云へ 
k 孟子 日く、 堯舜之 道は 孝悌の みと、 尤も 深切 也。 すべて 人君は 上な き 位に 居、 四 
海の 富貴を 司 どう 玉へ ば、 身 安逸を 恣 にして 父母に 事 ふるの 心 怠う、 却つ て 父 
母を ないがしろ 1: する 事 1) を。 利害を 以て 云 ふ 時は、 大 舜の瞽 R に 仕へ 玉 ふは 


天下を 以て わらくつ とし、 天下の 悅んで 已に歸 する を 見て 草芥の 如くな り、 と 
-S ひ 玉 ふは 舜に ぁらす や •天下は 神器な b と 云 ふと も •父母に か〕 へて 天下 セ 思 
ふは 利害の 心 深き が 故 也。 古の 世子 之禮 C びて 細々 殘れる 法な しと 云へ ども 
大體 朝夕の 安否を 問 ひ 玉 ひて 喜 憂を 父母と 一つに し、 朝夕の 食 太子必 す ぁき 
らかに 見 そな はしめ、 父母の 食の すゞむ 處に 依つ て 其 安否を 察し、 父母 惱み玉 
ふ 時は 太子 親ら 保養し、 湯藥必 す 自ら 試み 玉 ふ •事 是れ皆 定まれる 式 也。 文王武 
王の 世子た うし 時の 法、 詳かに 古 傅に 出た う。 誠に 萬. 代 帝王 0 孝た る 道、 大舜文 
王武 王を 以て 規範と すべき 也。 舅 犯 •か 仁 親は 以て 寶と爲 す、 と 云へ るは 文 王の 
晋に 伯た ■る 所以 也。 漢の文 i 帝 太后の 病に ついに 衣を とかす •安眠せ ざる 事 三年 
なう し。 是れ文 帝の 賢主た る 所 也。 人必 ¥ 常に 親しみなる J 時は 疎き を も 親し 
み、 遠く 隔る 時は 親に も 疎し。 天子 人！ 君 位高く して 父母の： 間 常に 栢 間る 故に 親 
愛 尤もう すし。 況ん や。 寵姬 多くして 腹々 に 太子の 出生 まし {て 互に 相 挑て、 
中に ' Ife 心 言 生じ、 或は 父子の 御中は ささ 事に て 父君の 官人讒 を かまへ.、 太子の 近 
山 鹿 類語  1 六 3 
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臣早 ■く權 を 取らん 事を 願 ひ、 或は 下虐 の院 、仙 洞の 御 心に 何となく ひ * > み 行く 
心の 出來 て、 當 今を さみし 奉る 事の あぅ 來る 。是れ 父子の 恩愛の 暇 ある 所以 也。 
一 父 父たら すと 雖も 子は 子たら すん ぱ不％ % は 聖人の 敎 也 # の瞽® に 於け る 
一は 至て 難. 事の. 親な ぅ。 然れど も 至誠の 感じて 遂に 瞽瞍が 豫を 致す に 至れ b。 是 
| を 萬 世の 手本と して A 君 孝を 專ら とし 玉は  > 天下に 不是 底の 父母 あるべ か 
一らざる 也。 臣の 君を なみし、 子の 父を 失 ふは、 父を 以て 不是な b と し、 君を 以て 無 
一道な りと すれば 也。 R 親を 恨み 君を 惡みて 身に 立ち 歸 つて 修めざる 新ょ b it 
一臣 賊子の 萠は 生す ると 知るべき 也。 唐の 太宗 侍臣に 謂て 日く、 世俗 皆 誕生の 日 
一を 以て 祝儀を なし * を設 く， 朕は 甚だ 然らす 。詩に 日く。 哀々 父母 生 fe 劬勞 すと 
| 云 ふは、 父母の 我を 生み 玉 ふの 劬勞を 云へ る 也。 其 劬勞を 思 ふ 事の 深き に何ぞ 
j 宴を 設けん やと 仰せて 泣きの 淚數 行に 及べ b t 也 •玄宗 は 生 日を 千秋の 節と 
號 して、 天下に 命じて 宴樂せ しめたり と 云へ b A 君の 志に 因て 或は 悲しみ、 或 
は 喜ぶ。 其 用捨は 其 器量に 因るべき 事な れど も、 父母を 思 ふ 所の 切なる は玄宗 


何ぞ太 宗に如 かんや •其 事は 至て ® 細なる に似て 其寓 する 所は 至て 重し •人君 
豈に愼 します して 可な らん 哉。 兄弟は 父母の 肉 身を 我と 共に 別ち、 其遺體 4 同 
I じくす。 故に 父母を のぞきて 兄弟ょり 親は あらす。 是は 連れる 枝の 高下 あるに 
一譬 へ、 是を 常樣の 華の 鄂 として 鞾 々たるに 比せ b。 然るを 利害の 爲に 疎んじて 
一骨 肉の 親を 離る、 は 尤も あさましき 事 也。 孟子 日く。 仁人 之 弟に 於け る や不蘧 . 
一怒焉 ，不， 宿 ，怨 P 愛 之 I 而已矣 とは 兄弟 友 あるを 云へ り。 大舜の 古は 象に 於いて 親 
愛を 盡し 、王 季の泰 伯に 友なる ためし、 不鑒 也。 然して 人君 兄弟の 親愛 其 節を 踰 
, ゆる 時は 却て 弟を して 兄を ないがしろにして 或は 失 はん 事を 欲し、 或は 亂：を 
起す。 是れ兄 文の 敎戒 相違 •か 故と 知るべし。 唐の 太宗 、弟の 諸 王を 以て 遠き 國の 
I 藩籬に 適いて 天下を 經營 せしめ 玉 ふ。 別れに 臨みて 淚を 流して 仰せに 日く。 兄 
j 弟の 情 常に 相 共に 居て 親しまん 事を 願は ざるには あら ざれ ども、 天下の 事の 
踅きが故に1其勢の斯くあらざれば不，叶を以て也。人の子は又出生するとも兄 
第は 又 あ V? ベから す、 と勑あ りけ るは 愛に 於いて 節を 失は ざる 也。 准 南 王の 惡 
IIJ 鹿 類語  一六 五 
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逆にして 放埒なる は 文 帝、 弟を 敎ふ るの 道を 失 ふて 一向 愛を 專ら として 罪を 
糾さ^ •るが 故 也 唐の ^ 宗卽 位の 後長き 枕と 大なる 被を 用意 あぅて 兄弟と M 
I じく、 臥し、 政務の 暇には 兄弟と もに 禁中に 遊び、 飮食 起居を 同じく し 玉へ りと 
i 云へ 5。 是れ 全く 悌 友の 道と 云 ひ 難し。 玄宗は 位に 卽く まじき 王子な b ける を 
一 兄 位を 辭 して 支 宗に與 へ 玉へ る 故、 其 好みを 以て 如 ，此 に 致せる 也。 然れば 本 利 
一# の 心ょ b 起れ b。 兄弟を 親しみて 友 あると 云へ るは 被を 同じく し、 枕を I つ 
I にし •飲食を 以て 樂し みとす るを 云 ふべ からす。 唯 常に 敎戒示 諭して 怨みを か 
一く さす。 怒を あらは して 互に 是非を 正し •利害に 因らす して 行く が 如くに 相た 
すくる、 是れ 兄弟の 友 あると 云 ふ 也。 乍 然人皆 善なら ず •必 す惡 人 2) ぅて 難を 構 
へ 利を 專ら とする 兄弟 あるべ し # の 弟 象 周 公の 管叔葵 叔是れ 也。 猶ほ 能く 諫 
™ め敎へ 、年月を 積みて 惡心 止まざる 時は 財を 與へ 、俸を 豊 にして 民を 治めし め 
す。 外に 出で、 游樂を 長せ しめす。 猶ほ 敎戒を 委しく すべし。 是を 誠の 親しみと 
云 ふ 也。 惡人を 知りな ♦から 是に國 郡を 與へ、 兵 權を 專ら にせし む。 是れ故 に 遂に 


刑に 陷 b •死を 賜 ふに 至る。 彼の 常 棣の 詩は 管蔡が 道を 失 ふ 事を 憂へ て 作れる 
詩 也。 其 辭に云 ふ。 兄弟 墻に閲 めけれ ども、 外には 其 務めを * ぐと 云へ る 也。 兄弟 
の 道豈に 疎からん や。 次に 親族 事堯 の 德を稱 して 以て 親-- 九族 一と 云へ り。 九族は 
上 高祖ょ b 下 玄孫まで (?> 事 也。 父子 兄弟は 天偷の 常にして 人是を 親と 云へ ど 
も 其 末末の 遠き 末葉までを 親しみ 思 ふ 事は なき、 又 常の 凡 情 也。 人君は 上 九重 
の 上に 深く ひそま 9 て 座を 高く まし ませば、 さなき だに 下の 情は 球し 況んや 
末末の 親族は 或は 名に ょりて 疎し。 或は 知らす して 遠ざか b 易し。 故に 古の 聖 
代 皆 親を 親と し、 祖を祖 とする を 貴ぶ 也。 但し 親しみを 以て 官職を 授けて 德知 
賢才を 正さす んば 人君の 私 也。 唯專ら 親を 厚く して、 吉凶と もに 相 救 ひ 其 人品 
人の 害た るべ く、 物の 利 あら、 ざらん には 宫職 を授 くべ からす。 尤も 罪 あら ば 親 
しと 雖も、 定まれる 正 法は 宥め. 難 かる 可し。 是れ皆 能を 貴び、 賢を 用 ひ r 百姓を 
體する也。こ、に古の禮を考ふるに禮に君有，一合，族之道一族人不，得，以，一其戚，戚か君位 
抱。 と 云へ ぅ。 然れば 合， 族と 云 ふは、 飮食を 設けて 親族を 集めて 相 喜び 玉 ふ 事 也- 
11| 鹿 類語 r ハ 七 
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哲息の 親に 厚き と 云 ふ 心 也。 然れ. ども 親族 君の 念 比に 奪 はれて、 無 故の 君に 近 
づく 事を 得せし めすん ば 親しむ と 云へ ども 次第を 亂さ す， 德を 正しくす る 也。 
一 且又 公 族は 內朝に ，て 朝禮を 行は る。 是れ內 朝は 心 易く、 親しまん 爲の事 也。 君の 
| ゆかりの 末々 は吉禮 、凶 禮、 必す是 を 奏する は 親を e れざ るの 禮 也。 公 族 罪 ぁ b 
と 雖も君 是を不 % 眼の かくる 事な し。 是れ 先祖を 恥 かしむ るを 傷みて 也。 然れ 
一 ども 人君 是 •か 爲に樂 をき かす、 喜びを なさず と 云 ふは 私の 親を 忘れざる 所以 
| 也。 傅に 日く。 宗 人事を 授 くるに 官を以 てす るは 賢を 尊む 也。 親 未だ 絕えず して 
| 庶人に 列す るは 能な きを 賤 して 也、 と 云 ふ ゴ疋れ 人君の 親に 私しせ ざる 所 也 M 
| 禮の 高官、 司 馬の 下に 諸子 下 大夫二 人と. ぁ b。 是は公 族に 禮を敎 へ、 孝悌曉 友 子 
一 愛を 以て 父子 之 儀、 長幼 之 序を 明かに する の官 也。 或は 庶子の 官 とも 云 ふ。 され 

| ば 古は 庶子 之官治 而邦國 有， 倫、 邦國 有， 偷 而象鄕 ，方矣 i ri 記に 出で たるは 此事 

0. 

也。 白 虎 通に 九族の 事を 論じて、 九は 必 す 高祖ょ b 玄孫までと 云 ふに 6 ら t •九 
U 焚 1通 ^ て親疎恩愛@究 * 欹、1!驻せ.\すべて王孫公孫は姓を賜ふて必 


す 王 父の 字を 氏と する 事是 末代まで 王 氏を 出して 遠から ざる 事を 示し、 滅び 

たる 國を 興さし め， 絕えた る 世を 繼 ♦かし めんとの 戒め 也。 昔 周の 褰王鄭 を 伐ん 

森 

とす。 大夫富 辰 諫めて 日く、 不可 也。 鄭は 周の 親族に てさきく 王室に 功多し。 今 
天子 小忿を 忍ば 中して 以て 鄭の 親を 棄 てん 事は 犬なる M b 也。 天下を 懐柔す 
る も 外の 侮 b あらん 事を 常に 忘れ 愼し めり。 外の 悔 (侮？) を 防ぐ は 親を 親と r 
るに ありと 云へ るは、 王族を 親の 言 也 •宗の 樂豫が 日く。 公 族は 公 室 之 枝葉 也。 若 
し 之を 去れば 則ち 本 根 庇 藤す る 所な し。 葛 蓖猶ほ 能 其 本 根を 庇 ふ。 故に 君子以 
て 比 (と爲 す。 況ん や國 君を や、 と 云へ るは 宋の昭 公が 郡 公子を 棄 てんと あ りし 
を 諫めし 辭也 。次に 親族の 內に 太宗、 宗 子と 云 ふ 事 あり。 是は其 家の 惣領 嫡子の 
家の 末々 を 云 ふ 也。 嫡子の 家は 仔細 ありて 衰へ 庶子の 家、 時に 逢 ふて 富有なる 
事 ありと も惣 じて 家督、 宗領の 家を 重んじて 一族の 內に事 あれば 太宗の 家に 
行きて 命を 受けて 行 ふ 事 古の 禮也 。大宗と 云 ふは 立 ® て惣 領を定 むる 也。 宗子 
は 宗領の 家の 絕えす して 相 祭ぅ、 百 代 V. て 相續 する 如くは からぅ 事 也。 庶 人家 
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を 立て、 庶子の 子孫、 是を敬 ふを 別 子と 號する 也。 白 虎 通義に 日く ^ とは 何の 謂 

ひぞ や。 宗尊 也。 先祖の 主と なる 也。 宗は 人の 尊ぶ 所 也。 古は 必す宗 有る 所以は 何 

ぞや 。和睦に 長す る 所以 也、 と 云へ り。 人の 尊卑 上下の 分を 知うて、 下剋上の 心な 

きは、 能く 父子 兄弟 親族の 禮を 知り、 子弟は 必す 父兄に 從ぶの 本を 正せは 也。 大 

宗 、宗 子の 法は 正しから ざれば 唯 時の 利、 勢に 隨ふ のみに して、 下剋上の 心 生す 

べし。 家 語に 有 若 孔子に 問 ひける は國 君の 同姓への 道 あ b や-孔子 日く。 皆宗道 

ありて 國 君の 位 尊し： と 云べ ども、 百世まで 其 親を 棄て ざるの 故 也。 と 答へ 玉へ 
& 

う。 宗 道と 云 ふは 右の 親を 親と して 宗 子天宗 あるが 如くなる 事 也。 

又 日く。 父母 喪祭の 禮 三年の 喪は 達 乎。 天子 父母 之 喪は 無 貴 則 一な りと 中庸 
に 出で たり。 然れば 天子！ 人の 御 位な りと 雖も、 父母の 恩を 報謝 あるべき やう 
のな く、 其 恩愛の 絕つ べき 事の 有ら ざれば、 父母に 對 して 三年の 喪 あらん。 事 其 
理究 まれり。 子 張 殷の 高宗、 諒陰 三年 不， 言の 事を 問 ひければ、 孔子 何ぞ必 すし も 
高宗 のみな らん。 古 之 人皆然 b と 對へ玉 ふ。 古は 天子必 す 諒闇 之禮あ \ 帝堯の 


嚅 


崩御 3) りしは 百姓 ? 喪 „考 妣 1 三 載 因 海 P 密八音 一す と 云へ b' 諒闇は 天子 喪に 屏 
るの 名 也。 人君 三年の 喪に ましくて 天下の 政事を きこしめされす ば、 廢 朝の 
H 多くして 萬 民の 情 通じ 難から ん .と 云 ふの 疑 あう と雖 も大宰 執政の 大臣、 政 
を攝 して -S 官各 己れ ♦か 職に 怠たら ざる 時は， 嗣君 事を 聞か ざれ ども、 天下の 政 
事 くらき 事 あるべ からざる 也。 本朝 諒闇の 制猶 ほ然 り。 倚 廬の御 取 板 敷を さけ 
芦の 御簾を かけて、 あらく しき 布の も かう 調度と もまて， おろそかに など 云 
へる 是れ 也。 誌 闇の 義に 就いて、 孔安國 鄭玄が 說あ りと雖 も、 今 記す に 及ばす © 
に 貴賤 あう と雖も 出生す る 事は 更に 別なら す、 故に 三年の 喪は 天子ょり 庶人 
に 達すと 云へ う。 周の 穆后崩 じ 玉 ふとき、 太子 壽卒 す。 叔 向が □王 一歳に して 三 
年の 喪に あ b と 云へ う。 是れ 尤も 母后の 爲 にも 三年の 喪は 必す行 ふべき 也 © 

C 取 • 

I し 父 在る 時は 期の 服た うと 也。 前 漢の文 帝 崩御の 時 遺 詔 あうて 服を すくなく 
し、 喪を 短く あ b しょう、 三年の 喪の 制止み、 太子 景帝是 に從て 遂に 喪の 法廢れ 
て、 其 後口を 以て 月に 易 ふるの 論を 應劭 して 云 ひ. 出て A 皆是に 習 ひ、 遂に 二 十 
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七日の 制と なれ b •異朝 歷代の 帝王 皆 因循して 之に 順 ふ。 獨 三年の 喪を 行は > 
晋の武 帝、 元 魏の孝 文 周の 高祖 宋の 孝宗 までな ぅと 云へ り。 是等も 只 恩愛の 切 
なる に まかせて、 是を 人君の 禮な りと 云 ふ 事を 知らざる が 故、 後の世、 天下の 戒 
となる こと もな し。 父母 三年の 喪は 己む を 得ざる の 哀傷な りと 雖も 、子 是を務 
むる 事 能は ざるは 末世の 俗 也。 人君 偶 其 志 ある も 群臣 諫め 奉 b 必中 志を 遂げ 
玉 ふ 事不， 叶た めし 古來 多し。 然れ ども 玆に 於いて 心を はげまし、 喪 制を 堅く 定 
め 玉は、 下の 風俗 自ら 正し かる 可し。 但し 三年の 喪 今 是を必 とし 難し 唯 其 •» 
をは かり、 古制を# へ、 今の 法に 任せ、 攻めて 十三： n の 喪を なし， 孝心を 盡すに あ 
るべき 也。 次に 宗鹿 祭祀の 禮は遠 きを 追 ふて 誠を 盡すの 道な れば、 些か 怠 b あ 
るべ からす。 死に 事 ふる 生に 事 ふる 如く d に 事 ふる、 存に事 ふるが 如きは 孝の 
至ぅ 也、、 と 云へ り。 周 禮春宫 太宗. 伯に 四時に 亨 先王の 禮を 述べ， 王 ® 祭 統篇に 記 
す 所の 祭祀 皆 天子 先王を 祭祀す るの 道を 述べた b。 孔子 大舜 を稱 して 大 孝と 
の 玉 ひ、 又 王を 憂な き A と 宜玉ふ に、 宗鹿饗 ，之 子孫 保 ^ 事を 述べ 玉へ b' 中庸に 


夫れ 孝は 善繼人 之 志、 善 述人之 事 也。 春秋 修其祖 鹿 陳其宗 器 役、 其 裳 衣薦其 時 食 
i 云へ り。 孝行と 云 ふは 父の 思 ふ 志に ついて 其 志の 成就す る 如く 致し、 父な せ 
る 事の 法と るべき を ば 子孫 其 事に 因て 順て 之を 述べ、 四時に 鹿を 洒 掃、 修 S し 
て 先君の 修むる 所の 寶 物を 改め、 先祖の 遺せる 衣服を 設け、 四時に 從て 新しく 
鮮かな る 食物を 以て、 是を祖 鹿に 献じ .齊戒 して 神を 祭' 皆是れ 父祖を 敬め、 誠 
を盡 すの 道 也。 天下を 治む るの 本は 至誠に 出です。 至誠は 親を 親と し、 長を 長と 
し、 貴を 貴と し、 賢を 尊び、 幼を 慈しみ、 賤に逮 ぶの 外な し。 故に 郊祗 之禮 、祿 嘗之義 
を 明かに し、 國を 治む る、 それ 諸 掌を 示す が 如き か、 と 云へ り。 曾 子が 日く。 終りを 
愼しみ 、遠き を 追 ふ 民の 德は 原き に 歸 す、 と 云 ふなる も， 其 誠の 民に 及んで 風俗 
あつくなる の 所以を 云へ るなる べし。 

正， 后妃 內 治， 

師日 く。 夫婦は 男女の 配偶に して 人道を 以て 云 ふ 時は、 人偷 の大紀 綱 也。 家に 
0 0 0 0 一七 H 
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ついて 云 ふ 時は 閨 門の 政は 女子の 司る 所 也 •天子 人君は 萬 機の 政の 出る 源に 
して、 四海に 儀刑 まします 事な れば 扈從の 侍女を 翫び 、色に 淫し 政に 怠らせ 玉 
はん 事 甚だ 天地の 大綱を そむく 所 あれば、 后妃の 位を 定め、 配偶の 列を 正して 
政を 互に 相 助け しめば、 天地の 位 定めて 萬 物の 化育 調 ふべ し。 凡そ 君臣 父子 夫 
婦の 三つを 天下の 大紀 綱と 云 ふ 也' 朱 子 日く A 君 治を 爲すの 本は 心 術を 正し 
て 以て 紀 綱を 立つ るに 在 ヒ 所謂 綱は 猶ほ 網の 網 あるが 如き 也。 所謂 紀は猶 ほ 
絲の紀 有る 如き 也 a の 綱な き 時は 則ち 以て 自ら 張る 能は す。 絲の紀 なき 時は 
則ち 以て 自ら 理むる 事 能は ず、 と 云へ ぅ。 唐 0( 韓返之 日く。 醫を 能くす る 者は 人 
の 瘠 肥を 見す して 其 豚 之 病 否を 察する のみ、 と。 善く 天 T を 計る 者は 天下 之 安 
危を視 ずして 其紀 綱之理 iL を 察する のみ。 天下は 人 也。 安危は 肥 瘠 也。 紀綱は 豚 
也 M 病ます んば 瘠せた b と雖も 害 あらす。 豚 病みて 肥る 者は 死す。 此說に 通す 
る 者は 其の 天下と なる の 所以を 知る か。 夏殷周 之襄也 。諸侯 作而戰 。代 日 行 矣 。數 
十 王を 傳 ふて 天下 傾かざる は紀 綱存 すれば 也。 奏之 天下に 王た る や、 二世を 傳 


へ， て 天下 傾く は紀網 亡 るれば 也、 と 云へ b。 紀鐧は 品 ある 事な れど も先づ 父子 
君臣、 夫婦を 以てな b とす。 人の 元氣 あら ざれば 人 盛な りと 雖も 一身を 保つ 事 
I あらす。 紀綱あ らざ れ ば 人君 福を 保つ 事 有る ベから す。 天地に 陰陽 日月 あ り。 易 
一に 乾坤の 二 卦を以 て 父母 レし、 詩に 關睢を 以てし、 禮に 冠婚 Q 義を 重ん す。 夫婦 
| は 人道の 大端な れば 人君 尤も 愼 しむべき の 事 也。 

| 后妃の 品を 考ふ るに 古は 天子の 后 六宮を 六寐の 後に 立つ。 是を 後の 宫と號 
- する 也。 六 寐と云 ふは 路寐 一つ 小寐五 也。 何れも 天子の 寐殿 にて 常に 御 休息 ま 
し く 政の 用を 正し 玉 ふ處也 ゴ 疋を 天子 六寐に して 六宫 後に 在 b。 六 宮 前に 在 
b て內 外の 政を 副け 成す とは 云 ふ 也。 然るに 后； 2 1 人に て 下に 三 夫人、 九嬪一 一 
| 十七の 世婦 X 十一の 御 妻 あ ぅ。 是は外 朝の 六 宫三公 九 卿 二十 七の 大夫、 八十‘ 一 
I の元士 、天下の 外 政を 司 どぅて、 其 法を 象る 也 •されば 天子は 南 殿に して 政を 正 
し、 后は 北宫 にして 內を 治め 玉. ふ。 六 寐は 南に あ b、 六 宫は 北に あれば 是を 北宫 
とも號 する 也。 凡て‘ 后 0 居所を 宫と云 ふは 鄭玄が 註に 隱蔽之 言 也と 云へ b。 六 
III ■鹿 類語：  一七 五 
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宮の 次第を 云 ふ 時は 一 殿は 東北に 一!: r て舂 0 御座所と 定め •一  殿は 西 * に^ l 
b て 冬と 定め、 一 殿は 西南に 在うて 秋と 定め ' 殿は 東南に 在りて 夏と 定め、 一 殿 
™ は 中央に 作りて 六月に 是 ^: 行幸 あう。 后妃 以下 次第を 守うて 六宫 とのい し 奉 
； る。 其 中 殿を 專ら する は 后の 位に ある 故に 中宫 とも 號し 奉る 也。 典 禮に 日ん 天 
子 后 有ら、 夫人 有ち、 世婦有 b M 有う、 妻 有り、 妾 有ら、 とは この 寧 也。 夫人は 后の ® C 
を 助け 奉る の 名 也。 夫は 扶^る と 同じければ 也。 世婦は 后の內 を 治む るに 事 多 
ければ それぐ の 役を 守 b てつき 從ふ の宦 也。 婦は服 也。 其 事に 服と 云 ふの 心 
| 也 M は 敬 ふ 言に して 敬す るの 心なれば 后の 爲に德 を 助く るの 官 也 *？ は m 
| 也と 註して 事を 整へ 等しく して、 物に 偏頗な からしむ るの 言 也， 妾は 接 也 M あ 
る 事を 愼しみ て 交り 致. すの 稱也. 是れ 古人の 稱號、 皆 政事を 以て 本と す。 兹に黃 
帝は 四 肥を 立て 玉 ふは 天の 后妃と 云 ふ 星 四 あるに 象れり。 堯舜禹 湯 文武の 制， 
舊 記に 出で たう。 奏に 至うて 專ら 色を 好んで 天下の 美人を 集め、 竟に二 e i:® し 
て C お。 漢に 至り 后を 皇后と 稱 せう。 是は 皇天 后 土に 象りて、 其徳に 比せん とに 


ゃ。后の外$夫令一5。5<5  2と5?為帝の1妤等^*官 

を 立て、 各々 爵位 あ i 帝ょり 1 の 手の H 十 SS て、 昭 儀の 位を 
| 丞相に なぞらへ、 爵を 諸侯に 准せ うと 也。 武帝元 帝 切 うに 色 砂に めで 玉 ひて、 初め 
て— 一一 千 Q 美女を f、5 いへ f 天下を 外戚の 爲—。 後漢の究 
一武 悉く 六宮 をはぶ き、 宫 女を 少 くして 皇后 猶ほ 豊かに あらす。 後に 漢の C ぶる 
i 又 専ら 色を 貴べ 4 の武帝 漢魏の 制に 因て 三 夫人、 九® を 定め、 女宦に 色色の 
| 品を 置き、 唐に 至て 皇后の 下に 貴 妃淑妃 賢妃 各々 一人 あ 办。 之を 夫人と 箱して 
| 正 一品の 位た b。 昭 儀の 類 九 人を 正 二 品と し、 婕妤九 人を 正 三 品と し、 « 禮六宮 
~ の 數こ准 じて 位 八 品まで 連ねた う。 凡そ' 漢 ょう 以 來妃妾 之 事 晋の武 帝は 萬 人 
™ を備 へ、 玄宗は 三千 人を 撰む。 開 元 天寶の 間には 宫女 四方に 及べ b。 其 間 左右に 
| 敎 場を 立て" 右には 歌曲を 善 {する ものを 置き、 左には 舞 ふに 巧みなる 者を r 
きて、 谷 舞 歌を 學ば しむ。 是を內 人と 云 ふ。 外には 水 泊と 號 して 氷 月を 弄す 是を 
月陂 とも 云へ，^ 。皆 色を 好み、 宴を 飯ばん 基に して、 德を 立て" 內を治 むる 道に あ 
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ら ざる 也 •本朝 又. 周の 制に 從ふて 南 殿と 號せ るは 紫 震 殿の 事 也。 百宦 事を 是 
て 行ふ處 也。 中 殿と 號せ るは 淸凉 殿の 事 也。 又は 常の 御殿と も 云 ふ。 常に 宸 居の 
殿也。南殿の北にあたうて、常寧殿あう。是を后町と云ふ。昭陽舍、(ナシツ £ 淑 « 舍 
(キリ ツボ) 飛 香食フ チツボ )凝 花舍 (ムメ ツボ) 襲芳舍 (カンべ ノツボ )の 五舍は 左 & 
に 立てられて、 女御、 更衣の 居所た う。 常 寧 殿の 北に 貞 II 殿を 立て、 是を她 配ジ 殿 i 
云 ふ 皆 異朝の 六宫に 准す 皇后を 則ち 中宮と 稱 す。 貞觀 殿の 南 承 香 殿の 北なる 
故と かや。 中宮は 皇后に て德の 天子に 同じく して、 內の 政を 正す。 此下に 女御 M 
衣な ど 云 ふ 品 あ b。 女御は 立 后た るべき 前を 云 ふ。 雄 略 天皇 七 年に 稚媛 —1 吉備 
上 道 女 —— を 女御と すと 日本 記に 出で たり。 是 女御の 初め 也。 周 禮に御 妻を 女御 
と 云へ b。 天子の 游 宴に 侍 御す る 女の 事な うと 也。 更衣は 仁 明 天皇の 時ょう 治 
まりて、 便殿に 侍べ る 也。 相當四 位な うと 云へ う S 衣を 後に 御 息 所と 云 ふ。 休息 
の 儀に 象る 也史漢 共に 更衣の 名 出で たう。 官の 名には あらざる 也。 御 厘 殿と 云 
ふは 女御 更衣の 儀に あらす。 只 御所 中の 沙汰 人 也。 ^: かは 相當 三位に して 更衣 


に 准す。 禁 內の禮 式を 司と る 役人 也 * 侍 四 人此職 尤も 重く して 尙侍に .かは 5 
て 事を 取 b 行 ふ。 掌 侍 六 人 ぁり。 此內に て 一の 內 侍を 勾 當と號 して 重職と す。 上 
.■简 小 上 M •中 M T 賵 •得 選、 釆女 。刀自， 女官、 主 殿 司、 女燸等 各內官 也。 本朝は 太 神宫 、女 
體 にて 天 か 下を 照し 奉り 玉 ふて •內侍 所を 禁裏に 安置 まします 故に 尊を 女官 • 
を 重んじ、 天子へ 常に 侍 御、 扈從し 奉る 也 •女 燸は 御所 中の 掃除、 指 油 等の 役 なれ 
ども、 寬平の 遺戒に 近代の 樣說 くべ からす。 動もすれば 禁中の 禮を失 ふ。 便所を 
召して 家と 爲す •と 云へ るは、 女官の 驕を 云へ る 也。 甚だ 愼しむ べき 也。 凡そ 人 fv 
如此き 先例を 考へ、 聖 王、 賢 君の 作法を のつ と b Bt 君 d 國の 例を 戒めして •后妃 
夫人 品を 立て 玉 ふに も 私を 以て、 其 意に 任 かせ 玉 ふべ からざる 也 • 

后妃： 選 立の 事を 案す るに 唯徳を 以て 本と して 色を 專ら とすべ からす •匡衡 
日く。 妃匹之 際 h は 生 民の 始めにして 萬 福の M 也。 婚姻 之禮 正しくして 然る 後 
に 品物 遂けて 天命 全し。 孔子 詩を 論じ •開 雎を 以て 始と爲 すと 言 ふは 太 上は 民' 
の 父母な W 后 夫人の 行 ひ 天地に 侔しか らす 。則ち 以て » 靈之統 を 奉りて 萬 
山 鹿 類語  ー セ 九 
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物の 宜を理 むる 事な し‘ と 云へ \ 天子は 男敎を 修め、 后は 女 順を 修め、 天子は 外 
を おさめ、 后は 內を おさむ。 天子と 后とは 日月の 晝夜を 照し、 陰陽の 互に 其 用を 
成す に 同じ。 天が下の 爲に、 父母と ならせ まします 事な れば、 萬 民 天子の 爲に父 
の 服を 服し、 后の 爲には 母の 服を 用 ふるは 古の 則 也。 天子は 代々 の國 嗣に卽 か 
せ 玉 ふ 御 事 也。 后は 時の 選に 順 ふて 亦な き 天子 人君に 12 偶 ある 事な れば其 選 
些か 怠る ベから す。 見つ 又 后妃は 太子 皇孫の 因る 0? なれば、 孝悌に して 世に 言 
行 正しく、 家名を 落さ  > る 家の 婦を 選む 時は 子孫の 孝 慈 C して 敢て邪 儀 ある 
ベから ざる 也。 鳳凰は 鳳凰の ひなを 生み、 虎狼は 生れな x)> ら貪戾 の 心を 生す。 是 
れ皆其 類に 依うて 生す る 所の 異なる 也。 是を以 て 始めを 愼し むを 人君の 大本 
と 云へ る 也 M の 大王は 有 台 氏の 女を 娶て大 姜と號 す。 貞順 にして 能く 愼し み* 
過失な かう き b 遂に 太 伯仲 雍王季 を 生めり。 王季 は摯任 氏の 中 女を 娶 b て 太 任 
と號 す。 其 性 端 一誠 莊に ましくて 王 季と德 を 合は せ 玉へ う。 詩の 大明 思齊の 
篇皆 太任徳 を 愼 しめる 故につ いて 文 王の 母と なう 玉 ふ 事を 云へ り。 列 女傳に 


Be * % める 事 有る に 及んで 目に 感色 を a 交 耳に 淫聲 を聽炉 會 d に ® 象を 
出 ださ や。 能く 胎敎を 以てし， 文 H- を. H めう、 と あ ち。 文 王は 有莘 氏の 長女を 發て 
太' シ ©と 申し 舉る 。彼の 開 nf の 詩に 后妃の 德を 作うて 太姒の 德の芷 しく 王者の 
良 匹 (ヨキ タグ ヒ) たる 事を 云 ふ。 窃窕た る 淑女は 君子の 好逮な り、 と 云へ り。 是れ 
其 賢を 選み て 世を 以てせす。 世 竟に武 王を 生め b。 武 王は 太 公が 女を 娶て 邑姜 
と 云へ ら。 孔子の m 臣十 人と 云 ふ。 その 一人は 邑姜な b とぞ 。古の 聖人 各 賢德の 
后妃を 選み 給 ひければ 字 孫 又 長久に して ft 々聖德 を 全くす。 堯は 散宣 氏の 女 
を 娶て女 皇と云 ふ* 丹朱を 生め り。 庶子 九 人 あ う。 皆 不肖 也。 舜は堯 の 二 女を 娶て 
娥皇を 后と し、 女 英を妃 とす。 娥皇 には子な く、 女英 1® を 生み. 均て 不宵、 と 云へ 
ども 是等 は莴 々にして 一を 云 ひければ 例と 謂 ふべ からざる 也' 若し 色を B て 
進む 時は 色と こしへ に 久しから ざるが 故に、 遂に 廢 せらる、 ためし 多し。 漢の 
武 帝の 衞后 は ® く ゥ M? " ふ •か 故に 寵 せらる と 云へ ども、 色衰 へて 自殺す。 成 帝の 趙 
后は 長 安の 宮人に て、 歌舞を 以て 寵 せられ # I 燕と 號す 。後に 皇后れ りし かど も 
山 鹿 語類  一八 1 
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寵衰 へて 自殺す。 玆に選 后の 道を 詳に する に 宋の范 祖禹が 日く。 一に 日く 族 姓 
二に 日く。 女德 。三に 日く。 隆禮 。西に 日く， 博識。 此 K を 以て 考ふ べしと 也。 族 姓と 云 
ふは 帝王の 婚姻は 必ず 大國の 諸侯、 古の is 人 之 子孫、 又は 時に 取て 賢德勳 功の 
備はれ る 人の 女を 娶る事 也。 下賤 凡卑 にして 賢德 あらざる もの  > 子孫を 天子* 
の 后妃たら しむべ からず。 五 帝 三 王の 古 皆如此 也。 女 德と云 ふは 女の 言行 能く 
調のう て其德 、仁 柔なる 也。 夏の 興る や、 塗 山を 以てし、 其區 ある や 末 喜を 以てす • 
@の 興る や有娀 を 以てす。 其 C ぶる や 姐 已を以 てす。 周の 興る や姜嫄 を 以てす. 
其 凶 ある や 褒姒を 以てす、 と 云へ う。 後漢の 顯宗の 明 德馬后 唐の 太宗の 文德長 
孫后是 等は 女德 あうて、 其 族 姓又勳 賢の 家に 出で 玉 ふ。 歷代 多くは 色を 貴び、 聲 
に 溺れ、 其 親灸 する 所に VS んで 后を 立て、 皇后と する が 故に、 母家の 賢 否を 考へ 
す。 女 德の郊 正を 改めざる 也。 次に 隆禮と 云 ふは 立 后の 儀式を 嚴に する 事 也 W 
識と云 ふは 立 后 入內の 儀を 大臣に 示して 其 議論を 正す 事 也' 立 后は 家內 、閨門 
の 事な $ I 云 ひて， 竊かに 是を定 むる は 姦臣 君を 僞 る ^ 天子は 四海を JS て 家 


とす 4 に B 件を M ちて 窃に隱 すべ けん t A 后は 天下の 母と して 萬 K の 陰 ® 
を定む る 基 也。 博く 群議. を 立て 天人 相應の 所を 用 ふべき 事 也 ^ 上 之を 以て 選 
后は 中宫位 正しくして 四海の 內嫁娶 婚姻の 道 SL れざ るべ し。 

立 后の 儀を 嚴に すと 云 ふ 事 あ う。 今 案す るに 夫婦 男女の 道は 別ち あるを 以 
て 本と す。 別 あ， CN て « れ ざるは 立 后の 儀を 正しくす るに あ^'。 此 法 ^ しからす 
則ち 男女 道 * L る。 宮圍內 外の 分な b。 天子 必す 。色に 淫す 。漢 0 高祖 惟 薄 修めす と 
云 ひて 男女の別な く、 孝 文 •袵席 無， 辯と 云 ひて、 文帝愼 夫 A を寵 して 皇后と 席を 

同じく して 座せ しむ •是れ 別ちな き 也。 太 戴禮に 男女 無/別 日 惟薄不 & 

何れの * 知の 良 主た b と雖 も、 立 后の 儀 正しから t 格 物の擧 なき 故、 如 /此 きの 
蔽 ある 也。 大 明の 五 章に 大邦子 有 b 天 之 妹に 倪ふ •文を 以て 厥の 祥を定 む。 親ら 
渭に迎 へて 舟を 造うて 梁と 爲し、 其 光を 顯はさ ず、 と 云 ふは 文 王の 太 M を娶 b 
玉 ふ 事を 云へ る 也。 文を 以てすとは、 禮を以 てす る 事 也 ? I 禮を行 ふて 親迎 して 
嫁娶を 調へ 玉へ る 其禮の 盛を 去 う、 禮 書に 冠婚の 法、 唯士 の禮 のみを 云 ひて* 天 
111 鹿 類語  一八三， 
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子 諸侯の 定まれる 禮を 記さす。 故に 三代 以後は 只 ± の禮を 推して 是を 盛に し 
て 天子 諸侯の 禮と 致せる 也。 后を 招きて 納 后と 云 ふ。 立 后 と 云 ふに 同じき にや。 
婚禮 に六禮 ぁり。 納釆 、間 名， 納言 、納徵 M 期、 親 迎也。 公 羊傳に 云 ふ rr は 天子ょ^, 庶 
人に 至る まで 皆 親迎 すと 云へ b。 親 迎とは 其 期に 望ん. で 親から 行 ひて 迎ゆる 
の 儀 也。 左 氏が 說には 王德 至尊に して 敵 體の義 なくして 親迎せ ず，' と 云へ h a 
元 凱 も 天子 親から 迎せ ずと 云 ふ。 

鄭玄は 文 王の 親 迎に謂 孔子の 冕 而親迎 すと 魯の 哀公に 答へ 玉 ひしは 親迎 
ぁ b と 云 ふと も 文 王は まだ 公子の 時 也 ® は 諸侯 0 禮 にして 天子の 禮を說 き 
玉は す。 唯 上 卿を 逆 (迎？ ) へ しむる の禮 也。 婚義日 く、 婚禮 は將に 二 姓 之 好を 合し、 
上 以て 宗鹿に 事へ、 下 以て 後代に 繼る孢 。故に 君子 之を 重し とすと 云 ふ 也。 然れ 
ば 六禮 の法聊 怠るべからず と 云へ ども、 舊記 に漢以 前の 細禮な し。 前 漢の惠 帝、 
張 皇后を 立てし 時、 禮を盡 し、 納采を 厚く す。 王 蒜が 女を 入內 せしめて、 立 后の 禮 
t 羃 I |, « 后 ? 車警蹕を .1| ,し、群 6 位 1: 卽きて鐙を衧ひ天下 1: 大毅し、王霖を 


安 m 公に 封し、 皇后を 迎へに 行き、 禮を爲 せし 輩に 各 金 帛の賜 あち。 是は 外戚の 
荻を 固く せんとのは かう ごと 也。 唐の 開 元に 至て 皇帝 納 后の 儀 具 はれ k 先日 
一を 卜して 圓丘に 吿げ 、次に 臨 軒して 使に 命す。 是は 納釆を 行は ん爲の 使 也。 其 儀 
式 甚だ 嚴重也 。次に 納釆 あ办 。版の 長さ 一尺 二寸 ，博 さ四寸 、厚さ ® A 分に して 皇帝 
の 制 文 あ う。 后 家の 答 文 も亦此 版を 用 ゆ。 納釆 とは 世俗の 言定也 。次に 問 名の 禮 
あ b,。 制 文、 答 文 あり。 間 名とは 后の 父母の 先祖 並に 年 1 名を 問 ふ 事 ^ 次に納 吉 
の禮あ ち。 制 文 答 文 あ う。 是は 后の 年 名を 定めて 卜筮して 吉なる 事を 吿 ぐるの 
11 也。 次に 納 徵の禮 行は る。 是れ又 制 文、 答 文 あう* 是は 納幣の 儀に て 幣帛を 后 家 
に 賜は るの 事 也。 次に 吿期、 是 にも 制 文 答 文 あり。 是は 日限を 定むる 事 也。 次に 吿 
雩次に 两 后 K 文 あ k 是は 后宮に なし 奉 り、 いつき かし づき 參ゐら する の 事を 
后 家に ® げ玉ふ 事 也。 次に 使を 命じて 奉迎す。 制 文 答 文 あ b。 是は 皇后を 迎 .奉る 
の禮也 。次に 同 牢と云 ふは. 皇后の 皇帝の 御殿に 入內 有りて 饗 應の禮 行は る、 
事 也。 次に 皇后 表 謝の. 禮と云 ひて、 皇后 表を 奉うて 后に か しづかれ 玉 ふの かし 
111 鹿 類語  】八 51 
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こく、 辱 由を 述べ 玉 ふ 事 也。 次に 朝 皇太后， 是は其 日に 皇太后に 朝見 ある 事 也， 次 
に 皇后は 群臣の 賀を受 くるの 禮 ありて、 群臣 階下に 列參 して 加し 奉る の義也 ， 
次に 皇后 鹿 見と 云 ひて 先帝の 御廟へ 參詣 ある 事 也。 次に 東 駕宮を 出 づと云 ひ 
て婚 禮の已 になる の 故、 天子 後宮ょぅ 常の 御殿に 還 幸 ある 事 也。 此後而 禮と號 
して 皇后の 位に かし づき 奉らる、 禮 、又 行は る、 其 使を W 使と 云 ひ、 R1 はかし 
づと讀 めり。 后に なし 參ゐら する 事を 制 文 ある 事 也 •皇后 愛 開の 禮あ り。 出 間に 
さま の 儀式 法令 ありと 雖も當 時に 益な き 故に 事 そき ぬ 皇太子 納妃儀 も 
亦是 に似て. 宋の元 佑 五 年 太后 詔して 皇帝 納后 の禮 をし ば/ \ 改 'め 行は ると 
雖も 、唐の 例に 大槩相 同 •じき 也。 凡そ 後世に 及んで は 事の 穩便、 なる を專ら とし， 
皇后の 內 、立 后の 事 も その かたは かぅ ひそめき 用ゐ 、諸 色儉 約に こそと 號して 
定まれる 所の 作法を もは ぶき 用 ゆるが 如きは 禮の 大要を 知らざる が 致す 所 
也 孔子 魯の 哀公に 答へ 玉 ひける に 政は 禮を以 て大な b と爲 す。 禮は 大婚を 以 
て大な b とす。 故に 大婚 には 冕して 親迎 すと 云へ b。 冕は 國君裝 束 かぶ b する 


事 也 •大婚 は 國 君の 婚禮也 •哀公 日、 冕して 親迎 する は 婚蹬に 11 甚だ 重 {通ぎ 
たる 事に やと 中 さる ゞ 孔子 愀 然として 色を 作 ちて 答へ 玉： へる は 二 姓の 好を 
j 合は せ， 先聖の 後を ついて、 天地 宗廟 社稷の 主たる 事 也。 是を 重し と 云 ふべ けん 
やと 大に是 を 非れ b。 天子 人君 至て 尊し t 雖も 夫婦の 禮 更に 怠た るべ から ざ 
る 事 卽此也 。皇后に 两き 奉る 事 本 男女の別を 正しく あらん 事 也。 男女の別は 人 
j 偸の 大道 也。 傅に 日く。 夫れ 雎 鳩の 鳥は 猶ほ 未だ 嘗て 其乘を 見ず。 居して 匹處す 
I る 也 Jtf 獸 尙ほ然 b。 而 るを 況んや 人君に 於いて おや。 故に 夫婦 別 有れば 則ち 父 
I 子 親く。 父子 親しければ 則ち 君臣 敬し、 君臣 敬す (れば 則ち 朝延 正し、 朝廷 正しけ 
れば 則ち 王化 成る。 

后妃の 道 あ V。 案に 后は 天子に 相 並ぶ の 位 あれば 其德を 高く し、 其 職を 愼し 
I む 事を 専らと す。 是 故に 男敎不 ，修 陽事不 # は 適 見，， 於 天 一日 爲 ，之 食 婦順不 & 陰 事 
不 # 適 見 M 天， 月爲 ，之 食す と 也。 されば 日食には 天子 素 服して 六宫の 職を 修め 
しめ 玉 ひ、 月食には 后 素 服して 六宮の 職を 修めし め 玉へ b とぞ 。天子を ば 日に 
山 鹿 類語  二八 セ 
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たと へ、 后を 月に たと へて 日月の 倣を 以て 天子 皇后の 戒めと するな れば 、后の 
徳 足 もざる 時は 內治 宜しから す。 天下の H 門 皆 違て 婦女の 敎正 しかち す •其 職 
必す怠 る 也。 周 天禮 官內宰 、陰禮 を 以て 六 宮を敎 へ 陰禮を 以て 六 M を 敎 へ、 婦職 
の 法を 以て 九御敎 ふと 云へ ぅ。 蔭禮 とは 婦人 之 作法、 禮式 0 事. 玛婦 職と 云 ふは 
物を 織 縫 紐 栽 事を 云 ふ。 是れ 女の 職と する 處也 。九 M は 婦學之 法を 掌 b. 以て 九 
御に 婦の德 、婦の 言、 婦の容 、婦 0 功を 敎 ふと 云へ. り。 婦の德 と 云 ふは、 能く、 貞女の 
女を 守 > て 柔順なる の 事 也 » の 言とは 女中 往來の 書狀平 生の 談話、 幷に閨 門 
の 法令を 記す 辭令也 » の 容と云 ふは 立 后の 樣體、 容貌の かまへ を 云 ふ。 婦の功 
と 云 ふは、 絲粲の 事を 云 ふ 也。 是れ皆 禁裏 六宫の 法な れば 后妃の 愼しみ ょぅ 出 
づ る所搵 。殊に 中審に 后內外 の 命 婦をひ きゐて * 郊に蚕 すと 云へ b。 是は 皇后 
萬 民の 婦女 かいこし、 桑 取 b て 紡績の 苦み -2) る 事を 親ら 試み 玉 ふて、 萬 婦の戒 
めと し， 是を以 て 祭服に 爲し玉 はんとの 事 也 4b は 陰の 方な れば 婦人に 象れる 
也-さるに 依つ て 天子 諸侯 各 公 桑 S 室と 號 して 后妃の 桑 取る 場に， 桑の 林を ■ 


へ蠶 室に 壇を 築き、 甘： (時に 及びて 后妃 ものいみして 先づ蠶 を 祭ぅて 躬らか い 
こを 養へ り。 & 周 の禮た る， や。 漢 唐の 皇后、 この 儀を 務む。 開 元に 先 づ蠶を 享する 
1 .儀式を 定め、 皇后 親ら 桑の 事を 具にす。 宋 の眞宗 景德 年中に 資政 殿， 大學士 、王欽 
若奏 1 て 先 づ蠶 を視る 事、 宮中 親ら 祭らす。 有司を 以て 祭らし むべ しと あ b て 
宫 女を 以て 代らし む。 是れ侫 臣の請 ふに 任 かせ 玉は れば也 。民® の 艱難を 知 b 
玉 ふ 事 •天子 皇后の 德なれ ば、 B か 怠慢す ベ か、 b ず。 歲の 終には 女宮の 奉公を 考 
へ、 其 職の 大山を 計りて 賞罰を 行 ひ、 六 宮の財 用を 計會 す。 初春には 禁令を 宮中 
に 施行し、 女官 共に 守らし む。 是等は 周禮に m す 所 也。 然れば 皇后の 職た やす か 
j らざる 事 也。 況んや 后 夫人 0 君の 傍に {E 近す る 事、 君の 過を 戒め、 怠を 正す の 法 
一也。 故に 獨 立て 後に 入りて 君に 事へ、 雞 鳴て 大師の 官 SI 鳴を 奏す。 夫人 則ち 退く。 
一少 師の官 夜の 明くる 事を 奏問す 。兹に 於いて 君 ffi て 朝政を きこしめす と 也。 周 
の宣姜 后は 宜 王の 后 也。 賢德 低に 過き 超え ま し く ける。 或 時宜 王朝 政に 怠 b 
玉へ ば、 姜后 S 罪を 我に 深し として、 宜王 を諫む 。是れ 故に 宜王 中興の 否を 擧げ 
m 鹿 類語  一 A 丸 
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玉へ う •詩の 雞 鳴は 衰公淫 亂 にして 政に 怠 b 玉 ふ 故に 賢妃 貞女の 夙夜の 警戒 
を 思へ るの 詩 也。 漢の顯 宗の明 徳馬 皇后は © 援か女 也。 帝 游幸を 好み 玉 ふを、 后 
常に 戒め、 民間の rf へ、 上裁に 泄る 、ある 時は 帝の 心を 考 へて 是を感 悟せ しめ、 
肅宗は 我 生み 玉 ふた 太子に あら ざれ ども 心を 靈 して 撫育 まし ^ ける 故に 

a 

兩漢の 間 賢德の 皇后、 末代に も 難， 及 唐の 太 宗の文 德長孫 后は 長 孫 S か 女 也。 帝 
天下の 事を 談じ 玉へ ば 皇后 牝雞の 農を 司る 戒を以 て 遂に 辭の 政に 及ぶ 事 也。 
常に 太宗の 誤う を 補 ひ 玉 ふ。 太 宗魏徵 ♦か 諫言の 强 かりし を 逆鱗 あうて 宮中に 
行幸 あう。 田舍翁 (魏徵 也) を 殺す 可し と 仰せ あう ければ、 皇后 朝 服を 備へ庭 上に 
立ちて 目出度き ょしの 賀を 奉らる。 太宗 驚いて 其 故を 尋ね 玉へ ば、 君 明かな れ 
ば 臣直也 。天子 明かなる 故に 魏徵が 直諫の ある 也。 天下の 喜び、 是に 過ぎ じと 巾 
させ 玉 ふ。 太 宗悅で 魏徵が 諫に從 ひ 玉 ふと ぞ 。賢妃 徐惠も 亦 上書して 太 宗を諫 
ノめ 奉らる •此外 后妃の いみ じき 行 ひ、 君に 眤 近して 禮を 正し 玉 ふ 事 列女傳 等の 
古書に 出で た う。 すべて 后妃の 行は  > 身に儉 約を 守う， 用 ひて 節に して 文學 を， 


以て 內を 顧み、 讀 書して 聖賢の 趣を さぐ b、 嫉妬を 去、 9て 皇子の 廣か らん 事を 
專ら とし、 外戚の 權を 私せず。 帝を 戒めて 怠う の爲か らざ らん 事を 思 ふ。 是れ后 
I 妃の德 行 也。 其 職と する 所は 侍 御の 法を 正しくし、 夫人 九 嬪世婦 等に 女 婦の道 
i を敎戒 して 閨 門の 政と) こうらざる 如く X 夫 ありて 紡績の 營み にて 其 艱難 
を 知うて 天下 國 家に 母た るの 道を 正し 玉 ふに あう。 漢の馬 皇后 唐 0 長 孫 后 皆 

一 ] Ifc 德行 、婦職 まし ませる にや。 

\ 

嫡滕癡 奪 之 戒め あり、 天に 二日な く國に 二王な きは 古今の 大義 也 M とは 皇 
后の 位に つく 人を 云 ふ。 媵は 皇后に 付き 奉りて 侍 御す るの 妾 也。 男女の別を 正 
し、 尊卑 上 T の 道 明かなる は 天地の 常徑な るが 故に、 必ず 寵愛に 任 かせて 皇后 
夫人の 法み たうなる 如くなら しむべ からす。 齊の椬 公 丘 之盟に 妾を 以て 妻と 
j 爲す事 母れ と 云へ り。漢 の 文 帝 元年に 百官 皆 皇后 ^ 立つ る 事を 請 ひ 奉う し 時， 
薄 太后の 命に よ b 太子の 母を 立て、 皇后と す。 是 よう 王子 誕生の 女 姓を 皇后と 
云 ふ 事 世に 多し。 古は 天子 諸侯 大國 よう 娶 b 玉 ふには 必す 后妃の 姉 姪を 縢と 
山 鹿 類語  一 ^ 一 
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號 して、 そへ 奉 り、 若し 適 夫夫 身 まかる 時は 次の 去 人肉の 政を 兼ね 行 ひて、 后 夫 
人の 位に 上 b 玉 ふ 事な し。 后妃を 立つ る國の 大禮な れば 、假 にも 第 次を® 5 事 
有るべからざる 也。 文 帝ょ b a 來 人君 唯 意の 行く 所に 任 かせて 皇后を 立て、 右 
の 式を 守らざる 也. 殊に 皇后に いつき かし づき 奉りて •其 寵愛 衰 へて 後、 皇后を 
廢て別 に 后を 立て 玉 ふ 事 是れ必 す «L の端吗 初に 立 后の 法 正しから ざれば 〇 
いて 廢 奪の m あるは 定まれる みち 盘 。周の il 王褒姒 に 惑 ふて 中 后を しりぞけ 
玉 ふ 故に 時の 人 是に習 ひて、 娶を以 て 妻と 爲し。 庶子を 愛して 嫡子を 棄て 、天下 
大に 人道を そむけと も、 gl 王是を 治め 玉 ふ 事 叶は す、 遂に H «i る。 是れ その上 下 
« m -i- の 道 正しから すして 王化の そむく 源 也' 

后妃 政に 預から 中と 云 ふ 事、 古の 制 也。 春秋 傳に 齊の桓 公 葵 丘の 盟に 婦人を 
して ^ 事に 預からし むる 事 ^ れと云 へ り。 婦人 fa を 內 に專ら にして、 外 政を 預 
かる 事を 4b 鷄のあ したす るに 例へ た b。 故に 牝鷄の 晨す るは 惟 家の 索な b と 
5 ふ 也。 昔 殷の紂 は M 妃が言 を 用 ひて 政事 皆婦 A に 出で、 周の！ I 王は 褒 姐に 


政を 任 かせ、 唐の 玄宗は 楊 貴妃 を寵 して、 政、 を 怠たり、 祿山が » を 招く。 后 夫人の 
寵愛 節を 越 ゆる 時は 內奏 の！ 一行は れ、 讒訴し きりに 用 ひられ、 政 悉く ® L る。 是れ 
一夫 人の 口 入に ffl る •か 故 也。 女子の 世を iL る 事は 每 0 ことなれば 后妃 政に 預る 
一事を 禁中る 也。  • ♦ 

皇太子 建 儲 

師 日く。 皇太子 建 儲 之 法 其 制 尤も 大也 。先づ 皇后、 夫人 懐胎 ぁる 時は 胎敎を 立 
て 行は る。 是は皇 后、 夫人の 心 持、 身 持 一一 一 n 行の 正しくして 胎內の 王子の 性質’ 端正 
) にして 材人に 勝れ 玉は ん事を 願 ひ 奉れば な り。 王子と 中す 事は 生れながら 天 
一下國 家を 治しめ すべきの 備 b に まし ませば 大方に おはしまして は 萬 民の 苦 

な 

| 國 家の 敗る、 所 也 •天子 諸侯の 子は 必す 天下 國家の 主君に な b 玉 ふと 計りの 
心得に ては 胎敎 保養の 詳かな る 事な し。 胎敎と 云 ふは。 皇后 炎 人す でに 懷胎ぁ 
つて 七月に 及ぶ 時は 別殿を 構へ て是に 移し 參ゐら せ、 太 師太宰 の官谷 かの S 
山 鹿顛語  一 ^ 三 
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に 伺候して、 皇后 夫人の 身體欲 食を 正しくし、 禮樂の 法を 以てす。 必竟 母后の 心 
欲を 正し、 身體を 誤 まらせ， 不 ，給して 王子の 性質 直 ほな 〇 しめんとの 事なる 可 
し。 悉く 大戴 0 禮賈誼 か 新書 等に 出で た り。 周の 大任 胎敎を 用 ひて 文 王を 生め 
b。 邑姜成 王を 懷胎あ b て 胎敎を 用 ゆ。 成 王 生れて 聖德有 b 玉 ふ。 古の 道如此 し。 
然して 王子 誕生 ある 時は 大師 律を 吹いて 王子の 泣き 聲を 聞き、 大 卜の 官 ぅら 
かたを 立て、 其 時日の 吉凶を 考 へて， 是を 君に 吿げ窣 る。 按す るに 大牢を 以てす 
と 也。 按すと 云 ふは 皇后 夫人 王子を 御 誕生 あ b て體 つかれ、 氣 虚し 玉 4 ば是を 
養 ふの 饗應 & 大牢と 云 ふは 饗應の 儀式、 至て 大なる 事 也。 異朝には 牛 羊を 備ふ 
る 事 ありと にや。 かくて 其 三日に 及んで 太子 一につ け 奉らるべき 人を 選び、 此人 
にものい み 致させ 裝束を 正し、 王子を 抱き 隼ら しむ。 射 人 桑の 弓、 蓬の 矢、 六つを 
以て 天地 四方を 射る， 是は天 炎、 地 炎 四方の 難を 鐵ぎ玉 ふべき 器に あたらせ 玉 
はん 事を 示す 也： 桑は 衆 木の 長。 蓬は 惡氣 をの ぞくの 德あれ ばに や。 然して 王子 
を 抱き 養 ひ 奉るべき 官人 王子を 抱 奉る ± の妻大 夫の 妾を 撰み て 乳母と なし 


奉 b、 子師は 王子に 事を 敎へ 、慈母は 王子の 飮 食を 節に し， 保母は 居所、 衣服を 安 
らかな る 如く、 保養讼 しむ。 是れ皆 王子 誕生の 後は 母后の 殿に 置く にいら せす 
(して、 王子の 殿を 構へ， 是に 置き 奉りて、 他人 仔細 ぁら ♦されば、 王子の 室に 行かす- 
| 是は 王子の 精氣を 全くして 驚 動 ぁら-せし i の戒 i 也。 三月を 過ぎて 月を 8 み 
一て 父君 母后へ 見て 奉らし む。 君 夫 A 共に 沐浴し、 禮を 正し、 衣冠を おごそかに し 

I て是を 見 玉 ふ。 其 間 さまぐ の議式 行は る" 是れ皆 父子の 親愛を 私せす。 禮を正 
し、 法を 嚴に して 王子の 敎 戒を詳 にし、 國 家を 安泰なら しめんとの 事な れば， 末 
代と 云へ ども、 其 損益は 時に 從て其 法禮は 正し かるべし。 本朝 中宮 御產 の" 例と 
して 屯 食 碁 牛錢な ど 云 ひ、 ぅ ふやしな いの 法舊 記に 出た b と 云 ふと も 皆 驕奢 
風流の 事に なりて 敎 戒の詳 かなる 事な し。 皇后 王子 御 誕生の 後は 國 母と 號し 
奉る。 是れ國 家に 主した る 王子の 母 公と な b 玉へ る 故と 也。 然れば 皇后の 胎敎 
ょ b 王子を 養 ひ 王 ふ禮は 尤も 愼しむ 可き 儀に こそ。 

立太子の 事、 凡そ 天子の ひつきの みやを 東宮と 申し 奉 卜、 是を 太子と 號する 
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也。 天子の 位を 嗣玉 はせ 玉 はん 人は 天が下の 萬 民を 安ん せしめ、 宗廟を つぎ、 子 
系 天地と 長久に 日月と 永へ ならし めんとの 事な れば 、私の 親に 依つ て 儲 君. を 
(立て 玉 はん 事， 天子 之德 にあら す。 二 帝は 天下を 官し、 三 王は 天下を 家と すと 云 
一 ふ 事 あう。 堯舜は 天下を 天下 0 天下と なし 玉は へば、 太子な うとい へど も不宵 
一な れば是 を 立て 玉は すして 堯は舜 を 民間よ b 擧げ 、舜 は禹を 臣下よ b 用 ひて 
一天 下を 與へ 給へ う。 夏 殷 周よう 天下を 私して 各 太子に 位を 讓 う 玉へ る 故 天下 
I 皆 王家に 傅は りて 指を 以て 王者た る ことなし 。祭れば とて 末世に 及んで 堯-舜 
| 二 帝の 學びを 爲さん i のことは 帝に 堯抱 ありて、 臣に四 岳 あ 5。 民に 舜の徳 あ 
ら今 しては 彼の 燕の 子 PI かためし なる 可し。 兹に 立太子の 法を 安す るに、 長を 
以てして 功を 以てせず、 と， 云へ う。 心は 后妃、 嫡 夫人の 王子なる 時は 必ず 嫡子を 
| 儲宮— にな L まゐら すべし。 功 あるを 以て 二三の 王子を 立つべからざる な 卜。 嫡 
子の 德は 天下 國 家を 平均して 萬 民を 安堵せ しめ、 上は 天地に 事へ 下は 孤獨の 
戒 しめを 惠みて 其 恩 波の 代々 に傳 はらんまで なる 事を 思 ふ。 是れ德 也 •軍功を 


立て 事業 6 りて 名を 立つ るを 以て 太子の 職と せざる 也 •されば 天下に 事 ある 

時は、 軍將に 命じて 是を 征伐せ しむ。 天子 自ら 手を 下し 玉 ふ 事に あらず。 さる i: 

I 依て將 に將た るを 以て 大器と す。 但し 世に忿 劇 多き 時は 天子の 功 立ちて 世を 

I 草 業 ある 事の なきには あらざる 也。 文武は 人君の 德なれ ば 也。 世卒に 國 治まう 

て 守 文の 功を 爲さ しめん 事、 必ず 人君の 德義に 依る 事 也。 功 ある 時は 名に 誇り、 

一功を 賴ん で德義 薄き 事是れ 人の 弊 也。 易の 說卦に 主の 器は 長子に 若く は莫 し， 

{と 云へ う。 公 羊 傅に 云 ふ。 摘を 立て 長を 以てし K を 以てせす， と 云へ う。 又 日く 嫡 

| を 立つ るに 長を 以てする は 人の 爭 奪の 心を 止めん 爲なれ ば、 承 生の 定法 也。 若 
; . 

一し 長子 不肯 にして 萬 民の 苦に 至らん 所の 1) b て、 二 三の 王子に 聖德 世に 越え 
一た る 所の あらんには 定法に 泥へから す。 大體 にして は 兄弟の 階 起 ゆべ から ざ 
| るな う。 晉の献 公太 子 申 生を 以て 東 111 を 伐たし めんとの こと ありし を 里克諫 
めける は 君の 嫡子は 社稷を 奉ずる の 事 也。 師 を帥ゐ しむべ からず と 云 ひしは 
左傳 1: 美談と せう。 次に 嫡夫 人に 子な くして 庶子を 立つ るには 貴を 以てして 
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長を 以てせす。 徳を以 てして 衆を 以てせす、 と 云 ふ 事 あぅ •是は 庶子の 內に ては 
母 族の 貴を 以て 太子を 立て、 長年に かま ふべ からす。 若し 德才の あらんには 長 
j 少にな つます して 徳 あるを 立て、 太子と すべし と 云へ る 事 也 ◊若し 又 嫡孫の あ 
らんには 正統を 以て 之を 立つべし と 也。 嫡々 相承す るは 先祖の 正統を 尊んで 
I 本末を 亂さ  > る の爲也 。兄 死して 弟 立てば 嫡 々相絕 えて 本 支み だる。 公義 仲 子 
一が 孫を 舍て 子を 立てた る 事を 子歡か 尋ねけ るに 孔子、 之を 非禮と 答へ 玉へ 
I 正統を たがへ 次第を 亂る> は 人偷の 大道を 失 ふなれば、 尤も 愼 しむべし。 太子 
一を 立つ る 事は 天下の 爲な らん 事を 本と して、 婦人、 女子、 近臣の とぅ くなる 凡 
一說を 信用 ある V からず と 冠 準 か 宋の 太宗へ 諫めし 事、 思 ひ 出して 深切 也。 次に 
太子を 冊づ くの 禮 、古には 太子に 立て 奉るべき に 議定 ありて、 其禮 式を 行は る 
J 、 事 あり。 先づ豫 定と號 して 太子を 早く 定め、 東宮の 位を 究め ざれば 百官 安 か 
らず、 萬 民 落着かざる もの 也。 天下は 至て 重く 富貴の 集まる 所な れば、 必ず 親戚 
の 間に も爭 奪の 心 蒴す事 尋常^ r 其 上 早く 太子を 東宮に 置 奉 トメて 保養 敎戒を 


定め も 6 る V きな れば '豫定 に*  c V から t， 漢の文 帝宋 の太宗 ，何れも 宋室の 
間に 德 ぁらん A を 撰んで 太子に 立てん 事を 思 ふて、 儲君不 k ける 故、 群臣 上表 
して 早く 太子を 定むる 事を 請 ふ。 朱の 嘉祐に 大に雨 ふ 卜て 城郭を ひたし、 民屋 
を 流せる 時、 范 鎭天變 之發， ，於 儲貳 之位虔 一と 云へ り。 司 馬 溫公上 跪して、 儲 君の 定 
ま b て 天下の 心を 安 慰 せん 事を 願へ b。 然れ ば豫寫 し 玉 はん 事は 天下の 幸甚 
と 言 ふべき 也。 冊，， 天子 一と 云 ふは、 天日 嗣の 位を つがせ 玉 はん 東宮の 事なる は、 太 
子と なし まゐら する 禮式 、嚴 重ならす しては 天下の 思 ひ 入れ も 輕らか なる ベ 
き 故に、 其 式法 尤も 重し。 漢魏の 時 皇太子を 拜す るの 儀、 殆ん ど備 はれ b。 北齊に 
册，， 皇太子 一之 禮を嚴 にす。 其 己 後 立太子の 禮品 多し。 文献 通 考三歲 圖會に 之を 出 
す。 本朝 # 武帝 十五に して キ子た る 事 日本 記に 出で ねぅ。 立太子の 法は 具に 江 
家の 次第に 之を 出し、 東宮の 職員を ば已に 命に 出せ り。 太子を： 東宮， と 云 ふ 事は 
舂を 東と して、 萬 物の 生長す る, なれば 也 # 宮と 書いても トク グゥと 讀む事 
名目 也 II ハ 朝の 古には 太子 東宮の 名な し* 周に 至て 文 王 世子と 云へ り •世子は 太 
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子の 事 也 iB: 々を 嗣ぎ 玉へ ば 也。 漢ょ b. 天子を 皇帝と 稱し 、王子を 皇太子と 云 ふ。 
諸侯 王の 子を 世子と 云 ふ 也. 太子に 立ち 玉 ふを 立坊 とも 云へ る 也。 

一 易，， 大子 一事 あ ぅゴ 疋を廢 太子と 云へ ぅ。 案す るに 己に 立坊 あつて 太子の 位に 備 
一はれ るを 易 廢の事 あらんは たやす かるべ からす" 唯 天下 萬 民宗鹿 社稷に つい 
一ての 儀穩か なら ざらん は 是又 天下の 爲なれ ば 私と 云 ひ 難し。 しかれ ども 太子 
保養の 敎戒 道に あたらざる が 故に、 太子の 暴惡 社稷を 危 くす るに 至るな れば 
是又 父君の 誤ぅ と 謂 ふ 可し。 敎戒 切な りと 云へ ども 性質 邪惡 にして 不 # “己と 
ならば、 是れ 又た 立坊の 時、 異見 下に 及ばざる 故と 謂 ふべ し。 太子を 立つ るの 時 
異見 下問に 及び、 敎戒道 正しく ば 暴惡に 及ぶ こと ^ るべ からず。 若し 寵 女の 生 
む 所、 或は 王子 幼に して 人君い と惜み 深く、 或は 太子 柔仁 にして 少子 材 知に 見 
j ゆるの 類を 以て 易へ 奉らん' との 事は 甚だ. 父君の 誤 也。 漢の 高祖の 草 業の 德あ 
りし も咸 夫人が 寵 にょ b 趙王 如意が 幼に して さかし く 皇帝の 柔質な るを 以 
て 己に 太子を 廢 せんと あ b しを 因皓が 助に 依つ て 其 事 やみ、 又晋に 献公 は驗 


姫を 愛して 太子を 改易す、 是れ 愛に 溺 るゞ處 ょぅさし も 深き 父子の 恩を 絕つ 
事 ぁれ/は、 お ほろ けにて 太子を 改む べき 事は 不 ，可％， 之 也 ® t 稷の 大計を 以て 論 
一 じ、 宗 鹿の 重きを 受け 玉 はんや、 否やの 事に 於いては 百官に 正し、 下向を 専らと 
I して 正大の 論に 順 ふべき 也。 本朝 廢 太子の 例 ぁ り。 皆暴惡 叛逆の 事に 因て 也。 唯 
太子の 敎戒 おろを かにして 父 •君是 を おとし 穴に 入れし むる 事 多し。 齊の恒 公 
葵 丘の 盟 にも 樹 子を 易 ゆる 事 母れ、 と 云 ふを 部 命と せ、 り ❶武將 源義 滿鄕 B1 永 元 
年に 將 軍の 職を 長子 義 持に 讓 b て 四 年に 北山の 新造の 別業 4 移て 莊嚴甚 美 
を盡 し、 黃 金を 鏤む 。世に 金 間と 號せ b。 則ち 室町の 亭を義 持に 讓れ り。 其 後 幼子 
の義 嗣を鍾 愛して 位を 是に與 へん 事を 欲し、 同 十： 五 年に 北山の 亨へ 行幸を 催 
せ b。 是れ 義嗣を ■立て 美名を 揭 げしめ る 事を 思っ て 也。 是 日 * 持は 不 # 。 其 時 五 
j 日義滿 薨 逝に 依って 別事な かぅ き。 天下の 亂殆ん ど 危 し。 又將軍 義政卿 寬正五 
年に 舍弟淨 土 寺の 門 主義 尋を 還俗せ し ^ 義視と 改めて 今 出 川 殿と 號し 、細 川 
勝 元を 執事と して 政務を 讓 b 玉は ん との 事 定まれ b。 義視 甚だ 辭す と雖 も、 ょ 
山 鹿 類語  I 二 〇 一 
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b 處な く且 若し 子を 生ま ば 襁褓の 內 よう 出家せ しむべき と盟て 家督と す。 翌 
年 御 臺所常 富 子 義尙を 誕生 ありて 山名宗 全を 以て 調 護せ しむ。 斯くて 應仁元 
年 山 名宗全 義視を 害せん との 事 出で 來う 、勝 元と 相戰 ひ、 洛中 兵亂 に屬 す。 義政 
遂に 位を 義 尙に讓 う、 晚年東 山の 慈 照 寺の 內に亭 を 構へ、 金 関に 比して 銀閤と 
號 し'. 古器 名器を 貯へ、 ，奢を 盡 せう。 應 仁よ b 文明まで 天下 大 に * L れて關 東に 
山內 扇谷兩 家相 戰ひ、 是等の 弊 皆 本 支を わかたす、 叨 りに 私 愛に 溺れて 位を 易 
へし めんと する より 事 起れ う ± に 正しき 政 あら ざれば 下 又 是を習 ふは 尋常 
の 事 也 * も戒 むべき 事 ども 也。 

敎，； 戒太子 一事。 凡そ 儲 君は 天 7 の 命の 繫る所 也。 上に 宗鹿 社稷の 重き あ り。 下に 
四海 萬 民の 博き あ b。 前に 先祖の 難く して 草 業を 立てた るの 功 あり。 後に 子孫 
長え にして 祖業 を續か しむべき の 計 あれば 是輔養 せん 事 聊か も おろそかな 
るべ からす。 其 上人の 生 質は 大に 違は ざる もの 也。 生 知 安行に して 生れな •から 
國 土を 照し、 萬 民を 養 ふの 德あ る聖王 賢將は 至て 希有の 儀 也。 又殷紂 夏の 桀か 


如き 大惡に 生れつ ける も 之 あら个 ，大體 皆 中材の 質 多し •孔子の 性枏 近し と宣 
玉へ る是 也。 然れば 中 材は習 所に 因て 善と なり， 惡とな る 事な れば 、已に 古は 胎 
敎 ありと 云 ふなれば、 敎戒の 道、 尤も 詳か にすべき 事 也。 孔子の 習 ひを 遠し との 
玉へ る是れ 也。 然るに 敎戒の 道 先づ輔 養す るに あ り' 輔 養と 云 ふは 太子 生れて 
末 だ 十 歲に滿 たまは ざれば、 物の 辨へ もよ く、 道理を 分別 まします 事 も 有ら ざ 
る 故に， 其 間 左右 近習の ものを 選んで， 其 事な く、 道德 仁義に 入らし むべ し。 それ 
とは 左右 近習の もの 皆 正しければ 云 ふ * 存す 。事 皆し、 故に 太子 目に ふれ、 耳に 
ふれ、 身に 行 ひ 玉 ふ 事 悉く、 正しき を 以て 常と せぅ。 生れ 落ち 玉 ふよ b、 如此 に輔 
養 致す し 時は 天性 自然の 善人と な S せまし ますべし* 町人の 子は 生れな •から 
利害を 知 b 射 人の子は 生れ 落ちて より 弓矢の. 事を 知る。 京師に 生る、 ものは 

京都の 言を 使 ひ、 田 ^ に 生 るれば 舌た みて 物を 云 ふ。 定まれる 事な れば ，左右 前 

# 

後 皆 正しぐ ば 太子 何を 學び 、習 ふて 惡を 成さん や。 是れ 古來 より輔 養す るの 道 
也。 玆に 案す るに 太子 常住の 用、 飮 食に 時 あり。 醉飽に 節 あぅ。 衣服 宼帶の 品 あ b 
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居所 澱 閣の制 あり。 寢記 に早晏 U ャシオ ソシ) あり。 燕 會に禮 あ. \ 玩 好の 器物に 

選み あう。 是 等の 品を 以て 具に 考へ 計うて 太子の 氣を 直にし * を 正しから し 

むべき 也。 世 以て 輔養の 道 ある 事を 知れ ども、 生れながら に 讀書 せしめん 事' を 

% 

専らと し、 古の 道な れば とて、 小 學を敎 へ， 大學を 讀 ましむ。 書を 讀む 事を 知と 云 
へど も、 心を 正す 事を 知ら ざれば 是 .れ輔 養の 實を不 # 也。 又は 書を 讀む 時は 正 
しくして、 その 間は 放埒に して、 戯游 心に 任せし む。 書を 讀む 間は 一日の 內に一 
刻 二列に 過ぎす して、 外は 皆戯游 を專ら とす。 是れ輔 養と 云 ふべ けんや。 書を 讀 
ましむ るを 惡とは 云 ふべ から ざれ ども、 讀 ましむ るに 節を 以てせ ざれば 太子 
の氣 虚し。 弱 柔 にして 病を 受 くる 事 あり # へばめ ぐみ 出で たる 草木の いとけ 
なきに、 大なる そう 木を ゆいつ けんとす るに 同じ。 古 來の傅 保は 書を 以て、 敎ゆ 
と 云 ふに あらす。 唯 左右を ょく 撰びて、 世上の 噂 さ、 人の 事、 古昔の 物語、 先帝 •先祖 
の 功業を 何となく 語り 出して、 太子の 賞を 考へ、 其 優れたる 所を 取 立て、 其遲れ 
る 所を 戒め、 其體を 全く 無病なら しめ、 敎戒を 受けて 不堪に 之な きが 如くな 


らしむ るを 輔 養と 云 ふ 也。 孔子 日， 習 償は 自然の 如しと 云 ふ是れ 也。 改めて 是ぞ 
道， 是ぞ學 間と 云へ ば 皆形岀 來て究 屈に なり、 人 必中 之に 倦む 事 多し。 ざれば 太 
| 子の 善は 早く 諭敎 すると 左右を 選ぶ とに 在 う。 と 云へ う。 諭 敎と云 ふは 太子の 
一行に從て自然と善へさとし、入$て敎ふる事也。左右を選ぶと云ふは右に云ふ 
所の 太子と 居處 出入す る ものを、 皆 正. 人を 以てする 事 也。 必凳 寵愛の 過ちに 太 
子の 我儘なる 如くに 育て 奉 b、 當 座の 位を 止めん とて、 宣玉ふ がま、 に 事を. 行 
ひ、 笑を 求めん •か 爲に戯 遊、 節を 起てへ 竟 y 驕子た らしむ る 寧、 是れ M 養の ■害と す 
る處也 。次に. 敎戒と 云 ふ 事 ぁう * 子已に 生長 ぁりて 八歲に 、及び 玉へ ば、 內宮 ..に 
置き 奉らず •出て 外 殿に つき、 小藝 を學 び、 小節を 行 ひ 玉 ふ 事码學 の： 禮 、保 傅の 篇 
白 虎の 通に m る 所、 皆 Af 歲 にして 小學に 入う 十五に して 大學に 入る と 云へ う。 
一 朱の 程 子 ^ 子是 に從へ う。 內 則に 十 年 出て 外傳に 就き、 居は 外に 寓 して 書を 學 
ぶと 云 ふは、 計 者 三 公 九 ^ 己 下の 子を. 敎ふる 法 也。 尙 書の 大傅に 十三に して、 小 
學に 入う 二 十に して 大學に 入る と 云 ふ 是れ也 •異敎 の 天子 小學 校を ば 師氏虎 
曲 鹿 類 gr  110 五 
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門の 左に 立て、 大學 校を ば 王宫の 東に 立て 玉へ ぅ •三 公、 九 卿の 子 至て 童 幼に し 
ては 天子の 學 校に 入りて 便 b あるべ からざる 故に 十歲已 後に して 小學に 入 
るとの 事 也。 すべて 人の 父母の 子を 愛する 事 一 m も 傍へ を 離す 事を 喜ばん や* 
然るを 天子、 國 君の 太子、 嗣君 未だ 十歲 にも 及ばせ 玉は ぬ內 ょぅ 外 殿に 置きて 
蔌 を專& とせし め 玉 ふ 事、 是れ 私の いとおしみ を 捨て ゞ、 天下. 國 家の 大器を か 
しづき 立て、 永へ に 愛し 奉らん I の 事 也。 小 學と云 ふ 事は 弓 長，® 術、 書法， 禮樂 、算 
術まで も 骨 節の 入るべき 能を ほ ^ て 然るべ {事を 學ぶ事 也 八歲ょ b 十五 歲 
の 比までは 未だ 心性の 別ち， 政道. の 是非 も-其を 知り 玉 ふべき 時分に あらす。 陽 
氣 猶 に 精 分 全くして 運動 戯游す る 事 易き ものなる 故に" 射 御を 以て 身を 使 ひ 
劎 術を 以て、 手足を ならは し、 その 間には 進退の 禮を以 てし、 書數の 法を お ぼへ 
禮樂の 別ちを 知し むる 事、 是れ 時相 應の節 也。 已に 成人 まします に 從て師 傅 保 
の 官を 撰み、 史官 傍らに あつて 少の過 ありと も、 是を 記して 天子へ 奉 り、 食に 當 
れば 、宰 夫の 官、 是を戒 しめ、 進 善之旌 誹謗の 木 敢諫之 鼓 あり。 前後， 左右 皆 方正 端 


良の 士 にして 大夫は 事を 詳かに 謀て 諸事の 詮議を 細かに 議論して、 太子の 智 
究 まらん 事を 示し ± は 民の 作法、 下の 情を 告げて 稼穑 のかん なんを 知らし め、 
一丁、 趨走 にも 禮に 違は ざる 事を 示し、 出 行を ば 行啓と 號 して •能く 戒む 故に 內 
I 外 こかくる、 處な く、 奸人惡 を 進む るに 甶る所 あらざる 也。 非 僻の 心 如何して 
一 出ん や。 是れ 三代の 君、 各 道を 全くして 子孫 永へ なる 所以 也。 衞の 召 ) St 日く。 騎奢 
淫佚 、自ら 邪なる 所 也。 四 者の 來 るは 寵祿の 過 也、 と莊 公の 子、 州吁か 兵を 好む を 
| 諫めし 事、 尤も 深切 也， 前 漢の賣 誼 か 保 傅 篱作 b て 孝 仁、 禮義を 以て 太子を 敎の 
一本と する 是れ 也。 唐の 太宗 子を 立て、 物每に 諭し 敎へ玉 ふ。 食に 臨んで 稼穑 の M 
難を 敎へ 、馬を 見て は 人の 勞に 代りて 重寶な れども 養を あしく すれば、 かの つ 
一く る 事を 敎へ玉 ふ。 皆敎戒 の宜也 。 

一 禮 節を 定むる 事 あぅ。 是は 太子 已に 成人 ましまして は 諸 色に 禮節を 定むる 
事 也。 禮節 定まらざる が 故に 或は 驕奢に 及んで、 必中 邪に 入る 事 あ り。 朱 子 語類 
に 太子の 禮を小 朝廷と 云べ ち。 天子の 朝廷を ぅつして 小 v f: せる に 同じ i 云 
0000  §モ 


01 鹿 素行 全集  こ 〇 八 
ふ 事 也 > るに 依つ て 元服、 如 冠ょり 太子、 © 記の 禮 •並に 東宮、 正旦. 朝賀の 禮 •東宮 
諸 王 朝賀を 受 くる 禮 、東宮 諸 王を 宴す る禮 .各 舊 記に 見えた b。 本朝の 命に 儀 制 
一 令， 衣服 令 等に 路頭の 禮節 あまりて そを 詳 にし、 江 家の 次第に 太子の 禮を 出せ b* 
| 凡そ 禮は萬 物の © ありて、 il れ ざる 所な れば、 上は fit 稷父 母. に 仕へ 奉ち、 下は 大 
一臣 W 官を使 ひ. 玉 ふに 至る まで， 容貌の 振舞、 言語の 禮、 喜 怒の 節 •與 奪の ^ 禮を離 
一る、 事なければ 天子 堅く、 法を K して 此を節 あらし むれば、 群 E 各 事 ふるに 51 
一正し。 古來儲 子を 尊んで、 群 E 皆 臣 4 ■し、 朝臣， 皆 拜趨の 禮を爲 す 事 甚だ 謂 はれ 
一な しと S ふ 議論 あ b。 然れど も 晋の尙 書 令 下壺 B く。 春秋に 王の 太子 會せ ざる 
一名 禮君に 同じく、 皆 儲貳を 重んじ 正嫡を 異にする 所以は、 苟も 之を 奉る 事、 君の 
一如くなる は不 ，得， 了拜矣 ± 子 若 レ存 fe 冲 ，故 宜 fe 拜 fe 以爲 ぐ ± 子の 立つ、 効に して 
~ Hs a に吿け 位を 储宫に 正す。 豈 之を 皇子と 同じく して 攝讓す る のみ 得ん 
云へ り。 如， 此 儀まで 本 支、 君臣の みたれ ざる 如く、 禮を定 むる 是れ 太子 敎戒の 切 
なる 處と云 ふ 可し。 太子 學 問の 事 察する に、 學間と 云 ふは 書を 必す讀 みて 博 文、 


多才なる を 云 ふに あらざる や。 得 傅の 篇に云 ふ。 太子 少し 長 じて M を 知る に 及 
んでは 色 則ち 學に 入る、 と 云へ う。 學は學 ぶ 所の 宮殿 也 文 王 世子 r 凡 4 t 子 *: 

一 び學士 必ず 時 あう。 春 夏は 干戈を 學 び、 秋 冬は 羽 f 學 ぶと 也 禮 司 徒の 職に 
j 春秋は 之に 敎ふ るに 禮樂を 以てし、 冬 夏は 之を 敎 ふるに 詩 書を 以てす、 と 云へ 
b。 然れば 太子 學 校に 入 b て 何事 か學ぶ 時なら ば、 今日 相應の 事業を 詳 にし、 古 
今の 事を 討論して 是を 正す に 書を 以てす。 こは 五學の 作法 あ b て 天地の 四時 
一 に 法と b、 東學 、西學 、南學 、北 學を 立て〗 1 疎を 序し、 貴賤を 分ち， 長幼を‘ しと あらし 
め、!； 否を 正し、 大學に 入うて 師を 貴んで、 道を 問 ひ 習 ふて 退きて 是を玫 (カン ガ 
\ へ) 正す 0° 疋を五 學と云 ふ 也。 故に 養老の 禮有 り。乏 は 古を 覺え 功を あらは してゴ 
j 子の 爲に 美談を 存す べき ものを 選んで 禮を 厚く し、 俸を 豊か 1: して 事を 聞く 
一事 也。 昔は 三老 ，五® と號 して 八 人を 選み 出せる 也。 鄭玄 は三老 、一人、 五® 一人也 
天の 三 辰 五 星に 象る 也と 注せう。 是は あやま b 也、 と。 馬 端 臨發明 せう 言行 正し 
く、 其 身に 功業 ありて、 高年なる ものを 國老と 云 ふ もこ 〈れ也 。內 則に 凡そ 老を養 
山 鹿 類語  §ナ 
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ひ、 五 帝は 憲る。 三 王は 有 言を 乞 ふと 出で たう。 五 帝は 其 徳行を 法と し 三 王ょ 善 
言を 來て 施行 ありと 也。 彼是れ 皆 天子の 學ぶ處 は 唯 天下に のうと ならん 事を 
I 云 ふの み 也 ^ 世に 及んで 文書を 學び 、博才 なる 事を 專ら として、 皆實學 にあら 
I す。 漢の武 帝 初めて 學校官 を 立て、 博士を 置く と雖 も. 博士 唯 書を 以て 本と して， 
I 先王の 業を 傳へ 、化して 天下に 施し、 古今に 明に してフ _ を 温めて 新を 知る の 益 
I なし。 開 元に 皇太子 孔宣 文を 釋奠 する の 儀式 並に 學を視 るの 儀 具に 致せ ども 
一 皆 形は 假 うの 事に て 聊か 上古の 心得に あらず。 後 漢の後 帝の 太子 專 書を 讀ん 
で 作法 仁柔 にして、 上古の 世子の 風 あう しを ば、 孟光が 日く。 此 皆家戶 有る 所 耳 
吾れ 其權略 知謀を 知らん と 欲す、 と 云 ひける 卻 正答へ て 同く。 世子の 道此 t: の 
I 炎く に柔 なれは 權略は 時に 隨て 出なん， と 云 ふ。 孟光が 日く、 今 天下 未だ 定まら 
一ず。 智惠を 先と なし、 太子 書を 讀み て、 古の 文を 學ぶ は、 博士の 讀 書して 官を 求む 
るに 同じ 急務と 云 ふべ からす、 と 云へ b •陳 の宣帝 太子の 爲に 紅總を 以て 東宮 
の官 とす。 孔興奚 ？.) 日く。 紅總は 文章の 士也。 今 皇太子 •文 華 甚だ 多し。 唯 篤 實の者 


を 選んで 補 養せ しめんに 如かす と 諫め けれども 用ゐす して 太子に 付き 玉 ふ。 
太子 文を 専らと し、 紅總を 供 ひて 微行 V、 淫 酒に 耽つ て 世を 失 ふ。 是を陳 の 后 主 
一と 稱せ b。 唐の 太宗の 時樓鑰 上書して 東宮の 官五 日、 三度 づ 、嘉言、 善行の 事を 
| 進め、 故事を 述べて 其 是非を 論じ 玉は ん事を 云へ りと 也。 太宗 太子の 官 A 共に 
| 必す 常に 百姓の 間の 利害の 事を 述べて 太子に 聞かせ 奉るべき 由を の 玉へ \ 
一太 子の 學は 尤も 心得 あるべき 事 也。 次に 太子 師を 敬し 玉 ふ 事、 古ょりの 禮也。 師 
| を 卑しみ 心 易く 思 ふ 時は 手本と 致すべき 所な きもの 也。 故に 唐の 太宗は 太子 
| 三師に 接せる の 儀 注を 撰み 玉 ふて 太子 殿 門に 出て 先づ三 師を拜 す。 是は德 の 
一尊 禮を 厚く して、 道を 重んじ 玉 ふ 事を あらは すの 法 也 a 天子 視. 學の 儀も是 也。 
一本 朝に も 太子、 讀書始 の 儀式 舊記に 出で たぅと 雖も形 計に なりぬ。 唯 本意を 失 
一はざる 如くに ありた き 事 也。 昔 漢の武 帝 太子の 爲に博 望苑を 立て、 賓客を 集め 
しむ •是れ は 漢の惠 帝の 商 山の 四皓を 賓客と して 宴を 設けした めし、 文 帝の 思 
賢苑を 立て， 太子の 爲に 賓客を 招き 玉 ふ。 先 蹤を追 ふて、 博く 賢者を 招き 望む と 
出 鹿 類語  ニニ 
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の義を 取て、 其 名を 博 望苑と 名付け. たる 也。 然るに 賓客 皆 異端を 以てす/. みけ 
る 故、 太子 竟に邪 義に陷 b て禍を 得た う。 是れ 形を 法と b て 本意を 失 ふ •か 故に 
一 あらす や。 古の 明 王、 太子の 敎戒 ある 本を 詳か にせば 此の 如きの 害 あるべ から 
~ ざ る 也。 

太子 官 人の 事是は 朝廷を うつして 設けら る、 事 也， 唐の 六 典に 太子、 東宮の 
一 官制を 詳 にせ b。 凡そ 三 主の 世子を 敎ふ るに 太 傅、 少傅 の官を 立てた b。 太 傅は 
一 父子 •君臣の 道を 審かに 示し。 少傅は 太 傅の 德行を 見て 太子へ さとし 奉る。 入 則 
一有 « 、£山則有，師と也。師は敎も事を以てし，德を_し、保は其身.を保養せしむるの 
一 官也 > ベ てに 殷 周の 時ょう、 太子の 師保、 少太 傅は 有， 之、 後に 太子 t 太 傅と 號し 
一 て師傅 保に 大少 有うて 各 太子の 德を 正す 也。 此 外に汰 子、 賓客と 云ふ官 、四 人、 是 
| れは商 山の 四皓 か漢の 太子を 助けし を學 びて 也。 位を 高く し、 太子 是れを 賓客 
とし、 宴を 設け 事を 評する 也 # 善 太夫 •を 於いて 諫議 、太夫に 比し、 崇文 館の 學士 
を 置いて 朝廷の 館閤に なぞら ふ。 其 外、 東宮の 家令と 號して 、家に つける 官人多 


し。 太子を 家と 稱 する 故に、 家令と 云 ふは 東宮の 下司の 事 也。 本朝の 令に 東宮 並 
に 家令の 職員を 載せたり。 必竟 、唯 朝廷を 移して、 東宮 未だ 坊 におわします 間に 
天子、 萬 機を 司 ど b 玉 ふ 事を 詳に しろしめし » 善、 懲悪の 政 試み 玉 はんとの 心 
得 也。 

太子 職業 之 事、 是れは 未だ 坊に おはします 時の 務め 玉 ふ 職業は 惟 父君、 母后 
に 仕へ 玉 ふを 以て 本と す。 故に 朝夕と もに 怠 1) るべ からす。 世子 之 記と 云 ひ傳 
へる は是 也。 文 王の 世子た うし 作法、 武 王の 文 王に 仕へ 玉へ りし 世子の 法、 皆 太 
子の 職業と する 要 也 •唯 かう にも 利害の 心を 以て 仕へ 玉は  >、是 に似て 皆 非 也- 
父子の 實を以 て、 其 心 指を 考へ玉 ふ 可し。 父子の 實を 知る 事は. 天道の 自然な b 
と雖 も、 學んで 正さ V れば、 其 間に 差別 ある ものなる 故に、 學問を 詳 にして 初め 
て 其 職業を 能くすべし > れ ば 先づ 朝夕に 怠うな く、 其 安否を 聞き、 飲食の 節を 
正し 奉 b、 萬 機の 政に 天子 自ら 臨み 玉 ふ 時は、 太子 次 座に 居て、 是を 承知 ありて 
若し 父君の 過 あらんには 、顔色を 柔& けて、 諌を献 じ、 下の 情、 臣の 通じ 難き 所を 
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太子、 密 奏し、 天子の 勞にか はぅて 事を なし、 橋を 止め、 儉德を 專 とし、 父子の 道を 
嚴 にして、 親た るべき 節を 親しみ、 男女の 間を 別ち あつて、 嫌疑 あらしめ す。 天子 
一 不豫の 儀 あら ば、 自ら 湯藥 をな め、 飮食を つぶさにす。 如. 此き 時は 父子の 恩 儀、 長 
一久に して 萬 世に 傳ふ べき 也。 是れ 皆實 ょり 出る 所 也“ 

\ 太 上皇、 太 皇太后、 皇太后、 

\ 師 嘗て 日く、 位 天子に 至り 玉 ふと 雖も 父母を 早し とする 事 あらす。 故に 孝經 
J に 日く。 天子と 雖も必 す 尊 日 有る 也。 言 父 有る 也、 と 云へ b。 漢の 高祖 五日 三た び 
一 必ず 父 太 公に 朝し 玉 ひける 也 太 公の 家令 太 公へ 申して 日く。 天に 二日な く、 國 
\ に 二王な しと 云へ り •皇帝は 王子な ぅと 雖も •今 天下の 主 也 ± 公は 父に てまし 
j ませ ども、 臣下の 位 也。 如何ん ぞ 人君を して 人臣を 拜 せしめ 玉 ふの 禮あ らん や* 
と 諫めけ る 故に 太 公、 是れ に從 て、 高祖の 來り玉 ふ 時、 籥を 持て 門に 出て 迎へ玉 
ふ 1 尚 祖大に 驚き、 その 故を 尋ね 玉 ひければ、 太 公し かぐと 答へ 玉へ b。 高祖 喜 


びて 竟に太 公を 尊んで 大 上皇と 尊號を 奉らる。 是を 後漢 の苟悅 評しけ るは 天 
子と 雖も、 父を 臣 I 爲 すべから す。 家令が 言 誤 まれ b と雖 も， 晋の 劉寶は 高祖 家 
一 令が 言に 因ぅて 尊號を 奉 5. 玉へ ば 人 子、 尊父の 道を 得 玉 へん 家令が 言 尤もな 
一 り と 云 ひしと にや。 天子の 母 公を ば， 皇太后と 云 ふ。 祖母を ば 太 皇太后と 云 ふ， 是 
一れ 又 尊號に して、 奏漢ょ b 是の號 あ り。 本朝に も 朝 IB の 行幸と 云 ふは、 正月 二日 
一に 天子 必中 上皇、 並に 母后の 宫に 行幸なる 事 也。 幢峨帝 太 同 四 年 八月に 朝覲の 
I 儀は 初 まれ b と 公事 根源に 出で たり。 令の 義 解に 天子 ® 母、 后に 登りて 位する 
一 者を 太 皇太后と 爲し 、妃の 位に 居る 者を 太 皇太妃 と爲 し、 夫人 位に 居る 者を 太 
皋太 夫人と 爲す 。天子 母后に 登 b て 位する 者を 皇太后 i 爲し 、妃 夫人 亦皇 太字 
を 加 ふ 也 * も 太 上 天皇の 號 あり。 天子 踐齚卽 位 あ b ては， 天子の 行幸た やす か 
一らざる 故に、 父君 母后へ 朝し 奉る 事た. へ な りと 見えた り。 天子の 道は 猶 ほ 
以て 父 ®* へ 孝養の 深 かるべき 事 也。 大舜は 帝位を 踐み玉 ひて、 乃ち 天子の 旌旗 
を 載せ、 往いて 瞽聘に 朝せ しめ 愼 しむ U、 子の 道を 以てす、 と 云へ り。詳 に 孟子に 
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論せ り。 本朝の 古は 皆 崩御 ありて、 位を 皇太子に 讓 り玉ふ 。持統 帝の 比よ b 譲位 
の 事 あ b て、 太 上 天皇と 申しけ る國 母の 女 院の號 を 蒙む らせ玉 ふは 圓融院 の 
后、 一條 院の 母后を 東 三 條院と 號し奉 b しよ b とに や。 異朝には 後 漢の明 帝 初 
めて、 母后の 諡を 建てら る。 是は 二字を 以て 謚と す。 宋の 仁宗坝 道 年中に 四 字を 
以 C 謚と す。 是 よう 四 字の 謚に 及べる 也。 各 母后を 尊び 玉 ふ 所よ b 出で たる 也。 

太后 垂簾之 事、 是は 天子 卽位あ b と雖も 未だ 幼 主に まし— て 事宜し かる 
まじければ 皇太后 政に 預か b 玉 ふ 事 也。 古より 婦人の 政に 口入れ ある 事を ば 
大に戒 とす。 幼 主た うと 雖 も、 執政の 大臣 德を 貴び * を 用 ふるは 母后の 政に 臨 
み 玉 ふ 事 有るべからざる 也。 母后 政を 聞き 玉へ ば、 外戚 權を專 にして、 天下の 政 
統 ，を 失 ふ 事た めし 多し。 秦の照 王の 母、 芋 太后 始めて 政を 攝 して、 太后の 弟穰侯 
權照 王よう 重んじ、 漢の呂 太后は 高祖の 后な りしが、惠帝崩じて自ら朝に臨み、 
萬 機を 決し、 竟に 外戚 呂氏 權を專 にして、 終に 諸 品 之 11 あう。 孝 先王 皇后 平 帝 九 
歲に して 主爲 るが 故に、 自ら 朝に 臨み、 遂に 王#  •か 天下を 奪 ふ あ b •後漢 Q 六 后 


各 政を 專 にす •唐に 至て 則ち 天皇 皇后 中宗を 房 陵に 押し 籠め 奉 b、 唐の 宗室諸 
王を 殺し、 武 氏の 七 ® を 立て、 世を 改めて 大 周と 號し 、自聖 神 皇帝と 稱す •張 束 之 
等 兵を 起して、 中 宗を迎 へ 奉ぅて、 中宗 復位 あり。 其 年 后 崩ず。 朱の 哲宗卽 位太皇 
太后 政を 聞き、 是を垂 簾の 政と 云へ り。 宋の紹 興は 三十 二 年に 太 上皇、 內禪の 儀 
ありて 德壽宮 に 居す。 此時、 皇帝 德壽宮 に 朝す る 儀を 定めて、 太 上天 王 皇太后を 
ことぶきし 玉 1. 事 あり。 敬恭の 至りは さる 事な れど も、 政務に あつから しむる 
事は、 末代までの 戒也 。本朝は 天 照 太神姬 神に て 天が下を 照し 玉へ ば 女帝 位に 
卽かせ 玉 ふ 事 多し。 武將に 至て 源の 賴 朝の 卿の 御 臺所ボ 政 子 賴家實 朝の 時 政 
道を 口 入して、 竟に 天下は 北條が  '手 裏に 屬す。 抑 も 天下は 正 孫と 云 ふ 事を 辨す 
べし。 正統と 云 ふは 天應 じ A 順ぶ て 共に、 天子の 位を 嗣繼 ある 事 也。 臣 として •君 
を 侵し、 夷狄と して 中 國を奪 ふの 類は、 皆 暫時の 調略に して 始終を 全くす るの 
道に あらす。 故に 春秋に 春 王 正月を 擧げ て、 魯 國の史 の 首に 蒙らし め、 大 一統の 
義を 示す。 五 伯の 權 、周の 王ょぅ 强く、 吳楚 の號皆 王と 稱すれ ども、 春秋 是 をし b 
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ぞけて 正統を 正す， 魯の照 公三 桓 •か 爲に乾 侯と 云 ふ 所に 蟄居 ありし かど も 正 
統を 正して、 是を實 にす る 能は す。 范濠夫 唐鑑を 選んで 夫人の 春秋を 學び 正統 
一と 大 一統を 専らと す。 故に 中 宗蟄閉 を ^ 記して 武 后を 知 b ぞけて 中宗を 正統 
一とす。 然れば 太后を 貴ぶ 事の 過ちて 正統を 失 ふに 至らん には、 宗鹿 赴稷の 本意 
に 有るべからざる 也。  , 

諸 王宗室 

師 日く、 天子の 御 連枝 並に 儲 君の 兄弟 多く まします 「是を 諸 王と 云 ふ 也， 諸 王 
の 宗族を 宗 室と 號す 。隋 ょりこの かた 天子の 伯叔 昆弟 皇子を 親王と 號し、 外を 
皆 諸 王と 云 ふ 也。 唐 猶ほ是 に 准す。 周 禮に宗 伯の 官を 置きて、 親疎を 辨せ しむ A 
云 ふ。 是れ宗 室の 禮を 具にす る 也。 朱の 仁 宗太宗 正の 職を 置きて 宗 室の 子孫， 太 
勢の 內 一人を 擇て宗 正の 事を 司ぅて 宗 室の 間を むつまじ くせし み、 若し 違 ふ 
ときは 是を斜 さしむ •尤も 王室 大小の 敎授の 宮幷に 賛讀直 講の宮 を 天子の 侍 


詩に 比して 諸王宗 室の 學を 進めて 禮義を 正し， 朝夕 善を す、 め •天子の 羽翼は 
藩衞 とならし むる 如くに 致す 事古來 ょりの 戒め 也。 左 傅に 君 其れ 德を 修めて， 
宗 子を 固 ふせば 何の 城が 之れ に 如かん、 と 云へ り。 諸 王宗室 聊か 敎を 怠る 可 か 
らざる 也 次に 分 定と云 ふ 事 あ b 是は 太子 庶子 尊卑の 差を 定めて、 か， 〇 にも 上 
下を «1 さす、 分を 踰 えたる 事 あらしめ ざる 如く定 むる 事 也-太子の 外は 皆 人臣 
の 位た るべき なれば、 何れも 王 封して 國郡 を豐 には ましむ る 事な りと 雖も其 
氣質徳 知、 賢 材をは か b て 民を くるしめす。 後の il を 招かざる が 如くに 可％ i 之 
黃 帝の 子 一 1 十五 人 あ ぅけれ 共 姓を 得る 者 十四 人と 云へ ぅ。 其 中に も 同姓の も 
の 二人と 也。 姓を 得る と 云 ふは 國を 賜りて 姓を 立つ る もの、 事 也。 同姓を 云 ふ 
は 兄弟の 事 也。 王子 王孫 多し と 雖も國 郡を 治めて 人民を 養 ふの 器に 備はる 事 
稀なる もの 也。 然るを 私の いとおしみ に 溺れて、 國を與 r 郡を あ づけ 玉 ふが 故 
に* 遂に. は 子孫を ir 絕す るに 至る •是れ 却て 愛に あらざる 也。 す. へて 人君の 昆弟 
宗室は 能く 敎へ 能く 養 ふ 時は 天下、 國 家の 藩 衞とな b て 王室を 守護し、 左右の 
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羽翼と な b。 福祿を 長久なら しむる の 道なる べし •詩に 大部 維れ を屛 ひ、 太 宗彼 
れを 翰た b。 德を懷 ふ 事を 維れ 寧し。 宗子 維れ 城 也， と 云へ るも宗 室を 以て 王室 
の藩衞 とする ことを 云へ る 也。 王子、 王孫に 分を 定む る處 あら ざれば、 國 家に SL 
を 招く の 事 其た めし 多し。 周 天下を 保ちて、 國を 封す る 事 七十に して 同姓の 王 
たる 事 五十に 及んで、 周 室大に 繁昌す。 然れ ども 其 人から 親屬の 遠近を 具に 考 
へて それに 從て 或は 祿を 厚く し、 或は 諸侯 王たら しむべし。 たと へば 帝王の 御 
連枝に て國郡 を 附與 せしめ 玉 ふと も 天下の 爲を 計りて 國を配 り、 王室の たす 
けを 考 へて、 敎授の 官を與 へ、 家の 令を 置きて、 是を 輔佐せ しむる、 是れ 難に 陷れ 
まじき との 遠慮 也。 昔 周公予 j 一 叔之不 #. 故 封 一一 建 親戚 一以 藩 fe 周 一す と 云へ る 也。 是 
れ 封建の 起ぅ 也。 本朝 令の 義解繼 嗣令日 そ。 凡そ 皋の 兄弟 皇子 皆 親王と なる。 女 
帝の 子 亦 同じ。 以外 並に 諸 主と 爲る 。自ら 親王 •五世、 王を 得と 雖も 名は 皇親の 限 
に 在らざる 也。 然れば 本朝に も 帝王の 兄弟、 皇子を 親 主と 稱する 也 •是れ 唐の 制 
に 因て - a •但し 親王 宣下と 云 ふ 事の あ b r 襁褓 童體と 雖も宣 旨を 蒙 b て 親王 


と號す。是れ規模也。官一下ぁらざれば親王と稱せ ^: 元.服の後に级品有ぅて四品 
也。 當 今の 王子は、 三 邑 也* 叙 品な きを 無 品 親王と 云 ふ是れ 五位 也。 親王に 限りて 
品と 云 ふは 貴で 云へ るに や。 諸 王は 皆 五位 也。 諸 王と 云 ふは 一世 二世 にても 未 
だ 親王たら す、 未だ 姓を 給せ ざるを 云 ふと 也。 一世 二世とは 芏 子を 一世と 云 ひ、 
王孫を 二世と 云 ふ 也。 選 叙 令に 親王 之 子 有 品 無 品に 限ら t 皆. 從四 位下に 叙す 
と 云へ ゲ， 是れは 叙位の 時の 事 也。 姓を 給す と 云 ふは 人臣の 列に ぁぅ 玉 ふ 事 也。 
弘仁五 年に嵯 峨の天 王 皇子 fi 原の 姓を 給へ \ 親王 姓を 給 ふは， 皆 厚 氏 也。 是は 
王を 人臣の 列に 分定 して、 其 位を 別ち 玉 ふとの 事 也。 禮に天 子は® を 建つ るは 
生に 因 り、 以て 姓を 賜 ふは 之を 土を №5 いて 之に 氏を 命ず、 と 左 傳隱 公， 八 年) に 出 
でた ぅ。 是は德 ぁる 者を 立て 諸侯と す。 故に 王者の 子孫、 その 器に 相應 致せる 時 
は、 其 生れた る 所に 依つ て 姓を 賜 ひ、 其 封せ らる 、所に 依つ て 氏を なす 也。 舜は 
娘 _ の 人なる 故に 撝姓 にして 子孫を 武 王の 時、 陳に對 して 陳氏 となれ るが 如 
し •然れ ばさして 姓を 玉へ る 事の 人臣と なる に 究 まるべき に 有らす 人 共に， 本 
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朝 1: は 姓を 賜へ ば •人臣の 列と なる 事 也 ® 朝へは 推して 皆 親王 •諸 王と 號 して 
王 氏 也 ± 宗 (康) 貞觀 元年に 先帝の 再 從三從 弟 及び 兄弟の 卒童 形と 雖も皆 王た 
る 也。 本朝には 皇孫の 親王に まれ 也 H 世の 源氏 la 王の 宣 旨の 儀是れ 又 未曾有 
也" 然して 親王は その 序 大臣の 上に ありて、 其禮は 等 同 也 M 朝には 時に 依つ て 
不 k 但し ® の貞觀 中に 三 品 以上の 官人途 にて 親王に 逢 ふとき は 皆 下馬す る 
事 然るべ からす、 と王珪 奏しければ、 太 宗が日 く、 卿 自ら 尊と して 吾子を 卑しと 
せんや、 と あり。 魏徵 古ょり 今に 至る まで 親玉は 三 公の 下につ く 法 也 4 の 三 品 
は 皆 三 公の 歷々 なれば 親王の 爲めに 下馬す る 事 然るべ からすと 申し 奉る ± 
宗 是に從 へりと 也。 放安禮 節に 路頭に 親王に 逢 ふの 禮は 大臣は 共に 車を 控ゆ- 
僮 僕 互に 馬ょ b 下る。 大臣、 前 駈、 以下の 列車の 傍に 居す •親王 前駈步 行して 之を 
過ぐ。 親王の 萆過 ぎ畢 b て 大臣 僮 僕 騎馬に て 進み 行く と 也。 續 日本 記に 日く。 天 
卒寶字 二 年の 勑に朕 餘_ を 以て 前史を 歷覽 する に 皆 親王 之禮を 降ぅて 三 公 
之 下に 在 ヒ 是を 以て 別に 議 政に 預かり、 月 料、 馬 料 等 各 差を 下す こと あ b ia 此 


き 事 皆 時に® て 其 差別 あるべし。 唯定 分す るに 利 あるの み 也。 

皇女を ば、 公 主と 云 ふ。 本朝には 是れ又 新 王の 號あ h て內 親王と 稱する 也。 天 

I 子の 皇女の 嫁せ るは 堯の二 女の 舜に嬪 へした る あり。 周の 武 王の 元 女大姬 と 

I _ せ しを 虞 胡 公に 配して、 陣に對 し、 三 恪に備 ふと 云へ う。 是は舜 の 末にて、 其 族 
\ • 

一至て 貴ければ 元 女を 配せ る 也。 凡そ 王姬の 下うて 諸侯に 嫁せ るは 禮法皆 天子 

の 皇后に 一等 下る 也。 周の 末ょう 皇女を 公生と 云 ふ。 天下は 至尊に して、 皇婚の 

一 主たら ざる 故、 同姓を 以て 之を 主たら しむ。 故に 如 fe きを 云 ふ 也 * に 至て 帝 女 

i を 公 主と 云 ふ 帝の 姉妹を 長 公 主と 云 ふ 也。 帝 女 皆封戶 ありて、 縣公王 と稱 す。 諸 

一 侯 自ら 婚を 主る 故に、 翁 主 ——翁は 父 也— と號 し、 諸 王の 女は 號も此 に 同じ。 諸侯 

I の 公 主に 嫁る を ^? ゥと云 ふ 也。 唐に 至て 皇 姑を 大長公 主と 云 ふ。 姉を 長 公 主と 爲 

一し、 女を 公 主と 稱す •皆 封 國位正 一品に 爲ぞら へ b。 太子の 女を 郡 主と 云 ひて 郡 

に 封す。 從 一位に 比す。 親王の 女を 縣主 とす •正 二位に 比す。 開 元に 册公主 及び & 

主 出 降の 儀式， を 定めた り。 宋亦 之に 因る ❶册公 主とは 內 親王の 宣下 ある 心 也 出 
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降と て 出て 諸侯に 嫁す 事を 云 ふ 也 • 

M 族と 云 ふは、 天子の 一族た る 人を 云 ふ 也。 宗 室と 云 ふ も 同心 也。 周禮に 宗 伯 

一の 官ぁ b。 庶子の 官ぁ b。 漢の高 祖宗 正の 官を 置いて 九族を 叙す と 云へ ぅ。 宗正 

一の 卿は 王室の 嫡庶 及び 諸宗 の親屬 を詳 かにして 歲每に 其 名藉を 奉る 也。 唐の 

一宗 室は 四十 一房を 構へ、 宗の宗 室は 大舍を 築いて 是を 集む。 谷々 親を 親と して 
' 旁 
王室を 守護せ しむべ きれめ 也。 


士談  一 

(知己 職分 

一 師嘗談 日く。 劉康公 日く。 民受 天地 之中以 生 所謂 命 也。 是以有 動作 禮義 威儀 之 
I 則以定 命 也。 能 者 養之以 福 不能者 敗以 .取 禍是故 君子 勸禮 /h 人 盡力勸 禮奠如 致 
| 敬盡力 奠如敦 篤 在 養 神 篤 在 守 業と 云へ る 事 左 傅に 出た b 民は 天地の 中を r 
て 萬 物の 靈た b 。 然ると きは 其 中を 正しくして、 其靈を 養な はん 事、 是則 民の 本 
とする 所 也。 而 して 其 身に ついて 職業 あぅ 所謂 君臣 父子の 五倫 各 其 職に つい 
| て 其 事物の 業 あぅ 我 國又士 農 土 商の® について 其 職と し 其 業と する 事の あ 
J るべき なれは、 敢て此 戒めを 守て 其 職業を 外につ とめ 性 心の 修練を 內に厚 く 
一せ は 其 劉 子 か 5 天地の* にかな ふべ し。 朱 子 日く。 知 職分 之 所 當爲と 云 ふ も 
是な るべ し。 兹に 今日 己が 職分を 省 ^ に 武門に 出生して 愁に 四民の 其 一につ 
らなれ \ 三 民は 各 其 職を 動む。 不勸の 輩は 奉行 監官栩 戒めて 盜賊の 列に なれ 

山 鹿語賴  ニニ 五 
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り。士 は 人の ぁらため も少 々日々 に 天地の 米穀を ついやし、 衣服 居 宅に 風情を 
しらし、 何のつ とめ 何の 業と 云 ふな く 一生を 過し、 暗然と して 死に 至る。 其 往昔 
一を 思 ふに、 唯 鳥獸の 座し らく 盜賊の 凡 白 畫に 民の 物を 奪に 不殊 。君臣 父子の 間 
:; 恐く は 虛妾僞 作を 以てして 一日く と 年を 送らん。 事 尤も 己が 本意に ぁらす < 
(故に 先自 0 職を 詳に して 其 業を た、 さん 事、 是 さいはいの 至る 基 也。 この 志不 
一 立と きは 天地の 本理に そむく を 以て 禍 ことに 不 遠と 知る 可也。 列 子が 言 甚だ 
一 其理ぁ b と 云 ふ 可し。 師 日く、 世 承 ^ に屬 する 事 年已に 久しき を 以て ± の 職業 
一 事め づ らしから ぬ ことな b て 行て 志 1) るの 輩 も 唯 慈愛 0 志を 專ら とし、 大丈 
一夫の 仕 立す くな きが 故に 文を 博く 學び 、廣才 を 以て 道理を 高く すと 云へ とも 
民の つとめを 知らざる を 以て 其 職業つ いに 怠る に. なれ' 文武は 兩輸に めか 
一た つかた も弃 つべ から ざれ ども、 今日の 職分 是武な れば其 業は 必ず 其 職を 失 
ふに なりぬ V し。 されば、 仁者の 形は 學ぶべ f して 武士の つとめを は不專 也 rf 
の 崖 祐甫か 猫鼠議 日く。 臣聞 天生 萬 物剛柔 有性。 聖人 因 之 垂範 作 則 禮死效 特性 


篇日迎 猫 鼠 爲食田 鼠 也、 然則猫 之 食 鼠 載 在 禮經以 其 除 害 利 人 雖徵必 錄今此 猫 
獸鼠不 食 仁 則 仁矣 。無 乃 失 干 性 乎 鼠 之 爲物盡 伏 夜 動。 詩人 賦之 日く。 相 鼠 有體人 
而無禮 •又 日く、 額 鼠々々 無 食我黎 、其 序 日く。 食 而畏人 若 大鼠也 臣旋觀 之 雖云動 
物 異干麇 鹿縻兎 彼皆以 時 殺獲爲 、國之 用 猫受之 養育 職 旣不修 、亦 何異干 法 吏不 
勤、 觸邪疆 吏不勤 、择歒 又 案 禮部式 具 列 三瑞無 猫不 食 a 之. 日く 以玆稱 慶臣所 未 
詳伏、 以國家 化 給治苹 天筏荐 至、 紛綸雜 杏史 不絕書 今玆猫 鼠若以 列 向 五行 縹論 
之恐須 甲命憲 司察聽 、貧 吏 誡諸邊 候 無 失 徼巢猫 能 致 ® 鼠不爲 害。 

師 日く。 平清盛 其 身 武將 に備は b、 其 功を 立てし を 以て 官位 昇進 心に 任せ、 富 
旣に 四海を 掌に 入る ❶然れ ども 子孫 僅か 廿餘 年に して 風俗 皆變 じて 其 職分を 
忘れ、 ついに 平氏の 族滅 C: する に 至れ り。 是を以 て按 する に 人 富貴に 至りて は 
身に 安佚を 好んで 必ず 其 職を 忘れつべし。 農工 商の 三 民 動もすれば 富 饒に至 
て 身を 失 ひ 家を 滅ぼす の 輩 次て 爲し •中に も 士の職 甚だ 重く、 甚だ 勸めか だし。 
任 重く して 道 遠し。 故に や、 も すれば 富貴に 至 b て 先祖の 功を 失 ふ 事 多し。 沃 
山 鹿 類語  一、 三 七 
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土の 民は 不材淫 也。 療 土の 民 奠不嚮 義勞也 と 云へ \ 

師嘗日 熊 谷 法師 蓮 生が 子孫への 遺書を 見 侍べ ぅしに 其 詞に云 ふ。 到 子々 孫 
々能々 可 今 存知 旨。 一先 祖栩傳 所領 安堵 御 刿七幷 保 元元 年以 來建久 年中 軍忠 
御成 狀廿 一有 之一對 主君 不可 成 逆心 幷 武道 可 守 事。 一 上人 御 自筆 御理 書幷迎 
按 曼陀羅 可成 信心 事* 右三 ヶ條之 外 依 其 身 器量 可 覺悟者 也。 仍置狀 如 件と しる 
せ り。 先祖の 忠 功を 忘れ、 父祖の つとめを 可 計 •か 故に 自非 分の 企 も 出 來て身 職 
分を 忘る、 事 世の ならい 也。 蓮 生 旣に發 心に 入て 萬 事を なげぅつ と對 して 其 
職分を 守らし む。 尤士の 志を 忘れす と 云 ふべき 也。 師 日く。 上 杉の 定政 子雖 も、 子 
孫に 息 朝 良 職分を 忘れて 武の 業を 勸め ざるに 就て、 曾て 我 豐後守 •か 許へ 戒め 
の 書を 記して 是 を 與 ゆ 。其 內に 日く、 年 來雖餘 物語 餘 b に 五郎 無 瞭故雖 一事 三 
行定晬 咏之儀 無 之、 去年 正月 已來朝 良 隨逐之 者と も 电 付 朝夕 之 雜談に 令 記 之 
所 四 五人以 隱密經 越 候 何も 同前に 候、 朝 良 方へ 山に 小 宫仙波 古尾谷 之 面々 被 
越 三時 尋事は 器量 ぁれば 也。 國 持の 武功 もな く 職分を つとめす して 張 奢なら 


'Ir li M を 失痧 & t n いへき t 幾 

一 師 日く。 或 時 甲 陽の 土屋高 坂に 尋 ける は武 のつ とめは 士の職 也と いへ ども、 
W \ 二 武道を たしなめと 云へ ば、 喧嘩 數 寄 になる 作法を ょくせ ょと 云へ ば、 武士 
一の 職分 無心 掛にな b て、 職業を 勸めす 此 仕樣 あらん やと 云 ふ。 高 坂 云 雖面 々♦か 
I 腰に 指 刀 脇 指の 如に 仕れと 敎を 可然. 仔細は 刀 脇 指 研て 人を 付けて 指は 人を 
一可 切た めな れ ども 常にす やを せねば さられ t' 人を 切物と て 常に 拔身 にて さ 
一、 ば さす、 人 も あやまちを 致し、 刀 脇 指も鍩 くさりて 用に 立たす あやまち すま 
一 じきと ては を 不付ば なまきれ なるべし。 所詮 硏て はを 付けて 鞘を して 佘はや 
I ぅなき 如くに して さす こそ 本の 事な れ 。武道 家職な b とて 嗜過ぎ て 喧嘩す き 
| は 刀を ぬきみに て 指す と 同じ。 無心 懸にな るは 刀を 付けす してな まきれ なる 
と 也と 高 坂い へ b とに や。 

師 日く。 * 越淺 倉宗溷 が 言に、 主へは 內の 旨の 罰の あた $、 又內の 者は 主人の 
IU 鹿 類語  一三 九 
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罰當る 也。 君 E ともに 油 斷 あるべ からす。 大將た る 仁は 申す に 及ばす、 似合の 人 
數 持の 覺悟干 要 也。 仁不 W によ， らす 、又 上下に かきら す、 武者に すきた る 侍は 天 
道の 冥加 ありて 衆人 愛敬 福 分の 相 也 •又 不數 寄に てこれ を 嫌は 侍佛 神の 繩も 
きれ 第一 人に 惡まれ 貧 報の 果也 。それ ゆへ 武者 嫌 ふは fl 諸人悃 成る 事な く內 
の 者に 目を かけす 自衷微 仕るべし と 云へ む。 此言 至て 淺 しと 云へ ども 其 こと 
は b こまやかな う。 人と して 職分を よ/、 勸む ると きは 主臣 ともに 栩調 ふが 故 
に 其 冥加 も あう ぬべ し大 祿微宫 によらす 忠の 恩を うけて 士の 職を 不斜 明に 
は 天罰の か、 る處な かるべ し。 . 

師 日ぐ。 平生 其 家の 風俗を 專 として 武家は 武を 以て 家風と する ことに 可 心 
付 也。 茶の湯に 數 寄の 人は その 風 その 家に のこうて 茶の湯に 可 入の 器物 こと 
<く其 人の か、 り 風と 云 ふ。 武の 職分に ついて 猶ほ以 H 其 風を 詳かに して 
我家の 諸の 器物 皆武 を. 以て 己を 究め、 家中 是に隨 順して 其 格を 守り. 自然に 職 

を 守る が 如く ある V き 事 也* 


歸日ぐ •如 藤淸正 家中の 大身 小身に ょ & t 僅 i 可 * S の 條 目を $ す*其譎に 
云 ふ。 奉公の 道 油斷 すべから t 朝食の 刻に 起て、 兵法を つか ゐ 食を 唆 ひ、 弓を ^ 
鐵炮を 打ち 馬を 乘る べし。 武士の 嗜能 物には 別し 1: 可 與加增 «1 舞 一圓 停止た 
b。 太刀を 取れば 人を 切らん と 思 ふ。 然上萬 事は 一心の 置き所ょ b 生ずる 物 也- 
武藝の 外 ® L 舞 稽古 之 輩 可 切腹 也。 武士の 家に 生れて は 太刀を 取て 死ぬ る 道 本 
意 也。 常々 武士の 道吟喙 せ ざれば t き 死は 仕に くき もの 也。 能と 心を 武に究 む 
る 事 肝要 也と しるせ， CN。 最も 武の 職分を た、 すと 言 ふ 可き 也 

師 日く。 賴朝 若君 治 承 六 年 七月 誕生。 追 代々 佳例 仰 御家人 等 被 召 御 護 刀 云。 御 
家人 等献 御馬 七夜、 儀 千 葉 介常徹 沙汰. 之 有 進物。 嫡男 瀧 正、 次男 師常弊 御用 三男 
瀧 盛、 四 男 瀧 信 引 御馬、 五男 瀧 道 持 御 弓矢。 六 男 瀧 賴御劎 谷 列 庭 上と 東鑑 に ! ii た 
り。 武將旣 に 武門に m 生す ると きは をの 職分を 忘れし め まじき ♦か 爲に 弓馬 甲 
胄劎 双を 献す 。是則 職分を 忘れし め まじき が 爲也 。されば 賴家七 才 にして 始令 
着 御 甲 之 給 於 南面 有、 其 儀 時刻 二 品 出御 江 間殿參 進上 御簾 給 次 若 公 出御 武藏 
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宗義信 比 企 能 員 奉 扶持 之 小 時 小山 朝政 持參御 甲直垂 _ 地錦 ——改以 前 御 裳 
束 朝政 奉 結繡腰 次、 常 瀧 持參御 0- 納櫃 、子息 瀧 正 師常弊 之 常 瀧 御用 向、 南 令 立 給。 
此間景 季進御 劎三浦 義連進 御 劎行平 持參御 弓 佐々 木 盛 繩献御 征矢、 八 田 知 家 
献御揭 、子息 朝 重 引 之、 義澄重 忠義 盛 奉扶乗 、小山 朝 光 葛 西淸重 付轡、 小 笠 原彌太 
郞 、千 葉 五郎、 比 企 彌四郎 候 御馬、 左右 三度 打 廻 南 庭 下 給、 今度 足 立 遠 元 奉 抱 ^ 云 
云 又實朝 十二 歳に して 元服す。 其 翌日 著 甲胄 又 乘馬給 小山 朝政 足 立 遠 元 等 著 
甲 胃廬 等と 出た b。 武將の 若 公い まだ 十五 歲 にも 滿だ すして 甲 胃を 著 * 馬を 
始むる 事は これ 其 職を 怠れし め まじき の戒 とみへ たぅ。 況んや 治 承の 間、 天下 
未だ 屬平 均故賴 家す でに 七 才に して 甲 胃の 禮 あり。 實朝は 九才 にして 笠懸を 
射 玉 ふ、 行 平 献弓 引目 等 三 浦 介 進 的 千 葉 介 奉 馬、 小山 田 猷鞍人 田 知 家 進行 騰沓 
宇津宮 朝繩 進水 干 栲於南 庭 有 ] lb 儀行卒 賜御劎 依爲 弓の 師也 といへ り。 是れ幼 
若の 問ょ b、 其 職を 守らし むる の敎戒 也。 尤も 鑑む 可し。 

■ H f a , 武 # 職 lr 守*# t' a 't -# 生 M .C * 塞 言 ぁ '« 态4  -す .11 1. 毯 s .iL i 


營中な うとい ベ ども、 社參に 必中 隨兵 あう、 甲 著の 役 あう、 調度 懸の 武者 あ 〇、 勝 
長壽 院——號 南の 御堂と ——の 供養に も 佐々 木 高 綱 著 御 甲と 東鑑に 出せ 办 。又 西 
國東國 ともに 靜謐 に屬 して 賴朝 上洛 干 時文 治 六 年 十月 入洛の 日 先陣 畠 山 重 
忠著黑 糸 威 甲 隨兵各 胄腹卷 二位 家は 裝束 にして 甲 著の 役人 あり。 又 建 久六年 
三月 上洛の 時 東大寺の 供養 結 緣の爲 め 賴朝參 詣此時 も 佐々 木經 高著 御 甲と 
出たら。 實 朝に 至うて 專 風流を 事と し 歌に 長し 遊 宴を 翫ぶ 。故に 廣之義 時等武 
藝を爲 事 令 警衞朝 庭 給 者 可 爲關東 長久 之 墓の 由を 諷練 せし むと 雖も 實朝不 
用つ いには 公曉か 難を 招け も。庇 時 も覺阿 申しけ るは、 東大寺 供養 之 S 任右大 
將 家の 例 東 帶之下 可 令 給 腹 卷と云 ひし かど も、 仲 章 昇 大臣將 之 人 未有此 式と 
とめけ ると 也。 是れ皆 富貴に 因て 家財を 失 ふの 所以 也。 後 建 長に 後嵯峨 院の第 
一の 王子 宗尊 親王 關東 の將 軍た b し 時 始めて II 岳に 社參 ありし に 期に 臨て 
先陣の 隨 兵を やめられ 實 時、 光盛 等改著 鎧 於 布 衣 自右大 將家干 三位 中 將家被 
紀將 軍の 威仅御 出の 毎度 雖爲 一雨へ 勇 子 奠不令 供奉 而於 親王の 行啓 者 其 例 
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强 不可 然との 事に てつい に此制 やみぬ。 たと へ 親王た hi 雖も 、すでに 將軍家 
たらん には 何ぞ武 の 職業を 可 忘 や。 然るに 世 久しく 大平 にして 其 業を 忘れ 關 
東の 苹氏滅 亡 に 及びた る 事 尤も 歎く 可き 也。 

師日 く。 富 土の 狩に賴 家 十ニ オ にして 始めて 鹿を 射 玉 ふ ® 家 自愛 之 餘梶原 
景高を 以て 御高 處の 方に 其 由を 吿げ 玉へ ば敢 ,T 喜 御感に 及ばす 武將の 嫡嗣 
狩 場に おいて 鹿 鳥を 得ん 事は 强 不足 爲 希と 答へ 申さる。 使 面目を 失して 退出 
すと 云 ふ 事東鑑 に 出た b。 政 子女 性たり といへ ともさし も賴 朝の 御 臺室時 政 
の 女子なる を 以て 武將の 家職を 不忘の ゆへ と 云 ふ 可き にや。 

師 日く 昔 八幡 殿 奥州を 退治の 時に 剛臆の 座を 定て其 日の 軍に 剛臆を あら 
ためて 剛 ある ものは 剛の 座に 著 かしめ 臆せる 輩は 臆の 座に 斥けし めて その 
剛臆に 因て 饗應を も 致され、 剛の 座に 著く 事 三度に 及べば 能 家職を 守 まり。 武 
家の つとめ 正しければ こそ 尤 此の 如きな ぅと ぞ。 遂に 賞を 行な はれ 臆の 座に 
著く 事 三度までは 是を 許す •三度を 越えて 臆の 座に 著せし 輩は 家職を 忘れ 俸 


祿を 盗んで 主 思の 報謝を 不思溝 、其 罪 ふかしと 云 ふて 蜃 を SI する じ 及べら •故 
に A 々皆 犬に 耻て 家職を つとむる 事を 武の 本意と 致せう と 也。 或は 朱 惋黑椀 
の 饗應を まふけ、 剛臆の 座を 定めし 類は 此 八幡 殿の 事より 起れ るなる べし。 

師 日く。 織 田 信 長家の 諸 侍よう 各々 一月の 內に雨 度 家 八幡 講愛岩 講と號 し 
て 相 會して 武家の 詮義を とげ 家職を 不忘 、、武運の 事を 神慮に 祈りけ る。 又 同志 
の 輩は 一同に 誓詞を しるし 互の 非を 云へ り。 或 時 いづれ も 寄 曾て 願書を かい 
て 武運を 祈る に いづれ を あてに 致して 何樣に つとめ 度との 心底なる と 谷 其 
趣向を 書て 入札に 可 致と てあつ ま b 書 出せる に 皆 松野卒 介 某に おとらぬ や 
うにと 何時も 苹 介よ b 先を 致す 可し との 心がけを しるせ りと 云 A 札な りけ 
b と 也。 松 野 平 介は 美 乃の 三人 衆の ものに て 後に 信 長へ 被 召 出た b •其 身 陪臣 
た b と 云へ ども 武の 職業を 勸め たる ものな b とて 彌美不 大方 岐阜の 大手 先 
の 傍 町に 屋敷を 賜うて 諸人の 辑範 にもな うぬべき との 事に ものし ければ 諸 
條の つとめ 甚勵 みあつ て 各 武義の 職を つとめ 守 b ける と 也。 
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:師 日く。 蒲 生 氏鄕は 四十 二に して 逝去す といへ ども 世 以て 其 姓名を 知て 勇 
武の將 とす •其 身の 戰功も 其 比の 勇將 にさして 越えぬ と 云 ふ 心は あ- らね ども 
承 生武の 職を 守うて 聊か 弛む 事な く 家中の 兵士を 集めて 晝夜 武義を 論じ ••明 
日， の戰 には その 言に 不 違の 働を なすこと を專 とす。 故に 家に のこす 財寶 ども 
を 悉く 勇士 名士を 集め 是 に財祿 を與 へて 死を 共に せんこと を 欲す。 天下の 勇 
名 ある 輩は 多くは 氏 鄕に屬 す。 こ、 を 以て 秀吉 命じて 奥州の 鎭守 として 伊達 
佐 竹 等に 中ら しむ。 後には 食 祿百萬 石； i 潰 むれ ども 猶ほ， 臺 所に 失 食の 事 多く 
して 家 S かは る < 是 を 養な へ うと 云へ り。 凡そ 武將 年若く して 其 名の 世に 
高き は自戰 功の 勇 あるか 或は 幸に して 大 節の 事に あた う、 或は 一事の 功に ょ 
る。 氏鄕 四十 ニオ に不滿 して 名 將の名 ある ことは 將た る. 器 あつて 能く 職分を 
守 b つとめ、 武義の 怠う あらざる を 以ての 事 也。 秀吉 奥州を 與ふ るの 時此 事を 
命せ ちと 也。 

師 日 { 。大阪 の 時 伊達正宗 奈良 にて 物心の M 輕大將 を あつめて 鐵炮 をつ る 


ベ させけ るに 加 藤 太と 云 ひける 足輕， 大將 の足輕 ども 三百 許う 鐵炮を うた ざ 
るに 付て 其 事を 釓明 しければ、 加 藤 太 道中に て 火を もてば 火繩 入て 益な し， 藥 
; を 足輕 にあつ くれば 道で こぼして 多くした る 也と 云て 火繩藥 ともに 荷に つ 
j ゞみ小 荷駄に 付て 跡ょ b 來るに 付て 此 時の 手に 不 合に 究れ り。 正宗 犬に 怒つ 
一て 職分を ^ れて 有司の 出納を やぶ さかる 是れ士 のみせ しめ 也と 云 ひて 則自 
ら切 て棄た う。 又足輕 どもに 命じて 一同に 及を、 ぬかせ 木を 切らせぬ。 其 問 一人 
さびた る 刀を さして 木を 切る 事 能は す。 是を釓 明し ければ 足輕 病みて 人足を 
庸 うて 役を つとめさせた る 其 刀な りと 云へ う。 則ち 是を 成敗して 諸卒に 示し、 
職を 可 守 事を 戒 しめけ うと 也* 

師日 く。 紀 州に 淺野長 晟在國 の 時 紀國の 地、 侍に 某， とか 云 ひし 士、 功名の 沙汰 
I あ b しもの なれば 是を扶 肋せ しめ 祿を豐 かにして 山中に おのれな りに 住せ 
しめ 置きぬ。 此 者武義 をつ とめす. 職を 忘れて 唯 財 寶を あつめ やに さかり 財 寶 
、あれば 何時も 諸道 具 人馬と もに 有 之と 廣言 してけ る。 此比 .ろ 大阪に 事 ありけ 
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れば 、件の ^ 財 寶を散 じて 人馬 諸 器を 求めて ゆ、 しく 仕りて 出け るが 本より 
下々 の 事な れば紀 伊よ fN 大阪 までの 道に て j 人 もな く 皆 逐電して、 のれる 馬 
と 我 身と 計に なれう。 此分 にて は 先は か-^、 しき 事 も ある まじ。 紀 州に 歸&ん 
も 面目な かりければ 直に 行方 知れずに なう ぬと 也。 人 一旦の 功名は 時に 取て 
幸 ある 事な れば そのつ とめを 成す 事 ありと 云 ふ i も 己れ が 職分を， B らすし 
ては 時の 仕 合を 待つ に 同じき 事な れば 彼紀 州の ことの まか ふるまい ■とも 爲 
す 可き 也。 愼可 乎。 

0) 日く。 伊勢の 木造 左衞同 佐 長 正 岐阜の 役に 福 島が 手に 屬して 廣 島に 有 之、 
晝夜 、義の 職を 忘れす. して 廣 間よう 奥の 座 敵に 至る まで 矢を はき、 矢を 鑄， 眩を 
こしら へ、 或は 竹 かしない 打ち 或は 武義の 議論、 是を以 て 日を 暮せ 办。 又津田 藤 
三郞池 田の 家に 居て 常に 職分を 守， Cs 少しも 事 あるには」 番に乘 出せ b とな 
うつ， とめは 家職を よく 守る 處よ rCV 起れ ro。  / 

師 日く‘ 日 下部 兵右衞 門は 元 尾 張 州 信 長の ものな b しが 秀吉 未だ 藤吉郞 と 


號 せし 時 ts 長の 命に ょ b て兩人 堤の 奉行を いたしけ る •か 秀吉は 褒美に 預 b 
日 下部は 然らす に 付て 信 長の 家を 立 退て 源 君に 奉仕し、 庚 子の 役の 後 城 州 伏 

! 見に 在番 いたせ う。 伏 見 在 番の間 常に 下々 に 三度の 食を くわせ， 己 ♦か 馬に 鞍を 
置き、 わらん づを 傍に 置きて 下々 どもに 身 描へ を 致させ， 君 不慮の 事 あらんに 
は 一番に 城の 大手へ 乘出 して 打 死を 遂 ぐ。 武の 職分を きは めて 潔ょ く 死を 善 
道に 守る の 外は あらす と苹生 言に も 云 ひ、 身に も 行ける と 也。 門人 藤 忠之侍 座 
して 日 問 到 田 安口 眺望 江 城 而竊歎 城 制 之 盡善盡 美 暫く 宙 宇の 處に あしかを 
荷 ふ。 町人の 兩人つ れ 立ちて 通りけ るが 掘の 際に 望て 此內に 鯉 鮒の 大なる 多 
一ければ 是を 漁らし め、 商には 利潤 之 何 計 あ b てんと 云 ふ 事を 論し つ、 過ぎ行 
くに 大工と 覺 しき 輩が 腰に 曲尺を 帶び ける •か 二三 人 連立て 通りし に樓 門の 
一 雲に 層へ 尾甍の 氷に 映せる を 見て 恰 合の 宜く 成る 風の 功の 善盡 せる 事を 語 
て 過ぬ。 とうとうの 思 入 各 己れ •か 職分の 得た るを 以て 是を校 量す と 彼等が こ 
とに 思 ひ 居て 顧みれば 某が 眺望して 歎す る 處も又 其 一に 列す とかたれ b 
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師日く。人の職分生れながら其家にっいて定れる |) \又好んで其職をつと 
むる ぁり。 又な れ效 によつ て 遂に 其 事を 職と する こと 1) b。 され ど 人に 詳かに 
一人た. らん 品を 了見し 其 職分を 考へて 其遨に 近 かるべき 事を 勸む るに ぁ り。 孟 
一子 之 矢人凾 人の たと へ 莊子か 井蛙 不可 以語於 海 者 均 於墟也 j 夏の 虫 不可以 語 
了 於 氷 者 篤 於 時 也。 曲條 不可以 語 於 道 者® 於敎 也と 秋水の 篇に 云へ る。 もともと 
一 # なるべし。 こ、 を 以て 云 ふは 居所に よ b 馴親 によつ て 遂に 其 事を なして 其 
| .事に 身を 處し、 其 職を つとむる になぅな ん事な れば 聊か も 私に まかせば 職分 
一 の 鄙し く 道に 遠き ことを 知て するべし。 彼の 町人 大工 皆 同じく 天性の 人に し 
一て 谷 其 所爲を 以て 其 事を 見 A の 職分 登 可忽 けんや。 若し 一片に 瀘 著して 其 道 
に 遠から ん ときは 五十 步 、否 步の違 ひのみ 也。 

一：』  志 於 道 / 

師 日く。 後 漢王充 論衡 云、 蔓飛輕 千 鳳凰 免 走离于 麒麟 寵躍躁 干靈龜 也 •騰便 干 


龍 只 望 之 徒、 白 首 乃顯百 里 奚之知 明 干 黃髮深 爲國謀 •因 爲玉輔 皆 夫況® 難 進 之 
人 也。 輕躁早 成 福 害 S 疾 、又 東 漢徐幹 中 智行論 日。 徐偃 王知修 、仁義 而 不知、 用武終 
一以凶 國魯隱 公徳 讓心面 不知、 侫僞 終以致 殺宗竟 公、 守 節 而 不知 權終以 見 執 吾 伯 
宗奴 、直而 不知 時 變 終以隕 身 救 孫 豹 好、 善 而 不知 擇 人終以 凶锇此 皆 踏， 善 而少智 
之 謂 也。 故大雅 貴旣明 旦哲以 保 其 身と a たら。 凡そ 士の 職分を 知て 其 職業を つ 
とめん 輩 も 道 志 あら ざれば 唯勞役 擾 冗して 其 本源を 知らざる •か 故にた また 
一 ま 我が 致し 得る 處あ b と 云へ ども 皆 燕の よく 飛び 兎の よく 走ぅ、 竈の よく 匐 
ひ、 蛇 0' よく まとぅ ♦か 如く" その 鳳凰 麒麟 靈龜神 龍 合して 合ん には 日を 同じく 
一語るべからず。 又 一方の 宜き處 を 好んで 彼の 勞役擾 冗す る 事 あらず。 唯 其篤實 
| なるこ i を專 とせんに も 道の 道た る 所以を 知らす ば必す 其 致す 處に弊 あ 办。 
| 故に 仁義 讓心節 直 善 谷々 其 名は 宜きに 似て 悉く 害を 不遁は 道を 知ら ざれば 
なり 〇 こ、 を 以て 武義の 勤め 職業 是れ 也と 號し て晝 夜の 暇 もな く、 寒暑 も 厭は 
今、 夙に. 起き， よわに •寢 て寸 陰の 借む ® あ り。 是れ 職業を 營む其 ことは ざ S とい 
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へど も士の 大道に 志 あら ざれば 其な すわ ざ 皆勞 役す るの みに して 彼の 中々 
夭々 のの びを かんして 常 方 物 之 上に 伸 ひる 處 あらす。 唯 小成を やすんじて 是 
を 以て 一生を おくらん 事豈 大丈夫の 心ならん や。 故に 仲 尼の 敎搜に 志を 以て 
大な •ぅとす。 道に 志さす 處あら ざれば 多くは 小利を たのしみて 大道を 知ら个 。 
其 小利 亦 道を 以て 致さ k る 時は 甚 相違して 竟には 皆 害と なぅ ぬべ し。 歆之‘ 推 
家訓 云、 山中 人 不信 有 魚大如 木 海上 人 不信 有木大 如魚漢 y 盛 不信 弦 膠魏文 不信 
火 布 胡 人 見 錦 不信 有 虫食 樹吐熊 供 成 等 在 江 南 不信 有 千 人氈帳 及來 河北 不信 
有 二 萬 解 船 皆 實驗也 。夫 有 子孫 自是 天地 間 一 蒼生 耳 何 預身事 而乃憂 護 遺 其 基 
址浞 于已之 神爽頓 欲棄之 哉と しるせり。 職分 計に 心を つけて 下 本を 不了覺 と 
きは 山中 海上の 人の 外を 知らざる に 異ならず。 莊子が 河 伯 望 洋向若 —— 海神 
—— 而歎せ したと へに も 類すべし •こ ゞを 以て 考 ふるに 大丈夫の 職業を 知て 
其 本を 聖人 天地に 期し、 その 間 修し處 を 道に あ 一て て その 道に 叶 ふは ざを 志 ざ 
さば 其つ とめ 悉く 理に 中て 其 本則 王者に 通ず べし。 然ざれ ば 一向 一藝一 伎に 


わたつ て 一生 勞擾 して 上達の 思い あるべ から ざれば 形して 下なる もの、 器 
と 云べき 也 7 

師 日く。 古への 聖人 敎 へを 立て 億兆の 民を ひ きゐる に 小 學大學 の b かちを 
致し 少年の 間は その 家職に 入るべき 處の 業を つとめて 骨 節を ねらし、 記 臆を 
旨と す。 所謂 禮樂射 御 書 敷の 類 これ 也。 旣に 成人して は 大學に 入れて 修身 正 心 
) の 道を 詳かに 示し 敎ゅ 。是れ 職分を しらし めて 而 して 道を 以て 其 本たら しむ 
| る 所以 也。 

師 日く。 八幡 殿の 敎に 武家に 五つの 道 あり。 一には 究途を しれ。 二つ には 卑賤 
を わき まへ ょ、 三つには 道理を 先立ょ、 四つには 國土を 知り、 五つには 掠を 違へ 
| すと 以上 五つを 武家の 守るべき 道と す。 是も 道に 至る 一端なる べき 也。 

\ 師 日く。 藤 原の 忠 文の 云く ± は 三十 歲の內 の ものは 將は將 の 謀 軍法を 知る 
を 以て 表と し、 兵の 勇 道を 習を 以て ぅらと すべし •二六時中 忘る ベから す。 又 鎌 
倉の 時賴禪 門の 云く、 虛譽は 國の あだ、 身の 炎、 無量の 禍出 る處な り。 唯 道に 志 あ 

山 鹿 類語  11 四 三 


山 鹿 素行 全集  二 四 四 
らんには® の ほまれを 受けて は彌 むつ かしかり 得べ しと 云へ う。 

師 日く。 楠 正 成 日 大人は 死を 恥と せす ± は 生る を 恥と す。 二心 ありなん こ t 
| 是士 の大な る K な 云へ bi ぞ 二心 あらざる は義を 知らす しては 勸がた 
し ± 道に 志 あら すん ば 身を 利す る ことを 專ら として 其 本心た がうべし。 故に 
一遒に 志の ありなん ことを 要 とする 也。 

師 日く。 淺倉宗 滴 •か 言に 仁不肯 にょらす、 武者を 心が くる ものは 第！ 噓をつ 
か个、聊かもうろんなる事なし。不斷實例を立て物恥を仕る事本也。其故は一度 
大事の 用に 立つ 時 不斷噓 をつ きう ろん なる 者は 如何様の 實 儀を 申 候へ ども 
例の 噓付 にて 有 之 間との 指を さし、 敵 味方と もに 信用 無き 者 也。 人の 爲しな み 
平生 肝要の 事 也と いへ う。 宗滴士 の 大丈夫た る 道を 知らざる が 故に 伴を 云は 
一ざる を 一 度 大事の 用に 立てん 爲な bt 云へ b A の 僞と云 ふ、 皆 道に 遠く 唯當 
座の 便利を 專と する ♦か 故 也。 已來の 利 不利は 指 置き 大丈夫の 本意に 叶 はん 心 
得 あら ば、 然も 已來其 利 も 全 かるべき 也。 或 人間 ふて 日く ± の 達人 誰を 以て 期 


巋 


せんや* 

挪 日く。 君に して 堯舜离 湯 文 武臣に して 皐陶 益稷伊 尹呂望 周 公孔， 子 各 士道 
I の 栩究 まれる 也。 しかれば 士道は 聖人を 以て 本と し、 其 書は 六 經を以 て 用と す。 
本朝の 學者是 を 知らず して 別に 儒道の 說を云 ふ。 甚だ 以て ぁやま b 也。 こ、 を 
以て 士道を 別にして 又 儒の 一法を 論じ、 儒者の 風を なして 其 行跡 こと^^  く 
たかへ ぅ。 或 人の 日く、 然らば 古今の 學者 皆士の 道を 得べ しや。 

鋪 日く。 和 朝の 學は云 ふに 不及、 異朝に も 儒の 道 久しく 絕ぇて 唯 空言を 翫し 
一て 實學 ここに 沉論 す。 故に 大道の 世に立たざる こと 殆んど 久し、 されば 能士の 
一道を 究理す ると きは、 上 兵は 治 天下 國家 、中に して 修身 正 心、 下にして 身體 習練 
; 技術、 こ、 に勸む •然れ ば 三つと もに 相と ゞの ふる 人を 號して 士の 上達の 人大 
~ 丈夫と 云つべき 也。 

師甞 日く。 戰功 はかいぐ しく、 時に 遇へ ば 身に 積る 事な きものな れど も武 
士の 本意と 云へ る 所は 習練 不評して は 其 道つ くし •かれき もの 也。 何方に て 何 

• 山 鹿顛  二 ® 3L 


. 01 鹿 素行 全集  二 四 六 
計の 功 あう。 その 所に て 大方なら ぬ 働き あ b し 耳き、 なり、 口き、 なう と 云 ふ 
ものに も 本意を いわせて 論す れば 甚だ 初心なる 事な き 者 也。 錦は 一寸の きれ 
を 見ても しれ やすく、 鳳凰 « 鳥は 一筋の 羽に も其德 あらは る況ん や 一言を 出 
し 一句を 云 ひて 筆に しるし、 書に 載なん には 其胷襟 かくすべき に處な し。 たと 
へ 手 M. をね り、 耳目の 廣方を 嗜た b と雖も 本意に 入らざる t きは 皆う わ つら 
計に -L て 何も 皆 根な し 墓な し。 去る 頃 高麗 淘ヶ原 等 之 役に •功が 1) つて 其 名聞 
えしに 其 名を 聞て は 直に 人に あら じと きこへ し 輩の 武士のう わさを かける 
一枚の 文 あり。 是に しるせる 言 思 入を 見れば 僅の 事に 心 ほこ b ゆ、 しき わざ 
の 如く 云 ふ。 書き もしる して 其 志す 所唯疋 夫の 講讀 にく びれ 死なん ことを の 
み 思へ b。 文章は 其 人の 才 によるべ し。 思 入れは 其 人の 志す 所な ればな がらく 
跡まで •も 尤も 恥 かしき 事 也。 されば 戰功は 仕 合よ. く 時に 遇 ひ 手足の ねりに よ 
つて 其 事な りぬ とみれ ども 士道に おいては 夢； に 弄する 夢に 異な •らず 。大丈 
夫 能： く此 一味 ふ 可き こと 也。 


師 日く •大丈夫 常に 將は將 たる 器を 志す にあ \ 弓馬 劎術 力量 早業は 皆 匹夫 
の 致す 所 也と いへ とも ± の 職業は 其 一つな れば遊 藝と是 を 試み。 文書 古事を 
一知り て 其 事を 廣 <v 仕る の 用と す。 凡そ 上 兵は 伐 謀 不戰面 屈 人の 人 之 兵を 善 之 
I 善な b と 云へ ば士の 道に 深く 志して 厚く 謀 b 遠く 思は んには 天地を 間の こ 
一とは b も 通は ずと 云 ふ 事 あるべ からす。 異朝 鴻 門の會 に樊 喈 門の 扉を やぶ b 
へ 項 羽を/にらみ 兒豕の 肩を くらつ きて、 斗酒 傾け 怒れる 髮は胄 を さ、 く、 宴に 勇 
I 士猛 兵と 云 ふべ し。 しかれ ども 高祖つ いに 是と 謀を なし、 道を 行 ふの 事な し。 張 
一 •良 自ら 敵に 當ら すして 竟に 帝王の 師とな ぅ、 課を 帷幄の 內に めぐらせ b。 され 
一 ば 細 川の 淸氏 •か 声ら 敵に あたつ て ニノ 宫兵庫 頭が 桃 井 t 名乘 つて 出た るを 
組み 留めて 頸を 取て 將 軍の 前に 持參 して 高名 顏に ものせ る も士の 道を 知ら 
すして 將の將 たる 所な し。 道に 志 あら ざれば はづ るの 事を 與 張に 思 ひ 入ら ざ 
る 事を 成して 勞擾 する 事 多し。 將は 自ら 帷幄の まふけ 楯を •突く め 非常 兵 ± を 
轅門に 入れす して 猛卒 虎賁を 出して 彼を 虜と する 是れ將 の 道 也。 其 制 不正 陣 
山 1 5 類語  二 © セ 
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法 不 宜して 其 道を 失する 故に 勇士 猛卒あ b といへ どもな きが 如くに 散 * L し 
て 將不得 止して 自らの 功を なす。 是豈 士道なら む や。 但將を されて 失 ひ 玉 ふを 
さけ、 陣を 厚く して 敵を さくと 思は) 是れ又 士道に あらず。 此故に 戰國遠 けれ 
ば 國郡 領主 優長 佚樂を 事と して 自ら 干戈を 荷 ふこと を 忘れ、 可出戰 場へ 不出 
してやみ ゐる こと 世の 諺に 管領の 馬の 出かぬ 有 馬 殿の 頰當と 云へ るが 如き 
逯れ將 として 大丈夫の 道を 知らね ょ b 事 起 b 暴 虎 馮何而 死 ども 悔ざる 者は 
我與 へす とは 士の 道を 示し 玉 ふ 言 也。 士 の道豈 大方に 心得 可き 事に あらやす • 
師 日く ± の 道を 志す と 云 ふ 輩 あ^' て も 其 道を つとめて 心に 入る、 處 あら 
ざ ^ 丈 唯 m のす きと 云 ふ 計に て是れ 又實 にあら す。 世人 書を 學び其 業を 知る 
と雖も 多くは 口に 云 ひ、 目に 見、 耳に 聞く 計の 好に て 篤と つとめん と 思 ふ處あ 
ら t さるに ょつ て 古語を 覺ては 利口と し A をい、 つめ、 世に ほこぅて 悉く 高 
慢とな れ る事是 士道の 志の た、 ざる 故 也。 尤も 愼しむ 可き 事と も 也. 

師ョく M 事 も « る ff s < そ 5 へん 1する过其事に5$ゆきて遂 1- は實を 


取 失 ふに な ぅぬべ し。 此 大丈夫 も 其 要と する 處に 深く 心を 入れて 末々 のちの 
ちは 成る に まかせ、 又 全から ぬ も ぁ b ぬ。 本未殘 る 所な く、 混然と して 能く 萬 物 
一應キ るは 聖人の みなるべし。 其 外は 末へ 心を 付て は 本を 取 失 ふべき なれば 此 
I 處 了見して 其 要と せんする 所を 第一と 取 入て 其 余は ならん ずる ま、 に 任せ 
(つ V し。 殘 b なく 調べん とする 間に 暇なくて 本を 忘却して 入らざる 事を とら 
I へ士の 大本を 失 はん 事 甚だ ぁさましき 儀 也。 

I 師 日く。 道の 道た る處を 知らざる ときは、 さし も 伎倆 ゆ、 しき 生れ 付の もの 
も 少しの 事に 及んで。 人に 云 はれて 感ふ事 多し。 源賴 朝は 表 武將の 法を そな へ 
し 人と 云へ ども、 宋 朝の 陳和 卿が 國敵對 治 之 時多斷 人命 罪 擧深重 也。 不及論 之 
由 固辭苒 三な b ければ 賴朝 感淚を 抑へ て 和 卿が 言を 信じぬ と 東鑑に 出た k 
| 此陳和 卿は 宋 朝の 佛師 に -L て 甚だ 人を 僞 b 欺く の惡人 也。 陳和 卿後實 朝に 對 
面して 三文 奉拜 頗る 涕 泣して 云 ふ 貴 容者昔 爲宋朝 育 王 山 長老 干 時 吾 列 門弟 
とかたれ b。 實朝 (去 建曆之 六月 五日 實朝 夢中 奉吿此 趣忽以 符合) 前生の 事を 聞 
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いて 尤も 和 卿を 信じ， 育 王 山の 拜し玉 はん 心 出 來て淚 唐の 志 切な b ければ、 陳 
和 卿に 命じて 唐 船を 造らし むる 事と なりて 是れを 由 比の 浦に 浮ぶ。 信 濃 守 行 
光此 事を 奉行して 數百 輩の 疋 夫に 筋力を 盡 して 曳か しめ けれども 動かす し 
て、 意に 砂 頭に 朽 損せり と 也。 是 等の 妄詐 を專ら として 人を たぶらかす。 陳和卿 
に そ、 のかされて 賴朝 彼を 信用に 及ぶ こと 是れ 道に 志 あらざる 故 也。 賴 朝の 
行跡 その外 あやま b 多 けれども、 少々 の 事は 棄て 論す るに 足らす。 如 中の 大要 
にを ろかなる ときは、 たと へ 外の 事し ばらく 宜しと 云 ふと も 大丈夫の 本意と 
云 ふべ からざる 也。 

師 日く。 賴 朝に 忠を盡 せし 三 浦 大助義 明が 未 葉に 三 浦介義 同と 云 ひて は 後 
に 陸 奥 守 入道 道 尊と 號 して 弓矢を 取て 其 頃 並びなき 勇將 にて 相 州 岡 崎に 居 
城す、 是れ義 明が 弟 岡 崎 惡四郞 義實が 住せし 所 也。 其 子を 荒 次郞義 意と 號し， 三 
浦 新 井の 城に 置きて 管領に 屬し 、武威を ふるべ 一し。 此道尊 養， 父 三 浦 介 時 高と 中 
違 ひ、 己 •か 勇力を 以て 時 高 かまもぅ し 新 井の 城に 押しょ せ、 明 應九年 九月 廿三 


9 の 夜に 乘じて 養父を 傷害して 三 浦の 跡を 相續 しぬ。 かくて 永 正 十五 年 七月 
十一 日に 道 尊父 子 北條早 雲の 爲に 責め 詰められて 荒 井の 域に 一所に 相 集 
悉く启 滅せ b。 こ ゞに 案す るに 弓馬の 功を たのみ、 自ら •の 勇力を 事と する 輩 も 
士の 道を 知らざる が 故に パ 乂を锻 い。 恩を 重す る處 ，あらす して 我 身を 利せ ん爲 
に 君 父に 敵 對 して 不義 不道の 行跡を なすに 至る 事是 れ亂臣 賊子の 業に して 
道の 道た るを 知らざる より 起れ う。 さるに 因て 士道に 志 あさく しては 身に 勇 
猛 伎倆 備 b、 職業 修練の 積む ほと 皆 道の 爲 めに 害と なりて 不義の 行跡を 助く 
るの わざと 成 h, て 行く 事 甚だ 不便の 事 也。 身の 榮 花を 究む るに 付て 論す ると 
云 ふ も惡を 行 ひ、 不義を 事と して 幾程 後榮を 期せし 輩 あり や。 たと へ 天地と 後 
榮を 支の 事 ありと 云 ふと も豈 不義を 行 ひ 無道の わざを なすべき や。 大丈夫の. 
道 こゞに あう ぬべ し。 彼 道 尊が 行跡 以て 考ふ べき 也。 古今と もに 世に 亂臣 賊子 
ある こと 士道の 不立が 故と 知るべき 也。 されば 三 浦 時 高 主人 持 氏に そむきて 
その 賞に ほこう 大名と な b てつい に 養子に 害せられ、 道 尊 又 養父を 害して 北 
山 鹿 類語  二 3L 一 
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條か爲 に 滅ぼさる 。不義 不 道の 行跡 ぁらん ものは 子孫 自； 父不 道に 至て 不奪 
は不 厭の ためしと な b ぬべ し。 天 正の 初め 越前淺 倉義景 の 家臣は 尾 野と 云 ひ 
一： 彼に て 各 逆 意して 自殺せ しめ、 その 賞に ほこ トノ て越國 居せ し 櫻 田 播摩守 朝を 3 
| 式部 太輔富 田 彥右衞 門 尉は 地下 人の 一揆に と b まかれて， わ づか 九十 日の 內 
に 滅亡せ b と 云 ひ傳 へたり。 義を 知らす、 意に 志な き 輩の 人の さそう に 任せ 身 
の 利を 求めて 謗 b を 末代に のこし 後榮 また 期せず 尤も 戒むべ き 也。 

師甞 日く。 魏の曹 操は 勇猛 豪傑の 將 にして 其 知識人に 越え、 天下を 縱橫 にす 
る 事 三十 有 佘年其 奇策 殘る處 なか うしが 建 安二 十四 年に 蜀の大 將關雲 長が 
頸を 吳の 孫權 ♦か 方ょう 魏に 送れ b# 操 頸を 得て 其凾を 開きて これを 視 るに 
頸の 顏色屯 生に 變らす 。曹操 笑て 云く、 久しく 汝を* 見す、 今 其 頸に 對 する ことの 
j 喜ばしき にや i ぁちければ 言 未だ 終らざる に 頸の 毛 髮鬢の ひけ 皆 動く# 搜 
しばらく 默 して 是を とらし め、 厚く 葬て 蜀に送 一れ り。 此後曹 操 苺 夜 眼を 合すれ 
ば 必ず 關雲 長を みる。 その 心悶 IL して 行跡つ いに たがい、 或は 神木を 切^/ 或は 


神醫を 殺す。 建 安二 十 , E 年 正月 六十 才 にして 卒す。 晝夜 妄語を 吐き、 急に 劍を取 
て 空中を 切る。 此の 如き 事 止ます して 死せ b。 さし も 勇猛 豪傑の 身な れど も關 
雲 長 * > 靈に 因て 死せ うと 云へ う。 近くは 長 尾 謙 信 威を 北 越に 振つ て 其 鋒 甚だ 
盛な b ける •か、 老 E 柿 崎を 生害の 時 柿 崎 甲胄を 帶し 、弓矢を つかい 謙 信を にら 
んで 死せ う。 此時 lb 謙 信 物 狂 ひとな うて 九月に して 死去せ k 曹 操の 武 にう 
ける 勸めず と 云 ふ 事な し。 謙 信の 勇に 於け る、 向つ て 破れす と 云 ふ 事 あら ざれ 
ども 道に 於て 其 本 くらき を 以て 遂に 此の 如きの 邪鬼に 侵さる 處あ b。 道を 知 
る こと 正しから ざれば 其爲す 所絕妙 ありと 云 ふと も眞 正の 事に 於て 暗く し 
て 通せざる 事 多し。 然れば 又 是を眞 の 大丈夫とは 筆し がた かるべき な う。 

在 >1 力行， 

師 日く ® 分を 知う 士道に 志 あう と 云 ふと も是 をつ とめざる 時は 其 財 其 道 
を 詳に 知る 事 難し。 而 して勸 むる に 職分の 勸 あう。 士道の 勸め あり。 こ、 を 以て 
m 處顛語  こ i 
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往古は 人生れ て 八 才に して 旣に 物す る こと 有る 時は 學校に 入りて 小 學を學 
ばし む。 小 學と云 ふは 禮樂射 御 書數洒 掃應對 進退の 節すべ て 我 職分と なる ベ 
き 業に 於て は 詳に其 用法を 遨す に、 容をふ b 手足を ならし、 記 li する ことを 覺 
えて 其 諺に 不暗が 如く 手 習 ひ、 足 熟し， 口耳の 學を 習練せ しむ。 旣に年 十五に 滿 
ちて 萬 物の 品々 其 所以を 糾明すべき に 便 ぁるの こそ こいょ b 又大學 の學校 
に 入らし めて、 こ、 に 於て 心意を 正 誠して 身を 修め 人に 交の 間 其 天性を 以て 
正から しめ、 大に して 天下、 中に， して 國郡 ，小に して 一家と もに 能く 治めと、 の 
ふるに 至る 道を 勸め しむ。 是れ 古來 聖人の 敎へを 立て 兆 億の 民を みら びき 其 
職を つとめ、 其 道を 勸め しむる の 法 也。 後世に 及んで 此敎 へた/ Mr 人 唯な ぅの 
ま、 に 成長して 有るべき ことに まかす るを 以て 幼弱ょ b 壯老に 至る までつ 
竟に 一事の 職を つとめ、 道を しること なし。 たま/、 志出來 て 初めて 職を 學ば 
んと思 ふ もの も 或は 壯 年に 過 或は 老衰して 手足 進退 骨 節 相と、 のはす、 記 臆 
薄く めを ほへ しに 事 叶は す、 こゞに 至つ て學ぶ ものつ とむ る 者 も 怠慢して や 


みぬ •道に 志 ぁりと 云 ふ も 其 職業を つとむる こと 能は すして •只 空談の み 也。 他 
0 八才に して 勸むる ことを 壯年 にして つとむる になれ る 故に 其 勤め 皆 時を 
失 ふて や， みぬ。 是れ聖 敎の 世に 行は れざ るが なす 處 也。 世 向後 大丈夫の つとめ 
に 志 ぁらむ 輩は 此處を 守ぅて 子孫の 敎戒を 怠る 可から ざる 也' 

師 日く。 中庸に 力行と 出せ. b。 力は ちから 也。 事物の 理を詳 かに 究めん ことは 
力を 出さ ざれば 叶は ざる 可から ざる 也。 故に 力の 字を つとめと ょめり。 今 任を 
重く して 道 遠き 間を 能力を 用ゐ てつと めすして は 全くな b 難し •後 漢王充 が 
論衡 日 A 有 知 學を則 有力 矣。 文 吏以 理事 爲力而 儒生以 學問爲 力 夫 壯士力 多 者 
扛晳揭 旗 儒生が 多 者は 博 達 疏通故 傳達疏 通 儒生の 力 世 擧重拔 堅 壯士の 力 世 
孔子は 因の 世 多 力の 人 也。 作舂秋 删五經 稔書徵 文 無 所 不定 故夫墾 草殖穀 農夫 
之 方 也。 勇猛 攻戰 士卒 之 力 也。 構 架 劉 削 工匠 之 力 也。 治書定 .薄 佐 史の之 力 也 |& 道 
議政賢 儒 ♦之 力 也、 人生 莫不 有力 所以 爲刀者 或 尊 或# 孔子 能 擧北川 之 關不以 力 
自章知 夫 筋骨 之 力不如 仁義 之力榮 也と しるせ b •まことに 力の 出る ところ 大 

曲 鹿 類 M 二 五 五 


Ill 鹿 素行 全集  一 i 

ならす しては 大丈夫の 力. なりが たかるべきな れば 力を 出さん 事是れ 士の力 

行 也。 

\ 師日 くつと めに 其 しるしを 急く 處ある t きは 早く 怠る こと ® る こと鸟 つ 
一とめ は 一生の 務也是 れつと めの 相 終る と 云 ふべき 處な し。 若し 務めに 限 b あ 
一 らんには 其つ とめ 實理と 云 ふべ からず m 漢の徐 幹 力 中 論に 小人は 朝 爲而夕 
| ベ B 求 其 成 坐 施而之 望 其 反 行 一 m の 善而求 終身 之 * 譽不至 則 日 善 無益 矣 •遂 
疑 ffi 人 之 言 背 先天 見 敎存其 舊術順 其 常 好是以 身 辱 名 賤而不 免爲人 役と 云へ 
一ぅ ^ しつと めて 大なる 益を 求めて は 益 あるべ からず。 すべてつ とむ る 道は 益 
を 求め 譽れを 求む るの 爲にい たす 事是れ 誠の つとめに あらず。 つとめ •は 人た 
| るの 道を. つとむる のみつ とめて 益 5 ぅ。 譽あ るは 其 幸 也" 益な く譽な きと 云 ふ 
| て 更に 求むべき 處な し。 天地 生々' 無 息なる 是れ 天地の つとめ 也。 天地 何の 求む 
る處 あらむ や。 大丈夫 唯 道を つとむる のみ。 外に 求む る 事 あらざる 也， 益を 求め 
春を 求めば 必ず 勸 めて 倦む 所 あ， 〇 ぬべ し。 尤も 愼しむ 可き 也。 


師 日く。 三 略 上の 初に 夫 主將之 法務 孽 英雄 之 心と 云 ふ 一句に 務と云 玉 字を 
入れた り。 務めと 云 ふ處 甚だ 力 あ り。 務めて 致さす しては 力の たらざる 事 勿論 
な b けれ X 此 篇の總 括は 務の 一字に あ b ぬべ し。 つとめと 云 ふ 事、 大丈夫 之 本 
とする 處なる こと 心 付く 可き 也。 

師 日く。 楠 正 成 云 ふ ± は 十七 八才ょ b 二十 七八才 までは 敵と だに 見たら ん 
には 火の 中 水の 底 迄 追 ひ 責めて 對んと 思 ふ。 人 三十 才にな れば能 圖に當 る 軍 
をす る も のぞ. 十七 八才ょ b 三十 才の 後に て 見合せ てなん と 思 ふ。 將は 三十 才 
に 佘れば 軍の 圖を はづす 物ぞ 。又 三十 才の內 にて 粗忽の 軍を 仕ら •んと 耳 仕し 
A さへ、 五十 才にな らんには 遲れ て圖 をは づす事 多から ■ん と存す と 謂 ひしと 
にや。 年老いて は 氣 •か 次第につ かれ 道とぅ へて 諸事 ® なる 時の 如くには 務め 
にくき もの 也。 然れば 若き 時の つとめは 甚だしき ほどに あぅても 後には つと 
め 大方になる ものと 見へ た り。 戒む 可き 事 也。 

師日く。楠日く、士の自讃をなすに失多し。一には諸人に惡みんせらる。二こ」 
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無禮也 1 二には 口論の 端 也。 四には 諸人 耳を 閉ぢ 首を ふる。 五には 耻に合 ふ 端 * 
六には 之 命の 端 也。 七には 諸人 其 言 事を 信せ す。 八には 諸人 參會を 好ます、 九に 

一は 指頭の 毀り をぅ く。 十には 自然に 惡事 生す と 也。 今 案す るに 人 自讃の 心 あり 

_ i 

一て は 身を 自慢して 他を 毀る の 基な れば 諸藝 諸事と もに つとめ 薄く して 只自 
一を 是と す。 こ、 を 以て 考ふれ ば 自讃は つとめを 失 ふの 基是に 過ぎす。 古 來是を 
一戒 しむる 所以 也。 古の 聖人 自我 道を 以てた れ b とせす。 この 故に 學で不 厭、 敢て 
一 倦まざる の 言 あり。 聖人 こ、 に 足れり とせば 何の-故に 學 んで不 厭の い、 あ b 
I なん。 浞んや 聖人 已 下の 士 自讃す る 事 ありなん には、 つとめ 則ち 愈ゲ眞 の大丈 
一夫に 至る 可から ざる 也。 

師 日ぐ。 北 越淺倉 宗滿が 言に 我と 一世の j 間 敦賀へ 上下 何時も 一日が けに 仕 
一 候。 此例は 我々 彼卽 あづか b の內 自然の 事 有 之 はんとの 用意までの 勸 にして、 
されば 七十に 余り 候 迄 毎年 川ょり 北海 筋 可 考の番 號應野 細く 下向の 事、 是れ 
又 非 別 例。 彼國ょ b 一度 亂入 仕らす して 叶 ふべ からず と 存じ、 其 時の f 意まで 


にして 總 t て 一度 許 度の 事に 逢 ふて 久しく 此者を 見す して 功 者ぶ b •仕 者 ど 
も 一段 笑 敷 事に す。 其 故は 小 泉 古 四 郞右衞 門 常々 かたりけ るは 武者 遠くな り 
ては 足輕に 出た る 時に 矢 風 恐ろしく 覺ゅる もの 也。 細く 打 出す 敵に あへ ば少 
々の 矢を はかりを としなん と 心つ ょく 思 ふ もの 也と いへ b。 朝夕の 心がけ 不 
怠 まとく 可 了簡と いへ ぅ。 まことに 武士 朝 暮の心 •かけ 手足の 子ょ b 萬 事に 心 
得な くして は勸 かくべき 也。 

師 日く。 上杉定 政が 狀に 日く、 有 由斷に 於いては 少も叶 ふ 可から す。 他國に 打 
越し、 抛 身 於 溝 鑿 可 曝骸於 路頭 之 事 不可 痛 之 片時 t 1 ニヶ 列 無 爲の刻 成、 安堵 
之 思 從隣國 可 被 成 懸對例 之 段 未 代之耻 辱と 可 思。 以他國 山野 爲 住所 甲 胃爲枕 
一夜 之陣 にも 自身 結 繩取鍬 。夜中 不唾眠 終夜 馬 之 背に て 夜を 明し、 不晚 甲胄 如 
此朝良 至 子 勸考何 誤 可 有 之 乎 云云 戰國 のつ とめ 此 こそ あるべき こと 也* 

師 日く。 武 田信玄 の 日く、 とぅの こを 十づ 、十は 重ぬ とも 女に 心 許す ベ か S 
すと あ b。 坂 東八ヶ 國の將 軍と な b、 旣に 士號を 潜せ る將 門を 俵 藤 太が 奉 討の 
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時、 秀卿竊 かに 將門が 內の 女に 心を 合せ、 是れを 討ちたり と 也。 女は 義理を 辨へ 
す 1£ .道を知らすふかいなくかさる人間なれば武士道の上に僞ある輩は女侍 
一な b。 こ、 を 以て 女に 必ず 心を ゆるすべからず と 云々。 案す るに 心を ゆるす t 
一 云 ふは 怠りょり 出 來る 事な れは 女に のみ 心 ゆるす 許さす と說論 有るべき に 
| 非す。 唯つ とむ る處を つとめ ば內に 省みて 疚か るべ からす。 內に 省て 不疚 とき 
は 心を ゆるさる ると 云 ふ 事 論す るに 足らざる 也。 大丈夫は 晝夜力 行し 死して 
一而 後に やむ のみなる べし。  ‘ 

師 日く。 長 曾 我 部 之 親日く、 親經 父打續 きて 武勇の 沙汰 ある 子孫 早く 手に 會 
一 ひたる をは 武勇の 家を 栩續 すと 云 ひ沙沃 する 者 也 II じて 武勇 二 萬の 者の 子 
一 孫 年若くて 手柄と 沙汰 仕る 程の 働 あるを ば 其は 只 時の 仕 合と 究む べし d 度 
一目に 能事 あらんには 母方に 似た ぅと 云 ひ、 三度に 及ぶ 時は 其 身の 譽と 云べ し 
と 云々。 案す るに 其 身の 名 # も 父祖の 行跡に ょつ て善惡 となる ことなれば 我 
又 子孫の 爲には 父祖 也。 S か 忽か せに 仕る 可から ざる 也。 次に 人の 働き 功名 も 


一度 ありし ことを 以て これを 毁譽の 究めと 云 ひ 難き 也 二度は 時の 仕 合 ある 
ものな れば 善惡 共に 必と 定め 難し。 二度三度に 及んで はつと めて 用ゐす して 
I は 難 ある 事な れば 己を 幸とは 云べ からす。 されば. 何事 もつ とめて 致さん には 
其 至極 初めてみ へぬべし •つとむる 處な くん ばた とへ いかば か b の 大功を な 
せ b とも 唯 時の 仕 合と 云 ふ 可き 也。 

,s  師 日く ± の 力行す る 事に 階級 次第 ありて 小® 小 ® を 一生の 務めと して 勞 
一して 益 無き 事 甚だ 多し。 されば 法を 天下に 立て、 後世に 傳へ、 萬々 世まで 規範と 
なれる •か 如きつ とめ あ b。 是れ周 公且 孔子の 力行 也。 又 百世の. 下 其 風を 聞いて 
一 人の 義心を 興起せ しむる の 力行 あ ぅ。 伯 夷 柳下惠 ♦か 類是也 。道を 守ぅ 義を 貴ん 
一で 一生を 終る あ b。 一の 廉直を 必 とし、 一の 忠孝を 專 として 其 佘 才物に 及ば ざ 
一る あ り。 是 等の 事は 其 身に 於いての 行跡 也。 これょ b くだりて は 或は 權 謀術數 
一致 1_ を翫ん で是れ を 一生の 力行と して 世を 虔じ くす る 事 あるは 尤も 君 
子の所耻也。殊に又百世の下にして其風を聞いて人の心を興起せしむるに品 
山 鹿顛語  二 六 一 
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あぅ ぬべ し。 伯 夷 柳 下惠が 風を 聞いて 人 皆 興起す るは 義の ょる 處也。 後世 信 長 
秀吉の 風を. 聞て は 人 皆 名譽榮 華. を 思 ふの 心を 與 起せし む。 然れば 務めて 行 ふ 
一處の 品々 に 順て 末々 まで それに 興起す るの 思 ひ 入れ 甚だ かべれば 尤も 其 力 
一， 行す る 所を 愼む 可き 也。 

師日 く ± の 力行すべき 所は 主と 心 易き 所 至て 小し き 事を 力衋 して 守る ベ 
| き 也。 心 易き 所には 怠ぅ あ b て 致す 間 敷 事を も 致し 云 ふ 間 敷 事を 言 ふ MJ なし。 

小事は 苦しから すと 存じて 是れ を默 然して 成す。 皆是 れ內の 善惡の 機、 發 動の 
一處な れば此 門を 詳に究 明いた して 力. 行す ベ 也。 大低 人の 前へ 貴人 高位の K 合 
一に 無禮 放埒の 言行 ある ものは 稀 也。 又 究めて 大 節に 及びて は 取 b 亂す事 又 稀 
I 也。 至て 凡 下の 者 も 罪 極めて 死に 及べば 不得已 して 死期を ょくす るに 異なら 
| ざる 也。 嘗與 門 A 書に 日く。 人 之 言行必 怠 於閨門 之內故 志于道 之 ± 專愼 勤閨門 
之 內是愧 屋漏之 謂 也。 周濂溪 日く、 家人 之 暌必起 於 婦人 放睽次 家人 次 二 女 同居 
面 志 不同 行也—— 二 女 暌卦含 下 離上兗 不離 上 兌 少女 也。— 離 中 女 也^ — ^堯 


行. 以牧厘 降 二 女 于撝納 舜可禪 乎、 吾 玆 試矣、 是在 愼閨門 也。 又 千 鐘の 祿を よく 辭 
すと 雖も簟 食 豆 美 ^ の 至て かろき 事に 於いて 苟も 非 其 人 色 あらは る、 と 云 
へ 卜。 大祿 大官を 辭 する は辭 し、 名に よる 處の 大和に かゆれば 也。 彼の 至て 小し 
きのことは 人の さし 云ふ處 にあらざる を 以て 忽に內 に 動す る 處出來 りぬ ベ 
し。 是には つとめ 難く して 大節を ば 能く 成す 所以 也。 但し 大 節 {: 於いても 實に 
能くす るには 不 有。 名譽の 大いに 取 付 この 事な れ、 ば 名譽 の大 いななく、 きれた 
らん ものより 見げ 是又皆 虚妄の 說 あるべ し。 故に 日く、 人の 是非は 其忽 にす る 
所を 考 ふるに あ ぅ。 忽 にす る處 は閨門 小輕の 事な れば 也。 

師 日く。 人 皆 四 支の 安逸を 求めて 唯當 座の やすから ん 事を 專 とする に 因て 
其 務めに 怠た b 多し* なきと せらる ものを 見る に 鳥獸魚 虫の たく ひ、 農工 商 各 
自務 めて 食を 求め、 人を 養 ふ。 若し 務め 怠た ると き， は 食 每に 不足を 以て 各暖而 
兒號寒 年登而 妻は ® 飢頭童 齒豁 にして、 竟死 とも 何の 稈か あらんと 云 ふに 異 
ならざる を 以て、 止むを得ずして 玆に務 む ± は 君の 祿を賣 る こと 豐か なる を 
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以て 自然に 祿に .あき 食み ち， 自ら 務めを 蔑釦 する に 至れ， 〇。 此四支 可 li とぞ。 安 
逸なら しめて かくし 置ても 時 至れば 敗壤 してやみ ぬ， 且つ又 身の 養 ひに も 安 
逸は 皆 短命の 基 也。 聊か 身 安から ん 事を 求めて は 大丈夫の 本意に 有らざる 也。 
故に 朝ょり 夕に 至ぅ、 夜ょ b 曉に 至る まで、 耳目に 鼻 四 支の 運用、 心意の 思慮 悉 
く 天下 國士 の爲め 多くして 人民の 爲め ，まして 我 身を 安ん する の 思 入れ 更に 
なし。 是 くの 如き 時は 己れ が 身是れ 天下の 身に して、 私する 處 あらざる 也。 天下 
の 間の 生物 皆 天下を 刹して 士若 しその 務めに 實なき 時は 天下の 利た る處な 
し。 心 付くべき 事 ^ 

t 

師嘗 日く。 初めて 主を つとむる には 勸る こと もな ぅ。 殊に 身の 言〗 了 二 付て ざ 
、わる 處 多くして 此如 にて は 務めら る まじき と 思 ふ ものな れ ども 其 志を 4? 
爾 として 其 關を透 得る ときは 次第に 勸めも 成 やすき もの 也。 M を 透 得る こと 
度々 にして 後には 務め も 致し やすくして 務む ると も不覺 になるべし。 山城の 
ある 1!] 券に 長命 1云へる藥のある |: 、他國へ取て行<は不思效驗 |) $。其寺の 


あた b •其 里に ては 益な し •又 湯の 山の 湯の 他國の ものには fs くき、 め ありて 
その へんの 者には しるしな きと 云へ るた めし も あう。 事 久しくな れば藥 と 云 
一 ふべき 差別 さへ みへ わからざる もの 也。 近 比 俗の もてはやす た わ こ i 云へ る 
物 も 辛く 苦く いぶせくて、 初めは 能く 吸 習は では 叶は すべきが、 後には 辛き を 
面白し、 苦しき に 味 あう。 いぶせき に 取 所 ありと 云 ひて 暫も 口を 離さ さ ノ るが 
如くな れる 皆つ とめ^-て 後には やすらかな ると 見へ た b 是等は 皆 外の も 
のさへ 然 う。 況んや 外ょ b 入る にあら す、 內に心 能く お ぼ ゆべき 士の 道な れば 
つとめ-^ ては 自然に 內に 涵養して 說は しき 所出來 るべ し。 孔子の 學而 時習 
亦不說 との 玉 ふ 事 こ、 なるべし。 嘗與人 書に 日く、 安行 者 自然 底 ® 不 入力 也。 力 
行は 恭. 守 而不失 也。 然して 安と 與力到 成 其效則 一也。 明 道 日く、 禮は 非體 之禮是 
一 自然 底 道理 也 P ハ 恭 而不爲 自然 底の 道理 故不 自在 順 是恭而 安是禮 と與恭 安と 
與力之 謂 也。 尤も 可 味 也。 

師嘗種 樹顧示 日く。 凡 物の 地に 生す る 我と 生々 する 物は 其 根ざす 處 •甚だ 深 
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し。 又 地心 宜 にや、 風雨に 會 いても 損は す。 介 とひ 損じて 危く とも 枯るゞ こと® 
にして 付く こと やすし。 外の 樹木 草花を う ゆれば 其 根深く 入 う。 深く して 能つ 
| くま' では 或は 土 かい 或は そへ 木を 致して 常に その 圍に 念を 入れ a 雨 寒暑の 
| かへ b にして 詳かに 致さす ば 枯るゞ に 易く して 付く に 難し。 是れ 自ら 其 地に 
一生せ すして 他所ょり 入う 來れば 也。 學 問の 道其務 むる 處亦 此の 如し。 唯今まで 
其 志 あら ざ b しを 俄に 志の 出來 てければ 今日の 勸る む處 甚だ 難し。 能く 其 手 
| 入れを 致し、 省を 不 解して は 必す其 志う せぬべし ◊學 者の 進む 處は此 力 •行の 功 
なると 不功 とに ありぬべし。 今 於 種 樹亦然 り。 又 日く、 町人 百姓の 我とは たらき 
てあつむ る 金は うせず。 子孫の 居ながら 得た る 財寶は 必す失 やすし 是れ務 む 
る 務めざる の 兩般に 出づれ ば 也。 力行の 事忽 にすべからざる 也。 

\ 師 日く。 悠 じての 樹木を 見る にわか 木の間には 年々 の 盛 長す る こと 人の 目 
に 見えて 大也 •旣に 年久しく 經て 其圍み 大な るに 至て は 五 年 十 年を 經ても 何 
方の かわれる と 見へ つべき 所な し。 而 して 老木に なうて 後は 木 づき 枝な う， 花 


の睽き やう 葉の e 山で 樣皆 わかき と 別 也 ± の 所勸學 示 # 此務め 行 ふ 時 0 最初 
には 各 別 進み ゆく と 見 ゆれ ども 暫く あつて 後には 心 變 b て 進む と覺ゆ •へき 
所 あらす。 こ、 に 於て 學者 必ず 怠慢して 自然 あとへ かへ る こと ありぬべし。 つ 
とめの 要と 爲す 可き 所は 此間 也。 されば 樹木を 以て 云 ふは 旣に はえ 出て 何年 
までは 木の 體い まだ 全から' す、 幾年 も經て 初めて 本の 體全 となりて 然る 後に 
は 年々 の 盛 長 惣體へ わたりて 木の 圏み、 木の たけ 內の 木目。 膚間 皮の 樣に 枝葉 
の 出 やう 花の さき. やうまでに 悉く 其 成長の わけあいぬべし。 その上 大木の 枝 
葉惣體 にかけ ては 一年に 一分の そだつ 處あシ て も 若木の 二 尺 三尺 そだつに 
扱 ひ 同じ かるべし。 然れば 士の務 むる 處 も人偷 交接の 間 修身 接 物の 用 一日 無 
量の 事物に 涉 b て 走る と 定め 云 ふべき 所は あら ざれ ども 內の 務め 年々 に 熟 
すれば 必す楝 梁の 器と な b て睽く 花は 諸 木に すぐれて 見事に 枝葉は 柱と な 
う祕 とな b 板に いとなめば 木目 見事に、 柱に いとなめは 大廈 のか まへ ともな 
る。 是れ 年々 のとむ る處 ょう 應 じて 節に 不 中と 云 ふなき 所以 也。 必中 速に なへ 
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な •んこ i を 思 ふべ からざる 也。 

師 日く。 一度に 其 事を 成さん と 云 ふは 皆 務めざる 者の 云 ふ 事 也。 天下の 問の 
一事 物 聊かの 小事 小物に て も 務めず して 一時にな れる物 あり や。 以て 考へ つべ 
| し。 たと へ當座 の 間を 合せん ことを 思 ふて 一時に 成 得る こと あう ともつ いの 
用に 立つ 可から す。 壁は 壁を ぬらん には 先 下 ヌリと 云へ る ことを 致して 土を 
| あらく し、 旣に藁 を 大 にして 此を 塗うて 其 下地を ろぐ にいた し 其 土を 能ぐ か 
| わかしめ、 能く  土 •の われ 殼 落ちる 位を 計う、 而 して 後に 中塗の 土を ぎ やかに 致 
し、 細かなる 旣に 藁を 入て 是れを 塗る。 こ、 に 於て 壁の 破れた る處な く 土の 付 
く處 能く 平 か 也。 而又 上塗の 事 有事 切 繩磋碌 磨の 所以に 非す や。 是を 務めと 去 
| ふべ し。 此 務めを むづ かし i 云 ふて 初めょ b 上塗り 中塗を 致しても 又 下 壁 計 
| に 於いても 壁の 成就とは 云 ふべ からず。 次第を 追 ふて -^ 位を 考へ 段々 仕立て 
而後 其 事た b ぬべ し。 下地の 務めを 能く 致して 後には 上への 仕 立に 手間 不入 
も 0 地下 地に 務めう すければ 上への 仕 立な を さるものな 办 と * 人 もい へ b， 


師嘗 調合 鐵砲藥 、其 B 門人 等 栩 會す。 示 It に 云ぐ、 世人 皆 其 事の なれば 後を 見 
•'は 別條な し。 手間. も 入らず してな れる 如くに 思 ふ もの 也。 自ら 手 ぁた b て 米 
j 一粒と なれ b i 古人 も， 是を 云へ b。 上丰 名人 達人の 致す 事を 見て は 造作 もな 

!~ き •か 如くな‘ れども 百錬 千 錬の內 よう 出て 一の 形と なし。 一の 刀は 百鍛 の鐵よ 
bs て 一の. 形な く、 一の 刀は 百 鍛の鐵 よう 出づ。 一 りん の 花は 三百 六十 五：：！ の 
養 ひよ b 出づ。 前方の 務振 不足して 其 一 うんの 花を 見る 事に 致さん と 云 ふ 事 
は 天地の 間に 有らざる 事 也。 此藥の ■調合に 理を詳 にす るは 藥の 務め 也。 故によ 
く 務めた らん 藥 U 用ゐて 其 業 宜しく、 務め 少き藥 は 用て 其 わざ 不正、 是其事 ぁ 
b と 云へ ども 務めす しては 其 用たら ざるの 所以 也。 

師 日く。 品の 替り事 の 別なる ことは 進んで 致しよ きもの 也。 同じ 事 計 ひ務む 
る ことは 怠慢して 務め 難き もの 也。 同じ 事 にても 心を 盡 して 務めして 味わ か 
れは 初めて 其 事物の 至極に 至る ものな れば必 す 怠慢 仕 可から ざる 也。 務と云 
ふは 同じ 事を 務む るの 謂 ひ 也' 珍 敷い さましき 事は 好んで 仕る 事な れば 務め 
S1I 鹿. 類語  .；}H ハ 九 
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とは 言 ふべ からざる 也。 或る人 言く •朝夕に 見れば て. そ 1) れ住吉 の 岸の 向の 淡 
路 島山と、 云 ふ 歌の あ b と 也。 此心は 朝夕 不斷 、淡路島 山を みるが 故に 其 景氣の 
| 妙なる 處を 能〜 心得 見出して 感奥 せる 也。 遠近の 旅人 是なん 淡路島な b とき 
一-、 ては 見て 通りなん には 見所 も あるべからざる との 心に や。 學 者の 務め 亦此 
の 如し。 朝夕 務め 學んで 同じ 事を 涵養し なんには 遂には 其 本意を 可 知 也。 と 云 
ひて 怠慢 せんこと かへ す t 大丈夫の 心に あらざる 也。 

師 日く。 馬を 乘る 者と 云 ふは 馬の 曲を の b' 直す にの b、 直しても 心 入れを 惡 
しくいた してのう、 直した る 程に と 計 存じ 口を 取る 食 人に 馴れる に 任せて 引 
入れさ すれば、 或は 馬の 口に 當 b •或は 厩へ 入れ 樣に あしと あたうて 一日 精を 
一 出して 乘直 した う， 口 食 曲 本の 如く もどる 事 あ hi 云へ う。 人の 勸も 此の 如く 
一なる べし。 未だ 勸め行 ふことの 切なる 間に 應接 交際の 事に も愼 しみ 守るべき 
事 あるべし。 志の もどりて 前に かへ らん 事を 可 思師を 尋ね、 道を 問 ふても 我 交 
の 行 ふ處に 務め あら ざれば、 必中 前へ もどる もの 也。 孟子の 一日 これを あた、 


めて 十 H 是を ひやす といへ る 比 愈 尤も 味 あ^^ 

邴 日く。 好 田 兼 好 法師 ♦か 言に あまれとは、 他の 事に あらす‘ 速に すべき 事を ゆ 
るく し、 ゆるく すべき 事を 急ぎて 過ぎに し 事の C やしき 也、 と 云へ ぅ。 宴に 大丈 
夫士の 道に 志し あらんには 速に 事を さし 置き、 自の 職分を 專ら として 其 務め 
に 誠を 盡すべ き 也。 速に 勸め螯 すべき 事を 怠りて A ら ざる 事に 月日を 送 b、 後 
には， 罪を 年に お ほす るに 及ぶ 事 世の. つたなき 者の 仕業 也。 人 皆 何事に ょらす 
致さ) る もの もな く爲 さ) る わざ も あらね ども 前後 厚薄の 辨へ無 之き を 以 
つて、 入らざる 事を 先にし、 厚く して 是に 我が 精 個を 盡 すを 以て 誠の 時、 自 寒し 
て竟に 止む に 至れる もの、 凡俗 皆然 り。 唯 志を 立て、 先 後 厚薄を 辨す べき 事 也。 

師 日く。 人の 年齡の 程に 依って 先んじ、 務む べき 事 多し。 古來 聖人の 定め 置く 
小 學大學 のた めし も、 此心な るべ し。 孔子 日く。 君子に 三 戒有 り。 少の 時は 血 氣未 
だ 定まらす。 之を 戒む るは 色に 在 b。 其莊に 及ぶ や、 血氣 方に 剛 にして、 之を 戒し 
むる は 鬪に在 り。 其老に 及ぶ や 血 氣旣に 衰 へて 之を 戒 しむる は 得に 在 k とは 
IB 鹿顛語  二 i 
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年齡に 順て 戒 しめ 守るべき の 務め。 世人の 一代に 幼弱 壯 老衰の 變ぁ つて， 其 血 
氣に つれて 其志氣 はるかにへ だち、 以，， 前に 見る 事、 皆 相違す る もの 也。 年 幼弱に 
一して は 血氣 のま、 に 事を いたし。 名利 財寶の 求めな きが 故に、 唯血氣 のま、 の 
| 振舞 多く， 或は 屋根に 上りて 鳥の m を 下し。 或は 水に 潜ぅて 魚の 穴を 探ぐ るが 
如し。 旣に壯 年に なりては 名と 利と を 欲する 事 甚だしく、 血 氣 暫く 安し。 故に 身 
を 務め 事物を 靜か にして、 已 前の 作法を 誤 ま b と 思 ひ、 幼弱の 時の 血氣 をく や 
む 心に 老衰して， 望み もな く、 人の 交 b 疎く、 身入宫 途も此 上に 至るべき 事 もな 
くな b ては、 初め 務めし、 名利の 務め、 皆 去つ て 初めて 本意 顯は る。 されば 年老 ひ 
血.' 氣衰 へて、 必す 務め 已 前に 違 ひ， 萬 事 取ち 亂し 、好色 利欲を 專 として 毎日 遊興 
を 事と し、 人品 沙汰の 限 b になれ るた めし、 世 以て 多し。 是れ 前方 0 務め 悉く 根 
ざす 處ぁ b ての 事に て、 今 其 病根 出 見す る 事 最も 淺 ましき 次第 也。 古ょ b 終を 
克く する 事 難しと せ b。 人間 一生の 覺悟 所は 老衰 死期に 於いて ぁら はれて、 前 
方數十 年の 事處 とな b、 實とな る 也、 戒 しめす んば ぁるべ からす。 


師 日く。 同じ 樹木 草 竹の 類。 五穀 も 土の 性に 隨 つて 其 骨法* 其喙も 皆變る もの 
也。 眞土堅 地の 草木は 生す る處に ，.手間 入ぅて、 其 務め 强き 故に、 木 も 堅く、 草 藁 も 
强 く、 實も睃 宜し。 野 土の やは らかな るに、 生す る 草木は 育つ 事 育ち 易く して、 土 
柔 にして 性 弱し。 故に 其 體柔か に 味 ひも •又 惡 しく、 是唯 非慘の 草木と 云へ ども 
務む ると 勸め ざると に 因て、 其內に 違 ふ 處如此 き 也 f£ とへ ば 麻から ほどよ 强 
きもの 燒き やぅに 依つ ては 炭と なりて 用を 足す。 すべて 諸の 事務め て 是を詳 
にす る 時は、 氣 質を も變 ずる 事 草木 猶ほ然 り。 況んや 三才の 其 一に ぁたれる は 
人 偷其務 むる 所を 究理し なんには 大方の 事に ぁらす。 眞の太 丈夫に 至るべき 
也。 師 日く。 內に勸 め 守る 處ぁら ざれば 常に 放心して 惘 然となる 事 多し ¥ 生の 
事に 何 心なき にも、 人に 問 はれ 云 ふて 見よ、 成て 見よ と 云は るれば、 早く 其 所に 
ふし岀 來 て、 直 ほなら ぬ もの 也。 是れ內 の勸め 足ら ざれば 也。 古き 人の 云へ るは 
何 心なく 出で たる 場所に て そこは 矢の 多く 來る 鐵炮の 强く來 る所ぞ と 云は 

るれば 則ち 出に く、 なる もの 也。 何 ほどか ふいた る 振の 者 も、 目の前に 打 死 多 
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ければ 其 所へは 出に くき 事な うと かたれう。 是れ 皆勤め 守る 處を戒 敎の心 得 
る 也。 師 日く。 練り 勤め 宜しき 時は 小藝 にても、 大理に 通す る もの 也、 馬藝纫 術 等 
一の 小藝は 僅かの 事な れど も、 勸め 得て 練り 深き 者は 是を以 て 大理へ も 移す 可 
一し。 賣る 米を 久しく ねれば 餅に なりぬ ると 云 ふ 同じき 事 也。 されば 小事に 妙を 
一得て 不思議 事を 云 ふなる 輩 あ b。 是も其 事の 勸め 詳畫 ょるべし。 

一' 師 日く。 何事 も 古に 替 う、 果て 古人の 人品に 及ばざる •か 如きと 云 ふ 中に も、 武 
土の 有樣は 一入 衰 へて 作法 も 失せぬ。 是れ其 故 何事に やと 尋ぬれ ば 君. 恩に 浴 
する 事 深く、 衣食住 心に 叶 ひて 勸めす 、行は すと 雖 も、 身の 榮耀 心に 任 かせ 行く 
也。 凡て 武士の 道は 其 根ざし 深き を 以て あらは るゞ形 •大方に て 見え 惡し。 偶々 
一 暫く 勸狩の 輩 あ b と 雖も皆 利を 當て 、致す が 故に 利な くして # を 得 ざれば 
| 或は 年を 經 T ± み、 或は 月を 越えて 止む。 外の 技 藝術數 は 各 その 勸め にて 利を 
，得、 益を 得る が 故に 其勸め 甚だ 力を 出す。 中に も 武士 奢りの 上に 翫ぶ處 の繪細 
エ 茶器 衣服 エ商 のきら^-しき 物は 古に 衰らす 。優ち もしつべき までに 成 b 


行く は 人の もてはやせば 也。 持ては やして 取 b 扱 ふ 物は 必ず 類を 越えて 好き 
物 も 出來る もの 也。 古 來武將 の 下の 武士と もの 風俗 今以て 考 へつべし* 草木 鳥 
1 獸の 至て おろかなる とも 時に 好む ものには 品替 りぬ る 物出來 るた めし、 まの 
一 あた b 多し。 殊に 人は 萬 物の 靈 にして •知識の 深き 事 諸 物に 優れたれば 、勤めて 

一至ら すと 云 ふ 事 有るべからざる なれば、 聖人 君子に も學は 至りつ* べき 也。 唯勸 

™ . 

一む る處 、實 寡な き 故に 上下と もに 古の 人品に 至らざる かと 覺ゆる 也。 

一 師 m く。 昔 fr の靈 公夫 人と 夜 坐して、 車の 聲の憐 .々たる 鈴の 音 致せる が、 君 門 
に 至て は 止み、 君 門を 過ぎて は 又聲の 致す ありければ 誰 人の 往來の あるに や 
I 尋ねければ 夫人の 云は く。 此遽伯 玉に て 侍 b ぬ 可し。 忠臣と 孝子とは 人の 見 
るが 故に 禮を述 ぶる と 云 ふ 事な し。 人の 見ざる が 故にすべき 禮を 略す る 事な 
一し。 遽伯 玉は 衞の 賢人な れば夜 暗し と 雖も君 門を 出入す るに 必す禮 あるべ し。 
玆を以 て 伯 玉なる べしと 申し 侍る i 答へ ぬ。 人を 出して 問は しければ 果して 
伯 玉な b しと 也。 伯 玉が 勤む る處は 明暗 t 因て 變する 事 あらす。 若し 明暗に 付 
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いて變せば是の外を勸めて內を省せざる 4 。豈君子の勸めならんや ^ の變は 
時を 定めす して 有る 者 也 ® むべき ことは b を 知 b て勸め ば、 明暗の 別ち 更に 
一な し。 故に 變に處 して 常に 明か 也 • 

飾 日く。 蜀 の 將軍諸 葛 孔明列 $ の 爲に用 ひられて、 將 相の 任を 兼ねけ るに、 士 
一卒を 撫で、 禮讓を 厚く し ' 豆の 食を 得ても 衆と 共に 分ち て 食し、 一 樽の 酒を 得 
て も 流る に 注いで ± と 均しく 飲す。 士卒 未 炊は 大將 食せ す。 官軍 雨露に 濡 る、 
一と 云へ ば、 大將油 慕を 張らす。 樂は 諸侯の 後に 樂しみ 、愁は 萬 人の 先に 愁ふ in 之 
一夜は ょもすがら 睡を 忘れて 自ら 軍營を 廻て 懈を戒 しめ、 晝は 終日 面を やわら 
(け、 昵 しく 交りを 爲し 、未だ 須叟の 問 も 心を 恣に し、 身を 安ん する 事を 見 tl 依つ 
| て 相隨ふ 所の 兵士 更に 怠らす して、 死を 一に 究めぬ と 云へ b。 孔明亦 人 也. 唯勸 
j むる と勸 めざるの 間に あ b •孔明 職分を 知る と 云 ふべき 也。 

師 日く。 平の 維茂と 云 ひしは 武藏權 守 重 成 ♦か 子、 上總介 蒹忠が 太郞也 。その— 
祖 伯父 貞盛が 甥が 子どもな どを 取 b 集めて 養子に しける に、 此 維茂は 甥に て 


亦 中に も 年の 若くて 十五 郞に あた b て 養子に 致しければ •字を 佘五 君と. 云 ひ 
ける， その 比 田 原 藤 太 秀卿が 孫に 藤 原 諸 任と 一 K へる もの あ 卜。 其 字を ば 澤脍の 
一四 郞と云 ふ， 此 ものと 田 畠を 爭ふの 事 あうて， 竟に 鬪爭に 及びぬ。 玆に諸 任竊か 
一に 常 陸に 至 b て、 維茂を おそわん とす + >?. 朔 0 の 比。 31: の 時計に 水鳥 俄に 立 ^ 
一 金 五 驚いて 鳥の 痛く 騷ぐは 敵の 來るな b、 •とて 用意す。 俄かの 事 なれば、 先づ兒 
一 左衞， E 大夫 滋定が 幼な b しを 山に 隱しな どしつら ふ 人は 少し 遂に 戰ふ能 r 
| すして 家に 火を かけて 燒き拂 はれぬ X 十 餘人燒 死にた b。 澤胯大 に 喜び、 年 家 
一の 本望 こ、 に 達しぬ とて 能 登 守 性 通 •か 子の 大君 (澤胯 嫁 其 妹) が 所に 立ち ょれ 
I う 大君 云 ふ， 金 五は うたれ. つや •澤胯 云 ふ。 燒け 死にた り。 大君 云 ふ。 金 五は 恐ろ ' L 

j ソ . 

一き もの 也 M に 其 首 鞍の 取 付に ゆい 付つ やと 云 ひて 早く 用意した、 めさして 
一 歸 へしぬ。 金五殘 兵を 借り 聚 めて 澤胯を 追 ふ。 澤胯是 を 知らす。 金 五 二 勝ちぬ と 
て大に 喜び。 酒に 醉ひ 過ぎて 前後を 知らす。 金 五は 逸物 葦毛 馬に 乘り紺 襖に 欵 
冬の 衣を 着け， 緣藺 笠を 着け、 征矢# 計上 雁 胯二並 指た る 胡籙を 負い、 夏 毛の 行 

声 
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騰 して 追 ひ馳 け、 事故な く 澤胯を 打ち取 b けりと 也 * 茂は 名を 東 八州に あげ 
て 金五將 軍と 號せる 計の 人な b とぞ 。澤胯 •か 打 死は 油 斷に 依れ b ❶是れ 勸 め ^ 
| して 大功 皆 後に 復 へぅ。 其 身 さへ 伐たれけ る 事 尤も 戒し むべき 也。 

師 日く。 源賴信 朝臣は 多々 滿 中の 三郎子 也。 賴信 東に よき 馬 持ちた る. 者 あ b 
i と 聞きて 氣に 遺は す。 馬主 拒み 難くて、 此 馬を 上せぬ。 盜人 之を 盜まん と 東よ b 
ー ォ いて 上りぬ。 馬上り 付て 賴信 厩に 立ちた b。 子息の 賴義 之を 聞きて 我 之を 乞 
::は ：ん と 思 ふて 行く。 兩 極して 際れ ども 馬の 戀し ければ 行く •賴 信と 馬の 事 云 ひ 
一て とのゐ な •から 臥す。 夜半に 盗人 馬を 取りて 引出す。 厩の 方に 人 音 あれば、 賴信 
:之を 聞く と賴義 へも吿 げす、 夜を つ ほ り。 胡籙を 負 ひて 馬に 乘 b 東よ b 着いた 
一る 盗人な らんと 思 ひ、 關の 山に 追 ひ 行く。 賴義も 九寐 にて あら ざ b ければ， その 
一 儘 馬に 乘 b 追 ひ 行く。 先にて そふ-— と 云 ふを 聞きて、 賴信 射よ かしやと 云 ひ 
ける に 言 も 未だ 畢ら ざるに 弓鲁 す。 尻 答へ ぬと 聞く に 合て 騎 ぅて 行く、 鐙の A 
も乘ら ざる 音に てから-^ と 聞 ゆれば、 賴信云 ふ •盜 人は 已 に 射 落され iQ •馬 取 


b て來れ とて 待た 中して 歸 へを けなと 也。 ® 信賴義 は 本朝の 武將な れば云 ふ 
にや 及ぶべきな れ ども、 如此 不意の 勤めを 以て n 比の 思 入れの 知られぬ， 

| 師 日く。 宇治 殿に て 三 井寺の 明 導 僧正 御 祈りして 夜 居に 候れ るか。 此 僧正 夜 
中に 三 井寺へ 歸 りて その 儘 立ち 還る 事の あるに。 誰か ある， 送るべき ょし あ ぅ 
i ければ、 致經 ♦か 候 ひける。 常にとの 井 所に 弓 胡籙を 置きければ、 盡く 供奉す m 々 
一にて 人 多くな ぅて 三 井寺まで 送り 歸 b 玉 ふには 又 道々 にて 人 一 A 二人 づ、 
退いて 元の 下衆 一人に て歸 へ、 9 ける と 也。 * 致經は 平 致賴が 子 也。 殊に 大なる 
| 矢を 好む 故に、 大箭の 左衞門 尉と 呼ばれけ ると 也。 泰氓 の勸め 他に 異なる に 非 
すして は 如此 不意の 出立 理に當 る 如くには ある まじき 也。 

\ 師 日く。 文治 元年 十月廿 四日 源 賴朝勝 長 壽院の 供養を 遂げられ、 歸 宅の 後に 
i 義盛景 時を 召して、 明 H 上洛すべき 事 あ h。 軍士を 集め 著 到せ しむべき 也 ^ 內 
明曉速 かに 進發 すべき もの あり や。 別に 其 交 名を 記し 進すべし と あ b け るに 

竿 更に 及んで 各 申して 云く。 群參の 御家人、 常 瀧 己下宗 者た る 二 千 九十 六 人* 其 
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內中則 上洛すべき 由の 者、 朝政 朝 光 己 下 S 十八 A ありけ ると 也 * 九日 義經行 
家 等の 叛逆を 征せん •か 爲 め r; 朝 上洛す。 旣に駿 州黃瀨 川の 邊まで 至る の處に 
義經行 家 西 國に落 退の 由、 其吿げ あ b ければ 霜月！ 日ょり 八日まで 玆に滯 留 
して、 八日に 鎌 倉に 歸 らしめ 玉へ ぅと 也。 勇 土は 家を 思は ざるを 以て 本意と す。 
如此急 事 1) る 時分 速に 君命を 奉じて 家を 忘れん 事は 日 比の 勸め簿 くして は 
叶 ふべ からざる 也。 勿論 氣早な る 勇士は 何に かまわす 則ち 打ち 立ち、 是 のみを 
心がけと も 思 はんず れども 其 身の 用意 A 馬の 支度 心に 叶は ざれば、 速に して 
先につ かゆく きな れば遲 に 異なら す。 大丈夫 平生 身を 勸め 家を した、 めて 則 
ち 千里の 馬に 鞭ぅ つの 心得な くん ば 有るべからざる 事 也。 賴 朝の 時 天下 未だ 
靜謐 に屬せ ざれ ども 明朝 打ち 立つ 可き ものは 百 A に滿 たず。 誠に 心得 あるべ 
き 事 也 

師 日く。 鎌 倉の 右 大將賴 朝の 行跡を 云は  >寐 所には 諸國の 御家人の 名字を 
書付け 張 b つ » に せ させ. て每朝 一 覽 し、 t 所に. は 鎌 一倉 中に « る 諸 大名 0 名字 


を書きて是を押付け、每日是を一覽し + 日見ざるをば、是を尋ねまし^*或は 
便を 遺し、 又は 其 親しき 者 坐 中に あるに 問 ひ 給 ひし 故に、 諸 侍 毎日 出仕 ra 前に 
市を なせ b。 而 して 彼等に 睦親士 厚く して、 或 時は 酒宴 •或 時は 歌の 會 、又 弓馬 犬 
追 物 かさ かけ 其外數 箇 度の 狩ず ベて 其 身の 樂と せす、 天下の 侍に 親しまん が 
爲也。 此故に や、 諸 國の侍 等 皆 親しくして 忠を 致さん 事を 思 ひしと 也。 是れ賴 翎 

の 草葉の 主として、 功を 立てし 所 也。 又苹泰 時より 己 來執權 の 門に 大なる 鐘を 

(一 

釣りて、 訴訟 人に つかしむ。 又 相 州 上の 十五 日には 卯の 刻よ b 記錄 所 1: 出て、 午 
の 刻に 及ぶ。 下 十五 日には 午の 刻よ b 出て 甲の 下 刻に 及ぶ。 而 して 鐘の 聲あれ 
ば 人を 出して 訴人を 記錄 所へ 召して、 直に 是を 聞き、 其 上に て訴る 意を 一卷の 
書に 顯は して # 月 十日 廿日 晦日を 決斷の 日に 定めて 預人 評定 衆を 集めて 理 
非を 決す。 法は 貞永 式目の 如し。 泰 時の 勸め 如此 きを 以て 鎌 倉の 政道 中興して、 
つ h いて 時賴 、貞 時の 比まで 萬 事の 勸め 怠らす ありし と 也。 

師日 .く。 九郞 義經 日く、 郎從の 勇を 撰ぱん と 思は  >先づ 己れ ♦か 將の 勤め あら 
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ん事 を嗜み 、己 剪に して 將將た る 器に 叶 ひ、 而 して 後に 人を 撰び 用 ゆべき 也。 己 
れが勸 めを ば 指し 置いて 人の 勤めを 賴 るには 叶は ざる 事な りと云へりと马 
| されば 古の 良將た •れか 自ら勸 めざる や。 楠 正 成 ♦か、 中興の 武將と 云 はれぬ る 事 
一も與 身の 勸め、 聊か 弛む 事 ぁら ざれば 也。 正 成の 赤 坂の 城に 有りし 時、 每夜 城の 
一四 方を 廻り 五町 四方を 走らし めて、 辻々 に番を 置きて、 息 も »? たす 十 廻 或は 十 
| 五 廻 b -il* 廻りなん ど 兵の 分々 に從て 走らし む. 是を 勝負に かけ 亦 十 廻 左右へ 
| 分けて 走らし め 何 間 何 尺の 遲束 を爭は しむ。 下 十ー ニ歲ょ b 老ひ たる。 若き も 
一？ M 此 くの 如し。 正 成 も 時に 走- 〇 なんどし けり。 冬の 寒き には 夜に 入れば 猶ほ正 
一成 出に けり* 夏の 夜は 申す に 及ばず。 而 して 人に 優れて 早く 定る か、 又は 度 も 重 
一な れば 似合、 布引、 出物なん どして けぅ。 將如此 が 故に 下々 皆 以て 勸め きと 云へ 
| ぅ。 古の 人の 勤め 以て 見る 可し • 

輒 日く。 近衞院 御宇 五條 國經 八® 行幸の 時 M 下の 供 仕て 參ゐ &れ ける •か 人 
長の 某院 河に 落ち入 b て 濡れ鼠の 如くに して、 片方に 隱れ g て 御神樂 に參ゐ 


らす m 也- R 一具 持ちた なつる 裝束は 水に 落し 濡らし ^ 取 b 替ゆべ き 具足は 
なし。 旣に 神事の 違亂， に 及びけ り。 此邦綱 人 長の 装束を 取り出して. 進せ り。 人 長 
| 是を 著て 被 行に けり。 時に 取て ゆ、 しき 高名 也。 心 賢 こく、 勸め たる 人に て、 如何 
なる 事 も あらん 時にはと て、 御 神事の 具足を 悉く 調へ て隨身 ありけ りとぞ ，後 
にはき こえし •されば こそ 彼の 人 長が 裝束を も 被 取 出 けん。 國綱 身を つとめて 
奉公に 忠を盡 し、 民を 撫憐深 か ^ ければ、 殿下 も 私. に 召し 遣して は 位を 盗む 咎 
一 ありと て、 後 白川院 に、 申し 擧げ られて 中宫亮 まで 任じ， 後には 正 二位の 大納言 
に 至れり と 也 •國 綱の 人 長の 装束の 事 兼ねて 其勸 めな くして は ^ 用に あい •か 
たき 事な れば 最も 殊勝の 事 也。 

師 日く » 變の' 急な らん 時に 當て 初めて 年 來の勸 め あらは る、 もの ^ 源の 
j 實 朝 建 保 七 年 正月 鶴 岡 八幡宮に 拜賀の 時 •公 曉石階 之 際に 窺 ふて 取劎奉 侵實 
朝の 時 さし も歷 々の 隨兵多 か b けれどもい か > した りけん。 公. 曉を 遁れ しめ 
て、 無 所覽警 敵と 云へ b •源 義敎は 赤松滿 祐 ♦か 爲に弑 せられて、 滿祐ヌ 通る、 事 
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を 得た う •源義 輝は 三 好が 爲に 害せられ ^ 信 長 惟任が 爲に弑 せらる。 各 急 事に 
倚つ て、 さし も 恩顧の 近臣 皆 其 難に まぬかれた る ぁ う。 會津蘆 名 盛 隆大庭 三 左 
衞 門と 云 ふ 取 立の 小姓に 鷹を すえて 居ながら 害せられぬ A の臣 として， 君 邊 
に 伺候 仕らん 輩 聊か も 怠う ぁうな んには 、變に 逢 ふて 一生の 勸めを 無に 致す 
事 有るべし。  - 

師 日く。 越 前 朝 倉義景 滅 C の 後、 富 田 彥右衞 門， 府中に 在 城し ける が、 龍 門 寺と 
云へ る もの、 密かに 隱 くれ 居た るを 使者を 以て 招き、 信 長へ 申し上げ* 本領 安 渚 
の 事を 才覺を 申す 可し と 云へ う。 龍 門 寺 斜めなら す 喜びて 府に 越えて 富 0 を 
賴む 、富 田は 龍 門 寺を 打ちて 信 長へ 忠に可 仕との 思 ひ 入れな b ければ、 富 田宗 
八と 云 ふ 小姓を 呼びて、 之を 打 手に 定む。 而 して 龍 門 寺を 種々 欵待な し、 富 田 申 
しける は 朝 倉 代々 秘藏の 中 村 大刀と 云 ふを 大野 郡ょ b 求めし が、 茶す きて み 
玉へ i 云 ふ 11 門 寺 急ぎて 拜見 申し 度し との 事に て 則ち 取 出す •龍 門 寺 受取 り、 
ぬ 妒て見，涸をながす。 & 11 鞘に敉めん1せし時、宗八罷出一世の思出に拜見と 


願 ふ * 田 聞きて、 汝 若輩の 身と して 謂は れざる こと ぞ ，と 留む « 門 寺 若き 人の 
最もな b とて、 その 刀を 其 儘 渡された れば、 宗八 之を 受け取り 見る 體にて 龍 門 
寺を 打ちて けう。 龍 門 寺 欲心 深く、 義を忘 れて A つ、 油 斷な りければ 如此 きの 難 
に 逢 ひぬ。 世 以て 戒めと すべき 事 也。 

師日 く。 天 正 十八 年 小 田 原陣の 時， 若 m 修理 大夫 康國上 州に 左陣 して 氣違者 
に 逢 ふて 思 ひ •かけ もな く 害せられて 失せぬ。 此康國 は 蘆 田 常 陸 介 信蕃が 子に 
て、 勇猛の ± 也。 源 君 御 字 幷に松 屯 氏を猓 b けうと 也 ® 原の 時， 三 州 池 鯉 M に 於 
いて 水 野 宗兵衞 加々 井 かために 害せられぬ。 又 是れ等 皆 事 楚忽に 怠うて、 さし 
もの 勇士 匹夫の 爲に 死を 遂 ぐ、 尤も 愼しむ 可き 事 也。 

師 日く。 羽柴秀 吉旣に 武威を 振 ひ、 天 正 十二 年國を 分ち て諸將 に 賜は りけ •る 
時、 勢 州 南方 松 島を ば 蒲 生 氏鄕に 賜へ \ 松ヶ 島は 元 信 雄の 居' 城に てけ〜 天 正 
八 年に 信 雄 城郭を 飯 高 郡 細 頸に 構へ て、 五重の 天守を ぁげて 松 島 城と 改名せ 
し 地 也。 同 南 木造 分 小 倭 分を ば 織 田 上野 介に 與 へらる。 玆に 木造 家の 者 ども 木 
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の 城に 籠 b て 領分を 渡さす •小 倭 七鄕の もの ども 籠城す •之に 依つ て 織 田 上野 
介幷に氏鄕はその比は未だ忠三郞なぅける沪、木造を退治の爲に付城を構へ 
| て 之を 攻む 。氏 鄕領 «: は 曾 原 城主 坂 左 文 須賀の 城に 坂 源 左 衞門 尉、 畑 城に 生 駒 
一彌 五 左衞門 尉、 小 河 城に 谷 崎 忠右衞 門 殿 これ あり •信 兼の 付 城には 小 森 上げ M 
に 分 部 左京芊 田、 神戶城 に 中 尾內藏 允、 淨土 寺の 城に 守國金 介 A 林の 城に 子息 
織 田 三十郎 、後に 任 民 部少輔 。如 此く取 かこみて 木造 左衞 門を 栩攻 む， 具 康は武 
.勇の 達人に して 速に 攻め 陷され す。 木造 具康は 北 畠 大納言 顯 能の 次男 正三位 
顯 俊の 一世の 孫 也。 木造 切々 働き 出て、 XIJ 田の 事な どめ りければ、 氏 鄕 軍兵を 諸 
々に 設けて •之を 防ぎ、 若し 木造 出る に 於いては 相 圖の鐵 炮を以 て 通 ^ べしと 
示し % す •こ、 に 九月 十五 日夜、 木造 家の 侍 la 中 左衞門 尉、 畑作 兵衞 尉， 金子 十 介 
j 中 川庄藏 、天花 寺 勘 太郞， 畑 千 次 郞 、以下 濟 々相 催し、 小川 表に 於いて 对田、 仕る の 
處、 相圖の 鐵炮の 音し ければ、 氏鄕 聞き も あへ す、 馳け 出ん とす •其 比氏鄕 に、 いな 
づま小 雲雀と 號 せる 一 一疋の 名馬 ありけ るが、 小 雲雀は 篠田勘 介， 之を 預か. b C 


•ありけ るが、 則 皆 具して 引き立てた b。 氏鄕鐙 取て 打ち かけ •則ち 緣の はなょ b 
ダ乘出 す。 いなづまは 如何と 問 ひ、 乘て 打て 出で ぬ •相 供な ふ ものには 小 性 手 廻り 
一 僅に 七 八 人に 過ぎす •か、 る處に 外 池 孫左衞 門は せ來 り、 敵は すでに 营瀨へ 兵 

X 

を 引き入れぬ、 と 申し けれども 事と もせず、 馳せ 出で、 岩 田 市 右 衞門舍 弟 平 藏は 
松 島ょ b 一里 わきに 西の 庄と云 ふ 所 ありけ ぅ。 傍輩に 菅沼介 右 衞門小 橋 六 左 
衞門 、今 村 孫 五兵 衞 、野 田龜之 進な ど 云 ふ 者 同所に あり。 其 夜市 左衞門 宿所に 寄 
b 合は せて 物語 仕ぅ， ける が、 折し も 市右衞 門は 奥の間に 假寐ね 致して あ り。 口 
一の 座 布には 相 殘る者 共有 之ボ藏 尺八を 鳴らし， 各 朗詠な どして ありけ るが、 鐵 
I 炮 二つな るを 市 右衞門 聞き付け、 只今のは 鐵炮の 音に やと 云 ひながら 早 や 具 
I 足を 著け 殘る者 共は 聞き付けざる 故に 今一度 聞き 屈け 玉へ かしと 云 ふ。 市 左 
I 衞門竿 途 まで 行き 聞くべし、 とて 馬に 鞍を かせ、 その 儘乘 h 出す。 殘れる 者は 追 
々に 出づ 。市 左 衞門遙 かに 先立ちて 松が 鳥へは 行かす、 直に 鐵炮の 鳴る 方へ 出 
で 行き 平生 鷹を 使 ひ、 柱 來して 所の 案內は i 置きつ •まづ 先に 行きけ るに 松 島 
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より 出た る もの も あとより 來る に會ふ 。热 ては 我よ^' 先は なしと 思 ひて 彌々 
進みければ、 先は すみて 人 も 無し M に 月影に みれば 鯰 尾の 胄 ひらめきたり。 氏 
(鄕早 や 先に 出で 玉 ふと * いて 自ら 名のり。 先 だつ て 馬より 下りし を 氏鄕 八幡 
:; 我 もを る、 也 •と 云 ひて 則ち 降 b しかんと し 玉 ふを、 岩 田 切 9 に 留めて 下馬し 
一玉は t 木造が 勢 大將あ b と 見て 聲 々に 名乗りて 手痛く 栩戰ふ 。鯰 尾の胄 玉の 
一 當る事 三つ。 鎧に 鎗疵 、數ヶ 所、 中 川，. 庄藏 この 時 氏鄕と 太刀 打して 疵を蒙 り、 此比 
| 十八 歲也。 か、 りけ る 內に氏 鄕の胴 勢 次第に 集 り、 旗 差等まで 來 りぬ。 木造 衆は 
一 叶は すと 思 ひて 二道に なぅて 引取り 氏鄕 付いて 伐つべし と あ b。 岩 田 安田 (安 
| 田作 兵衞也 ) 外 池 等 之に 同じ， つ、 みの 下の 道 末にて 一手になら ざる 內に 伐ち 
取るべし と あつて、 追 ひしく、 木造 衆 悉く 敗軍して 追 ひ 打ちに ぅたれ、 畑作 兵衞 
一尉、 天花 寺 勘 太郞已 下 侍 分 三十 餘人雜 兵 百計 打たれぬ。 兵 鄕猶ほ したいぬべし 
と あ. 〇 しを 木造す きまな き勇將 也 D ハ 輕く 引取 玉 はんに 如かす、 と 諫めて 竟に 
.松 島へ 入 b にけ る •その 如く 木造 大勢を 引いて 松 島の 町 口まで かけ 出に け b 


と e * 岩 田 安田 外 池 孫 左衞 門、 同甚 五左衝 門， 何れも 比類な き 働 ぁ b •甚五 左衞門 
•かいけ る 矢 敵の 鞍の 前輪を いぬきぬ ると て、 其 矢を 木造が 方ょり 遲れ b と 也 
(今夜の働きは各殘る所なし。爾ほも岩田、安田稱美ぁ5て腰刀を賜ふてけりと 
一也。 氏鄕 士卒に 進みて つとめし 故に ± 卒亦如 炖 人の 勸め、 聊かた ゆむ ベ. から ざ 
一る 也。 促 時 若し 氏鄕葙 妻に の b な ば、 必す打 死 ぁ b ぬべ しと、 時の 者 共 云へ りと 
一ぞ 。勇 將の勸 め、 其い さぎょ き 事 校べ 比すべからざる 也。 

™ 師 日く。 右と 同時。 氏鄕 木造が 莉 田の 者を 度々 押 散し 直 先 かけらる、 を、 木造 
方考 へて 小 河 內と云 ふ 所に 伏兵を 設けて 待ちけ るに 小 河內の 谷を 夜中に 氏 
鄕通 るら れ、 一番に 川瀨與 五兵 衞 、次に 赤 佐 隼 人、 後 蒲 生四郞 兵 衞と云 へ b。 次は 
一 關小番 、後に 蒲 生 源左衞 門と 是を 云へ り。 其 次は 橫 山喜內 ，次は 氏鄕、 次は 蒲 生 主 
一計な ど 云 ふ 勇士、 さしつ) いて 馬を 打つ 處に先 伏に 近付ければ、 鐵砲を 打ち か 
けらる、に、何れも覺えす、馬を引近へす。こ、に氏鄕一騎敵の眞中に驅け入りて 
散々 に 戰ふに 例の 鯰 尾の 胄 敵の 中に ひらめく を 見て、 つ) く 勢と も。 我 も < 
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と 返し 合は せ、 敵を 打ちて 首 十八、 打取りて かちどきを 擧け て、 松グ 島へ 歸 へら 

れぬと 也。 氏 鄕さ しもの 勸めな くん ば、 如此き 急所、 畏 意の 時、 各覺 えす 馬を 引返 

I へした るに 唯一 騎乘う 出す 事を 得べき ものに や。 

師 日く。 掘左衞 門の 督秀 政は 幼の 名は 久太郞 と 云へ り * 二十 八歲 にして 小 田 

I 原の 役に、 陣中に て 卒せう。 此秀政 未だ 四十に 滿たす して 名人 左 衞門督 と 世俗 

I に 之を 稱 美す。 其 初め毕 信' 長に 仕へ 奉うて、 奉公の 忠を勸 め、 後に 豊臣 秀吉 に屬 

一して ® 越 前 加 賀天正 十五 年に 九州 退治の 時、 豐臣に 奉從 して 酉 海に 趣く の 時、 

一陣 中に 於て 秀政 近習の 者 山下甚 五兵 衞、 氣違 ふて うしろょ 〇、 秀 政を 切りけ る 

一に 家老の 掘 監物山 下が あとに 止みけ る！^ 是を 見て 速 かに 後ょり 山 下を 切る。 

一秀 政 又 振り返へ b て 拂ひ切 りに 初ら れけ るに 監物が 刀と 一同に 打 付 ^ て 先 

j は 我 也と 言を 力け にけ b と 也 如 此く急 事に 則ち 取 結んで ける 志、 日 七の 勸 办 
0 

ゆ、 しからず して 叶 ふ ベ からざる 事 也。 秀政が 勸め此 一事を 以て 察す 可き * 
師 日く。 天 正 十一 年、 越 前 北 庄城責 の 時 三好秀 次、 中 村 孫 平 次は 南の 方の 寄 n 


也。 掘秀 政は 東方を 取 b つむる •何れも 一時 替 へに 番を 勤む •こ、 に秀 次の 母 衣 
の ものに 白 井 備後其 比は 權 太夫と 云へ りけ るが、 敵は 出 ましき とて 母 衣を 下 
一人に もたせ、 番を勸 む。 秀 政の 陣 場に 於いて 馬を 取 b 離し、 番人の 下々 くづれ け 
一る 時、 白 井 ♦か 母 衣 金の くぅ つきの 出の 指 物な々 ける が、 是を 持ちながら 遙に敗 
一軍す。 中 村 孫 平 次、 是を 見て くぅ つきの 母 衣、 a げたる 由を 云 ふに 付き、 白 井 甚だ 
一 迷惑して、 其 身は 迸げ 申さす、 指 物を 持たせた る 小者の げ候 由、 色に 申し分け 
一た れども 同心 無 之 後に， 中 村 評しけ るは 勿論 指 物持ちた る 者 逃げた れど も、 僅 
一 かの 內に白 井が 指 物を 下人に 持たせた るは 大なる 越度な りと 云へ bi 也* ft 
一井 さしもの 勇士に て數 度の 功を ぁらは せりと 雖も 彼の 戰ひ 勝つ ことは やす 
一く* 守り 勝つ 事は 難しと 云へ 〇 心を 行 ひ 力めざる 也， 大丈夫 少しの 勤めを 以て 
一一 生の 功を 棄つ ると 云 ふ、 如此 きの 心得 也。 

'師 日く。 水 野 下野 守苹信 長に 事 ぁつて 三州莉 屋を 下城し、 大樹 寺に 至て 蟄居 
す。 信 長ょ 卜竊 かに 源 君へ 水 野生 害の 事相 通せられ ければ 久松佐 渡 守を 使に 
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して 水 野を 招き 請せ らる 。水 野 何 心の なく、 殊に 久松が 來 りければ 是を伴 ひ、 岡 
崎に 至 b ける を 平 岩 七 之 助に 命せられ て 水 野を 害せし め 玉へ 卜。 此時久 松 如 
一此 事とは 知ら ざり ければ 日 比の 勸め 薄く ば、 必す 取り 亂すべ か b けれども、 少 
一し も動轉 せす。 ゆ、 しく 見えに けりと 也。 然れ とも 久松を 質に つかわされ、 殊に 

パ ^ 

: 一言の 仰き けらる、 事の なか りければ、 若 其 時 取 b il さば 一生の 遲れ たるべ 
:; きをと 腹心に 遺恨に 奉存 遂に 御前へ 出仕せ ず、 身 まかる まず 行かす、 況して 安 
一居の 領分に 引 込り あ $ け 卜と 也。 

師 日く。 關白秀 次、 武具の 物すべき を 好みて、 柴田が 金の 御幣は 名高き まとい 

一 

一な ぅ けれども、 見て 見事な れぱ 、是を まといに 定む 可し と あつて、 まといを 御幣 
一に 究めけ る。 胄は： さま-^ あれ ども、 日极 銀が 唐 冠の 形 程、 見事なる は ある まじ 
一ければ とて， 是を所 以も 致？ る •日 根 野い やみ 難ければ 則ち 是を擧 b ける 時に 
家の 秘藏に 仕 り、 貴所の 冑な りと 申せ ども、 貴 命 重 けれは、 献上 他る 也。 但し 此胄 
は 遂に 推 付を みせた る 事 無 之、 胄の ほどに 此意 ，を 忘れす 思 召す 樣にと 申し， 送 


5 け b •其 後 木 村 常 陸 介 •か 鳥 毛の 羽織を 所望 あつて、 是を 陣羽織に 極め， 指 物は- 
金の 棒を さ、 しめ 玉 ふ •こ、 に 天 正 十二 年 四月 尾 州 長久 手の 合戰に 一方の 大 
I 將を 承う、 例の まとい 總印 陣羽織に て 三 州 岡 崎の 方に 働き 出 づる處 、源 君の 御 
一先 手に 追 ひ 立てられ、 立つ 足 もな  <、敗軍し、金剛太夫一人供，仕り唐冠の冑鳥毛 
I の 羽織を 著しながら 見苦し か b し有樣 也。 是 ょう 秀次 甚だ 恥ぢ て已 前の 勸め 
I ざるを 悔ゐ 。専ら 剛强を 事と し、 放鷹 狩獵は 云 ふに 及ばす、 詩歌の 會、 酒宴、 遊山に 
I も必や 具足 櫃を もたせ、 常に 是に居 か、 う V、 初う に 暴虎馮河の 思を なせ り。 故 
一 なくして 民を 殺し-孕める 女の 腹を 裂き、 座頭 肓 0 を 生害 あう ければ、 時の A. 之 
一を 殺生 關 白と 號 せりと 也。 されば 物の 變は 無常に して、 唯 不意に 起るべし。 晝？ 
l f* 夕の f めは 此變を 顧みる の 謂 ひ 也。 變 去う、 之を わりて は勸む る 事 皆 あとに 
| なりて 關白秀 次の 勸 めに 同じ かるべし。 而 して勸 むる 事 各 其 位 あるべ し •最も 
心 付くべき 事 也。  ‘ 

師日 く。 山 口 軍兵 ® と 云へ る 匹夫の 勇士 あう •結 城黃門 秀康に 仕へ て、 越 前に 
. m 鹿顛語  i 一一 
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ありけ る强 弓の 精兵に て 大刀を 好み、 三人に 餘れる 腰刀を 帶せ .b。 伏 見に て黃 
g: の 長屋に 居け るが、 此 長屋 二階 づく りに て 三 間 梁に 致し、 出格子の 窓 因 寸計 
一を きいて 小 柱の 立ちけ る、 其 格子を 通じて 六十 間 先に •的を 立て、 射れば 必中 中 
j る 計りの 手 達 也。 人々 ょう 集 り、 山 口 ♦か 刀の 餘 うに 長く、 尺に 餘れる i 云へ ば 軍 
一兵 衞答 へけ るは、 某は 此 刀を 各の 尺 短 かなる 刀。 同意に 存 する 故に、 常に 用 ひ 候 

いて 仕りて 見せ 侍らん。 其 後 こそ 何れもの 御 自由を 見す 可し と 云 ひて、 大刀を 

. 

:拔い て三ッ 相に ッヵの 末を 取つ て 何程 も 振り出す に、 其 刀の 太刀 風を との あ 
一； る 計 b な b しと 也 •是に 因て 初め 云 ひし、 輩 も 閉口して 退去る 計な う しと 云へ 
一^^山 口 匹夫の 勇士と 云へ ども， 其 勤め 尤も 心 ありと 云 ふ 可き 也。 

\ 師㈢ く。 龜田權 兵衞と 云へ るは、 龜田大 隅が 子に て、 淺 野の 家に 在りけ る大阪 
一御陣 に、 敵の a づべき 道筋に！ 淺 野の 家の れき^-の 者の 子ども 行きて 至りと 
聞きて ょき 心がけな b とて， 龜田 權兵衞 など 其 外 つれ 立ちて， 六 七 人、 彼 所に 至 
りて、 待 伏せ 仕る 間 A しかう ければ、 著た る 羽織を 敷いて 下に 居て、 敵の 出 づる 


を 待つ •所に 思 ひの 外なる 方よ b、 敵 出で たるに 驚いて' 敷きた る 羽織を 棄て 、引 
退きたり。 年若なる 衆な れば 苦しから ざる 事とは 云 ふべ けれども、 志の 勤め 足 
I らざる •か 故と 云 ふ 可し。 此の 權兵衞 後に 加州に 居、 未練の 死を なせ b と 也 • 

師 白く。 承 久の亂 に 平の 泰時 僅か 手 廻 計に て 三 島まで 打ち出で、 賤嶽の 役に 
一秀 吉大 垣より 頓に 兵を 出し、 蟹 江の 時 源 君 自身 先 じて 出御 ぁ b し 類、 各 事の 急 
一なる に乘 じて 聊圖 をは づ さす。 速に 其 利を 得 玉 ふは 各名將 大丈夫の 毕 生の 習 
I 練、 兹に 極ま b、 行 往 座臥の 間 時と 共に 消息して、 臨機 應變の 術を 自由に 在る に 
I 非す しては 難なる 事 也。 庚 子の 役に 前 田 利 長 大聖 寺を 攻め 落し、 勢猛 に、 罵り、 兵 
一を 金澤に 入らん が’ 爲 H 堂 山に 著陣す •兹は 丹 羽 長 重 小勢と 云 ひ、 若輩と 云 ひ、 小 
| 松の 小 城よ b 出て 付かた き 所を 無二に 思 ひ 究め、 五 幸 塚よ b 取 入る 處の 金澤 
一勢に 付た る 時、 事 不意に 起り ければ、 さし も 名を 得た る 高山、 山 崎、 大田長 何れも 
途を失 ふて せんすべぅな し。 利 長 三 堂 山に て、 之を 聞いて 急 事な れば 事なら す。 
近臣 亦會 にぁぅ けれども 一 . 言の助なき內に長重歸り、兵を入れて別儀なかり 
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け b と 云へ う。 是 不意に 事 起る の 時、 速に 其 虛に乘 する の勸め あらず しては 一 
旦の圖 を 遁れ しむる 事 多し ¥ 生勸 むる 處の究 まつて 安ん ず >る に 至らす して 
一は 事な り 勸か るべき 也'。 

師 日く。 關ヶ 原の 時、 田 中 筑後守 內に田 邊甚兵 衞と云 ふ もの、 子 パ 又 ば 早世し 
| て 子を 甚兵衞 と 云 ひしが、 十歲 にて 陣 立し、 內の もの ども 敵を 突き落して、 馬ょ 
| b いだき 下し、 頭を 取せ たう。 幼少 0 子、 比類な き 儀と、 其 比稱 美せ り。 後に 黑田長 
j 政 田 所へ 來 て、 K 方 山の ものがた b の 次いでに H 中 此邊が 事を 云 ひ 出す。 長 政 
大に 感じて 呼び出し、 盈を 賜は る 其 時分， 此田邊 を 取 かいたる 家來典 を 呼び出 
して 樣子 ，を 尋ねべき なりと あつて 彼等 も 出頭せ う。 長 政 具に 尋ねければ、 彼等 
云 ひける は 馬ょ う、 いだき 下した る 時 刀を 拔い でか) b. わな 震 ひける 
| か、 家來 共に耻 づか しめられて、 震 ひながら 立ち 侬 つて 頭を 打ちた b と 申す。 此 
時 長 政 犬に 感じて、 さては ます^. 勇士の 機 あ b。 不震 にか、 らば 十 方な き 故 
な*  is ひし •璐か L め もれ て か、！  1は義を # めて致す 0 所崧 * .1評せち 


れけ b と 也 • 

師 日く。 紀伊亞 相 公に 林 矢 兵衞と 云へ る もの ぁう •是は 御家人 加 藤 喜 介が、 兄 
也。 此 矢兵衞 至て 勇猛の 者 也。 初は 水右衞 門と 云へ う。 常に 小刀 ひつの なき 脇 指 
の 刀を させり。 或人尋 ければ 小刀 ひつの ぁる 脇差、 何とぞ せし とき 必中 小刀を 
落す 事の 有るべし。 物 前にて 小刀 にても 落し、 知らす して 歸 b なん 事は 侍の 本 
意に 有らす と 云へ り。 彌の 字を 改めて 自 矢の 字に 變へ 、匹夫の 勤め 最も 怠たら 
ざ b し 後に、 三 州に 蟄居して 身 まかれう とぞ。  て 
師 日く。 關ヶ 原の 一戰に 東方 御 勝利の 已 後江 州 佐 保 山の 城を筑 前 中 納言秀 
秋 小河朽 木 脇 坂な どに 命せられ て、 請 恥 せらる、 諸手 面々 に 取り 圍んで 攻め 
ければ。 持てた ゆべき 手段 もな く， 各自 害して 天主に 燒 草を 入れ 置き、 鐵砲 の藥 
二三 石 ほど 入れて 相圖の 火を 持、 此內に 矢 倉を 守 b ける、 手の 足 輕大將 うけ 取 
りの 鐵砲 の藥 にい か > したうけ， ん 。火う つりて 矢 倉 も 共， にはね 倒し、 當座 はく 
らみて 不見分 程の 事な b し。 諸手の 若者 共覺 えず 崩れて 後に 人口に のれり と 
山 鹿 類語  こ た 七 
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云へ b。 此外に 懲りて 勸め ける 故に や、 天守に 火を かけて、 相圖の 如く やけ 立鐵 
砲の 藥 二三 石の 刎ねた るには 別滌な かりし と 云へ b。 是れ勸 むる と、 勤めざる 
との 違 ひに て、 大小の 別ちな く、 或は 驚き、 或は 驚かざる になれ 办 。たと へば 灸を 
する には 不驚 ほこ^ '計の ほの/〜 飛 か、 るには 色を ちが ゆる も 同じ。 心得な 
る 可し •唯ょ く勸め て 其 操を 失は ざる •か 如く 有りた き 事 也。 

師 日く。 加 賀國二 曲と 云へ る 所、 今は 別 宫と號 す。 本は 吉原二 郞兵衞 と 云へ る 
者の： 持ち. ける を 一揆と も 集ま り、 夜中に 取り かけて 之を 攻む 。城 能く 持ち こた 
へ •大方なる 時分に 城 中高 矢 倉の 上に て鐵 砲を うたせけ る。 足 輕大將 うてに. 火 
繩をか けて 鐵砲 をうた せける に. 藥を つくと て藥 箱に 火入れて やくら を 刎ね 
倒し 城 中 一致に くらむ 故に •城には 是に 機を 失て 取亂 し、 寄 手は 之に 利を 得て 
夜 明 方に 乘 取て吉 原に 腹を きらせ、 城を のつ とら、 土藏 でもを 開いて 悉く 31 暴 
する の處に 、千' 代に 有 之 •拜江 五左衛門 後 貴め ければ、 一揆 典 取 b 物を 捨て、 •皆 
城の 後の 切 所へ 落ち行く。 拜江 北る を 追 ふて 大に 勝ち、 玆に 一揆の 內 にて 覺才 


6 — し葷！ 人椁に &手拔 をつ けて llf i: 先ち 置いて 别と る拜 江* 之を 見て 伏の 
あるべ . i て、 長 追に 及ばす、 その 間 一揆 共から き 命 拾 ふて、 つ) らお b なる 山路 
を 退き 得た ぅと 也。 是れ鐵 砲の 藥に 火の 入 b しを、 一方は 利と し、 一方は 不利 I 
す。 同じ 事に て 勸めた ると 勸め ざると による 事 也。 

‘師 日く。 鼓 打ちの 大藏道 禪に原 大阪の 町屋に 宿を 借る に、 必す 往來の 表屋に 
計り、 宿を 借れり •大方 鼓 打の 類は 皆 表 屋を嫌 ひて 裏屋に 引 こも b 有 之に 道 善 
如此 故に， 其 事を 尋ぬ ければ 鼓の 異見を 尋ぬ 可し と 云へ b。 其 心は 表に て 了て 
ば 往來の 者 立ち 留て是 を 聞く。 其 人の 內に 聞く 耳 あかて •よしあしの 評 あるべ 
ければ •それを 聞きて 身の 勤めを 致さん 爲也 1 故に 必す 鼓を 打つ 時は 下人を 出 
し 置きと 何となく 風聞を 窺は せける と 也 S 流の 志とは 云 ひな * > ら 最も勸 め 
たぅと 云 ふべ し。 此の 如くに 己れ ♦か 身の 非を 聞く 事を 喜ばす しては 勤め 善に 
至るべからざる 也。 此道善 わかき 時、 殊の外、 身の 輕 きもの 也。 其 比 大鼓の 天下一 
は 大倉九 郞と云 ひて、 道 善は 若輩に てけ るが、 或 時 能くみ の 座席に てよ b 合 ふ 
山 鹿 類語  二究 
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とひ くらを 敎 すに、 高 安一 輕 くて 飛 かへ b •年老の 役者 共は 是を のぞき 居た \ 
事す みて 高 安座 席へ かへ' b。 各 宿老 共の .^ を 聞く に、 九郞が 云 ひける は、 あれ S 
I に 鼓を 輕 くして、 取らせ 度き と 云 ひける と 云 ふ 一言を 聞 留め、 心 付きて 遂に 砭 
一 下 第一の 太鼓と なぅ。 高 安道 禪と號 せぅ •其 志の 勸め 有難 事 也。 

一 師日 く。 或 人の 語 b ける は 法然 上人へ 高 野の 明辨對 面の 次に 本心を 正して、 

〉 rr 後に 名號を 唱へん とすれ とも、 動もすれば 他念 生じて おさま b 艱 く、 &め難 
へへ1と « されけれは法然日く貴所ょぅ我等の宅に來$玉はんに、道々にて色々 
| の 事を' 思 ひ、 無量の ものを みなん t し 玉 ふべ けれども、 元ょ b 志 » け rt ざ 道 こ 
了 至り 得 玉 ふ。 其 如くに 心を 修めて と 云 ふは 思量を 絕せ すして は 叶は す、 M 量す 
一る 事の 六 根を た、 ざれば 成らず。 六 根を 絕ち 拾て、 i 云 ふは 今生に ての 修行 
| はなる まじき て、 唯 専修 念® のみな b と 答へ ける と 也。 志 あ b て勸 めを 怠ら ざ 
らんには 初めは 色々 の 事に まと ふと も、 遂には 道に 入る ベければ， 志と 云 ふは 
勸む芯 U I) 务ぬベ き逾。 


師 日く。 加 藩 左 馬 助 嘉明、 常に 云 ひける は 武士は 常に 功なら ざる 者な b と 思 
へば、 仕 そこないな き 者 也。 功 者 ふ b を 致せば、 必ず 違 ふ もの 也、 と 云へ うと ぞ •不 

功 者なる と 思 ふて 功 者に 尋ね、 不知惪 な うと 思 ふて 知者に たょらん には 不功 

^ 、 

者 也。 不知の 渚 則ち 知者 也。 我を 立つ る處 あれば、 各 高慢に 陷 るべき 也。 されば 孔 
子の 大聖なる も * 鹿に 入うて 事每に 尋ね 玉へ b。 況ん や 未々 の 平 人 何事を 以 
て、 自らた かぶる ベ けんや。 甲 州の 一條 右衞 門の 太夫 山縣に 向て M 士 の 法を 尋 
ねければ、 山縣 申しけ るは、 何時も 初 _ の 心さへ あれば 仕 損ず る 事は なきもの 
也-と 答へ た b と 云へ る 尤も 味 あ り。 

師日 C M 田 長 政 常に 參勸 致さる、 に 道を 變へ て往來 し、 宿を 定め ♦して 何 
方に も 一宿 致しけ る。 旅 宿を 極む るには 第一 道の 廣き 所。 第二に 用 所の 足しょ 
き 所。 第三に 火の 用心の 氣遣 ひを 可 仕， と 申されけ る。 國に 在る の 間 も、 放 ® 狩獵 
を 以て 士卒の 心得を ならは し。 晝の 休息所に も 見 立を 致させて 陣營を 心根 ふ 
くまし む。 他方へ 使者を 遣は すと 雖も •必す 用 所す みて 後には、 國所の 樣子心 の 
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付くべき 所 どもを 尋ねて、 其 申し やうに 因て •當 座の 褒美を 與へ ける， 一年中の 
思 入れ、 只 武士の 本意を 失は ざる 事を のみ 思へ b と 也 

師 日く。 竹 中 竿 兵衞 ¥ 生 足の指を 勸か し、 寒の 中に も 手を 內に 入れす。 甚だ 寒 
すれば 必す 手を もみ •さすうな ど 致せ b。 秀吉の 前に 伺候の 間 も、 足を 動かし， 左 
右を かす 4 や すめけ る。 是を或 人の 尋ねければ、 主君の 前にて 自分の 逸樂の 
爲に 手足を 自由す るは 甚だ 無禮 也。 御用の 爲を思 ふて 手足 四 支の 痩痿せ ん事 
を 思 ふは 忠の致 す 所 也。 大丈夫は 平生 武義を 心に 忘る ベから す。 自余の 作法は 
少した •かへ る處あ りても、 苦しから す， 武士道の 事に 於いて 汚れた る 名 あらん 
事は 勇士の 本意. なら t 玆に事 あらん 時 足しび れたる 手。 こ > え たると 云 ひて 
充分 立つ ベから すと 云へ り， 故に 竹 ^ 平生 手足を 練う、 力を 側 離さず、 旅 宿 我 宿 
と雖も 聊か 間斷 する 事な かいけ ると 也。 

S 日く。 小 田 原陣の 時、 諸 我 入道を 斥候に 源 君命せられ ければ、 入道 某 ♦か 如き 
老人を ば 御免 も あれぬべき 事 なれ どもと 云 ひて， 馬 引ょ せて 打ち 棄て斤 候 仕 


b。 かへ ち、 馬* よ b 下うて 中々 少しの 事に も 身の くだび る、 事が な" と 云 ひける 
と 也。 此時 ■我は 四十に 及べ b と 也。 その 比までは 右の 法の 殘 b て 四十を ば老 
I 人と 云へ う，， されば 古き 書に も 四十 有余の 古 入道な どかけ b。 彼是 唯 年若よ、 り 
™ 勸 め 怠らす しては 四十に 及んで 如 此事は いわれ まじき 事 也 A の 年數の 速に 
一ず くる 事は ひま 行く 駒の 如し。 日々 の勸聊 も油斷 あらんには、 やがて 四十の 老 
一に 至るべし。 豈 一日片時 i 雖も是 を おろそかに 仕るべき 事な らん や • 

師 日く。 齋藤道 三 子息を 置きて 往昔の 軍の 手 立な どかた うける に、 子息 龍 興 
| 物語の 半に 立ちて 用を 足さる。 道 三 心よ からすして、 龍 興の か へれる を 待ちて 
申されけ るは 武士 戰 場の 物語は 皆是れ 武 義の敎 へな れば志 あらん。 輩は 好ん 
'でも 聞 ゆ ふべき 事 * 志 あらんには 物語の 面白き に 聞き取れて 居ながら、 小用 
一を 致したり とも 無 禮とは 云 ふべ からす。 かたう 傅へ にも 寵興 こそ 軍 物語を 聞 
き 取れて、 居 尿 (ィー ーャゥ )を 致した り、 と 云は れんは、 家の 面目とは 云 ふべ し。 汝等 
や ♦かて 家を 失 ひて、 他の 門に 馬を 繫ぎ つべ しと、 洱を 流して 諫めけ うと 也 •誠に 
01 鹿 類語  1 一 
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學 文と 云 ふは 古の 事を 學ぶ也 I 老人 之 ふるき 古を 認らん » 皆 以て 學文也 。目に 
見 耳に 聞く 處 、積 累ね ，初めて 其 知 ひらけつべし。 心 付くべき 事 也。 

師 日く •小 栗 又 市 •か 云へ りと 云 ひて、 或 人の かれ b ける は、 勇士の. 打 死を 致す 
は 皆 打死臺 した さに 死す る 也。 其 故は 勇士 戰 場に 望まぬ お 方、 功 者 物 仕の 人に 
逢て 諸事を せんさく 仕りて、 而後に 戰場に 臨ま ば 何ぞ打 死を 仕るべき や。 R 已 
れ •か 勇を 賴 A けなけ なる 事を 專と する が 故に、 夏の 忠の 飛で 火に 入る が 如く 
唯 死を 思 出と す。 甚だ 笑 ふべき 也。 されば 戰場に 臨みて は 先づ已 •か 手 比の もの 
を 毛 付を 蕞し 、それを 仕 かくる ものな ぅ。 その 手 比の ものと 見る に 見 處の習 ひ 
ある 事 也。 これ 功 者に 聞かす しては 叶 ひ 難し •然れ ば 人 毎に 大事の 命と 思 ひな 
がら" 何 心なく 月 R を 送りて， 心の ま、 ならん は、 尤も あやま b と 云 ふべ しと か 
たりけ ると 也。 

師日‘  く .伊》 井 直 孝は 必す 他行の 時に 色體下 b て、 持鎗の 鞘を は づ して 見て 出 
でぬ •ど 也 • h 生 如 此く •又 板 倉は 朝 子と ころに て 刀 脇 指を 拔いて 見て |& に收め 


け b •是 又は 一生の 勸め 也、 と 云へ b •谷 b づかの 小事に して 人每に 成し やす か 
りなん 事な れど も， 僅かの 一事と 雖 ひても 一生の 勸と 致さん 寧は， 叶 ひ 難き 事 
也。 彼等は 大丈夫の 卓爾 たる 所 あるに こそ， 如此 くな うき， 
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丨養  氣 

師食て 日く。 摘 正 成 ♦か 言に、 武士の 勇氣を たはむ る 物 之 あ り。 それとは， 
一つには 妻女 
二つ には  幼少の 子 
三つには  尉 寶 
四つには  病氣 
五つには 難 也 

武士 ッ子. に pg ふ 可き 所兹 にあり。 聊か ゆる かせに 仕る ベから t と. 

云へ る 也。 

案す るに、 能く 氣を養 ふ 事を 得た らんには 五つの もの、 中に 居て たはむ ベ 
き義 あら ざれ ども、 內を 練る 初めは、 先づ 外を 制する 事。 是れ古 人の 戒め なれば， 


正 成が 此 言、 武士の 戒と云 ひし 也， 

門人 問 ふて 日く。 氣を養 ふて 勇 おど b 立つ t 雖も 、動もすれば 小の 音に， 不意 
I あれば 心 是い ♦か 爲に 動く。 是れ氣 を 養 ふ 事の 全から ざる 故に や。  一 

師 日く。 易の 震の 卦の象 傳に云 ふ。 震は 百 里を 驚かす。 匕鬯は 表は す、 大に震 ひ 
I 懼 る、 に 臨んで 能く 安 じて 自ら 失は ざる 者は 唯 誠に 敬む のみ。 此れ 震に 處る 
一之 道 也 •と 出せ トノ 。凡そ 震は 百 里を 動かして 驚き 懼 る、 者 A 情の 常 也， 而 して 匕 
(鬯を 震は ざる 者 人情の 戒也 。されば 雷電 西 里を 震動せ しむと 云へ ども、 聊か 懼 
I る、 處な く、 手に 酒が 滿ちた る 器を 持ちて、 暫く も 動ける 色 あらす。 是れ 誠を 存 
| す る ♦か 故 也。 誠を 盡 すと 云 ふは、 其 事に 實に思 ひ 入. る、 處 、深き 時は 死に 於いて 
一 も 安ん す。 死に 於いて 安らかなる 時は、 外の 物に 恐るべき 物な し。 是れ 誠ょぅ 出 
| づれば 也。 なみ 亦如此 し。 されば 內 誠を 極め、 敬を 專 らして 此氣を 養は んには 何 
事に も 動轉す V き 所な しと 心得べき 也。 

'又 問 ふ。 生死 事大なる に 於て は 能く 安んじて 小の 物音に 驚く 事 あるは 誤 ま 
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b にや • 

師 日く •然ら ず。 鐘を 打てば、 則ち 響の あるが 如し。 我れ 能く 養 ひ 得た るを 以て* 
(その 音に 通す と 云へ ども、 速に 本に 歸へ .りて 轉する 事な し。 たと へば 色を 見、 臭 
一を かいで、 其 意 こ、 に 動く と雖 も， 唯 機微の 動く まじき にして 更に 止まる 事な 
一し 養 ひ 得る 事 何 斗り なう と雖 も、 時に 當て 暫く 通す る 事 ある まじき には 有ら 
一ざる 也。 能く 養 ふ、 則ち 明に して 更に くらむ 事 あらざる 也 • 

k 日く。 世人 皆 云 ふ。 物に 定業 あう。 定業と 思 ふ 時は 恐るべき 事な しと。 是れ唯 
一 あやま b て 思 ひ 違 ゆるの 故 也 |£ とへ 遁れな ば ギ歲 の壽る 得つ と 雖も義 に 於 
; いて遁 るべ からざる のこと わり 3>' うなん には 遁 るべき 恐な し。 然れど も 志 土 
| 仁人の 今日の 行事 恐る ベから す。 全く 栩養 ふて、 而 して 後に 大丈夫 あり。 愛を 以 
一て 云 ふ 時は 驚き懼 れぬ •へきは 定まれる ことわざと 雖 も， 驚き 懼る ベから ざる 
の義 あらんに 於いては， 更に 恐る ゞ處な し。 矢玉の 來 •?> ん 先を ば、 君子 專ら 懼れ 
て是を 避く。 行 ふべき の義 あらんには、 安んじて 行く。 如 此に義 を 先む て 道を 本 


として， 氣を養 はんには 常に 萬 物の 上に 伸べ て 勝 かち V める- 處あ るべ から 
る 也. 

師 日く 武士の 本意を 失は ざるが 如く、 常に 勇を 育て、 氣を いけて 置き、 少しも 
間斷な き 工夫 あ •?> ば 事物 不慮に 來 ると 云へ ども、 驚いて 氣を 取らる、 事 あ. る 
まじ •然れ ば 常に 氣をは b 物に おそれざる ♦か 如く 致す る專 とする 輩 あ b。 是れ 
惡 しきには あらす。 凡そ 中 未 ば學 ばざる の 者の 力を 付く 可き に 便 も あぅ ぬべ 
し。 されば 彼の 臍を 張て、 元 氣を强 くし、 天 一の 水を 堪え、 心 犬の 火を 非 かにす る 
の 身 構へ も此說 ょぅ 出で、 又 古ょ b、 不動心と 云へ る わ、 內 外の 差別 あ り.膚 はゎ 
ます、 目 逃 かせす # をさむと も彌氣 盛に して、 皮膚の 辟易な き 外を 强む るの 95 
にして、 伎倆を 立つ るの 謂 ひ 也。 此勇氣 は 相手を 尜め C 勤む るの 氣也 。相手 もな 
く 知る 人 も 無 之處に 至て は •色欲、 名极 、利用の 爲に 忽ちに 屈すべ し。 是れ 外に 屈 
せず と 雖も內 にし ば ^ 屈する 處 あ^^ こ、 を 以て 外 死生に 奪は れす *內 萬 欲 
1: ひかれず して 唯義 、これともに 從 ふの 人を， 大丈夫の 養氣と 云るべき 也 * 氣 
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を 養 ふ 事は 力を 容れす •氣を 張らす して 平生 體 にして 然か もや すら か 也。 若し 
力を入れ、 氣を張 る處 あら ば、 平生の 心に 非ざる を 以て 必ず、 伎倆に 渡りて 却て 
一虛 となりぬべし。 尤も 工夫すべき 所 也。 

師 日く： 氣は ょく  •物に 移う 安し、 少事 にも 忽ち 變す るは 氣也 。故に 養を 常に 致 

_ . . 

へさす しては 鄙吝 必氣 しば-— 萠すべ し。 否を 取れば 酒飮 まん 事を 思 ひ、 歌を 吟 
(すれば 聲は おやかに なり、 憂を きくと きに 氣 弱くな 4 T。 凡て 見聞の 間 時々 四轉 
一す。 大丈夫ょ く辨 へて 武義 のさ こわり •と 成るべき 事を ば、 目に も 耳に も 見聞す 
ノ ベから す。 是れ氣 を 養 ふの 術なら す や 

師 日く » を鬪 はし めんが 爲に 、先 づ暗 所に 入うて 彼を して、 外を 見せしめず 
一 其氣を 張らし めなら はすに 先 づ弱か るべき 小雞を 出して、 彼に 全き 勝を 付け 
一し む。 如 此き の事數 日を 經て、 而 して 後に 誠に 合する 時は、 其 勇氣む も 盛に して 
之に 當る の雞な し。 されば 戰に 致む の 時 あとに 控へ 、脇に 備ふる 兵士、 自ら 戰は 
ざ ども •前の 勝敗を 近く 見て、 打つ、 うたれつ の 樣體を 目の あ t2 b 見る 時は 其 間 


に 我氣 こと ぐ 拔けて 誠の 勝負の 時分 ざの き ほい 違 JV もの 也。 此上に 先. つ 勢 
ひ 勝つ 時は、 後 勢き ほふて 勝を 吞む 。先づ 勢 ひ 負けて やぶる、 時は、 後 勢 自然に 
I 破る、 事は 皆氣の 致す 所 也。 此所を 味は ぅて •良將 は 兵の 氣を養 ふて 未だ 戰は 
ざるの 間は、 其氣を 逞し •からしむ、 と 云へ り。 諸事に 此心得 あるべき 事 也。 

師 日く。 武田信 空、 大敵と 戰ふべ きの 前 かたには 度々 諸 軍の 心 合を 勘し、 大方 
I にて は 合戰 ある まじき 由を 云 ふて、 彼等 ♦か 必す戰 ふ 可き き •の氣 を勵 ます。 彼等 
一 是非 御一戰 有る 可し と 切 b に戰を 好む を、 猶ほ 抑へ て、 其 氣を養 ふて、 而後に 戰 
I かは しむ & に 士卒の 氣常に 十倍す と 云へ り。  ■ 

師 日く。 瀧 川 一益、 勢 州に 5 るの 時、 書 格に 文書を 乘 せて 披見の 時、 天 甚だ 暴 雨 
震 雷して 一益が 居所の 庭に 落ち か、 b、 又 瀧 川 聊か 顔色を 變へす して、 書 栽に 
j 對し、 又 近臣 あわで、 騷ぎ 一益が 傍に 至りけ るが、 此 風情を 見て 各 退去し け ゎと 
也。 一益は 天 情 男 猛剛 操を 以て 如此き 也。 養 ひ 足らん 輩は 皆 以て 然るべき 也 • 

師 日く* 源 君 秀忠公 殿中に 於いて、 御 能の 時、 是界の 能す きて 鬼の. 淸 水の 狂言 
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の 最中に 大地震す。 見物の 貴賤 こと く騷 動す* 源 君 聊か も 平生に 變らせ 玉 
ふ處御 在し きま t 見物の 者 どもの 騷 動を 御覽 遊ばさる。 時に 家 光 公 末 だ 御 幼 
| 年に ましく ければ 靑山 伯耆守 執し 申して 御見舞の 爲に « 爲，‘ 成け るに 源 君 
| 如何 威儀の 御 容體を 被 ^ ， 拜事 相違の 如くに あ b しと 也。 靑山が 執し 申す 處の 
あやまう とぞ 聞 K. し。 後に 御 誌 2) b ける は、 凡て 人間の 動 轉を戒 しめつべき 事. 
喧嘩、 氣違 、火事、 地震、 雷、 此分は 不慮に 起る ものな れば 、取 生 心を 付けて 氣を 落ち 
一着け、 動轉 仕る 不 % 也、 と 命じ 玉へ りと 也- 

師 日く •先年 御前に 於いて 弓 銃砲の 藝を 試み 玉 ふ 事の あ. らしに、 一 H に足輕 
二 組 四 組 斗り づゞ 出て 朝 朝より 晚ま でに 事 首尾す るの 事なる に 朝 ^ むる 軍 
一は 的の 中より、 宜しく 晝 ，よ b 晚 までは 宜しから す。 兹に 何某が 一袒晚 に 試みら 
| る、 に 究ま うければ、 朝より 足輕を 別 所に 集め、 飮 食を 快くし、 慕 打 まわして 此 
內に 休息せ しめ、 幕を おろして 外を 窺は しめす。 此 くの 如くして 而後は 其 節に 
臨みければ、 氣を養 ふて うたしめ ければ， 足 輕の氣 枣 生に 倍して 其 中よ b 宜し 


か b け b と 也 •以前のう たせ 射さし むる 輩は 晚に 勤むべき 者 も、 朝ょり 出で て 
他の 役の 事 ある 間、 是を 見物して、 其 是非に あつ ♦かるを 以て、 放ち 射させす と 云 
へど も、 氣 悉く 放ち 射る に 等し。 而 して 天地の 氣も晚 に 至 う、 我氣亦 怠た う。 的る 
の 時分、 體 又疲勞 して 後に 試みる に 至る を 以て、 全き 事を 得すな b. ぬ ふ 也 / h 事 
と雖も 時に 至て 氣を養 ふの 術は 相 通す 可き 也。 

師 日く。 古人の 敎へは 急難の 地に 趣む かんには、 必す飮 食し、 或は 睡眠し、 或は 
目を 閉ぢ， 合掌し、 或は 大小 用を 通せし め、 而後に 其 事を 辨すべ しと 云へ b。 是時 
ね 至て、 氣を養 ふの 術なる ♦か 故に それと 云 ふの 敎に あらす して 唯 其 說を設 く 
る 也。 人の 氣必す 、うわ も b 上 b やすし。 飮食 は氣 うは も b ては 快くな b 難し。 睡 
眠 猶ほ然 b •故に 飮 食の 氣を 下落し、 睡眠して 氣を 安ん す 目を 閉ぢ 掌を 合して 
は體を 以て 氣を養 ふの 道 也。 大小 用の 通 事是れ 氣を 下に 通せし むる の 術 也。 武 
士戰 場に 臨む には 出軍の 祝 あち。 敵に 勝つ 時は 實檢 勝て 鬨の祝 あ う。 屯 日の禮 
式 皆此 制を 定めて 其氣を 養 ふの 道と 致す 所 也。 古人の 戒其 厚き 事考ふ 可き 也。 
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師 日く、 命を 知る ものせ 巖堵之 下に 立たす と 云 ふ戒の あれば、 命を 知る 時は 
彌身 全くして 命を 安ん せん。 事是れ 君子の 戒め 也。 然らば 地震、 火事、 雷電の 時分 
も 喧嘩、 氣違 毛の ある 時に も 遠くの かれ、 速に 去ぅて 之を 遁る ことを 好し とす 
V き 事なる に、 氣を養 ふと 云へ ば 如此 きの 節猶 ii 靜かに 守 b て動轉 せざる を 
以て 本と すれば、 君子の 戒めに 異なる に 似た 卜。 玆に 於いて 深き 應得 あるべき 
也* た とべば 地震に 勇を 出して、 家の 下に 居て 打 害せられん 事は 然るべ からす 
と雖 も、 人 多へ 相聚 まるの 時、 地震 あらんに.、 一番に かけ 出さん a 、 道理は 宜しき 
に似て、 人是を 宜しと 思 ふべ からす。 我 又 快く 不％ %。 その 內 に卒老 高貴の 人尤 
も 主人 須 奉行た らん 人の 下の 手本に な b 玉は ん輩は 苦しから ざる 事と 雖 も、 
それ とても 前後を 省みす、 かけ 出で、 給は  >懼れ 臆せる と 云 ふべき にもな ぅつ 
べき 也。 兹には 又 出で ざるは 道理に 暗き 也。 されば 道を 以て 氣を養 ふの 理りに 
非 ざれば、 必す 過不及の 過ち あ b とは ili 此の 理也 。案す るに 地震には 速に 出る 
の理也 X 多く 相聚 りて 參會禮 節の 場は 速に 出づ べき か 地に あらす。 其 間 主人 


あな、臣下 5 '朋友あ\親疎あら、是又弄て出づべき 0- 人に非中.政事を取を{ 
み 事を 致し、 戶に 物を 捧 ぐるは 速に 出づ 可き にあら" す。 然れば 出る に 出る の 法 

! あ つて その 席、 其 人、 其 時の 宜し かるべき 用法を 整 へん 事、 是® の 氣を養 ふの 道 
と 云 ふべき 也。 震 百 里を 驚かし、 匕 §3 は 喪は す ば 是れ 速. に 出づべ きの 理 あら ざ. 
れば 也。 すべて 唯義を 守りて 事を 正さ ば， 其 行 皆理 に當 るべき 也。 氣 a 子を 以て 
靜かに 過すべし と 云へ る 心には 非ず。 

度 量 

I .師 日く。 梁劉勰 が 新 論に 觀量 の篇あ り。 日く。 江河 之 流爛觜 嫖屍 縱橫接 連而人 
一 飮之者 量大故 也， 盆孟 之れ 鼠 尾 一 臾必嘔 吐而棄 之 者 量 小 故 也， と 云へ り。 何事に 
一 も 度量 ゆるやかなら ざるの 輩は、 必す片 に 泥 着して， 物を 自由に 致す 事を 得す 
坏水 を坳 堂の 上に 覆す。 則ち 芥之が 舟と 爲 り、 杯を 置か ずん ば 則ち 膠つ く、 と 云 
ふは 水の 度量を 云へ 一る 也 7K に擊 三千 里 扶搖而 なる 者の 九 萬 里と 云 ふは、 天の 
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度量を 云へ る 也。 度量 廣から ざる 時は、 萬 物を 覆 ひ， 萬 物を 载せ て、 さ々 わる 事な 
きに 至る 事を 得すして、 こ、 を 以て 天地を 度量の 至極と し、 聖人を 度量の 用と 
I す 可し •然ら ざるの 間は 唯 五十 步 にして、 百步を 笑 ひ， 大知 にして 少 知を そして 
一大 年に して 小 年を. ぁざむく 也。 各 等 度量の 曲 狭なる にして、 天地 聖人の 上に ^ 
\ いては、 同年に して 語るべからざる の 故 也。 大丈夫 天下を 以て 已が 任と t 死し 
一て 而後に 止む。 其 度量 大方に 心得へは 叶 ふべ からざる 也。 若し 小成に 安んじて 
一一 曲 一事を 捕へ、 是なん 。やん ごとな き 業と 思 ひな ば、 斤 Br の 蓬蓠之 間に齡 鱗し 
\ て大鵬 を 笑 子に 異ならず。 此小大 之辨を 知らす と 云 ふべ し • 

| 師 日く。 漢 高祖， 楚の頂 羽せ しもの 勇將謀 士と雖 も、 其 勝敗の ょる 處は唯 度量 
一の 違へ るが 故 也。 されば 漢王と 自ら 挑み 戰はん 事を 願へ る 時に 漢王笑 ふて 日 
j ぐ 吾れ 寧ろ 知を ra ふて 力を 鬪は しむる 能は す。 と耻 かしむ。 是高祖 を 以て 寬 t: 

大度の 量 ぁりと する 所以 也。 頂 羽 敗軍の 時、 自ら 歌を 爲 b て 日く* 

力拔山 、今 氣蓋世 


是れ 其恃む 所は 氣 方の 間の みなり •されば 唐の 李德裕 ♦か 人物 志 論に 顶羽を 評 
して、 聰明 睿智 不 fe ss 也， と 云へ り。 人の 度量 尤も 愼し まざらん や. 

師 日く。 宋眞西 山 日く。 人の 度量は 相 去る 事 遠から す や。 亞父之 細 柳に 軍 t る 
に 方つ て や、 軍を 持し、 嚴 として 人 主と 雖も 屈する 所な し、 と。 文 帝 乃ち 是を以 て 
之を 知る。 日く、 緩急 直に 將た .る 可也、 と。 其 後 相を 作し * に 因て 敏 し， 敷々 諫め 積 

サカ  , . 

みて 上の 心に 忤ふ 。皇帝 是を以 て 之に 疑して 日く。 鞅 々として 少 王の臣 にあら 
すと。 細 柳の 事倘 し孝景 の 時に 在れば 則ち 亞父必 ず 上に 傲る を 以て 誅せん 说 
ほ 何ぞ兵 之將た るべき。 其れ 文 帝に 相を 得せし むる に、 忠を遨 し、 諫めを 論じ 則 
ち必す 社稷の 臣を以 て 之に 目 けん。 二 帝 之 度量 相 去る 事 同じから ざる 如， 此し 
と 云へ り。 人の 度量せ はき 時は、 小の 事を 以て 己れ にさるべき を 怒 b 恨み、 之を 
以て 人を 害し、 傷 ふに も M る。 世 以て 然 り。 我に 度量の 大な る處 ある 時は、 大本 大 
評を 握りて、 其餘は 唯 あるに •任す。 故に 人 主の 臣を用 ゆるに 臣の 器の 用 ひて を 
の 末々 を 調は ざる 事を 云は す •こ、 に 於いて 度量 大な り、 と 云 ふべき 也。 

山 鹿 M 語 H 』 七 


at 鹿 素 11 5 鏤 三 一 A 
師 日く" 唐の 韓退 之田撗 墓を 祭る の 文に 云 ふ* 贏 氏の 鹿を 失 ふに 當つて 一を 
得て 土を 王と す 可し。 何ぞ禹 百 人之援 々として 夫子の 纫鉱 を脫 する 事 能は ざ 
| らん。 豈に寶 とする 所、 之 賢に 非ざる* か、 抑 も 天命の 道 有る か、 と 記せり。 是 れ田橫 
•か 度量を 論す るの 所以 也。 王荆 公が 孟嘗君 傳を讀 む 文に も、 一を 得て 土を 宜し 
く 以て 南面して 秦を 制む 可し。 尙ほ鷄 鳴狗吠 之 力を 取らん やと、 云へ る も又孟 
一嘗 君が 度量を 云へ る 也。 

師日 く。 蜀の孔 明 未だ 刻 備に 仕へ ざるの 時、 博 俊の 漼州屯 穎 川の 石 廣元汝 南 
一の 孟 公威 幷に徐 鹿 共に、 友交して 一 處に栩 集まりて- 學間 談笑す。 四 人は 中に も 
1 )5 ょく 相 3: ぅて 談話し 孔明は 其 S 質 四 人に 異に. して、 自ら 膝を 抱き 長嘆して 
| 日く。 汝等は 若し 出て 仕 ゆと 云 ふと 雖も、 所の 奉行 守護と なりて、 微官 *小 祿に至 
一ら ば 是れ則 たれ りと する 所 也、 と 云 ふ。 各孔 明が 志を 尋 ぬるに 笑 ふて 而答 へす 
孔明常 に 自ら 管 仲 樂毅に 比す。 管 仲は 諸侯を 九 度合は せ， 天下を 醫す。 孔子 猶ほ 
之を 稱 して 日く， 管 仲微 也。 吾れ 其 髮を被 b.、 衽を 左に せん。 樂毅 齊に克 ちて 七十 


佘城を 下す。 二 A 共に 其 名 天下を 蓋へ b。 孔明隆 中に 居ながら •自 .ら 之に 比せし 
は 甚だ 過ちた るに 似た b。 時 の 人 皆 是を笑 ふ。 司 馬 徳宗が 日く。 周 朝 八 ? I 佘 年の 
| 功を 與み せし、 姜子牙 漢の世 、四百 佘歲を ，聞きし 張子 房に 比すべ し、 i 云へ b と 
|ぞ。其詞の如く天下三分の勢を立て、先生を王道に入りなんとす。其志の度量く 
一んで 解るべからざる 事 也。 誠に 孔明が 度量 末世の 及ぶ 處に 非す。 

師 日く ◊楠 正 成が 云 ふに。 凡そ 士 たらん 輩は 小事を 棄てす 、大事を あぐまざる 
:; 心得 ある 可し。 然らす しては 必中 小 大事に 因て、 致し 難き 事 ある もの 也、 と 云へ 
一 b と 也 •後. 漢の 光武 大敵を 懼れず ，小敵を 侮らす、 と 云へ るに も 合 ひぬ 可し。 度量 
| 深から ざる 時は、 動もすれば 任大 かる 時に あぐみ 恐れて 氣を 併呑 せらる、 に 
一至る 類 也 以て 多し 然れば i て內 にあて、 する 所 あらず しては、 又 其 度量と 思 
一はん 事 も 途方な き 事なる 可し- 

師 日： く。 大略を 經濟 して 小節を 修めざる あ b。 是れ其 度量の 依る 處な b しか 
れど も、 小節に 拘はら ず、 と 云 ひて、 又大 閑を 越 ゆるに 輩 ある もの 也。 是れ 何を 以 
山 鹿 語類 H 一九 


US 鹿 素行 全集  一 一三 0 
て 大略と し、 何を 以て 小節と する 事を 究明 (せ ざるが 故に、 分を 越えて 器用 だて 
を 致し、 是等の 事 計投 する に 足らずと 云 ふ。 其 潔き 事は 潔き よけれ ども、 皆 分を 
| 知らざる の 働きを 以て 51 には 家を 失 ふに も 至う つ 可し A の 度量の 大略なる 
一 と 云 ふは、 如， 此 きの 事を ば 云 ふべ からざる 也。 されば いつの 不義を 行 ふて 二の 
辜せ ざるを 殺して、 而 して 天下を 得て* 爲さざ る 所有る は、 是れ 度量の 寬廣 也-萬 
一 鐘の 祿に 引かれ、 天下の IV きに 惑うて 剛操を 守 b 得ざる は、 是れ 小節に 拘はる 
也， 天下は 至て 重く、 是 をうる は 至て 福な b と雖 も、 得失は 皆 外の わざに して、 義 
一より 見來る 時は 至て， 小節 也。 學着 度量と なす 處に 於いて、 深く 味は すん ば、 必ず 
一流 蕩 して 得べ からざる 也。 孔子 日く。 古の 狂 也。 肆 (不知 小節 一) 也 •今の 狂す る や、 蕩 1 , 
| 大間一 ) 也 、と 也。 度量の 大な るは 狂者に 似て、 其 致す 所に、 古今 0 差別 ぁる 事 也。 

| 師 日く。 古よう 名將の 度量、 其 器識 、卽に 弱 7S 0 比 よら 各 則 ^ るき ざし ぁら， 古 
今， ともに 其た めし 源の 義經 廿五歲 にして 元曆 元年に 木 曾を 退治し 3¢ 年 ーノ 
谷の 岩石を 落し、 A 島の 壇 浦の 合戰ぁ 1 相 友の 不士 には 秩 父 31 忠二 十一 •佐々 


木 高 綱 二十 五、 梶 原景季 二十 三 也。 異朝の 孔明 二十 七の 時 itl 備に 招かれて 相 將 
の 任を 能くす。 近代 武田 信玄 、北 條氏康 、北 越の 謙 信、 源 君、 何れも 幼年の 時に 其 度 
一 量旣に 群に 越え ^ ぅ。 名將 一 題の 終 b 久しから ずして、 其 功を 成す 所は 天下の 
| 間に 滿ち、 萬 世に 傳ふ 後世の 大丈夫、 尤も 考ふべ き 事 也。 

師 日く。 漢の高 祖 旣に關 中に 打ち 入りけ る 後に 頂 羽 遲れて 至りけ るを、 高祖 
一關 中を 爭はす して 則ち 頂 羽に 與ゅ 。是れ 高祖の 度量 甚だ 大なる 所以 也。 其 故は 
一此時 先に 關 中に 入りた る 者 王た るべ しと 約す と雖 も、 頂 羽が 勢 盛に して 中る 
/ ベから す。 而 るを 高祖 先に 關 中に 入りた る 小節を 守 b て 頂 羽と 戰ふは 、則ち 戰 
死して、 四百 年の 天下 玆に 施す 可し。 頂 羽が 人となり 器量 甚だ 狹 b、 志 氣 尤も 詩 
| り、 慕 E にして 鄙吝 多き 事を 知りて， 則ち 關中 を與へ 、頂 羽に 和を 請 ふ。 是れ頂 羽 
一が 志を 驕 らしめ、 其 志を iL しさし めて- 惡を 盛に し、 臣民 皆 そむかし むべき の 謀 
也。 然れば 關中 を棄て わらぐつの 如くなら しむる は 天下を 治む るの 謀に あら 
す や。 時の 人 皆 高祖 項 羽に 與へ 、其 勢カ オ氣を 論じて， 其 度量を 詳か にせざる が 
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故に、 天下の 落 居、 高祖に 極まれる 事を 知らざる 也。 古人 (楚 奇？) 云 ふ。 高祖 S 戰ふ 
て 百 敗る。 惟れ 其 勝たざる 也 二た び 勝つ 時は 必ず 王に 至る。 項 羽百戰 して 百た 
一び 勝つ、 其 必中 勝 也。 一た び 勝たざる は 則ち 必す C に 至る。 

師 日く。 蜀 の劑備 、孔 明が 草 序に 三た び 尋ね 行きて、 三， 度 目に 初めて 對 面の 時 
一 傍の 人を 遠ざけ， 自ら 天下の 圖を披 き、 劑備に 示す に、 三分の 勢を 以てす。 孔明草 
一 序に 居て 聞 達を 求めす と雖 も， 其 度量 甚だ 廣きを 以て、 今 瞬 息の 間に 天下の 勢 
一を 極む。 兹に 於いて 劑備服 心して 則ち 孔 明を 立て、 師 として 其敎 へを 受く ^: 
一度 量 B て 見つべし。 

八 ' ‘ 

師 日く ? L 明 街亭の 後に 兵を 西方に 手配し、 後に 殘る 所の 兵士 僅かに 二千佘 
| にて、 西 城縣に 入る の處 、司 馬 仲 達 十五 萬の 大軍を 引率して ® 城縣に 至りぬ。 孔 
) 明が 傍には、 一將の 出て 拒くべき も ぁら ざれば、 近臣 皆 色を 失 ふて、 設方な く 見 
ゆ。 孔明 動す る 事な く、 自ら 城に 上つ て. 彼が 軍勢を 見れば、 三方に 手 分して 唯今 
城下に 至る。 孔明 命じて 旗を 立て、 具 鐘を 定め、 軍士を 隱 くして 各々 » 營 1-: 入 A 


しめ、 出る 事は 相圖を 待つべし と 定め 置きて 役人の 外 M に 出さし めす。 四方の 
門を 大に 聞き、 城內の 道々、 懇に 掃除し、 淸 道し， 自らは 琴一張を 携へ ニニの 童子 
を 傍に 置き、 高欄に ょ b か、 ぅ、 香を 燒い て、 琴を かな づ •司 馬 仲 達 押し寄せて 見 
るに 如此 きの 模樣な ぅければ # ぐ 兵を 進めて、 內の體 を 詳に す。 然れ ども 取合 
ふ 者 もな ぐ •猶內 をはら つて 傍 若 無の すがたな れば、 仲 達 申しけ るは、 さし も孔 
明が 日 比の 謹 厚なる に 今、 何ぞ 門を 開きて 危き 事を なすべき。 是れ必 す 伏を S 
きて 我 兵を 入る、 の 謀 事なる べし、 と 云 ひて 速に 引退き ぬ。 孔明が 日く。 若し 衆 
人の 心を 以てせば、 必す 城を 棄てゞ 去りぬべし。 吾兵 多き に 二千佘 。彼我が 去る 
を 見 ばを りくい すべし。 西 城は 久しぐ 居る 地に ぁらず、 と 謂 ひて 漢中に 歸へ b 
ぬ。 又 暫くして 仲 達 又來る 時に、 孔明 去りぬ るが 故に 仲 達皆孔 明が 謀の 中に 落 
ち 入りぬ。 又 是れ孔 明 ♦か 度量な ♦るが 故と 云 ふべ し。 

師 日く。 度量 大なる 器の ものく 行跡. は 凡 情の 者の 所ょ b 見る 時は、 一つと し 
て 作 略 見知る 事 叶 ふべ かざる 也。 伊 尹が 五た び. 榮に 就いて 桀を 忌ます、 五た び 
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扔 に 就いて 湯 疑が はざる が 如きは、 大德 量、 大識 あらす しては 及び難き 事迦。 故 
に 大度 量 ある 人は 能く 知識を 遠くして 權 略に 通す、 推して 計 k 難き もの 也。 

I 師日 く。 晋の謝 安は* 兵の 術に 於いて 尤も 度量 あぅ。 桓溫 '大に 軍兵を 率ゐて 琴 
一の 帝を 移し 奉らん と， せし が、 先 づ謝 安王坦 之を 招きて 是を 害せん とす、 謝 安， 小 ノ 
| しも 恐る、 顔色な く、 R 苹 生の 如くに して 桓溫が 所に 至 b、 座 定て云 ひける は 
一 諸侯 道 有る 時は、 守 b 四隣に 在 b と、 こ そ电 すなる に、 何事に 今 軍兵を 裝 ふて 壁 
一の 後に镫 き 玉 ふに や、 と 問 ひける。 其 度量に 氣を のまれて、 彼を 害すべき 事なら 
I すして、 笑 談 して 目を ぅつせり と 也。 又 秦の符 堅 けん。 旣に百 萬の 着 到に て淝 7K 
I に陣 する 由 聞え ければ、 謝玄 入りて 謀を 問 ふ。 謝 安の 恐る、 色な く 友と 碁を 圍 
一み， 平生に 替る事 あらす して 而後に 謀を なせ b と 也。 是れ 度量 甚だ 寬から す！ 
一て 叶 ひがたき 事 也。 

師日 く。 唐の 代宗の 時， 戒狹 兵を ひ きゐて 涇陽を 圍みけ る 時に、 郭子 儀、 その 所 
の 大將た りければ' 謀を めぐらして 云く。 今 彼が 大 軍に 味方を くらべば、 九 手が 


一毛に して 戰ぷて 勝つべき の 道な し* 我 昔 •戒 狹に約 せし 事 0 あ れば •若 か 中 ® 
b 身に て往い て說' べし、 と 云 ひて、 唯 一騎 門を 開かし めて、 郭子儀 直に 大將に 
中すべき 事 あり、 i 云 ひて 出で ぬ。 戎狄 甚だ 驚き、 其大將 弓を 取 b、 師に 矢を はげ 
て 向 ひければ、 郭 子儀冑 を拔ミ 甲を 拾て、 繪を投 げて 進みけ る 故に、 彼 止む 事を 
得すして 皆 馬ょり 下うて 拜しけ う。 是 を單騎 にして ^* ら ると 云、 ひて 時の 人 皆 
稱美す 。度量 _操 に 非ず しては 叶 ひ 難く、 謀と 云つべき 也。 

師 日く。 宋の寇 準 帝の 難に 供奉し 奉り » 湖に ありけ る 時- 每夜 酒宴を 設け 戯 
むれ 遊んで 夜を、 ともす がらに す。 .® して 朝 も ゆるやかに 寢 ねて 犬い びを かけ 
う。 帝窃に 人を して 是を 見せしめ、 彼釦此 き 時は、 懼るゞ 所な しと 喜び 玉へ りと 
也、 大難の 任を 得て、 枕を 太 山の 安き に 置く 事は、 度量 計る に 廣から ずして は 叶 
ひ 難き 事 也 

師 日く。 大納言 行成 卿 未だ 殿上人に て 御 在し ける 時、 實 方中將 如何なる 憤り 
か 有 b けん。 殿上に 參 b あいて 云 ふ 言な く、 行成の® を 落して 小 庭に 役げ 棄て 
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け b •行成 さわがす して 其 殿 司を 招して、 其 冠を 取 b 上げさせて 是を 着し、 何 斗 
の 過怠に か、 これ 程の 亂 罰に 預かる にや、 と 問 ひければ * 方 一言を 述べす して 

: 立ちに け b.。 折し も 主上 小 部ょ b 御覽 じて、 實方は 鳴 呼 者 也、 とて 遂に 歌枕み て 

} . 

J 參ゐれ と あ b て、 陸 奥 守に な & て 下りつ かし 兹に うせに け b と 也。 行成 度量 あ 
一ら すして は是れ 斗う の 事に 逢 ふて 如此 きの 行跡は あるべ からざる 也。 度量 薄 
一ければ、 小事を のせて 能く 堪忍す る 事 成 b 難き もの 也。 但し 心の 臆して 報ゐべ 
一き 事を 忍ばん を 云 ふには 有らざる 也。 

師 日く ¥ 將門 •か 東八ヶ 國を 打ち 塞ぎて、 平 親王と 號 せし 時， 田 原 藤 太 秀鄕は 
一名 高き 兵に て、 殊に 多勢の 者な うける が。 將 門に 同意して、 朝家を 傾け 奉らん と 
一思 ひて 行き、 向 ふて 角と 云 ひ、 將門 折節 髮を 亂 しけ づ b ける が、 餘 b に 喜びて 取 
一る もの も 取り あへ 中、 大童に も、 而も 白衣に て あはて 出で M 々の 饗應の 事 云 ひ 
ければ、 秀鄕目 かしこく、 見咎めて、 此 人の 體 、輕骨 也 ぽか くしく 日本の 主とは 
なら じと て初對 面の H に 心 替 へしけ •る 上に、 酒肴 椀 飯 かきす えて、 是を 進む # 


R が 喰 ひける 御料 袴の 上 落ち 散りけ るを 自ら 是を拂 ひ 拭 ひた b けり •是 ょ K 
の 振舞に や 云 ふ 甲斐な しと 心の底に うとみて けうと 也。 是れ將 門が 度量の® 

I き 故を 云へ る 也。 

師日く •源 賴朝 安房 國平牝 郡 獵 島ょ b 下總に 越えて 相 州 鎌 倉に 趣かん 爲 ffi 
田 川の 邊う至 b 玉 ふ。 上總權 介 廣爲 、當國 の 軍勢 二 莴餘を 率 ゐて參 上す ® 朝頗 
る 彼が 遲參 を Bit て 許容の 聲な し。 廣爲 兼ねて 存じけ るは、 當時は 皆 屯 家の 管領 
也 a 朝 流人の 身と して 義兵を 擧 ぐと 雖 も、 何 斗の 事の あるべき に 非す。 今日の 
| 榇子を 伺つ て 事な りが たかるべき に 於いては 速に 武衞を 打取つ て 平家に 献 
一 すへ しと 內に 二心を 構へ， 外には 參 上の 由を 稱す 。然 れば 此大 軍を 得 ば悅び 玉 
| はんと 思 ひ、 儲く るの 處に 遲參を 咎め 集めて、 許容の 氣色な し。 殆んど 人 主の 體 
| に 叶へ りと 忽に 害心を 變 じて 和 順し 奉りし と 云へ う。® 朝の 度量 以て 見る ベ 
き 也。 

師 日く 賴朝 流 A の 間 伊東 次郞祐 親 法 蹄 甚だ 疎略に 致し、 剩 へ武衞 、をはから 
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い 奉らん と 致せし を、 二 男祐泰 訴へ中 して、 致れ しめぬ。 又武衞 ti め-て 鎌 倉に 入 
り 玉 •ふ 時、 天 野 彥內 、之を 生 捕 b ける. を 三 浦義 澄が 彼が 聱なれ ば、 申し あづか り 
け り。 祐泰が 忠に 依つ て 命を 助け 玉 ひ、 壽永元 年に 恩赦の 事 6 b て 思 出さる ベ 
きと あぅ しを、 祐親 前の あや i b を 恥 ぢて自 殺す と 云へ b。 賴朝彌 の あだに 於 
いて 聊か 深く 惡み思 ふ〗 所な く、 寬仁 大度の 故と 云 ふ 可き 也。  . 

師日 く。 後醍醐 帝、 摘 正 成を 召し出され、 藤 房を 以て 東夷 征 罰の 事を 正 成に 憑 
み 思 召さる、 姐。 抑 も 天下 草劍の 事， 何の 謀を 以て 勝を 一時に 決し、 太平の 四海 
に 致し 侍らん と存す る や、 と 勅靛 ありければ 、正 成 畏れて 申しけ るは、 東夷 近日 
の 大逆、 只 天の 責を招 くとの 上は、 誅戳の 弊に 乘じ て、 天襄を 致されん に、 何の 子 
細 之 有る ベ ^ 、 合 戰の 習な れば 一旦の 勝負は 必中し も 御覽逆 ちる ベから す。 正 
成 一人 未だ 生れて あ b と 聞し 召されて は聖 運は 遂に 開かるべし、 と 思 召され 
候へ、 と 申して 河內 に歸 へ > ぬ 。其 後 赤 坂に 城を 構へ、 僅に 塀 一重ぬ ぅ、 櫓 かいた 
て， II き 双 べ、東國 0 軍兵數萬騎に 11 まれ、策を_幄 0 內 11 めぐらし、勝っ事を千 


m の 外に 決し. 而 して 千 劎破城 の 設け ゎづか 千 人に 足らざる 小勢に て 誰を 賴 

むと も、 何を 待つ ともなき 城 中の 高さ 二 町 計ぅ にて ® b 一里に 足らぬ 小 城に 

% 

一 取り 籠 b、 東國 勢を 引き受け、 日本の 人 衆を 待ち そろえて、 陳苹 •張 良が 肺肝の 謀 
一を 廻らせし 事大 丈夫の 度量、 に 非ず しては 叶 ふべ からざる 事 どもに 非ず や。 

師 日く。 畠 山道 誓. 舍‘弟 義 深修禪 寺の 域を 出で、 基 氏に 降參 す M に 畠 III 兄弟® 
日竊か に 打 手の 來 ると 云 ふ 事を 聞きて 假部 に lil たる 體に 仲間に 大刀を 持た 
せ、 兄弟 二人が 徒步 にて 先 づ藤澤 の 道場へ 落ち、 又 上人 かい しく 賴まれ 、や 
がて 窺に 上洛す。 家臣 遊 佐の 道 性 阿 主人の 落ちら る、 體知 b たれ ども 暫 C 人 
を あしらい、 主を 何く へ も 落ちの び させん 爲に、 少しの 騷ぎ たる 氣色も あらす 
其 双六 六十 服 茶な ど 呑みて さ b げな き體 にて 戯笑して 居ければ、 郎從 ども 外 
j 樣の人 も 思 ひ 寄る 可き 樣なか b き。 遂には かくれな か' りければ 、繼 て 打 手を 向 
はれ、 遊 佐は 禪 僧の 衣を 着て、 只 一人 京都に 上 ぅける が、 口の 脇なる 疵を 見咎め 
られ 、自殺して 失せぬ。 遊 佐が 此 一事 尤も 度量 あ b と 云 ふ 可き 也。 

111 鹿 類語  一一 三 九 
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師 日ぐ •武田 信 勝 十歲の 時、 近習の 小姓、 友 野 又市郞 と： n 向 傳次部 と 扇 切を 致 
せと ぁりけ る。 友 野 腰の 扇を ぬく、 日向は 手に 持ちた る 扇を 腰に 差して、 指を 立 
| て 向 ふ。 信 勝是を 見て 早み えたる ぞ せぬ 扇 切に 傳熱 勝な b と 褒めて、 日向を 稱 
美す。 是を高 坂 彈正 承け て 信 勝は 近代の 名大將 なる 可し。 度量 それ 廣 しと 云 ひ 
ける 也。 

\ 師日 く。 武田 信玄剛 操に して 度. 量 又大也 。年 州に 城を 構へ す。 僅かに 堀 一重に 

| て 屋敷 構え 斗に 致し、 東西、 南北の 大將と 弓矢を 取つ て 遂に 自ら 國を奪 はれず 

一 H 境まで も 敵を 入れす。 甲 州分國 ょぅ 力々 に 手を かけ、 後には 甲斐 信濃駿 河を 

\ 始め、四方取合はせ1て、五ヶ國を領す。敵は信長、試信，氏康、源君也。此 0 龠は一將也 
一.-^^. ^ 

| 坻 に また かりても 天下 是が爲 に 辟易し •遂に 是を 四方に 受けて、 屋敷が まへの 

一心 入り 尤も 度量 ぁりと 云 ふべき 也。 或は 居舘 の內 にて 猿樂 能 1) b しに、 堀 普請 

の 輩 二 千 斗 喧嘩 致し、 双方へ 押し 別れ 鐵炮を 放ち 騷動 する に 能 見物の 輩 地下 

人に 至る まで、 少しも さわが ざり しと 也。 此 くの 如き 事は 兼 目の 法令 正しき に 


も 依る V け ♦れ ど \喉度量寬大な |»' 故1云ふ可し. 

師 日く。 織 田 信 長 武勇に 於いて 度量 甚だ 大 也。 幼稚の 時 手 習 W 書は 我 任に 非 
ずと 云 ひて 常に 武藝を 事と し、 相 集まれる 小童を 別ちて 二つ に 致し、 其 身 一方 
の大 將と號 して、 竹馬に 鞭を ぁて、 竹刀、 竹繚を 以て 打 合 ひ、 突， き 合 ひを 事と し。 其 
手 習に 賴む 所の 僧、 是を 持ち 扱 ひける。 十六 歳の 時 父信秀 卒しけ るに 大松 寺に 
參詣ぁりて燒香す。其形異樣にして、更に禮儀を整へす。抹香をっかみ、香爐の內 
外へ 投げ かけ。 無 禮 沙汰の 限うな りけ る 時の 人、 皆 以て 是を嘲 り 笑 ふと 云へ ど 
も 心 ぁる 人は 戰國の 今に 生れ 逢 ひたる 度 # なう とさ、 やきけ •る ^; 果して 弓 
矢を 取て 並びな _ 殊に將 軍義昭 漂泊して、 或は 江 州に 至りて 佐々 木ょ 或は 
越 州に 越して 淺倉に 依賴 とすと 雖も 、彼等 義兵を 擧 ぐろ 事 能は すして 京都 悉 
く 三 好 赤松に 混 «L せらる •玆 に永錄 十一 年、 義昭細 川 兵 部 大輔藤 孝、 上野 中務大 
輔淸 行. を 使と して 信 長に 歸洛の 事を 賴み思 召す との 事な うければ、 信 長は 快 
く、 之を 承け、 武士の 面目なう と 喜び、 事の 成敗を さし 置き. 大饰 を當國 にょせ ら 
山 鹿類语  三 H 一 
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れん 事を 中し 則-ち 不 破河內 守を 雨 使に さし そへ ^ 義昭 を迎へ 奉^^ 其 年 十月 
十五 H ■に 義昭を 歸洛 せしめ、 六 條本顧 寺に 入れ 奉 b.、 その 身は 淸水 寺に 旅 宿し 
| て、 洛中の 湖 法を 定む 。さし もい かめし かう し 細 川 六郞 (阿波 公方 也) 三 好 等 皆 退 
一 去 k 又 信 長 其 度量 大な るに 非す や。 

一 師 日く。 豊 H：H 秀吉 民間ょり 起うて、 神 SI を： 握.^ 度量 更に 云 ふべ からす。 信鐵越 
j 前に® きて 淺井長 政に 後を 取う きられ、 旣に 、危か b しに、 其 頃は 秀吉 未だ 人 衆 
一を も 持たす して、 獨ら金 崎の 押へ に 在るべし、 と 0 由を 申し、 請 ふ。 是れ 度量 大な 
j りと 云 ふべ し。 信 長 弑 せらる、 を 聞きて、 多くの 大名 皆 身 どまへ を 致し、 何の 料 
| 管 あらざる に、 連に 山 崎の 弔 合戰を 遂げて 明昝 を卽 日に 罰戮 す。 是れ 度量の 大 
j なる 隨 一也。 而 して 柴田を 滅ぼし、 長久 手の j 戦に 於いて 三將 をう たれても 猶 
j ほ 天下を 併呑し、 源 君へ 和を 入れ、 淺野長 政を 使と して、 源 君 ^ ず 三ヶ. 條の 好み 
あらん 事を 命す。 所謂 秀吉 の 母 儀 A 質に 遣は す 可し。 秀忠公 を 人質に 不 % 奉/成 
妹 君の 腹に 男子 ffi 生 あ b i も國は 秀忠公 に献じ 奉るべき 也。 此三ヶ 條 0 好 / > 


いわれく 其 意に 任 令べ し、 との 事 也。 ] FU 事 一つ も 違は t 其 器識鐙 むべ し。 而 して 
小 田 原の 役に 伊達正宗 奥州ょ $ 越後へ 越え •甲斐へ 出で， 相 朔箱极 に 至 秀吉 
に 謁す。 此時 政宗廿 四歲、 行 倉 小 十 良 一人を 召し連れて 廣野に 於いて 禮を行 ふ 
秀吉床 上に 腰を 掛 ^ て、 政 宗に 命せ らる 、は、 上 杉 景勝 既に 使節を 以て 禮を行 
ひ、 佐辨 使者を 進上す る處に 政宗獨 彡然ら すして 漸く 今 □禮を 行 ふ。 其 罪 甚だ 
重く していれ. ば、 汝が押 領す るの 地を 速に 返上して、 唯 本領 三十 石に 安堵す 可 
し。 然らす ば汝 早く 還 b 去て 我に 敵す 可し。 汝が 會津に 至らん 頃に、 我 必す牝 條 
を 族滅し、 直に 兵を 會津に 進め、 汝に對 面す 可し •と ぁりぬ •正宗 元來 度量 豪傑の 
勇士な れば、 聊か 恐る、 處な く、 答へ 申しけ るは 我れ 今 匹夫、 獨身 にして 御前に 
來る 。生死 も 亦 命の ま、 也。 況ん や。 郡 邑は 御意の ま、 也。 則ち 返上 致す 可し I」 御 
請审 しける。 秀吉大 に悅 び、 則 暇を 賜は b て歸へ り， 又 左右 皆 云 ふ 必中 奥に 至て 
仇す 可し。 唯 速に 玆 にて 打 留め 玉 はんや、 と 6 b ければ、 秀吉大 に 笑 ふて 日く。 汝 
等は 是れ暨 子な ぅとも謀るに足らす，と ^ さると & 其库 « 見る可し 
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師 日く。 盤 臣秀吉 嘗て 日く。 吾れ 想 ふ A 生 百に 滿たす 。豈 千！ 方に 鬱 して 以て 
n を® す 乎、 と。 是れ 度量 大な るが 故の 言 也。 而 して 遂に 朝鮮を 征伐して •兵を 異 
域に 弄す。 世の 人 皆 一期の 樂を 好みて は、 睢閉 居獨 座して 酒色を 專ら とする に 
ぁ b。 秀吉 朝鮮の 征伐して、 極めて 論せ んとな らば、 武を駿 し、 兵を 究めし せんな 
€ 業 とも 云 ふべ しと 雖も* 其 度量に 於いては、 大丈夫の 思 ひの 外と 云 ふ 可し。 又 
秀吉 朝鮮 國 王に 書簡を 通じ 玉 ふ。 言に 予托胎 之 時に 當て 慈母 夢に H ■輸懷 中に 
入る。 相士が 日く。 為 光 及ぶ 所 照臨せ ざるな し、 心 八荒して 仁 風に 聞え、 四海 威名 
を 蒙む ら、 それ 何ぞ疑 はんや。 國 家の 山海に 隔たる の 遠き を 滑と せす。 一た •び 超 
へて 直に 大明國 に 入ぅて 吾 •か 朝の 風俗を 四百 餘 州に 易 へん。 帝都 政 化は 億 萬 
斯年を 施す 事寸 中に 在ぅ、 と 書せ り。 度量の 大な る事考 ふべき 也。 

師 日く、 秀吉旣 に 天下 平均なら しむる の 後 毛 利 輝 元 tj めて 出仕す。 天下 第一 
の 大名、 中 國殘ら ず 彼が 威風 1: 屬す。 然れ ば秀吉 定めて 禮を 正し、 威儀を ふるま 
つて 對面 ぁるべき と 諸人 思案の 處に輝 元を 對面對 に 久しく 待たし め、 其後帶 


を 手に 持ち、 夜を 解いて 磐 薄と して 女の 禿に 腰刀を 持たせ、 其 形に て、 輝 元に 對 
面し、 直に 毛 利が 竿を 取う、 古の 事 ども 色々 物語 ぁりな •から 座敷を 一 見せしめ 
それょ b 天主へ ぁがり、 向 天の 繁榮を 見せしめ、 天主に 於いて 刀を 賜は り •それ 
ょり 座敷に 下う、 庭 上へ 馬を 引かせ、 秀吉是 れに乘 う、 輝 元に 口を 取らせ、 則ち 其 
馬を 賜う ぬ。 毛 利 悉く 其 恩顧 度量に 平伏して 相 親しみ、 相 恐れり と 也。 

師 日く。 北 條家滅 亡已 前には 所々 に 三重の 櫓を 擧げ 、天主を 構へ させ、 屋敷 構 
ペの內 にも 色々 の 要害を 設けて、 油斷聊 かな か b し。 天 正 十八 年に 小 田 原滅し し 
して 後には、 少しも， 用 >$ の 事な く、 秀吉 往來 にも 先を 拂ひ 、人を 改めなる 事な し 
淺野長 政、 或 時 申 上げけ るは， 近年 御 要害の 構へ なく •餘 b 廉草な 事に こそと 咋 
しける。 秀 吉日へ。 

今程 用心を 嚴 しくす， る 事な し。 汝' 等 S 知 小 見に して 是を 知らす や。 我 今 源 
君と 無二の 入魂を なせ う、 家康は 一度 云 ひ 合 ひたる 事を 聊か 違へ ざる 人 也 
長久 手に 於いて 僅か 一 萬 餘の人 衆を 以て 我 ♦か 二十 萬に 及べる 大 軍に 敵せ 
lii 鹿 類語  . 三三茧 
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A る ゞ信長 と 一度 云 ひ 合は せられた る 故 也。 こ、 を 以て 家康を 入魂す。 今 天 
下に ^ 馬を 取て 我に あたるべき 奢 家康の 外に 誰か あるべき 
一と 命せられ け ぅ と 也。 

師 日く。 大坂の 城の 天主の 有る 所、 鬼門に 當れる 由を 申す もの、 あ ぅければ 
| 秀 吉日く。 天下の 鬼門は： 2 本の 丑 寅 也。 大坂 一所の 鬼門は 我に 當る 。鬼門に あら 
ざる 也、 と 云へ り。 

師日 く。 秀吉常 に 細 川玄 旨法耪 紹巴 等を 傍に 置きて 時に 奥 ある 歌、 連歌 あり 
一 或は 五山 十 刹の S 老か 出世の 者を 崇めて 詩 連句の 會 あり。 而 して 其內 に秀吉 
i の 作意に 相應 じて m 來 たらん 歌 連歌を 以て 是を 秀吉の 作に 仕るべき 也。 詩歌 
は 武家の 必ず 心と すべき 事に 非 t- と雖 も. 無下に 卑しから んも苏 大丈夫の 本 
一意に あらす。 然れ ばと て 是に心 を 染まん 事は 甚だ 勞 役の 至 b 也。 武將 自ら 手を 
下さす して 匹夫の 功を 集めて 將に歸 す。 詩歌、 又汝等 •か 功を 以て 我が 功と すべ 
し、 と 命せられ け^' と 也® 


師 日く* 源 君 味方 原の 時、 濱 松に 歸り 入らせ 玉 ひ、 心 靜炉に 御寐 なされ* 鼻息 雷 
の 如くな りけ るに、 左右の 近臣 幷に 今日 敗軍の 詩 詩 あい 聚 まつて 如何 あるべ 
一き、 今夜 信玄 兵を 寄せて、 濱 松を 取圍 むには 玉藥を 放つべき もな く、 矢柄を 射る 
可き もな し。 さし も 名 ある 輩は 悉く 打 死し つ、 と 詮議 まち^ ■致し けれども 
源 君 更に 起き 玉は す、 枕を 大山の 安き に 置かし め 玉 ひ。 斯くて 夜 も 漸く 明け も 
ども、 信玄 兵を ょせす。.. 源 君 日た けて 起き 玉 ひ、 唯 平生の. 御氣 色に て信玄 は定 
めて 引取るべし、 と 仰せ 言 ありし が、 其 後、 疾く共 日に 兵を 入れに けぅ。 是れ信 安 
の 弓矢の 格を しろしめされて ける。 其 度量の 甚 •た 廣く大 なる 故なる 可し。 

師日 く。 慶長庚 子 上 杉 景勝 退治の 爲 に© 君 旣に野 州 小山まで 御 働き 座す 
一の 所、 上方に 於いて 右田 之 我、 逆心を 企てけ る ® 注進に 付きて 上方ょ b 供奉し 
I 奉る の 所の 大名 小名を 一所に 集め、 其 日に 上意 ありけ るは、 上方に 於いて 石 田 
逆心の 事 〇 ハ 今吿 げ來れ ぅ。 各々 先 づ隱密 に 仕る 可く と 申す やから あ b と雖も 
今度 供奉の 衆、 谷々 妻子を 上方に 質と し 置かれた る 事 也。 心 元な く 存せら る 可 
OJ 鹿 類語  一一 一 i 
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き 間 家 康へ氣 遣な く 心 次第に 上京 可， 被， 仕と 仰せ 出されけ る。 此 御意に 因て 誰 
上るべき と 云 ふ 者な く。 皆 御 味方に 一同す。 其 夜 本 多 中晝竊 かに 申し上げる は 
I 少も危 思 召されす。 手を 何れも 上洛 仕られと へと、 不， 被 # 出せ。 長途と 打ちて 是 
一れ まで 御供 仕 b たる 輩、 御 旗本を 離れて 獨立を 致し、 御 歒可 tt と存す る 者は 一 
I 人 も 有 之 間 敷、 と 申しければ. 源 君 聞 召され、 彼等が 上り 兼ねつべし と 思 ひて 
; 仰せ 言 あらんは、 誠に 云 ふ あらす、 天下を 引受けても 一の 義を 正す のみな れ ぼ 
一 全く 彼等が 上る まじき を賴 むに あらす、 と御設 あつて 重ねて 又 上方 衆 上 5/中 
| され 度き は 案內に 及ばす •上ぅ 申さる 可し、 と 仰せ 出 でられけ りと 也。 大度 量大 
™ 剛 操と も 申し 奉. るべき 也。 

師 日く。 源 君旣に 九月 十四 □に 濃洲赤 坂の 御 本陣に 御着 座 あ b ければ - h 
一方 列參の 大名 路次 に充滿 して、 御 目見えを 願 ふ處 。とかくの 御會釋 もな，、、 御 本 
陣の やぐらに # ら せられて 敵 味方の 體を _ 見 分 あ b、 井伊 兵 部 •本 多 中 » まで 
御供に て 誰も 登らす、 兵 部 諸 大名 伺候の 由を 演說す 1 雖 も、 年猶ほ 御 ¥1 ひもな 


く •四方を 上覽 ぁるに 付いて、 井伊 直 政 默止が たくして 矢 倉ょり 下へ 下う 諸大 
名へ 向 ひ 源 君の 命な りと 云 ひて 長々 在陣 、並びに 岐阜の 戰功を 稱美 せう と 

T 。 . ‘ 

師日く •豐 臣秀吉 逝去の 後、 國々 の 大名 相 集ら、 石 田 三 成が H 頃の 無禮奸 曲を 
一 改め、 是を切 窖 すべき 由、 所々 の 談合 多 か b ける を 以て 三成竊 かに 大坂を 避 & 

一 伏 見に 至 $、 又玆 にを 退いて、 加 藤 fff 政、 同嘉明 、黑田 長 政、 淺野 長. 幸、 彼是 云 ひ 合は 
| 戈て 旣に伏 見へ 推し 寄せ、 殺し 責む べきに 究ま b ける を 源 君 類う に 和を 取 
一. b. 扱 ひ 玉 ひて、 中 村 式 ^ 少輔 ，酒 井雅樂 頂を - B て 雨 方を 仰き なだめられ ® に 三 
: ，我を 佐 和 山へ 歸へ さしめ、 玉 ふに、 三 川黃 門‘ 秀康を 送りに 付き 玉へ うと 也- 是は 
| 三 成が 不義 肺肝を 見る が 如くに 思^ p じらせ 玉へ ども 彼を 屋 形の 內 にて 徵 
j りつぶ し。 講讀の 中に くびれ しめん 事は、 大丈夫の 本意に 非ず。 事を 構へ、 難を 設 
けば、 何時も 廣原準 陸の 大場 にて 一戰に 勝敗を 決すべ し。 秀吉 存生の 間は 彼に 
手を 拱して 今は かむ にしから ぬ 三 成を も、 水臭し と 云 ふ 事は 甚だ 勇士の 本意' 
山 鹿 類語  三 三 九 
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に 有らす との 仰せ 言な うしと 也 • 

師 日ぐ H 川黃門 秀康 惡瘡を 煩 ひ 玉 ふて ** の そこねければ' 其 頃 細工に 名を 
| 得た る 者を 招いて A 色に 鼻を 造らへ しめ # け 鼻を 用 ひて 出仕 ありけ る。 源 
; 君是れ をし ろしめ さすして、 秀康は 惡瘡に 鼻の そこねた ると 云へ る 沙汰の あ 
一りしが、鼻は損せざりしな，0と仰せ |) りければ、左右の御家しか/、と答へ奉 
一る， 公卿 氣色あ つて 仰せられけ るは、 大丈夫 天下 國家を 治む るには 身の 形粧を 
一 以て 致す 事な し。 內 0 養 ひを 深く し、 器 si を 逞しくなる に |> う。 大國を 受領し. 宫 
一中納 言に 至 り、 武門の 棟梁た るべき、 其 身の 鼻を こしら 良て 形を 專ら とせん ^ 
一は 甚だ 本末を 失へ うと 宜ひけ りと 也。 

師 日く。 4li 信 長 廿餘 年の 鬱憤を 込めす てに 大坂 本願 寺 ra 跡 光佐 城を あけて 
一 和睦し、 紀州 の雜賀 にう つう、 天下茲 に毕均 なりければ、 天 正 八 年に 林 佐 渡 守を 
遠方に 流罪す a 是れ 先年 那古屋 に 於いて 信 長を はから ひ、 申さん と 致せし 咎に 
因つ て 也。 安藤 伊賀 守を 流罪す。 是は 先年 武田 信玄 に內 通せる を 以て © 。 少しの 


事な b と 云へ ども、 我に 對 して 恨み もらん を ば、 世が 世に 盛な らん 時に 報謝せ 
ん事を 見る は、 凡その 人の 心 也。 度量 ぁりとは 云 ひ 雞 し>  ベて 我 身の 遺恨の 故 
一に 人を 害し 損 はん 事は、 大丈夫の 心と 云 ふべ. からす、 信 長 如 此 きの ぁやま b し 
一 故に、 荒木 村 重 松 永久 秀各 々自ら 安ん せす して、 天下に 逆 «L を爲 す。 彼の 惟任 先 
| 秀が瀰 を 箓墻の 下に 起せし も、 此故な る 可し と 云へ ぅとぞ 。秀吉 毛 利が 柴田と 
一內 通して、 室町 殿を ?! き ffi し 奉らん と 致せし 事を 知ぅな* から、 聊か も 其 氣色ぁ 
一ら はれ ざり しと 也。 信 長に 合は せ . T は、 其 度量 又た がへ b と 云 ふべき 也。 

\ 師 日く。 秀吉 高麗を® 伐の 時、 小 西 行 長 加 藤淸 芷 一日から b に 先年を U て廢 

} 向す。 小 西 行 長 # 岐 0 風 本ょぅ SS かに 逆風に 船を 發 して、 釜 山 浦に 着岸し •城を 

:、 # 

責めて 八 千 餘人 をみ なごろ しに 致し、 その 日に 又 登萊の 城を 攻め. 取る。 * r 日に 
| 朝鮮の 雨 城を 攻め 取 り、 且つ忠 州を 攻落 す。 ここに 於いて 朝' 鮮の王 李 昭忠州 城 
の陷 るを 聞いて、 北の方、 義 州に 遁る 。太子！ g 海君肆 、次子 順 和 君 琿幷に P む ァ仏 に 
至る ¢0 藤 淸正行 長 か獨 b 軍功を 立てん 事を 欲して 忠義を 背く 事を 惡み 、且つ 
: 01 鹿 類語  三 5 
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怒つ て 直に 船を 熊 川に 着けて 忠 州に 至 \ 軍議を 凝らす。 王城に 至る の路 二道 

南 大門は 百 里に して 大河 あう。 東大 門は 莒 餘里に して 遠し。 然れど も 川な く， 淸 

一正の 望みに 任 ^ せて 入る 可し と、 行 長 云 ひければ、 淸正 大河 あ. うと も、 行程の 近 

一き 方よ b 行くべし と 云 ひて 則ち 兵を 進む。 行 長竊 かに 水練. をつ かわし、 近邊の 

一 船 筏を 流し 棄て しむ。 淸正 河邊に 臨む に 大河 甚だ さかまき 流れて、 案內な くし 

一て は 越 ゆべき 所に あらす。 是非な く 其 日を 費す。 行幸 東大 門よ b 王城に 至りけ 

I れば 王城に 人な し。 只 關門を 閉づ& のみ 也。 長 水門より 人を 入れて、 竟に 王城を 

(一得、 四 門を 守らし む。 淸正 のちに 至る。 王城す でに 行 長に 得られつ。 しから ば 王城 

一に 入 b て 益な し。 直に 國王 王子を 追 ふべ しとて、 兀良哈 に 至う 王子 國妃を 捕虜 
一 

一とす。 而 して 洗 づ 王城 r- 歸 へう。 此 旨を 秀吉 に吿げ しむ。 秀吉其 功を 感ず。 行 長數 
一度の 軍功 あう と雖 も、 王子を 得ざる 故に 淸 正と 不和に な b て、 遂に. 朝鮮の 軍議 
皆 異論に 及び、 行 長さ まぐ の 佞奸を 構へ、 和を 入れて 王子 國妃 を歸 へさし む 
るの 謀を なせう。 案す るれ 行 長が 朝の 先陣 悉く、 度量' 狭ぐ、 器 識薄き 所よ b 事 起 


れ b •大丈夫の わざに 非 文 凡を 軍事 11 一の 不和 ぁれば 其 功 全から ず li' 鮮の征 
伐は 本朝ょ b 異 國を征 する 事な れば 、神 功 皇后ょ b 此方、 千 歲た えて ぁらす。 秀 
一吉 大度 量を 以て 此事 をな す。 行 長 國忠を 思 ひ、 _理 を 正さ ば、 評に 議 して 一夫. も 
I 殘ら ざるが 如く、 可 仕き に W 事ぞ it 軍を さし 置きて 竊かに 軍令を 被りて 己れ 
が 功を 立ん とする や。 其 勇は 勇に して、 其 度量に 於いては 大丈夫の. 成す 事に 1) 
一らず。 愛に 於いて 朝鮮 征伐の 軍令 悉く—- 破れ、 各 一己の 功を 立てん 事を 思 ふ。 
| 是れ行 長が 罪遁 る、 處な し。 況ん や、 竊かに 水練を 入れて 南 大門の 道の 船 筏を 
一 奪 ふ。 是れ又 度量 狭ぐ、 A つ 勇筮 もな し。 すでに 王. 城に 入りて 王を 迫 ふの 心なく、 
j 彼の 一城を 守ぅて 功を. 銜ふに 至る。 事 苏蕞爾 たる 小事を 以て 人に 嚇 くの 謂 ひ 
一と 云 ふべ し。 夫れ 大 •丈夫は 佞奸の 行 ひを なさす。 間道 間 行を 用 ひす。 明白に 頭は 
一し なして、 其 器 識其 度量 其 勇猛と もに 習 ふ 可き なし。 彼の 鼠の 夜 出で、 猫の 隙 
間を 睨 ひ ' i んなき 山の 狸の 振舞 ひする は 狂 奸の業 也。 行 長が 行事 皆 是れに 類 
す v し。 故に 庚 子の 役に 一擧 して 身を 縲狨 の內に 苦しみ、 面 縛して 恥を 梟首に 
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殘 すに 至れる 也。，  - 

師 日く。 出 羽庄內 に惡屋 形と 號 して 近邊を 押 領 、暴 逆甚 U 盛な りけ る 人 1) 
一り， 此故に 家臣 栩あ つま b て、 是を 生害し、 他家を 入れて 家を 嗣 すべきと 談合し 
I て、 家老 ± 佐 林 上琳 'i 云へ る もの、 所へ、 中 山 玄蕃行 向 ふて 此 事を 談合す。 上琳 
一同 心せす。 玄蕃 とても 同心 致させず しては 置かざる 事な b と 云 ひければ、 上 琳 
一 腰刀に 手を 礙 けて 當‘ 座に 打ち 果す べき 模樣 也。 中 山 聊か 氣色 を變 へす、 大にあ 
| ざ 笑 ひて 云け るは、 上 琳は さし も かい しき 人 也， と 世に も 沙汰し A も 云 ふ 
なる に 如 此きの 理に暗 きは 不思議 0 •事 也、 と 笑 ひ あざむきければ、 上琳心 しづ 
ありて、 其れは 何と 云 ふ 故に や、 と 問 ふ ^ 蕃 申しけ るは 其 一人 同心せ ざれば と 
| て國中 悉く 一味 同心 致して JH むべき 事に あらす。 屋 形の 非義の it むべき 1: も 
j なし。 此分 ちを 知 b ながら、 一人腹を 立てら る、 は 甚だ 理に ''■-w 暗き 事な b と 云び 
ければ、 上琳 怒れる 氣色 北 みて、 遂に 是れに 同心せ りと 也。 中 山 時に 至ての 風镭 
废量 1) るに 近 かるべ し。 
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師 日く。 天 正 十八 年、 小 田 原の 城 責めに 先づ 山中の 城を 責む 。茲に 木时常 陸 介 
內に 鳥居 源 八と 云 ふ 勇士， 先だつて 城に 付て 名乘 b ける 所へ、 羽 柴藤五 郞內磁 
j 率 三 郞 つ ^ いて 來 b 电 しける は 源 八、 汝は旣 に 頸 取 源 八と 世に 呼ばれ、 其 身の 
|櫞 きと、 手足のと、 の ふぅて 名高き 武士な れど も、 眞實の 武功を 知らざる 田舍 
育ちの 働き 故に • & 度 も 名乘る まじき 所に て名乘 る 也。 其 故は 如 此き 場に て 諸 
人茫然として心も着かす。氣臆して居るものなるに、玆に名乘れば、諸人之に心 
ーォ きて、 我先にと •む 故に 思 ひの 儘の 獨 b 高名は ならざる もの 也。 物の 澤を知 
ら ざる 故、 流石の 頭取 源 八 も 如此 時に 名乘 ぅた る 事ょ と 申しければ、 鳥居 嘲笑 
て 日く ¥ 三 郞は 以掛 も 1) る 武士と こそ 聞きた るが m ては 信の 勇士の 本理を 
知らす と 見えた b。 如， 此 諸人 茫たる 時分には、 一入 高聲 に名諶 て 人に 氣を 付け、 
大勢に 力を 添へ て 多くの 人を 用に 立てる 如く 致す こそは'’ 武士の 義と云 ふ も 
の 也。 何事ぞ 、我れ 一人 功名して 是を 宜しと 云 はんは、 拔 群の 小 業と 云 ふに も 足 

らす とさみ しける。 源 八 ♦か 力量、 尤も 感す 可き 也 
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師 日く。 大須 賀五郞 左衞門 常に 手に ^ ^ にして 自分の 功を 立つ る 事な く、 家 
來 小姓 どもの 中に 器量 ある 者を 撰んで 取 立て、 彼等を 以て 功を 立てし む。 され 
一 ば 武田 勝賴高 天神に 兵を 置きて 遠 州を 窺 ふ 時、 源 君 橫須賀 に 城を 構へ， 大須賀 
一を 以て 是に あつ。 橫須賀 衆® に 名 ある 者久世 三四郞 、坂 部 三十郎 、渥美 源 五、 丹 羽 
| 彌三 、駒 岡 太郞右 衞門、 曾 根 兵左衞 門、 丹 羽 金十郞 、是を 七 人 衆と 云 ふ。 大須賀 その 
一身に 度量 あるを 以て、 つもぅ はづ る、 事な く、 傍の 仕 立つ る ものと も 皆 武功 あ 
ぅしと 也。 長久 手に て 先手 大に 敗軍の 時、 犬 須賀 味方の 長 迫 ひは 必ず 敗軍の 相 
なりと 知て、 小高き 所に 馬を 立て、 まと ひを 置きて ふみこたえ、 是に 因て 大に P 
ぶれ ざ b し i 也。 

一 師 日く 主人 度量 あれば、 臣下を 能く 見立て、 E 疋を使 ひ 立つ る 故に、 家臣 悉く 功 
一 者 多し是 t 吝畜の 所 あらず して、 祿を 厚ぐ し、 捧 を 豐 にして 更に やぶ さかなる 
事な し •楚の 項 羽の 沛 汐 にや ぷられ しも、 自らの 力を 賴んで 人の 能 ものを 持た 
す 財祿 を惜 みて 功臣を 立つべき 事を 知らざる が 故と 也。 古ょ b 名將 自らの 功 


を 立てん 事を 欲する 輩 ii 遂に E 夫の やじ— にか ゞつ て、 成功 全から 中 .* 源賴 朝- 
治 承 四 年 十月 fe 模國府 に 着いて、 始めて 勳 功の 賞を 行 ふ。 北條時 政よ b 初め 各 
一々 或は 本領を 安堵し •或は 新 恩に 浴して、 義澄は 三 浦 介に なう、 行 取は 下 河邊庄 
司になる。 是れ 石橋の 合戰敗 此 して、 房 州に 遁れ 、それよう 相 州に 越えて 旣に、 其 
賞を 行は る。 其 度量 見る 可し。 近くは 苹信 長、 豊臣 秀吉の 下に さしもの 名將 勇士 
一を 多く 出て、 大將 自ら 敵に 中る 事な くそれ ぐに 相應の 將を發 し， て、 是を苹 治 
.せし む。 中に も秀吉 自ら 敵に 中る 事な く、 旣に 朝鮮を 征伐せ しむる にも， その 身 
は 肥 前名 護屋に 留めて、 幕下の 勇 將を命 じて， 是を 行す。 源賴朝 その 身は 鎌 倉に 
在 b て ¥ 家を 退治せ しに 比す 可し。 如 a き 事 度量 廣から すして は 叶 ひ 難し。 彼 
祿 々たる 小人は ーヶの 小事と 雖 も、 自ら' 是を 成さん 事を 欲する は 心 廣から す" 
一體ゆ る やかなら ざるを 以て 臣に 委ねす。 祿を惜 みて 身を つからせば 也。 さるに 
因て iL 世に 名 おる 勇將國 郡を 領 する 輩まで， 皆 分限よう 過分なる は、 家老の 食 
祿也 。之 故に 倚 S と 云へ ども 其 譽名皆 世に 滿て b。 毛 利 輝 元に 小 早 川隆慢 、上 杉 
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S 勝に l£L 江兼繼 、伊達正宗が 片 倉、 a 律義 久か 新納武 藏、 堀 秀政が 堀監物 • «- 生 氏 
卿か從生源左衞門谷以て主人に代ぅて其事を任ずぺき力量あぅ。故に俸を厚 
| くし、 祿を盛 にして 大將は 手を 撰して 彼に 任す。 是れ 周の 文 王の 謂 陽に か りし 
一て 呂 a を 迎 へて師 として 八 百年に て 立ち、 刻 備の草 序に 三 顧して、 孔 明を 迎' へ 
て 相將の 任を 與へ d 漢の 後を 嗣ぐ 所以な れば A 主の 度量 玆に於 いて 犬な 6 
1 ，とす。 呂 M 孔明亦 其 志の あらわる〆 に 因て 幡 然として 功を 立てし 所以 也。 千里 
一の 馬を 食 ふ. 事を 飽かしめ すして 力足ら す、 才見中 してせ めんには、 常の 馬に a 
| ならす、 と淄黎 が 云へ る も、： g 理と云 ふ 可し。  ， 

1*® 丨 日く。 ® 臣秀 秋、 關ヶ原 巳 後に 家老の 歷 々を 成敗 ありし 後に、 何某と かや 云 
\ へる 大身 潜 家を 立ち退ぐ 事 1) り。 £1 # 一に 妻子を きつれ、 弓鐵砲 を 以て 前後を 
一 かため、 立ち退ける 故に、 秀秋以 の 外に 怒りて， 白 晝に 城下を 如 此き體 にて き 
拂は& はせん 事は 武家の ®: 辱 也。 急いで 打ち 留むべ しと あ ^ ければ、 松 野 主馬 
諫めける 11 铢等僅かの者の.立退きを成敗あられん事は何ょり易き事也。然れ 


ども 前方に It ' 々を 御成 敗に 付きて 世 以て 然らざ るべ からすとの 取 汰汰也 •然 
るを 又是を も 害せられな ば、 人の 褒貶と いまる 可から す。 但點 し Ih め棄て 置か 
るべき 也。 是非 害せら るべき と あら ば 某 無人な ♦から 中 付けて 打ち 止むべし と 
云 ふ。 秀秋 1 汝無 人に て 如何と 問 ふ。 松 野 云 ふ。 某は 小者まで 一人 も 手 もょ ごさす 
に it 留め 仕るべし、 と 答 ふ。 秀秋 量ね て 其 故を 問 ふ。 松 野中し ける は 町人 在々 へ 
ふれまわし、 m A あぅて 打ち留めて、 衣裳を はぎ 道具を 取れ 被 下 也。 とふれ ^ さ 
ば 地下 人 ども、 さし 起 り、 御 時に 打ち 巾すべき 也。 是なく 彼を 打 留め « す 可き に 
相 究ま らば、 御手を 下ろされす ども， 此 謀に 落つべし。 同じく ば是 等の 小事は 心 
に 掛け 玉 ふ 可から ず、 と 答 ふ。 秀秋柔 ぎて、 我が 越度に ならざる 事な らんには 苦 
しから t' と あ b て 其 ^ な b け b と ぞ 

.師 日く。 松 倉 豊後守 或 所に て 村 山 越 中が 噂 さを 惡し樣 に 云ひ亿 ると 云 W 事 
を 村 山 聞きて、 松 倉 ♦か 宿所へ 尋ね 行きて 案內を 乞 ふ。 本ょ b 松 倉 知れる 者な れ 
ば、 則ち 呼び入れて 對而- す。 村 山 一 禮 終ぅて 中し ける は 其議を 誰々 の 所に て B 
_ 遽獵諼  Ha 叙 
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e に 抑せられ た、 りと 吿 ぐる 人の 候。 私事は n 比 御懇の 事なる に 宜しから ざる 
御 會 f? にこ そと、 云 ひければ、 松 倉は 聞き 敢へす * . 

门 十く も 中され ける 事 哉？ 

とて 則ち 肩を 拔 き ! II さし. 出して， 

定めて 存分を 云 ひに 參ゐ られつべ し。 此腹 突いて 心 いられよ、 幸 ひよ き 時分 
に 在る。 宿 本望な れ、 

と fp かも 平生の 顔色に 違は ず、 云 ひければ # 山是に 氣を奪 はれ 兎角の 挨拶 も 
成さす。 松 倉 切りに 彼に 本望を 遂ぐべ しと 云へ ども 彌 々屈して 服す。 そこにて 
松 倉近智 の 小姓 どもを 呼びて、 

彼を 引立て 追 ひ 出せよ， 存念を 遂げに 來れる IJ 思へ ば 我を 云 ひつめ たると 
一 K ふべき、 渡 b 奉行の 家つ とに せんとの 事に や。 松 倉 犮樣 の嗜み にあらず 
.と 云 ひて 座を 立ちぬ。 村 山 散々 に 行き 中ぅ. て歸 へぅ ぬと 云へ り。 村 山は 元筑前 
黃門に 居て 名 ある 勇士な b しとぞ • 


師日 く。 近き 頃、 異朝の 兵 a に 鄭芝寵 と. 云へ るは 元 福 建の 安 南 石 井の 商 A な 
ぅ。故ぁ-りて本朝肥前國平戶に蟄居して、俗に苹戶一官と喚びしは诹が事也。大 
一明 兵 11 に 付いて 一宫福 建に 歸 b ぬ。 茲に大 明 瓜の irl くにつ いえ 北 狹 峰の 如く 
一起 1: 拒ぐ に ® り ぁら ざれば 今上 帝 順 治 二 年 乙 酉 K 鄭芝 龍が 日本の 兵に 委し 
一き 事を 聞きて 是を 招請す。 芝 龍 速に 命に 應 じて 遂に 公家の つくの いを 待たす 
一 自ら 兵を つく ぅ、 金銀 財寶を 散し 日本の 兵器を ^ ひくして 鎭 江に ^ U てナ r 
へ戰ふ 。楊子 江に 於いて 大 利を 得て、 明の 兵 暫く 勢 2) り 又 ^ 狹 の大將 梅勸 玉© f 
一石 門 梁 謀を 廻らして、 藁 . A 形の 衞を 致し、 芝 寵が兵 犬に 潰 ゆ。 而 して 事 6 つて 順 
I 治 三年に 北 狄の爲 に檎に せられ、 其子鄭 成功は 本朝 率 戸み 人 也。 隆武 年中に 國 
| 姓 爺と 號じ、 永 曆年中 ’に 延苹 王に 封せ らる 。明の 天子 古今の 名將を 撰んで、 鄭芝 
| 龍を 以て、 卷軸 に收む 。其 言に 我閩之 鄭飛虹 有 抱 (號 飛 ® 胸數 萬の 甲兵に 罹つ て 
氣は八 九 雲 夢を 呑む。 東南 竿 壁 倚て勗 城を 爲す 。楚 廣閩浙 煙 水 之 E を 念 ふに r; 
ち鯨鯢 膨、 潜 源 之 齡也 。と 記せり。 鄭 芝寵大 明の 裏晚 に m て 公家の ® 元 ぁぅ •惡 
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く 唯々 自の財 を 散す るまでに して 然も 弓馬の 練る 處も 全から ざるを 以て 戰 

和 b •ご ホと も & 本 E 夫と して 天下を 任と する のみなら す。 自ら 信を 守 b て 

一此狄 にと りこに せられ、 子を 以て 其 後 1: 敵たら しむ。 其廣野 甚だ 大な うと 云 ふ 
| べし。 

| 師 日、 大久 保栩模 守忠隣 其 ! 1 は 治 部大鞴 と號 して 源 君秀忠 公に 仕へ 奉灸 
| 文釕に 關白秀 次 不審を 蒙うて 伏 見に 招かる。 其 頃秀次 聚 洛の亭 にあ b ける が • 
秀忠公 へ對面 あ-度き の 由、 雨 度まで 使者 あう。 是は 秀忠公 聚洛へ 御見舞 ひと 
し 出御 あちし 時の 事 也。 秀 次秀忠 公を 同道 あつて 伏 見へ 參ゐら る、 か 又は 人 
質に 取 b 奉うて 源 君を 御 方に 引付け 申す 可き との 事な b と 風聞し、 旣 に秀 £ 
公の 御屋 形を 取り 圍 む。 事の 沙汰 あ b しに、 忠隣竊 かに 女房に して、 君を 遁れし 
め、 其 身は 後に 留ま h/ 風呂， を 燒せ、 饗應を もてなし、 出入の 賓客を あしらい ^ か 
けなと 致させ、 聊か われる 風情な し。 秀忠公 御 m に 於いては 忠隣 如 ffi くは なれ 
奉りて は 有る へからす， と秀次 衆 油 斷の內 に 右の 謀を こなは れけ る。 忠隣が 度 


量 以てみ つべ し。 後に 秀吉 & 事を聞き玉い、大に其譽望を感んじ玉へなと毯. 

I 志氣  、 

@ 日く。 後趙の 石勒日 く。 大丈夫 事を 行 ふには 宜しく 磊々 落々 として 日月の 
一皎然 たるが 如くなる べし。 終に 下曹孟 德司踢 中 達が 人の 孤兒 寡婦を 欺む き、 狐 
一纪 して 以て •天下を 取らん と 効 ふなら はさる •也。 又妇 く。 若し 高 帝に 遇 ふて 當に 
一 北面して は 之に 事 ふるに 韓一 (韓 信彭越 ) に與へ 、肩を 比べ. んのみ 。若し 充武に 遇 
一 ふて は 當に 中原に 並び 驅くべ し。 未だ 知ざる の 鹿 •誰が 手に 死 せん、 と 云へ b と 
一ぞ 。石 勒自天 王と 稱 して、 ついて 帝と 稱す。 其 機 甚だ 高く、 其 志 それ 强 くし、 然れ共 
一道を 知ら +、 學を 成らざる が 故、 其 云 ふ 所、 皆 志 氣の みに して、 其 行 全から ざれば、 
一 暫くに して 業を 保たず、 石勒肉 未だ 冷る に 及ばず して 妻子 已に自 保た ざ りき。 
玆に 案す るに 志氣 大丈夫の 趣き ぁ b と 云へ ども、 其 本意 正しから ざる 時は 刦 
て 其 志氣 害と なる 事 多し。 志 氣は士 の 重ん する 所と 云 ふべき 也。 
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師 日く。 後 漢馬挨 日く、 ^ 兒當に 邊野 死して 馬 草を 以て 尸を ® T むべき のみ。 何 
ぞ 能く 床上に 臥して 兒 女子 手中に 在らん。 晋桓溫 日く ^ 子芳を 百世に 流す 能 
はすん ば， 亦當に 臭を 萬 年に 遺すべし。 後 唐の 莊宗 日く。 丈夫 得は 則に 王と 爲ら 
ん 、と。 央は 則ち 虜と爲 らん。 林 之 石 乞が 日く。 & 事と も 則ち 卿と 爲 rCS て 克たす ん 
ば 則ち 烹 れん 固に 其 所 也。 後の 害 6 らん。 と 云へ る。 是皆 丈夫 剛 操の 志氣 にして 
溝 S に 死を 志さ V るの 故 也。 然れど も 大丈夫の 本意を 得すと ては 此志氣 、皆 ^ 
一を亂り、暴行を專らとするのわざと成るべきなれば尤 ^>. 愼しむ可き也。 

一 師 日く。 東漢の 王充が 論衡 日く、 夫 豫子裏 子を 殺さん と 謀 ぅ、 摩 橋に 伏す。 裏 子 
一橋に 至て 心 動き、 貫 高く、 高祖を 殺さん と 欲して 人を 壁 ^, に藏 す。 高® 柏に 至 ^: 
一て 人 亦 動/、、 心、 二子 兩王 を'  刺さん と 欲して 兩主心 動し 實に 之を. 論す ^ ほ 謂 子 
一 に 二子の 精 # は 能く 感ずる 所に 非ざる 也。 而 して 況んや ■轉秦 王を 刺さん と 
欲して、 秦 王の 心は 動かず して 白虹 0 を 貧く。 然らば 則ち 白 S 日を 貫き ■夫變 す。 
& 成ぅて 钶之精 虹と 爲 b て 貫に 非ざる 日 也と 變 動の 篇に是 を 論せ 1 JL そ 寂 


然として 動き 感 ヤ して 天下の 物に 通ず るは、 易の 格言 也。 志氣玆 に 誠 あれば、 
其 通ず る 事 更に 疑る ベから す。 天地 *0 間、 同氣栩 求む るの 故に 人畜 相 別れ りと 
云へ ども、 內に 嫌疑の 心 甚だしく して、 其氣虛 する 時は、 狐狸 忽ちに 入る 事を 得， 
聊か も忽か にす ベから す。 此 故に 志 氣に萠 す 處あれ ば、 其 桐內に 伏す る 所ょり 
出づ ，と 知りて 志氣を 正しから しめ、 寬大な らしめ て 萬 物に 屈せし めすん' ば、 玆 
に 於いて 其氣 養は るべ し。 

師 日く •大丈夫. の 志氣 甚だ 剛操 にして、 其 精 强か らんには 死し き 後まで， 其 思 
ひの る 事 ある 可し。 されば 剛毅なる もの、 骸骨は 自然に. 聽者の 導と もな b ぬ 
べし。 娘と 雖も 蛇は 黑燒 にして 飲む ときは 人の 氣を 盛に す。 馬の 無强な るに 用 
ゆれば 氣た くま じくなる と 云へ り。物？ じて、 世に 藥 とし. て 用 ふるもの、 皆 其 枯れ* 
朽ちた る もの 也。 殊に 堅木を たき 棄て たる 後の 炭と 淺 木を 燒き猞 てた る 後の 
炭の ■性、 各 別にして、 火を 待つ 事 又 厚薄 あち。 兹を以 て 見れば 志 氣の相 通す る 事 
は、 死灰 槁 木の 後まで、 其 差別 あれば 甚だ 愼しむ 可き 也。 
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師 日く。 多くの 事皆士 P に 依るべき 中に も •勇武の 道は 志氣に 依つ て必す 聽者 
もな きは 宜しくな b ぬべ し。 女は 天性 柔顺な る 天質 也。 と 云へ ども 其 志に 隨つ 
一て 氣强 く、 勇を 專ら 出す 事 も 多し。 是を以 て考 ふべき 也 ^ んや 大丈夫の 眞勇は 
一 此志氣 の 間ょり 湧き出ず べし。 (近 思 錄 正答 問) 顔 淵を 大勇の 人と 云へ る も K を 
j 枕に して 其樂 所を 改めざる の 謂 ひなるべし。 

師 日く。 後 漢 Q' 嚴子 陵少を 光武と 同じく 學 遊す •先 武漢の 皇帝に 仕へ しめて、 

- . 

~後三度使、者を發して，嚴子陵を招くと云へとも、遂に出で步、光武自ら彼が草廬 
へに 行幸な つてけ るに、 子陵寢 ねて ^ 起 •光武 至て 彼 ♦か 腹を 撫で、 昔 今の 物語つ 
一き せす。 嚴子陵 起き も 上らず して、 その 答を なす ^ 武 彼れ が m て 仕 へん 事を 命 
一 せられければ、 嚴子 陵、 目を 見張りて、 昔 唐堯 天下の 讓を 聞きて m 父 耳を 洗へ b。 
一 志 ぁらん 輩は 官位を-以て 屈すべ からす， と 答へ けり。 其 後嚴子 陵を 招請 ぁつて 
道を 論じ \ る こ ui  > もを 語ぅ くらし、 一所に 床を 並べて 臥し 玉へ ば、 嚴子陵 足 
を 以て 帝. の 腹の 上 K 擧 •けて、 聊か 準 生に 變る 事な し。 帝 之を 諌職大 夫に 用 ひ 玉 


へど も、 遂に 出です. して t 舂 lii に 耕へ して 一 釣竿を gl しみ t し、 其 釣 所を 嚴陵 
瀨と號 し、 墨客 騷人 、各萁 詞を費 せ \ 

一 師 .日く、 後 漢の陳 登 字は、 元 龍、 學古 今に 通じて 性 文武を 兼ぬ。 尤も 其志氣 深し‘ 

一 其 頃 許 記 列玄 .德 並に 列荆 列が 所に 在て その 比の 人物を 論す。 許 記 ^ しける は 
j 陳元 龍は 當 世の 豪士' な b、 と 云 ふ。 支 德云 ふ。 今 豪 氣の士 と稱美 あるは 其 故 あ b 
一し や、 と 問 ひければ、 許 記が 日く* 昔 事 あづて 元 龍が 所に 行きし に 聊か 客 主の 意 
/な く、 自 ら大 床を 上げて 臥 さしめ 客を 下座に _置 きて 臥さし む ^ ^: 氣更に すわ 
む 事 あらす して， 何の 語た る 言 もなかぅ き •と 答 ふ。 列玄德 日く， 今 天下 大 に ® れ 
一て、 帝王 所を 失 ふ。 大丈夫々々 に 於いて 天下の 憂を 任と して 世を 救 ふ 之、 意 ある 
r べきの 時 ^ 然るに 入らざる 物語を 致し、 田舍 0 言 採 所な き 事を 樂し むは 陳元 
一 龍が 嫌 ふ 所 ^ 故に 何の 語る 事 もなかり しなるべし •若し 吾 上に 座せば、 許 記を 
地下に ふさし め、 我は 百 尺の 樓 上に 高 臥しつべし。 何ぞ 上下の 床を へだつ る 主 
でな &んと 云へ 備の志 氣其趣 高き 事 如 此あ b しと 也* 
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師日く 。漢の 班 超、 大志 1) りき。 家 貪に して 宫に 仕へ 中。 久しく 氣傭 して 渡世し 
ける •か、 或 時 業を 止め、 筆を 捻て、 大丈夫 ilfc c 0. 如くして 一生を 送らん は 本意 
I に 非す。 今 天下 異域に 事 ぁう。 安ん ぞ 能く 筆 硯の間 を 事と すべきと 云 ひて、 遂に 
J 其 志を 遂げす。 隨の宇 文 K 初め 學を學 び、 讀書 しける ♦か、 或 時人に 云へ るは、 手跡 „ 
一は 我 •か 姓名を 記す に 足れう。 久しく 是を 事と し-文 學に茬 しむ。 彼 世 渡る 腐儒の 
| 業な b と 云 ひて、 之を 止めぬ。 各々 志氣， の 趣き 其 故 1) うと 云 ふべ し。 

師日 く。 昔 王 腹と 云へ る 人、 大軍 に大將 として、 北狄を 打し 時 山 谷に 入うて 夜 
(雪の 降る に 逢へ う。 知らざる 道に 踏み 惑 ふて 雪猶ほ 止ま ざり ければ、 王 腹 則ち 
一馬ょ b 下 りて、自ら合掌神に新りけるは我'れ君に仕へて二心なく、唯無道の夷 
一狄を 平 治す るの み 也。 天 若し 答め 玉ふ處 ぁら ば、 我れ 自ら 罰を 蒙るべし。 人 衆の 
一 科に 非す と 信心を 凝し ければ 天是に 感じ 玉へ るに や。 曇れる 空の 忽ちに 晴れ 
て 雪 止み、 風な うぬ。 又 前 漢 李 ® 刀を 拔 い' て 山を さしければ、 忽ち 飛泉 涌き m で 
、士卒 水を まふく。 是れ 等の 事 奇獨の 一事に して 君の 子の 云 ふべき 所に 非 t 


と 云へ ども、 志 氣の 通す る處 には 大地 又 之に 感ずる 處 古今た めし 多し • 

蹄 日く。 藤 原の 廣繼は 不比 等の 孫、 宇合の 子 也。 吉備の 大臣の 弟子に て 文道武 
備に M じ ± 宰 の少貳 にて、 肥 前 國松浦 郡に あう。 其 比 聖武 帝 0 后玄肪 を 寵愛の 
事 あう ければ、 太宰府ょり 國解を 奉うて 此 事を 奏す。 帝大に 逆鱗 あ b て、 速に 廣 
繼を誅 罰す 可き 旨 あつて •御手 代 ノ東 人心た け り、 思量 あれば とて 下されぬ。 廣繼 
遂に 海に 飛び入りて 死す。 此頸を 切て 王城に 行き’ 彼の 玄肪が 前に 赤 夜き 着て 
冠した る者來 て、 俄に 玄肋を 脈て 空に 昇う、 又 其 後惡 S; しづ まら ざ b しを » に 
因て 吉備公 西 國に下 b、 彼の 墓に 向つ て 是を靜 めら れ 、鏡 0 明 神と ^ す。 此玄肪 
が 墓は 奈良 K あ b と 也。 志 氣の强 壯と云 ふべ し。 

蹄 日く。 かけ まく も 長き 北 野 聖廣の 御 事は 世の 人の 知る 所 也。 蜀の關 雲長呂 
蒙 ♦かために 虜にせ られ、 父子 共に 害せら る。 玆に玉 泉 山に 普靜と 云へ る 僧 あり。 
元は 記 水 溪鎭國 寺の 長老 也。 普靜其 夜 生禪觀 法の 月 白く 風淸 く、 旣に 三更に 及 • 
ぶの 比 空中に 一人 高. く、 喚 ばる の聲あ b て、 禪師が 庵 前に 至て， 馬を 下 b. x 乎し 
山 鹿 顛語  一一 5 九 
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て 法を 尋ねて 去りぬ。 是れ刖 ち實 公な b けれ-ば、 里人 山の頂に 鹿を 立てと きわ 
かき わの 祭禮 怠らす、 其 夜 大 唐の 高 宗鳳儀 年中 神秀 、兹に 至て S 驗あ うければ. 
i 時を 建て 伽藍と す。 此事 傳灯錄 裁す る處 也。 志 氣の深 重なるを 以て 魂 魂 も 亦 止 
一 まりぬ る 事 以て 見るべし。 

師 日く。： 半 野 甚右衞 門と 云 ひしは、 津島に 法師 ^ > .事に て、 信 長の 時 勇士 也。 彼 死 
一して 後、 其 墓の 土を 取うて 呑まし むれば、 瘧疾 必中 癒えん、 と 云 ふ 沙汰し ければ 
人々 皆 是れを 取りて 用 ゆ。 玆に平 野 存生の 時、 云 ひ 交は せる 朋友の あ b しが、 彼 
が 墓に 行きて つぶやきけ るは 日 比さし も 名高き 其方が、 百姓 下々 の 洗米 濁酒 
I を 墓に 受けて 見苦しき あう 樣 にも あ も かな ど 云 ひける が、 それょう して 癒疾 
I 更に 落ち ざ b し 語れ b。 勇猛の 士は 死して 性根 强き 事と 云 ふ 可し。 

師日 く。 凡そ 人の 志氣は 天性 生れつ いて 其 豪傑の 栩備る ものと 見えた h 田 
M の 忠繼は 末代 無双の 勇士に して、 三度 人に 越えす。 

1 -3 には 其 力を 百 人に 對 し、 


二つ には 聲 一里に 響く， 

三つには 其齒 一寸 也、 

一と、 東 鑑に出 だせ 办。 されば 生れ 付いて 其奇用 ある ものは、 志 氣 自然に 人に 勝る 
處あ うと 雖も、 是を以 て宓 ずょ しと 定め 難し ® 法は 武義 の ah に 志氣甚 ♦た 速 か 
に のれる 生れ 付の 武將あ b つべ けれども， 是れ君 性に して 寢る處 あらざる を 
以て、 其 趣き 實に至 b® し。 たと へ 勝負の 間 十 度に 六 度 勝つ と 云 ふと も、 その 勝 
つ處、 志 氣の 器用に 任 かせて » めて 至る 處 あら ざれば、 要と する 業に なりて、 一 
度の 負に 身を そこな ふ 事 あ b ぬべ し。 故に 志 氣も 天然と 備はる 斗う にて 貴と 
一し とす V から t 歌を. 詠む 者の 其奇 用を 以て 時として 名歌を 詠む と 云へ ども 
一 それは 希有に しての 事なる •か 如し。 歌書を 學び 、和漢 才逞 じくして、 !! 0 して 其 志 
| 氣寬大 にな b なんこ そ、 職の 歌人とは 云 ふ 可き 也* 

師 日く。 陸 奥 守賴義 八幡の 宗鹿に 參詣の 時 it 壇に 於て 三寸の 靈劎 を賣 るの 
由靈 夢を 蒙り， 其臣に 枕 本を 探う ければ、 一の 小 劎を 得て、 神徳を 仰ぎ、 遂に 此靈 
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劎を 一家の 福寶 とす。 自靈 夢を 蒙む るの 日、 內 室懷胎 ありつて 男子を 出生し け 
れば 、則ち 七歲 にして St 壇を 置いて 7C 服せ しめ、 字を 八播 太郞 と號 す。 後に 伊與 
守義 家と 云 ふ 源 家 一流の 正統な ぅ。 次に 義綱 は賀 茂の it に‘ て 元服して、 却 茂 二 
郎と號 す。 三男 義光は 固 城 寺 g 羅 明购 の 社 壇に て 元服して 新羅 三 郞と號 す ¥ 
生 三 井寺に て 育て b •。何れも 源 家の 鴆流 にして 武勇 志 氣唯 人に あらす。 父の ® 
義は賊 の 貫首を 賣る事 I 萬 五 千 人な b ければ、 其 行 耳を そぎ 集め、 一つの 佛閣 
を 立て 耳納 寺と 一 K ふ。 是等剛 操溫藉 になら びな く、 公 やけの 勸め勸 めすと 云 ふ 
事な し。 兹に 於いて 子孫と も 共に 前 九 年後 三每の 兵を 用 ゆ。 是れ 本朝に 烏帽子 
を や あるべ からす。 八幡 加 茂 新を 以て 元服 所と 仰ぐ、 志 氣 尤も fe 應すと 云る 
べし。 後に 細 川淸氏 、其 身の 勇力に 任 かせ 子どもを 八幡に 參ゐら せ、 社. 頭に 於い 
て 烏帽子 着して 八幡 ± 郞と 名付けて 大 菩薩の 烏帽子に なしけ る ] & 事 やがて 
天下の 口！！ と 成 b て將 軍の 慕 下を 開きけ る。 其隨 一の 云 ひ 立に なれぅ。 其 身に 
つもる 行跡なら すして 過： 分の 振舞 あらん 事は 天人と もに そむく 處なれ ば F: 


れが 志 氣 、に M いて， 尤も 憤し む V き ^ 

師日 く。 古今の 名 職 未だ 十五 歲に滿 たす して， 武將 0 志 氣玆に 表は る。 信は た 
淺か さらる 事と 云 ふべ し。 福 檀樹は 二葉よ b 香ばし、 顰鵝凫 はかい ごの 內にて 
聲遠 とし 云へ う。 近くは 北條 氏康 十二 歲に して、 鐵砲の 音に 驚いて 自害を せん 

i せし 事 •武田 信玄は 十三 歲 にして 具合の 具の 多少を 積うて 人 數五 千を. もた 

ザ 

ば、 後を 致む とも 自由なる べし， と 云 ひし 事。 長 尾 謙 信 十三 歲 にして 奥朔 出羽關 
窠 に 修行して、 身に 艱苦を 積みし 事。 織 田 信 長 十三 歳の 時、 子供を 集め. た、 き 合 
はせ ける に 錢を殘 せる 事。 ® 臣秀 吉八歲 にして 光朗 寺 (尾 州) の 弟子と なりて 更 
に 禪學を 學ばす 、專ら 武勇を 好み、 僧を 以て 乞食 人と 見立ての 事。 源 君 十二 歲 
の 時， 菖蒲 切の 見切を 遊ばせし 事。 谷々 以て 其 天下に 名 # を擧げ 玉 ふ志氣 自然 
に 相 表 はれて、 氏康廿 四歲 には 八 千を 以て 八 萬に 勝ち、 信玄 十六 歳より 五十 三 
歲ま で、 古今 拔出の 軍功 多し。 謙 信 十四よ b 弓矢を 取うて 旣に上 杉が 管領 戰を 
受け、 信長廿 七歲 にて、 七 百の 兵を 以て 義 元の 二 萬に 勝ち、 舟 五に して 天下に 旗 
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を 立て、 義昭 を歸洛 せし む。 秀吉 十六 歲 にて 私 下 •か 金を 奪 ふて 信 長を 干し、 遂に 
匹夫ょ b 天下を 掌に 据る T ° 源 君 十六 歲弘 後三年に 切め て大高 兵 S 入を 遊ば 
r れ 、その後 五十 餘度 の御戰 功を 以て 遂に 天下の 武將 に備 はり、 今旣に 大櫂顼 
宫に備 は b 玉 ひ、 本朝の 末世の 弓矢 神と 仰がれ 玉 ふ御齊 皆 以て 幼君の 古に 此 
志氣 の豪英 相 撰ばれつ と 云るべき 也。 凡そ 其 物な れる 後を 見て、 其 成功を 云 ふ 
と 云へ ども 一輪の つぼみに 其 花の 志氣を ふくみて， 開 落の 一生を もつ 理なり • 
まのあたりと 云へ るべ し • 

蹄 日く。 惟任 光秀 今 そか b ける 時、 芥川 にて 大黑を 拾 ひけぅ。 時人 皆 云 ふ •大黑 
を. 拾は ば、 千 人の 頭と なるな りと 云 ひける 沙汰を 或 人の 云 ひければ、 早く 大黑 
を 弄て させけ る。 志氣 尤も 大な b と 云 ふべ し。 此志氣 を 以て 信を 重く、 道の 道た 
る 所を 勸め ば、 何程の 忠義を も盡 くすべし。 此志氣 を. 暴 逆の 方 趣 かしめば、 又惡 
として 致さ k ると 云 ふ 事な かる 可し。 光秀 遂に 信 長を 弑し 奉りし 事、 玆に 於い 
て ®： に發 す * Q 武士は 王位を も 奪は ん志を なせり。 純 友が 無謀を 致し、 將門が 


屯 親王と 仰 •かれん. ごとし。 島山の 重忠が 館の 內には 煙を 立て t 是は 鎭守府 の 
將軍を 心む しける と 也。 是れ皆 志氣の 趣き 甚だ 大な b .. こ雖 も、 其 趣向 甚 •た 違 ふ 
|が故に志氣皆害となりて、竟に身を保つ事叶はざるに. « れ\尤も戒む可し- 
\ 師 日く。 豊臣 秀吉末 だ® 夫な りし 時、 朋友 一所に 集 t、 寢 ねて 各々 其 志氣を 
I 云 ふ。 或は 大官大 祿 を 願 ひ、 或は 壽命 長久に 富貴 充滿の 事を 云 ふ。 秀吉云 ふ。 我れ 
一 願 ふ 所は 甚だ 違へ b •唯今 信 長ょ b 祿知百 石を 拜領 す。： g 上に 何と ぞ百 石の 加 
增を 取り 度し と 思 ふ 願 ひ 也、 と 云へ ぅ。 各々 申しけ るは それは あまりに 乏少な 
る 願 ひ 也、 と 云 ひければ、 秀吉は 云 ふ。 然らす 、各々 か 云 ふ處は 皆 云 ひたる までの 
事！ にて、 成らざる 願 ひを 口に 任 かせて 云 ふ 也。 我. が 願 ふ 所は 必中 成 b ぬべき 事 
一抱。 故に 其勸 めの 致し 樣を晝 夜 H 夫 仕るな と ^ されけ ぅ" と 也。 されば 勇武の 
~ 心 强 く、 力量 强盛な れば、 其 志 氣の大 にして、 其勸 めの 甚だしく 智惠の 巧み も 深 
く、 身の 修行 もは げし ましぬ。 此故に 大な る志氣 ありと も、 又 それ 程の 行跡 あ b 

き。今の人は口には廣大なる事を云ひて、其如く身を勸むる事能はす。故.に孔子 
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孟子を 侮り、 顔 淵 曾 子を 直下と 見る と 云へ ども 行 其 萬 分の 一つ も ぁらす して 
唯口に云るのみなれば、是れ則ち秀吉の云へる妒釦し。口遊までにて誠0志氣 
j と 云 ひ 難し。 信に 志氣ぁ る 人は 其 行 亦 誠の 行な トノぬ べし。 故の 人の 舜 何人 ぞと 
云へ るが 類は 舜を以 て 茂 如す るが 如しと 云へ ども、 其 行 其勸 それら 類すべし 
今の 人は 古人の 言 句に 就いて、 其 思を なすを 以て、 皆 耳目ょり 入り 來る噓 言の 
み 也。 登 是れを 以て 志 氣とせ ん や。 

師日 く。 志氣剛 操なる 者は 柔弱の 者 必ず 氣を吞 まる、 事 也。 古人に 其 例 多し 
j 鈸盒惡 源 太 義：伞 は義 朝の 長男 也。 永 曆 元年に 石山 寺の 邊に 於て 難 波 三 郞經房 
郞等橘 貞 綱に 生 捕られ、 淸盛が 命 ® にて 六條 川 M に 於いて 經 房 ri 巫の 首を ® f 
一る。 義平 最期に 臨み 數け /' 荒 言を 吐き、 肴 有の 惡口を 云 ひ、 その 內に 我れ 必す死 
一 後に 邪氣の 雷神と なぅ M 房を 取 b 殺す 可し と 云 ふ。 而後に 蘄ら る。 見聞の 者 皆 
以て 大に恐 そる。 首を 斬らる/ •の 後に、 身骸 自ら 己れ •か# を 取て 左の 脇に 抱き 
臥して 更に 離さず。 漸くに して 是を 取れ h e llfc 志 氣經房 に 通じけ るに や。 仁 安三 


年 六月 經房惡 夢の 吿げぁ b 
る。 經房 夢を ^ げて 顧み t' し 
房が 馬上に 辟易して 蹴 殺さ 
可き 由を 語れ^' と 也 又 新田 
守を 此渡に 於いて 雷と 成り 
目 くれ、 心 まど ひ、 竅血 ほど ば 
三 國史傳 に 出で た \ 是れ氣 
けん。 或 大名の 士なる 者， 中間 
み、 中間と 一つに 押し合 ひに 
を そこ 致さめ、 死期に 中 問と 
ればと 云 ふけれ ども’ 主人 怒 
しとて、 中間 士押 並べ 一つに 
を 切り離す。 兹 に彼士 胴切り 
山 鹿 類語 


て、 籠居の 處、 淸盛攝 州 布引の 瀧歷覽 の 爲に發 せら. 
て. 栩隨 ふの 處に、 路次に 於いて 俄に 雷嗚て 忽ち 經 
る。 其 形 灰燼の 如くな れ b。 經房蒹 ねて此 與 に’ 連 ふ 
義興武 州 矢 口の 渡に 於いて 自害し、 遂に 江 戶遠江 
て ) 1 殺す。 呂蒙が 蜀の關 雲 長を 殺せし に呂蒙 俄に 
しり、 さがの ぼ b 流れて 忽に 死す。 時に 年 四十 二と 
を 吞 まれて 其剛 操を 失 ふ 也。 近き 比の 事に や ぁぅ 
と 云 ひ 合は する 事の 惡事 ぁりければ 甚だ 是を惡 
て 二つ 厕を 生ながら 切る 可き 由 命す。 さし も惡盗 
一同に ® r られん 事は 士の 名利 ® e 盡き 果たる 事な 
b に 堪えす して 更に 赦さす 。主人 服 前にて 斬る 可 
ふさし めて 斬 手に 命じて 斬らせけ る。 子細な く 胴 
落されな 力ら む かと起き上り眼を大にし て、 主人 
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の 方を ハクと 睨み、 兎角の 言は なかり き •其 模樣 甚だす さま》 じ‘ く ii に靈 にもな 
りぬ ベ かう ける つら魄 也。 主人 聊か も動轉 せす。 居畏高 になり、 高 聲にな つて 彼 
一を 强 (• 睨み、 已其志 を 持て、 4 < 中間と 一つに なりて 惡盜を 企 死して 後に 又 無 禮 
一を 现は す。 甚だ 惡 くき 事な W H 操 彌强か うければ、 彼の 切られた る士、 主人の 
一志 氣に若 まれて、 しほ-^ となうて 倒れに けう M の 人々 皆 恐れ おの、 きける 
j と也。 

\ 師 日く。 天 正の 初め 天下 未だ 戰國の 時 •九州 築 紫と 立 花と が 領分 入り まじむ 

螫 

; て 有 之 双方の ± とも、 m に 住居を すゐ者 は 一家の 如く 朝夕 參會 す。 折し も立芘 
| が 恣に中 島 右京と 云 ふ士ぁ b: 彼が 所へ 築 紫が 家 來帆 足と 云 ふ もの 來て飮 食 

i 酒宴の' 所に 明 H 秋 月 築 紫兩家 一同に 立 花が 岩屋 夜ょ せきた ると ふれ 來れう 

^ - へ. 

一 帆 足 も 中島 も 不慮の 思 ひを なして、 明日は 敵と な b s に 栩戰 ふべき C そ 定め 
なき 世の中に て 築 紫と 立 花 X 手 切な b と 云 ひつ' 連れ立ちて 暇 乞 ひを 致し 
ける が、 中島 云 ひける は、 明日の 合戰に は 其方の 頭は 我 之を 取るべし、 と戯 むれ 


ながら 云 ふ。 帆足當 ..話に 及ばす して 則れし が、 其 言の 如ぐ、 中島 遂に 帆 足を 打ち 
てけ り。 是れ ，戯言な れども 思 ひょ b m る 事な れば志 氣の萠 す 所と 云 ふ 可し。 

師 日く •佐々 陸 奥 守成 政 越 中の 守護 職な りし 時、 越 中外 山に 在 城す。 阿保と 云 
| へる 所に 菊 池 入道の 號 して、 元は 長 尾に 屬し、 今 又 佐々 1S 心して 我 子を 出 政が 
一 傍に つかわしめ、 常に 外 山に 出仕して、 越 中 先方の 事な ど 物語りけ る。 或る時. 酒 
宴た けな わにして 成 政 興に 乘じ ける 時分、 常に 欵待 しける。 まなず の 盃を取 b 
一 出し、 是に 引受け 飮で 入道に させ b ズ道に 三度 傾け、 則ち 成 政に 返へ し、 腰に あ 
| せる 脇 指 波の 牢な う： b るを 捧げて it 外ながら， 献上 仕る。 是は 去る 頃 長 尾 謙 信 

I ょり 受納 仕り 候。 謙 信に あやかう 玉ふ樣 にと 云 ひければ 成 政大に 怒て、 何事を 

. 

あやかるべき。 謙 信が 武勇な れば とて、 何 斗の 事 あるべき ぞや 、とこて 入道を 惡 
一口して 腰刀を 投げ 棄て 入道 行 あたう、 武勇の 事には 侍らず 謙 信 九 ヶ國の 管領 
にと まし ませば 果報い み じく まします 樣 にとの 事 也。 入道 老鍪 して 酒興 故に 
こそ 候へ。 則ち 御 小姓 衆に と 云 ひて 酌に 立ちた る 小姓に 遺は す。 成 政 氣色直 h 
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卜在ど もが あやかう 者には、 左 も あらんと 云 ひて 笑 ひける と 也。 成 政* 越に 居 
て、 豊臣秀 吉に對 し、 雪中に さら  < 越 をして、 家康 公へ なう 合は し、 志 氣 大丈夫 
I のき ざしな きに 非す。 秀吉是 をい ぶせ く 思 ひ、 遂に 生害に 及べる 也。 

師 日く。 黑田如 水、 或る時 糟屋を 招請して 其方 事は 年 まし 也。 殊に 先年 賤ヶ嶽 
1 0 戰功 名高ければ、 # 長 政に 萬 事 さし 引 あつて 給は るべ しと 云へ b。 糟 屋身不 
一 肖なる 某に 如此 きの 言、 尤も 分に 過ぎ 候。 但し 賤ヶ嶽 の 事は 天下は 隱れな けれ 
一 ば、 身 一人の ひけを 云 ひて 益なければ、 長 政へ 此時 所持の 鐽を 進め 上 仕るべし 
一とて 取らせ。 是を 遣は す。 長 政の 父の 命な れども 更に 許容せ す。 其鑓を 手に 取ら 
すして 昔ょ り鑓 を 致す に師を 取る と 云へ 事を 聞かす、 と 何となく 答へ ぬ。 糟屋 
聞きて 最も 卑や鑓 はなれ b。 武勇の 志氣 尤も 見 良た b とて 大に 成しけ うと 也。 
一如 此き長 政が 武勇 剛操 尤も 糟が 及びべき にあら すなり たちぬ。 

師 日く •島 浲美久 退治の 爲に、 豐臣秀 吉 九州に 發 向の 時、 義 久法體 して 降を 乞 
ふ ど、 に 義久が 家老 新 納武藏 守 肥. 後の 境 泉と 云 ふ 所に 在 減して ける が、 天下 


の 人 衆を 引き受け、 一 戰をも 致さす して 降參 致さん 事は 却つ て 天下への ぶし 
つけなれば 則ち いづみへ 秀吉の 御馬よ b よせられ 給は るべ し： I 支へ さ、 へ 
| て 死しての 本望 仕るべし と 云 ひて 主人 旣に 降參 すと 云へ ども、 新！ 一は 猶ほ手 
痛く 城を 持たん とす。 秀吉其 志を 感じて 則ち 兵を 彼が 域 下によ すへ 彼の 城へ 取 
| 入る 所は、 三 四 里の 間、 馬の 鞍を 下し、 @ .の 緖を とる 所の 難所な れば 、天下の 大軍 
なりと も、 容易には 打ち 入 b 難き 所 也。 兹に 新納 しばらく 持ち さ、 へ ! I て A 質 
を m し、 今は 是 .れ まで 也。 主人 旣に 降參の 上は 家臣 それに 違 ふべ からす。 弓矢の 
禮儀を 过 て 天下の 御 人 衆を 受ける 也。 武家の 面目なぅ、 と 云 ひて 降參 す。 志 氣面 
目と 云 ふべ し。 

\ 師 日く。 高 安道 善 その 頃 天下の 太鼓の 名人に て大 音を 打ち出しなら ぶ 者な 
一 か り： き。 玆 に威德 と 云へ る 太鼓 打ちは 三 井寺の 威德 ♦かしらを 打ちて 天下に 名 
を 得、 氷を 割る ♦か 如くに さへ たる 音を 打つ ものな b ける。 此雨人 天下の 名を 得 
てけ るが 威德繼 て 身 まかりぬ。 然れば 天下は 唯遨善 一人に 究まれ ぅと 高 安が 
山 鹿 類語  三 七 一 
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門人 皆 喜びて 道 善が 方へ 見舞 ひに 行きければ、 道 善 夜 服 引き かつぎ •臥して 甚 
.た 嘆息す。 弟子 共し かしと 語りければ •、高 安、 汝等皆 本意を 知ら ^ して、 唯 さし か 
| 、れる 事 計ぅ を 云へ る 也 世に 太鼓 -0 名人な くな b て 修行の たょ b なしと 云 
一 へ り。 彼の 莊子が 惠子 死して 我 かても 失へ り、 と 云へ るた めし も 此志氣 なる 可 
し 。 

師日 く。 松 倉 斑 S 守、 天性 志氣大 膽 の 者な りし。 天下 靜證の 後 •九州 肥 前 島 原に 
在 城す。 而 して 人を 異域には せて、 年々 夷狄 遠島の 風俗を 考へ 、道々 の 通路を は 
かりて、 後に 是を公 儀に 望み 奉る。 若 事大 儀に 及んで、 御 働き 座ます 事 も ぁら ば 
I 則ち 島 原の 城に 御座を 移さる、 爲 との 下 * にて、 此 結構 丁寧 美盡 すと も 云 ふ 
一可し。 然れ ども 事なら すして Jh み、 又 常に 云 ひける は 我れ 小身に て 人な きな b. 
と 云へ ども、 其儘大 軍を 催しつべし。 其 故は 先づ 御家人の 內小 身に て 歷々 の 者 
ぁれば、 是を 近付けて、 異國 征伐の 事に 任すべし。 是を厭 と 云 ふは 勇士の 道は 止 
みぬべ し。 誰 とても* 行く まじき と 云， ふ もの 育る ベから す。 而 して 彼等 小身に し 


\ 


家人の 列に な f て 有 之を 二 十三 十 計 b 申 上げて 召 連れ 同道 せんに 無用 
との 仰せ も ある まじく。 又 公儀に 御 事の かぐる 事 有る ベから す。 而 して 彼の 衆 
I を 以て 一頭 づゞに 致し、 原大坂 江戶に 集まる 諸牢 人を 御 下知 あ b て召聚 して 
一 其 人品に 順て" 諸 役を rij し 付く は 一 A も. 否と も 云 ふ もの 有る ベから す。 然らば 
| 何程の 大 軍を 以て 自由に 集 m すべきな れば異 國 退治の 望み 過分なる 事に 有 
. ら すと 云へ うと 也。 志 氣相應 の 才覺と 云 ふべ し。 

師 日く 關原已 後 暫く 京都の 所 司 代に 奥 平 美 作 守 有 之で、 其 下に 加 藤 喜左衞 
門、 島 田 次 兵衞 、之に 屬す 。小 西 石 田が 類 各 落人をから す 時分 安國 寺が 居所を 美 
作 守 家來、 111 田苹 右衞門 聞き出て v 追 捕の 爲に罷 う 向 ふの 處に， 安 國寺乘 物に 
| て 退く 所へ 仕 かけて ければ， 直に 是を追 捕 せんと 致す 所に、 安 國寺小 性 傍に 居 
一て 刀を 抆き、 安 國 寺を さし 殺さん とする を、 山 田 飛び か、 b て、 小 性を 組み けれ 
ば* 山 田 4: かまわす、 又安國 寺を 切う ける。 然れど も 事故な く、 刀を 奪 ふて け b。 安 
國寺 少し 疵を' 蒙 卜ぬ と 云へ ども， 全く 生擄り にけ う。 彼 小 性 志氣剛 操と 云 ふべ 
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き 也* 

師日く。岡本道加郞の名は淸三郎、後に彌市右衞門.と云ひ、、渡う奉公を致せ 
一、 る 匹夫 あり。 岡 本玆に 云 ひける は、 我れ 玆に儸 神を 信仰して、 晝夜 ®r 禱す。 其 意趣 
一 ® 上の 思 入れ. とは 谷 別 違へ る 也。 - a 人は 皆惡 事 ^ 難に 逢は むる 如く、 七難 ill 滅 
I して 七福卽 生の 思 ひを なせる。 予は何 とぞ して、 惡事 ^ 難に 合は せて 玉 はれと 
斗う fr る毯 。其 故は 人の 死生は 限 b ある もの あれば、 惡事 災難に 會 ふて 命を 失 
はんは 定まれる 事 也。 命 さへ 全く ば 悪事に 會ひ、 炎 難に 會ふて 心 も だめく 才を 
•も 出して 身の ためしと も 致し、 武名を も擧 功を も 表は すべき 事 也。 今時 天下 靜 
謐に惡 事 炎 難を 除きて は、 何の 働きを 致す ベ. き 事の あらざる と S へり。 古 A 云 
ふ。 四方に 事 多く、 此れ 小人 之 福 也。 小人 身の 爲に 謀うて 國を給 ひし、 民を 殃 する 
を 顧みす、 と 云へ う。 孝子 日く。 國 家の 昏 il には 忠臣 有り、 と 云へ り。 岡 本が 云 ふ 所 
匹夫の 言な りと 云へ ども、 其 志 氣の 物に 勝つ 所は 尤も 取て 用 ふ 可し。 世人は 皆 
惡事炎 雞と 云へ ば， 身を ひそめ、 是を遁 れんと す。 故に 之に 逢 ふ 時は 志氣 之に 屈 


してせん 術な し. 是 、れ 初めょ b、 志 氣に負 ふる 所 |> るが 故 也。 然れば 岡 本は 玆に. 
惡 事に 勝つ 處あ b T 、 作 略 仕 b ょかぅな ん 。中 人の 言に して 用 ふるに 足らす と 
| 雖も 又用ゐ て荆 ある 處 あるべし。 蔡澤 、秦應 侯に 謂 ひて 日く。 身 名俱に 全き 者は 
上 也。 名は 可法而 身は 死す るす 者 也。 

師 日く、 志 氣大な る 者は 必中、 小節を 修めざる を 以て 傍人、 是を 見る 時は 行跡 
失 あるが 如く 見 ゆる もの 也。 是れ 身の 功の 大な る處に 目を 付く るを 以て 小事 
に 少しも 取り合は ざれば 也。 大行は 細謹を 顧みす、 と 云へ るの 心 も ありぬべし 
唐の 憲宗の 宰相に 社黃 裳と 云へ る もの 志氣 尤も 大に して、 大略 あつて 小節を 
1修めす。こ、を以て外ょぅ音信音物悉くぅけて更に之を拒ます。こ、に人皆黃 
一 裳が 秋 ある 事を 訴 へ、 外の 賄賂を 入る ゞ事を _ し 上げて 遂に 宰相を ih めら れ 
一ぬ。 案す るに 志氣の 本と する 處' を 然 法に 根ざ、 せざる 時は、 大 節と 思 ふ 處も皆 
其 趣向 違 ふ 故に 山 節大節 共に 修めざる 事 あぅ。 黃裳 は賂を 受けて 更に 私を な 
さす、 と雖も 人の 聞く 所は 財を 受けて は 必ず 私 あるに 近 かるべ ければ、 如 此き 
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事に 究理し つべき 也。 

一 温藉. 

師 日く。 古の M 澜は不 M 怒を 云へ り。 人の 仁心を 1 ナふ 者は 皆 怒氣に 因て 失す 
るに こそ。 こ、 を 以て 名將 君子 遂に 怒れる に 任 かせて 事を 行 ふ 例な し。 怒の な 
一き と 云 ふには 有ら t 凡て 大任を 受けて 天下の 政事を 司 ど b。 武の楝 梁た らん 
輩は 怒を 了つ さる、 を 以て 本と すべき 也。 源の 直義云 ふ上宫 太子は 一生に 念 
れる聲 なし。 小 松 重 盛 一生の 召 念れ る 事な し。 故に 執政に 禁な し。 近代には 楠 正 
成 更に 怒る 色 あらす、 •と 云へ b- と 也。 但し 人の 怒 b あらざる と 云 ふは 又に 君子 
| の 道に あらす。 怒 も 七 情の 其 一にして、 彼を 嫌 ふべき 事な し、 怒る まじき 事を 怒 
| らんは 愚人の なす、 業 なれば 云 ふに 及ばす。 怒るべき 事を 怒らず も 亦 七 情の 不 
足して 天地の 仁に あらす 天地に 秋 冬 あ b 。 震動 雷 a あり 以て 戒む べき 也唯顏 
色を 柔げ て、 下を 和す る 事を 溫藉の 風 i 云 ふべき 也。 是れ ® A 0 仁 I 云 ふべき 


もの、 端な れば 也。 

師 日く。 魯孟孫 鹿 狩ぅ をして、 魔 (ヵノ子) を 得て ければ、 秦西 巴を して •之に 預け 
持たせて 歸 らしむ こ、 に 鹿の 母從 つて啼 き 悲しみ、 西 巴を 離れす S 近く 出で 
ければ、 其 風情の 已む 事を 得 ざ b ければ、 君命の 罪を 忘れて 是を與 へて 歸 b ぬ。 
又 孟孫歸 宿して、 しかぐ I 尋ねければ、 右の通り あ b のま、 に 答へ ぬ ^ 孫大 
に 怒つ て 君の 命を 弁つ る 事の 誤りを 以て、 秦西 巴を 逐出 す。 而 して 一年を 置き 
て 召し 歸 へし、 太子の 傅たら しむ。 孟孫が 近習の 士 、西 巴 飛 あつて 今 太子の 傳た 
らしむ る 事 如何なる 事に や、 と 尋ねければ 孟孫 日く。 西 巴 一の 魔に も 忍び t 又 
辟く 吾子に 忍ぶ ベ けんや。 と 云へ b と 也。 蘇 子 日く。 放 魔は 命に 違 ふ 也。 其 仁を 推 
して 以て 國を 托す 可し、 とは «: 心の 溫藉 を敎 へる にあら す や。 

師 日く。 家郊原 平と 云へ b しもの、 會稽に 居住す。 居 宅の めぐりに 溝を 構へ て 
水を 四方に 通じ、 竹を 植えて 置きけ るに、 春の 夜盜人 あぅて、 其 筍を 盜む 。原本 之 
を 知らす。 たま- — 起きて 見れば、 盜 驚きて 奔りけ るが 溝に 倒れて け b M 本是 
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れを考 へ。 その 溝の 上に 小 橋を 設けて 渡る に 便う 1) らしめ、 或は 筍を 拔いて 外 
へ 出して 置き 又 近所の 竹 子を 盜め る者大 に愧ぢ て敢 へて 取ら ざう しと钇 。宋 
千 令 儀 甚た富 あ り。 盜 A 其 家に 入りて ける を 人々 集まうて 捕へ ぬ。 令 « 彼を 招' 
いて 盜人を 遣す 所以を 尋ねければ、 其 求め 僅か 也。 令 儀 彼を 許す のみに あらや 
其 •不足の 錢を與 へて 歸 へしぬ。 而 して 其 行跡を 云 ひて 秘かし めければ、 盜人初 
めの 行 ひを 11 がへ して、 後に 善人に なれう と 也。 

師 日く。 唐 主義 方と 云へ る 人、 京都に 行きけ る途 にて 旅人 道に 勞れて 休み h 
てらう あう。 人を して 是を 聞かしめ ければ、 父 遠方に 宫人た b。 病 甚だしと 聞き 
て往 きて 見るべき 爲なれ ども、 今は 疲れて 一足 もなら ずと 餘義 もな く 云 ひけ 
る王義 方 眠み、 自ら 乘 b し 馬を 彼に 與 へて、 其 姓名を も 問は すして 去りぬ。 又魏 
徵此 事を 聞きて、 遂に 我 夫人の 姪を 以て 妻と す。 王 義方辭 して 順は す、 斯くて 魏 
卒しければ 乃ち 人を 以て 夫人の 娌を 娶れ り。 徵其 故を 問へ ば 初めは 宰相の 權 
にめ でた るに 似 たれば ^ 今は 魏徵が 己を 知る 事を 感ずれば なりと 云へ うと 


師日 く。 朱の 范仰淹 希 文、 嘗て 人に 云へ るは、 我 ♦か 同姓 緣 類の 內に 親疎のへ だ 
て あぅ と雖 も & 本 皆 一類の 親しみ 4 #: たまく 大宫を 得て 獨办富 貴に 至れ 
る。 是れ 更に 自の 手柄に あらす。 天 之に 命じて 親しみ。 氣を 養は しむる の 故 也。 と 
云 ひて 一類 一門を 集め、 仁 不肖に ょらす。 各々 田 宅を 1 只 ひ與 へて 業を 守らし む。 
貧 人 ある 時は 納所の 勇し き 者に 云 ひ 付けて、 其靥を 成さし む。 故に 子孫 一類 一 
A も 所を 得す •と 云 ふ 事な し ® 以て 美談と す。 宋の范 文 正 公と 申せし は、 ffi 人の 
事 也 文 正の 二 男に 范純 仁、 字は 堯 夫と 云へ る ありき。 父 文 正の 命に 因て 堯夫姑 
蘇と 云 ふ 所に 至り、 麥 五百石を 積まし めて 歸へ b ける に、 道に て石曼 福と 云 ふ. 
者、 手前 不如意に して， ついめ ては 父母の 喪に 會 へる とも 葬る も 快く a らざる 
の 由 申しければ、 堯夫 舟に 乘せし 所の 麥、 殘らす 彼に 與へ 、只 一人に て歸 へりぬ 
父. 文 正道に て珠布 事に 遇は す やと 尋ねければ、 故に 石 曼鄕に 逢 ふて、 しか 
の 事 あ b ぬ、 と 答 ふ 文 正 其方が 舟に 積みし 所の 麥を與 へて 來た らば こそょ か 
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らなん と 云 ひければ、 堯夫 聞きて 仰 せの 通う 仕り 候と 云へ う。 文 正 父子 仁惠の 
溫藉 一致と 云 ふべ し。 

師 日く。 跨 垂と云 ひける 盜 人の 大將軍 ありけ b。 十月の 比 夜 竿 斗に 道に て 保 
一昌が 笛を 吹いて 行く に 逢 ふて 足音を 高く して 走う 寄る に 少しも 騷がず 、盜人 
一刀を 拔 いて か、 b ければ 少しも 騷がす して、 是は 何者ぞ と 問 ふ盜人 驚きて し 
か と 云 ふ。 希有の 奴 哉、 詣來 とと 云 ひて、 又 笛を 吹きて 行きければ、 攝律前 司 
\ 保昌が 家に 到りぬ。 保昌錦 衣を 與 へて 歸され たうと 也。 保昌 は武智 麻呂 の後武 
一 略を 以て 世に 名 あう。 源 賴信な ど、 同時の 人 也。 保 日 S 源賴 元と大 江山に 入 h ノて 
鬼を 切 b し 事は 世の 云ひ傳 へて 知れる 事 也。 

\ 師 日く ¥ 貞 盛の 子に 陸 奥 守 維 叙と 云 ふ 人 あ b •き。 任國に 依つ て 初めて 下向 
| の 時 神 拜の事 あるに、 道の 邊に 小祠あ う。 廳 官に尋 ぬれば— 屈 村 將 軍の 此國の 守 
にて あ b し 時、 社の 禰宜祝 ひの 中ょり、 思 ひがけざる 事 あ b て 事大に なりて 神 
拜も Jh み 朔幣も 止められ 倒れ 失せぬ i 云 七 是れを 思 ふに 二 TJ 年 斗に なう ぬ 


と 云 ふ。 維 叙 不便に 思 ひ 忽ちに 社を 造 b、 朔幣 に參 b » 名 帳に 入ぅた、 り •彼 叙任 
はて、 上々 ぬ。 後實 方中將 下れり。 然るに 廳官の 夢に 此神 喜びて 維 叙を 京まで 
送り 行きて 常 陸の 守に 爲 しつと 見えぬ。 果して 然 りけ b と 也。 

師 日く ¥ 重 盛專ら 恩惠を 事と して 唯溫藉 を專 もとす。 されば 子息の 資盛殿 
下の 乘會獏 藉に淸 盛 聲吟の 事 ぁりなん とゼ しを ば 重 盛 さま 敎訓 して 身 
の 無禮を 咎め、 骨法を 知らざる 事を 戒し む。 淸盛法 星を 計ら ひ 中さん と、 有りし 
時 一門の 卿 上、 雲 客 數十人 思 ひ {の 鎧 ig 垂に 色々 の鐙 着て 中 門の 廊に二 行 
に 着座す。 諸國の 受領 緣に居 こぼれ、 庭に 並居 馬の M 帶强く 締め、 手綱 かいくり 
旗竿を 引き そばめ、 胄を 前に 置きで 只今 打ち 立つ 體也。 重 盛、 烏帽子 直 衣に 奴 袴 
の そば 取て 思は ざる 風情に 入られければ 、人々 興醒めぬ。 又 弟 0 » 盛 出向て し 
かぐの 事 也 A 道旣に 甲胄を めされぬ と、 是れ U どの 次 事. に 御裝束 ，の體 然る 
ベから す、 と 云 ひければ 重 盛 朝家の 重き 事を こそ 大事とは 云 ふべ けれ、 此は私 
の 小事 也。 兵 ども 數千騎 ぁるの 上は S ひ 効な く、 重 盛 一人物 具したら ば、 何程の 
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事 ガ ぁるべき 夷 賊朝敵 の 事 6 らば 譬 C 置 相の 位に 至る とも 自ら » ぎ 戰ふべ 
しと 云 ひて 重 盛 內に入 b ぬれば A 道 之を. 見て、 物 具脫ぎ S く 暇 もなければ、 障 
子を 少し 引き立て、 腹卷の 上に 薄墨 染めの 素絹の 衣を 引き. かく。 重盛淚 をはら 
くと 流し、 S 紙を 取う m して 落つ る 淚を拭 ひ、 左右の 仔細を ば、 さし 置き， 此御 
體を 見 ® らざる こそうつ ゞ とも 覺良す 。大政 大臣の 官に 昇れる 人、 甲胄を 着す 
る 事は ® すから す。 只 是れ 君を 蔑が しろに する の 所な うと、 頻りに 諫言を 入れ 
て， さし も橫 紙を さもが 如く 父 入道の 足を ih めぬ。 甚だ 敎訓 にして 人 皆 美談と 
する 所 也 •温 藉の 至う と 云 ふべ し。 

師 日く © 賴朝 常に 恩 邋 を 施し、 諸 國 大名を 溫間 して E に 暴惡を 事と せず •山 
內 13 口三郎 經俊 は fr 罪に 相 究ま ると 云へ ども 彼 •か 老母 御 乳母た るを 以て 參 
上して、 此事を 歎き 申す。 賴朝實 平に 仰せられて 。鏡を 取り出させて 山 口 厄前に 
S き、 是れ 石橋の 時、 經俊 ♦か 箭 .立てる 處の矢 也。 件の 箭の口 卷に二 名字 ぁ う。 經俊 
•か 罪を 遁 る、 に處な し、 と雖 も老 尼が 嘆きて 申す に 任 かせて、 是れ を赦し 玉へ 


\是れ自の爲に怒り。清して人 0- 愁を止むる所以盘。 

師日 く。 平の 泰 時、 最明 寺時賴 打ちつ 4 いて 溫藉を 専らと す。 凡べ て 民の 愁ひ 
を 以て 身 0 愁 ひとし、 天下の 萬 民を 思 ふ 事、 唯 身を 思 ふ ^ > 勃し。 こ、 を 以て 泰時 
處 永に 式目を 定め、 時 M 自から 身‘ を や、 つして 民間の 苔を 問 ひ 世 以て 勁る 處也 

師日く。楠正行、敵の州へ追ひ立てられて悉く倒れ凍えたるを招きて、それに 
衣服を 與へ 、火に 2): たらしめ などして、 敵方へ 送りし 事、 其 手立て あるべし と雖 
も 其 志は 溫藉と 云 ふべ し。 たと へ 法を 設け。 事を 僞 るに 似た ぅと 雖も情 を 深く 
して A を 愛 惠せん 事は 天地の 感ずる‘ 處 、君子の 求と する 處迆 。聊か ゆる •かせに 
仕る ベから §' る 也 

師 日く。 多賀豐 後 守高忠 は 本 江 州の 者に て 京都の 一類 也 ® 仁大明 の 際に 京 
極の 持淸 、京都の 所 司た ぅければ、 豐後守 を 以て 所 司 代と して、 京都の 事を 司 さ 
どらし め、 公事 訴訟を 聞かしめ、 時の 人皆此 仕置を 稱美す 。其 おきて 多くは 仁惠 
あつて 人 皆 信 M す。 或る時 召 捕 はれもの、 內に 力量 あ •つて、 其 人品 必中 士れる 
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•へき もの ゞあ うければ、 鹿 者は 武勇の 生れ # あう とて 自ら a を 解いて ゆるし 
つかは しぬ。 此者 ^ しける は 如 此き縲 鸫の耻 に 及ぶ 上は 早く 斬罪せられ ん事 
- j こそ 本望に 候 ぺこ 云 ひけれ ども 猶ほ 憐れみて 敵し 2 後い t な 上订 きけん 
| も -a らさ うしに 豐後守 身 まかうて 後名 字 知れざる 者 墓所に 行き ■て殉 苑 をな 
一せ b 是を 改めければ いつぞや 赦 せし 咎人に て ありし と 抱 ft 志必す 豊後 守？ 
難に 代りつべき 思 ひ 入れな うと 見えた り。 

©日 <。稻葉 伊 5 入道 一 SS 者の 內に 段々 Qs  f ? •しかぐ 
| と 動 sit け S、 是を か— させけ る SSSI ひける— 

I 分 f 見— 5 とて f しめけ るが、 面 縛の 恥に 及び つれば 免され たうと て 
I も 貴方を 睨み 死を 快ょ ぐすべし、 と 云 ひければ f 奇特な うとて、 是を赦 しぬ。 
〈後に！ 錄 死して 件の 者 墓に 向て 腹切りて 死せ うと 也 * 錄は 一向 勇猛の 生 付 
にても 溫藉 0 . 志 あり L- にや。 

fr a く 源 君は 武將の 中に も 就中 仁惠を 専らし 玉 ふて、 天性 溫藉深 重に まし 


^ .ける •小山 迄 御 出陣の 時 御供の 小身 衆 あとに て 妻女の 煩 ひょ し、 高 聞に 
達しければ 早々 路 次ょ， 0罷り歸るべき旨臺命 2) りけり。小身者姓子煩いては 
一 其 家 滅亡のは し 也。 御 陣は 今に 限る 事に あら 中との 事 爲らじ •諸人 此一行 を 見 
一 聞して、 其徳に 化せし 者 甚だ 多 か b しと 也。 其 昔 女の 御意に 違へ る ありて、 大久 
保七郞 右衞 門に 御 預けな され。 遠 州 二 俣の 城に 遺し 置きけ る 其 後に 小 笠原賊 
一中 守、 その 頃は 權少 丞と號 しける が ffli 意に 違 ひ 是れも 二 俣に 御 預けに な b け 
一る が、 最前の 女と 一所に な ぅ、 遂に 夫婦の 好みを 遂 ぐ ® 勘氣を 蒙る 輩を 如此き 
{の 不義の 事 高 聞に 達せば、 大方の 罪科には ある まじき と 下々 取沙汰の 上 遂に 
| 御 耳に 立し ければ、 殊に 御 快く 笑は せ 玉 ひ、 御機嫌 能く ®: て 小 笠 原を 召し かへ 
一され たりと 挞 。如何なる 思 召に か 有りけ ん 。下と して 更は計 9 がた けれと も， 其 
一 出る 處は寬 仁の 故なる べし、 と 安藤 帶刀 先生が 物語りな ぅとに や* 

師 日く。 關ヶ原 の 時、 石 田 三 成、 小 西 行 長、 安國寺 三人を 大久保 相 模守忠 隣に 御 
預けな されけ る。 忠隣其 比は. 治 部 太 1® 1虢して、源君の執‘政たぅければ、暇なく 
山 鹿 類語  ， 三 八 五 
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子息 加 ® 守忠常 其 事を 計 ひける が、 忠隣が 命じ S きに 任せ， 忠常三 成 等* か M た 
る 間に 行きて 見れば、 高手小手に 縛し めら れほた しを 打たれて 1) り。 三 成 其 比 
一 ! II 中の * 煩は しく 臥して 居た る 所に 行きて 粥を 自身 持て 出で 是れを  一口に 
參ゐ るべき 由を 云 ふ。 三 成 見て 其方は 何者ぞ と 問 ふ。 忠常 先年 奥州 御， 檢 地の 寺 
| 關 m へ 御 下向の 時 御 目に か、 り 候なる 忠隣が 枠 忠常爲 ぅ t 答 ふ。 三 成 云 ひけ 
一る (1 久しき 事な れば 、聊か 覺 えとな し。 久しくに て 珍ら しく 對面 にこ そ。 ffi- し不 
一覺 とばし 思は んぞ 、此體 にて は、 粥 も 飯 まる ゞ 事に 非らず と 云. ふ。 忠常云 ふ。 然ら 
一 ば繩 解きて 候は  > 召 上らるべき にや、 •と 云 ふ。 をれ は 快ょ く此粥 も 飯む 可し、 と 
一 あ b ■ければ 士ど もに 云 ひ 付けて II を 解き 手を ゆる かにし、 ほ だしを 取 9 てけ 
一 b。 三 成 大きに 喜び、 今の 芳情 忘れ 難し、 と辭譜 して 小が さに 粥 一つ 竿 計を 飯め 
一 h o 偖し つけの 爲なれ ばと て繩訐 b を 頸へ 掛けて け ぅ。 三 成大に 喜び。 間を 隔て 
たる 處に、 小 西の 居た りしを、 攝州 {と 高らかに 呼びて。 家康は 果報 由々 しき 
人 ' }: て、 譜代の 衆 子どもまで 皆ょ  <成ゎ 立ちぬ る、 と 語 by る。 御 威 敗の H も 其 


宵に 行きて 明日 御 最期に 究まれ b。 御行 水 あれと て 湯を か、 ら せしめし めの 
段々 の 筋 ある 小袖に 紅の 裏付け、 白 小釉 ともに 廣釉に 造らへ、 三 成に 與へ、 三 成 
| と 云 はれし 人の 明日 洛中を 引き渡さる、 其 苦しくて は 如何と 0 計 ひ 也。 三 成 
甚だ 其 恩 惠を感 せ b 't 也。 是れ 併しながら 忠隣日 比の 温 藉を見 及んで， 子息 末 
女に 少 あま b ての 行跡 也。 您 じて 忠隣惪 みを 事と し、 日夜に 飯 食を 豐 にして、 貴 
賤 親疎. に 依ら t 來る 者には 盛 膳を そな ゆ。 御家人 若し 手前 不自^ Q なる あれば 
一分 分に 財を 施 こす。 尤も 上使 在番に 行 輩には 親疎に ょらす， 相 招いて 時に 取つ 
一ての 引出物し M 具を 整へ しむ。 子息 忠常又 如， 此 故に 門前 市を なし， 鞭 馬 置. くに 

一所な し。 諸 大名 江戶に 參府の 時は、 直に 忠隣 ♦か 亭に入 b て樣 々の 饗應を 受け、 そ 

J ♦ 

一れ ょ b 登城の 事 多 かぅ き。 其溫藉 云 ふに 及ばざる 事な りしと 也。 

\ 師 日く % 龜四 年武田 勝賴遠 州へ 出張の 時す. くも 田が 原に 陣を 取る。 池 田 喜 
ホ 次と 云へ る 源 君の 御家人 勝 賴の陣 へ 忍び入り、 馬を 盜む とて 生 捕 へられ、 高 
手 小手に 縛 めら る。 せな 殿是を 見 玉 ひ、 駿河に て 奉行の 時 目を 掛けた る 者 也、 預 
山 鹿 類語  三 八 七 
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り 申され 度き との 事に て" 之を 預か b 縛め の繩悉  < 取う 捨て、 他陣 へは 無用 也 
我 •か 陣屋に て 四方 心安く 往來 仕る 可し。 若し 落ち行か ば、 我が 一命を 知行に そ 
I へ 勝賴へ 奉る。 也 小 も 苦しから ぬ 事と 云 ふ。 之を. 置ぐ 池 田 云 ひける は、 ® の 上の 
一蠻 とは 此事 にて あるべし。 何として 之を ♦遁 るべ しと 云へ り。 後に 勝賴の 衆へ 渡 
一す 時に 響を かけて 渡 t b。 寢す の番六 人に てあらし に、 池 田 ® を 拔け て濱 松へ 
I 歸へ うぬと 云へ b。 又 近き 比 起 前にて 久世但 馬が 事に 付き。 竹 島 周 防 守を 座敷 
一牢 に 入れ、 刀 脇 指を 取うて 置ける。 駿 河へ 召し寄せられて 詮索 あるべき の 時、 靑 
I 本 新兵 衞尉是 を 預かうて 下 b ける に、 越 前ょ b 今庄 までは 其 分に て參 b、 今 庄 
一ょり 刀 脇 指 共に 與 へて 其方を 私に 御 預けの 上は、 是を 運の 極めび 思 ふ 也。 道中 
不自由に 致して は 年來 取は やした るに、 今の 砌 う 本意に 非ら す。 如 此き心 入を 
一致す 上に 其方 氣遠 ひて 表裏 別 心 あら ば 或 等速に 切腹と あてた かとて 少しも 
召 人の 風情に あらず。 pal し {下りけ るとぞ 。彼等 寬惠の 心 入れ、 尤も 深切と 云 
ふべ し • 


師戶く。安藤帶刀は一日立ちても物も云はざるが如ぐ"天性穩當にして唯寬散 
仁の 生れ 付きな b ける。 其 行跡 篤實 にして 少しも 飾れる 所な く、 有餘の 財を 
I じて、 その 不足 ものに 補 ひ、 きら/ \ しき 事を 致さす 人に 當 b たるに 溫藉を 以 
I てして、 更にき ぶく あし 樣な •る 事な し。 家來 ともの 手前 不足なる ものは 其 事を 
一正して其用をたらしむ。近き此の生質人品には尤も希有の人なぅと、世以て評 
I せ b -〇 也。 

一 s 日く。 知 S を 立て* 利口を 專ら とする 者は 人 皆、 是を惡 んで其 仇を 成す も© 

\ . 

W 多し。 柔和に して 人の 事を 受け、 其 業に 情を 出す 者を ば 世 以て 是を 親しみ 愛す 
1 仁德 の發 見物を 利す る 事 如 低 也。 古人の 云く。 柔は德 也。 弱は 人の 助と する 所と 
一 云へ る も jib 理 也。 これを 以て 知を 信じ、 知を 正す の 人は あらけ なく、 物に 當 b て 
| 或は 破 \ 或は m ふ 事 多 かるべ からず。 然 b とて 又 害すべき 理に究 b たるを 遁 
れしむ v き譯 もな しその 間 唯 理の ま、 にして 仁に 依る のみ。 論語に 孔子の 德 
を 論じて 溫而 M ハ ヶシク ) 威 あつて 猛から す。 恭に して 安し と 云へ るは 此心な 
01 鹿 類語  三 八 九 
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るべき にや。 

師 日く。 世の 和 P と 云へ る 若は、 皆 利害を 立て 下の 苦しみを 顧みす。 唯 專ら己 
I ♦か 利を 先にす 故に 身寵せ られ て、 高位に 至 ト ノ家溫 かにして 厚祿を 食む 者 も 皆 
i K と 刹を 宰 'ふて 自から 田を 耕へ し、 白 H を 作る 事に なれう。 是れ必 竟眞の 知 あら 
:一す して •'低 俗の 手 廻は しと 云 ふなる 心 深く.： 身を 利す るを 第一と して 用を 取 b 
一 合は せざる ♦か 故に 民の 苦しみ も 見ず、 人 0 害を も 知ら ざ. る 也 ^ 儀體と 云へ る 
j 人は、 我が身 官祿 あるの 上には、 外に 利を 成すべからず と 云 ひて、 ffi 園に 植 へし 
一野 菜を 拔き棄 て、 家 婦の機 織る を ! H めしむ と 云へ う。 天地 唯 仁の み 也 故に 仁を 
I 本と する 時は 愛に 違 ふ 事な く， 身を 立てす して 其 仁を 行 ふに もな りぬ 可し。 董 
一仲舘 策の 文 日く。 夫れ 天 亦 文 if る 所有 b、 之に 齒 ひを 予へ るは 其 角を 去う。 之. に 
一翼を 傳れば 其 足を 雨つ にす。 是れ受 くる 所大な るは 取る 事を 得ざる に迦 古の 
祿を予 ふる 所は 力 (民力) 力に 食ます、 末 (H 商 之 業) に 動かす、 天と 意を 同じく する 
者*。 身に 寵 あつて 高位を 截 き、 家溫か G して 厚祿を 食み、 因て 富貴 之 資力に 乘 


て 以て 民と 刺を 下に 爭ふは 、民 安ん ぞ能 C 之に 如かん や. 若し 君子の 位に 居て 
君子の 行に 當る 時は 則ら 公儀 休の 魯に 相た るに 舍 いて 爲すべ き 者な し。 

\ 師 日く。 淺倉宗 湔日比 申し 行 ひしは。 大將 たる 仁は 第一 內 の 者 能々 成立す る 
一樣に と、 不斷 心掛け、 吟味 任るべし。 殊に 久しき f# もとょ 1 新 參當參 Q ものに て 
j も 忠義の ある 者の 跡 式 幼少の 子どもと 雖も、 是を取 b 立て 人になる 如くに 悃 
一にすべし 實子な きに 於いては 親 存生の 時、 似合の 養子を 仕るべし、 と 異見を 邡 
一へ、 後の 絕え ざる 如くに 申し 付く 可し。 然れば 子な き 者 も 安堵の 思 ひを なし。 其 
j 恩惠に 思 ひ 入 $、 深き もの. な $、と云ひけると也。(山鹿素行全集前編終 ^ . 
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聖 敎要錄 (上)  • (山 鹿 素行 全集 後編) 

I 聖人 

聖人は 知 至 b て >3 正し* 天地の 間 通せざる なき 也。 其 行 ' fe る や， 條理 有り。 英應 
接た る や、 從容 として 禮に 中る。 それ 治國牢 天下なら すと せ / 1T や。 事物 各々 その 
處を得 。別に 聖人の 形と 謂 ふべき なく、 聖人の II を 見るべきな く、 聖人の 用を 知 
るべき 無し。 唯 日用の 間に 於いて 知 至 \ 禮備は $、 過不及の 差委 る. なし 上古の 
| 君 長は 皆 之を 敎へ 、之を 導く ^ 後世は 然らす 。別に 師を 立つ。 旣に衰 進の 政なら 
す や •天下 由る 所は 乃ち 聖人の 遨な ぅとす ffi して 知は 遇ぎ、 愚は 及ばざる 我 • 
、二は 一行 一善の 稱すべ き ぁれば 一典の 士也 •千 鍾の祿 il すべし。 北 計の 金 
を 抛つべし。 非 義たら ざるの ± 及び 隱士 逸人 名 節 雄 知、 當世に 聞 ゆる ぁる 者は 
世に 乏しから す。 一行 一善に して 聖人の 遨に 於け る 鐡毫の 相似な し 聖人は 中 
聖敎 要錄 H れ H 
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腐の み。 得て 稱す べき ものな し* 

知 至 

人は 萬 物の 靈長な らす や。 ] 6L 氣具 るの 屬は 人を 知る 莫し。 聖賢た る、 知の 至た 
る S 不哲 たる、 知の 習た る、 知の 至 b 也。 物を 格す るに 在 k 天は 蒸民を 生む。 物 有 
れば則 有 5。 能く 其 物に 至うて 書きざる なし。 則ち 其 知 至う M して 通せざる な 
く盡 きざるな く、 通せざる なきは 聖人 也。 思睿に 日く。 睿は聖 を 作る A 知 多く 故 
欲 孙 多し。 欲は 充た すべから ず。 君子は 義を以 て 利と 爲す 。小人は 利を 知うて 義 
を 知らす。 君子の 利は 能く享 る。 小人の 利は 全から す。 義利支 離せ ざれば 刹は' 義 
の 和なら ず や。 義の 有る 所、 利は 人 皆聖を 希 ふの 志 有る 也。 其 知 至らす して、 動す 
れば 異端に 陷 る。 異論の 敎也 A 情を 嬌め 、情を 直して 經 行す。 戎狄の 道なら す t. 
せん tf 敎 異端は 聖學裕 學の辨 。唯義 利の 間に 在 ち。 

知りて 力行せ ざれば 則ち 至と 謂 ふべ からず。 力行に して 省察せ ざれば、 則ち 


知 鑿 行蕩 す" 又 至と 露 ふべ から t 力行 省察して 后は 之れ 至 4 鴒 

聖擊 

聖 學聖學 何す るぞ 。人と なる の 道を 學ぶ 也 ® 敎何 するぞ 。人と なる の 遺を 敎 
ふる也。人學ばざれば則ち道を知らす。生質の美、知識の敏、は共に之道を知らす 
して 其蔽 多し ^ 知るべし。 

學は唯 古訓に 學び、 其 知に 致して 日用に 施す るなら す。 知の 至 b ては 遂に 氣 
質を も變 する 也。 

學は 先づ 志を 立つ るに 在 b。 志 立たず して、 則ち 人と 爲 る。 學に法 有 り。 小學大 
學 、下 學 上達 中 人 以上、 中 人 以下， 各 法 有うて、 學は必 す や 問 ふに 在う。 問へ ば必ら 
ず 審 在う。 問は ざれば 則ち 新なら ず。 學は必 す 習 ふに 在 b。 學びて 時に 習 ふ 也。 學 
は必す 思 ふに 在 b。 思は ざれば 其 知 至らす。 學には 必ず 蔽 有う。 心 學 、理學 は 心を 
甘んじて 性を 嗜み、 其 蔽に 過ぐ。 書を 讀み 、事に 泥む 共蔽 及ばず。 其學 の蔽な ら令 

聖 敎要錄  .三 九 五 
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や. 

學には 必ず 標準 有ん 其 志す 所 ] H しから ざれば。 乃ち 書を 讀みて 知日に 昏し 
f 道を 党め て理 日に 惑 ふ 其 行は 儉に 過ぎ 其 君子と 稱する 亦 事物に 通せす。 言は 
一必す 信、 行は 必ず 果、 堅々 として 然るは 小人 也- 

| 0 0 

| 人は 生れながら にして 之を 知る 者に あらず。 師に隨 つて 業に 禀く。 學は必 す 
聖人に 師す るに あ。 ぅ。 © に聖敎 の師な し。 唯 文 學を記 記し、 問 文を 助く るの み、 然 
り、 道は 天地の 間に 在ぅて 自然の 儀 則に 有るな &すや ’ 其 言行は 己に 賢なる. は 
~ 以て 師とす 可し。 何ぞ 常師 あ. らん や。 天地 是れ師 ならす や。 事物 是も師 ならす や* 

立敎 

A 敎へ ざれば 道を 知らず。 道を 知ら ざれば 万ち 禽獸を 害す。 民人 異端に 陷る 


邪說を 信じて 鬼 魅を 崇む。 竟に 君な く 父な きは 敎化 行は れ .でる 也 古昔 王は a 
を 建て •民を 君と し、 敎學を 先と 爲 す* 

君 長の 下を 御す るに 當 うては 人を 敎ふ るの 道を 以てすれば、 則ち 臣僕敦 化 
す •敎の 久しき 也。 自ら 風俗を 爲し 、人 々自 安ん す。 家に 家敎 有りて 國に 國敎有 b 
天下に 天下の 敎へ 有る を や。 道德を 一にして 以て 心を 同じく す。 

讀書 

書は 古今の 事蹟を 載せる 器 池。 讀書は 餘 力の 爲す所 也 a 務を 措いて 書を 讀 
み、 課を 立つ 學を 以て 讀 書に 在う と 爲す也 ¥ は：：： 用と 扞格 す。 是れ喵 書を 讀み 
て 其 道を 致さ) る 也 

書を 讀む に學の 志を 以てすれば、 則ち 大に益 ある 也。 書を 讀むを 以て 學と爲 
すは、 則ち 玩物喪 志の 徒なら ず や。 

書を 讀むは ® 人の 書に 在う a 敎は 甚だ 平易 也。 # に讀 みて 之を 味 ふ。 玩んで 
聖 敎 要 II 三 ^ tr 
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之を 释き 推して 之を 行 ふ。 以て 之を 證す るに 足る 也。 他は 皆 利口に 涉 k 事を 知 
るに 便に し、 其 一言 竿 句 一事 一行は 執 用すべき に 有 b。 其 始終を 描して 万ち 全 
からす。 唯廣才 博識の 一助は 讀 書の 法なら ず や。 記誦 博識を 專ら にす るは 乃ち 
小人の 學也 。多 走 作を 忌み、 詳に 訓話を 味 ひ、 聖人の 言に 本 づき、 直 解すべし、 後 儒 
の 意見は 取材す る 所な し。 

道統 

伏 義 神農荧 帝堯舜 爲 湯 文武 周 公の 十 聖人は 其德其 知を 天下に 施し、 而 して 
萬 m* 其 澤を 被る 周の 衰 ふるに 及び、 天は 仲 尼を 生みて 生 民ょり 以來 、未だ 孔子 
の 如く 盛なる 者 ぁらす。 孔子 歿して 聖人の 統殆ん ど盡 ぐ， 曾 子 子 思 孟子は 亦 企 
.望す 可から す。 漢 唐の 間、 當に其 任に 當らん と 欲する の 徒 有 \ 又 曾 子 子 思 孟子 
に 於いて H を 同じく して 之を 談ずべ からす 宋に 及びて « 程張召栩 « 1て ^ 
る， 3f4 人の 學は此 に 至ち て大 に變 t 學は 儒に 陽し、 M 端に 陰す る 也。 道 統の傳 は 


宋に 至りて 竟に 底沒 す. 況んや 陸 王の 徒 ff する じ 足ら 个」唯 朱 元晦 、大に B 經に 
功 ぁ b。 然れ ども 餘流を 起 出す るを 得す。® 道の 人に 託して 世に 行 ふ。 皆 天に 在 
一 り。 其 孰れ •か 强き か、 此に與 みする や。 

\ 孔子 歿して 後 儒 士の學 は 朱に 至 b. て 三變す 、戰國 法 家縱橫 家 m 唐 文學 訓話 
一專門 名家 宋理心 學也 。夫子 残して ょぅ 今に 至る まで 旣に 二千餘 萬に 向 ふ三變 
一し 來る 周孔の 道は 意見を 陷れ •世を 誣ひ 、民を 惑は す 口に ® 敎を唱 へて 其 志す 

i 所は M 子の 樂處 、曾 點の氣 象なら ず や。 習ひ來 して 世 久しく 鳴 呼 命なる 哉、 

詩文 

詩は 志の 之く 所。 火に 志 有れば 則ち 言 必ず 動く。 古詩は 自然の 韻 叶 ふ 也 •其 志 
或は 諷諌に 存すべ し。 或は 事義を 評し、 或は 好 風景を 述べ 或は 自ら 警め、 或は 時 
政 君臣の 徳を稱 ふ。 此 くの 如くせば 則ち 六義 自然に 相 具 ふ。 後の 詩を 作る を 學 
ぶ 者、 言を 巧みに して 趣を 奇に 致す。 其 言 ふ 所は 皆 虚誕なら す や。 故に 詩人は 天 
聖敎要 錄 三 九 ^ 
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下の 閑人、 佚樂游 宴の 媒たる 也。 

詩を 作る には 必す經 書 文字を 事と す。 道 德 仁義を 言. ふは 世敎 を涉 らんと 欲 

一す。 亦 詩の 一 病 也。 學敎 何ぞ 詩を 惜まん 。宋 明の 儒は 多く 此蔽有 り。 聖人の 道を 知 

- 

A ら ざる 也 

文は 言辭の 書に 著は る、 也。 聖賢の 言は 己む を 得 中して 發す 。自然の 文章と 
一なる 也。 後の 人文を 作る には 皆 巧言令色を 以てする 也。 事な きの 處に奇 趣向を 
I 求めて 造作し 來る 。尤も 評すべ し。 韓柳歐 蘇は 文章の 達人に して 而も 其學は 皆 
一乘 戾* 文は 質を 過す の史な らす i せんや。 


聖敎 要錄ハ 巾) 

一.. ，巾 

\ 申は倚らすして節に中するの名也知は過ぎ患は及ばす。中庸は能く行はれ 
一ざる を 云 ふ 也。 中庸を 能くせば ㈣ち喜 怒哀樂 、及び 家國 天下の 用、 皆 節に 中る ベ 
一し。 中は 天下 大本た る 也。 

I 聖人の 道は 中庸に 在ぅ。 中庸を 能くせば、 知を 致し、 體を詳 かにす るに ぁぅ， 惟 
一れ 情 惟れ 一にして、 其 中に 用 ふ。 中庸を 擇ぶ 是れ 也。 若し 意を 著は して 推 求 悟了 
一 底を 待ちて 未發の 中に 索め な ば、 則ち 中庸に 非ざる 也。 庸 とは 率 日用の 謂 ひな 
一ら す や。 此 中に 平 苹を用 ふる 也 « を 以て 別に 工夫を 立つ る、 尤も 差 ® 也，® 

道 

丨 ：〇  聖敎 要錄  四 0 1 
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道は 日用 共に 由て 當に行 ふべき 所。 條理 有る の 名 也。 天 能く 運び。 地 能く 載す。 

人物 能爲 す。 各に 其 道 有りて 違 ふべ からす。 道は 行 ふ 所有る 也。 日用 以てさっ て 
I 行 ふべ からすん ば 則に 道なら す。 聖人の 道は 人の 道なら す や。 古今に 通じて ± 
I 下に 亘に、 以 って 由って 行 ふべき 也。 若し 作 爲造沒 に 渉ぅて 我は 行 ふべ く。 彼 行 
I はすん は * 行 ふ 可し 今 行は されは 則ち 人の 道に 非ざる 也。 性を 率ゐ るの 道に 
I 非 t 道の 名は 路上に 從 って 起る 也。 人の 行び は 必中 路 有ぅ。 大路は 都 城 王畿の 
一路。 而 して 車馬 通すべく、 人物 器用に して 交 行すべく。 天下の 人民は 各々 其路を 
一 出 でん ことを 欲す。 小徑は 吾人の 利す る 所の 路 にして 甚だ 狡陋也 。具 險阻隘 曲 
I は 少しく 翫： すべき 也。 聖人の 道は 大路 也。 異端の 路は 小徑 也 / h 徑 少しく 翫ぶ可 
一ぐ して 終に 安ん すべから す。 大路は 飯ぶべきな く。 見るべきな し。 而 して 萬 小徑 
一は 目下に 在りて 終に 離る ベから す。 

3 K 

理 


條理 有る。 之を 理と 謂' 事物の 間には 必中 修理 有る 抱。 修理 紊 るれば、 則ち 先 
後 本末 も 正しから ず。 性 及び 天は 皆理 を訓 す。 尤も 差® 也 H: そ 天地人 物の 間に 
一は 自然の 條理有 $、 是れ禮 也。 

| 0 : 

- 

德は得 也。 知 至ぅて 內 々得る 所 1) る 也。 之を 心に 得て* 之を 身に 行 ふ。 德行と 謂 
一 ふ。 其德は 公共に して 天地に 通ず。 萬 物に 惑は ざるは 天德明 德 也。 淺 露薄經 にし 
一て 而も 實地を 蹈 ますん ば' 則ち 德 とも 云 ふ •ベから ず。 

一仁 

\ 仁は 人の 人と なる 所以に して、 已に克 ち、 禮に復 する 也‘」 天地は 之を 以て 行 ひ 
天下は 仁を 以て 立つ。 顔 子 仁を 問 ふ。 夫子 綱目を 以て 之に 答 ふ。 仁の 全體 は大に 
用 ひ盡 す。 仁は 五常を 兼ねる の 言。 聖人の 敎は 仁を 以て 極處 と爲 す。 

聖敎 _ 要錄  四〇三 
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漢 唐の 儒生は 仁を 以て 愛 字と 作す。 其說 及ばす、 朱に 至 K 仁を 以て 性と 爲す。 
大高仰 也。 共に 聖人の 仁を 知らず。 漢 唐の蔽 少し。 朱 明の 蔽は 甚だし。 仁の 解は 聖 
人 之を 詳か にす。 

仁は 義に對 して 謂 ふ。 則ち 愛惡の 愛と 爲り 、仁は 義に 因りて 行 ふ。 義 « 仁に 因 
りて 立つ。 仁義は 支 離すべからず。 人の 情愛は 惡の み。 是れ 自然の 情ならず や。 仁 
義は 愛惡の 節を 中す る 也。  ’ 
五常は 各々 用 有り。 而 して 包括せ t 又 支 離せす。 孟子 之を 說 く。 先 儒 日く。 凡そ 
血氣 有る の 類は 五常を 具へ、 ただ 理會 せず。 五常は 情の 發 して 節に 中る 也。 知を 
致して 力行せ すん ば 乃ち 得べ からす。 人は 皆 ] & 情 有ぅて 能く 道を 修す 。乃ち 節 
を 中す るを 得る 也。 

禮は 民の 油で 生す る 所なら す や。 中を 制する 所以 也。 事に 卽く之 治 也。 禮を知 
b て 禮を行 ふは 聖人 也。 禮な くん ばち 則 手足 措く 所な し。 耳目は 加 ふる 所 無な 
進退 揖讓 制する 所な し •居 處閏門 朝廷、 文事 武備、 宮室 器用は 禮を以 て 則ち 安き 


也 ii は 情を 矯め， 外を 飾る に 非ら t- •自然の ® 有らて 己む を 得ざる の遨な な i 
せんや。 聖人の 敎は 、唯 之れ 禮樂に 在る のみ。 

誠 

己む. を 得ざる* 之’ を 誠と 謂 ふ。 純一に して 雜なら す。 古今 上下 易 ふべ からざる 
也。 維 天の 命、 於穆 己まざる 也。 聖敎 未. だ甞て 誠を 以てせざる にあら す。 道た る、 德 
たる、 仁義た る、 禮樂た る A A 己む を 得ざる の 誠 也。 父子の 親しみの 如く、 是れ假 
合附會 にあらざる 也。 

無妄の 誠を 謂 ふは、 眞實 無妄な るの 誠を 謂 ふ。 共に 誠を 知らざる 也。 己 ひを 得 
ざるの 誠を 致し。 則ち 1 言、 一行、 一事 •一物の 間に 誠なら ざる 無し。 

忠怒  • 

忠は 、人の 爲に謀 b ffi して 身を 私せざる 也。 信は S 實 にして 欺かざる 逊。 忠 
聖 敎要 II 四 i 
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私せす。 信は 欺かす。 忠は心 上に 就く と說き 信は 事 上に 就く と說 く。 忠以 て忠長 
に 事へ、 信 以て 朋友に 交る。 聖人の 敎は 忠信に 在 b。 恕は 巳れ 欲せざる 所を 人に 
施す勿れ也。忠は是れ物に對して私せす。恕は是れ人を以て人を治むる盘。 

敬恭 

篤 謹に して 放蕩せ す、 之を 敬と 日 ふ。 其說を 致す。 乃ち 禮の 一事 A の 警戒 也 ® 
一と B ふは 禮を以 てせ す。 則ち 其蔽は 迫狹 にして 徒容た ら ざるに 在^^ 

\ 聖人の 敎は禮 に 在ぅ、 禮を行 ふは 乃ち 敲存 す。 敬を 專らに すれば 乃ち 遭 全 か 
' ら すパ 木 儒は 敬を 以て、 學間の 本， と爲 すは ® 學の飴 めを 爲 して 終を. 成す 祈以の 
一 者た る 也。 此說に 因ぅて 主一靜 坐す。 乃ち 謹 厚沈默 、迫 塞 狹淺也 。聖人は 敬を 說く 
M 多く戒 愼 恐懼に 屬す。 其 戒懼は 禮を 以て、 寬 榕從容 とし •て 唯 敬を 言 ふ。 乃ち 其 心 
通 寒し く而 して 通せざる €> み。 恭は 敬して 外 1: 發す る龜。 


一 )u 神は 幽遠に して 能く 通す る 也。 天地人 物の 生生 3t 流通 貫徹し •陰陽の ® 鬼 
一 神の 迹也 。鬼は 陰に 屬し 神は 陽に 屬 す。 

® 人は 鬼神を 論ずる に、 天地 及び 人を 先にして 而 して 後 鬼神に 及ぶ〃 天地人 
一民 是れ 明務 にして 乃ち 鬼神の 迹な し、 亦 感通 す。 鬼神は 幽遠の 間に 通せざる な . 
| し。 故に 其 言語 形狀を 見聞すべからず。 然れ ども 同氣栩 馮 依し 亦 疑 ふべ から、 す。 

魂は 陽に 屬す其 そ靈神 也。 魄は 陰に 屬す 。其れ 靈鬼也 。人物 陰陽を 合して 形と 
一爲 す。 陰陽の 靈精を 魂魄と 日 ふ。 

\ 人物 旣に 形し。 鬼神 之を 物に 見る ^ 精氣の 物た る 也。 人物 形せ す 亦 鬼 溯 流行 
> す。 (M して 造化の 變を爲 す。 游魂變 する 也。. 

人は 唯爲す 有れば 則ち 動む。 爲すな ければ 則ち 怠る。 萬 物の 天に 本づく •人 0- 
祖 に本づ く、 先を 奉 b、 遠き を 遠 追 ふは 己む を 得ざる の 誠な ち。 祭祀の 禮は豈 に 
塞馼 要錄  四 〇 セ 
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作 爲し來 らん や。 子孫 祭 涊 する 却つ て感格 有り、 是れ同 氣栩 通ず る 也。 祖宗の 相 
遠き. 而 して 衆 支氣を 禀く 全く是 れ 祖宗の 餘分 也。 國に 大事 有れば 天地に 吿ぐ 
以て 群 # に 及ぶ 禮の. 常 也 A A 祭祀すべき の 神 あ ぅ。 天下の 鬼神は 各々 因る 所 
、ある 也。 

陰陽.  . 

天地の 間に 盈ちて 造化の 功を 爲す 所以は 陰陽 也。 陰陽は 天地人 物の 全體盘 
互に 消長 往來 して 屈伸す。 生々 として 息む こと あるな し。 

輕 くして 昇る は 陽 也。 重く して 降る は 陰なら ず や。 陽は 氣に して 陰は 形 也 •形 
氣は 更に 離る ベから す。 陰陽は 互に 根し、 偏廢 すべから す。 偏 用す ベから t' E i: 
主と 爲 b て、 定位な し。 , ふ ' 1 \ 

陰陽 五 形： 象は 其 著明なる 水火 也 永 火 相 對 して 相 ® る。 而 して 其用亨 く。 水火 
の 用大 ，なる 哉 • 


一 五行は 陰陽の 旣形 也。 五は 天地の 間に 行 ふ 所以 也 •陰陽は 富と して 五行は 形 
一也。 更に 作爲を 待たず。 水火は 五行の 主 也。 水火は 衆 有うて 形な し 相® 待 流行す 
I 而 して 萬 變 して 盡 く。 

I 五行は 生數、 行 數 有う。 又生尅 する 有う。 天地人 物の 間に 栩尅對 待す。 而 して 相 
一生 じ、 生は 尅と與 に 循環して 窮 b なし。 

I , 天地 

天地は 陰陽の 大形 也。 天地の 成る は、 造作 安排を 待たず。 唯已 むを 得ざる 自然 
一也。 故に 長久 也。 始終な き 也。 其 極は 數を以 て焉を 論す ベから す。 事を 以て 之を 計 
るべ からす。 陰碭 流行して 終に 天地と 有る 日月と な b A 物と 爲 る。 

氣は昇 b て ± むな き 天 也。 降りて 凝 聚の地 也 •昇降の 誠は 陰陽の 著明なる ぁ 

鹚敎 要錄  四〇九 
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る 也。 

天地 生生と して 息むな く。 唯 自ら 彊 めて 己まざる 也。 復 之を 天地の 心に 見る“ 
終に復 た 飴 まる。 始終な き 也。 其德 至大、 主 公、 正. K、 にして、 M して 天地の 情は 見る 
べき 也。 

陰陽の 形氣は K 主 天地 也。 其 精は B 月と 爲 る。 日月 縣象 著明に して、 天地の 萬 
物は 各々 其 處を得 天文 地理の 變通せ ざるな くして 而る 後天 地と 與に參 とな 
る 也。 


聖 ■要 錄 i) 

性 

理氣妙 合に し •て 生生と して 無 息の 底 有 う， 能' く 成 通す。 知識は 性なら ず や。 人 
# も 生々 IJ して 天命なら ざるな し。 故に 日く， 天命の 性を 謂ぶ。 理氣相 合すれば 
則ち 交感に して 妙 用の 性 有 5。 凡そ 天下の 間 衆 有うて 乃ち 此性 有る玛 此 衆の 
生す る已む を 得ざる 也。 衆 有れば 乃ち 已むを 得ざる の 性 有り。 性 有 I ; 乃ち 已 
むを 得ざる の 情意 有う、 情意 有れば 乃ち 已 むを 得ざる の 道 有 う。 此道 有れば 5 
ち已 むを 得ざる の敎 有う。 天地の 道は 至誠なら ずと せん。 

ノ物の 性 一原に して 理氣 覺感 す。 自ら 過不及 ぁ i。 其 妙 用 成 通す ^ 異ならず 
や。 A 同じく 天地を 禀く 。而 して K 夷は 皆異 也。 況んや 鳥獸萬 物の 區をや 。 

性は 善 惡を以 て 言 ふ ; J へからず。 孟軻 0. 謂 ふ 所は 性 善なる は 忌む を 得すして 

之を 字す。 堯舜を 以て 的と 爲す也 。後世 其實を 知らす。 切りに 性の 本 善を 認むエ 
聖教 要錄  3 : 
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夫を 立つ るは 尤も 學 者の 惑 ひ 也。 

學は性 善を 嗜む。 竟に 心學 、理學 の說有 i A 人賦 する 所の 性は 初め 相 近し。 氣 
質の 習に 因ぅて 相 遠し。 宋明 の學 は。 異公 に陷 るの 失 ぁ り。 唯 這 裏に 在る 也。 

此道 を修 むる は 以て 天命の 性を 率 ゆ。 是れ 聖人 也。 君子 也。 この 氣 質を 習 ふて 
ベ 情に 從ふは 小人 也。 英狄 也。 性は 唯 習敎に 在ぅ。 聖敎に 因らす んば •切 r: 本 善の 性 
一を覔 むる 異端なら す や • 

聖人、天命氣質の性を分たす、若し栩分ちなば、則ち天人理氣竟に間隔する、此 
一 性な からん や 理に交 成の 間に 生じ， 天地人 物 皆 然る 也。 氣質を 措いて 性を 論す 
一る は ¥ 者の 差 謬 也。 細は 乃ち 細に して， 而 して 聖學に 益な し。 

生の 性を 日 ふ 〖性 惡を日 ふ。 善惡混 を 日 ふ 善な く惡な きを 日 ふ。 作用 是性を 日 
一 ふ。 性卽理 也を 日 ふ。 皆 性を 知らざる ならす や。 性は 多言に 涉る. ベから ず。 

心 


生は 形體 i 充 '方式の？〃  5 し。 s ? る s S •心 胸と 謂 ひ • 
一身の 中央 •五 臟の第 一、 神明の 含、 性情の 具 ふる 所 一身の 主宰 也。 

6 ょ 火 こ屬 す。 生生と して 息むな く少 にして 住ます。 流行 運動の 謂 ひ 也 古人 
性情を 指して 心と 日 ふ。 凡そ 心と 謂 ふは 乃ち 性情 相擧な らず や。 知 學を以 て 心 
と爲 す。 理を以 て 性と 爲 す是れ 切に 性 心を 分たん と 故して、 性を 以て 本然の 善 
と爲し 認め 來る也 。人心 道に して 心を 正しく すれば、 皆 知覺 及び 理 共に 具は る 

也。 . 

意 情 

意は 性の 發動 にして 未だ 迹有 るに 及ばざる の 名 也。 旣に迹 有れば 卽ち 情を 
日 ふ。 發動は 機微は 是れ意 也。 心の 嚮ふ所 也。 性 心は ® にして 意 情は 用 ひる 也 
側、隱、篕惡、辭讓、是非有り、是れ情也。情の發して物に及ぶ。其目二五の間に挺で 
す。 聖人は 仁義 禮智を 以て 其 節に 中ら しむる 也。 

塾敎 要錄  • si 一一 
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志氣息 慮 

一 志は 心の 之く 所。 意 情は 定嚮 する 所有る の 謂 ひ 也。 志は 必す 。氣に 因り。 思慮は 
意 情の 內に審 か 也。 思 ii: は 致さす。 乃ち 乖き戾 る。 思慮に 日く。 愼得の 謂 也。 と。 

性 心、 意 情、 志氣 、思慮の 字說 S 人詳に 之を 分たず。 後學剑 口 S 也 塞 人の 道 
は 豈 多端な らん や。 

人物の 生 

JM 氣交成 。而 して 萬 物 生ず。 其 間 陽を 极 として。 男と 爲 す。 陰を 极 として 女と爲 
一す。 天地 及び 萬 物の 生には 先 後な し 31 ひて 之を 謂へ ば、 天地 有ぅて、 而る後 人物 
一有る 也。 

妓 合の 間， 未だ 曾て 過不及な きに ぁら t 故に 萬 物の 品 有ぅて 二 五の 中： >禀 
く。 是れ人 也。 人 亦 過不及の 左 有る 也。 丽 して 賢愚 有る 也。 君子 小人と 成る、 皆 習敎 


に 因るなら す や。 

- 取 A は 正 氣を禀 く。 物は 偏 氣を禀 く IH 氣は理 の E 也。 偏氣は 氣の厚 き 也。 

易 有 矢 極， 

{ 犬 極は 象 數已に 具は る。 而 して 未だ 發せ t- して 朕な きの！！ 也。 理氣妙 合に し 
一て 而 して 其 間 廣大變 通ず。 縣象 著明に して、 悉く 具は ぅて 欠 處無 し。 甚だ 至極、 太 
一 極と 日 ふ 也。 太 極の 象 已に發 して、 而して 天地 便ち 廣大也 。四時 便ち 變 m す。 H 月 
一 便ち 縣象 著明に して、 雲行き 雨 施す。 萬 物品 節す。 

理氣妙 合な れば 則ち 幽微 眇茫の 間、 必す太 極、 天地の 人物は 各々 一太 S & 。 
聖人は 事物に 於いて 唯 だ 極の み。 天地の 物 則に 依、 9 て. 象理を 含蓄し、 故に. 未 
一發の 間に 象數旣 に 具は る。 是れ 感じて 天下の 物に 通ず。 思 ふて 通せざる 也。 夫 好 
易を 論じて 太樹 極を 以てす。 這 裏 六十 四 封 三百 八十 西 爻の象 數相 具は る ぁり 
周 子は 太 極國を 作る。 尤も 後 學の惑 ひを 起す i: 足る。 是れ 聖人の 道を 知 S ざる 

蜜激要 || . s 1 E 
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也。 河圖に 出で ゞ洛 書に 出づ 。各々 自然の 象 有^^ 何ぞ造 設を m て せんや 周 子 il 
K 極に して 三 字を 以てす。 太 極 字 上に 冠して ® だ 聖人の 飛 人後 學の異 gr 也 太 
一 極の 外 別に 無 極なければ、 則ち 其 言贅也 。太 極の 前に 無 極 有れば、 則ち 異端の 說 
一也。 聖人の 敎 .唯 H 用の み 太 極は 乃ち 先 後 本末を 含蓄す。 至れぅ 盡 せる 也。 

\ 道 原 

一 道 原 道の 大原 は、 天地に 出づ。 之を 知りて 之を 能く ザる 者は 聖人 他。 聖人の 道 
は 天地の 如く 爲すな き 也。 乾坤 管 易 也。 上古の 聖人は 天地. を 以て 配と 爲す。 董氏 
の 所謂 右原は、 其 語意 尤も 輕し 。天地の 道は 聖人の 敎へ 也。 多言に 渉らす、 奇說造 
爲な く， 自然の 則を 以てする のみ。 一言に して 之を 盡すべ し B 姓は 日用に して 
一之を 知る。 古今 相 由 b て窮り なく。 精神を 弄して 性 心を S もる 乃 道は ^ 力 I K 
し。 

「％、  • 

一 / ，-^^‘'.^^：.'  . .- . :、  ノ 11^ 
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詳 1 下 之 分 I 

詳上 F 之分師 嘗て 日く。 人偷之 大綱は 君臣を 以て 大と爲 す。 君臣 上下の 差別 
する 處 W か 力を 以てする に 非 t 天地 自然の 儀 則な う。 されば 天は 陽に して、 ま 
どかに 能め く樣て 地を 覆 ひ、 地は 陰に して 萬に 能 ¥ に 物を 載す。 日は 大 陽の 精 
一にして 其 光 ぁまねく 國 土に 及び、 月は 太陽の 精に して 其 光 日輸 をう けつ 增減 
アし ，日に 近づけば 則は ち 光 ぁら はれす、 日 遠ざかれば 則は ち 光を 增して 夜 又 日 
表の 影を うづめ、 國 土を 利す。 是 天地 日月 自然に 上下の 差別を 3> らは せり。 而し 
r 其 形 上なる 者は 貴く して 近づき 難し。 其 形 下なる 者は 賤 くして 狎れ易 し。 其 
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天に のつ と \ 其 光 B に ひとしき を 以て 是を 君と し、 四海の 萬民渴 仰の 思を 成 
す。 其徳 地に のつ と ぅ、 其 光 月に ひとしき を以 .て 足を 臣 として 蓠民 又是れ 命を 
一 ^ ふ 是れ 君臣の 別なる r 以也徳 を 以て 論じ 命を 以て 見、 形を 以て 考 P るの 間， 
一； 上下 分 皆 自然の 道理ょり 事 起れ るな れぱ 愛に 於いて 人々 臣の 分を 安 じて 其 
一 差等を 越す 可らざる 也。 泥ん や 子孫 栩續 して 其 主人の 家人に 生れ、 或は 天下の 
一廣き 列 侯の. 多き 其 內に緣 に ふれて 君臣の 號を 蒙ぅ、 或は 其 家、 其 主人を 望みて 
| 其 家人と なる。 各 其 分の 定まる 處は義 の ® る 所な れば、 聊か 侮 ふる 處ぁ るべ か 
| らす章 木鳥獸 -0 其 土 M に 生す る 器械、 用具 其の 大產 たる 皆 定まつ て 然る 所以 
一有る を 以て、 已が理 を 究めす、 故に 惑 ひ， 鹖來て 却て 義を 害する に 至らん、 事 尤も 
一 不便と 謂 ふ 可き 也。 然れば 天地 日月 陰陽を 以て 上下の 差別を 辯 じ、 其 分を 安ん 
V じて 自ら 勸む べき 也。 此分を 知る 事 淡 定せ ざるが 故に 望んで 上を 犯す に 至る 
事に もな れる也 。されば 主君の 惡は 夏の 桀殷紂 に 至れる とも 下と して 上を 蔑 
如 せん 事 ぁるべき 道に 非ず。 殷の湯 周の 武の 明聖を 以てす iv へど も猶 i 未 


だ 善を 道き ざるの 處あ りと 云へ う。 泥ん や 上に 桀紂 •か 惡なし 下に 湯武の 聖な 
くして 下剋上の 心 出來た らん 事は、 日月の 地に 落ち、 天地の 倒 覆す るに 異なら 
ず* 是內 一念の 幾微に 於いて 上下の 分定を 詳 にせざる が 故 也 M 獸の 知な きも 
或は 其 音 形 或は 其 威 筮を以 て 谷 林の 勇者と なうて 上下の 差 ありと いひ けれ 
ば 天命を はか b、 德義 を考へ 巳む を 御ざる の 所を 了簡して 其 分に 安す る處是 
I れら 道の 失する 處也 X 心 種々 の惡事 あるは 分を 安せ ざるの 處ょ b 相 起れ る 
一也。 之 許 魯齊に 日く。 夫 日陰 魄也 。借， 日爲 ，光 與 ，日 相 遠 則 光盛。 猶臣 遠，， 於 君 1 則聲 名大 
威權 重， 與 日， 相迎則 光微愈 迎愈微 。 E 道 陰 道。 理當 如， 此故月 星 皆 供， 日以爲 ，光 及， 近 
日 却 失 n 其 光 此理殊 ? 玩 索； 

思， 君 思 重 之 | 

師日 世に 思と 云へ る 事 品 多き 也。 人の いとを しみを うけ 其 養を 成し" 其敎風 
俗にょ つて 人偷の 大道を 知 皆無 思の 寓する 所に して 其輕重 差別 ある 事 也。 兹 
臣道  S 九 
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に 人偷の 大綱を 以て 云 ふ 時は 此身 天地の 間に 出生して 卷を ぅけ、 敎 にあ， ふて 
天理 自然の 道徳を 理會 しぬ る 事 其 本 父母に あるな れば是 父母の 思を 本と す。 
然れど も 陰陽 相 合すれば 其 間に 萬 物 生す る 事 天地の 道理 ある 可き なれば 此 
所に おいて 議を加 ふ 可から す、 唯 出して 人と なる 事 內愛惠 によつ て 此の 如し， 
成長す るに 至る 其愛惠 聊かた めに する 所 あら ば 是 詩の 父 兮生我 母兮鞠 ，我 折， 
我畜 .我 長. 我 育， 顧 我復 ，我 出入 ? a 或 欲， P 之德吴 天 一 罔 極， と 云へ るは 此の 心 也。 而し 
て 其 ひと、 なる に 及んで 君臣の 各 分を 定めて 初めて 君の 思を 實と t 凡て 君 
臣の思 其 初を 云 時は 我 父母の 養育に 逢て 養を 豊 にいた されし 事 父の 君に つ 

かへ て祿を 得る によるな れば 出生す る 所よ b 巳に 君恩に 浴す、 君臣の 間は 他 

0 

人と 他人の 出合に して 其 本に 愛惠 すべき ゆ へん あら ざれ ども 一時の 約朿一 
旦の思 人を 以て 其 祿を與 へ 其 養を 全から しむ。 之に 依て 父母を 養 ひ 妻子を は 
ころみ 從 類を 扶助し 知 音を 助け 長せ しむる こと 併て 君の 思に 非と 云 ふ 事に 
し。 天地の 間 出生す る 所の 物 皆 養を 得す ば 身を 全 ふせす 鳥獸は 朝よぅ 夕べに. 


に 至る まで 聊かの いとま もな く ® ぅばむ •魚 鼈は 水を 離れ t 草木は 土地の 養 
あしければ 則枯 るる、 中に も 人間は 知 才物に 長せ るを 以て 養 道 又 萬 物に こと 
一なる ゆへ 米穀を かしぎ、 鹽梅を と、 のへ、 魚肉を あつ ものにし 野菜 かても のと 
一す。 此の 如くなら ざれば 養 調は ざるを 以て 身 全から ざる 也。 此品々 の 養を なし 
一貴き 父母を もてなしい とを しき 妻子を 育す る 事 君 思に あらす や。 風 寒を しの 
I ぎ 暑溫 にを かされざる が 如き 衣服を と、 のへ 家宅を かま ふる 日用の 用具 冠 
一婚 喪祭の 大禮 各々 是れ 君の 繫る所 也。 況んゃ 君の 風俗を 以て 我！ に 入 事を 正 
し 人偷の 大道を 會せん ことは 無上の 大思な れば臣 として 常に 其 思を 盛に し、 
日々 奉公 恪の思 入 怠る 可から ざる 也。 人 皆 新 思に 浴す る 時は 必す其 事を 重く 
一思 ひ 入と いへ ども 年月 押へ ては 郊の心 改た まつて 志に 懈怠 有 もの 也。 其 思に 
i 大小 厚薄の 差別は あるべ けれども 我 一分の 上を 能考 へて 其 栩當の 君 思を 盡 
，夜 心に 思は す ば 勸む べき 奉公を つとめざる 事 之 ある 可也。 必中 朋輩の 立身 仕 
合を 以て 我を 校 量すべからざる 也。 今日 人の 音物 土産を 得る 所 ゎづ かの 物と 
臣 道 © 一二 
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いへ ども 禮謝 を述て 手を 拱す。 是れ 得る 所に ょつ て 報謝す る 所 也。 又 あたいを 
以て 一日の 用 所に 人を やとわん 時、 雇人 其 あたいを 取て つかわれ ざらん には 
我等を 責むる 事 切 成べ し。 是人に 報謝を 責る 也。 然れば わづか の 事には 禮 謝を 
專 として 君 思の 莫大なる は 其 報謝の 心 あらざる は是 常に 君 思の^ I きを 思は 
ざれば 也。 思を 得て 早く 忘れん ことは 人倫の 所惡 天地の 容れ ざる 所 也。 臣其思 
ふ 可き 處 において 薄き を 以て 其勸む 可き をと b ちがへ て實を 知らず、 或は 奉 
公を 苦に 致し 或は 恪勸 して 居な ♦から 心 於に する に 至る 也。 故 君 思の 重きを 思 
ふこと を 以て 臣 の 道と する 也。 次に 不， 忘 一一 却 一 衣と 云へ る 事 あぅ。 君 思に 因て 元 布 
衣 旱賊の 者 奠大 の祿を •得る 所 從眷屬 を扶肋 し 郡國城 地を 領す るの 輩 其 身 一 
代には 其を 忘れず と 雖も子 .孫に 及んで 生な ♦か & 大名の 思を なし 人々 に無禮 
緩怠を 專と する の屬 6 れあ り。 凡 郡 國を領 する 輩 只 敵を ふせぎ 難に あたらん 
ことを 以て 忠勤と する 是一 方を 知て 其實を 料ざる 也。 世苹な る 時は 身を 勸め 
下を 養 ひ 郡國を 治めて 邪な きを 以てし、 亂世に 及び 身を 委ねて 忠を守 $ 1) だ. 


を 拒て 强を 畏れ 中 ■是 治 a の忠 a 也 1然 則は 君 思 0 莫大なる 事を 思つ て 身を 愼 
形を ぅや^-しくして 愼 守る。 是 則忠勸 にょる 處 也。 年月 過る に從て 古を 忘れ • 
ば必す 君の 仰を も 蔑 如し 或は 其の 事に 恨を 遺し、 或は 分を 超て 爵祿を 欲する 
に «? "されて終に身を失に到る可きなれば奚に於てぁらかじめ愼にぁる也。昔 

齋桓公 與に管 仲鮑叔 牙露戚 —— 三人 皆 齊相也 四人飮 桓公謂 叔牙日 蓋' 

起爲， ，寡 人泰 « 而起日願公無，怠，出&,宮時，使_,管仲無，％朿=縛魯-時 & ^ 戚，無，飮，牛，車 
下 ル 時； 桓公 P? 席 而謝日 寡人與 ヒ大夫一能無/忘，>夫子之言一則跹稷不，危矣と云へる也。 
人旱賤 にして は 勸めつ ゞし むに 便 b 多し 巳に 富貴に 至れば 古を 怠れて 驕慢 
の 心 出來 やすと や、 も すれば 貴き を 陵く に 至て 下 剋 土の 惡 事に 成る 事 も 君 
思を 忘れて 布 衣の 古を 思は ざる 所ょ ち 起るな ち。 尤も 愼む 可き 也。 

笋君, 其 身 一 

師 日子 夏日 事， 君 能 P 其 身と 云 へら。 致 其 身とは P 其 身 一を の 心 也。 朱 子の 注に 

臣 道 ® i 
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委„ 致 K 身 一 謂 不 % = 其 身-也。 愛に 案す るに ® 身と 云は 巳れ ♦か 身の ために 宜しから 
ん こと、 を 計らざる 可から ずして 唯 君の 爲に 可， 成の 事に 身を まかす ると 云へ 
る 事 也 H: そ 君臣の 約を なし、 其 家に 仕官た らん 者は 生死を 以て 君の 心に 任す 
生死は 人間の 一大事 也と 云へ ども 旣に是 や 君に まか j 上は 泥ん や 其 下の 小 
事 聊か 以て 身の 宜しから ん ことを 計る 可き 也。 身の 宜を ft る 品 多し。 輕を以 て 
云へ ば 四 支の 安佚を 好ん て 朝夕の 恪勸を 怠 b 游宴に 耽て 公の 闕如 する 是也 
重きを 以て 云 時は 身の 利害を 計て 身に 利 1) らん 事を なし 我を立て 理に 順は 
す、 理を 敎て詳 せざる の 類是也 •世人 皆君爲 るに あた b 自の 敵を 拒て 急難を 顧 
みず 死を 鵝毛ょ b 輕ず るの 義な b と 云 ふ 事を 知て 戰場 必死 地に も 憚らず し 
て あだる ふせぐ 是 古今の 通義 也 ® して 今日日 用の 間 * 身の 愼をば 知らす 敵 
にあた るの 難は 遠くして まれ 也。 今日 身を 委ね勸 め ば 近して 常 侯 也。 近を 捨て 
遠を 思い 常を 置いて 變を 志さん こと， は A E の 本意に あらざる 也。 但又 身を 委 
ねて 奉公の 族て 時を はからず 處を詳 せす して 思 ふ 儘に 言行を なし 偏輦 相役 


に 障 ある 處を 憚らす 必竟 身の 爲に育 もし 行 もせば こそ あれ 皆 主君の 爲 也と 

云の 類 多し。 是委 身に 似て 身を 委ねざる 也。 其 故は 時を 考處 をつ もりて 其 事の 

,R 

.成就し なん 事、 並傍輦 相役の さわりに もなら す、 自然と 改 道の 調は ん處 こそ ま 
ことの P 身と 云 者 身 然らす して 理の 儘に せんと 云は 是双理 にあらざる 身此 
の 如き 事の 大方に 究理して は 通じ 難き ものな れば學 にょり 知を きわめ 其 思 
入を 正すべき 也。 次に 勞を 思は ざる 事臣の 道の 用 也。 身は 骨を 折苦勞 して 事を 
つとむには 心に 勞す ると 違て 成 やすき 事 也。 殊に 年に 若 壯老あ b て 老て 役に 
は 人是に 身を 勞す るの 奉公を 與へ ざる もの 也。 然れば 年 さかりの 時は 隨分走 
り 廻り 勸番 する 事相 應の恪 勤な ぅ。 必中 四 支の 安樂を 思 可から ざる 也。 惜額ど 
も 留めざる は 人の 年 序 也。 秘藏 しても やがて 破壤 する は 人の 五體也 時節 到來 
してつと めざる 時分は 求めて 勞せん とすれ ども 叶 ふ 可から ざる 也。 愛を 以て 
云は 晝夜の 奉公 猶間斷 なく 傍輩の つとめまでを 致さん と 云 ふ 思 入 尤も 其 時 
宜に あたるべき 也。 是 一向 P 身の 深切に して 人を しのきて 利を 逞 ふんと 云の 


/ 
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計に あらざる 也。 世人 皆 我家に 居て は 下人 僕從の 業を も 自身つ IJ め 家宅の 修 
覆 庭前の 掃除まで 能 相 ® むと いへ ども 主人の 家に 行 ふて は 身ぶ しやう にな 
一うて つとめ 大に 怠た る 事は 名を 思 •利を 遑 して 身を 愛する の 心ょ $ 起 Z 也。 必 
一 竞我 身を 思は す ば 一事 一物を なすまで も皆是 主君の 爲な らん 處を 深く 思は 
一んには義を養て厚«を辭し物を唯其理に隨に有る可き也、朱子日臣子無 & ,身 
| 自佚 

不レ求 11 君 之 it 厚 3 

\ 厚巳® 日 君臣 相 親しから ん ことは 人の 望み 願 ふべき 處な りと いへ ども 求 
一め て 君の 御意に 入らん と 欲し 君の 我は 懇切な らんこと をね がい 求めん は 小 
j •人の 常 也。 我德 あつて 言 もし 行 もして 是に感 格 まします ば 道の 願ふ處 也。 しき 
b にこ ひを 入て 君の 惡を迎 へて 巳れ が 身を 厚く せんこと 君子の 本意に あら 
ざる 也 # を 立 我を 安く せん： ？ 思 ふ 事は 致/身のう てな れば 何事に も 皆 我 身の 


爲ならんことを » 、利害 0 心を » て今3の3用をなす是當分我に得つき仕 
合ょ き 如 X なは ども 本 不義を 以て 富滎 へん ことは 使 如 一一 浮 S といへ るに ひと 
しかるべき 也。 次に 世に 隱 逃の 風を 好み 學 術を 聞 そこなへ る 輩利祿 を輕ん じ 
て 主人の 我 厚を 願は ず 俸祿を 疎 草に してや、 もす れぱ 是を拋 縣 一 せんこと を 
云 ふ 類 あ り。 是學 の實理 明かなら ざるが 故 也。 必竟 我を 立理を 弄て 世間を 蔑 如 
せる の 輩 也。 甚だ 人臣の 本意に あらざる 也。 君臣の 相 遇する 處は 在， 義て不 利 
身を 利 せんが 爲に栩 遇せん ことを 求む るは 小人 也。 道行は れんこと を 思つ て 
相 遇する ことを る めんは 在 ^ 一一 大人 0 心に 同じき 也。 次に 家を 立 求 ことを 思 ふ 
は 身を 怏 せんと 思 ふには 事 か はれぅ と 云へ ども 是又詳 に理を 究めざる 時は 
家を 立の 思 入 皆 身を 立ん とする にある 也。 身 思 ふは 至て少 く微 也。 家を 立は 其 
た 下なる 也と いへ ども 義を ば少炉 らす下 剋ょ して 家を 立ん と 思は ん事 は是 
又 盗賊の 罪に 入る 可き 也。 下と して 上に 仕 ふるの 道は 人の ために 爲 t べき 事 
を專 とする H 身を 後に する 也 身を 後に する 時は 身 ここに 立 事 安 じ 身を 先立 
臣道  四 二 七，、 
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て 利害を 計 ふは 之 ふるの 端と 知る 可き 也。 

思 11 勤 仕 一則 常學 ，一 其 道， 

\ 師日官 人 皆 主君 勸 仕の 志 ありと いへ ども 思 ふ 計に して 其 道を 學ば ざるを 
| 以て 志 あつて 事なら ざる 事な き 也 f 2: とへ ば 家を 作らん と 思 ふ 時は 先大 E を 
(あつめて 其 事を 斜明 し、 其 入るべき 處の 諸道 具を 用意 - L て而 して 後に 其 事な 
| る 其 事を 思 ひ 其理を 云へ とも 其 事を 詳に學 ばす しては 其 一事 成就し 難から 
ん 。然れ ば 思と 學 との 二體用 事理なる を 以て 飛 離るべからざる 也。 古人 云 ふ 小 
一川の 向に 君 父の あつて 敵に あたらん 時 一所に 行て あだを 拒ぎ 其 命に かは ら 
一ん と 云の 思 入 至て 深き 臣有 といへ ども 川を 游の 事を 知らざる 故にみ す-^ 
j 時 義を かくに な b ぬ。 然れば とて 川へ 飛込て 死なん は 志は 義に 近し といへ ど 
も 全と 云 ♦かたき 也。 君を 思 ひ 父を 思て 忠孝を 志と せん 臣子能 究理せ すん ば 有 
る ^ か 6 す i :#b >5 至て 深 < 通中。尤も玩索す可き也。貊して擧1云へムは何れ 


の 書 何れの 事を 學習 せんとなら ば 先 後 本末を 心得て 厚薄を 料 明す •へき 也。 川 
向に て 苕父の 用に 立ん 事 こそと て 川を 淘を 第一と せんことは 法師が 外ょぅ 
來 らん 迎馬 をの b 得ん と 云へ るに 同じから ん 。又 心理の 修用 然る 可し とて 一 
向に 窓に B1 居して 萬 事 ■をた げぅた ん事も 行有佘 „力> 學 k と 云る 敎へ .に 相違へ 
り 愛を 以て 斟酌す ると きは 我 今日 奉公の 位 2) つて 其 位に ついて 其 職な り。 其 
.役 あ で栩 伺候す るの 座 あ b 出仕して 和 談 るの 時 ある 也。 是を校 量して 其 
先 後を 料し 厚薄を 心得 可き 也。 今日 仕官の 輩す ベて 學ぶ 可き の大漀 は正矢 其 
本， ® 實其行 1 明 1C 其材 > « 廣其器 一 是自 守に 相勸む べきの 能 抱。 朋友に 交り 栩役組 
下 傍輩 谷、 以，禮 讓 して 無禮 の 形 過言を 出す 可から ざる 也。 言 あらは れざれ ども 
言發 すれば 人 堪忍せ ず、 已れ ♦か 言行の 不義を 以て 百年の 命を 棄て 。君に 仕 ふる 
の 年月を 空く せんことは 君子の 實に あらざる 也。 然れ ば以 ii 守 fe は 忠義の 成 
す！ s 也。 子路 卒爾と して 答へ しは 扎 子の® て爲 ，國以 禮其 言不 K との 玉へ る ゆ 
へる也。而して出仕伺候の間常に義を存じ勇を養て事來らば義にまかせ變布 
臣 0 四 二 九 
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る 時は. 光ん じて 制す •故に 動 容周施 手足の 容に 至る まで 禮 義勇を 以てな す。 是 
出て 君に 仕る の 法 也。 又 入て 內に 居す るの 間 父兄 子弟の 親 賓客 家人の 交際 練 
一身を 游藝 の勸め 怠る 處な く佘 力を 以て 文を 讓し 書を 明に して 古の 聖 意を 诛 
\ へ 本朝の 國俗 武家の 式法を 尋廣く 問審に 聞て 是を 斟酌 校了 せんこと 是臣子 
I の 要と する 所 也。 志す 所の 實地に 至る 時は 其 學又實 にして 虛なら す。 然るを 以 
て 云 ふ 時は 唯臣 としては 君に 仕 ふの 實を 深く 思 入る にある のみな ぅ。 其 志 あ 
一 つて 其學ぶ 處を 怠らず ば 古人の 忠義に も栩比 すべし。 學ぶ處 怠て しき b に 己 
一れ が 知を 向 主人を 蔑 如して 理高ふ あら ば 聞て ことしく 見る 事狹 くして 其 行 
I ふ 所 必中 偏 僻なる 時は 其の 本 正大なら ざるを 以て 其 奉公 勸 仕の 功 も 皆 小知 
小 見に して 其 業 至て せは—- しく 器い やしく して 古人 忠義の 本意に 稱す可 
一力ら さる 也 

辨一 忠倭 I 


師日 事， 君の 道 其 本を 正大に する にぁ b といへ b。 其 本の 正大な らん 事は 知 
を 以て 是を 究め 盡さん となら ば 忠 佞の 二は 過ぎざる 也。 忠を以 て勸む る 時は 
其 事 正大に して 一時に 快から ざれ ども 日を 逐ふて 明白 也。 俊を 以てな す こと 
は 皆 己れ がた めを 謀て 刹 裏の 間に 落つ、 唯當分 の 利潤に し V 永久の 謀に ぁら- 
す、 忠と 云は 古今 其の 注說 多し.、 孔子 日ぐ 君子 之， 君 也 進 •思 * k 遝思，職，過曾子 
日爲 A 謀て 不， 忠乎 孟子 日責 _,難 於 君， 謂， 之忠 一谷 君に 致し 人に 應す る 0 道に 忠を 
以てす。 君 使， 臣以 « 臣 V 君以， 忠と 孔子の 魯の 定婦に 答へ たまへ る是也 。而 して 
忠信と 云 ひ 忠恕と 云 ふ、 是又忠 のす る處椹 。案ずる に 忠程伯 子日發 ，已 自盡 爲， 忠 
程叔 子日盡 ，巳 之 謂， 忠朱子 日盡， 己 之 心〕 而 無 # 所謂 忠也 。比 溪陳氏 日 諸家 說， 忠都 
只以 =事，君 K 2:? 欺 而 言夫忠 固 能不 k 而以 ，不 ，欺， 名， 忠 。則 不可 也。 眞至 @ 于 一日 輿 已之 謂- 
忠方說 得 確定盡 a 是盡， ，自家 心 _裏 面以 ，，所 # 主 一而 須言， 是無， ，一毫 不 i 方 是忠， 如 + 

ヘシ 

分 底 話 一 只 P 得 七 人 分， 猶留 „雨 三分， 便是 不， 盡不 « ,謂=之 忠 ® 山 之 直 氏日忠 之爲 fe 
光 儒以爲 ，中心 驛 ± 又以 a 已言， 之 蓋 本 # 心 ® 無 者忠也 。 P 乎已， 而必靈 者 亦 * 
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然 A % 本， >諸 * 而 不， P 於已 ffi 盡 ¥ 已 ，而不 ，本 _:諸 心 I 者 其 亦 一而 已云云 諸" 儒の 注解 
甚だ 明かな り。 然れど も 中 人 以下の 敎を云 ふ 時は 中心を 忠と云 ひ。 己を 盡すを 
忠と云 へる 計に しては 口 用の 間忠を 用 ゆるの 道 明なら ざる 也。 是只忠 0 ぅわ 
さ 也。 其 故は 臣 として 君に 仕る 所內に 私を かまへ 二重に 物を たくみて 致さん 
勤 仕は 侫奸 邪曲の 惡人に して 云 ふに 不 ，足 其 外の 仕官の 臣各 我心 一はい の 奉 
公を 盡すこ 1 世 以て 多け れども 本 我が 本心の ねり 薄々 知 足らざる 事詳 かな 
らざ るを 以て 或は 聚歛 する を 以て 忠と 思い 或は 神 at に 神 精して 君の 福利を 
求む るの 輩 聊か 巳れ が 爲め にあらず 二 向 君へ 思 入て 巳を 螯す といへ ども 是 
を 以て 言 ひ 難き 也。 尤も 一事に 一事の 忠 あぅ。 一物に 一物の 忠あ るべき なれば 
大道の 忠に 中ら すと いへ ども 其 ffi す 所に 僞無は 忠 ，と 云に 似たり といへ ども 
必竟 君を 惡に 入國 家を 傾覆せ しむる に 至らん 事は 子を 愛して 耳を くらはし 
め 其 病の 出なん こと 知らす と 云 ふに 同じ。 愛を 以て 云 ふ 時は 中心と 云已を 儘 
しと 云 此間 に 於て 語詳に 究むる 事 あら すん ば 忠の實 を 得難き 也。 然らは 如何 


なること が 忠と謂 ふ 可き •それは * 已突 ，物 到，， 天地 之 中 一日 ; S 也 云 心は 人 巳れ •か 
身の 爲に 謀る 時は 語盡 きて 詳 にす、 是れ實 を 以てする ♦か 故 也。 人の 爲に謀 に 至 
つては 其實 薄き を 以て 已れが 內を盡 さすして あがら さすに 事を 心得る のみ 
也。 浞んや 君に 仕 ふるに おいては 朋輩の おもわく、 巳れ * > 利害に 依 情して 實地 

に 心を ひたし 入る 事 之な き 故に 己を 儘す と 以てせ ぅ。 已を靈 すの 心 ありと い 

, / 

へど も 究理す る 事 薄ければ 知 足らす して 其 致す 可き 事を 詳 にせざる を 以て 
志 ありと いへ ども 事專ら 宜しから ざるに なれぅ.。 故に 常に 心を ねり 知を 極め 
て 事理 一致の 忠相か なわん 事を 思 ふ 可き 也。 心を 練 b 知を きは めて 事物の 間 
に 究理す といへ ども 我心を 以て 其 是非を 究め ば 意見 まち々々 にて 其 道 又 違 
ふ 可き なれば 天地の 中を 立て 規短 とし 法則と して 是に 栩當 らん 事理を 盡す 
是忠と云へる本說也。朱子日忠者天下大公之道也と云はるは此心に近1、天下 
に 推 ひらめて 用と いへ どもなる 處な し大 にお ゞや けにして 一已 一人の 爲な 
らす國 家を 利し 萬 民を 安 せん 所 あるの 言行は 皆忠と 云べ し。 されば 忠は上 君 

臣 道 四 三 三 
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につかへ 下人に 交て 其 間に 大公の 志を 用 ゆるに あるべき 也。 孔子の 忠信を 主 
とせょ との 玉い 曾 子 公夫 子 之 道は 忠恕の みと 云へ る も忠は 外人に くみする 
I の ^ 信恕 は內 身を 守る を 云 ふ。 今日 之 退出て 人に 交り 入て 內に つとむる 內外 
の 分を 出で ざるを 以て 忠信 忠恕の 說 ある 也。 忠を 以て 苹 生身 守 b 父母に つか 
へ 下を 治む るの 道 也と 云ん は 無差別に して 實學 にあら す" 其理は 一抱と 云へ 
一 ども 其 事に ついて 其 形す る 所 相 かは b 形に ょつ て 同じ 心なれ ども 其 品を 別 
一にす る 事 天と 云 地と 云 人と 云 物と 云 ♦か 如し 眞西山 同聖犟 之 言 k 不顓一 > 於 事 »; 

也。 爲 ，人謀必忠也。於_>朋友1必忠吿也。事，親必忠養也。至，於以，善敎久以，利敎，民無，，適而 
一 非， 忠と云 へる は 忠の理 と 云へ る 也。 忠を以 て * 父母 修 ，身の 言 i せは 忠孝と 云 
一へ る 言 入らざる 也。 然れ ば忠は 人に 對 して 云へ る 言に して 我に をいて 云へ る 
j 言に 2) らざる 也。 あいてを 見て 行と 獨 り 扱つ とむ ると 其 用は るかに 相隔 ると 
知る 可き 也，. 問忠只 是實心 人偷 日用 皆 ® 用， 之 何獨只 於，， 事 ® 上> 說， >忠 字 一日 父子 兄 
弟 夫婦 皆是 天理 之启然 人 皆英不 ，自 知 fe 敬宭 臣雖， ，亦 是天理 ，然是 義合世 之 人 使 


自易 # = 苟且 一故須 11 於 k 此說 S 却 是 就，， 不 fe 處 r 敗 次に 俊は 辨あ り。 才あっ て 其 本 くら 
く 唯 身を 立て 己が 利 あら •ん 事を 根と する 也 ? L 子 日 遠 fe A- 接 人は ^ ゥし 又日焉 

用 fe _ A 以-ー ロ 給-— ®! 給 は辨 & 屢 =增= 於 人 一とな り。 是皆旱 1 赴 辨 給の 臣に して 

其の 形忠 あるに 似て 大に 相た がへ る 也。 侫人に 品 多し， 巧 J 一日 色して 人を ょろ 
しは し 主人の 氣を取 こびへ つら ふ是を 諛 臣と號 して 人 早く 其 非を 知る を以 
て 人君 是がた めに 害に 入 事す ぐな き 也。 上に 行 ひし 正し 言を たくみに せず し 
て內に 君の 已れに 厚から ん 事を 欲す。 是れ うはべ ょうはみ へ ♦かたきを 以て A 
に感は さる- ゞ事 あう。 巧 j 一日 ^ 色の 諛臣は 小知 短才 にして 其 欲た うやす く 接 奸 
邪曲の 蒸臣は 謀を 深 かし (S を 巧に する を 以て 其 欲 達く して 急に 泊う 難き鸟 
年孫弘張陽が奉 & „漢武帝，にひたすら佞奸を先んじて練めて奉らす君の意に 
隨順 す。 公孫 弘祿 をはぶ いて 故人 賓客に あたへ 東_ を ひらいて 賢 A を 招ぐ 張 
陽 亦た 此の 如し 其 行跡を 見る に 皆 美なる に 似た るを 以て 武帝 終に 公孫 弘を 
丞相と す。 弘宫 丞相に 至と いへ ども 猶身 をへ うくだう 常に 布の フ歡を 以て 衣 ひ 
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す •其儉 約 云 ふ 可から す。 而し て實は 賢人を そし b 己を 朝廷に をかん 事を きら 
い 董仲舒 を 膠 西に うつし 汲黯を 用 ひず 是各才 た り。 知 あつて けれども 本 くら 
一く して 忠の 本意を 知らざる を 以て 也。 又天莾 飴め は學 をね り 賢者を あつめ 妻 
i の衣不 .曳 k 布蔽 fe と 也。 是 ¢3 巳 が 利を 內に 根と して 利 S しから ざらん 前方 
一し いて 名を つとむる 處 あるを 以て 也。 愛に おいて. 案す るに 侫は 言行と もに 忠 
一に 似て 极さす 處大に 相 か はれり。 根 さす 處 あらす して 唯 思 入 計に て 致す 處の 

奉公は 其 事足らざる 計うな うと 雖も侫 人の 類に 比す 可から ざる 也。 忠侫は 根 

^ 

あつて 极大に 相違と 心得 ふ 可き 也 A 質 忠侫の 心を わき まへ ざる 時は 主人は 
奉公 恪勸の 意味 其 本を 知らざる が 故に 實の 志と 成し 難き 也。 次に 漢 唐の 盛 b 
し 時に 道を 學ばす ば 本を 知らず と雖も 孝子 忠臣 世 以て 多し。 是 天質 生 美に し 
て忠 を專 とする あ う。 又つ とめて 忠を 盛に せし 類 多し。 然れど も 只 忠臣 烈士 君 
の 過を 攻め 君の 欲を 禁じ 其の 政の あやま b をた > し 其臣の 非を はじく と雖 
も 忠の實 を 知らざる を 以て 皆 其 本に たか ふ昕 ある 也。 愛を 以て 見る 時は 君へ 


& を專 とせん 輩は 才ある も才な きも 考たる も 若 も 大臣 も 小 臣も忠 に 至らん 
の 道を 尋ね 其理を 究む るに あるの み 也。 

一 師 答-伊藤 繫 «. 日ク 來 書に 所謂 二六時中 忠節 S に 心を ひたし その 毛頭 自 
I 分の 利害 身 持 私の 外聞に 拘はら す 忠節の 迎には 人の 毀 答に も 一命に も かへ 
まじき と 深く 思 入る 事极本 也。 此の 如きは 君の 爲な らん 事 如何程 も 分別に 出 
I 可し。 地な き 則は 大體計 忠節の 如くに て 人らざる 指 葉の 吟味た てに な b 實は 
I 少も 主人の 爲に成 間 敷の 旨 « に 深切の 言と 謂 ふ 可き 也。 但言は あま b あつて 
其 事理に 通は ざる 所 あち.。 自分の 利 W. にか まわす 外聞に か、 らす 人の 毁 答に 
動かす 一命を も 塵芥に 比しつ ベから ん とは 誰々 も 思 もし。 云 もす ると 雖も其 
問に おいて 實地 の忠を 不 k 理則は 自分の 利害を 輕する 事を 立て 人に あたる 
一 こ IJ 多く 人の そこないと なる 事な り。 外聞に かまわざる と 云 ふて 人の 嘲 世 ' -0 
ためしと なつて 十目の 視る所 十手の 指さす 所を かへ りみ ざらん 事 又 主人の 
ためなら す。 然れば 利害の 問に おいて 忠を分 別し 毀 答の 間にを いて 其 是非を 
臣 道 . 四 三 七 
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辩 する楚 を 究理と 云 ふべ し。 世間に 君の 爲に 百年の 命を 抛げ 國卽を 棄て萬 鐘 
の祿を 輕す るの 輩 多し と 雖も其 志は 深く 其の 事は 忠 'に似て 忠に あらざる の 
者 多ければ 忠節と 云 ふ 心を 朝 * 工夫 學習あ つて 其實 地に 得 入 あらん 事是人 
臣 *-0 大任 也。 其 實地を 得ず しては 0 づれを 本と も いづれ を 枝葉と も わき ま， へ 
がた し。 本を 知ら. すして は 枝葉と 思へ る 事に 根本 ある 事を 知らざる に 至る 乌 
命は 人の 本 也。 祿は外 寶の根 也と いへ •ども 祿を 捨て、 命を 輕ん ずるを 必 S とは 
云 ひ 難し、 君 忠の實 を 得すして 死と 輕 くせば 狂人の 白 C びれ 夏蟲の 火に 入て 
死し # ® のさし あたる W を 求めて 其のた くわへ なきに も 同じ かるべき 也く 
の 皆忠を 口に 云て 忠の贊 を 得る 者な きは 學 習す る處切 ならざる が 故と 知る 
べき 也。 次に 忠の志 深く は 主君の 爲めな らん 事 分別に m 可し との 言 長 又 其 W 
) あ ぅ。 思て 學ばざ る 時は 其 事 くらき 者 也。 忠の志 深く して 忠の つとめを 懈 せず 
はついには 其 事 も 分別に 出 可き 也。 志 深と 雖も學 ばず 則ち 其 事 通せざる もの 
& と知る可き & 。 


師日 忠孝は 君 父に 栩事ふ るの 本に して 是を すまた けしむ る 者は 欲の 一字 
也。 欲に 四 支の 安佚なら しむる の 欲な り •。奢を きは め 耳目を 喜ばしむ るの 欲 あ 
う。 各 其 本つ く 所は 此 身を 愛して 私し、 己を 應て 我を 盛に する よう 事 起る 也。 各 
利の 二は 相 同じと 雖も 各々 欲よう 出づ 。凡そ 人の 父. 子は 天性の 自然にし 1:-- 天 
地の 當然な うと 雖 もや  >も すれば 此欲心 によつ て 父 字の 愛を かく 事 多し。 況 
や 君臣の 相 遇する 也 以て 利祿奉 養の 爲め になす •か 故に 別而 欲の 間に おいて 
其 斟酌 工夫 詳 にせす は 利害の 內に 陷れ て眞忠 を かく 事 多し。 甚だ 相愼む 可き 
也。  、 

辨_利- 

'歸 日義刹 之辨は 君子 小人の 別す る 所 也。 君子は 義に さとく 小人は 利に さと 
きと 云 ふためで 跆間に 落 在す。 凡そ 義と 云は 事に 臨て 當然 の理を た > し是を 
行て 不 fe 是を義 と 云 ふ 也。 利は 事に をいて 其 利 多から ん事を 思て 利の m しき 
臣 0 S S 
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* に 落着せ しむる 是を刹 ，と 云 也 •然れ ば 私を 去て 正大 公道な らん 事を 專 とす 
るは 義 にして 私を 立身の 欲を 全くす る 事は 利 也。 義利 の辨、 を詳に する 時は 則 
忠侫の 本 明白 也。 但し 忠は ょへ 相對 して 行 ふ 所の 事 也。 義は ぁいてを 詳に せす 
我' •一身の 行跡に 當然の 義別 ぁらん 事を 扱 計る、 之を 義と 云へ る 也。 君臣の 間 思 
勝， 義と 云へ b。 云 心は 父子の 間は 天然の 親愛を 以てな す 事 也。 君臣は 他人 相 集 
ま b 君と 仰き 臣と約 する のこと わぅ にして 何を 以て 天然の 親愛 1) るべき 處 
なし。 唯義 をを いて 踝に 薄く す 可き の わけに 非ざる を 能す 知して 祿の 多少 ¥ 
生の 親錬を 以てせす、 其 義に 須て宜 すべき 道理を 了簡し 我 今日の 事 上を 詳に 
思 ひ 明に 辨 して 義を專 とする 是臣の 身を 守る 道 也 # . 陽の范 氏 日 彼侫人 者不， 
知 》 義之 所 fe 而 惟利 之從利 在， 君 父則從 © 父 I 利 在 * 臣則附 ，權臣 利 在 k B], 則 交 ® 

一 國利在 戎狄則 親 ^ 狄 :£ 臣則不，然從，義而不，徒，君從 « 而不，從，父使 ^ 不，陷_:於革義1 
父不入 ，一 於 非道， 云々 不 fe k 答 I 但義を 守り 義を養 ふの 間 其 義を詳 にせざる とき 
は義を 取ち かへ て 世間の 風俗を 以て 義 とし 人の 毀 答を 以て « を 定めん i す 


る 事 あり。 風俗 毁 答に 義 あらざる と 云へ るには あらね ど 我 •か 本に 義と 云べき 
規範を 知ら ざれば 大方 世間の 云に まかせて 實義を 取 失 ふこと 多し 諸事 似て 
不 H. 疋多 きもの 也。 中に も襄 世の 風俗 君を 棄て 傍輩に 荷擔し 人の 爲め をはから 
すして 我最 負の 者 我が 親む 知 音に 利を はんこと を 專と し是は 申 上て 調 かな 
ら ずと 我 も 思 ひ 人 も 知る と 云へ ども 一且 奉行まで ことは b てつ かは す こと 
是我が 組 下相❿ 役への つとむる の義 也と 思 ふの 取ち かへ 世間 押 並て 然る 也。 是 
時の 風 ^ となつ て 上に も 下に も義な ると 思な せる 事. は 下と して 是は義 に 非 
ざると 云て 爲す 可から ざるは 又 時宜を かくに 至る 也-生 舌は 至て 重し といへ 
ども 天下の 風俗に 成て 久しく 是を義 な b とせし 事は 已む可 からざる 事め り 
是札樂 は 天子の 定處 にして 斟酌 成 難し。 然れど も 我 常に 心を 義に 涵養せ は 人 
は是を 挑る 事 あるべ からす 常に 美を 養は すして 我 好まざる 處 •好 所に 於て 世 
間を 捨ん こと 皆 君子の 取らざる 所 也。 愛を 以て 風俗 毀 答の 間に おいて 尤其究 
理.をふかくせざれば義の至極に至らざる椹。利は君子の耻をする所といへど 
臣道  四 ® 一 
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も 君子 又 利を 嫌て 是を棄 る I 云には 非ず。 君子は 能く 利を 思 ふを 以て 刹を 全 
くす る 也。 されば 家を 思て 義を かき 身を 愛せん ために 必可 k p. l 義ネ ，爲 して 眼 
へ 前の 刹 澗を逞  するとい へと も 自ら 內を 顧.‘ る t きに やまし 

く K かしく 長久に 

| 命存 へて 子孫 0 面 ふせと なりなん ことは 誠に 人倫の 致さざる 所 也。 然れば 利 
一を 先んじ 義を 後に すれは 利 却て 全から す。 義を 先んじて 事を 行 ふ 時は 利を は 
| から ざれ ども 刹 全した W へ 利 2> らざる と 云 ども 其 間に 愁る所 あら、 ざる 也。 利 
を 專に して窣 公 恪勸の 輩は 報を 早く 得ん 事を 思い 報を 得ず 則ち 其 # 皆 懈怠 
に 成て 主人を 蔑 如し 朋輩を 進めて 奉行を 遠ざからし む、 適々 思を 實寵を 得る 
時は 是を 失は ざるの 手 殺を 設けて 君の 寵を 固く せん 事を 欲す。 故に 己れ ♦か 黨 
を 用 ひて 君邊に 伺候せ しめ 己れ が 刹を 以て 人を 撰擧 して 私 思を 逞しく す* 是 
一 芾 を 見て 義を 知らざる が 致す 處也 。君子の 君に 仕る は、 道を 行て 主君を 大道に 
誘引す るを 以て 其 志と す。 欲を ほしい ま、 にすべき にあら す、 君を 引て 王者た 
らし めんことは、 E の 位、 その 身の德 、時の 勢 あぅな ん ことなれば、 それまでは •及 


ば f- と气 B が 綱を はかみ て 君® 爲を知 ら ヤズ のた すけに なら ざらん 輩は， 必 
意 君 思を 思は ずして、 遂には 君を なみす るに も 至る 可き の 機微 あ ぅ。 古今 大少 
の臣 利に 惑て 身を 失 ひ 家を 破 り、 其大 なる は國 家の 敗 之を なすに 至れる ため 
し擧げ て數ふ 可から ざる 也、 故に 臣 道義 利の 辨を詳 にす るに あ b と 云 也。 義利 
の 便は 臣道 のみに 限る 可から す A 偷の 至極 今日の 用法、 唯 ft 間にあるの み 也. 
むかし 蜀の孔 明、 flj 備を 助けて 政を 成し 軍を 行 ふ 有 fe k 對 W 爲 n 當然 一 P 於 成敗 
利鈍 一 非， 臣之明 處，， 能 逆 賭 ^ . と 云へ る、 是れ 利害を 問は すしに 只義 M を 求めた る 
也 成と 敗と を考て 事の ならん に 付 利と 害と を tl- て その 利 あらんに もたが は 
>、 道を 枉て其 進まん ことを 專ど し、 義を棄 て 事の 速 かにな ぅなん には 是名節 
を 知らず 忠義を 不 ，專 也孔 明が 云 所は、 當然 の義を 先にして、 成敗 利鈍を 以て 逆 
睹せ ざる 所と すまこと に 後世 置と して 君に 仕 ふる 本意 M 事 か此 上に. 加 ふべ 
き や 尤も 心 付く 可き 也 •罹豫 章 日、 志 之 立身、 要以 名 ® I 忠義 ^ 有名 節 則不 fe k 以 
求 進 肴 忠 P 則不， ，固， 寵以欺 君矣。 
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ゾ 君臣 相 親 

® 日 君臣不 ，合 體一ば 道 成らざる もの 也。 君は 天に のつ と b て 覆て 外 無ぐ、 臣は 
地に 則て' 載せて 無 ，棄、 こ、 に 於て 天地 陰陽の 德 全ぐ、 萬 物品 類を とげて 重大に 
行は る。 九 五の 德の 有と いへ ども、 下に 九 二の 臣あら ざれば、 相應す るの 物 あら 
中して、 君は 君た b 臣は臣 たるま T なう 是れ 君臣 あう と 雖も相 親まざる 時は 
事 成らざる の 所以な う。 益 稷 書に 君を 元首と し臣を 股肱と する も此 心を 以て 
也。 唐の 魏徵日 、夫 君臣 相 遇、 負 古爲 ，難以 5 役， 水 千載 一合以 7JC 投 ，石 無，， 時不 % と 云 ♦ 
へち。 但し 道を まげて 君に 相 親 れんこと を 欲する はたと へ 相 親む に 至れる と 
も 道の 行は る、 ことに あらす、 只 欲を ほしい ま、 にして 已が 權を專 にす るの 
一み 也。 然れば 道を 以て 上下 相 遇して 初めて 君臣 相 親しむ 1 云 ふ 可き 也。 地氣の 
下 b 天 氣の上 b て 地天泰 とな b て 萬物栩 成る 其氣の 合する が 故 也。 君臣 道に 
於て 其 気相 合する i きは 天下の 政事 遂げざる なし、 昔 陳代 といへ ろ もの 孟子 


に 尋ねけ るは T M -1 諸侯- 官， ，莽 不然 今一 見 ^ 大則以 上、 小 則 以 S A 志 日 ^ 尺 而 B: 
尋宜 若可爲 也。 孟子 日 齊景 公田 招，， 虞 人- 以 ，旌不 k 將 ，殺， 之、 志士 不 ，忘 & _, 溝 塾 M 士下 
C 喪-一 其 元 一孔 子 奚取焉 取^ k- 其 招 一不 ffi 也。 若不 # „ 其 招 15 往何 哉、 且夫抂 k 直 fe ^ i^l 
利 言 也。 如 以， 利 則 枉 « 直， 尺 百 利、 亦 可， 爲與 者趙簡 子 ^ 天良與 #' 奚 ~赛終 .日 不_ 一 
離 ® 奚反命 日、 天子 之賤 H 也 ^ 以吿， ，王 良， 良日、 請 復 乏疆 而後 可 V 朝而 獲 ^ 離— 
奚反 命日 天下 之 良工 也。 簡子日 我 使， 掌，， 1¢ 汝棄， 謂 X 良， 良不 % &、吾爲 ^ 範我麵 |1 . 
終口不 ，獲 J ® 之 諭 遇 一朝 而 P 十 詩云不 ，失 3¢ ® 舍 ^ # 破. 我不弇 與，， 小 A 棄 ，請 辭、 
師者且 P 與 _> 射 者- 比比而 得，： 禽獸- 雖， 若 fe 陵， 弗， 爲也 如 fe 道 而從 ，彼 何 也 •且子 過餘、 te 
巳 者 未 % n 能 直 A 密也と あ' ぅ。 尺を 柱て 尋を直 せんことは まことに 然 ■る 可き 0 
道理 也と 云 ふべ けれども 尺を まげて ついに 尋を 直く ^ るに 至らす して 尋も 
また 柱から ん こと， 世 以て 多し。 まづ 君 * 0 仰せに 從て 、連々 君臣 合體の 思を なさ 
しめ 其 後に 自然と ^ を 善に 導く 政道を 正理 に歸 せしめん と 云へ るの 臣 •つい 
に 君を 善に 入る こと 能は すして 一生を 空しく す。 その 終ぅ を 見る ときは 唯 巳 
菝 0 四 西 五 
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力 矛を 逞しぐ する のみに して 君臣 一體 といへ るの 本意に あらざる 也。 然れば 
Ik を まげて 一致 せんとい へる は、 まことの j 致に あ S ざれば 却て 國家 傾覆の 
本と なる 也。  — 


P 君 品 I 

^ 日凡そ仕宫 0 輩其家に勸仕するの年勞、奉公の親疎、祿の厚薄，位の高下、得 
る 分の B に 依て そのつ とむ る 所に 差別 ある ことな り 。 其 心 入と する 本意に た 
力ふ處 あら ざれ ども 外の 定むる 處に分 ある ものな れば 分を 越て なし 位を m 
て 11 らんことは、 道に 志 1) る もの、 致す 所に あらざる 也。 家に 勸仕 する 〇 年膊 
を. 以て 是を 俗に 讓代 家へ と® す。 而 して 祿 高く 得る 所の 思 重き もの、 是を 名づ 
けて 社稷の 臣と云 ふ 也 a 稷は國 家を ょして 云へ b。 朱 子 日、 社稷 ® 云 & 家 一と 云 
へ h> r れば J'i: •一時の 君の 取 立に あらす、 數代相 傳 へて 圍と ともに 立專 の E ^ 孔 
子顓叟 を 以て 社稷の 臣な b との 玉へ る も、 私に 致す 所に あらす、 を、 やけの ^ 


を 以てする の處な りと 云へ る 心に や。 孟子 日， 有， 安 It il E 者： 以 s lfc p 爲 fe 者 也 
.と 云へ るは、 是 社稷の 臣の國 家の 爲 にして 君の 爲に ぁらざる 盘。 昔 段の 伊々 ♦か 
一太 5 -を栩 々置 奉^' て 其 志の 善に かへ b 玉へ る-を 待つ て、 再び 祚を ふまし め 奉 
一 b し 類は、 社稷の 臣にぁ らす しては 叶 ひ 難き 事鸟 但し その 身 社稷の 臣 として、 
一 君に つか ふるの 德 又ぁ& ざらん 臣下は、 位祿 家譜は . 11: 稷の臣 た b と も國 家の 
爲 めを 論す るに 至て ては 其 差別 ぁるべき 也。 前 漢 の霍宠 が 品邑 王を かつて 宣 
帝を 立たる のた めし 併 案ず 可し。 されば 孟子 日 有，， 狎 々立志 一則 可也 無 U 尹々 之 志- 
一則纂とは此の心なり。次に大臣 0 事，孔子日、大臣者以，道 * 君不可則北と云へら 
一 大臣は 金の ために 仕官して、 君を みちびきて 善に 入らし めを を まち ぅ ごとし 
一 E を 安んじて 國家を 治 吊なら しむる， 是を 大臣. と號 する 也。 後世に 及んで、 國の 
一 權を專 にし祿 爵豐 にして 政を 一人に 歸す るを 大臣と 云、 是 古の 太臣と 云へ る 
其德 —— 德下閤 本 有 之 字 館 本 有 又 —— を さしを いて 其 形 計を 論せ る选 威 稷 
の臣 は國に 付て 云、 大臣は 時に 取て いづれ の臣を 用 ひて 政を 行は しむと 云 ふ 
担 道 四 S 
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とも、 德 の廣大 にして 公正なら ん義に ょつ て臣た るを 大臣と いふ 也。 次に E 臣 
と 云 ふ あぅ。 直 臣と云 ふは、 君の 非を 料し、 さしつ めて 其惡を 練む る是れ 直臣の 
一臣 也。 漢の武 帝の 時 汲 黠數 々練め て武 帝の 怒を 泥す、 魏 の揚阜 •か 練を しきぅ に 
| する、 各直臣 と 可 ，謂武帝日、汲黯如何么哉、莊助日、使 || « 職居，官、無，，以踰入、然孝其 
一輔， 少主- 守成 深 堅、 招， 之 K ,來、麾， 之不 ，去、 P 自 P 賁育 ，亦 不 ，能 * , 之矣 _h 日、 然 、古 古 有 It 
稷之臣 ，至 於，， 黯 ，近， 之矣 。魏 揚阜 能 #: 、 或 11 r 揚 阜 非„ 忠臣， 哉、 人 之 主 之 弗、 則 勃然 » 之、 ^ 
人 言、 未 _不，道'答日、天仁者愛，人施，，之君，謂，，之忠，施，之親 !§ ,,之孝；爲，，大臣，直低，，其君之 
非； 而播每 其惡， 可 fe_, irL 士； 未， 爲，， 忠臣， 也， 若 M 群， 則 ? ^ 然 談論 終日、 未， 嘗言 X 主 之 非， 書 
數十 上、 外人 不知、 君子 謂、 群 於. 是乎 長者 矣と云 へり是 を 以て 云 ふとき は 君の 惡 
一を 練め 斜 する も 品々 次第 ある 事な り。 次に 忠臣の 事、 忠を以 て —— 以て 閣本館 

一本 皆 作な し 奉公を 勸 めて そ ' 0 しるし あるを 忠臣と 云 ふべ し。 其 身 言行、 國 

家の 政道に 於て 其 利す る處な く、 能國 家の 爲た る處 をは かりし もし •なし もい 
ぢ せる を號 して 忠臣と も良臣 とも 云べき 也。 唐 魏微日 、願 ♦陛下 使， 一臣 爲 k 臣〗勿，使- 


臣爲， - 忠臣； 大宗 日、^ 3 .良 有異 乎、 微 日、 良 臣 .使， 身 獲 ^ 名-君 受 ffi 號- 子孫 傳 fe 福 祿無ヶ SI 
•忠臣 身受 fe 夷， 君 P 大惡； 家國並 喪獨有 •一美 名 B fe 而言相 去遠矣 、太宗 日、 君 但奠 a •- 
一 此 言， 我 必不 k a 稷之計 ，乃 賜，， 絹 二 百 匹-云々 これを 以て 見る ときは、 諫 を納れ て 
一死を 顧みざる は 忠臣 也。 諫を こな はれて 政と こ のぼるは 良臣 といへ る 也。 然ら 
| ば 明君 賢將 には 忠臣 あら ざらん や。 魏微が 云 ふ 所は 忠 死を 遂げた るの 臣を云 
{ へるな るべ し。 之よ b 忠臣 良臣其 差別 あるべ から ざれ ども、 わかちを 云 はんと 
ならば、 良臣は すべて 德を以 つて 道を 行 ひ 君を 助く るの 臣に して、 忠臣は 忠言 
一を す、 め忠 行を なして 國 家を 興し、 君を 以て 萬 民の ためなら しむる の臣也 。才 
直 0 、 魏微忠 良 之 論 美矣 、然致 ， ，之 文義； 則 有 n 不 ，然者 •何 也 X 武之臣 、身 獲 te 名 M 受 a 
| 號， 謂， 1 之 良臣- 可也。 而罔命 則 日、 咸 懷= 忠良-商 紂之 臣身受 =誅 夷-君 陷 ,> 1 -專 謂- 之忠 F 
可也。 而武王 則 日、 P 炙 忠良 a p 渾而 言 ^ 也。 子 之 仕 爲=令尹-身得谷 ^ 、 ? 以爲=良臣- 
矣 '夫子 則 1® 之爲， 忠一^ 秦風詩 黃鳥篇 ^7 -奄息 殺 # ^ 葬、 以從- >其君 % ^ 爲 :£ 戾 
矣，詩人則稱，之爲，良、然則微之言、得梦定論-哉、先儒有」言、先良一道也。未有 « =於良-而 
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者 亦 未 有 偏 M 有， 而 P 於 良， 者； 斯言 不可 易矣。 次に 功臣 あう 功を 以て 寵愛せられ 
て 君に 用 ひらる 臣下 也 •功名は 人の 望む 處 也と 雖も、 功に 次第 あり。 唯 一旦の 功 
一を 莫大に 致さん ことは 時の 勢に 依て 下れ. る 品の 人に も ある 事 也。 然るを その 
功に 依て 大事を 任用せ々 しめん こと 是偏 僻す るの 所以に して 實理 にあら す、 功 
の 大小に 從て 禮を豊 にす ると も. 其 人品を 具にせ すして ® 位を 貴と し大 職を 
任じが たき あう。 漢陣苹 日く。 高祖 時、 勃 功 不知 宦 。諸 品を 誅す" るに 及び、 臣功亦 下 
如， 勃 M はくば 右 丞相を 以て 勃に 譲る。 文 帝 之に 從ふ 。上 禮勃恭 、常用 fe 之 M 中 食 
I 盎進 日は く 丞相 何 如 人 也。 上して 日は く、 社稷 臣 ^ 日は く、 丞栩 功臣、 非 It 稷臣吳 
1 赴 稷臣 、主 在 輿 在、 主之與 C 、 方 S 氏 代、 劉 氏 不絕知 帶、 時 丞栩采 ® 抦-不 fg k 品 氏 崩 
一 大臣 共 詠 M 品， 丞相 適會„ 其 成功； 今 丞相 如％ P 主色 ® 陛下 謙譲、 臣 主失禮 竊爲陛 
一. 下 一 Is 取 也 後 朝 上 益莊、 承 相益畏 、次に 望む 云 ふ あう、 器量 ゆるやかに して 財 祭を 
‘ 呑まず、 人を 來し 友を 集め、 我 益 望を 專 とす、 是望臣 也。 其 器 識大な りと  一 i^ へど も 
未だ 實 の 大臣と 云 ふ 可から ざる 也魏主 歙眷 て陣 f 間 ふ、 司 馬 懿忠貞 »« 稷の 


臣と云 ふ 可き 乎と 矯日は く •朝廷の 望 臣也社 稷の臣 未だ 之を 發 せざる 也と 云 
へる、 此心に や、 世に 譽あ るの 臣 、わが 名譽 を逞 くす と 云へ ども、 國家 人民に をい 
| て 其 益 あらざる の 輩 あ b， 是望臣 i 云 ふ 可き にや、 次に 親宜は 阿倍 諛臣 にして 

一 君の 內澄に 心 易く したしみ 王 ふの 臣也 是必す 君の 惡を迎 へ 君を 引て 惡にを 

一 # . 

| と、 しいれし むる の臣也 故に 魏の 杜恕 日く、 忠臣 必ず 親ます、 親臣必 す忠な らす 

| と 云へ るは この 事 也す ベて ® に 云 ふ 所 古人の あらは せる 處の臣 道 其 品を 具 

一に 味へ て 物 ごとを 究理し 其 間を 了簡して 其 宜しき に從ひ 道の 至極す るに i 

\ 

| かせん こと、 是則 實の忠 直 IE 大の臣 たるべ し 然らす して 人の 唱に 因なん こは 

一 ^ 

:甚だ 儒 弱に して 志 あ b と 云 ふ 可から ず 臣 としては 忠直 正大の 端に 至らす ば 

一 皆 具臣の 列なる べし、 古人 云、 使 人主不 冠不， ，敢 見， 者 汲黯也 使 A 主不 ® 服 則不， 肯 

一見 @ 者寶儀 也。 皆，. 卓 爾有立 巳と 云 ふ。 但し 已が 威を 逞しく し 怒を つょく し 憤を 深 

くす るを 以て 人 主已を 得ず して 形を 正しむ 冠を かたるに 至る は 實 i 云 ひ 難 

き 也' 
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r 臣職 

明， 寳踐之 差別， 

師 日く、 臣た るの 職、 常に 貴賤の 差別を 明に する 也。 君は 貴く して 上た ぅ、 臣は 

\ 

一賤 として 下た b、 是 天地 陰陽 栩 定まる 所の 分 也 こ、 に 於て 是 その 職を つくす 
一の 間、 衣食住に 其 品を 明に し、 言行に 其 分を 詳 にせず しては 心に 分定を 知る と 
いへ ども. 形に 顯はる A 所つ いて 分を 越 ゆるに 至て 僭上の 念を きざ. す。 然れば 
君臣 上下の 間 天然の 尊卑す る處を 本と して 君 上に 伸て 立ち、 亞下に 屈して せ 

一 犮 

ぐ、 まる 君 南面して 高椅じ ょれば 臣は 北面して 下 席に 拜 す， 君 哀寵の 服を 垂 

,'ul 

る、 ときは 臣短 服し T- 其卑を 示せ 君 A 珍を つらぬれば 臣 ぅしす くす、 すべて 
一難 勞の 儀は 君に 先立て、 其 事を なし、 其勞 に付き， 易 安き の 儀は 君を 先んじて 臣 
必す 後る、 各 上下 貴賤の 禮を 差別して、 自然に 敬慕 禮 節の 品を 越 ゆるに 至らし 
めざらん と 云へ るの 锭な り。 こゞを 以て 臣心に 敬慕の 深く 1) らざれ ども 其 服 


を 着 その 食を くらい 其 席に 付き 其 言を 信じ 其 事を 行 ふ/ときは 自ら 恭敬の 形 
は あら はれり。 ^ そなわる ときは 其 心 生す 是 聖人 法を 立て 制を 詳に する の ゆ 
一えん な り。 この ゆへ に 貴賤の 差別を 詳 にして 衣食住の 間 言行の 用に 至る まで、 
常に 其 當然を 思慮 格 一物して 其 位に 相應 せん 所の 制 法を 衋す 。これ 臣の職 也 • 
言行の 出で る 所 衣食住の 用吵る 所、 一二の 不盛 あら はれ 僭越の 形 あら はれば 
I 情內に 動く こと 知る 可き 抱 臣しば らく も 上を 犯す の 形 情 相 生す る 時は 其 職 
一則 闕故に 、其 幾微 をつ、 しみて 其 物を 抑へ 其 情を 長せ ざら しむべし。 情の 初を 
一愼 まざる 時は 形. あら はれ 事な b て覺え すして 上を 犯す に 至るべき 也*  • 

知 11 爲房 難一 

\ 師日 11 く、 大 禹謨臣 克厥臣 難しと 云へ り、 堯舜 の臣に 命す る 時 必ず 領哉念 哉 
i の 玉へ う。 孔子 日く、 爲臣 不易と なら， 凡て 臣の 職を 詳に する に、 其輕重 高下に 
因て 厚薄 達 ふべ しとい へど も、 すべて 其 職を 糾明して 下につ かゆる 情 君の 爲 
臣 職 四 五三 
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めに 謹て 忠 あらし めんと ならば 大力に 愼み 念て は盡 さるべき ことに あら ざ 
るな う。 然れば 古の 領哉、 念 哉と 云へ るは 臣の心 を •威め しめんとの あらまし に 

!はあ らす實 に臣 となる の 難を 以て その 本意 愼と念 とに あらん ことを いへ る 
也。 君は 人に 上と して 臣に 事を まかす 臣は 人に 下る 事を 詳に する ことを 以て 
職と す。 故に 事と 詳に する の 至う。 糾明す る 事を ろ そかに しては 通じ 難き 也 其 
身を 以て 君に ゆだね 君に 代 -K て 身を 勞す るに 至れば •夙に 興き 夜に 寢て ♦其 職 
に 怠らす、 星を 載て 仕へ 星を 見て 退き 其 身を 勞 する こと 此の 如く 切に して. 其 
思を 焦す こと 亦 此の 如くに あら ざれば 君に 仕 ふるの 職を つくす こと 全 か h 
ざる 也。 況んゃ 位 大臣に し 至う、 職國 家を 任じ， 祿 法人に 先立と きは、 其爵祿 につ 
一いて 其 任 甚だ 重し、 其 任 重く して その 職を つとめ ざらん ことは、 其の 直を 受て 
| 其 事を 急る 也 唐の 柳 子 厚が 向て 一夫を 家に 傭 ひ 使 ふ、 直を 受けす 事を 怠る 又 
貨器 を盜め ば 則ち 必ず 甚だ 怒つ て而 して 之を 黯 罰す 矣と、 河 本 孽存羲 を 送る 
の 序に 書し もことは hn あらす や。 こ、 を 以て 祿豊か に 位 職 高から んには 、之 


れに從 て畫夜 のつ とめ 甚だ 多し •然ら ざる 時は 公用に 誠を 盡し 難し •その ゆへ 
は 夙に 興て 公用を 骤ひ H 長け て 朝廷に 出で 口 慕て 家に 退り， 退て 事を 謀 b 其 
むす ぼを b 決せざる ことを 斟酌し、 古例を 考へ .古法を はかり 廣く 尋ね 審に問 

て 內眞其 公平 正直な らんこと を 思 又 明日の 公用を あらかじめ 考ふ •此の 如か 

今 

らざる 時は、 卿大 夫ょ b 宰相 執權に 至る まで、 其 君に 仕 ふるの 間 其 事を 辨する 
の 用 誠を 竭 忠を衋 すと 云 ひ 難し、 いかんと なれば 愼恩明 辨の まことな く博學 
審問との 暇 あら ざれば 唯已 ♦か 私意 私 知を 以てする のみ 也、 臣能 賓客に 謁し •用 
事を 問に 色を 和し 來 b 尋るに 倦まざる の 類是を B て已が つとめと する 奢 世 
を 以て 爲し 、然れ ども 職を 司 どり 其 位に 居な ♦から 來考を 疎に し 公用を 聞かす 
來問 すみに 怠慢 あらんは 必中 其 迄に 陷る 可き 基に して、 盗賊 大惡 人の 號を蒙 
る 可し これを 恐れて この* つとめを なすに 至る。 世上の 用臣皆 是等 のつ とめ あ 
ぅ 多くは 多聞毁 春を 致す つとめに して。 實の つとめと 云 ひ 難し" 誠の つとめ i 
S ふは 已を 修めて 諫て 公用 交接の 間、 天下の 爲め國 家の ためな らんこと を 謀 
臣 職 四 i 
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て 私の ためを 思は すに あり 盛 博學 審問に あらす しては 其實 地に 入る 可から 
す 博く 學ぶ と雖 も、 此の 如きに あら ざれば 私 知 意見 何を 以て か 破棄 せんや 君 
は 天の 命を 以て 人に 上たり、 臣は 君の えらびを 以て 祿を 受け 位を 得 而 して 興 
の 選に 中らず は大な k あやま b なり、 元首 叢睡哉 肱股惰 哉、 萬 事墮 哉と 云へ る 
も 君臣 其 職 異なり 叢 睡は臣 の 職に して 君の 用に 在らず と 云へ る 事な り 叢睡 
は 事を 詳 にして 其 糾明を すみやかに 致す の 儀 也 是臣の 

つとめる 事を 詳にす 

るの 心な b •されば 臣の 職を 心 易く 存じ、 受る 所の 祿を 以て 自分の 佚 樂に用 ひ 
驕奢の 事に なさん は 是畏る 可き の 事 也、 古人 日く 君 上に 逸す 臣下に 勞す古 之 
善を 天に 相す る 者 咎藝ょ b 房魏に 至る 數ふ 可き 也 •是獨 b 其德 あるに 非す、 亦 
勤恪す のみ 云ぐ" 臣 として 臣下る ことの 易から ざる 事を 知らず 祿を ねがい 立 
を 欲する の 欲心 自然に やみて まことの 臣 職を 守る に 至るべき 也。 

7 以， 職 高 J*- 可， 薄 一忠 勤， 


師甞て 虞 書を 以て s: 人に 示して 日々 上古 堯舜の 盛な b し 下に 皆 神聖の 臣 
あ b しを以 T 、 其 職を 定めて 事を まかせ 玉 ふに 其 職を 受 くる 臣聊か 高下の 思 
一 ひを 成さす。 伯禹司 空と なつて 水 土を苹 げ 、后 稷百穀 を 司 ど b、 契 司 徒と なつて 
百姓を 敎へ、 皐陶士 となつ て 刑 兵を 事と し、 乘共 エ の 職た b。 益 虞官 となうて 草 

木 鳥 獸を司 どち、 治 夷秩宗 となつ て 三禮を 任と す、 S は 曲樂 の 官た う。 寵作 ，一 納 # 

勺 

舜を 君と して 下に 聖賢の. 臣あ るを 以て 官職 高下の 思 ひなき ことは、 たと へば 
人の 眼目 口舌 耳鼻 四 支、 其 司 どる 處 差別 ありと 云へ ども、 心の 感する 所に 相從 
つて 其 命を 違は ざるに 異ならす。 人 各 長す る 所 あ り、 其の 長す る處に 職を 任じ 
一 宫を與 .ハ ば、 其 任ずる 處更に うらむべきな し。 然れば 其本理 を 以て 論せば、 職に 
一高 下 あるべ からざる を 以て、 我々 高下の 思 ひを 爲す 可から ざる 也。 後世に 及び 
I 職に 百官を まふけ 位に 高下を 定め、 祿に 多少を わかつ、 こ、 にを いて 人 其 得る 
所に 因て 其 恩を 別に 致す に 至れ b。 而 るを 今更 其 分 天下に 相 空 まる 事を 以て 
我々 高下の かまいな きと 思 ひ 云ん ことは、 又 理を高 ふしてる を詳 にせざる な 
臣 職 四 ^ セ 
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此の 如くの 意見 あらん ものは、 辱 C かしこき 思慮 も 又 知る —— 知る 館 本 作 
然る —— ベから ざるな うされば 世 以て 高下 尊卑た しかに 栩究 まれる 今の 世 
一には 官職の 得る 所に も 其 差別を 思 ひわくべき 也。 思い 分 こと 云 ふて 分を こへ 
て 願を 立 ば、 上を 欲する の 心 あ b て、 我 掌る 所の 職に 心 入う す して 1 相 應の忠 
一勸 も盡し "S きこと なれば、 唯 其 職に 居て は 其 職の 人に を とれる まされる と 云 
に 望を 立つ 可から す、 堯舜の 時は 官まだ 高下の 定まれるな く、 臣亦 各忠勸 を以 
て 本と 爲すが 故に 爭い競 ふこと なく、 官に うつり 役を かへ て 喜 怒を 生 中る 處 
| なし、 後世は 官に競 望 甚だ 多く、 選 際 又 少なき. を 以て、 し— りに 職 かわり， 役 かわ 
一る を 規模と す •官人 之に 因て 媚を 執權に 入れ、 下官 下職に あるを 以て 恥と する 
一に 至る ゆへ、 下 官 下職に あるを 以て 恥と する に 至る ゆへ、 下官 下職の つとめ こ 
| とぐ く 怠つ て 其下大 に因究 す。 古を 以て 帝舜 のい まだ 民間に すすらい 玉へ 
るに 歷 山に 耕した ま へれば 民皆畔 を讓 う、 雷 澤に 漁し 玉へ ば 人 皆 居を 讓る 。河 
濱に陶 し 玉へ ば 器不， ，苦窳 一とい へる ことの あるは、 其 時 其 位に 因て 戳分 を詳 .に 


して 适らに 他の 競 望の 心 ぁら ざれ (1 鸟 a 子委史 の 爲め料 量 平 也苟職 吏爲に 
菩蕃 息す といへ ち。 委吏は 倉の 米 出入の 事を 奉行す るの 官也、 司 職の 吏は 牛 羊， 
I のつな ぎ 養の つかさど b な k 孔子の 大聖なる 此の 如き 下 官 下位に 居る も、 猶 
大忠勸 は 怠ぅ 給は ざるを 以て 委吏 とな b 玉へ ば、 米穀の 出入 これを はかる 處 
のます に 至る まで 理に 順て 承 かに、 司 職の 吏と なり 玉 ひて は. 牛 羊の ここに 多 
く 生を とげて 其 事相と ゞのほ る， と 云へ る こと籃 に 聖人の 一物 一件と 云へ ど 
の 心を 盡き むと 云 ふ 事な きこと 兒^可 き 也。 今の 人は 德義を しらず、 身の つと 
めを 成 V す、 頻りに 名聞を つくろい 華奢を 專 として 分を 安ん す 巳が 愼むべ き 
栩應の 役 義をば 是を蔑 如して、 上を 見て 願を 高く す。 是臣の 職を 忘る を 以て 也 
天地の 間の 萬 物、 至微至 少なる と 云 ふと も 天地の 氣を泐 せす、 分 分に 一太 程 一 
理を 具す。 天下の 間 萬 機の 政、 百官の 邑下宫 下位と 云 ふと も、 天子の 德 通せざる 
無し。 天 T の 用擊か ざる 無し、 一身の 內 毛頭 毛 端に をけ る も亦然 り、 然れば 分々 
に 相當 して 其忠勸 ぁるべき を、 其 事を 詳 にせす 理を 究めざる を 以て、 大官大 位 
臣 職 四 S ガ 
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に 至ら ざれば 忠勸な しと 思 はんこと、 甚だを ろかな f E の ® 上 宰相より 下士 
庶人に 至る まで、 忠勤を 思は ざれば 實地必 すかく と 云 ふべき ^ 

非， 獨 P 身 之 行 一 

師 日く， 孔子 日く 夫 聖人 0 事を 擧ぐ や、 風を 移し、 俗に •易 ふ 可し、 而 して 敎導以 
て 百姓に 施す 可し 獨 b 身の 行に 適せす と ぁり。 是は 聖人 事物の 間に 應持 する 
ゆえんを 論す るな う、 而 して 此一言 、一 として 事を 掌らん 輩は 尤も 事 ふ 可き の 
格言な う。 云 ふ 心は 身の 行跡を 考 へて、 其 行跡には 相 適と 云へ ども、 世の 爲人の 
爲 めになる ベから ざる 事を ば， 君子 これを 行は すと 云へ る 事 也。 世間の 人し ば 
らく 道に 志な b て、 卓禹 たらん と 思 ふの 人、 又は 剛毅に して 自用 事の 人、 又は® 
上底刼 者の 作法、 皆 身の 行に 相 適 ふ？ をのみ 求む。 それ I は、 學者は 身を 修むる 
を 本と して 世間 時處を 斟酌せ す。 剛毅に して 自用る ものは 我意を 立て 獨立の 
思 •«: す。 -1: 上 底 劫の 者は うおざる を 本と して， 我 身の 爲めな る 事を 專と し、 人の 


爲め .を 謀らざる ^ 是等は 其 質 谷 別 也と いへ ども 身 適 ふの 行を もとむ るは 同 
意な b 是臣の 職に あらす。 旣に臣 として 身を ゆだぬ る 上は 身を 立ん ことを 思 
ふは 聊な りと も 不義と 云 ふ V し 身。 の 行を JE すは 然るべき 吾子の 道に ありと 

雖 も， 人に さ、 は b 世に 害と なるべき： 事は 時代に 相應 せざる を' 以て， 臣これ を 

衾 

爲す 可から ざる 也。 身には かつて 越度 あらざる 迄を 考 へて、 國家. 萬 民に ほどこ 
しか だき 事は、 宴の 大道に あらす， 何を か 道と 云と ならば、 天下に 推して 行 ふ 可 
く 和し からすの 謂 也。 家 語に、 魯國の 法、 購 X 臣妾於 諸侯， 者、 皆 取，， 金於府 一子 貢 P 之 
辭而不，取，金、孔子聞而妇、賜失，之、魯國富者寡而貧者衆、購，之愛金 »] 爲„不廉；何以相 
乎、 自分 已後 、魯 人 ? ' 不復贖 A 於 諸侯， 云々、 此時に 孔子 右の 格言を 以て 子 貢を敎 
戒 あられし 也臣職 ひたすらに 身を 難く せんとして、 他の 爲め にくる しみ 痛-ま 
ん ことは、 尤も 斟酌すべき 也. すべて. 理 にさと く 知に 逞しき の 輩、 意見を 立て M 
友 和 役の 料簡を 顧みす、 理 .のま、 に 事を なさん とする の 類 多し。 事の 理 つまれ 
るを 以て。 是を押 す ことは 能は すと 雖も， 必竟 傍輩と あしくな り、 相役と 不和に 
臣職  四 六 一 


出 鹿 素行 全集 51 2 
なうな '/ 1/ ことは， 其 一事の 理能 ととの ほ > んに較 るせば 二 事は 少 にして 輕ぐ 
莉睦まざるは大にして重し。是身の行にょろしきを.考へて*人‘のた‘なる處を 
兔 らざる 也。 俗を 以て 論 也 ば、 我心に 喜の 1) b 我 身に W 曲 を 以てする に *- 生の 
渖 ならん と 云て 隣家の かまび. しきに. 構は す * 夜に 富 歌せ ん こと. は 宜し かる 
へからす 結 色に 各此心 得 ある 事 也。 例へ ば 善改； 養 事盘 とい ふと も 時 t こ ■相 應 
せす：して、世の爲め人.の爲め風俗敎導の間にをいて大益あらざらんことは用 
て fl? 多き もの 也 fi しかう と 云 ふて、 並べて 唯 世に まかせて 身を も 持 家を も 治 
めょ と 云 ふらんには あ、 b ず。 能 本末 輕' 重を 斟酌して 輕きを ■棄て 重 付 き / K 
をす て、 大を 取るべきな れば、 身に 適 ふの 行は ふに して 輕 し、 a 俗に か、 う 莴 
民に 用 ひられん こと U 大に して 重し ゆへ r 臣職獨 う 身の 行に 適 ふに 非ず と 
云へ るな - 

T S 11 君 於- ^ 非. 之'； P 


歸日 く、 君 HH は 天地 自然の 差別す る處 にして、 上下の 位する 所聊 f. も 利を 以 
て議す 可， からす， こ ゞを以 て 云 ふ 時は 事物の 間是 として 君を 議し て、 是非の 內 
一にを としい るべ からざる 也。 事物に 是非を 差別し 論ずる は、 朋友 他人の 交に し 
j て 君臣 父子の 間に あらす、 されば 君を 以て 父に 比し、 臣を以 て 子に 比する 時は 
一 天下 豈不是 底-の 父母 あらん やと 云へ る理な れば 、君を 非に をと し 入れて 議論 
せんこと、 甚だ、 臣 の 職に あらず、 凡そ 世に 下剋上の もの 多く、 や、 も すれば 君を 
なみし 世を 變す るの E あるは、 大槩 君を 論ずる に 是非を 以てすれば 也。 君是な 
らば 我是を 以てせん。 君 非なら ば 我 非を 以てせん と 思 はんは、 臣たる 分を 忘れ 
て 其 職を 失し、 君を 以て 他人の 交際に 比するな う。 臣 常に 君 思を 深く 蒙うて、 朝 
夕の つとめを つくす こと 叶は す ば、 何事に ょらす 報謝 0 思を なすべき 事、 臣 .の 
職分なる を、 少しの 儀に 意見を 立、 君の 非を 擧げ 或は 之を 訟し 君臣® 獄 Q 沙汰 
出來た り •或は 太臣 君の 信を 易て 權を專 にす るに 至 4 こと、 皆 君を 是非の 間に 
おとし 入る、 故 也。 呂東業 日く。 所謂 理 あり 又 所謂 分 あう、 是理分 と 與に判 然二 
臣 職 .四 六 三 
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物な り S 子分を 云 ふ 必中 理に 及ぶ 理を言 ふ 必ず 分に 及ぶ。 理と 分とは 得れば 

則ち俱 に 得 •失へ ば 則ち 俱 失す。 臣の 君を 訴ふる 者 先君を 訴ふの 曲 あう、 必す其 
へ 公 

一の 訴ふる 處の辭 と 間は ざる 也。 君臣の 際、 本 曲直を 較 ふるの 地 非す、 後に 之を 治 
| と爲す 者、 非 xf 分 與理爲 二、 亦 安能冼 la ± 之 習 if p 干 古 一 哉 云々、 是分 と理 とを 別 
一に -M ふを 以て、 君臣の 間 ::- 是非を 免る の 失を 云へ る 也。 分と 理とを 別にす る t 
云は、 分を 以て 云へ ば、 君 E の 分 定まる と 云へ ども、 理を以 て考 ふる 時は、 是は君 
I の 非に して臣 が 理な ると 云 ふは、 分と 理と 別にす ると 也。 上下の 名聞す でに 定 
て 下剋上 あるべき 道理 相 そな はれる の 心 也。 是 君臣 名分の 決定す る ゆえんに 
して、 天地の 紀綱 自然に 立處な う。 綱紀 立たす 名分 かくる 時は， 天地 所を か K. て 
天 偷の序 大に亂 る。 尤も 歎す 可き 也。 こ.、 を 以て 是非を 論せ す、 皆 君を 是 とし 貴 
I とし、 恭て E の 職分を たが ゆべ から ざれと 云へ る 也。 次に 我に 作ず る處 深き と 
きは、 夫に 相應 の感應 ある もの * 今 H 君とう やまい 臣 とへ b くだる こと 全く 
人の 私する 處 にあら ざれば、 唯 天の 命に まかす るの み 也。 然ると きは 君の 言行 


を 信じて 常に 恭敬の 心 切ならん には、 必中 感應 して 我 身のを さまる 基た るべ 

き 也。 世上に 信 深く して Is 應切な b しためし 多し。 木を きざみて 神と 祝して 社 

I を かまへ 信仰を 起す。 本 これ 木の きれ 也。 されば 神を きざみし 木の きれは 不淨 

に 交は b 泥中に 入る と 云 ふと も、 これぞぅ やま ふべき 處な し。 すでに 同 本を以 

て 神と 祝し きめ ざれば， 天候 もこれ ♦かために 手を 屈して 拜をな す。 尤も 感應も 

新な b なん。 木を 刻して 神と しても 信す る 處に感 あれば、 況んや 直に 天命を 以 

て 國郡を 領し 天下を 掌の 中に 入て、 賞罰の 權を握 b 人の 死生を 司 どり 玉へ る 

一の 人君な れば 、大凡 じて は 同じく 是れ人 也と 見 ゆべ けれども、 其 天命の 歸する 

~ 所黨な かさまな らん や。 然るを 臣 としての 小の 事に 是非を 立て 惡に 狼藉 せん 

一 こと 並に 君の 言行を 輕忽 にして 蔑 如 せんこと 其 冥罰 其 天罰 更に 遁る 可から 

一ざる 也。 

” ぺ 

f p 、 ‘ 

r 不貪 I1J 口捷徑  >韋 敏荇 

/ 臣戡  四六瓦. 
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師甞て 日く。 仕官の 輩 やう も すれば、 利に 捷 徑を專 として 篤實な らす •利に 捷 
徑と云 ふは 辯 舌を 以て 奉公を なし 當 座の 間を 合する 事 也。 主君の 1 朋友の 交 
j に 於いて 口 辯 舌を 明に し、 其 座の 風情と しほら しく 會釋 し， 立 居 身づか い 物 廻 
不調法に 之な きは、 皆 利に 捷徑也 撻 徑と云 ふは、 大道 本理 をは 會せす して 當座 
I の 近道を 以て 速に 言行を なすの 輩 也。 是を以 て 惡と云 ふ 可には あら ざれ ども 
是を ょしと 究むれ ば、 人 皆 上 ばし b て 唯 世知 辯聽に わた う、 大道の 用を 取 失 ふ 
て臣の 風俗 甚だ 輕薄な る もの 也。 時に 取 b 處に 因て、 利に 捷 徑のあ る まじき に 
{は あらす。 又官 人に ょ b 其 職 役に 順て、 利に捷 徑 0 入 こと 多き 事 も 有べき なれ 
ば、 一 樣に究 'め 難しと 云へ ども、 天道を 明かに して 其大 曲尺を 專と すべきは 本 

一にして 正大 公直な b。 利に 捷徑 をな さんは 末にして 至 徵至少 也。 君子は 本 未 兼 

j 、 

一備へ て そ 0 宜しき に應す 、學 者は 本を 根と し 貴んで 未を 次と し 後と せ ざれば— 
必す 末に まど ふて 本を 忘る、 に 至るな う、 故に 利に 捷徑を 貴から すと して、 身 
を 修め 行を 篤く して ^ 大義を か、 ざらん こ I をつ ねに 思 ふ 可き逾 X 必す静 


才は 早くな り やすぐ， 立 ® b を 見事に いたし •無理の よろしくなる ことは， やす 
くして 似せよ し m 實に して 義を守 b 勇を 養 ふことは 一生つ とむ といへ ども 
成 b 難き ものな れば 、臣た るの 職 唯 この間を 守る にあう と) K へる ^ 揚龜山 日 
く。 利に 捷徑に 給， 古人 之を 賤む 。君子 言を 驗 めて而 して 行の f: からん を 欲すと 
云へ b。 昔 漢文 帝錢穀 一才の 3 E 入を 問 ひ 玉へ るに 絳候答 ふる 能は す。 次に 陣平 
に 問 ひ 玉 ふ。 陣承易 さに 辯す 文 帝 これを 善と す。 鋒 候はぢ あせ かいて 脊 をうる 
ほせ b と 也。 是れ 辯に 才覺の 捷徑な るを 以て 諸す る 時は、 その 能 ふ 能 あう と 云 
へど も 其 賢德を 以て 云 ふとき は" 絳候を 賢と し、 陣平を 賢と する には あらざる 
な K 然れば とて、 陣平が 能く 辯せ しを あやしき と 云 ふには あらざる 也。 此の 職 
に K いて、 本に 心を 付けす 末に 心を 付る 處あれ ば" その 本意た ♦かつて 篤 實を失 
ふに 至るべき 也。 すべて 利に 捷徑 にはし るべ からざる 也 ^ いかんして 練 得ん 
となら ば、 事物の 本 未を 究む るに あゎ、 「事物の 理を究 めんと ならば、 豈輕忽 にし 
て 末には しらん や。 輕忽に して 末には しら ば、 詳に 究理す とは 云 ひ 難き 也 A 常 
臣 職 四 髦 
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に 眼前を 快くして 當座の 快 意を 專 として 始末の 考を失 ふこと 以て 然 b A 又 
末には しれば 必中 本を 忘る る是れ 常理 也。 こ、 を 以て、 利に 捷徑 のな b やすき 
つとめ も 次に して 篤實に して 行に 敏、 行 ひ 難き 道を 專と する を臣の 職と する 
也 行ひ敏 しと 云 ふは、 今日 身を 修め 行を 正す 處に さとく •能 相 通して 早く 之れ 
をな す こと 也。 言は やすく 行は かたし。 口に 云 ふ 如く 身に 行 はれざる もの 也' 口 
言に： て 身に 行 ふて みれば 感じ 難き こと ぁり。 この ゆへ に 行に 敏 きこと を 貴ぶ 
と 云へ る 也。 

常存 敬恭 I 

師 日く。 敬 恭の 二字は 本 未に して體 用 也。 心に 敬を 持 すれば 其 形す る處則 ち 
恭し。 手足の 動く 所、 衣服の 垂る 、跅 皆內 敬して 外ぅ やくしく 。人君を 敬す る 
は 臣 。の 職なる を 以て、 內に 君を 敬す るの 誠 ぁつて 外に 其 形を ぅや—-- しくし 
朋友の 交 b 賓客の 相對 する、 身鼸 言行と もに つ、 しみ 守て、 過言 無禮 ，を爲 すべ 


からざる な b •無 禮は 人の 僭 If 所 也 M 言は 人の 受けざる 所 也 A の 僭む 處を以 
て 人に あてがい、 其 受けざる の 言を 以て 人に 用 ひば、 忽ち 鬪 諍して 死を 眼前に 
博く する にあ b。 君恩の 報謝う すくして、 殊に 一た び 君に ゆだねた る處の 身を 
以て 朋友に あた へん こと 甚だ 臣の 職を 忘る、 な b ど、 を 以て 臣の 職に 君を 
敬す の 心を 內に存 し 外にを ごれ る 形な b。 分より へり 下 b て。 行跡を 芷し たし 
なみ 言を 讓らば 、諸人 大に これに 歸 して、 道 こ、 に 於て 行は れ、 君恩を 報謝す る 
のた よりたるべき 也。 故に 常 H 敬恭 を存 すと 云へ り。 ® し 其 位を こへ て 謙 下す 
る こと 甚だしから んは 、又 君子の 取らざる 所な \ その 故は 是れ 謙を 以てた か 
ぶる 也。 伊川 日く。 更釦 A 大醉後 益 恭謙赉 只 益 恭謙 ® 是動了 也。 P 與，， 於肆 者， 不 ，同 
其爲， ，酒！^ 動 一也 云々、 官位 爵祿を 得て、 その 分よ b へりくだ つて 事を 成ん は德 
のう やう やしき 處 、君子の 稱美 する 所 也 1? して 謙 下 過る IJ きは 位の 威な く、 下 
に のぞむ に 輕忽に して A 或は 我を あなどらん とする 也。 こゞを 以て 何事 も 相 
應あ る禮 と S その 梠應を こ へんは 君子の 取らざる 所 也 ® して 其栩廳 せん 用 
臣 職 四 交 
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法は、 事々 に 格 致す るに あう。 臣の 職た やすから む もし 覺えず して 橋慢 m せ ば， 
君の 威を ぬすんで わが 芻を 逞く する にな 覺えす して 輕薄 ならん は、 君の 恩 
を かりて T にへ つらつ て 刹を 欲する にな b ぬべ し。 一身の 言行 皆 君に か、 る 
處なれ ば、 をろ そかに して 可な らん や。 

要， 爲， ，王 佐 之 方， 

師 日く* 臣た るの ^ 其 本と する 處王 佐の 戈た らん 事を 要する 也。 王 佐の 戈と 
云 ふは 君を たすけて 道に 入らし め、 萬 民其德 化を 蒙て 天下の 風俗 各 仁義を 本 
とし、 綱紀 名分 栩定て 人々 皆天德 を 全くす るが 如き、 是れを 王 佐の 戈と 云 ふ 也。 
揚龜山 日く， 孟子 沒 してょう 王道を 得す、 故に 世 王 佐の 戈 無し。 旣に王 佐の 戈な 
く。 故に 其 治 効 終に 古に 如かす と 云へ う。 然るに 王 佐の 戈た らんことは、 古を 學 
び、 聖人 王者の 本と する 處を考 へて、 我に 王道 自然. の 巳む る 所 4 .らんを 了簡し 
て其德 を 全くし、 これを 擴めて 天下に 充てし むる の 謂 ひ 也。 されば 先 我に 修身 


正 心の 敏行 ぁつて、 政 遺 治 法に わたるべ きの 方い み じく、 -rs して 君を 引て 道に 
當 るを 要する ^ 孟子 日く •君子の 君に 仕 ふるや、 務其 君を 引て 以て 道に 當つ 、仁 
に 志の みと 云へ り。 臣 として 君に 仕 ふるの 職は 君の 心を 自然に 道に 入らし め 
て、 仁に 志 ぁらしむ る ことを 要と す。 金銀を 聚領し 兵を 强 くし 地を 廣めん こと 
は、 求めず してなる の 地に して、 しかも 王道ょ b 見る ときは、 金銀 兵 地 多くつ ょ 
く擴 ると も、 名分 正しから ず、 紀綱 明なら ざる 時は、 却て 害と なる に 至るべき を 
以て、 只 君を 引いて 道に 當 るを 要と すと 云へ る 也。 次に 敬 % 以 » 也。 臣の 職、 君を 
敬す るを 以て 本と する が 故に、 人々 皆 敬 跪 曲 拳 奔走 從順。 是れ 君を 敬す るの 禮 
なること を 知る。 臣職 誰か ffi の 如から す や。 而 して 實を以 てと 云 ふは、 世 皆 形を 
ぅや^-しくして 心に 敬を 有せず、 いかなるを か 心の 敬と 云 ふ 可き もの や 。 善 
を 君に す、 め、 君の 惡を 拒んで、 君を 過 有る の 地に 陷れす 、ついに 堯舜の 大聖に 
至らし めなん ことを 思 ふ* これを まこ i の 敬と 云 ふ 也* 君の 菲を た > さ すして 
そのな b のま、 に 致し" 人々 にの せしめ 身を 全から しめざる は、 異 君を 害する 
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な b* 豈敬 すと 云 ふ 可 けんや •孟子 日く 責 ，一難 於 君； 之を 忠と云 ひ、 善を 陳 、邪を 閉づ 
之を 敬と 謂 ふ。 吾 君不 ，能。 之を 賊と謂 ふ、 云々。 景 亜 氏 日く、 內は 則ち、 父子、 外は 則ち 
|君臣人の大偷也。父子主，恩、君臣主敬、並見，王之敬字也.未，見，所，，以敬 3£ 也。孟子日く， 
惡 とは 是れ 何を か 言 ふや、 齊人 無 n t 義，與， 王 言 者， 豈以 ，.仁義一 爲 ，不 也。 其 心 日， 是 
一 何 足， 與言 t 義 。也 S 爾 、則 不敬奠 ，犬 ¥ 是 I 我 非 堯舜之 道、 ？ 敢陳 ，干 王 前； 故齊 人奠 * 
-1 我 敬 £ 也と 云へ り。 然れは 君を 敬す るの 實を糾 はすして 只 形に あらは る、 處 
を專 とせん ことは、 王 佐の 臣に あらざる 也。 次に 開 _一悟 君 心 一と 云へ る こと あり、 た 
)ち に 君の 非を 諫め 改めん とすれば、 時に 至て さからし 事 多き を 以て、 却て 道 
行 はれざる 事 あぅ。 我に 誠を つくす 處切 にして M 忠勤の みなる 時は、 漸くに 君 
の 心の 非を あらため 糾す にたるべき 也* 必中 急な らんこと を 求む 可から す。 尤 
| も 我を たて、 爭ふ ことな かれ、 爭ふ 時は 我 自ら 是を 以て、 一向 誠を のみつ くさ 
んに は、 君の 開悟 何ぞな からん や。 朱 子 日く 誠を 盡 して 而 して 君 心を 感發 すと 
云へ る是也 。次に 公大 正直を 以て 勸と爲 し J& 厚を 以て 本と 爲す 也 & 大なる こ 


とに 非 ざれば 私に して 公なら す、 正直の 事に あら ざれば 詐僞術 策に 陷る 也' 我 
に 忠心の 至 厚なる 處あら ざれば 公大 正直の つとめな b がた し。 王道の 世に 行 
はれん ことは、 公大 正直に あらす しては 行は るべ からす。 こ、 を 以て、 忠厚を 本 
として 公大 正直を 勸め とすべき と 云 ふなり。 すべて 王道の 論、： 件 一事の 間 至 
微至 細の 上まで、 少し そのたが いを 以て 仁義 詐術に 至る まで 多ければ •臣の 職 
分 その 微少の 事に 至る まで、 本と する に 王道を 以てして 是れを 糾明せば、 まこ 
との 王 佐の 方た るべ し、 然ら ざれば すべて 世上の 人臣に して、 實の臣 職を* す 
と 云 ひ 難が る 可き 也。 次に 主を 尊び 民を 治め， 時の 變炎を 防ぎて 敵を 制し 世を 
起こし 業を 開きて、 草創は 一天を 合する と 云 ふと も、 是又王 佐の 方に あらす と 
云へ \ 其 心は、 その 得た る 所を 以てし、 其 長す る處を 以て 其 短き にかつ が ゆへ 
に、 其 才能 賢 知は まされる に 至る と 云と も、 玉 道を 貴び 天下の 風俗を 變じ 人々 
天性を 正して その 綱紀 名分を た > さ しめん こ i は、 王者の 治敎に 非す しては 
成 b _ きこと 也。 王 佐 之 方、 其 因る 所 甚だ 以て 犬なら す や。 古人 (許 魯齊) 日く 王を 
瓤 供 鶼銮 
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尊び. 而 して 民を 庇 ふ ^ を捍 し、 11 して 變を 制す。 世を II 絕し治 単を 興して 三代 
王 佐の 才に 比すと も 同じから す i 云へ り。 但 後世に 至て 俗衰へ 風す たりて m 
百方の 前後 王 ffi の 世に 行は れす一 h 佐の 才臣 に |> らざる ことり、 異國 本朝と も 
に 然るを 以て 云へ ば、 時氣 已に然 り。 今し いて 王道を 行 はんと 志して 事を 急な 
らし めんことは、 却て 治 敎の さまたげを 爲す 可き なれば、 暇 王道を 本と して、 其 
未々 の 利害に 淺らす 、捷徑 に 至らず、 風俗 こ、 にし ばし と 改まる rr ぁ 5 なんは、 
是れ 古の 治敎體 明なる に 比すべき な しき b に 古を 21 ひて 今に 行は ざる ゆ 
へんを 糾明せ ざらん は、 又 理に. 高く して 事に くらき にもな ぅぬべき なれば、 口 
に 云へ る 計 b にして、 とても 成らざる 事を、 せめて この 用の 少 くも 政道に‘ 利 ぁ 
らん ごとく 屈 ひたらん。 此時に 取つ ての 王道 也。 宋に 阿南の 程 子 tf 官を 經講筵 
に 登て 時 君を 獎 導き。 新案の 朱 子 王道を 說 きて 時の 政を 救 ひし も、 ついに 天下 
國 家に 王道 行 はれす、 風俗 變化 する ことなし。 是れ 王道の 實を 知らざる 也。 こ、 
を 以て 案す るに、 久しくす たり 永く た 1 て、 萬 民 この 俗を 俗と し、 このなら わし 


に 入^ 'ひたれる 上は、 急に 變易 する ことな^' * > たき 也 R 當 時に 於いて 其大な 
る蔽を 去て、 自然に 道に ひた 入る、 に ^ く 可から す。 されば、 臣職王 佐の 方を 本 

として 君の 政事を たすくべ しと 云へ る 事な b。 王道に 极ざ し。 三 字 彼 本 作 

輿す る 心 ざし！ 丨 あらんには 仁義を 捨て 綱紀 名分を とりつが ゆぅには 至る 
可から ざる 也。 

歸，， 功 於 君 | 

師日 C •我 身を 立てす して 君の 是を 立る こと、 これ 臣の驕 也。 孔子 日く、 君子の 
君に 事 ふるや、 其 美を 獎順し 其惡を 救す と 云へ. り。 諸事 我 致せる ことくに い 
ゞた くした きものなる は 凡人の 情 也。 是れ 私の 惠を 立て 君の 是を かくす 也 •然 
れば 何事に ょらす その 職に 於て 人の ために 然る可き 儀を ば、 皆 君の 思に いた 
して、 我な せる と 云 ふ 功を 立てざる 可から ざ. る ^ すべて 諸道 その 品を 詳に下 
に 糾明して、 そのなる 可き 處をば 、君の 言行に ょる 翻くなら しむる は、 忠臣の 本 
苗 _ ㈣七 51 
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意 也* 臣のな せる 功を 以て 君に 歸せん ことは、 是れ僞 を か b て 事を 行 ふに 似た 
りと云へども，全ぐ僞にあらす。下の « 1して.致すことも、君の心にょつて成敗 
あるは 定れる こと 也。 然ると きは 功を 君に 歸 して、 君 これを 受けて、 僞と云 ふ 可 
らざる 也。 致 堂 胡 S 日く， 事 功臣 下に 出づ。 効„ 智諜一 輸„ 才力 一 及， 一 其 有 ，成、 必日 、此 君之徳 
か 非 ■臣之 所 Is 也。 君 亦 安 じて 而 して 之を 受 く。 僞幾 干なら ず や、 蓋し 道は 元ょり 
然るべ し。 偽に 非す や。 易 坤之六 三 あり。 日く 含， 章 可， 貞 、或 P 王事-天 fe 有 S 謂％ 备 
善；則隱 & 其美；而歸-之於君ネ*敢當-其成；然後下得-恭順之道 |5 上無，忌惡之必也云 
々、次に 我が 是を 立て， 云 ふこ i なすこと を 我が 致す 如くに する こと 專と する 
の臣 は、 必中つ いに 上を 僭し、 下剋上の 計を なすに 至る 也 •古の 奸臣國 を盜 むの 
謀 多くは 此處 にあ b •故に 我が 是を棄 て 君に 歸し ，我が 功を 置て 君に 功 あらし 
めて 聊か その 功に 居らざる こと， 是れ臣 の 職 也 •古人 云 ふ •功 成て 居らす と 云へ 
るは この 心に や-功な つて 居ら 中と 云 ふ 心は、 功を 內に 持たす して 能 謙 下し、 是 
を 君に 讓て我 之に 居らざる 事 也。 臣 職の 用 尤も 愼む 可き 也。 次に 忠臣 國を去 り 


其 名を 潔せ すと 云へ り。 是れ又 我 立たざる の 心なん 其 心は ^ 細 あむて 其 家を 
立 退き。 牢浪の 身と なりぬ と 云 ふと も、 先主の 惡名を 云て 已が是 を 立ん ことは 
忠臣の 心に あら 中。 祿 つき 命究 b て 流浪の 我と なりなん ことは， 義に 順て 去就 
する 處なれ ば、 論す るに 及ばざる 也。 强 いて 先君の 非を 擧げて 我 ♦か 是を 立てな 
ん事 は、 君子の 取らざる 所 也。 樂毅 日く、 古の 君子は 交 b 絕 へて 惡聲出 です •忠臣 
國を去 b て 其 名を 潔せ t- と 云へ るな 

死 易 生 難 

師 日く  •天下の 事 死す るに 易く、 天下の 事 成う 難しと 云へ る 事 あう •生死は 至 
て大な b と雖 も、 すでに 身を 委ねて 臣たる 事は、 事に 臨んで 死 せんことは 至て 
易く して、 我が 職を 守りて 天下の 大事を 遂げん ことは 甚だ 成 b 難き 處 也* 古を 
考 ふるに、 國 亡 び 家 破れて、 堂上 堂 下に 充滿 する の臣皆 一同に 死を 遂るは 多く 
して d び やぶれざる あらかじめの 謀は 成う ♦かたく d び 破れて 又 再興すべき 
铥 m 四 七 七 
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の 手 立を なすの ffi は 猶な し。 主君 逝去の 時 殉死して 終る は 易く して 世 以 
て 多く， 常に 諫め戒 しめて © の 政を 助け 民を 扱 ふの 事を なすは 難き ものな \ 
こ、 を 以て 考 ふるに 臣の 職、 R 死を 一途に 努む るを 以て 忠勸と 思 ふべ から ざ 
る 也 ¥ 生 志を 立て 巳が 職分を 守 b 君を 善道に 導き 國 家の 治敎を 體 明し、 天下 
のた すけと なりなん ことを 思つ て、 其 法を 詳に 糾明し、 晝夜 のつ とめい さ、 か 
怠るべからざる なり。 死は 人間の 一大事に して、 是を 以て S 毛の 如く 輕んす る 
はかりの 志 ありながら 今日、 日 M の忠 動に 糾明す る ことおろ そかに して、 その 
つとめ 正し 力ら すは 輕重 本末を 取ち かへ て、 難き ことを 易く 思 ひやす き 事を 
勸めず して、 今日の 上に 怠り ある 盘 。人臣と して 此の 如き 處を現 索す る ことぅ 
すき 時は 大義に 於いて 取 h t> •かゆる こと あるべき 也。 

追 i; 如， 在 

師 日く、 先君 逝去の « 、舊臣 次第に 政に 怠る こと ® 上の 常 也* こ、 を 以て 終を 


愼み 、遠き を 追 ふとき は， 民徳 厚に 歸すと 云へ る 心は 人の 古を 忘れざる 所以 也 
祭， 神 如， 神 在 一と 云へ る も、 なき 人を 祭りて、 洋 々率と して 上に ますく が 如くな 
るを 云へ るな \ されば、 主君 恩顧の 臣も、 其 吝に おくれぬ ると きは 殉死を 心が 
け 遁世を 本と して. しき b にこれ を 慕 ひ 奉， CN ぬる も 年月を ふるに 從 つて さ b 
し 人は 次第に 遠ざか b •其 忌日に 當 b て も 廟所參 詣の心 も 怠る r. 至る 也。 然れ 
ば臣 として 常に 追， 遠 如， 在に 思ひ愼 しむ 可き 也。 遠き を 追 ひ 在に 如す と 云へ る 
は 天下 國 家の 政道は 篤實を 以て 本と す。 篤實な がらん かと、 見す 聞かざる® を 
愼むに 如ざる 可から ざるな れば 、これ 遠き を 追 ふを 以て 政の 厚き 所と し、 臣 1 i 
の輕 薄なら ざる 基と する 也。 在 如か t と 云 ふは， 政道を なし 官職を 治めん には、 
先君の 前にて 事を とぅあつ かい、 先君の 思 召に ては 此の 如く あらんと 思へ る 
ことを 常に 心に あて、 1! して 臣の 職分 正しき 也。 三年 父の 道を 改めず は 孝子 
の 心に あらす。 然れば 臣承 生、 君の 心を 旨と してな からん 人の 蘇生して ける と 
も， 恥る 處な きが 勃き に、 取 さばく 可き こと 是 在に 如す. と 云へ る 心なり、 追福 作 
臣 職 四 -t: ^ 
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善の いとなみ 愁傷 歎息の 思 ひは あ办な ♦から、 其 事を ® しみ 守る に 怠れなん は， 
實の 志と 謂 ふ 可から ざる 也* 

P 殉死 - 

師 日く、 君の 寵臣、 恩の 報謝の 爲に 殉死して 終る こと ® 以て 之を 風俗と す •遠 
く 古を 考ふ るに、 古人 死せ るを 愁の あまり、 偶人を 作りて 其 葬に した •かは しむ* 
これを 殉と 云へ \ 孔子 日く。 俑を 作る とは 此の 事 也。 而 して 史記に ® る 所秦の 
武公 卒して 初めて 人を 以て 死に 從は しむ。 其數六 十六 人 也。 これ 殉死の 始 也。 穆 
公に 至て 百 七十 七 人の 殉死 あ \ 中に も奄息 仲行鍊 虎を ば® 以て 三 良と 號す。 
この 三人 も 殉死して ければ 時の 人 これを 哀み て黃 鳥の 詩を 賦 せり* 始皇に 至 
ては 後宮の 美人 皆 殉死す。 もと 戎狄の 道な りしを 習て 以て 俗と する になれ \ 
本朝の 古 X 人を 以て 殉葬 す。 こ、 に垂仁 帝の 御宇， 皇后 II す。 帝 顧みて 群臣に 問 
ふに 葬 禮の羲 を 以てす •群臣 對 へて 日く、 一 P 倭彥 王子 故事 而殉葬 せんと あ h 


% 


ければ 野 見の 宿 li 進 奏して 日く、 如 fe 遇 * 絢 埋之禮 、殊 無 fc 政 益， 國利 A 之 道、 仍 
率 矢 部 三百 餘 人； 白領 取 fe 、 p 諸 物象- P 之， 帝 賢 甚悅、 以代細 A 號日 M 輪-と 云々 •然 
| れば異 朝 本國共 に 其 因て 來る こと 久し' 近代に 至て、 專男 色の 寵あ つて 其 ■に 
| 一 浴せ し 輩 殉死を 以て •報謝と 爲 す. に 至れ b。 案す るに 殉死の 事 唯 その 愁傷の 情 
| に 動 了き て、 愚 除の 輩し きりに 死を 決し、 丽 して 浮 屠釋氏 •中 有の 旅 死 出の 山 三 
一途の 川 閻魔 大王の 可責 獄卒の 呼 喚な ど云說 あるに 任せ， さ しもゆ、 しき 人* Q 
一 の 死 ^ 道には 獨ら 、赴き 玉 はんは あと さびしく もな ど 云 ふて狗 死を なすに 至 
| る こと 一向 浮 躁虛談 にして •今 又 これを 改めて 下と して 用 ひざる ことは 死を 
のがる、 に 似 たれば、 其 然る 可から ざる，， とを 知る の 輩 も 殉死を 以て 義 とす 
一 る 也。 天下の 風俗は 天子 人君の 相 定める 所に して、 下と して 是を變 ず 可き のこ 
j とわり 有らざる なれば、 寵臣 是が爲 U 死を 輕ん する ことは、 必ず 不義な りと 究 
め 難しい かんとな れば 、天下の 類 俗 こと く 不義を 致し 來れる こと 多き に 
殉死 計に 至て 不義 也と 云 ひて さしを かん 事は 義と云 ふ 可から ざるな ればこ 
铉職  四 八 一 
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、を 以て 考ふ るに 君の 男色の 寵臣 その 身を 顧み、 つとめて 政道に e fe こる*、 
C、 國 家に 助 あらん 器は 留て 政を 任じ 身を これ {: ゆだねて 荷 死の こと 些 、か 
あるべ から す。 君た とへ 殉死を 欲すと も 我れ 正義 あ b て 食を 以て 之を 引導® 
佐 せんには 自然に その 迷 情 息す 可し。 寵思 甚だ 隆 也と 云 ふと も。 g 死爲 をす し 
て 心に 恥る 所 ;: 有るべからざる なり もし 德を つとめす、 道を 學ばす 、國 家政 治 
の 助たら す、 屯 生 欲を ほしい ま、 にし， 傍輩に 無禮 緩怠して、 あくまで 寵 恩に 浴 
し ^ 死の 一 々に 至て 初めて 是れ 不義な らん- V ® 悟して と > ま b 止めん ふ， の 
事は 死を いたんで 身を 退く に 似たり。 然れば 君に 殉死の 斜明な く、 世 以て 僞と 
致せる の 事な れは 此の 如きの 輩は 殉死して 可な b すべて 天下の 風俗は A 君 
の繫る所にして下に居て是を難レ擬，狗死に隈らす、平生日用の問尤も生死の因 
る 所に 至る まで 時に 至ての 禮® になれ 事 多くして、 不義 也、 無道 也と 思は へる 
事ながら、 其 俗に 順は す ば 叫は ざる 事 ある もの 也。 故に 明君 賢將の 世に 起て 其 
無道な らん 風俗を 改め、 咚 して 人を して 其 生を 全から しめん こと、 天 她の隐 こ 


比す V き也減 死 Q ことは 故な くして 人の 生を 失 ひ、 天德 をそ こなへ るに 至て 
天下 大少 上下の 間 や、 も すれば 殉死を 以て 義と爲 す •故に その 家に 留て其 事 
| を 司て 後の 爲 めに 宜しから ん輩も 皆 殉死を 遂げて 一時の 快 意を なす。 甚だ 歎 
| 息す 可き 也。 ここを 以て 案す るに ゎけて 是は殉 死を 義 とし、 此人は 殉死を 不義 
一と せんと 云 ふと も徙に 殉死を 弄 ば、 ついに 之に 流れて、 善人 又 殉死に 落つ 可 
一き なれは すべて 君の 命 ぁつて その 風俗を 斜明 ぁら ば A 々其義 不義を 知りて、 
j 自然と 殉死 やむ V し。 朱 子 日く。 秦穆 公 P 三 良- S 殉死； 此に 於て 其 罪 逃る 可から 
| す。 但し 或は 以爲 く ? 1 公 遺命 じて 此の 如し。 而 して 三 子 自殺して 從ふ 。則ち 三 子 
j 亦 罪な きを 得す。 今宮 臨み 惴懔の 言を 觀すれ ば 則ち， 是康 公、 父の 亂 命に 從ふ。 迫 
て而 して 之を 擴に納 む。 其罪歸 する 處 蓋し 掏 葬は 其 初め 特に 戎狄の 俗に 
| 出づ 。而 して 明主 賢伯 以て 其 罪— さる 無し。 是に於 て 習 以て 常と 爲す 。則ち 
穆 公の 賢を 以てすと 雖も 免れず。 其 事を 論ずる 者 亦 徒らに 三 良の 不幸を 閔み • 
而 して 歎 n 奏 之變； 至-於 王政 不 P 綱、 諸侯 擅 # 、 殺 A ^ 忌、 至 fe 郭此 、則 * 知 = 其爲 # 也. 嗚 
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呼 俗 之 弊 也久矣 。春秋 傅 日く。 吞子 日く、 奏穆 公之， 不為 12 主 * 、 宜哉 。死 而棄 S 先王 
違 &、 猶貽 A 一法； 而浞 奪，， 之 善人， 乎。 今縱 無&以 遺，； 後嗣 1 而又收 ， 其 良 a 死。 p JH wi ^ 
君子 是以 知.- 奏之不 ® 東征-也 云々。 然れば 殉死の 事 古 A * だ 其 人君の あやま b 
を 論す る こと 此の 如し 後世 尤も斜 明す 可き 也 


M 道 一一 
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牡 法 

出： 處蠢 

師 嘗て 門人に 示して 日く ± 隱る 、事を 欲せす して 隱る 、者は、 巳む を 得 ざ 
る 也。 凡そ 德の 高く、 行 0. 篤き 事は 天地を 以て 上と す。 天 能く 覆て 殘す 事な く、 地 
能 V、 衆せ て棄つ る 事な く、 能く 萬 物を 生々 して 息む 事な きを 以てすれば 也 A 
又德 行を 以て 天地に 比す 故に 聖人の 貴と ぶ. 所は 能く 下民を 和して 其 道 西 海 
に 普ね くに ぁ b o されば 廣く衆 を濟 すは 堯 舜も猶 ほ 病める 所 也。 孔子 道の 行は 
れざ るを 歎じ 玉へ る も， 民の 比し 難き を 以て 也。 こ、 を 以て 云へ ば、 彼が 行 ひを 
高く し、 理を 深く喙 はつて 時を さみし、 世を 遁れ、 111 林に 入 b て 樹 下 ^ 上の すま 

HH  0 " ,:'• 西 八 五 
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をな しなん 輩は、 高 明 天地に 比すべ からす R 一已の 潔， 〇:淸 淨を味 ひて ^ 〇 の 
心を 甘ん 中る に 至れる 也。 是れ隱 遁逸士 の風簣 を 荷つ て、 丈 人の ® なれば、 天子 
の 難な し i 宣玉 へる 所以 也。 宴に 世を 遁れて 身を 隱 くし. 富貴 功名を 風前の 塵 
に 思 ひ 消さん 事は 世上 心 深き も. のより 見れば 至て 成り 難き に似て、 聖人 天地 
の 大道よ b 校 量せば 世を 忘る、 斗の 事は 無難 也。 一民 一夫 にても 道の 志の 出 
で來 り、 其天徳 を 全く せん 事は 天地の 本と する 所 也 •泥ん や國 郡の 主た らん 人 
其遨德 を理會 して 彼 大道を 以て 下民を 敎 化して、 王道の 風俗を 天下に 廣 くせ 
ん事 は a A の 大 •望： 何事 か 之に 如かん や此 故に 粉骨碎 身す ると も、 下 A の爲な 
らん 事には 聖人 君子の 身を 借む 處 ぁるべ から 中。 孔子 年 六十 八歲の 間まで 諸 
國 の諸俟 に 相 まみえ、 すでに 衞の 夫子、 南 子に 逢 ふ。 晋趙氏 ♦か 家の E 佛肝 中牟を 
以て 畔く 。孔子を 召ぶ。 孔子 往かん と 欲す、 と 云へ るの 類 皆 世の 政の なるべき よ 
すが も ぁらん 事を 欲， し 玉 へれば 也 •孔明 の學は 其學ぶ 處の行 ひ 亦 時に 用ゐら 
A て 民を た > し 、世を 政す るの 數 也。 孟武伯 問 ふ •子 路仁な るか ■な。 子 日 < 知 ら ざ 


る 也* 又 問 ふ， 子 日く。 由 也。 千乘之 國其賦 を 治め 使め つ 可き 也。 其 仁を 知らざる 也‘ 
求む る や 如何、 と， 子 日く。 求 也。 千 定の邑 百 乘の 家之宰 たらしむ 可き 也〆 仁を 知 
一らざる 也-赤 也 如何、 と。 子 日く。 赤 也。 朿帶し 朝に 立ちて" 賓 i 客と 言は しむ 可き * 

一 其 仁を 知らざる 也。 云云。 是 等の 語意 見る 可し •各に 其の 學ぶ處 •人の- 爲 、國 家み 爲 
一 ならん。 事を 以てすれば 也。 孟子に 周霄問 ふて 日く * の 君子に 仕 へん t 孟子の 

一 日く。 仕 ふ傳に 日く。 孔子 三月 君な くん ば 則ち 皇盘の 如 也。 求む る 事 あ办て 

得る 事 弗れ の 意 疆を出で、必个質を裁す。公明似が日く * の人三月君無 

き 時は 則ち 弔 ひす、 と 云へ る、 亦 この 心を 云へ る 也。 然れば 人. として 道に 志 あら 
一ん 輩は. ® に 出て 政を たすけ" B 家人 民を 撫育 敎導 する の 入れ 薄から んは 、聖學 
一の 好 二 あら ざれば、 P 逸 放言を 以て 好む i と、 すべから ざる 也。 隱を 求めす と 
| 骓 も、 時 二 遇は す。 世に 用 ひざる、 ときは 隱さす して 叶は す* 是れ 則ち 已む 事を 得 
ざるの 理 に して 求め 中、 好まざる 0 こ i。 天道 自然の 命 なれば、 孔子の 退いて 書 
傳禮 記 i- 叙いで、 詩 を" ih'、 縫を > .11- 丨 ，葛 象繫象 說卦文 言を 序 いづ 玉へ る ゆえん 
臣 道 四 八 - b 
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なり •退いて 仕 ふる 事を 求めす、 と 云へ ども 猶ほ 聖人の 世を 忘る、 事 あ， らざ .る. 
を 以て-せめて 言行を 書に 殘し 、末世の 龜鑑た らん 事を 欲する が 故に、 旣 に 魯 0. : 
哀公の 十四 年には 孔子 七十 一歳に して舂 秋を 作 b 玉 ふ。 其 本意 竊かに 案ず ^ 
きこ#- aJ  ^6 らすや 

師 日く。 君子の ^ て 仕へ、 就きて 主人と 致す 事、 其 本は 道の 行は る、 を以で す 
故に 古來ょ り、四十を强仕の年.とす。忘は四十までの間、小大の學を練り、エ ^ .を 
遂げて、 些か 怠る 處な く、 古今の 時 義に 通じ 用ゐ られ て、 國政 をは かむ、 民人を 洽 
して 君命を 耻か しめす。 政を 正し、 民を 敎 ふるに. 大築 相た れば斯 くの 如くに. し 
て、 而 して 仕へ てな すの 道 足れる 也。 四十まで 相學 ば) 身を 修め、 心を 正す の •路 
にして， 是を 世間に 押し 擴 め-君臣の 間 世上の 事に 渡れて、 其し 1しを見ざ4は； 
學皆 固陋に して 聞く こと 寡な き 也。 然れば 四十に し‘ て 初めて 仕へ、 仕 ふるの 法' 
道を 行 はんとの 本意に して， 道を 行 ふの 本、 又 國家 人民の 爲にあ 卜。 此心を 以て 
仕 へんと ならば、 仕 ふる 事 自ら 進まん 事を 求む」 へからす。 人君 敬を 致し、 禮を盡 


▲ 


すを#つて、而して後に仕ふるにあ圪易に日く，我れ童蒙に求む6礙匪す。鴛蒙 
我を 求む" と 云へ b。 孔子の 日く。 危 邦には 入らず ® L 邦」 は 居らす。 天下に 道 有る 
時は， 則ち 見は る。 道な き 時は 則ち 隱る 。邦に 道 有れば 則ち 穀 くて。^! •に 道な き 時 
は 則ち 穀す るは 恥 也。 邦に 道 有れば 言を 危 くし、 行を 危くす •と 云へ る # 道の 爲 
に i ふるの 心 也 •周 雷 日く。 君子の 仕へ 難き は 何ぞや 。孟子の 日く。 丈夫を 生みて 
之が 爲に室 有る 事を 願 ふ。 女子を 生みて は 之が 爲に家 有る 事を 願 ふ。 父母の 心 
人' 皆 有 ^ 。父母の命を待たす « 約の言 ^ を鑽ぅ、隙を相窺ひ、檣を雖へて栩從ふ 
時は、 則ち 父母 國人皆 之を 賤んす 。古の 人 未だ 嘗て 仕 へんと 欲せざる 也。 又 其 道 
| に 由ら. ざる 事を 惡むは 、其 道に 由ら すして 而 して 往者 穴隙を 鑽 るとの 類 也 ' K 
| 云 君子の 身を 重く する は 道の 爲 にして、 身の 爲に あらす。 君に 信 薄く、 敬 足ら ざ 
一る 寺は、 道行 ふに 足らず。 故に 仕 ふる 禮を 以てし、 待つ て 義を以 てす る 也。 次に 時 

0 禮のも だし 難き が 爲に仕 ふる 事 あり。 是は 君に 道を 必ず 行 ふべき 處あら ざ 

■=  - ' • 

れ ども、 賢を 敬 ひ、 禮を 厚く 致せる 家に. は 道を 信す る 事の 深き を 以て、 又 仕 ふる 
,孩  道 四 八 iL 
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事 あ り。 次には 父母 妻子の 養 あつて 已む 事を 得すして 仕 ふる あり。 是は 微官 、微 
祿 にして 更に 他を 願は ず。 R 朝夕の 飢を救 ふを 以て 本と する にあ り。 次に 其 主 
| 人の 家人 . i: して 累代 奉公の 筋目を 以て、 家に 仕官た る あ り。 是は 生れつ いて 其 
| 家に 備はれ るな れば •君子の 仕 ふる 道を 以て 云 ふべ からす。 右此 品、 これ 仕 ふる 
1 の 法 也。 

陳子 日く* 古の 君子 何 如して 則ち 仕 ふ。 孟子 日く。 就く 所三ッ 。去る 所三ッ 。之を 
| 迎 へて 敏を 致す， 以て 禮言 有り、 將に其 言を 行は れんと する 也。 則ち 之に 就きて 
一禮貌 未だ 衰へ t 言行 ふ 事 非 ざれば 也。 則ち 之を 去る。 其 次 未だ 其 言を 行は すと 
雖 も、 之を 迎 へ’ 敬を 致して 以て 禮 有る 時は 則ち 之に 就く。 禮白 は衰ふ 。則ち 之を 
去る •其 下は 朝、 食は す、 夕に 食は す、 飢餓に して 門戶 を出づ る 事 能は す。 君 之を 聞 
| きて 日く •吾れ 大者其 道を 行 ふ 事 能は t 又 其 言に 從ふ事 能は ざる 也 # が 土地 
に飢锇 せしめ # れ之を 恥 ぢ 、之を 周 ふす。 亦受 くべき 也。 死を 免 かれて 已む ，と 云 
云 x ^l ，、。孔子 行 ふ 可き を 見る の 仕へ 其 道の 行 ふべき を 見る - & 有 ぇ 


降下の 仕へ —— 接 遇 禮を以 てす る 也 f 有り •公 養の 仕へ— 國君賤 を 養 ふ 
也^ — 有 b。 秀椬子 斤 可を 見る の 仕へ に 於いて 也 « 靈 公に 於いて 降 可の 仕へ 
也。 衞孝公 —— 舂秋史 記 皆無 之 疑は 公軌を 出る 也 •と！ に 於いては 公 養の 仕 
へ 也 又 日く。 仕 ふる ♦は 貧を 爲 すに 足らざる 也。 而 して 時 有つ て 貧を 爲す 。妻を 
娶りて 養ひ爲 すに 非す。 時 有りて か 養 ひ 有 り。 養 ひを 爲す 者は 導きを 辭し ，卑し 
きに 居る。 富を 辭 して 貧しき に 居る。 導きを 辭 して 卑しき に 居し、 富を 辭し 、貧に 
居す るは 惡きか 、宜しき か •關を 抱き、 拆を擊 るの 位卑 くして 言 高き は 罪 也。 人の 
本朝に 立ちて、 道行 はれざる は耻 也。 各々 君に 仕 ふるの 道を 論ずる 也。 次に 退い 
て處 ぅ、 去て 仕へ ざ、 るは 本 君子の 好む 所に ぁら ざれ ども、 位高く 祿厚 くして 君 
に 道な く 政に 法な き 時は、 或は 之を 諫む る事屢 々し。 或は 力を 盡 して 身を 修め 
て 君の 開悟を 待つ と雖 も、 時勢と もに 然る 時は、 君子 玆に 留まら‘ ざる 也 m を 行 
ふの： 沙汰までに 及ばす。 君に 禮衰 へて、 君子を 祟 敬す る 事た ゆむ ときは、 速に 退 
いて 仕へ す。 我に 父母を 養 ふの 術 足る 時は、 又 速に 退いて 德を隱 くす。 功 成て 名 
臣道  四 ^ 一 
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遂げ、 年老いて 政事を 勤む るに ものぅき は 仕を致して 速に 退く。 是れ谷 に 退去 
の義也 君臣は 義に 於いてして 利に 於いてせ ず。 故に 今日の 義 去るべき に 究理 

する 時. は 明：！！ の飢を 顧みざる ^ 孔子の 日く。 賢者 世を 避く _ 伯 夷太公 1 

其 次ぎは 地を 避く。 其 次は 色を 禮白衷 にして 去る —— 避け 其 次は 言を— 

丨有違 言而去 ^ 避く。 程 子 日く。 此四ッ は 優劣 ぁらす •遇する 所 ^ に 同じから 

す、 と 云へ り。 是れ其 時 君の 申す に 順て 其 退去を 論す る 抱。 又 孟子の 日ぐ 給 只 私 
は 垣を踰 えて、 而 して 辟る。 之 泄柳は 門を 閉ぢて 入らず ? „彳 段 干 木は 魏文 候の 
時の 人と 泄柳 魯の繆 公の 時の 人と •文 候 繆公此 二人に 見えん と 欲す。 肯て 之を 
見， ざる 也 丨！ 曾 子 日く。 肩を 脇に して 諂 ひ 笑 ふ ◊干 夏 ^ に—, 夏 目 治 畦. 之 人 也 

に 病む。 子路 日く。 未だ 同じから すして 言 ふ。 其 色を 觀る に赧 々然として 由 

て 之を 知る 所に 非らざる 也。 是に 由て 之を 觀る 時は、 則ち 君子の 養 ふ 所 知る ベ 

きのみ。 未だ 同じから ずして 言は 人と'  末 だ 合せず、 而し て强は 之と 共に'  言 

ふ 也 - 次に 易に 居て 命を 俟つ 、と 云へ る 事 ぁり。 道を 懷き德 を 安んじて 以て 


時を 餘 つを 是れ 則ち 易の 1 rrrl の 卦の心 にして、 君子 時を 待つ て 動く 也。 古の 伊 宇 
•か Hr に 耕し、 太 公が 謂濱に 釣 b する は、 皆 好んで 安ん *^ るに 非す。 只 時に 合は 
一す、 ■!«* 一に 用 ひざる 時は、 獨 り， 其 徳を 守ぅて 志を 棄て ざる 也。 易 (蟲上 九) に 日く。 王 候 
| に 事へ す、 其 事を 高尙 にす。 と 云へ るは 此心 也。 孔子 も 之を 沽 してや、 我は 賈 者を 
| 待つ 也、 と宣 玉へ り。 道を 行 ひ、 民を 救 ふを 本意と すると 云 ふと も、 君に 禮のか ぐ 
I る處 あれば. S Q 道行は れざる 基なる ♦か 故、 唯徳を 懷 くを 以て 時を 待つべし。 上 
| の 用を 求む る 事 急に して、 信用せられ ん 事を 專ら とせば、 守 b を 失 ふて 利に 走 
一る 事 多 かりなん にや。 孟子を も 辯を 好む 人な b と 云へ るた めしの あれば 也。 次 
i に動靜 時を 失は す、 と 云 ふ 事 あ り。 出て 處 り、 去て 就く は士の 君に 仕 ふる 大綱に 
一 して、 其 義を詳 かにせ ざる 時は、 必 すその 失 あぅ。 同じ 業 也、 と 一 K へど も 面々 の 格 
j 致す るに 因て 其 違 ひ ある ものな れば 、義を 以て 本と して、 其 時を 失は ざるの 思 
ひ入れなくんばあるべか.らざる也。易 0 艮の卦、動靜時を失はす、と云へぅ。動い 
て 出る に 時 あ b。 退いて 靜か にす るに 時 あ り。 玆に 於いて 具に斜 明せ ざるは 時 
臣 道 四 九 三 
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を 失 ふて しき b に 動く は 進む 事を 知りて 退く 事を 知らす 元 龍の 悔 あり 切 b 
に 退く。 則ち 隱 居* 放言の 身た ぅ。 易 (乾 文 言) に 日く。 其れ 唯 聖人 乎。 進退 存亡を 知り 
I て、 而 して 其 正を 失は す、 と 云へ，^ 

孟子の 日く。 孔子の 齊を 去る 時に、 淅を 接して 而 して 行く。 魯を去 b て 日く。 遲 
々として 吾 行 也。 父母の 國を 去る の 道也以 て 速に す 可く して、 速 かに 以て 久る 
一可 けん。 久しく 以て 處る 可く して 處る 。以て 仕 ふ 可く して 而 して 仕 ふるは 孔子 
:也 。と 云へ，^。 然れば 去就の 間 その 義と思 ひ、 その 時 也、 と 思 ひ 其處な ぅと 思 ふ。 此 
一 間の 了簡に 究料 す。 處 薄ければ 必 令 本 理を取 b 違へ、 意見を 立て' かの 天地を 
曲尺と する 事足らざる 也。 此 故に 古の 伯 夷は 其 君に 非す んば 事へ す。 其 民に 非 
j すん ば 使は す。 治 則ち 進み fL する 時は 則ち 退く。 橫政之 出る 所、 橫 民の 止まる 所、 
j 君を 忍ばす して 紂の 時に 當て 北海の 濱に 居て 以て 天下の 淸さを 待つ 也。 伊 尹 
は 何れに 事 ふとして か、 君に 非ら す。 何れを 使と して か" 民に 非ら す。 治む る も 亦 
進み、 亂るゞ も 亦 進みて 天下の 萬 民を 何と ぞ して 堯舜 の譯を 蒙む らし めん 事 


を 思へ り。 柳 下惠は 汗 I を も 差さ t- •小官を も辭せ す。 進みて 賢を ! 1 さす。 必中 其 
道を 以て 遺 佚 すれ ども、 怨みす。 re 窮すれ ども 憫 します。 鄕 A に 其に 處て 、由々 然 
;、 として 去る 事を 忍ばざる 也。 〈小は 氽た b ◊我は 我たち. 我が 側に 祖；？ を裡 程す と 
一 雖も爾 ち焉ぞ 、能く 我を 挽さん や、 と 云へ り。 是れ 各々 其 思 入れ 別にして、 孟子は 
(伯 夷 聖之淸 者 也。 忉尹は a 0 任なる 者 也。 柳 下 恵は 聖の 和漭と 評して 孔子を 以 
j て 聖の時 者 也、 と 云へ ぅ。 fe 內に伊 尹は 出處 孔子に 合へ るに や、 と 尋ねければ、 程 
一 子の 日く。 終に 是れ任 底の 意 も 思 在 b、 と 云へ ぅ。 各々 聖人の 域に 蹈み 込む と 云 
一へ ども、 其大に 成る 處は 孔子に 究めて 自佘は 皆 聖人の 一件を 得た るの み 也。 と 
I なれば 其 究めた  >す處 大方に して 人 通じ 難き 事 也。 されば 伯夷叔 齊は武 王の 
I 行を 耻ぢ .て 周の 粟を 食は すして 死し、 太 公は ついて 其 政を 助く。 同じく 聖人の 
一 ゆるす 處に して、 其 見る 處別也 。こ、 を 以て 見れば、 其 究理す る處の 厚薄以 飞 其 
意見の 是非を 斜明 する にある のみ 也。 

師眷て 日く。 出處去 願の 間、 君子の 甚だ 憤る 所 也。 而 して 古の 君子 (司 馬 公言) •邦 

臣 道 . 四 九 五 
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に 道す る 時は 切ち 仕へ 邦に 道 無き 時は。 則ち 隱る 、、日 疋れ 定まれる 君子の K る 
處也。 然るに 邦に •道 有ぅ と 云 ふは、 如何な らん。 世を 道な き 世と 云. ふは 如何なる 
一ぞ、 I、 究亂 する に、 若し 古の 堯舜禹 湯の 文武の 政道 あぅ し時ぞ 道 有りと 云 ふは. 
I 其 後に 於いて 君子の 仕 ふ 可き 時は あらす。 

異朝 旣に然 ，〇況 んや 。本朝は 聖學 の道統 絕 えて 跡 ▼なぐ。 又聖主 世を 保ちし 爲、 
I 下 稀れ ならん。 兹に 於いて 云 ふは 君子は 常に 隱 ぐれて 世に出で 中し. て 止む に 
I なりぬべし。 學者 古を 是 とし' 今を 非と して、 稍々 も すれば 古來 をした ひ、 切 b .に 
一當世 を 蔑 如す 是れ格 物た る處 、薄き 故なる ベ？ し。 世の 古に 歸 へらす。 未 世 濁 俗を 
::基た 嫌 はん 輩は 其 土の 粟を 食は 中， 伯 夷が 風を 飯で 可也。 然る 時は、 時に 欠て 君 
一臣は 父子の 綱紀 正しく 名分の 道、 略 ぼ 直に あ b て禽獸 夷狄の 風俗な からざる 
一の 天下 國家を ば、 今の 世の 治國 と 謂 ふ 可き なれば m に 志し あつて 萬 人を 廣〜、 
救 ふ 事を 大任 i 爲す 可き 思 入れ あらん 人は、 彼は 是れょ b 宜し か. らん。 君を 助 
'けて 暫く も 道義の 德に歸 h なん 處の 志し、 是れ 後世の 學菩 0 究む る處と 云 ふ 


べき 也 •か、 れば とて 求めて 仕 へん 事を 望み、 人の 爲な りと て 企て 事を 催さん 

.は •、其 品に 因. て 媚びを 入れ、 へつらいを 成し、 俊 蒸を 專ら とする 輩に. 流る •、事 ■あ 
I るべき なれば、 甚だ 其 究理を 糾明す るに あるべき 也。 學者 或は 肩 振つ て 古を 慕 
了 ひ 或は 隱逸を 好んで 身を 修む るの 便 b とす， 皆 聖學 ■€) 本意に あらす。 唯 周 公、 孔 
I 子の 言行を 極め、 其 理を 天地に 押し 廣 めて 之を 法と り 用 ふるに あるの み 也 U 

抖臣 禮一 

師 日く。 臣初 めて‘ 君に 見 ゆるを 相 見と 云 ふ。 傾禮 に ± 相 見の 禮と云 ふ あるは 
、是れ 也。 凡そ 君臣と 約し、 その 禮相 行は る、 の 日ょ b。 身を 委ねて 身心と もに 我 
| が 君に 任す る r 事な れば "其 禮聊か 怠る ベから す。 故に 時日を 撰み" あらかじめ 
一 其 家臣に 相 謁して、 則を 通し、 事を 取次ぎ の 人に 家法を 詳に 尋ね、 衣服 用具の 制 
を 件し ノ V の 日ょ b 恪勸 すべき 處の  '事を 間 ひ、 用意すべき 物を 整へ、 人馬を 揃へ' 
而 して 其 献上す る 所の 贄を究 む。 士の 君に 仕 ふること、 身を 委ぬ るを 以て 本と 
臣，  道 四 九 七 
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するな れば 初めて 出仕を 遂 ぐるの H に 至ても、 何 用の 急 事出來 して ' 期 0 奉 
公 こ、 につぐ る こと あるべき な •れば 、初めて 出仕の 日な り、 と 云 ふと も 怠る ベ 
一から f 也。 出仕の 時，、 尤も 恭敬に 存じ、 i も 二等 も 降る 7、 已が 知を 立て 言 
一行を 高 ふるべから す。 大廟 に 入 b、 事々 に 問 ふは 孔子の 行に あらす や。 內に名 振 
を さしば さみ、 前に 究理す るの 處溥 きを以 、て、 事に 當て 不知を 以て 知れり とす 
1 .る 事 ある もの 也 ± 相 見禮に 日ぐ。 始めて 君を 見、 贄を執 b、 下に 至り、 容彌蹙 と 云 
j へぅ。 白 虎 通 日く。 S 君を 見て、 贄の ある 所以は 何ぞ や、 贄者質 也。 已の 誠を 質して 
| 已の悃 f 致す と 也、 と あぅ •贅は 致 也、 と 注して、 君に 事へ て 其 志を 致す の 表 也. 
| 故に 必す 進物を -« す。 太夫は 雁を 以てして 進退 時を 知る に 象 b、 士は雜 を 以て 
j して 其 節に 死す * r. 象る。 鄕は羔 を 以て 柔 にして 禮有 るに 象る 也、 是れ 異朝 献上 
一は 物に 因て 其 志 を表 はせ i れ相 見の 臣禮 也。 次に 將 S 禮 あり。 祀靈 藻) に 
日く。 將に 公所に 遍かん とす。 賓齊戒 む。 外 寝に 居て 沐浴し、 史は 象笥を 進め、 思對 
命を 書す。 旣服 すれば 容觀 玉聲を 習 ひ、 乃ち 出づ、 云云、 と。 暴は 君の 朝廷に 出仕 壮 


るべき の 前方。 威儀 容貌の 制を 技 ふる 事を 云へ ろ 也. 先 づ 君の 所に 至らん には 
敬 恭を以 て 本と す •こ、 を 以て その 宵ょ b 齊戒を なし， 外に 寐 ねて M 事 •を 犯さ 
I す。 精神を 全くして、 明日の 氣を養 ふ， 是れ我 •か 心の 敬 也 •君邊 に 徘徊して 直に 事 
を 言上し、 近く 咫尺して 臣が氣 息の 君を. け * > さん ことを 恐れて、 ゆめみ かみけ 
づ b して、 衣服に 香を 炊き、 口に 五 辛を 食は ず， 鶴 舌 香を 含む が 如くす. ]! 5 して 衣 
服の袅 もんを 正し、 其 色 品を 明かに し， 其 容貌を ならは すべし。 容に心 が、 ぅな 
一る 處あれ ば、 それにつ かへ て內と  > こ ほる もの 也。 されば 異朝の 士 太夫は 各 左 
一 右に 玉の 佩を さげて、 これを ゆり あはせ、 その ^ の 傾 側を 知て 是を改 むる 也。 容 
貌かた ぶく 時は 心 氣又 傾く  •容貌 端正な れば， 心 氣自然 に 正し A 也 •故に 其 容貌 
に 思慮な く、 衣服に 心に か、 る ことなき が 如く 考 へて、 出仕を 遂ぐぺ き 也。 是れ 
一 各 敬を、 內に 持す る也庇 上に 我が 明日 恪勸す 可き 處の 奉公を 考 へて、 扇子た、 
ふが みに 人の 目に 立たざる 如く 書付を 致し 置く 也 M 朝の 筍は 忽 也、 と 注して 
事を しるし、 忽ち 忘る、 こと あらんに 備へん と 云 ふ 心 也。 本朝には 是を しやく 
臣 道 四 奕 
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と號 して、 公家の 宦人必 中 これを さし 挾む 是也 。そのし るし 置く ことは 我が 思 
ふ 寧と、 君に 答へ 奉るべき こと、、 君命と 以上 三 个條を 記す 也' 是 を思對 命と 云 
| へる 也。 此 くの 如く 敬恭を 蹇さす しては、 明日は 出仕に 忠を盡 す ことを 專に致 
| す ことな b 難ければ 也。 されば 腰刀ょ b 初め、 我を ぶる 處の 物、 その 實を件 明し， 
て、 其 期に 臨みて 虛なら ざる 如くに 心得べき 也。 常住の 事には 人必す 怠り ある 
ものな れば 、每 H の 謹み もまね の 如くに なり 易き * 凡そ 人の 情なれば、 R 實を 
以てする にあ. る 也* 次に 朝禮 あり。 旣に 出仕す るに 至て， は 乘馬 肩輿步 行に つい 
て、 相從の 輩に 制 法を 具にし、 道路の 禮節、 非常の 戒を 堅く  L， 君 門 (: 入む て栩從 
ふ 輩の あり 處あ b 樣 •送迎の 時分、 各詳 V 制約を 正し、 巡察の 監 者を 置き、 旣に公 
I 門に 入 ぅ、 鞠躬 如と して 身を か > め， 禮を恭 して 敬 こ、 に # 也。 往來の 間、 所々 に 
一 この 禮 節 A 々への 色體 、聊か 怠 もす して、 我が 結むべき の 仕に 座を 定むと 云 ふ 
とも、 君邊の 遠近を 量らす、 唯 居を しる S 字 閣本作 君を 見る r か 如くす。 論語に 日 
く* 公門に 入り、 翰躬 如た る や、 容れ ざるが 如く、 立て 門に 中ら す、 行いて 謂を 履 ま 


ず* 位を 遜ぎ 色 勃齟也 M 躞 fe 也. 其. 言 足、 b- ざ & 潑に .似气 と 云へ S は ざ 子. の 隳 » : 
出仕の 姿を 寫 せる 也 ^ して 位に つき， 席 定まる 時は、 身® を寬 にし. て 恭敬’ を 忘 
一れ中，手足の出入氣息の高下を整へ、同位の人どもの云ふに、談笑に及ばす、その 

-( 言 分ち 出で ざる 也 7L 子の 其 言は 足らざる 者に 似て、 氣を屛 して 息まざる 者に 

一. 

~ 似 る 、と 云へ るは 此心 にや。 容貌の つ、 しみは、 威儀を 正しくして 公明に あら す 
一ん ば徙徊 せざる にあ り。 位を 去 席を のいて 徘徊往 來を成 すは， 朝廷の 禮に非 
一ず* 非常の 變あ るの 時 其 座を 空しく す ffi して 席に あるの 間 思 ひ 位を 出で ず、 良 
一象に 日く。 君子 以思其 位に 出で 中) と 云へ b。 と 云 ふ 心は 今日 我 •か 恪勸 する 所は 
一已の 處な b と 思 ふ 事を 心に 澄いて、 外. を 思 ふ V からざる 也夯を 捨て、、 外を. 思 
ふの 故に、 人 來て問 ふに その 用事を、 粗 かにして、 事を 怠、' 我. が勸 めを 失 ふに 至 
る， 朝 ;'. 於いて 私用を 達せす ば 古の 道 也。 朝廷は 私に 談じ、 私用を 遂ぐべ きの 地 
にあら す， 然 b と 云 ひて •人 來て 私用を 通す るを 件 明 せんこと X 我 ♦か 分に あら 
す。 人を 拒ます して 我を 愤し- むに あ b。 必竞唯 君邊の 遠き を 以て、 怠り. 生す るな 
臣 道 £ .o『 
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れば， 常に 君 位を 以てする 昤は 、我れ に E b ある 可らざる 也 y れば 出仕， /) . M は 
刻限ょぅ 先んじて、 退出の 期は 刻限ょり 遲る 、にあり’ 出入の la] 各 恭敬を 以て 
一す る 時は， 心の つくべき 所に 心 自ら 付きて、 容貌 顏色辭 氣 作法， 自然に i 、 Q 1I 
| るに 至るべき 也。 次に 君 用に 侍る の ® I 玉藻に 日く •凡そ 苕 に 侍 b、 紳垂 して 足齊 
を 履む ♦か 如く、 頭 霤垂拱 して、 下を 視て 上を 聽き。 帶を見 以て 袷に 及ぶ。 廳鄕 左に 
任じ、 1 . 紳 、大帶 也 ® 折 則 垂 也、 頤霤 、身 俯 &。 高き を視れ ば卽ち 傲 上を 聽 きて 尊 
一 者に 聽く 也' 袷は 交 頷 也 左に 任じて 臣 左耳を 以てす。 君に 近くして、 君を 視るの 
一法は 下 右に 過ぎ す。 空 者 左を® ぶ 云云 |~ 是れ 君 ;: 侍べ るの 禮 也、 進退 動靜禮 
一節は 家々 に 其 法 あつて ' 樣に致 し 難し、 喷內 敬を 存じて、 外ぅ や/〜 しく、 貴 A 
一に 便 あらしめ て、 我 U 便な きが 如くす る (: あるべき 也。 然れば 君命 じて 召して 
| 君邊に 侍 候す るの 時は、 衣裳を かいつ くろふて、 ® C も遲 々たら 中 •利器を 遠 ざ 
けて 其 置く 處に心 を 付け、 左右の 座は 命 0 儘に す。 尤も 時に 至て 左を 貴ぶ こと 
あち” 右を 貴ぶ こ i あき* 其 儀 一なら ず •君. 邊に 貴宦君 Q 撫 |) らんに |1 *狗 )1 瘰を 


鬈 <1て.其會释をなす.君言しば{至らざれば席に近づがざ 4 は古砂藏雋 
玉藻 日く •侍 b は 刖ち 必中 席を 退く  — 退いて 側 席に 就く —— 退か ざれば 則 
| ち 引いて 君の 黨に 去る —— 旁 別席に 退 V 可き なく。 或は 別席に 有る と 雖も君 
I 之に 退く を 命せ ざれば 則ち 引いて 去る。 君の 親黨を 離れて 君の 親黨の 下に 在 
j b て 座す るな b。 —— と 云へ るは、 是れ侍 坐す るの 法 也， 又 日く •凡そ 君 召し •三 ® 
I を 以てし ' 一節 以て 去る 1 節は 君命を 輔 くるに 明かなる 所以な り。 使を して 
一臣を 召さし む。 急いで 則ち 二を 持ち 緩に し 則ち 一を 待つべし —— 一 節 以て 趨 

— b、 官に 在り、 屨を俟 たす —— 官 朝廷 事を 治む る處 I- 外に 在りて 奉を 俟たす * 

と 云へ る も、 君命を 重ん する の 所以 也 ffi して 君の 命を 傳 へて 其 事を 助く るの 

道 常に 敬を 存じて、 その 相對 ，るの 人の 高下を 以て 意見を 立つべからざる 也。 

孝 

曲禮に 日く、 君命 召す。 賤 人と 雖も大 夫士必 ネ 自ら 之に 御す •と 云へ るは 賤人に 
心を 付けす、 e 命を 尊ぶ の 心 也。 論諾に 日ぐ。 君 召して 擯を 使す —— 主國の 君 出 
で、 寶に 接せし むる 所の 者^  — 色 勃 如 埤色を 變今る 也) 足 躍如 也 § 辟 貌與立 

• 臣 道 五〇 H 
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する 所に 揖し 、右手を 左に し、 衣の 前後は 擔如也 {整 貌 )と 云へ るは、 孔子の 君命を 
行 ひ. 玉 ふ禮を 云へ る 也。 次に 恩賜の 物は 谷 下に 拜 する を禮 とす。 下に. 拜 すると 
j 云 ふは、 席を 退いて 拜す るの 事 也。 異朝には 各府 に付きて 居す るを 以て 席. を 下 
る 也。 本 g の 今は 席な ぐして 唯 一面の 座席な n ば、 已が着 位を 退いて 是を拜 す 
一る を禮 とす。 食物 器用 皆其輕 重を 詳か にして、 其 禮の 節に あたらん ことを 欲す 
あらかじめの 侍 食の 禮， 恩 則の 禮、 をなら はすこと、 是 れ小學 の 進退の 禮也。 次 k 
一 使命の 事、 君命を 受けて EI 方に 使 ひする 君會 (曲禮 )家. を 宿せざる を 以て 禮とす 
君命を 傳へ行 ふの 111 •口 辭容貌 散せ ざる 母く ' 言 無禮 にして 行 ひ 怠る 時は、 君命を 
一 恥し むる に 至る。 孔子 日く。 詩 三百を 誦ん で、 之を 授く るに 政を n て 違せ す、 四方 
一を して， 專對 ( 專獨. 也) し 能は す •多し と雖も 亦矣以 て爲 さんや 子 * 問 ふて H：  く！！： 
| 如 斯 文士と 謂べき 矣 。已を .行 ふて 耻 あ.，' 匕 四方を して 君命を 辱し めす ± と 謂ぶ 
可 4 。遽伯玉は人をして孔子に使はす。孔子之に與へて痤して問ふ。日<。夫人何 
麓 争ぞ ，對へ に扫< * 子 « 邈を寡ドせ.ん4欲して..未だ齙过ざ石池。使者铤づ-子 


日く。 使 乎 使 乎。 此く 0' 如きの 語意を 考ふれ ば 士の 君命を 以て 四方に 使す る こ 
とは 尤も 大 節の 儀 也。 言辭 のい、 やう。 容貌の 從容 する、 先の 人のう けこた へに 
| 付きて、 國君を 恥づか しむる に 至らん 事 * だ 不便の 事 * 且つ 言は 心の 寓 する 
處なれ ば 禮に其 節を 詳 にす。 論語に 又 謙辭を 出す 處 多し ® 人^ 尤も 愼しむ 所 
なれば、 言語 應對の 間。 其禮 をは かるべし。 士栩 見の 禮に 日く 冗そ自 君を 稱する 
J 士大夫 則ち 下臣に 日く。 宅は —— 致仕して 宅に 在る 也 1 邦に 在れば、 則ち 市 

| : 井の 臣と日 ふ、 野に 在れば 則ち 草 茅の 臣と日 ふ。 庶人は 則ち 刺 剗除也 草の 

臣と日 ふ ® 國の 人は 則ち 外臣と 日 ふ、 云云。 これ 皆 言 辭の禮 也 ^ に 君命を 拜す 
.るの 禮ぁ b。 曲 禮に日 く。 君の 言 至れ 圪主 人出で、 君 言の 辰し めを 拜す •使者 歸 
る。 則ち必 す、 門外に 押送し、 若し 人を して 君の 所に 使せば* 則ち 必ず 朝 服に して 
之に 命す。 使者な れば 則ち 必ヤ 堂. に 下りて 受を受 く 云云。 凡そ 君命の 使は 大小 
にょらず 。門外に 立ちて 迎へ 、之を 君- 位に 請 じ， て 其 命を 受く •聊か 怠るべからず 
送る こと も亦然 う。 己が 使を 君 所に 奉じ、 時の 靑 物を 献上す る こと。 只 君を 敬す 

臣 道 五 〇 五 
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るの 心を 以て 是を した、 む —— 四 宫閣本 作した しむべし 禮のか ぐる 處は敬 
の 怠る 處 ょり 出づ るな れば、 初め 愼しむ 者 も， 後には 怠り あ り、 然れば 始終に 於 
いて 變せ ざるを 以て、 禮の大 敬と する 也。 

死 節 

師日ぐ •身を 委ぬ るは 臣の道 なれば。 念に 臨み 節に 中て は 身を 棄 て、 死を 輕 
んずる こと。 是れ 則ち 臣の義 也。 常に 死を 守る ことを 勤む る 時は、 家を 忘れ， 私を 
顧みざる を 以て 本と す •家を 忘る J と 云 ふは ± の 君に 仕 ふる、 家を 出て 外に 行 
き、 內に 居て るを いとなむ とも、 覺悟 すべき 所を 豫め 究理し、 公用に ああら ざら 
んば 外の 事は、 諸事 そぎて つ > まや かに 致し 衣食 居を 輕 くし 財祿を つます 今 
H 唯今 君命に 侵て 千里の 遠き に 鞭ち、！ 斯の究 ま b に 至る とも 遣 命すべき こ 
I の あらす。 死して 後を 點檢 せられて、 恥 かしき 事の あら ざらん 如くな れば節 
に 臨んで 一き は 志の 通り も 潔ょ {言 はれ 行は る S もの 也。 然らず して 後に 致 


し殘 せる ことかく •申し 置かざる こと ぼかち にして 紛擾た らんには 行 當 きて 
急の用に立つ事は叶ひ難し是れ家を忘ると忘れざるとの閗也'愛を以て安す 
一る に、 實に 財寶を 多く 菩へ 家宅に 美麗を 盡し 最愛の 男色 女色 多く、 常に 身の 取 
一 b 廻は しを 取り® げ て {a きたらん には、 死は 云 ふに 及ばす、 急に 朝廷へ かけつ 
s け、 君命を 家に 留めす して、 斯を 延ば ざすに 事を 成しなん こと ± の 成り 惡 くき 
一 業なる べし •されば 常に 節と 死なん ことを 思 ふて、 家を 忘る この 料簡、 是れ 義士 
の恪勸 と 云 ふべ し。 尤も 財 富家 美に 富み 榮ぇな ん 、男子 も， 質の 美々 るか、 又は 其 
一身に 得た る 所 あつて、 右の 如く 勸めざ ると も •勤む る 人に 相 劣らざる 器 あるべ 
き ^ 凡そ 人 之を 以て 規範と すべから ざるな れば .節 i: 死す るを 宗 として. 家を 
忘れなん こと ± の 本意な b と 存じ、 これに 叶 ふ 如くに 勸む べき 也' •曲禮 に 日く。 
| 國君 社稷に 死して、- — 其 天子に 受 くる 所に 死す る 也 —— 大夫 衆に 死し ± 制 
に 死す J _ 其 君に 受 くる 所に 死し， 衆は 君 師と謂 ふ。 制は 君の 敎 の 之を 爲さ 

しむる 所を 謂 ふ 〇 云 ふへ ぅ。 死は 至て 人の 重き 所な れば 、是れ 又 究理す る 

臣 道 ボ 〇 七 
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ことを 詳に して、 而して 死を 全くすべし、 これ 死は 全道を 守ち ると 云べ る 也。 然 
れば 、節 (• 死す' る 事を 守. らんと 勸めな ば、 常に 家を 忘れ パ 2 : 外に 就いて 非常の 戒 

! を 固く し' 閨門 の內に 入る と 云 ふと も、 勇氣を 撓 ましめ ず。 門を 出る ょり 旣に家 
事を 棄て， 朝廷に 出 位に 坐し、 席に 付いて 禮を 守りて、 容貌 言語に 無 禮を爲 さす 
急を 愼しみ つ 難き を 計て、 變に 於て 取^ S 紊さ  > る 如 く勸む 可き 也 "變 は 間 喧嘩 
狂 亂仇打 火 雷 地震 時變 或は 他 國の變 或は 郭外 の變. 事吿來 の 類、 各是 * 此時 (: 
中て、 常の 格勸 練ぅ すく ば、 必す 顔色を 損じ 容貌を 紊し 言語 違 ふ 可し M 色 容貌 
一 倉’ 語 常. に 至らず ば •日頃 練し 學ぶ所 厚から す， して 心 正しから ざろ 也 U 心 正し か 
| らすん ば、 知の くらければ 也。 其 知 暗き 時は、 其 言. 行 共に 違つ て、 己が 平生の 十分 
の ji 調は ざる もの 也 6i に 節に 死す るを 以て 守る 處 とする 也 ^ に忠勸 の士 
/ は 家に 死せ#， i 云へ b。 云 ふ 心は 我が身 '© 養生を 遂げ 天性の 命を 全くせ ん こ 
とも、 主君へ 奉行の 志 深き を 以て、 一 B も 夭死を 爲さざ る 事を 思 ふ •か 故に、 食事 
を愼 しみ、 精神を 養 ふて 身を 全くす。 若人の 爲 知ら. す ® むる の 道 & ら卞 .して 命 


長から ん ことは. 君子 0 欲する 所に あらず •然 りと て 早ぐ 死す るを 願 ふは 父母 
へ 不孝た b。 子孫へ 敎戒 あら ざれば、 その ありの ま、 にして 天命を 全くす：、 是 
一れ 人 ;^ 道 也。 主君へ 忠勸 深から ん ものは、 病を 養生す るまでを、 悉皆 君の 爲なら 
一ん ことを 思 ぷて 、勸 めら るべき 程は 相勸 め、 已むを 得 ざれば •床に 付きて 養生す。 
一 その 養生. を 重んじて、 君ょ り 命せ ら る、 處の勸 めを 怠. る こと 忠 P. の 道に あら 
ざれば、 番所 番の 地に して 死を 爲す とも， 家に 歸 へらん ことを 思 ふべ からざる 
也。 世上の 風俗 宜しから ざるを 以て •官職に 上らざる の 平 士 、如 此き勸 めを なす 
を ば 傍 單必ら すそし つて、 潜 上の 心 ありと 云 ひて そね み、 又 己が 私する ことの 
一 叶は ざ もを 以て、 人の 私 あらん ことを 欲する あ ゎ。 然れば 只 忠勤の 心を 以て. 忠 
勸の勸 めを 爲 して、 是れを 言に あちはし、 是れを 行 ひに たかぶる こ i なかれ。 或 
一は 己が 忠：勸 の勸 めと、 朋友. にさ、 わぅて 不和 あらん 處の輕 重を 考へ 、君の 爲に 
宜しき に 付く。 是れ 文忠勸 也* 切りに 己を 立て 朋友の 中. あしからん は、 又 かぐる 
處あ b と 知るべき 也。 次に 戰場苑 節の 勤め、 尤も 男 ± の，. 志す 所 也。 然るに その 戰 
铉 ：道  盆〇 九 
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死を 考 ふるに、 流失に やり 班を 蒙 b て 死を とぐ る、 此の 二つは、 その 身の 働きに 
遠 止 ありと 云 ふと も， 共に 戰 死の 號 ありて 死 節と 云 ふには 遠し •死 節と 云 ふは 
j 先登して 衆を 勵 まし、 士卒 これが 爲 に勇氣 を逞 じくす る •これ 先登の 殖節 也' 兵 
を 退く の 時、 敵 切りに 墓 ふて 兵士 引く こと 全から ざるの 時、 立 留て臀 して 死を 
一途に 究ひ •日 疋れ 多くの 兵士を 全くして、 その 退去を a さ > るの 得 あれば、 これ 
一を 魁 殿と 號 して 守 節の 大義と す。 若 生きな •からへん は、 功 成り 名 遂げる の 沙汰 
一に 及ぶ。 尤も 死 節に 至るべき 也 ® して 主人 遁れ 難き 處に 立ち 留まつ て 能く 戰 
一 ひ、 或は 主人に 代つ て戰 死し、 或は 主君の 名を 犯して 敵に 中り 或は 主人に 馬を 
さ、 げて 、我が 步 立て 拒 死す。 各 死 節と 云 ふ 可し ¥ 士に 於いては 主君の 命せ ら 
れし 所を 守りて、 その 所に 死を 安ん ずる。 是れ 則ち 死 節と 云へ る 也、 同じく 節に 
一死す と 云へ ども •其 間 (: 究理す る 時は 高 間の 品 あるべき 也。 ® 士 常に 志を 練つ 
て 節に 死す るの 內、 其 大儀に 吐 はん 所、 是を 以て 本意と すべき 也。 戰 場に 臨みて 
は、 我 も 人 も眞に 勇を 勵 まして， 功名に 付き 忠勸に 依り、 各晝 夜の 暇な く“ 相 はげ 


むべき なれば ^ 士の思 ひ 入れ 大方に しては A 並の 働き も 叶 ふ 可から す . • 況ん 
や義を 守 b •節 :: 死す 事 些か 怠り ありと も 相 通す 可から ざる 也。 此 故に 古人の 
一 兵を 敎 へし も士を 勵ま すに 唯 進む にあ b と 云 ふを 以てし ポ 朝の 俗、 九 字 文を 
| 以て 怨敵に 勝つ の 術と す* 九 字の 文、 亦 唯 前に 在る を 以て 要と す' 人の 叶 ひ 難き 
は 先んじ 進ん ど 節に 死す る 也。 志 ありても 勤め ざれば 成らす。 勸めて も 手足 身 
一體 の M b あら ざれば 走 b 廻 b 叶 ひ 難 s \ 進退 宜しと 云へ ども、 心の つけ 處を知 
一らす。 3 のき、、耳の利かざれば、又整ならざること也。ここを以て勇士平生勇を 
| 養 ふて 武者の 修業を 究理せ すし； ては ^ く 節に 死す こ t 難 かる 可き 也 ® 場に 
| 臨んで 俄に 勇を 養 はんことは ^ 生の 勤めな くして 如何ん ぞ叶ふ 可き なれば、 
j 唯畫 奉公の 間、 切 b に 勇を 養 ひ、 義を守 b て 節に 死す るを 宗 とせば、 戰場に 臨ん 
「で 其 用た すかる 可し。 戰場は 稀に して 率 生は 常 也。 勇士 平生の 勵む處 を 以て 本 
意と すべき 皂次に 君の 讎を 報す る 事 •是れ 勇士の 節に 死す るの 大義 也。 M の 調 
人に、 君の 讎は 「賊， 父」 と 出で た b •其 身 奉公の 親疎、 寵祿の 高下に 因 b •て讎 を 報す 
臣 道 M 二 
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ふの 心 •是れ ft 官の士 究理す 可， さ處 也。 古人 云 ふ ± は 己を 知る 爲 (: 死す、 と 云へ- 
b。 凡そ 主恩の 下す る 所 厚薄の 差別 異なれば， 一 樣に論 じ 難き ^ 祿あっ .て 職 重 
~ く寵 遇さかん ならん 輩は、 急難に 臨んで 死を 共に し、 君の 難に あたつ て. 命を 輕 
I んせず しては' 日 ^ の 報謝 盡す ベから ざるな れば 、主の 爲 に 讎を報 妙ん こ；. を 
| 思 ふて 死を 善導に 守りなん ことは 是れ義 のょ る處也 祿 ぅすく、 君に 疎 C、 我が 
一 並の 官人 多ぐ ば 只 口體を 養 ふに 足 5 なん ものは、 又 其相應 する はしり まは り 
一を 勸 めて* 君恩の 報謝に 相 t する こと あ，' 然れば i て •分限を 越えて 忠 11 い / U 
一すべからざる と 云 ふには あらす。 忠義は 盡し ても^-至善 IJ 云 ふ 所に 至り 難 
一き ものな れば 、これ e ょき 頃の 忠勸と 云 ふ ものは ^ るべ から 中， と 云へ ども" 寵 
i 祿ゆ 、しか b し A と 同じく 勤めん と 云 ふは、 義を収 り 違 ゆる 所 も 2) りぬべし。 
一如 &き處 ，格 敉 動 辨切な らず しては 糾明し 難き 事 也 昔 豫讓が 君の 仇を 報せ し 
は 先主 (范中 行 氏) の爲め には あらす して， 後主智 伯) の 爲に す。 其 言に 日く。 中 行 氏 
は 衆人を 以て、 我を 待ち、 我 故に 衆人を 以て 之に 報 ゆ 智伯 は國士 を 以て. 我を， 待 


父 我 故に 國士を 以て 之れ i: 報 ゆ 云 へら •賢 誼 □豫讓 は 必ず 襄子に 報， 五 ^ 
び 起きて 中ら す。 人 之に 問 ふて 日く。 子は 嘗て 范中行 氏 □口 智伯は 之を 滅 .し、 子 
ば 爲 めに 仇を 報ゐ ^ 百臣智伯に事ふ*今昝伯は死す。子何すれぞ報ゆる.の深き‘ 
對 へて 日，、。 中 行 衆人 我を 畜ゆ我 故に 衆人 之. に 事 ふ。 智伯國 •'> として、 我を 遇す。 
我 故に 國士 として 之に 報 ゆ。 故に此 一 豫讓た る や。 君に 反して 仇を 事. 之す。 行 ひ 
狗彘の 如く、 巳に して 節を 杭し、 忠を 致し •行 ひ 只 烈士に 出づ 。人 主然 らしむ る •& 
胡 致 堂 日、 君子 名譽 の爲 にして 善を 爲せば M ち 其 善は 必 t 誠なら ず。 人臣は 
利 祿の爲 にして 忠を效 せ ば 則ち 其忠必 す 盡さす 。昝伯 後 無し。 氣勢 倚るべき 所 
なし。 富貴 求むべき 所な し。 子孫は 託すべき 所な し mi して 讓たる や、 國士の 遇を 
忘れす、死を以て之に報ゆ。再に至卜三に至$て愈々篤ければ則ち爲す所なく 
して 之を 爲す者 也。 故に 日く。 眞に 義士 也' 此 .は 特に 質を 委ね、 人に 事 ふの 法を 爲 
すべきに 非らず。 爲す 所な くして 善を 爲せ ば、 大學の 道と 雖も是 に 過ぎざる 也. 
と 評す X 漢の張 良は 五世 韓を 相す るを 以て、 秦 の其宗 を滅 すろ を 憤る 也* 0!: t> 

臣 道 •五一: 三 
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漢の高 帝を 佐け て秦 を誅 す。 而 して 韓 公子 成立つ。 項 羽 成を 殺す に 及んで、 又 高 
帝を 佐け、 ® 羽を 襲 ふ。 遂に 之を 殺して 讎を報 ひ、 恥を 雪め て、 後 病を 以て 宦を辭 
| し、 辟穀 し . T 赤松 子に 從ひ 遊び、 以て 其 心の 韓と爲 るを 明かに す。 程 子 日/、 5R 良 
一 亦是れ 固ょ h. 儒者 他。 進退の 間に 極めて 道理 あ ぅ、 と 云へ り •朱 子 日く •三代 以下* 
人品 皆 子房 孔明 と稱す 云云。 伍 員吳に 進めて 楚を 打たし め， 楚，： 都に 入 b て ¥ 
生の 屍を 掘り出して £ を 鞭打つ。 玆に 於いて 中包胥 (楚 S 乃ち 秦の如 く師を 乞 
ふ ® 墻に依 h て哭す 。日夜 聲を絕 たす。 飲食は 口に 入らざる 事 七日。 秦の 哀公 之 

一れ を あはれ み、 遂に. 師を出 して 吳の 軍を 破る， 是れ又 君の 爲に仇 を 報 ひ、 古人の 

\ 

一稱 すべき 所 也。 但し 君の 佻と 云 ふに 仔細 あるべ ベ， y 其 君 無道に して 天子 命じて 
罰せられなん は、 仇を 報 ゆるの 義 あ るべ からざる 也 & くの 如き 所* 專&究 理す 
| る ことを 詳か にすべき 也. 胡 寅 日く ft 讎は 人の 至情に 因り、 以て 臣 子の 大義を 
立つ る 也 « して 復へさ ざれば 則. ち 人道 滅絕 せん。： 大 理論 C せん。 故に 日く パ 又の 
讎は與 に 共 n 天を 戴かす。 天の 讎は父 を 視 る、 と 云へ 火す ベて 死 節を 勘辨 して 


其 善導を 守る 事、 是れ臣 の禮也 •死は 太 山の 如く 重し i 云へ ども 究理せ ずして 
死 分」 ん事 は" そは 死 節に 當る ベから す" 節を 知らん となら ば‘ ょく 之を 練る にあ 
るの み 也。 

梦事 r 君 I 

師 嘗て 日く •忠臣は 二君に 事へ す •烈女は 二 夫に 事へ す •此れ 天地の 間の 常の 
道なら す や。 臣と して 二君を 思 はんは 二 心を 懐く 故な れば 、これ 臣の 道に あら 
ざる 也 •故に 君の 寵祿を 受けな * > ら 、君 C びて 又 別 君に 面を 會は せん 事は、 忠臣 
の 本意と 云 ふべ からざる 也 fi し 寵祿の 厚薄、 親疎の 次第に 因て 又 差別 あるべ 
き 也。 昔 舜蘇を 殺して 禹則 ち舜に 事 ふ •世 以て 至 公を 廢 てず、 と 致せ り。 齊の管 仲 
は桓 公に 事へ て 孔子 是れを あやま b とせず。 燕の 樂毅 は趙に 事へ てあし/. と 
評せざる なれば、 其寵 遇の 厚薄に ょるべき 也。 先 朝の 寵臣に して 今日 又 寵祿に 
預からん ことは 甚だ 君子の 取らざる 處也 。されば 死生を 以て 其 心を 易へ ず。 利 

臣道  五一 玉 
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害を 以て 其 節を 諭え す、 とは 士君子の 勸め 也。 一た び 君の 恩に 浴して、 又 別 君に 
事べ んは 、何の 面目 あつて， 天地に 對せん や。 士の 究理せ すして 叶は ざる こと 也 • 
一 # へば 富貴 利用の 爲に又 二君に 事 ふる も， 是を使 ふの 君、 更に 此臣を 以て 義士 
I とすべ からす。 義 旣に缺 ぐると 思. はるれば、 唯 犬 羊の 養 ひを 受く るに 均し かる 
| 可し。 司 馬 光 日く。 不正の 女は 中 ± 以て 家の 爲に 羞づ。 不忠の 臣は中 君 以て 臣の 
| 爲 に 荒 づ。 t 云へ り。 王 珪魏徵 ともに 高祖の 太子 建 成に 事へ て、 その 難に 死せ 令 
| して 又太宗 に 事へ ぬ。 范華陽 日く。 王 魏命を 受けて 東宮の 臣 と ^ る。 建 成 其 君 也。 
| 登 A 其 君を 殺して 北面す るの 臣と爲 るべき 有らん や、 と 言へ b。 程 子 亦 日く。 天 
I 子は 寧ろ 魏公の 忠亮な くして、 而 して 君臣の 義無か るべ からず。 昔 建 成に 事へ 
一： て 今 太 宗に事 ふ V きか。 と 評す。 朱の 尹 起萃が 通 鑑發明 に、 王魏 質を 委ね、 高祖の 
一 祿を 食す。 高 組是を 太子に 付く、 是れ 王、 魏は 高祖の 臣 にして 建 成の 臣に あらず。 
建 成は 助くべからざる を 知ら ば、 身を 引いて 去るべし。 然ら ざれば、 建 成は 不義 
の 死 あ 令し 後、 匡救し 能は ざるの 失を 以て 命を 高祖に 乞 ふて 高祖 新 君に 事へ 


L- め. ば.： 叉 命 0 儘' にず べしと 評す •邵二 泉が 日 {•王 魏高祖 の 命を 承 b ffi •して 建 

成 ® 輔けど 爲る ^ 成 固ょ b- 得て臣 ならざる 也* 王魏 何ぞ從 つて 之に 死せ んや。 

| 而 して 王魏は 當に 死すべき 者 也。 建 成の 難. を 以て 死に 當ら中 と雖 も、 高祖の 命 

を 以てすれば 則 t, 死せ ざるべ からざる 也、 と 評す。 是れ各 令 その 學ぶ 所の 厚薄 

に 依つ て，' 其 思 入れ も 代は るべき 也 王魏徵 さしもの 賢 知 ありし と 雖も其 節に 

| .死ずに 及んで 其 究理たら ざる 處あれ ば 也。 元の 世 祖宗を 亡ぼせし 時、 宋右承 一栩 

文 天祥を 許して 元の 政を 助けし めんと 3> りしを、 文天祥 遂に 死を 請ぅて 刑に 

臨， t •謝 枋得を 召す と 云へ ども， 力辭 して 至らす* 文 海に 遺書して 日く。 某 以て 死 

せ V」 る 所は •九十 H 歲の母 在る を 以ての み。 先妣 今年 三月を 以て 老ひ 終る： 某 今 
% 

ょ 5 人間の 事に 寫なし d 國の大 夫、 與に存 を 圖るべ からす。 李 左 車猶能 之を 言 
はん •況ん や m 々詩 書を 知 b is る 義理を 識る 者に や、 i 云へり。千載の下其義を 
聞きて 人の 心を 奮起す 可き は 彼等 ♦か 義な b 臣は诃 れも S にして、 義を 究理せ 
ん事 は士の 大本 抱。 義を 知らす、 其 事物を 究理す る こと 薄き を 以て、 死す る も 全 
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道に ti きて 仕 ふる も義の 正道に あらざる fss  2 る 輩と 雖 
も •此 間 U 於いて 天地の 常 理を 取り 失 ふて、 爲 すべから ざるの 行 ひを 爲せる 類 
あるは、 究理せ ざるには あら ざれ ども* 究理す る處の 違へ J 也。 されば 士の 本意 
こ 叶 はんとなら ば、 爲に學 に 志して、 古今の 義を 博學細 評し、 其 聖人の 道を 匆矩 
準繩 として、 心に 恥づる f きを 以てせば、 SS 行跡を 殘し 1 の 口に 乘 
二 & ら— 利口を 專ら とし、 一旦の 利害を 根ざしと して •是 S ては から ば 
當 分利祿 の爲に 宜し、 と 云 ふと も、 永久に 傳は b て 子孫の SL をな し爲ん こ 
尤も 不便の 事なら—。 人 S 死な からん i 一身— 2が爲に、義 を 忘れ 
て 致す まじき 仕へ を 致さん 人は、 當 主に も忠心 あるべからざる こと 必然 也 • 

詳 ，居 宦之愼 一, 

師 嘗て 宦に 居て 政に S むの 愼しみ を 論じて 日く* 凡そ 士 宦に擧 げられ 一役 

1 _ を 命せ らる 、に 及んで， 常に 習練す る處 薄き •か 儘に" 宦に 居る 處の愼 しみ 


X 詳 & なら 中して、 多くは 惡しき 先例に 任 かせ， 或は 習練 少 くして 我が 意に 住 
■する 事 あ b •或は 世間の 毀 擧を以 て實 とする 事 あ リ。 各 居宦の 法を 詳にせ ざれ 
ばな ち# 宦のみ に 限らず、 格 致せす して 我を 以て 善惡 可否を 決定 せんことは 
天下の 大道に あらざる 也 ^ んや宦 に 高下、 職に 厚薄 あ b とも、 旣に其 役義を 守 
b て 事に 臨み、 政を 知る の 輩は a が 意見を 立つ ベから す， 意見の 盡に行 ふ 時は 
たと へ 其 作法 清廉潔白なる に 至る も、 亦 違 ふ 所 あるべ し。 殊に 事に 應じ' 物に 接 
する の 間、 猶ほ以 て 道を 踏み 違へ て、 異端を 捕へ て 正道と する の 誤りな かるべ 
がらざる 也。  „ 

朱 子 日く。 任宦廉 勸自 守、 進退 遲速. ら 時節 有 \ 切に 妄念を 起すべからざる 
也 •とは 此心に や， 時節 有り、 とは、 格 致を 詳か にせ ざれば 31: 時節 知 b 雞し 。妄念と 
は、 道理を 索め す. 其 時の 心に 思 ひ 出す に 任 かせて、 事を 成す こと & A の氣 一定 
せす* 時々 に 變易 す‘ 之 ^ 妄念と 云 ふ 天下 ta 大正 大公を 以て 當 つる 事 (- 天地に 
先立ち 天地に 遲れて 聊か 違 ふ 事な きもの 也。 妄念は K 思ふ盡 に 事を 成して 理 
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を 計らざる 事 也 ± も 居宦の 輩の 愼し むべき 儀 也。 案す るに 宦に 居て 先 づ正& 
格 物を 以て 本と し， 事に 莅み 戒愼 ^ 以て 用， と爲す 也 JH 心と 云 ふは 心を 平にし 
て 公 廉愼勸 なる を 云 ふべ し。 公は 和の 意見を 立てず して、 我心の 思 ひを 天下の 
耳自 にあは すると 云 ふと も 恥 づる處 の あ 〇 ざる 也、 是れ 公也。 廉は內 に 我を 利 
する 處な く、 我がえ かたの あらんを 观かに 改めて、 千 鐘 萬 鐘の 祿、 千金 萬 玉. にも 
心を 奪 はれす。 その 志の 物に 屈せざる を 云 ふ。 愼は 事々 を おろそかに 致さす。 愼 
しみ 守りて、 其 事を そ、 ぅに 致さ る 事 也。 勸は 常に 勸め 學んで 怠らざる を 云 
へる 也。 我 か 心に 形な し、 公 廉愼勸 を 以て 心の 用と して、 これを 以て 內を 糾明せ 
ば 心に 隨緣の 波立つ ベから す。 隨緣の 波立た ざれば 平等の 心に して、 物に 依 ^ 
處 あらざる 也。 故に 之を 正 心の 道と する 也。 格 致と 云 ふは、 我が 意見を 立て 是ぞ 
公廉愼 勤なる と 思へ る 事に、 皆 公 廉愼勸 ならざる 事 多き ものな れば、 古今の 事 
を 聞き、 聖賢の 取 b さばきを 考へ、 六 經の 趣きを 見聞し ffi して 天地 自然に 已む 
を 得ざる 所を 規矩 I して， 之を 以て 糾 _ し、 我れ 致す V きの 役義 ，その® に 5 批 


たる 人の 功を 尋ね •仕樣を 考 ふる、 是れ格 致 也。 古を 探りて 今を 知らす 4 を 知り 
て 古を 知らす、 異朝の 事を 覺 えて 本朝の' 俗を 斜 たさす、 本朝の 俗 計を 知りて 聖 
一人の 振舞 ひを 知らざる は、 各々 皆 一隅に 依つ て 究理す る處 薄し、 世 以て 志 ある 

I、 の 輩は 古を 慕 ふて 今を 知らざる 故に •其 先宦の 役人 古例を 詳か にせす して 落 
ちて 深き 道理は 云 ふと 云へ ども、 さし 當れる 日用を 知らず。 又 今を 知 b て學を 
詳かに せざる の 輩は、 一向 世俗の 弊を 知らざる の 類 多し。 殊に 其 事に 久しくな 
れて 年臘 あらん 族は、 無學 無能な b とも、 其 業に 付きて は 得失を 分明に する こ 
I と 多き ^ のな れば 、我に 學才 あぅ i 云、 ひて、 年臘の 役人を 侮るべからざる 也、 草 
一木の 類に 至る まで、 年臘 を經 たらん は、 何となく 枝葉の 見事に な b て、 その 骨柄 
宜しく、 かど あるに 見 ゆる ものな れば、 況んや 心 あらん 輩、 年功 あらんは 皆 役人 
一の 師と する 處な るべ し。 然れ ば學 文を 以てし、 高年の 人を 以てして、 今日日 用 - 0 
間を 工夫 せんこと、 是れ格 致の 用 也。 如此 究理す る 時は、 其 正 心の 工夫 實地に 於 
てす る 也。 兹を以 て 正 心 格 致を 論ず' る 也。 次に 事に 蒞み 、戒愼 を 以て 用と 爲す 、と 
臣 遒 511 
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云へ るは， 其役義 に付きて 事に蒞 み、 人を 御せ んとな らば、 戒愼を 以て 用と 爲す 
也 M を 以て か 戒愼 せんとなら ば、 戒むる ことは 名利を 思 ふに 在る 也。 名は 毀 # 
に就いて起ぅ、利は已を利するを本として、賄賂を專とし得ることを先んす。毁 
春に. 就いて 起る と 云 ふは、 世間の 毀譽 に裙 つて 理を斜 さ > る 事な \尤 も 世上 
の 毀譽を 棄てゞ 天下の 大 理に循 ふは 古の 道 也、 と 云へ ども、 時代 風俗 人情を 考 
へて、 そ i と本理 とを 兼ね 合は せ、 て ^ の宜 をは かり、 輕 重を 論ずる 事。 是れ志 ぁ 
る 人の 業なら す や。 唯 人の 褒めん ことを のみ 致さん となら ば、 人 多くは 愚に し 
て、 已が 得難き の 宜を 喜ぶ* 然れば その 所の 善人は 褒め 惡人は 譏りて 苦しから 
ざる 也。 孔子の 鄕愿は 德の賊 也。 と 論じ 玉へ る こと 案すべし。 孟子 日く。 孔子 東 山 
に 登 b て魯に 小し。 太 山に 登りて 天下に 小し。 故に 海を 觀れば 水と なり 雜く聖 
人の 門に 遊べば 言を 爲し 難し、 と 云へ \譽 むる も 毀る も、 各々 其の 分限 あつて 
大理を 知らざる ものは、 毀譽は 専らと 致し 難し。 宦に 居て 名を 得ん と 思 はんこ 
と是れ 世間に 就いて 出る 情なれば 愼し むべき 也。 已を 利す ると 云 ふは、 理を立 


て、 人 0 云 ふに 付かす •言を 出して その 言を 立てん. とする の 類 ひ， 凡て 我を 立 
つるは 皆已を 利す る 也。 況んや 賄賂を 專ら とし、 利害を かけて 行を なさん こと 
甚だ 愼しむ 可き 也' 是れ 名に つき 利に ついて， 云 ふ 所の 戒め 也癀 しむ 可き -C0 所 
は、 苟且 暴怒不 忍の 三に あり。 苟且と 云 ふは、 せんぎ 仕る ベ d ことを M 廉 にして 
當座の利口を專らとし、末の考へなき事也。暴怒は時に天 0 て怒を物にうつし 
理もな き 事に 荒く 致す の 類 ひ 也。 不 忍と 云 ふは、 諸事 堪忍 致す ことならす して 
惡と 知りながら、 それに 沈溺 する を 云へ り。 此三を 以て 愼し まざれば、 事に蒞 み 
て 正しから ざる 也 是れ格 致 正 心を 本と 爲し戒 愼を以 て 用と 爲す也 次に 事に 
蒞 むの 心は、 法を 守 う、 理に循 ひ、 已を盡 して 勸め 、下を 御し、 寬を. 以て、 依怙 賄賂を 
戒し む、 と 云へ り。 法を 守う 理に循 ふと 云 ふは、 能く 其 職 役に 就いての 作法、 古例 
を、 先覺の 人に M 明して 其 別ちを 知 b M る 後に 天下の 大理 を考へ 、法と 理とを 
較 了して。 斟酌す るの 事 也。 見を 靈し て勸む る、 と 云 ふは、 已が逸 樂を棄 て、 畫夜 
其 職 役に 心を ひたし 染めて、 聊か 怠る 事 あらす ft ® むる ことなう， 古 A (呂 東萊一 

& 道 五 二 三 
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云 ふ * 夜孜々 と レて 淵 谷に 臨む が 如し、 と 云へ b 職に 怠り’ 已が 逸樂を 事と せ 
• んは 、居宦 の 道に あらす e その上 我に 昝の 足らざる 所 ありなん も， 其 勸め此 くの 
一 如く 怠ら ずん ば 次第に 學ばす とも 功の 出來る こ， と ある 可し。 已 4 か 職を 輕んじ 
て 之を 棄て 置いて は、 功の 出づ べき 所 あらざる 也。 下を 御し， 寬を 以てすと 云 ふ 
は、 我が 下の 組 付 侍 輕卒に 至る まで 其 急に 致さん 事は たと へ理 のつ まうたら 
一ん 事 にても、 必中 痛み 苦しむ 處あ つて 心服せ ざる ものな れば、 行 ひ 遂げん こと 
を も、 ゆるやかに 致して 急速なら ざる 事な り。 天の 四時の 行は る' 是を寬 仁と 
一 云へ b。 春 九十 日を 以て 春の 來る處 とす。 春を 三月に わけ >一 月を 又 三十： n と 三 
一つに 分け、 一：！！ を 又 十二時と 定め 百 刻と 立て、 •一刻ょう 積みて 一時  一： I： 十日 
\ 一 月 三月 一年と 次第す る、 是れ 則ち 寬也 。如 此くゆ る やか S るを 以て 地下ょり 
一天 上に 至る まで、 悉く 其 四時の 氣_滿 して 殘る處 あらす 草木 烏獸 人倫 共に j 
ばいに その 氣を みて しむる は 仁の 至うなら ず や。 諸事 皆 天地を のつ と b て 致 
す 行 ひなれば、 下に 用 ふる 事 も、 自然と ひたし 染めて 覺えず ，其理 に 入ら しむ る 


趫れ寬 也。 徂し 自然と 致して 急に 仕らす と 云 ふに， 怠て 致さ  > るの 類 ひ あ b 天 
地の 氣 、一瞬 息の 間と 云へ ども、 止む 事な しどれ を於穆 として 巳ます と 云 ひ。 生 
I 々として 息ます とも 云へ \然 れ ば不 息の 心を 本と して、 其 自然に 涵養せられ 
ん ことを 以てする， 是れ寬 也 ffi 間皆已 が 頭 奉行を 春' むる を考 ふるに、 物の 詮索 
も 明かなら す、 成 b 次第に 致して 急 刻^らざる をよ しとす。 又よ きこと にても 
I 忙は しく 法を 斜し 、事を 諦めん とする を ば、 忙は しきと ^ ひて 毀る。 是れ 知者は 
| 過て 急 也。 M 者は 及 ^ すして 怠れば 也 •こ ゞを以 て 云へ ば 綱紀 文章の 大本を 立 
て、 其 やぅ やくに K く 行は れん 事を 求めて 急 刻 煩 勞を爲 すべから ざる 也。 世上 
底の 寬は 、縱張 也、 と 云 ひて 皆 ほしい ま、 に 怠る を寬 とし、 和は 哇淫と 云 ひて、 和 
| を 專ら とすれば 足を もたせ あい、 無 禮を 專ら として 飮酒 歌曲を 共に する 事を 
j 和と す。 摇宦の 人 尤も 知るべき 事 也。 依怙 賄賂を 戒 しむ、 と 云 ふは、 依怙は 愛する 
所有り、 畏 る、 所 あ b て、 爲 すべき 事を 爲さ  > るの 事 也。 

朱 子 日/、。 愛する 所有り、 畏る 、所有 b て ® して 爲さ V るは 私 也。 呂東萊 日く 
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依 倚す る 所有 b て 錯了 すと 云へ る。 皆 此心に 外なら 中* 依怙は 惡 しき， と 云 ふ 事 
を 知 つても 究理す る 事 おろそかな れば、 依怙 也、 と 思 ひ •依怙を 致さす ■と 思ふ內 
に、 事に 違 ひ ある もの 也。 似て 是 とせす と 云 ひて. 其 品は 似て 理に 中らざる 事 多 
きは 世の 弊な b。 世 以て 我が 好む 處を 好く 者を ばょ きと 思 ひ、 當 座の 言行 明か 
なる ものを 善人と 見る あり。 是れ 我が 好む 處と ，向の 繕 ふ處に まぎれて 本理を 
見出さ  > る 包 。然れ ば 心に 依怙とは 思は ずと も 我が 智を 立て その 昝 のま/' に 
行 ふは、 犬なる 依怙と 云 ふべ し。 依怙を 去 e»' んとな らば、 唯 其 事を 詳 にして、 內に 
一毫の 私な からん ことを 思 ふべき 也。 賄賂の 事 人 誰か t 心 利害の 心 あら ざら 
んや理 を 究めす して 欲を 逞 じくす る 事は 小人の 道 也 然れ ばと て、 財祿を 塵の 
如くに 思 はんと 云へ る。 是れ又 公論に あ 4 ざる 也。 財を 貴し と 云へ ども、 究め 斜 
す 時は 義を 先んじて 利を 後 {: する ことにな b ぬ 可し A の 生 質に 依つ て 天然 
無欲の 者 ありと 云へ ども、 其 思 入れ 又隱 逸の 風に して、 彼の 許 由が な b ひさ ご 
を 本の ぅらに かけ。 增賀 ひじ b が 名聞ぐ るし とて あかはだかに て、 出で立ちた 


る 例 しと 也 

吳 S これが 貪 泉の 事 •郝 子廉が 行いて 水を 飲む 毎に 一錢を 井中に 役せ しは 
一 皆 天質 也。 不所 守。 天質の 潔白なる ものは、 其德 明か 也、 と 云 ふに 似て •又 ぞれほ ど 
一別 事に 惑 ふこと ある もの 也。 又勸 めて 欲を 去り •口に 利害を 云は ざる 程に 致す 
j もの も 究理す る こと 薄く して、 行に 其 正を 得ざる あり。 晋の 王衍が 口、 錢を 言は 
す。 王敦が 口に 色を 言は すして 卒に 行に 改まれる ことの ^ きが 如し。 又 賄賂を 
入れながら 其 事に 依怙を 致さ  > るの 類 ひも ある 可し。 是 等の 事 •皆 正理に あら 
I ざる 也。 唯 受與の 間、 詳かに 格 致して 考へ ざれば 糾明し 難き 也。 大槪賄 賂と云 ふ 
一は、 來 るべ からざる の 所よ b 來 bf 受くべ からざる の 所よ b 受 ，くる、 之を 賄胳と 
一號す。或は訴訟に付き、或は訟獄に依つて金銀財寶を人る、は是れ贿賂抵。凡て 
1 it 物， 音信の あらんを 受けざる を 以て 淸廉な b と 云 ふには あらざる 也。 孔子 孟 
子の 大聖 賢を 以て も、 受 くる 所有り、 受けざる 所有る 也 二様に 押して 無欲の 行 
ひを よしとの み 云 はんは、 誠の 評に あらざる 也 嗤世以 て 欲に まぎる、 の處に 
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欲を 斷せん は、 一の 淸 行と 云 ふべき 也。 凡て 贿胳 を戒 しむる ことは。 其 職に 侬 [* 
® 頗の あらん 事を 以て 也。 玆を以 て 云へ ば、 賄賂 行は すん ば 依怙 偏頗 あら ざら 
一 ん やと 考 ふるに、 格 物す る處 薄ければ、 顔色 容貌を 見て、 其 噂 さを 聞いても、 內の 
一 好惡に 順ぅて 七 情 則ち 動いて、 外に 好悪の 事 出る は 人の 道の 情 也。 然れば 依怙 
| 偏 ® の あら ざらん ごとくに 致さん となら ば、 先づ 賄賂 內 奏を戒 しめて、 外 財 色 
一に 付かす、 內に學 習を 詳炉 にして， 見聞の 爲に 惑は されざる の戒を 以て 専らと 
一 す 如 此き 時は 內外其 につり 合 ふて， 其戒 むる 所、 理に申 るべき 也。 次に 事に孩 み 
j T 苟且を 以てせす、 心を 盡し 、急を 爲せば 、已を 利せ す、 恩 已 K 歸す るを 欲せす、 と 
A 云へ り， 带且以 以てせす、 と， 云 ふ、 は、 自分の 急用 あつて その 公用を おろそかに 致 
一し、 紘か r- 評する 時は、 手間の 入る 故に、 か h,. そめに 其 事を 決し、 當分 0 身 ばら ひ 
一計を 本 i L て 始終の 考へな く、 さし 當 b て 損の 行は ざる 4 でを つもぅて、 後に 
f.i なること を考 へず。 これを 苟且と 云 ふ 也- 必竟已 を 立つ る處ょ b/君 を 思 ひ 
A r , 爲®: の 爲を思 ふ處 薄き ょ b 栩起れ るな れば life 間を 具に 究糾 して、 其 謀を 


深く すべき 也* 心を 盡して 急と 爲す ，と 云 ふは， 聰明 利口を 専らと して远 を さき 
だて ® 上に 云 ふ 所の 理屈を 以て 人を 言 ひ 詰め、 云 ふやう あしき、 いたし やう あ 
しきと、 聖賢を 以て 向を あて V し， きうに 是非を あげし くし、 云 ひ 詰め 語り 詰め 
んと 致す。 是れ 只莉 n を 先ん する 也。 心を 盡 すと 云 ふは、 我が 誠を 專ら として、 自 
然に 感曉 する 如く 取 b 行 ふべき 也 tf 以て 利口 辨聰 する ものは 多く。 實を深 C 
して 誠を ひたすらに 致す ものは 多から す。 世に 實 深く « のあ ると 云へ るは、 悉 
皆理を 究めす して 知る に 暗く、 謹 厚と 號 して 物事を 大事に つも り、人 の 用に 立 
たん 事を 思 s て、 其德昝 共に 暗き、 是を以 て實 とす。 甚だ 笑 ふべき ならず や。 已を 
利せ ず、 と 云 ふは 難事を 辭 せざる 也。 難 かしく、 了解 致し 難き 事を ば、 必中 人に 讓 
b て 致. さする 事 あ b。 是れ已 が 苦しみ、 已が 善惡の 評に あはん 事を 憚る 也 # 々 
麥 を 思 ひ 名を 思 ふに ある 也。 然れば 人を 利して 已を 利す る ことを 思は ざるを 
以て 動め と 致す 可き 也 M を已に 歸す るを 欲せす、 と 云 ふは、 法を 守りて 事を 行 
はざる が 故に、 以前に 無 之 愛惠を 取り 行 ふて、 そ Qk、 我ょう 出で たる 如く 致し 
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人に 思は しむる 事 也。 尤も 宦に ついて 其 弊 多く、 凡て 萬 民の 苦しむ 處國 家の 大 
弊た らんこと を ば、 時の 勢を 計 り、 我が 信用せられ ん位 を考 へ、 其 事を 具に 糾明 
I して、 而る 後に 改め 直す こと あるべ し。 然らず して 只當然 に已が 才智に 任 かせ 
て 致さん 事の つ > いて 成る まじき 事を 仕る は、 必ず 始終へ さはる 處あ つて B 
一が恩は逞じけれどもそれ程あとさきの奉行せし人に當る事あるもの挞。たと 
へば 盗賊は 桎梏して •堅く 戒し むる 法 あう* これ 古今の 正義、 正直なる を、 桎梏を 
許して 安居せ しむる は、 我が その 盗賊の 機を 察し、 我に _ 毅の思 ひ 入れ あつて 
盗賊 もし 是れ にて 遁れ 去ら ば， 我が 自殺 せんまで ょな ど 思 ふ。 是れ 我は その 誠 
| あるを 以て 致す 故に かの 盜賊 もこれ に 開悟して、 逃げ去り 致さず して、 今度の. 
| 奉行 役人は 慈悲 ふかきな ど、 云 ひ翫で 世に 稱ふ ると 云へ ども、 前後の 奉行 如 
一此き 事は なう にくき 也。 然れば 必竟 私を 挾んで 術を 構へ、 他 謗を 識ら せ、 他人に 
恨みら れ て" 而 して 君の 爲 、國 家の 爲にな れる處 は あらす P* ハ 私 知 私 恩まで 也 ® 
宦の輩 尤も 愼しむ 可き 事 也。 次に 相役を 立て、 身を 嚴に すと 云へ う。 相役と 云 


ふは、 宦の間 我が 役義に 相役を 置いて •是を 以て 我が 相手と 致し •外の 戒 とすべ 

き 也。 外に 戒し むべき 人. なくして 內目 とこの ふ、 とは 君子の 上智 也。 その外は 

一 多く 外の 戒を以 て 內の怠 b なき 類まで なる ベければ、 好んで 相 © を 置き •相手 
一 . . 
一を 立て、 身の 戒めと すべし。 嚴は 正しき 事 也。 正しき と 云 ふは、 我が身 持ちを 端齊 

! 一に すれは 貌自か ら嚴也 威を こしら ゆると 云 ふに あらす。 狂言 體浮躁 の 行 ひな 

きを 以て 自然に 正しき、 是を 身を 嚴に すと 云へ b。 必竟居 宦の本 身を 正して 事 

に莅 む。 事に 莅みて 惑は ざるに あるの み 也、 

P 宰相 執權， 

師 日く •宰相 執權は 人 HH の長宦 にして、 君の 腹心と なり、 天下の 大任を  ーノに 
受 くるの 職な れば， 其 撰 甚だ 重く。 臣そ の宦に 居て 大方の » めに しては 事な か 
るべ からす。 僅か 一家の長、 一 國の大 夫と しても、 其 郡國 にを さと. なりて、 似合の 
政事を 取 b 扱 ひなん ことは •尤も 斟酌 有る 可し。 況んや 天下の 宰 咱執權 たらん 
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を や。 こ、 に宰 4ri たらん 人は、 其 人品の よきを 以て 其 撰に 中るべきな れば 、先づ 

勸愼を 以て 本と 爲す。 古 之 (王 元 之 日) 善. 天下を 相す る 者、 處夔 より 房魏に 至る 數 

一 ふべき ^ 是れ獨 り 其德 有ら t' 亦皆勸 めを 務む るの みと 云へ b， 勸 .めと 云 ふは 

一內 人品を 勤む る. を 以て 本と す。 人品を 勸む ると 5: ふは、 宰相の 職 統べざる 所な 

一き を 以て R 一事 一德 を勸め 得た るに 安住すべからざる 也 孔子の 成人を 論し 

一 路 

一玉へ るに 藏武仲 之 知公綽 之不 欲、 下 莊子之 勇 •冉求 之藝、 之を 反して 孔樂を 以て 
一成 人と 謂 ふべ しと 宜玉 へり。 成人は よく 事を なしつべき 人の 事 也。 然れば 宰相 
の勸 め、 德を本 として 內を 正しくす。 內を 正しくす る ことは、 恭敬 不 欲を 以てし 
一て、 勇 義を養 ふ 天地の 大德に 至らん ことを 規範と すべし。 而して 知を 練 ぅ、 藝を 
一遊んで 事を 詳に 究め その上に 時に 取て 節反寬 和す るの 孔樂 あり ◊こ、 に 於い 
一て 宰相の 勸 めと 謂 J, べき 也。 近世 多く 宰相を 論す るに 無欲を 以てす。 欲は 人間 
の 病根に して 天下の 萬' 民の 单 生を 誤 まる 處なれ ば、 いかさま 無欲な らんは、 淸 
廉の行 ひと 云 ふ 可し。 然しながら、 習 ひぅ すくして 無欲なる は 天質に して、 又 そ 


g へ 弊 5> る 可し •聖人は 不欲. を 論じて 無欲を 論せ ざる’ なれ V ば、 彼の 淸潔 な ^ ; v 貴 
ぶは 一宦 一事の 役人 % 宰相の 諸事 調は すしてば 萬機辨 じ 難き 事 也 X 近世 宰 
相の 撰專ら 知を 貴び、 實を 後に す。 知は 萬 物に わたるの 用、 實は萬 物に わた 石の 
极 也。 實を以 て 知を 使 ふ 時は、 德知 愛に 全 ふ レて、 宰相の 任 叶 ふ 可し。 然れば 實を 
先んじて * を 始め ば 風俗 淳朴に して 事 自然， になるべし。 知を 先んじて は、 當分 
の 事は 埒の 明く 如くなる と雖 も、 人 皆 利口 捷經 を專ら として 其 風俗 轉薄に 至 
りぬ 可し。  、 

大聖 •大 K の 世を 助けん は、 本を 以て 實に し、 誠を 深く して 人を 感じ、 事を 取り 
•さば. くには 智を用 ひ、 辨を以 て せんすれば、 天地の 如く 厚く 深ぐ、 四時の. 如ぐ そ 
の宜に 叶 ふて、 柳は 綠 b を さかへ、 花は 色を 品々 にすべし •その 次に 至つ ては 實 
を极 として 當分の 利潤を 用 ひす、 その 本を T 簡 して 淳朴. に歸 せし むべ し。 知を 
先んじ 軽薄. を » らと すべから ざる 也、 

人の 俗 あつくなる ことは 稀れ にして、 g も すれば 動じて 上り 安し。 上る 時は 
臣 道 五三 三 
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輕薄 にして 极あら ざる もの 也。 愛を 以て 中 材以 下は、 實を 先んじて 知を 爱に纥 
して， 其 本末 相 叶 ふべき 也。 次に 宰相の 職に 任じて、 その 身に 勸愼 すべき こと あ 
一り ◊それとは » 夜 孜 々として 思 ひ 深く 其 用を 勸む るに あるべき 也。 晝夜孜 々と 
一 すると 云 ふは、 天下 萬 機の 政を 宰相  一 A の 上に 歸依 せしめ、 萬 民の 情を 我が 胸 
一 襟に 受 くる ことにして、 諸 役人 諸 奉行の 長た るの 身な れば、 宰相を 以て 人臣の 
一手 本と する にあ b •然れ ば 人の 規範た るを 考へ 、人情の 蔽塞せ ん ことを 計 b. て 
™ 鶴 鳴て 孳々 として 勸め 、朝よぅ 退いて、 その か. げたる を 補 ひ、 其 わすれた るを 拾 
一 ひて、 其 見聞を 詳に す。 朝よ 5 夕に 至る まで、 身を 以て 私する 所な く、 其 用事を 斟 

I 酌し、 其® 智を切 磋す M ひ 深し と 云 ふは、 天下の 宰相の 思 ひ 入れ、 大方に してよ 

\ 

I 其勸め 成り 難き 也 1^° 尹は f? を堯舜 に 致さん ことを 思 ひ ' 夫 も 志を 得ざる 時 
一は 已が あやまちに r する。 jl: れ思 ひを 深く する 也。 思 ひを 深く する 時は、 上天の 
順にして、 陰陽 相 和し。 六 氣と 、の ほり、 災靑 至らざる 事を 思 ひ、 天氣 順なら ず •天 
變切 ちに 至る聆 は、 宰相 •の 失な らん 事を 思 ふ。 六 氣和 せす ^ 靑荐至 a を 避け 以 


て 之を 讓るを 願 ふと 云へ b T 地理を 考 へて ra 疇を あらきは \山 林 を 茂链せ 
しめ、 運送を 利し 國 民の 爲に 地を 開き. 變を課 りて 除を 設 くる •是れ 下にして 地 
| を考 ふるの 所以 也。 而 して 兆民 0 安否を 讓 り、 百官の 正しから ん ことを 以てし 
| て， 事に 先んじて 謀を 遠くし、 其來ら ざるに 備へ 、見ざる につ も 6 て、 本源を 斜明 
一し、 其 制 法を 詳に する。 是れ思 ひ， 深く する 也。 思 ふこと 深から ざる 時は、 其 謹む る 
一 處明 かならずして、 或は 咎を 天に 歸し 、或は 安否を 命に 任 かす。 是れ 宰相の 職を 
一 怠る 所以 也。 其 用を 勸むと 云 ふは、 思 ひ 深し- 〇云 ふと も， 其 用を 詳かに 致さ  >れ 
{ば 思 ふて 益な き 也。 思 ふ ものは 必ず 其勸 を詳 かにして 其 用 ある ものな れば 、我 
が 心に 敬 すれば 形う や— しく、 形う や 4 しければ 手足 動 容自か ら其業 あ 
b。 故に 身體 ょう 衣食住の 問に 於いて、 其 用の 理に當 る 如く 勤め。 古今の 事 r. 通 
j じ、 見聞を 博く し、 其 事の 制 法を こまやかに して、 其 用に たらん ことを 勤む る。 是 
其 用を 勸むる 迸され ば 宰相 其 身に 勤めん 所、 先づ 心を 正し、 氣を養 ひ、 物に まじ 
わるの 間 七 情の 妄動な からしむ 。中に も學 に當 b て 怒 b せく 處あれ ば、 是に妄 
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違 して 知の 防き 處出來 るべ し。 七 情 妄動の 內 、怒ぅ 也く 心 尤も 害する 事大 &。 故 
に是を戒しむ ^ して物に # して我か理を立つべからす。我を立つる寺は彼に 
違 ふ •彼に さからへ ば 彼が 情蔽 塞す。 且つ 我が 知 又 暗し。 

朱 子 日く。 大臣の 知 明かなら す。 力足ら ざれば、 則ち 咨訪講 求 以て 其 知を 進め、 
、拔援 汲 引し 以て 其 を 求む、 と 云 ふは、 我れ 是を 立てす して、 人の 知を 問 ひ 人の 
一力を 借りて 事を 成就す る 也。 然れば 天下の 知力を 以て 一人の 知力と する が 故 
一に， 我に 知力 少しと 云 ふと も 多 力を 以て 大公 大正の 知力た ぅ。 多 力と 云 ふは 自 
一力を 頼ます して、 惣 力を 以て 事の 成る 事 也。 何事 も 多 力に てなら ざる ことは、 呢 
| く 煩は しぐ 勞役 する こと 甚だしく して、 事大 成せざる もの 也。 天下の 宰相 執 * 

一 何 所の 才學い み じくと も、 我を立て 人の 用を 詳か にせざる 時は、 孤陋 にして 寡 
一 聞と 書へ るに な b にぬべし。 されば 宰相は 群臣の 言を 納れ、 已を責 むる を 以て 
殿と 爲 す、 と 云へ り。 而 して 宰相は 祿豊 かに ぁら ざら ざれば、 養 ひを 全くし、 群 下 
を 撥 ざ、 A, を 多く 出入せ しめ、 使用を 利し， 亂を 防ぎ、 變に 18 する こ i 能は ざるを 


以て. 采 地を 弘 くし、 祿財 を逞 じくす。 是れ 聊か 私の 欲に あらす， 併 下 百官の 爲 、上 
人君を 利す るの 爲人 。也 君 又 宰相を 敬し、 重んじて、 其 遇する 處を 厚く す。 祿財釆 
地 薄く、 輕き 時は、 其 威 固から ざるを 以て、 宰相の 權 正しから す。 然れば 居 宅、 衣服、 
食物に 至る まで W 官の 規範た らんこと を考 へて、 其 分を 守 b て儉 約を なし。 衣 
食 住を 以て 己 ♦か 用と せす。 唯 人の 示し 戒めた らんこと を 思 ふに あ 1 衣食住の 
用 如 & i は、 身 賴阆 還 亦 己が 利を 思は す。 一向 天下の 爲に 身を 委ぬ るの 思 ひ 入 
れなれ ば、 朝より 夕に 至り、 夕より 曉に 至る まで、 常に 勸め勵 まして、 知を 極め 物 
を 格す る 事を 專 とす •是れ 宰相の 用なら すと せんや。 彼の 吝嗇の 質* 祿厚 くして 
儉を 專ら とし、 分を 越えて 衣食住を 輕 くし、 然も 人を 養 ひ 給せ ざるを、 つくの ふ 
事な くして 金銀 財錄を 集め 置きなん は、 是れ 儉徳と 云 ふに あらず# へば 財祿 
を 積む ことなくと も、 分を 越えて 切 b に儉な らん 事は、 又 道に あらざる 也。 名に 
よる か、 利に よ b なん 處 あつて、 皆 誠の 忠臣の 本意と 云 ひ 難き 也。 次に 宰相の ® 
政を 聞きて 倦ます。 人を 得る を 以て、 功と 爲す 。天下の 事を 以て 任と 爲す 。道義を 
庳 道 SS 
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Jsa て 君を 輔 く。 と 云へ る 也. 政を 聞きて 倦まず •と 云 ふは、 身を 以て 天下に 8 ぬる 
が 故に、 勞 して 苦しむ 事な し •物每 に 退屈す る こと 多き は、 內に 誠の 足らざる 處 

I あるを 以て、 外に 疎 懶の情 出る 也 X 我が 職と する 所に 心 力を 盡 して 勤め 練る 
處の あらざる も、 是れ 誠に 其 事に 志な きを 以てな れば、 子 張 政を 間 ふて、 孔子 £ 
に 居て 倦く ことなし、 と 云 ふを 以て 答へ 玉へ る 也。 

朱 子 日く。 今人 多く 是れ自 放 懶了二 綱 張って 衆目 紊るゞ 所以 也‘ と 云へ b A 
を 得る を 以て 功と 爲すど 云 ふは、 宰相 自ら 萬 機の 政に たづ さはらん ことは、 是 
れ其 職に あらす。 且つ又 天下の 大 なる、 萬 機の 多き、 如何して 自ら 是を决 せんや。 
其 質 金鐵の 如き 也、 と 云 ふと も、 耳目 身體の 及ぶ 所、 殆んど 其 限ぅ あり。 然れば 天 
I 下の 間、 其 賢 材を考 へて、 是を 撰び 出し、 其 質 宜しから んをば 、是を 取り立て、、 其 
一 器を 成就せ しむる 如くに 仕る 可し。 然れば 百宫各 其 職を 得て、 人品 次第に 相續 
すべし。 如， 此き 時は、 其人闕 如す と 云 ふと も、 た ゆる こと あるべからざる 朱 子 
日く。 宰相 是を 得る を 以て 功と. 爲 す。 士を 下して 難と 爲すと 云へ b。 宰相の 官 ± 


.を 得る を 以て 心と 爲さ  > る 時は， 自ら 賢を 高く し， 3ら知を恃む毯*自ら賢 4 .1 
する 時は、 人に へぅ くだらす。 自知 .あ b と する 時は、 人を 鄞ん じて， 自から 用 ゆ" 是 
| れ 高慢に して 我を 立つ る 也。 此くの 如き 時は， 君の 政を 侮 5, 百官を 蔑 如す るを 
一 以て 萬 民の 情、 兹に違 ふべき 龀。 其 宰相 存命の 間は、 才知 逞 b きを 以て 事足る と 
云へ ども 奉 相 職を 去つ て 後には、 天下の 用事つ かゆべ し。 世の 人®  く 知 ある 時 
j は、 必ず 人を さみし 侮 b て •其ょ き 所を 取 b 立てる ことなくして 自勞 し、 身 まか 
j り て 後には •事に 皆 迷惑に 致ら しむる こと 多き は， 是れ 我を i: て、 他を 賤し むを 
一 以て 也。 朱 子 日く。 君を B にし、 K を 鄙 {: し ± 大 夫を 薄く する は 誤り 也、 とは この 
心 也。 是れ 併し 國 家に 忠あ るの 誠 薄き を 以て 其 心に 我を 立つ る 所 ありと 知る 
べき 也 •天下の 事を 以て 任と 爲す 、と 云 ふは 天下 大小の 事は、 其 善を 百官に 歸し • 
| 其德を 人君に あて、 其 惡 しき 所 あらんを ば、 宰相の 官其 道を 得ざる なる 事を以 
て宗 とすべき 也。 是をば 知るべく、 是をば 知る ベ & らす 、と 云 はんこ i は、 宰相の 
誠に あらざる 也。 伊 尹 云， 予茆 ，古 fe M 后 惟 堯舜一 其 心 愧耻 。若， P 干 市 一と. 云へ る あ b。 
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lr 左 僕 射 房 * 齡 •右 僕 射 高士 廉' 少府監 寶 德 素に 降 ふて、 北門 近來 何を 炉營造 す、 
と 問 ふ。 徳素以 聞く。 太宗 乃ち 支 宗に謂 ひて 日く。 君 但し 南衙 事を 知る。 我 ♦か 北門 
少しく 營造有 b。 何ぞ君 事を 預けん ゼ 齡等拜 謝す。 魏徵 進みて 日く。 臣 陛下の 責 
めを 曉らす •亦 玄宗の 士廉拜 謝を 解せ す •旣に 大臣に 任す。® も 陛下 肱 股の 耳目 
也。 營造 する 所何ぞ 知らざる を容 さんや •其 官 司を 訪問して 責む 。臣の 解せ ■ざる 
所 且つ 利害 有 h.、 役 エ 多少、 陛下 爲す所 善 也。 當に 陛下を 助けて 之を 成すべし。 爲 
す 所は 是れ のみなら で。 營造ぁ b と 雖も、 當に 陛下に 奏して 之を 罷む 可し。 此れ 

乃ち 君の 臣を使 ひ、 臣 君に 事 ふるの 道、 W 齡等問 ふ。 旣に罷 めら る。 而 して 陛下 之 

t 

を責む 。臣の 解せ ざる 所 ^ 齡等 守る 所を 識らす 。但し 拜 謝を 知 b •て臣 亦 解せ ず 
太宗 深く 之を 愧づ 、と 云へ り。 宰相の 職 統べざる 所な きを 以て、 朝廷の 政事 預卜" 
聞かす、 と 云へ る 事な し。 是れ 天下の 事を 大任と する が 故 也。 道義を 以て 君を 輔 
く、 と 云 ふは、 宰相は 天下の 任れ ぅと 雖 も、 內に 大道 正義を 詳か に辨 する 處ぁら 
ざれば、 利口 捷徑を 翫んで 百官必 す 煩瑣に 至る 事 多 I 衬を 炉大 m 正義！ 云 J, 


となれば、 天地 己む を 得ざる の 處の實 理に本 づき •君を して 其 德を聖 明に. 至ら 
しめ、 天下を 淳朴に 歸 せしめん ことを 思は ざる 時は、 唯當 分の 作意、 利口の 世知 
に 入 b て、 其 趣 正しから ざる 也。 道義を 以て 本と 致さ  >れ ば 、忠心 ありと 云 ふと 
も、 其 趣向は 利 也‘ 眞西山 日く。 誠心を 開き、 公道を 布く。 衆 思を 集めて 忠 益を 廣ぐ 
す、 と 云へ るは 此心 にや* 

朱 子 日く。 可否 有れば 則ち 斷 じて 公道を 以てす。 而 して 內 顧偏聽 の 私に 誤る 
勿れ。 從 つて 違 ふ 有れば、 則ち 斷 じて 誠心を 以てす. 而 して 誤つ て 陽 開 陰 闔の計 
を， 以てする 勿れ •と 云 ふ。 公道 誠心とは 道義の 言に あらす や » は 天下の 一にす 
る 所に して、 公道 也。 義は萬 民の 內に 知る 處 にして、 則ち 誡心と 云 ふべ し。 公道 誠 
心 あれば •道義 自ら 備は るの ことは りなれば、 君を 輔佐す る處 、聊か 私を 以てし、 
術を 貴んで、 大理を 失 ふべ からす、 と 云へ る 事 あり。 然れば 道義に 缺 ぐる 處あつ 
ては、 政を 聞きて 倦ます。 人を 得る を 以て 功と 爲す •天下の 事を 以て 任と 爲す、 i 
云へ ども、 皆 其 致す 所に 趣向 相違の 事 出来るべき 也 V 
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次に 宰相 權 威の 心得 あり。 それとは、 宰相は 天下の 政務を 取 b 行 ふを 以て 權 
威 日に 厚く、 百官 萬 民是れ を 恭敬す る こと 深き を 以て、 威勢 甚だ. 逞じ くして 遂 
に 身の 害と な b。 或 ば 權威に 依つ て 人の 恐る、 を B ♦か 德に 人の 報す る 思 ひを 
なし、 或は 君を なみして 思を 已に歸 ，せしめん とす。 是れ皆 逆心， の 出 來る本 也。 物 
の 長ず るは 泉の 初めて 流れ、 火のは じめ て 燃 ゆるが 如く。 至て 微な る處 ょり 次 
第 (: 逞 じくなる ものな れば 、宰相、 其 德義 を內に つむ 處あ つて、 而 して 外 其權威 
を已 にあら しむべ からざる 也-其 言行 更に 人に 誇る ベから す。 只 恭謙して ょく 
人の 言を 聞き、 我が 行 ひを へ b くだるべき 也。 周 公は 天子の 叔父 ifi して 自ら 歡 
るに 謙を 以てす。 畢公四 朝の 元老を 以て 方且克 小物に 勸む 、と 云へ b。 其 言行 爲 
に 謙 下す る こと 深から んには 、我に 權威 あるべ からざる 也 •本 宰相に 德義深 重 
にして、 天下の 政事を 決する に 莊嚴を 以てする は 古. の 數へ也 •愛を 以て 見れば、 
宰相の 權威も 亦 天下の t に 宜しく、 君の 爲に 宜しければ、 權威 ある も 則ち 臣の 
道 也。 已が 私を 逞 じくせん ことを 思 ふて 權威を 欲する は、 是れ已 を 立て、 欲を® 


にす る 所以に して、 小人の 盜心也 。故に 謙を 以て 身を 處す るに ある 也。 而 して 天 
下の 刑 賞を 私に 致すべからざる 也。 刑 I 私すべ からす •と 云 ふは、 人の 恐る、 ® 
一す ぅむ 處は刑 賞の 二に 出です。 賞罰の 權宰栩 より 出づれ ば、 威已に 留まる 仝 以 
一て、 恩澤 君より 出で、 人を 刑す る 亦 君よ b 出で しめて 宰相 自分の 思慮を 成す ベ 
一から ざる 也。 已が 恩威を 違 じくせん ことを 思 ふは 宰相の 誠に あらざる 也* 

程 子 日く •人臣の 身大 位に 居 b て、 功は 天下を 盎ひ、 而 して 民 之に 懷け ば、 則ち 
I 危疑の 地 也。 必すや 誠は 中に 積みて、 動いて は理に 違は す， 威 福よぅ 出で ず， 人 * 
I 君を 知る のみ。 然る 後 位 極まりて 上に 逼 るの 嫌 ひ 在 り。 勢 ひ 重く して 權を 專ら 
一にす るの 過ち 無し。 斯 V、 して m 哲 君子と 謂 ふ 可し。 周公孔 明は 其 人 也、 云云。 魯齊 
| 許 氏 日く 臣子 威權を 執り、 未だ 禍なき 者 3) ら中 *豈 唯 人事は 天道に 在 b て 亦 許 
一 さす。 夫れ 月 陰は 魄也 。日を 借 b て*  IJ 爲 し、 日と 與に栩 遠ければ 則ち 光 ® にし 
て、 猶臣 君に. 遠くして 則聲 名大 威の 權重 きが 如し。 日と 相 近ければ， 則ち 光微に 
して、 愈々 近く 愈々 微也 ，臣 道は 陰 道 也 @1 當に此 くの 如くすべし。 大 K 君侧に ：在 
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て 權を 擅に す。 是れ危 道 也。 古人 善を 擧げて 賢を 薦む 。敢て 自ら 名せ す、 恩澤 の 
君に 出 づ •るを 欲する 也 A を 刑す る亦然 b* 恩威 豈に已 に 出で しむべ けんや •云 
云。 

師 嘗て •幼 主 輔佐の 臣に 示して 日く。 幼 主を 輔 養す るに 道 有り、 其臣 偏に 忠を 
以てすと 云へ ども、 その 輔佐す るの 道を 詳かに 究理して， 其 用法を 節に あたら 
しめ ざれば、 理 あつて 誠の 理に あらず。 凡そ 人の 分の 長ず る 事は、 其. 見 間す る處 
に隨 ひ、 狎れて 習は. す處ょ b 起れ る 也。 人の 性 本と 習 ふに ょる。 人君 幼弱に して. 
知 至つ 七 天性の 儘に 淳樸な る。 此 時に 其 習 ふ 所、 見聞す る 所を 謹み、 詳に 致す 時 
は、 天性 則ち 至善に 移て、 邪 氣僞は 聊か あるべ からざる 也。 故に 其 乳母を 撰で 口 
體の養 ひを 全くし、 乳母が 言行を 考へ 、其 生 質 系譜を 詳か にす。 是れ 幼若の 間， 口 
牆 の 養 ふに 因て 幼 主の 生 質の 備ふる 所を ょくし， 其 親しむ 所 尤も 乳母に ある 
を 以て 也 ffii し. て傳 保を 置き、 師を 立て、 其 習 ふ 所、 見聞す る 所を 正さし む。 而 して 
近臣を 調べて、 その 友と する 所を 糾明す。 是れ 人品を 考 ふるの 道 也 •。次に 衣服 居 


所 食物 用具 翫器 尤も 其の 愼しみ あ. b， 衣服 皆 其 法服を 以てし， 居 宅は 其 位階 高 
下を 定め、 すえ 1: く 石、 ぅえ 置く 樹木 ^ が/、 處の 物、 悉く以 C 事を 知る に 便^ 〇 あ 
G しむ。 食物 又 制 法を 正し、 其 高下の 食品を 定め、 食す る 所の 椀 高 銜樣の ものに 
至る まで、 詳かに 其 形 制を 極めて、 其 事を 糾明す。 幼若の 間 用具 翫器 あり。 用具は 
便法を 利す。 飯 器は 其 大人と なつて 致すべき の 禮節作 法を、 幼若の 時に 見聞 隨 
習す ベから んが爲 なれば、 文武の 用に 付いて’ 其 器を 具にし、 吉凶 運賓嘉 の 禮を 
知らし む。 是れ其 幼童に して 戯 遊の 問。 卽ち 小學の 敎禮に .叶は しめんとの 事 也， 
次に 敎養は 道を 以てす。 其 機を 察し、 而 して 時を 以てし、 數を以 てす。 各々 用 有 
1 •り、 と 云へ \敎 養は 道を 以てすと 云 ふは、 輔佐の 臣た 4 .もの、 其 本と して 志す ベ 
一き處 は、 道の 外に あらざる を 以て、 學文 、學禮 の 倉は あらす して、 唯 自然に 幼 主の 
一形 法を 涵養して、 道義の 間に 入らし む 事を 功と す。 然れば 幼 主の 言行 戯遊 、暫く 
道義に 缺 ぐる 處あ らんを ば 諫めた すけて、 君 道は 斯 くは 1) らざ .る ものなる こ 
爻 を 知らし むる 時は， 幼若の 時ょり 天性の 大徳を 知つ て A の 人た る處を 明か 
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にす « を 察すと 云 ふは、 幼 主の 知、 其 長す る 所、 短 ある 所 あるを 知つ て & する， を 
抑へ、 短なる を 揚げて、 其つ り 合 ひを 全くす。 之を 氣 機と 云 ふ 也。 邪 正 各々 其萠し 
一 ある ものな れば 、輔佐の 臣是れ を 計 b て 抑揚して 正し、 其 言行に 輕 重早遲 Q あ 
らんを 知ぅて ひとしから ん事を 欲す。 是れを 機と 云 ふ 也，' 時を 以てと 云 ふは、 敎 
一の 道は 時を 知らざる 時は 必 令 失 あ り。 た i へば 樹木の 苗 出生す るの 時、 い i だ 
一 育たざる 內に 葉を 切り、 木に 添/、 木を ゆいな ど 致す 時 ば、 長せ すして 祜る 。枯れ 
一す と雖 も、 猶ほか じけ 瘦 せて 早く 育たざる が 如し。 未だ 幼若に して 生 質 全から 
ざるを •强く 戒め 敎へん とする 時は •和を 失 ふて 陽氣 縮まり、 生 質 そこねて 夭死 
一し、 病 者たり、 其 生 質 全 C して 後敎戒 薄き 時は、 習 ふ 所. 深く して 天性 歸へ b 難き 
; も の 也 是れ輔 養す る 所に 時 あるの 心得 也。 時を 失 ふ 時は 機發 して 形す。 形して 
_ は 本に かへ b 難き を 以て、 時を 考 ふるを 以てする 也。 處を以 てす と 云 ふは、 幼若 
の 間、 深窓の 內に養 ふを 以て、 其輔養 多くは 女を 養育す るに 等しく、 長 じて 事を 
知らず。 常に 深窓に 入りて 出です。 人を 恥 ぢ 、懦弱に して 剛毅 0 勇を 養は ざるに 


至る J 多き 也 ■是れ 輔養 する 所を 以てせざる 也。 然れば 內 に * ふの 外 こ 養 i 
るへ き 時を 考 へて 其 所を 以てする にある 也。 されば 古人 八歲 にして 小 學に入 
( 办 十五に して 大學 に學 ばし め、 或は 外舍 に ® き、 或は 閨 門に 養 ふ。 是れ 時を 以て 
I 處を以 てす る 也。 必中し も 文を 學び 、書を 讀む 、と 云 ふ 名號を 立てす とも、 幼若の 
一時ょ b 言 辭使 ひを 改め、 辭氣を 正し、 顏 色を 順にし、 其 行 ひ 六 藝に あそばしめ、 何 
| 時と なく 聖賢の 輔養 に涸し 入るべき 也 « ， こ 云 ふは、 其、 善を 導き、 その 惡を糾 し 
| て 道義に 入る、 如く 輔佐す る 也。 養 ふとは 飮 食を 節し * 色愼 しみ、 屈伸 守 休を 
| 時に す。 游獵を 以て 身 體を步 行せ しめ、 君の 身を 强固な らしめ、 風 寒暑 顯に 堪え 
| しむる が 如くなら しめ、 武將 の勸 めを 爲 さしめ、 政道の 懈怠な からし めんとの 
一 養 ひ 也.' ここを 以て 輔けて 養 ひ、 養 ふて 輔く H 疋れ 古人 輔 養の 說ある 所以 也， 此等 
の 敎養あ b と 云へ ども 其 用を 詳に 究理せ ざる 時は、 理のみ あつて、 其 とすべ 
き 用な きを 以て、 輔佐の 臣必す 君を 辅けて 儒 弱なら しめ， 事に 通せす わざを 8¥ 
力に せず して 幼 主 成長しても 自身 政道な り 難し。 又是れ を敎 ふるに 道義を 以 
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てせ ざるが 故に、 或は 貪戾 或は 暴 怒に 至 b ■て 過不及の 失 ある 也。 下民 凡人に す 
ら 幼より 敎 ふ S. の 道 あり。 況んや 幼 主の 輔養 •其說 なくん ば あるべ から t 必竟 
i 其德を 天地に 比し* 其 知を 萬 物に わたらし め。 稼穡の 艱難を 知らし め、 人君の 職 
一.とする所を糾明せしむるにあるべき也。古來より幼主輔佐の ^ 、何れも君德を 
一成 就才 しめん 事を 思 ふが 故に 切^' に 直言を す、 め、 古今の 帝王 興 C を 論じ 君 
| 邊に 於いて 惡聲を 出さ) らしむ るに 至る と 云へ ども、 其 主 幼弱の 間は 耳目の 
一 ふる、 處 よろしき を 以て 金言と 云 ふと 云へ ども， 成長の 後は 沙汰 も あら M さる 
一になる ことは •是れ 輔 養の 用を 失 ひて、 時の逯 ひ、 處の 正 #L からざる によれる 也* 
一同 じこと を 云 ふても， 時節に より 其 場に 因て 聞き入れざる こと 多き もの 也" 
輔佐の 臣請を 深く して 其 職を 勸め 、自然と 涵養せ しめん ことを 欲する こと 
一切なら ば、 其 用法を くは しく 究理して、 色を 變へ •品を 變へ、 其 志の 入 b よかり な 
ん 方より 引導す るに 2) るべき 也。 此誠 切ならざる を 以て、 臣 切りに 已を 立て、 威 
を 逞しく して、 後には 君臣の 間 齡あ らし ひるに 至る 也。 尤も 愼 しむべき 也. 


次に 幼 主を 輔佐す るの 臣， 後に 威 多，、 つき •權 甚だ 盛に して， 幼君 成 a の 後 is 
政を かへ し 奉らす。 已 が 欲を 恣ま 、にして、 人君を 蔑 如す る こと， 多し。 是れ幼 主 

i を 成長せ しめし 功を 立て、 幼 主の 時、 狎れ侮 b 思 ふの 心、 君 成長の 後に 至る まで 

$ ♦ . 

一 衰へす R つ已 ♦か 權 威の 去らん ことを 疾むが 故 也。 曾 子 日く。 以て 六尺の 孤を 託 
一すべし。 以て 百 里の 命に 寄る 可し。 大 節に 臨みて 奪 ふべ からざる 也。 君子 人與 、君 
一 子 人 也 朱 子 註に 日く。 其才以 て 幼君を 輔け 、國 政を 攝す 可し。 其 節 死生の 降に 至 
りて 奪 ふべ からす。 君子と 謂つべし。 程 子 日く。 節操 其の 如し。 君子と 謂つべし〆- 
一 云へ b。 古 來ょ b 幼 主を 助け » 政 あ b し臣、 必中 死生の 大 節に 臨んで 志を 變せ 
一 しためし 多き を 以て、 曾 子 旣に此 言 あ b w 佐の 臣尤 も鑑む 可き こと 也。 本朝に 
一攝政 の 職 あ b。 是れ幼 主を 輔 養して 天下の 政を 兼ねは からへる の 職 也。 幼帝已 
| に 成長す るの 後猶 ほ 其 政を あ づか るを 關 白の 職と 云 ふ。 異朝の 古、 周 公且の 成 
王を 輔佐し 玉 ひ， 霍光が 漢の宣 帝を tt 佐 レ 奉ぅ しためし に 比する と 也。 然れば 
攝政の 職は 幼帝輔 養の 大 el なれば •其 敎戒 大方に あるべ から ざ， る 也、 敎戒 する 
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こと 切乌と 云へ ども* 0 ら守 るの 道 正しから ざれば、 權威 .を 逞 じくして 欲を 恣 
にす るに 至るべきな れば 、已が 誠心を 深/ 、し、 君を 君と して， 其權 威を 已に よら 
| しめざる の 心得 あるべき こと 也。 

師 、某 甲に 答 ふる 書に 日く。 來書に 云く。 大方の 人は 幼少の 内は 敎は無 之と 思 
i ふて、 我儘に 育 だて 树 めのと の 撰び もな く、 物眞 似な ど 仕り 慰め ごとを する も 
| のをよ き 子の \ 相手と 思 ふ 事、 誠に 淺間敷 こと 也 A の 善惡は 氣 質の 生れ 付きと 
| 云 ひながら’ 大方は 傅め のと 友の 行跡に 依つ て， 何時と なく 見習 ひ 聞き 習 ひ、 善 
にも 惡 にもなる 也。 果敢なき 手づ さみ も 道 ある 事の 眞似を 致す 如くに 致し、 必 
一中 當 座の 慰みと 號 して 其 機嫌の よからん ことを 好み、 かりそめの 咄、 物語に も 
一僞 語の 笑 ひ， 妄言の 戯れな どを 云は 中。 大人の 法を 專ら 、として、 不義 不 道の 儀を 
一 ば、 耳目を ひそめ. 是を云 はず、 語らざる 如く あるべき 事 也。 作法を 正し C 致す と 
て、 氣 色の そこな ひには 成る V からす‘ 人間の 本性は 善に して S 然に. 禮儀の ，方 
へ 付き 易 t •行儀の 正しき 方へ 引き 入る は、 水を 下 所へ 流す が 如く 順なる を以 


て 却つ て 養生の 极本た るべき 也 •行儀 あしく 拙な き 方へ 引き 入る、 は •表は m 
を 散 じ 養生に 近き に似て、 水を 打ち 叩 さて 山へ 登す る (•: 同じ、無養生の第一鸟 

一 その上 大人の 子 病 ^ あるは 馳走す ぐるを 以て 也 ^ の 人は 强 {戒めす して .U 

\ . 
一必 す墮 落す 9 T こと 多ければ、 幼 主の 傅め のとの 輔佐、 專ら 强く戒 むる にあり と 

Is。 

一 來 書に 云 ふ 所 甚だ 明かなる に似て、 是れ皆 g 佐の C の 知る 所に して 行 ひ 難 
き 事 也。 幼君 未だ 襁褓の 內に 抱かれて、 もの 知る 事な きの 時 •旣に 乳母を 撰み、 傅 
保を 置き、 師を 立つ るは 古の 敎也 。勒 若の 間 未だ 血氣 全から .^ るを 以て、 其智亦 
I 足らざる が 故に、 嬉戯 游行 をな し、 飯 器を 集めて、 其 情を 通 也し む。 是れ 則ち 相應 
I の 時 也。 故に 物眞 似の なぐさみ、 手す さびの 弄を 嫌 ふべ しど 云 ふには あらず。 是 
I れょき 子の 相手と 思 ふこと。 尤も ことは り 也、 輔 養の 道は 是等を 嫌 ふべ し、 と 云 
ふに あらざる 也 襁褓の 內ょ b 文學讀 書の 沙汰、 趣 代 賢 王の いみ じき咄 を 致し 
たれば とて、 幼 主に 通すべき の 道な し。 然れば 嬉戯. 飯 器な くん ば あるべ か 〇 ざ 
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れど も、 K 誠を 以て 本と し、 德義を 以て 根と して 其 作 略を 計ら ば、 嬉戯 翫 器に 則 
ち 道の 寓 して、 敎戒 となる 處 あるべし。 人の 善惡 は氣 質の 生れ 付きとは 云 ひな 
一が ら 、大方は 傅め のと 友の 行跡に ょると 云へ る こと。 人の 性 本 同じ。 質に 厚薄 あ 
一つて 知に 淺深あ b. と雖 も . pi 憂 ふる 所に 順ぅて 移り行く もの 也。 中に も 幼若の 
一時は 內虛に して 物な きを 以て、 外に 習 ふこと 速 か 也。 習 ふこと 速 かなる を 以て、 
j その 質に 染む こと 深く して 改め 難き ものな れば 、其 交際す る 所、 游 行す るの 間 
一を 詳か にす る こ i 也。 はかなき 手づ さみに も 道 ある ことの 眞似を 致す と 云 ふ 
一 こと。 其 理深切 なる に 似 ^ れど も、 道の ある ことは 手づ さみ、 慰みには な. り惡き 
| もの 也。 道 ある ことを 嬉戯に 致さん は是れ 道に あ- らす 。唯艰 生の 慰に 禮 容を設 
j けて、 其手づ さみ 慰みの 內に 、自か ら 君臣 父子 五 偷の 情、 其 音信 禮節の 言行を 示 
一す 如くな れば 、幼稚の 間、 小學の 法， 學ば すし T. 自然に そな はるべき 也。 幼稚 嬉戯 
する の 事。 又 五 偷の交 b 人生 常住の 情を 離る、 こと あるべ から ざれば 也。 か b 
そめ 0 咄物語 に も僞 語の 笑 ひ、 妄 舌の 戯むれ を 云は す •大人の 法を 專 ら i する 


J デへる是れ又心得あること也。僞語妄舌して當座の機嫌をよくすると气是 
は僞 せ、 と 云 七 是れを 装 也、 と 云 ふべ からざる 事を， 能く 幼稚の 人に 示し 敎 へて、 
I 時に 至て 如 此き事 あれ ども、 本理 にあら す。 皆 時の 術なる ことを 知らし む 可き 
一也。 古よ b 帝王 幼若の 時、 切 b に 聖賢の 言語 行跡を 述べ •座席に 帝鑑の 闇を 置き、 
隙 子に 聖賢の 像を 寫す と雖 も、 其 君是れ を 以て 敎戒 とする こ t なし。 却つ て 世 
の 事物の 情に 通せす して、 上段の 沙汰 計りを 云 ひて、 下れる 品の 辨へ あらざる 
のた めし 多し。 然れば 敎戒輔 養の 道 is 善 懲惡に ある ことなれば、 必す よき 言行 
計 b を 耳に ふれ、 目に みせよ と 云 ひても、 其 用法を 詳かに 致さす ば、 必す惑 ふこ 
とも ある もの 也。 善惡 を說述 して、 君の 心を 是れに 究理 ある ごとく 仕るべき 
I 也。 氣色 養生の ことは 屈伸 守 休を 時に する にあるべし 。強いて 善を なすを 養生 
一也。 と 云 ふべ からす。 善を なすに も、 云 ふに も 見る にも、 聞く にも 本末 ある ものな 
れば 、天地 も 晝夜あ b、 陽 陰 あ り。 晝は勸 めて 夜は 休む の 類、 皆 屈伸の よる 處な 〇。 
必す 一片に 定む ベから ざる 也。 然れば とて 善を なした らん 後には、 又惡 をな す 
苗 道 五 五 H 


ノ UI 鹿 素行 全集  五 五 四 

べしと 云 ふには あらす。 幼稚の 人を 急に 戒め 善を す、 めん i せ ば、 却つ て氣を 
そこない、 養 ひを 失 ふこと あるべ ければ. 其 節を 考 へて 涵養すべき 也， 草木を 俄 
に 肥やさん と 云 ひて、 〇 ちかい 肥しす るが 如く、 急に 致して 及ぶべからざる 處 
ある もの なれば、 能く 時を 知て 其 機を はか b p ハ 今は 玆 を敎戒 してよ き、 ここを 
輔 養して よきと 云 ふ 節を 糾明すべき 也。 班を 療治す るに、 初めより 愈 ゆべき 藥 
を 付けて よからん ことなれ ども、 其疵に 依つ て 其 藥を用 ふるの 節 ある こと 也 C 
されば 早 愈すべからざる の疵を 急に いやしぬ れば 、再發 疑 ひなき もの 也 •如 此 
く處 定まつ て 又 定まらざる 故に、 形 業を 詳に云 ひ 難き 也 «• 傅の 臣誠 を盡 し， て、 
格 物す る こと 詳かな るに あるべき 也' 

師 嘗て 日く。 古人 云 ふ。 本朝の 俗、 正月は 弓矢の 義を敎 へんが 爲に、 幼童の 男子 
に 互に 相 贈答す るに 弓矢の つくりものを 以てす。 三月は 女子 婚姻 姑 舅の 體、 家 
事の 法を 習は しめんが 爲に' 雛遊びと 號 して 其禮容 を定む 。五 / J は 旌旗を 家 口 
に 飾 り、 甲と 號 して 或は 古の 勇 子を 木 形 i: 致し、 或は 胃を こしら へて 是れを 知 


らしめ •其武 儀を 幼稚ょ 纟學ば しむ •七月は 女子 蹈 歌の 遊びを なし* 靈锬の 事を 
致して、 唱歌 風俗の 事を 習 ひ、 葬祭の 義を 正し 遠き を 追 ふの 心を 示す •九月は ^ 
I 子 菊の 宴を 設けて 族を 親しみ 壽ぶ くを 揚ぐ 是れ古 來ょり あらざる 禮 @* も 多 
一 けれと、 皆 幼稚の 時ょ b 男女の別 あらしめ て、 四時の 禮節 の游 宴に 於いて、 自然 
V に 國俗を 糾明 せんとの 心根 也 •と 云へ b。 愛を 以て 案す るに、 愧儡の つく  b. も ® 、 
翫 器の 手す さみ、 俗に * 2: ふ 所の 雛遊び、 との 事 ま、 ごと、 云へ るまで. 皆 五偷の 
情を 移して、 其 禮容を 見聞 覺知 せしめん と 云へ るの 敎へ 也。 幼稚. の 知を 善に 導 
き、 天地の 大道、 已むを 得ざる の 誠を 推し、 其 職業た るべき 事を 究理して 手す さ 
み もて 遊びに 致し、 人の 姓名、 器物の 品 取り扱 ひ、 鳥獸の 名を 知り、 弓馬の 禮を正 
し、 其 制 法を 詳かな らしむ るに ♦あ り。然れば幼主輔養の臣、その誠を盡して、幼主 
j の 機を 察し、 敎戒を 致さ ば、 自然に 主を 善道に 涵し 入れん こと 疑 ふべ からざる 
也* 世の ことわざ 、手 ^ さみ、 嬉戯を 以て、 則ち 道に 入る ことを 究理せ ざる •か 故に、 
切 b に書藉 を讀 ましめ、 聖賢の 作法の 形 ばか b を 示す が 故に 稚主 苦しみ、 勞れ 
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て政坩人情 (: .附く * を取りて今に移すこと一能はやして、文學と世事，こ別にな 
b、 或は 常に 高 上の 理を たしみ* 或は 氣沈み 、重くな b て體 老衰す るに 等し。 是れ 

一 数 戒の節 を 失 ふて、 其 道の 用を 究理す る 事の 詳かな ちざる を 以て、 其蔽此 くの 

、 

一如く に 至れるな b。 

師 嘗て 日く。 天下の 宰相、 大國の 老臣、 小 國の大 夫。 何れも， 其 政を 知る 所は 一つ 
一な れば， 其 心得 も 一つなる べき 也。 然れ ども 人 各々 其 長す る 所 ■あり。 長す る 所 あ 
れ •ば、 又 足らざる 所 ある もの 也。 事に 大小な く、 我に 長短な く、 精 疎 大小 皆 宜し. き 
| は 是れ才 の 成れるな れば 、大方の 人才に して 及ぶ 可き にあらざる 也* 然れば 巾 
人已 下の 才は、 其 長す る處を 取 b て、 これを 用 ふるに あり。 凡そ 世の 人を 批判す 
J る、 皆 あつる に 聖人を 以てする 故 17 官諸 役に 人な し。 一方の 長せ るに な づみ て， 
一 萬 事を 如此 くな らんと 推す に 付いて は 其 失 多し’ 孔子 日ぐ。 孟公綽 趙魏 老と爲 
b て 則ち 優 也。 以て 膝薜大 夫た るべ からす、 と 云云。 公 M 魯大 夫 ® 魏晉卿 之 家、 老 
家臣 之 長、 大家 勢 重く して 諸侯の 事な し •家老 望 尊く して 官 守の 貴な し。 優餘 b 


有る 也。 滕薜 二國 名、 大夫國 政に 任す る 者、 膝 薛國小 政繁ん 大 夫の 位高く 責重し • 
然れば 則ち 公綽 蓋廉靜 寡欲に して 才に 短き 也。 と 注せ b. •無欲に して 廉潔なる 
; は德 0. 寓する 所な れば、 誠に 優に 長せ る 處と云 ふべ し。 然れ ども 其才の 長す ゐ 
一所 3>- らざれば、萬事にわたりて、其究理を詳かにし、繁多なる事を自由に作略致. 
して、 つか ゆる 處 あらざる ものに あら ざれば、 政事を 司 どり 人情の 通 塞を はか 
る こと 叶 ひ 難き 也。 されば 家の 老臣と して 諸人の 規範す る ものには 德を 先ん 
一 じ、 政に 預 5 て 諸事を 裁判 せんの 臣下には、 才 に長發 るを 以て 先ん す。 德と才 と 
枏竝ん で 甲乙 有らざる は 世 以て 稀れ なる •か 故に、 只 先 後す るに あるの み 也。 こ 
> を 以 て 案ずる に、 天下の 間、 宰相 あ b、 老臣 大 夫の 百官 あ 卜、 諸 役人 あり •其 職に 
當らん の 臣下* 各 其 司 どる 處を 分別し、 それに 從つ て其勸 め 有るべき こと 也。 是 
れ 急務と 云へ る もの 也。 急務と 云 ふは、 さしあたりて 先づ勸 むべき の 業を 云へ 
b。 急務を 知らざる 時は 必ず 分を 越えて、 當 然の勸 めを 致さす になるべき 也* 

師 日く， 禮記植 弓 日く 趙文 子叔參 i 九 原に 觀 る。 文 子 日く。 死は 作るべき か、 吾 
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誰と 與に歸 へらな む。 叔參日 く。 夫陽處 .の 父 乎。 文 子 日く。： inr 植は锊 國に 行き、 其 身 
は 論せ す。 其 知は 稱す るに 足らざる 也。 其れ 舅 犯 乎。 文 子 日く* 利を Id て 其 fi を 顧 
みすん ば。 其仁稱 する r: 足らざる 也' 我れ 則ち 隨武子 乎。 其矜を 莉し、 其 身を 忘れ 
t 其 身を 謀り、 其 友を 遺れ す。 晋 人文 子は 人を 知る と 謂 ふ。 文 子 其 中退 然として 
夜に 勝へ ざるが 如し。 其 言 吶吶 然として 諸れ 其國を 出で ざる /J> 如く。 晋國 に擧 
ぐる所'管庫の士、七十有餘家、生は利に交はらす、死は其子に屬せすと出でた\ 
此言 人臣の 心得に 尤も 其 故 あるべし。 我が身を 潔白に して， 其 功名を 高く する 
輩は 人を 惡み 、人を 拒みて、 朋友の 爲に 宜しから ず。 其 相 和す る 事な し。 故に その 
身を 全く 致し 惡 くし. 身を 全くせ すん ば 知 ありとは 云 ふ 可から ざる 也。 又 身に 
利を 爲 さん こ、 とを 思 ふて、 君の 爲に其 功を 立てざる の 輩は、 朋友の 愛 和 其 親し 
みあ b と 雖も、 忠臣と 云 ふべ からす。 人の 爲なら ざれば 仁と 云 ひ 難し .. れば 1-:: 
知を 全，， 、して & を 立てん となら ば* 君を 利して 身を も 全/、 し •身を はかつ て ; 11; 
友を も 立つ ごとくに 仕れば、 君に 忠あ、 り、 人を 育て、 身 こ、 に 全き ; J> 故に. 仁 知の 


士 と 云 ふべき' ならす 也。 趙 文 -? が， 論 •誠に 當れ りと 謂 ふ 可し •但し 人々 身を 利す 
る 事に 於いては 志 深く して、 人を 立て 君を 利す る ことは 必中 疎し。 故に その 身 
I は 忘れても 苦しから ず。 國家 人民の 人 あらん 如く 心得ん こそ* 今 3 臣 道の 勸. め 
<; と 云 ふべ し。 され ども 身を 立てす と 云 ふ ものは、 必ず 身を 潔くして、 人を 拒み 朋 
I をはつ ごとくな り 易き 所、 世俗 皆然れ ば、 此間に 於いて 學者 、工夫を 詳か にして、 

へ實に 身を 利せ ざる 所を 知ら ば、 その 身 も 亦 利 全 かるべき 也。 

\ , 

\ 診 守 令 之 P 

師 日く •諸侯は 天下の 小なる にして、 守 令は 諸侯の 又 小なる 也。 何れも 牧民の 
一徳 ——閣 本作聽 I なれば、 民を 治む るの 本末、 悉く 守 令の 胸襟ょ b 流出す る 
j 也。 然れば 守 令 牧民の 本と すべき 也、 は、 己を 卷み 、質の 編す るに 勝ち、 身を 以て 物 
を 率 ゆ、 にあり 人の 質 必ず 偏す る 所 あ b。 是を 知て 其な づむ 所を 改め 斜し 、身を 
先んじて 事を なし、 身を 手本に 致さし むべ し。 然らば 行跡に 亂る 、こと あるべ 
臣 道 i 九 
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からざる 也。 而 して 其 職と する 所を 了簡して 心を 勞し 、學 を勸 め、 知は 及. ばざる 
なき ♦か 如くなら しめ、 民を 視る 子の 如く、 心 誠に 愛 惑して 事に 臨む の 間、 誠を 深 
くすべき 也。 是れ守 令 牧民の 專ら とすると 云 ふべき 也。 

次に 民を 治む るの 道を 詳かに して 敎條を 立て、 師を 置き、 伍長 里胥を 定め、 常 
に 其效を 試む 可き 也。 敎條と 云 ふは、. 民に 敎ふ るの 品々 を 具にす る こと 也。 敎の 
本 己む ことを 得ざる の 情を 推す が 故に、 孝俤 忠信を 先んず。 孝弟は 父子 兄弟の 
實也忠 信は 朋友 上下 夫婦の 敎也ポ 弟の 道を 詳か にす る 時は、 父子 兄弟 違背 暴 
惡の業 あらざる 也。 忠信の 敎. へ 具なる 時は， 保伍鄰 里の 間、 患難を 救 ひ、 孤獨 貧窮 
を 助け、 疾病 葬祭を 憐れ A 助け、 行旅 往來 を， なやましめ ず。 君臣の 義はれ 、夫婦 閨 
門の 敎へ 正しき 也。 次に 禮 節を 以て、 賞 刑を 诏ふと 云へ \ 禮節は 平生 交際の 敎 
へ、 冠婚 喪祭の 四禮 、導く に 天地の 大德を 以てす。 其敎相 を このむ、 孝子 弟々 貞婦 
順 孫 ある 時は 賞して 善を すゞめ、 逆德の ものは 罰して 惡を 懲らす にあ b, 敎化 
E を 以てすと 云 ひて 敎ふる こと 漸にあ らざれ ば •風 浴 せざる もの 也 急に し 


るし を 待つ ときは 却つ て煩勞 する に 至るべき 也* 故に 寬を以 てす と 云へ り •こ 
の 敎條あ b と 云へ ども、 村里に 敎ふべ き師を 立て、 伍 人 組 + 人 組に 順を 付け、 名 
主、 庄屋、 月 行司な ど 云 ふ ものを 立て。 師 あつて 是れ を敎 r 名主、 庄屋 あつて 其 可 
否を 改め 月 行司 あつて 時々 に 料 明せ ざれば、 人道に 入 b 難し， 而 して 其敎あ り 
と 云へ ども、 其 効 あら ざれば 益な きが 故に、 孝子 順 孫 兄弟の 和を 以て 孝弟を 試 
み、 M 寡 孤獨の やしないを 考へ 、田作る もの 畔を讓 り， 道に 遺す を 拾は 中， 盜賊 こ 
こに 絕ぇ しを 以て、 其 忠信-を 考ふ •公事 訴訟の 品々 に 付いて、 財産の 爭ひ 無理 •非 
道、 邪曲の 有無を はかり。 其 風俗を さぐる。 是れ 試む るに 効を 以てする 也。 凡て 誠 
時を以 つて 爲ざ さる その 感通 する 處實な らざる もの 也 •然れ ば 守 令 誠を 深く 
して 德を 積み 身を 省みる こと 切なれば、 人 自ら 服す るの ためし、 古今に 其 例 多 
き 也 吳祐が 膠 東の 守た る 民 爭ひ訟 る もの あれば、 輙ち 道を 以て 是れを さとし。 
我が 政の 正しから ざるを 以て 民に 爭ひ ある MJ を 耻ぢ 自ら その 村里に 到て 重 

ねて 和睦を 入れし む。 如 此くあ b ければ ® に爭訟 止みて 民に 欺む く處あ らざ 
臣 道 ft れ一 
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b しと 也、 又 蘇瓊が 淸 河の 太守たり し 時 西 姓の 守に て晋 明と 云へ る もの、 兄弟 
切 b に 田地を 爭 ふて 年を 積みて 已ます 、双方に 證據の 人 多くして 異論 まち ま 
一ち 也。 蘇瓊 則ち 兄弟を 招いて 是 に吿げ 聞かしめ てけ るは、 天下 得難き ^* は 兄弟 
にして、 求め 易き 者は 田地 也 •假令 田地を 得と も、 兄弟を 失は  > 心 如何なら んぞ 
一と 云 ひて 其 誠 至り 極み 淚を 流しければ 諸の 證人 その 理に 服して 淚を そ、 ぎ 
I ければ、 晋明 兄弟 是に 感じて、 遂に 訟を 止めて け るん 也。 造 等は 一事の 誠を 以て、 
r 事の 感激を 催す に 至れ b。 孔子 中部の 宰 •とな b 玉 ひし 時、 ^ 女途を 興 (: し T!i 
| に 二の ぁた ひなか b しと 云へ る こと 家 語に 見へ たれ. 鄭の 子產が 政に 依つ て 
一民を 欺かむ るの ためし ぁ b 是れ 風俗の 敎化 にょれる 故なる べし。 こ、 に、 案す 
るに 古 來の守 令 所を す 政る に、 一事の 職を 以て 火を かへ し 虎 川を こへ しの 類 
一は 希 異な 4 に似て 其感す る 所 もやす くして 其 及ぼす 所せば く、 事但 一事 u 止 
まるべ 1: 。誠の道と云へらん事は、所の風俗淳朴に至り、閉皆天偷の序てを知つ 
て、 君臣 父子の 綱紀 正し か b しなん 2、 是れ守 令の 專ら とする rl なりと 云 ふべ 


き 也。 然ら ずして I 事に 就いて 其 政の 宜しき を 得ん は、 其 守 令の 氣質に 就いて 
瘠た る 所に して 大本 綱紀を た》 すと 云へ らんには 及ぶべからざる 也 •愛： を以 
j て 古人 所を 政して •或は 道 遺る を 拾は す、 以 つて 門を 閉 ぢ ず。 或は 民敢て 欺かす： 
一市の 價に 欺くな C、 或は 守 令 去て 人々 其 遺愛を 思 ひ、 形象を 略 圔 書し， 或は ほこ 
らを 立て、 神社に 祝し。 時 葉 かきは の祭禮 怠らざる など 云へ る 類 あると 云へ ど 
I も、 是は其 守 令の 行 ふ 所を 具に 勘辨 し、 K の 慕 ふ 所を. 詳かに 校了せ すして は。 必 
一ず 推して 皆 善を つくして 美を 盡すと 云 ひ 難き こと 也、 尤も 大體に して 心を 政 
一事に 入れざる の 守 令とは、 同 H にして 語る ベから 中、 と 云へ ども、 彼の 風俗を 正 
| し* 天偷を ついで、、 何時と なく 人の 人た らん 道に 敎 化して、 禮節 ともに 宜し か 
一ら しむる の 政道 i は、 又 同じから す。 されば 民に つきて 仁政 M 愛 あらざる 故に 
| 民是れ を 慕 ひ 思 ふこと も 有らす と 云へ ども、 天地の 德に感 する 處の 莫大なる 
ことは、 擧て云 ふべ からざる 也。 大徳は 徳なら すと 云へ る も如此 きの 心を 云 ふ 
ベ けんや。 世の 民の 慕 ふ 所は 一事 ♦の 愛惠を 専らと して ft 大 守の 所以に 此炎を 

臣 道 五六 H 
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遁れ たると 云 ふが 如き 事を 感じ. て、 民是れ を 慕 ふ もの 也* 尤も 一事の 希特は 人 
の 瓦 目を 驚かす ことなれば、 愚民の 崇敬す るは 大方 是 等の 事に して、 或は 祠を 
立て、 神を 祝し、 或は 其 事を 云ひ傳 ふる 類、 世 以て 多ければ、 是を以 て必す よし 
と 究め 難き 也。 如此 くの 處 によく 心を 付けて、 究理 的 致さ V れば 、末を 捕へ て 本 
を忘る、こと 3) り。末を取つて政事をなさば、民に稱美せらる、と云ふとも，政 
事の 本意を 失 ふべ し* 天下は 國の 集まれる 也。 國は 郡の 集まれる 也。 郡は 村里の 
集まれるな れば 、牧民の 守 令、 一村 一里 一郡を 治めて 其 風俗を 敎 化せし めんこ 
とは 遂に 天下に ひろまる に 至る ければ、 愼んで 審馬 すべき 事 也。 

論 '% 浄， 

師 日く。 人臣と して 君より 大祿 美宫を 得、 其 身 其 職に そな はりながら、 君を 惡 
に 落し 入れて 諫め あらそは ざらん ことは 忠臣と 云 ふべ からす。 是れ 併し 盗賊 
の 心， 伏す 所と 謂 ふべき 也' ffi: 經 日く。 忠臣の 君に 事 ふるや li を 先にす る莫し . r 


®5 く 之を 言 ひ •上 能く 之を 聽か ば、 則ち 天道 光气と 云へ 5 •其 位 I': 居ながら 諫 tf 
ぺ.き處を諫めやして、坐ながら君を邪氣に陷れ，ん、こと、臣下の本意に.在らざ.る 
一也。 然れ ども 諌む るに 其 位 あぅ。 其時處 あり。 其諫む るの 道 あるべ. けれ. ば、 ひたす 
一ら 諫言と 計 5 云つ て も、 其 用法を 審思明 辯せ ざらん ときは、 其 究理 薄 かる. べき 
| 也 其 位 ありと 云 ふは、 我が 今日 奉公 格 謹の 位を 具に 正す る 也。 父祖 代々 其 家に 
| 給仕して 祿 多く、 位高き あ b。 公祖 ともに 相 仕. ふと 雖も 、我 ♦か 身 一代に 恩 遇 甚だ 
一す ぐれ、 祿爵 共に 父 S1 を 越えた る あり。 我が 新たに 仕 ふと 雖 も、 君 これが 徒を 成 
一して 祿爵を 厚く し、 寵遇 致す あり。 又寵遇 厚から ざれ ども、 常に 君邊に 近づき 親 
| しみて、 言 以て 入るべき に 足れる あ k 是れ 各々 諫 むでの 位 也。 此 位を 計らす し 
一て 諫めな ば •位を 越えて 事を はかる になれ るべ ければ •只 君を あざむく にして 
j 諫と云 ふには なるべからざる 也。 其 時 あ 6 と 云 ふは、 我が 其 位を 得る と 云 ふと 
も 君の ^ を 信す る 時を 知ら ざれば、 諫めて 行 ふべ からざる 也、 又 君の 諫を納 む 
べきの 時を 考へ其 機を 知りて 速に 諫む るの 節 あん 是れ皆 其 時 也。 諫め 理し當 

臣道  五六 五 
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ると 云 ふと も、 時を 失 ふ 時は 其諫 V, 納れざ る もの 也。 處あ りと 云 ふは 諫む るに 
又 所 あるべき 也。 群臣 相 集まる の處、 疎遠の 臣相 居の處 、各々 諫むべ からざる の 
一所 也 M を 失 ふて 諫むる 時は、 君の 惡を あばき あざける になり て、 重ねて 諫を入 
る 可き 時節 あらざる 也。  • 

次に 諫めの 道 ありと 云 ふは、 早く 機を 知る， 是れ本 也。 機を 知る- 〇 云 ふは M の 
一 * しを 知る 事 也。 俄に 大惡 事を 成す と 云へ る 事は 稀れ 也。 其 機 次第に 相 長 じて 
一而して 後に 惡 となら、 邪と な ぅ、 身に あら はれ、 家に わたり。 國にひ ろ まり、 天下に 
一充つ るになる ものな れば 、早く 其 機を 知りて、 事の J 朋 しを 鼬め て內に 起る 處を 
j 戒しむ 。是れ 末 形を 諫むる 也。 是を 諫めの 上 也。 と 云へ るは 此心 也。 而 して 其惡事 
一の 事に あら はれなん とする を 諫め、 事に 表 はれて 未だ 遠くに 及ばざる を 諫め 
j 未だ 廣く至 らざ るを 練む。 各 瓒の微 にして、 諫めの 行 ふべき の 節 也 ◊諫めて 宜し 
き 時な れば 、如此 きの 節を 失は すして 諫めを 爲す べき 也。 巳彰を 諫む るは 次 也 
旣行 r: 於いて 下 也、 と 云へ る、 是れ 也諫 むべき の 品定めて 論じ 難し t 云べ とも 


大人 (孟子) 君 心の 非を 格す ど： 云 ふ •是れ 諫めの 本 也 •心の 非とは 未だ 言行に 願は 
れ个 •と 云へ ども。 其 機と する 所、 旣に 著る しきを 云へ b。 事の 品は 多し と雖 も、 事 
一を のみ 改めて 內の 非を 斜ねす んば 、未だょ ろしき がごと く なれ ども、 本に 非 あ 
一つて 盡さ  > る處 あり。 是又非 心と 云 ふべき 也。 丑 又 事 わざは 宜しと 云へ ども •其 
一本と する 處に 誤り あれば： 王 伯の 則る、 處 、誠僞 の 因る M なれば、 事業を 措いて 
その 心の 非を 改む’ 是れ皆 君 心の 非を 格す、 と 云へ る 也。 凡そ 諫 諍： する に 大體を 
以てして 人の 私を 窺は す。 故 細を 摘ます、 直 名を 市に せす、 と 云へ り、 大體を 以て 
す i 云 ふは、 大 曲尺の そ G はる 處 にして、 萬 事に 涉 るべき 本と なす 處 也。 末の 微 
j 細なる 處を ょくす と 云 ふと も、 大體 とする 本に 相違す る 時は、 源 塞いで 濁れる 
に 同じ、 本に 正しき、 處あれ ば、 細微* なる 處には •曲尺に あはざる 事 あ b て も 苦し 
一 からざる 也。 本末 殘る 事な く、 大小 精粗と もに 通す るは •聖賢の 地位に 至ら ざれ 
ば 叶は ざる 事な れば 、唯 大體を 以てして その 綱紀を 正す にあるべき 也。 人の 私 . 
を 窺は す。 故 細を 摘まず、 と 云 ふは、 毛を 吹いて 疵を 求む るが 如くに、 表 はれざる 
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私の 所を 探し 求め、 故 細を つぶさに 明 めんと 致して は、 大體 まで 及ばざる の內 
に 君是に 倦んで、 其諫行 はれざる もの なれば、 人， の 私を 探し、 故 細なる ことまで 
(を 普ね く盡す 如くに 仕事 正から す、 と 云へ る こと 也。 大體の 大曲 尺に 宜しき 處 
あらんには 、その 故 細を 私する こ 1 も 自然に 止む に 至るべし、 たと へば 己 ま -?' 
| と 云 ふと も是れ 又 苦しから ざるの 事な れは ょく 大體を 諫めて その 私の 暗き 
一所， 故 細の 細かな らんこと を ば 索め すと 云へ る 事 也* 直 名に 市に せす、 と 云 ふは 
| 何事を 諫め 舉る にも、 時 處を 計らす、 心に 思 ひ 索の 事を 明かに 云 ひは なつて、 君 

i の 怒りを 犯し 逆 ひを なす。 是ゎ 寂 言に して、 そのことは b は 明白なる が 如し、 と 
雖も必 竟諫め 行 U れす 。唯 直なる と 云 ふの 名のみ になる ことな b。 誠の 諫めに 
あらざる 也。 尤も 古の 汲黯朱 雲 (漢武 帝 成 帝) が 類は、 聊か 名の 爲に與 すに あら ざ 
れど も、 群 E の 前にして、 君の 非を 暮げ .て かくさす. まの あた b 近臣を 恥 かしめ 
或は 裙を炎 き、 或は 檻を rr るに 至る。 其 思 入の 切りに、 諫死 せんこと を輕 ，んす る 
事 誠に 直 臣と云 つべ けれども 時の 君 只 彼等が 氣 象の 勇に 直なる をのみ 感じ 


て， 其の 政 (: 輔佐す る處、 益々 多から ざるは 1* むる 處 の節詳 かなら ざれば 也、 然 
れは 汲黜朱 雲が 類 すら 直 名に なつて 君の 政を 輔 くるに 利せ す。 况ん や P ハ 君の 
W 惡 を擧げ て、 諫むべ き 品を 具に 盡さ  > るの 徒は、 諫め 行は すして 直 名を 市て け 
I るに 至る ベければ、 甚だ 空理すべき の處 也。 

\ 次に 諫の 道の 如何と な ♦らば、 訐かす 、驟 ♦かざる を 以てす かす •訐 i 云 ふは、 切り 
に 己 ♦か 理を云 ひ 立て、 君の 非を 擧 るを 訐と云 ふ。 如此き 其理 を强 いて 立てん と 
I する ものは 皆 君と 是非を 爭ふが 故に、 君に 忤ふ こと 多くして 通せざる もの 也 
羅豫章 日く。 古の 善諫 者優游 迫らす 其 明かに する 所に 因れて 之を 道けば、 則ち 
| 其の 之を 聽 くに 易し。 故に 訐を强 勁 者は 率 多の 忤を 取り B5 して 溫 厚明 辨者は 
其說 多く 行は ると 云へ \ 

ノ 不驟と 云 ふは、 何事を も 大小 事と なく、 諫む ると きは せは^^ しくして， 君 是， 
に 倦いて 必す その 臣を遠 ざく るに 至る もの 也。 且つ 君 も 諫めを 口ぐ せの 如/、 
侮て 用 ひざる 也。 故に 事の 大小 本末を 考 へて、 其 諫を用 ゆべ し •强 いてし ばぐ 
« 0 ，五六 九 
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諫む ベから ざると 云へ る 事 也。 劉 元 城 (宋) が 君を 諫むる 色を 正しくして 朝に 立 
て、 知 言は ざるな ぐ、 言 盡さ  > る な し。 世 以て 殿上の 虎と なづけぬ と 云へ \直 諫 
の 道 さも ありぬ ベ けれども、 殿上の 虎と 云 はれなん 事は、 是れ强 きに 過ぎて、 人 
に 恐れられ 直 名を 賣るに 至る 也 •如此 なぅ 行きて は 其諫 行は れざる もの 也。 而 
して 比喩を 以てすと 云 ひて、 何となく 事を 比喻 して •その 事と なく、 道に 入れし 
むる 如くなる を、 諫の 誠と 云へ り。 されば 詩に 比 興の 義あ つて、 その 事に 類せ し 
爲を譬 へ 其 物を 興感 して、 それに 因て その 道を 諫しむ る。 是れ 人の 心を 成 悟せ 
しむる の 諫めな れば 、其 臣に 才智 德實 あらす しては 行 ひ 難き の 諫め 也。 先づ隨 
つて 後諫 む， と 云 ふ 事 あ 是は その 事に 我も隨 つて 同じく 營み て、 君の 心の や 
わらぐ 時を 考へ 、その 諫をな すの 事 也。 婉說 して 諫むと あ b 云 ふ 心は 諫む る-と 
には あらす して、 言. を 婉曲せ しめて、 自然に 導き 入る V 是 を婉說 して 諫むど 云 
ふ 也。 而 して 直諫 あ り。 死諫 あり。 是れ其 主人の 趣向， v の諫む べき 事の 品に 因 - t 
用捨す る 所 ある 也。 然れば 是 等の 事を 究明して、 其 所 其 時 其 諺を 以て、 先 後輕重 


せし むべ， き 事 也。 臣 として 君の 非を 諫む るは •臣の 大義な りと 雖も •諫 むべき の 

理あつ て、 諫 # 道を 詳かに 格 致せざる 時は、 諫めて 事 行は れす 。却つ て 君の 非を 

擧げて 我が 是を？ つるに な b ぬべき 也。 故に 諫めて 殺され、 退 ひて S の 非を 難 

する の 類、 多くは 我が 是に かたょり， 我が 計りょ きものに なりて、 忠 E の 名を 殘 

すに 至る こと 例し 多ければ、 古人 云 ふ。 忠臣は 名を 欲せす、 とは 如此 きの 事なる 

べし。 唐の 魏徵 日く。 小人は 大體 を識ら す、 譜 毀を 以て 是と爲 し •吿訐 を 直と 爲す 

- 

と 云へ b M を 得ざる の臣は 大體を 知らざる が. 故に •人を 譏 b 君を 惡 しく 云 ふ 
を 以て 諫 とす。 是れ 君を 譏 b て 以て 强 直の 名を 取る 也。 然ら ざれば 又 君を 諫め 
て 聞くべからざる 處あ りと 云 ひて、 時節を 伺 ふ內に 年月 過ぎ 七。 遂に 其大體 を 
も 諫めす して 止みぬ る も あ b ぬべ し。 朱の 韓魏公 日く A 臣甞て 力を 盡 し、 君に 
事 ふ。 死生 之を 以てす。 成敗に 至つ ては 天 也。 と 云へ b。 豫め諌 の 行は ) rt ざる 事を 
計つ て、 節を 過し やめて 諫めざる は、 忠臣の* 心に あらざる とに や。 帮陽范 氏 日く 
人臣 諫めて 聽かす んば 、則ち 當に 位を 去るべし、 と 云へ る 也。 臣其 位に ありな が 
臣道 E fc 一 
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ら身を 思 ひ •家を 計つ て 制に 從ひ 、我が 諫めざる に 非す。 君 我を 用 ひる 能は ざる 
也、 と 云 ひて 譏 b を 君に ょせん こと、 最も 不忠の 至りと 云 ふべき 也。 ;* L て 君を 諫 
| むる の 道 其 結 要と 致すべき、 事は 道徳を 以てして 利害を 云は す。 其 大本を 俞し 
て 細 煩は 後に 在る 也 道義を 以てして 利害を 云は す、 と 云 ふは 如此 くな し 玉は 
、如此 きの 利 あ b、 害 あらん、 と。 利害に 0 て 云 ふ 時は、 皆 其 趣く 處 利害の 間にし 
| て 道義を 知らざる 也， 世間は 道に 因ら 1 ず、 理に隨 はずして 利 多く、 世 以て 治平に 
一屬 する ことのみ なれば、 道を 行き、 義^! 知らす して 害 多ぐ、 世亂れ て 

⑽ m 治^ 6 

一と 云 ふためし。 實と 致し 難し。 こ、 を 以て 利害の 諫めを 用ゐす して •唯 人と して 
一 道義に 因らざる 時は 人に あらす。 義理 自然に 於いて 爲す べき 處か、 爲すべ から 
| ざる 處か 、と 云 ふ 事を a 明して， 是れを 諫め 奉るべき 也。 天地は 至て 廣く寬 にし 
一て 善悪を 報す る 事 急なら ざるを 以て、 古 來恶逆 無道に して、 世を 保ち、 國を亂 さ 
ざる こと 多し❶ 例べ 世 治り 國屯 かなりと 云へ ども、 義理に 於いてせ ざれば、 人道 
の正理 K: あらず。 是れ 利害を さし 措いて 道義を あてに する 故 也‘ 


俞其 大本と 云 ふは、 人 悉く 要を 爲 すに 至る は桀紂 が 類に して、 世 以て 稀れ * 
然れぜ 君の 身上 政事の 處に 於いて •大本に 違ふ處 あらんには、 身を 惜しま 中し 
て諫め奉り、言行の間碎細ならん小事をば、差し措いて論すべからざる也ズ，ら 
ざる 處を しばく 諫む るを 以て、 大本に 及んで 許容 あらざる に 至る もの 也 1U? 
人 皆 其 言行の 末を 諫めて 大本を 詳かに せざる を以. て、 諫言 遂に 行 はれざる た 
めし 多き 也。 是れ細 頰に後 在る 也。 細 頰をば 必中 諫むべ からざる と 云 ふには あ 
らす •前後 本末を 正す にあ りと 云へ るの 心 也。 而 して 何を か 大本と 云 ふべき な 
れば .國 家に 答 ありて、 民を 救 ひ、 人を 助く るに 補 ひ あらん 事に して 義理の 間に 
於いて 斟酌すべき の 處是れ 也。 直諫 切 b にして 君の 非を 擧げ 、其 言を 愼 します 
して 明白に 訐を諫 むと 云へ ども、 時に 補 ひな くん ば 是れ 益な しと 云 ふべき 也。 

論， 一 近臣 遠臣 I 

師 日く •凡そ 人 主の 近習に 伺候。 恪勸の 輩 其 心得 あるべき こと 也 •君に 眤近致 
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す 事 ゆえんな くして は 近づくな し。 所以と 云 ふは、 家に 六し き 筋目の あるか。 若 
輩に して 主人 心 易く 仕へ しらめる か、 藝才 あつて 是が爲 に 近 仕せ しむる か。 是 
等の 品 あらす して 近習に 恪勸 致さ  > る 者な れば 、其 ゆ へんを 詳に 糾明す るに 
ある 也。 而 して 君 邊に 往來咫 君の 輩は 夜 服を 潔くし、 周旋を なら M し、 口 氣を淸 
くして 息 惡の氣 を 斷じ 、手足を 洗 ひたらして 不淨に 近 かづ か 中、 常に 齋戒 する 
♦か 如くなら しめ 恭敬を 存し 、出仕の 前方に 能く 氣を養 ひ、 體を 安んじ、 精神を 保 
て、 怠慢 寐以 の氣な かしむ。 旣 i: 出仕に 臨んで、 衣服の 着 法を 正」、 氣息 を靜か に 
し動容 を禮に 改めて 言行を 愼靜 にす。 身を 修むる 形 如此に あら ざれば ^ に 仕 
ふるの 誠盡 きざる 處 あるを 以 つて、 君の 近習に 伺候の 間 •あくびし 伸して 怠慢 
の體を あらは し、 居ね ぶ b を 致し、 高談を なして、 君邊 伺候の 本意を 失 ふに 至る 
事 多き 也。 故に 其 身體動 靜を愼 しむ こと 如此な るべ しと 云へ b 而 して 君邊ツ 
伺候の 間恪勸 すべきの 事 あり。 それとは 時に 取て 人の 必す怠 るべき 時節 あ b 
或は 風 寒暑 濕に 付いて， 勸め 難く して 怠 b 易き 時 あり。 或は 遊山 翫れ 見物の 事 


.あつて 人是に 集ま， 〇て勸 むべき 場に 居らざる 事 あ 5.  •或は 主君 体 息 留守の 時 
或は 賓客 對話 E 下 相 見の 節、 是れ皆 人の 怠て 何 心なき の 時 也 a 臣是 等の 時， 聊 
f かも 怠るべからざる 也、 凡て 君に 仕 ふるの 誠は 君の 見聞せ ざろ 時 處を愼 L ん 
一で 怠らざる を 以て 實 とす， る 也 •君に 仕 ふるの 道 たれ-'- に限らす、その誠を盡 
I すに あ V と 云へ ども、 中に も 君に 近 仕す るの E2 は、 身を 委ねて 私 }: 立たす ◊常に 
一 職を 守 b 變を忘 れす 、勞を 先と して 佚を 後に する にあるべき 也。 大方の あらま 
一し にて は、 恪勸 する の 節を 違 ゆるに 至る ベぐ、 若し 非常の 變あ らん 時. 忘却して 
一 勤めを 失 ふ 事 あるべ ければ， 如 此く云 ふ 也 遠臣は 次 奉行の 下知を 守 b て [5: に 
一 君命を 承は ら ざるを 以て、 ひたすら 又勸め 難き S れば， 其 誠を ■すに 便な 一 '然 
一れ ども * 其 本を 糾明す ろ 時は。 形に 遠近 ありと 云へ ども、 心に 粘 龃あ るべ から 
| 个 。君の 見聞に 遠き を 以て 勸めに 疎密 あらん m は 利害を 以て 計る にして、 義理 
を 究む るに あらす。 我 頭と し、 將と する 人の 人品に 善 惡あ つて、 我が ® むる 處の 
厚薄、 上へ 通じ 難く 知れ 難から ん ことを 思 ふ «: れ又利 害の 爲 見聞の 爲に して 
臣 道 五 セ 5BL 
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誠の 志， と 云 ひ 難し。 次 奉行は 君の 志を 受けて 我を 命す るの 人な れば是 を 恭敬 
する こと 君を 恭敬す るに なれ り。 然れば 我が 勸むべ き 所の 職 役を 守、 りて 誠を 
深く し 出身を ねざしと せす。 利害を 專ら とせす。 義理の 盡に 守らん は、 土の 本意 
と 云 ふべき 也。 幸し して 此誠 上に a する 時は 可也 通せす' と 云 ふと も、 是れ 義理 
の當然 にして 致すべからざる 事を 致せる にあら ざれば 其 聞え を 願 ふべき 事 
なし。 奉公の 間、 近 E は 進んで 遠臣 、は 怠る こと、 世の常 也。 是れ 君の 政 通せざる 處 
あるを 以て 也 1 臣と して 君の 政に ょつ て 其 奉公を 思 はんことは 誠を 盡 すと 云 
ふべ からざる 也。 但し 我に 於いて 禮のた がい 義の そむく 處あら んは 又臣の 思 
ふべき 處也" 唯 誠を 深く して 聊か 利害に 陷る ベから ざる 也。 

論 1一 致仕 一 

師 日/、， 典禮 日く。 大夫 七十に して 事を 致す. と 云へ り。 仕官の 節、 七十を 以て 仕 
を かへ すの 年と す。 云 ふ 心は 七十は 老衰の 節に して 氣勞れ 、心 全から す。 足 手 四 


ひ稱 はざる なれば， 官は辭 し、 職を 去つ て， 代謝す るの 道と す •是れ 致仕 亦 君の 趋 
なること をは かつて 私の 安佚を 後に する 也。 されば 君の 爲を課 ると 云 ふは ^ 
老い、 氣衰 ふれば 心 又 これが 爲に 全から ざるを 以て、 官に 怠慢の 杉必 t 生 中。 M 
して 後生の ものを 仕立て、 新なる 官人を 導び きて壯 若の A を敎 導す るは A を 
能くす るの 法 也。 故に 致仕して 後宫の 人を 取り立てん こと。 仕官の 本意と 云 ふ 
V き 也。 況ん や、 官職 輕薄 にして、 唯 四肢の 支へ をな さん 輩は、 老衰す る 時は •官を 
辭する こと 古の 道 也 ^ 職を 去つ て 後に 身の つとめを 恣 にして 天下の 事に 於 
いて 是を云 ふ 事を 恥 づ るの 輩 あ b s 遁 放逸の 輩は、 その 業 左 も あるべき にや • 
君を 愛する 志 有る の士 は、 山林に 退 居す と雖 も、 未だ 甞て 一日 も 君を 忘れざる 
也 •と 云 ふは 古の 格言なら す や。 然れば 上表して 致仕を 求む るは 止を 知りて 退， 
節を 失は ざるの 戒め 也. 退と 云 ふと も、 唯 我が身の 放逸を 求めす して 猶ほ 勤め 
て 天下の 風俗を はげまし 勤 •むる を 行と する が 故に、 進退 動靜 ともに 理 に 當つ 
て 其 誠を 失は すに なれるべし •興 人品に 因て 致仕す る こと 叶は ざるの 事 あら 

臣 道 五 セ セ 


山 鹿 素行 全集  五 七 八 
んには ：是 れ又已 むを 得ざる の 儀 也 JI ハ禮 日く •若し 謝し 得すん ば 則ち 必中 之を 
几 杖 (: 賜 ふ. と 云へ り。 臣は 七十を 以て 致仕を 上表し、 君は 彼が 退去して 世の ょ 
一せ の溥か b なん 事を 思 ふ。 是れ 君臣の 禮節 也。 必ず 七十に して 去ら す、 老いて 仕 
一を かへ さ 》らんものを » り、退いて世事を思 ^ んものをあし、と云はん事ネ 
:皆以 て 誤 ま b 也。 退去 致仕と もに 義のあ る 所に して 已むを 得ざる の理を 以て 
一是に 隨順 する にあ り。 此間 尤も 私の 見解を 立つべからざる 相 r 


T,  君 道 三 

賢 賢 • 

一 君不 ，因， 臣則不 k 建 

\ 師甞 て， 臣臣 ある 所以を 謂 ひて 日く H: を 下 ありて 上 あり •臣 欲て 君と 解す •下 
一 あら ざれば 上な く •臣 あら ざれば 君と 云 ふべき 名な し。 こ ゞを以 て ' S ふ 時は^ ^ 
一と 臣とは 根本と 枝葉と して 本 一體の ものな b。 譬へば 心は 身の 主人に して 骨 
一髄 皮膚 六 根 四肢は 臣 にして 下な ぅ、 六 根 四肢 足ら ざれば 人となり 難し。 & あ b 
一と 云 ふと も身體 あら ざれば 心の 用な し。 身體 ありて 1 心 あら ざれば 主 A なし. 
一 唐の 魏徵日 く。 君 元首と なり. 臣股 M と爲 h。 首 尊 高な b と 雖も必 す 手足を R し 
S 以て 成. 體君 明智あ b. と雖も 股肱 藉り 以て 致 理禮に 日く、 總衣篇 —— 人以 ，君爲 レ 
心 君以 A 爲 # 。 書に 日く。 元首 Mil 哉 股 M 良 哉と 云へ り。 いづれ も 本 一本に して 霉 
そな はら 在る 處に 高下 筇卑 ある 迄な 卜。 さるが 故に 我 一身の 上を 以て 見る 時 
宫 道 五 セ A 
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に髮の 光よ b 凡の 末まで 是ぞ 我が 爲なら ぬ ものな く、 是ぞ惡 みい やしむ •へき 
所なければ 君臣 同一の 思 ひを なさ ば 何れが 君を なみし、 何れが 臣をか くまん* 
彼 殷の紂 •夏の 桀か 類は 元より 天子 一人の 位に 備 ると 云へ ども 下 皆 そむき、 皆 
E' 去 b し ゆ ^ 下と すべき 民な く、 g とすべき 士 あらす して 君と 云 ふべき 名の 
なく 獨夫 とよ ばれた \殷 湯 周武は 又是 に反して 下 皆 事へ 臣皆 服して 元 匹夫 
たりと 云へ ども 號 して 天子と 稱し 奉れ 卜。 是を以 て考 ふるとき は 君は 臣によ 
らざれ ば 建たざる の處 明白な り。 易の 乾の 九 五は 聖人す でに 天位を 得て 見 龍 
の 位た るを あらは せる * 其 言に 日く。 九 丘は 飛 龍 在， 田 利 a ,; 大人， と。 大人と 云 ふ 
は 下に ある 大徳の 人を 云 ふ 也 ®: 徳あ つて 上に 位する と 云へ ども 下に 大德の 
人臣を 得 ざれば 萬 物を 利す る こ t 能は ざる 故に 在. 見，！ 大人 t とは 云 ふな b。 是れ 
皆 上は 下に よら ざれば 事なら ず。 君は 臣を以 て 功を あらは すの 理を云 ふなら 
す—.、 古は 内外を へだてす X 主 威を 高く せず。 出入 起居と もに 士大 夫と 睦 まし 
くして 共に 天下の 是非を 論じ， 事に 順つ て 人君の 失を 補 ひ、 過ちを 救 ふに 至れ 


\是れ 君臣 合. 一の 思を なして 共に 相 戒め* 主 忠諫を 納れな ば 臣直 言を 進办各 
各 其 道を 盡し 、互に 難を 責め •上下の 分 自ら 明かに 君 15 の 交 b 自ら 睦まじ かり 
::; し 故、 舜先 言， 一 股肱 * 陶先 言， 元首： 君と しては 仁々 止まれば E としては 敬に 止ま 
一れ り。 是れ .ひとしく 心を 同じ、 合钵の 思を なすが 故 也 •後世に 及んで 君の 威 自然 
| に逞 じく ± 大夫を 親しむ の 時 少しく 窗者宫 妾に 狎れる 時 多くして * 佐 股肱 
一の涅.も朝に朝廷.に出仕して躬を縮め、息を竊かにし，散跪曲拳して、たまたま事 
一を 奏すれ ども 大に .恐れ、 をの、 いて 卽ち 退く A 君の 相 共に 親しみ 睦まじき も 
一め は -if 近習の 小人の み 也 S に 於いて 勢 ひへ だ、 b 分究ま b て 上下の 情 日に 
一 遠く、 人君の 威 時に 重く して 初めて 天下を 一人の 私と し •天下を 天下の 爲にな 

一 さす。 悉く 彼我の 爭ひ 出づ V) れ ょり 天下 危 くして 上は T を 恐れ 下は 上を 惡み 

- / 

へて 遂に 敗 C に 及ぶ 也。 國 C ぶれば 則ち 臣も又 其 禍を受 く。 然れば 君臣 聊か も 別 
意 あるべ からざる 也。 fli し臣は 君の 政に 順 ひて 忠を 起し、 信を 盡 す H 疋れ世 上の 
流 例な れば 君必す 臣在 るに ょつ て 君た ると 云 ふ 心を 本と して臣 へ 相 交る の 
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間 怠るべからざる 也* 

一設％ 官， 

師 日く 古昔 择官設 y 官 くる 所以を 案す るに 人相 聚〇て 則ち 是を 分ち て 事を 
一司 どらし め、 上下を 定め、 貴賤を 分た ざれば 其 差等 正しから t' して 分 0 ら亂る 
I 天地の 間 生々 の 民を 四に 分ち て 農工 商を 三 民と 號し -± を ± と稱 して 其 職を 
一 配る， 是れ則 ち 宵 を設 くる 也* 天に 因 時 ありて ぽ月其 行 道を 司 ど b # 夜を 違へ 
一す、 地 1 に 四方 あ b て 山 Jn 海陸 各 其 業を 全くす； 眼 : 1^ 鼻口 ^ b て 四肢 骨 節 . g に 其 
j 役を なす。 いづれ か 官職 あらざる 也 聖人 天地人 自然の 官職 ある ことを 考 へて 
一大 rl の 間に 宫位 職祿の 差を 定め 3¢ 分を 分ち， 其 事を 通して 聊か も 煩 ひなから 
5しむる也 «1 疋れ建官の本意なり/宫と云ふは官居を日ふ。官司也法なりと注せトノ 

本朝 令の 羲 解 に 大 K 以下 書史以 上を 官〜- 云 ふ • 是は 大政 官以 T の 宵な b 

! :丨 位は所_寅立表皆0位列也職也と注せぅ.職は主なち業なち.執事な办1注 


せ b •書の 說命 {: 官， 私昵に 及ばす # れ其 能爵は 惡德に 及ぶ 罔し •惟れ 其 賢 周 書 
武 成建官 也。 惟れ 賢 位 事 惟れ 能. と 云 ふ。 皆官と 位との 事を 相 遊べて 云 ふなり M 
j 禮に 惟れ 王は 國を 建て 方を 辨じ 、位を 正し 國を體 し、 野を 經し官 を 設け 職を 分 
一ち、以て民極とぷす、と云ふ乂 0 く以„九儀之命一正 ^ 國之位一一命受 © |治職事 
也 —— 再命受 服^ — 受， ，祭服， 也 —— 三 命受 k —— 下 大夫之 位 —— 四 命受， 器— 
受 = 祭器， 也 1 五 命 賜， 則 —— 法 也 出 爲 ，午 男 r— 六 命 賜％ ——爲 二 ® — 丨七命 
賜， 國 —— 侯伯 之國 - ^ 八 命 作 ，牧 ——  一 M 之 收 _ ^ 九 命 作 _ 方俏也 甚 等 
皆 職 位官の 差別す る ことを 云 ふ 也。 本朝 淡 海 公の 命に も 官位 令 職員 令を 分て 
り， 案す るに 職 あ，^ て 後に 官位 ある 事な り。 視る こと 聽 くことは 職に して 目と 
耳と 云 ふ •宫あ b て 目は 上に 位し， 耳は 傍 {: 位す* 是れ職 位官な b* 職 あれば それ 
一につ いて 必ず 位 あ b e あれば 其 位する 所に 名 U1 來て宫 と 云 ふなれば 官は表 
號 にして 位は 內の 上下を 分つ 故理を 以て 云へ ば 位ょり 官也。 次第を 以て 云へ 
は 宫 ょり 位に 至る 也 •本を 以て 云 ふとき は、 官位は 一體な り、 可 知 也。 堯舜の 時 建 
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官惟 W 內に百 揆 四岳冇 り 、 外に 有列牧 侯伯 ありと 云 ふを 見る ときは 官と云 ふ 
稱號 ありて 位 自ら 備はれ る 也。 本朝の 往古 推 古 帝の 時 聖徳 太子 始めて 冠位 十 
二階を 定め、 考德帝 始めて 八 省 百官を 置く と 日本 紀に 出で たれば、 本朝は 位を 
先づ 定めて 官は 後に 究まれ b。 爵と云 ふ も 位の 事な り。 與享燕 然後 賜爵と 云へ 
b •爵は さかつ きと ょれば この 心と 見えたり。 日本に 叙爵 i 云 ふは 五位® せ 
らるゞ 事 也。 

官 員の 事 ほ 案す るに 官 何を 以て 其數を 定め、 其 0* 品を 究む 

べき i ならば 能 

其 事を 詳か にして 而る 後に 職を 定め、 官を究 むる の理な \ 近く 一身に 考 ふる 
ときは 腹心 あり， 筋骨 あ. り、 皮肉 あ b、 耳目 口 鼻 あり、 羽翼 股脓 ある 也 M く 天地に 
法つ とれば 陰陽 あり、 五行 あ り、 四時 あ b、 四方 あ b 山川 海陸 あぅ •草木 鳥 獸魚鼈 
あ b、 大小 ある 也。 聖人 皆是れ に 基いて 官の數 を 定め 事を 極め 玉へ る 也。 ❖ 陶謨 
無 ぃ曠庶 官を曠 じくし、 天工 人 其 之に 代る と 云へ るは 天に 代て 人の 庶官を 立た 
る i® 心 U や •唐 寒 以前 0 官は皆 天に 享 くる こ i を 以て 官を 立て 太古の 'fe 制 


は 簡略に して 詳かに 知る ベから 中と 云へ ども， 大槩 聖人 R 遠く 天道を 重ん. じ 
て 四時を 定め、 天地の 位を 究め、 萬 物の 化育を 明かに する 保虞舜 ょり 此方 璩璣 
一玉 衡を 以て 天の 七 政を 調べ 九官を 分ち 配て 悉く 民人を 治む。. 周に 至て 官制 尤 
一 も詳か 也。 周の 六 卿、 毎 卿し 六十の M 官 ありて 三百 六十の 官數 あり。 其 小 司 小吏 
共に 六 萬 三 T* 六 R 有餘あ りしと 也。 其 後代々 損益 あ b といへ ども 皆 世々 に官 
| 數 まさ b ては ぶける こと あらす。 唐 4-: 二十 四 司を 分ち て 文武の 官す ベて 六 W 
一四 十 員 あり •是れ 後 iH: に 至つ て官を 省き 大宗 內外 の官を 改めて 此 くの 如きな 
卜。 然れば 官數の 定法い づれを 取て 必と 定め かたし。 古人は 以 ¥ 任 A といへ b 

是職 事不得 止の こと あるに 因て 初て 官を 置く 也 故に 官職 相當 にして M に 空 

❻ 

: •官な く。 官職な し。 後世は 以 A 任， 官 。此 故に 人 多くな れば 數官 にて！ 職を 分つ、 故 
| に 職の 事に 奸曲遊 佚の 事 あ り。 官數 少なければ 一 官にて 職を 兼ぬ 其 人材 徳由 
しければ 兼職 能辨 にして 滯ら ざるな 卜。 周の 召 公太 保の 官 にて 家宰を 兼ぬ 畢 
公太 師の官 に 居て 司 馬を 兼ぬ、 一人に て 二 職を 兼ねし な b •唐の 房 玄齡は 僕 射 
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の官を 以て 度 支を 兼ね 魏徵は 侍 中を 以て 東宮の 宫を攝 す S 等を 以て 考ふる 
に、 千 羊の 皮は 一 狐の 腋に 如かざる のた めしな れ ば* 官員を 少なく して、 人を 選 
一む 事を やすぐ し、 捧祿 を豐か にして 上の 費を 少なぐ し、 權壬專 j にて 也へ 讓て 

! 事 を 避けん とする 事な く。 官員少 きが 故に 事に 通す るの 利 あ り。 唯官を 省みて 
ょく 之を 擇むを 以て 本と すべきな b fi して 官上に 三 公三 孤 あ，、 纥下に 六 卿 あ 
b 三 公三 孤は 論 k 經/男 變 s 陰陽-寅 fe 天地- 弼 i^ 一人 _と あ り。 六 卿は 天地 四時に 
表は す。 先 づ天官 を 豕宰と 云 ひ、 唐の 吏 部に あたり、 掌 # Is 治 M H 官一均 起 海， 也 官吏 
選拔勳 封 考課の 事を 司るな b。 本朝の 式部省に 相當 す。 職員 令に 日く ベ ? 內外文 
官名 帳 老課選 拔禮義 钣 位 位記 校 » 績 ，功 # 賞 朝 集 學校策 試 貢 人 祿賜假 使 補任 
| 家令； 功臣 家傳 由 * ふ 出で たり。 地 官は 司' 徒と 號す。 掌 ^ 敎一 敷 2F 典， P 兆民， 也， 唐の 
一 芦 商に あたれ b A 民 由土卢 口 材糧を 司と るの 官に して、 本朝の 民 部 省は 是れ 
也。 令に 日く li 國戶 n 名籍 、賦役、 孝義 、優復 —— 優 賞復除 I — 鐵 免， 家人、 奴婢、 橋 道 
津濟、 渠地 •山川、 薮澤 •諸 國田 事を 掌る 也 * 官 宗 伯と 云 ひて、 掌 ils 禮 一治 # 人 IU ュ 上 


へ 


下 ^ •唐 0 禮部 にぁた れ t 禮儀 祭 r£ 宴亨 貢擧 のこと を 司 ど' 本 輟治懿 雀是 H 
% 令に 日く。 本姓 繼嗣、 婚姻， 祥瑞、 喪 雜 、贈賻 、國忌 、請 及諸蕃 朝® 事を 掌る 也。 夏， K •は 
| 司捣と 云 ひ、 掌-, 邦， 政統， ，六 師 尔=邦 國、 唐の 兵 部に 當 つて* 天下の 軍衞 武官の 選 授戍 
| 馬の ことを 掌 どる。 本朝の 兵 部 省 是れ 也。 令に 日く。 內外 武官 名 帳は# 課、 選 叙，’ 位 
I 記を、 兵 上 名 帳は、 朝 集. 祿 賜， 假使 .發 兵士を 差發 し。 兵器 •儀 杖、 征伐に 招 ふる も 
| のを 兵器と 日 ふ。 禮容に 用 ふるものを 儀 杖と 日 ふ。^  — 城隍 .烽火 事を 掌る と 云 
り。 秋官は 司 宼と云 ひ、 掌，- 邦禁 詰 fe 慝， 刑，， 暴亂- 也 if の 刑 部 (:' 比せり。 刑名 徒隸勾 
覆關禁 を 司 どる ポ 朝の 刑 部 省 是れ 也。 令に B く。 鞠獄 •刑名を 定め、 決疑瓛 を 決し 
良 賤名籍 •囚禁 、債貨 事を 掌る。 —— 徵财日，債不 « 1\負、 ！ 冬官は 司 官と云 ひ、 掌 
邦土 一居， 四民， 時 k 利 一 他。 卽ち 唐の H 部に ぁたれり。 百 H 山澤 のこと を 司 どる 也。 本 
朝宮 內筲是 n 也。 出納、 諸！！ 調、 雜 物、 舂米、 官 田 ^ び 奏 k 御 食產； 諸方に 味 事を 掌る 
以上 是れを 六 卿と 云へ る 也。 故に 周禮に •六 卿 分 ® # 率，， 其屬 li 倡， 一九 牧：阜 成 把 民 
と 云 ふは、 この 六 卿を 惣る官 の 司に して、 これを 以て 天下 億兆の 民を 治めし と 
6- 道 五八 七 
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也。 是れ 周の 制 也 •夏には 天子の 下に 三 公を 置き、 一公に 三 卿を 佐， として 九 卿を 
置く， 九 卿に 二十 七の 丈夫を 添へ、 大夫に 八十 一の 元 ± を 添 ゆ、 是れ百 二 十の 官 
員 也。 其後歷 代に かは りて 門下 省 中 書 省、 尙書 省を 置ぐ. •其 外さ まざ まの 品 かは 
れど も、 唯 周の 官を 守る に 過ぎす-故に 是六 卿を 你書 と號 して 共に 相 貴ぶ こと 
也。 凡そ 官ひ くしと 雖 も， 時の 權威過 起， し、 君の 寵臣 久しく 此の 官に 居、 世々 この 
官に 居る 人寵祿 豊かな れば 其の 官必す 貴なる こ 10、 古 來 ょぅ 然る 也。 本朝の 古 
は 冠 保 十二 偕に 究 まり、 其 治 三 公 八 省 あ b A 省 0 內大藏 省は 宫內 省ょ b 別れ 
中務 省は 唐の 中 書 省に 比せ り。 然して 其の 職掌は 吏 部に 通す どの 外 令 外の 官 
職 因循して 多し と雖 も、 實は八 省に 屬 せり。 こ、 を 以て 云 ふ 時は 官員 甚だ 多し 
>) 雖 も、 其 由る 所、 豈に 多端なら ざらん や。 天地を 考へ 人事を 察し、 衣食 居の 用を 
はか b、 國用を 利し 三 民を 案. する 爲 めの 官位 也。 源 親 房 卿 職 M 抄を 撰す と雖も _ 
唯 其 官位の 始まる 所を 博聞して， 聊か 世の 政道に 益な し。 尤も 歎く 可き 也. 


選 fe 任 レ 官 

. 

師日く •我が 天性 元 來惡を 知ら 中と 雖も. 外物に 感じて 其の 惑 ひ 多く  •故に V ひ 
I を 正す は 意を 誠にす るに 在 b と 也-意は 心 0 出で、 物に 感す るの 發見 也。 又 日 
| く ) Hi にあら ざれば 視聽 言動す" る 勿れ， と 云 ふなれば、 まづ意 念の 發 する 所、 耳目 
{口 鼻 四肢の 觸 る、 處を 改めて、 然る 後 (: 心性 自ら 正し •心に 病な しと 雖 も* T 經 
一 さ、 はりて 目 ふさが り、 肺經 病で 鼻 とづ •君 もと 正しと 雖も 、臣 塞がる 時は 事 間 
| し然れ ども 諸臣皆 明かに ならし めんことは、 廣く救 ふの 道な りと 云へ ども •竟 
一に 及ぶ ベから 中。 故に 官に 任ずる 人までを 專 ら選擧 せし むべき 也 •官は 人の ¥ 
| 目經 絡の 如し， 是を ょく 養 ふ 時は 皮肉 骨 節 自然に 全き 也。 兹に 古を 考 ふるに 蓽 
一陶は 紐 ュ er 庶官と 云 〇. 伊 尹は 任 ri. B 惟賢と 云 ひ If 說 U 治亂在 = 庶官 一と 云 ひ、 周 書に 
建官 惟賢と 云へ b。 然れば 賢人 君子を 用 ひて 官に あらし むれば. 天下 長久に し 
て 子孫 永久な へ 也。 小人 邪臣 政を 執ら ば、 萬 民 悉く 苦しんで 終に 國 亡 ぶ。 周の 文 
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王は 太 公 a を 得て 王 業を 立て、 齊の桓 公は ^ 仲に 因て 伯 業を なす。 何れも、 賢者 
によらざる や。 唯 上代に のみ 賢人 君子 多くして、 末代に 少 きとは 云 ふに あらす • 
j 人君の 求む る處 d 淺深 好む 處の 厚薄に よりて 出 來と不 出來と ある 也。 草木は 
j 非情の 者也篇 « は 人間の 類に あらず。 美 玉 明 珠は 深く 山水の 內にか くれ、 奥國 
一の 玩器は 此國の ものなら ざれ ども、 人 求め 時には や b ては、 革 木 鳥獸美 玉玩器 
(いつと な，'  聚 りて、 古は なか b しと 云 ふ もの も 幾 品 も 出世す。 況や 人は 類 {: よ 
一る ものな れば 、水の 濕に 流れ 犬つ かは ける につき、 龍の 雲を 起し 虎の 風を 生す 
| るが 如く、 上に 聖人の 徳 まし^- て、 下に 大人を 求め 玉は  > 、各々 類に 從て必 す 
一 賢人 君子 m づべき 也。 R を 知る に 如く 奠 しと 云へ り。 君 善 賢を 求めて 官を 授け 
| ん ことを 思 ひ 玉は >、H : H 自ら 君子の 德を具 ふべき なれば、 賢を 求めて 官 に任キ 
一ることは人教「，卜：：；り。但，、賢才を求むること奇才異能を云ふにあらざる 
也 ¥ 生の 言行を 正し* 按 姦邪義 に陷ら ざるが 如くなる を 以て 人を 得と 云 ふ 也* 
擧官の 法. 案す るに、 官に礬 ぐるは 平 士の內 よ 〇 相 撰み て一官 を授 くる. こと 


也 A 至て 兌 難し、 保 姉 至て 明かに する こと 難し-愛 僧の 情 又 防ぎ 難し •是れ を 古 
よぅ 三 難と 云 ふ 也。 如何にして 此 三を 正，、 せんとなら ば、 主よ ぐ 明かに して、 久 
1 .しく 其 事を 練らし め 其の 情を 試む るに あ b。 然れば 官に用 ふべき の 人品を. 考 
\ へて’ 諸士 の內 より 兼ねて 撰 出し 置きて 官人隱 くるれば、 乃ち 此の 內よ b 官に 
:擧 ぐ乂： 半生 土の 間に 群參 のこと を 定め 置/、。 これに 督責の 同を 多くして 其 人 
:品を 正し •其 中よ b 宫に乂 るべき 器を 考 へて、 先づ微 官を與 へて 任じ 用 ふ 職、 是 
j れ 擧官の 法 也。 次に 考課と 云 ふこを あり。 是は 一官一 職を 支べ て、 是れが 官職に 
一一 居 る 間の 勤めを 詳に 考へ計 る こと 也。 古 虞舜五 年に 一た び 巡 守して ra 方の 諸 
~ 侯を 一方 づ、 3)- らため 敷奏以 J 日 •明 試以. 功と 云 ふ， の 心を たどりた る こと 也。 舜 
一は 三 載に 必 -t' 一 度 諸 官の功 を考 へて、 九 年に し T 賞罰を 行 ひ 玉へ b •周の 冢宰 
一歲の 終 b に 百官を 正し、 三 歲に大 に 群 吏 之 治を 計る と 云 ふ も此事 也。 漢は 專ら 
是れを 用 ゆ。 文 帝の 時 京 房 考功課 吏の 法を 作りて 奏聞す * 瑣 細に して 用 ひ 難 
し。 魏の明 帝の 時 •劉 別 都官 考課の 法 七十 二條を 作 b て 百官を 考嚴 せんこと を 
君 道 五を 
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廢 すと 雖も、 覚に行 はれず。 晋武 帝の 時、 杜 預黜陟 之 課と 爲 し、 在 宵 一年 以後 毎年 
作法ょ きこと を 言上 1) る ものを 上等と し" 此 くの 如き こと 六 年に して 具に 其 
一 優劣を 勘辨 し ® 多くして 劣少 きものは 叙し 用 ひ •劣 多くして 優少 きものは 宵 
一を 下すべき ことを 論す。 唐の 考 功の 法 四 善を 以て 正す。 一に B く。 德義 ^ 聞 •二 r. 
日く。 淸愼明 著 三に 日く •公平 稱すべ し、 四に 日く。 恪勒懈 るに ぁらす Jft 外に 二十 
七の 法を 立て •考 功郎 中判 „京 官 之, 員 外郎 判，， 外官考 (猶 監考 ^ 考知使 を 置て 是 
を考 r 簿 帳を 作 b 朱を 以て 詳かに 事 書を なせ り。 奸人僞 て 朱を け づ卩改 むる 
一が 故に 咸 過す + 四 年に 墨書に なれ b とに や。 宋の 太祖 官院 太宗 考課 院を a て 
| 文臣は 五 年 武臣は 七 年を 以て 年限と して 其 優劣を 疋す。 唐には 吏 部是れ を 正 
一す が 故に‘ 専ら 老功 郞中 之を 主と す， 宋 r は 殊に 重んじて 大臣 是れを 司 どる. 考 
一 課の 道 古ょ b. 之を 重す る こと 斯くの 如し。 凡そ 年限は 三年を 以て 定格と する 
こと。 帝爵の 時に 法 とれ b。 是れは 國司縣 官の民 の 政に 怠る ぁ 6 ん ことを 歎じ 
て此制 を 立つ るが 故に、 専ら 外 官の爲 に 用ら る。 書に 三 載 1: して 考績と 云 ふ •孔 


子 も 三年に して ^ 成 •と宣 玉へ b ± 古の 舜 •聖人の 孔子 猶ほ 三年を 以て f れ w 

況や 末代の 流 俗、 民の 化を なすこと 速 かにして 功 あるべ からす。 故に 年限を ゆ 

ルる やかに して 其 是非を 考ふ るは 人君の 優恕 也。 外 官 計に 限 ^ •• す、 內京 の宫 、近習 

. * 

一の もの 迄 も、 具 . i: 是れが 功 課を 考 へて 黜陟の 政 あらんは、 觀善 懲惡の 政な れば 
j 仕官の もの、 心を 勵 ますに 足れぅ。 但し 人 至て 知 b 難し。 情 時に 至て 變中る 一 
1 •時の ふるまいを 以て 必すと 定め 難し。 然れば 年限を 立て 事を 改なば 、年限を 以 
一て 行を 僞て 上を かすむ。 又 年限の 間し るし 見へ ざる 官職 あるべし。 唯 世上の 毀 
一譽に 成 •り. 行か ば A の 俗 皆 外を 勸めて ，內を 潘みる こと あるべ か S す。 其考監 の 
一役 人奸 曲を さしば さま ば、 亦 下情 諛勸 を專ら とすべ し。 されば 唐の 高宗の 時， 盧 
一 承慶內 外の 官を 考課せ し 時、 一人の 國代 、米を 廻船す る： に 風に 逢 ひて 多く 費 ゆ 
一と 云 ひければ、 承慶 之を 考へ 中の 下と 究む 涎人少しも動かず’言ひ爭ふことも 
な，、 て 退かん とす。 承慶 之が 正を 見て、 風波は 力の 及ばざる 所 也-と 注して 中の 
中を 改む。 其 人 更に 喜べる 色 もな く 又み にくき 貌のあ らざれ ば、 承慶 筆を 改め 
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て， 寵辱驚 & す 。 考 K の 上と 注せ b と 也 •其 半生を 考へ すして 一時の 風情 計を 以 
て 進退 せんは 皆此 くの 如し。 其 上 功は 其 官職に つく A 品は 其 素行に 順へ ば •考 
一 課 0 役人 心得に ょりて 悉く 相違 あるべ し。 唐 虞の 世に 后 稷は播 棵 を 主 どぅ、 益 
一は 山林を 司 ど h へ 垂は典 に エ を 司 どり •龍は 納言 となり， 契は 五敎を 敷き. 皐陶は 
一刑を明にル，伯夷は禮を司どり，后蔘は樂を司どる。各一官を守卜て身をおさへ 
i て 別に 財を 求め t 然るに 後世は 人材 不足して 逼く、 八 人の 官に 居て、 遠き もの 
一は 三年 近き ものは 數月 にして 輙ち易 b 去る。 此 くの 如くに しては 功業 遂 (: 成 
一る ベから す。 たと ひ恪 * の E 心を 盡し 力を 致して 其 職を 治む る も、 其 績功 あら 
S はれ ざれば 上 是れを 嶷ひ 同列の もの 是れと 愾み覚 に 人の 言に 因て 罰せら る 
(是れ 又 考課の あやま b なり。 考課を 專ら とする 時は、 奸佞の ffi 知を てら ひて、 交 
/ り をょ くし、 # を 求め、 官に 居る こと 少に して 名聞 高 し* その 弊 皆實を 失 ひて 毀 
# (: 预 る * 又 考課の 道 あら ざれば、 承 平日 久しくは T5 官職 業 皆 定法に な b て 
それに 順 ひ、 そを 手本と して 末々 迄 例に な b、 功を 立つ る こと 自ら やむ。 然れば 


考課の 道 あらす しては 又 任官 規模 あらざる ベから ざる 也 0 舜の黜 陟の 政是れ 
也。 こ、 に 年 勞と云 ふこと あり。 是れは 其官に 久しく 居て 勞を つむ こと 久しき 
時は •是れ を 用 ゆるは 官を 上る こと 也。 但し 久しく 官に 居れば 必中 其 職に 邪姦 
ある もの 也、 世俗に 云 ふ 下手 切と 云 ふの 心 也。 魏の 世に 崔亮 停の 格と 云 ふを •致 
せ V。 是れは 外 武の官 人は 三年を 經 ても官 をぅ つ さすして、 唯 其 位を 其 ま、 に 
して 祿を 厚く す. 此時は 庸才 下品の もの も. 年月を 久しく すれば 賞に 預かる 故 
に、 崔亮が 甥 劉景安 書を つく  b て是を 改めん とす。 然れ ども 此の 時分 考課の 法 
悉く 違 ひ、 官に 上らん とする 人は 多く， 官は少 く皆奸 曲に 陷 b ける 故に •奸亮 一 
旦此 格を 立てで たり m 魏の高 澄 政を 執り 吏 部を 兼ねて、 崔亮 停年の 格を 革め て 
賢才を 求め、 年限 三年を 以て 考課せ しめけ る 本朝の 令に 考課 令を 載す •其 言 {:. 
日く。 凡そ 內外 武官 初 位 以上 —— 在京 諸 司 爲„ 京 官 ，自餘 皆 爲„ 外 寅 —— 毎年 當司 
長官 考， 其屬官 ， p 考者 皆是錄 j 年功 過 行 能 # 集 對讀、 « 其優劣.定_,九等第：八月三 
十日 以前 校定， 京 官畿內 十月 一日 老文 « 送 太政官 。外國 十一月 一日 附 fe 槩 使 ^ 送 
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考後 功過 並 入來年 云々。 本朝の 考課は、 專ら 唐の 法に. 准據 する 故に、 因 善を 立て， 
四十 二の 最條 を擧げ たり。 又 選 叙 令に B く。 凡 * 叙 者- — 謂，， 六 位 以下 也。 本 司 八 
j 月 三十日， 以前 校定。 式部 起，， 十月 1 日， P 十二月 三十日； 太 政 官起 n 正月 一好 & F 二 月 
一三 十日， 皆 於，， 限內 ，處分 畢其應 k 人、 本 司 量 程 申 送 集， 省 JL 應 選者 皆審 n 狀迹； 銓擬之 
| 日 先 P 徳行？ 徳行 行 同 取 n 才用高 者： 才用同 取 n 勞效多 者-云々。 選 叙の 法 尤も 詳か ^ 
一年中 行事に 八月 十一 日を 定考と 云 ふ。 是れ 考課の 也。 二月に 列 見と 號 して、 諸 司 
一の 輩の 上 日を 選 成して 式 兵の 二 省ょ b 奉る。 但し 是れは 擧士の 法た るに や。 五位 
j 以下の 塞 能 ある ものを 選み て、 上 卿に 器 - 1 容貌を 見せし むる とや。 擬 階の 奏と 

i 云 ふて かきあつめて 詳かに 詮議して 奏問を ふ. る こと あ り。 背是れ 任官の 大節 

\ 

一なる が 故に W 隈を 定めて 年中の 行事と する 也。 必竟 考課の 事は 上古の 聖人の 
一 用 ふる 處に して、 三年に 一度 其の 切を はかり、 九 年に 三度 考へ て、 然る 後に * 惡 
擧 _ る， の 政な れば 、任官に 人を 得る の 道、 萬 世 皆 之に 依れ b。 然れ ども 下に 奸^" 
多くして. 動もすれば 其 道 •の 失 ふことの 多ければ ，人君 官の爲 めに 之を 選ぶ の 


志 深く して、 督責 之監怠 らす。 其 政竟に 古に 反すべき 也 •次に 辟 擧と云 ふこと あ 
トノ。 是れ は隱 士陪 E に 限 ? >• す。 天子 其德を 聞いて 召して 宫に任 せし むる の 事 也 
一 承 平 H 久しく 朝廷に 蔭子隆 孫と 號して 任官の 臣、 子孫 多き 時は、 捧祿の 費を は 
™ か 6て、才徳壯.に稱美せらる、ものをも辟擧あること稀れ也。是れ故に才歡人 

(に 異なれ ども。 沈渝 して 或は 山林に 身を 隱し 、或は ® を 荷ぅて 世を 渡 K 或 A 挹 

一-,  , 

一 開 擊柝の まづ しき 祿に わざと 身を やつして、 終に lli: を 救 ひ 民を 撫る戳 常なら 

j す。 故に 人君 政に 志 深き 時は、 山野に 遺賢 あるべ からざる 也 ^ れ辟擧 せらる、 

故 也。 殊に 陪臣は 諸侯 卿大 夫の 家に つかへ て 有る： A?> 故に、 上 又是れ を 召す 率 あ 

らざれ ば 下 又 選ぶ に 品な し。 然れど も 陪臣の 內。 其 才徳# 望 勇民拔 群の もの > 

| ば 辟舉 あるとき •は A いよ^- 勸恪 L て 政道 下に 及ぶべし •武は 日く' 外人を ^ 

| して 官に 入れ、 千里を 招きて 士を 賞せ すと 雖も、 近臣 外臣 の內 をよ，、 (f 立てよ 

く 撰 ま ば 天下に 人 g に 乏しから んや。 異朝に 開 元 天寶の 比は、 選 士 外より 用 ひ 

すして i;i に ^ なること な 力、 cs きと * 案 t- る に 選んで 下よ h/士 を あげ W ぅ f 

君 道 五 念 


111, 鹿棄行 全集  五絷 
山林の 士を B さば、 皆 善 世の 政に して 經 ，邦の 一端 也。 其 法 正しから ざる 時は 却 
て 佞奸 出來す 。兩漢 には 是れを 用 ひて 治 i り、 魏齊 は是れ にょりて ® I る。 其法惡 
| しきに あら t' して 用を 失へ ば 也。 世 承 平に 屬 して 子孫 祿を 重く すれ ^; 皆 富貴 
に 誇り 飲食に ふけ b、 居所 衣服を あ. つくして、 唯翫 器を 弄し 遊 宴を 好みて 父祖 
一の 艱難を 忘れ、 主恩の 莫大なる をな みして 行義 德智 皆 a る •人 富貴なる 時は 必 
一中 辛苦に 堪へ す。 花の さかりに して 風 寒に しぼむ に 同じ。 飲食 過ぐ る 時は 睡眠 
| に屬 して 事を 勸む るに 堪へす 。居所 莊嚴な れば必 す 客を 招きて 是れを 賞せ し 
一む。 衣服 美溫な れば氣 さかのぼ b て靜 まらす。 皆是れ 人品を 惡 敷して 勸 めを 失 
i ふの 用 也。 志 至つ て 卓 爾な らば 是に そまず と雖 も、 中人已 下は 悉 C 是 をした ひ 
I 羡で まなばん、 ことを 願 ふ。 中 人已上 は 世に 稀な り。 是れ仕 官厚祿 の 人道に 遨き 
一 處な b •故に 承 平にして 蔭 子 蔭 孫 多し と 云へ ども、 用 ふるに 足るべき にあら t 
山林の 隱士 微官の 陪臣は 多き 人の 內なれ ば 徳行 材智の ある もの 殆んど 之 あ 
るべき なれば、 辟擧の 法 何れの 世 i て も棄つ ベから ざる 也. 


相將の 任秦に 選ぶ 事 案す るに、 官惟 百に 及ぶ といへ とも 其 要す. るは 根本の 
文武の 二 棟梁を 選む にあ b。 然れば 治亂を ふまへ て 陰陽の 相對 する に ひとし • 
，上古に 四 岳九官 十二 牧と 云へ るは、 百官の 內に其 要と する を 云、 る 也。 宰相の 
一任を 選ぶ 事は 古今の 論す る 所 也と 云へ ども 今 任 * 間， 而註 .之。 凡そ 古は 三 公三 

1 孤の 官を 天子の 下に 立てた b。 記 日く。 虞 夏 商 周 穸師保 ；有， ，疑 丞； 設，“ 四 輔及三 公— 
尙書 大傳に 日く。 前日， 疑、 後日， 丞 ，友 日， 輔、 右 日， 弼 、四隣 也、 ！ 不， ，必備 ：性 其 人、 語へ ® 能 
也。 故 天子 無 » 三 公 無 % # ， 職 k 子； 何 官之 R、 天文 三臺以 H 公， 法 焉とあ b.。 周 成 王 
作 „ 周官 ，日く。 立，， 太 師太傅 太 保； 兹憷三 公.. 論， 道經 ，邦、 變 II 陰陽： 少師少 傳少保 日 H 孤 
惑 公弘 it , 宣 s£ 天地； 弼 ¥ 一人； 是古の 三 公の 法 也。 M の 武王時 太 公太 師とな 彡 。成 
王の 時 周 公 爲 „太 師， 畢 公爲， ，太 傅， 召 公 爲， ，太 保； 殷の太 S-  Q 時に 伊 尹 太 保に 任 中 * 
帝 得 n 方 栩一而 天地 治 神明 至、 虞舜 0 時 十六 相を 以て 內平外 成る と 云へ り。 殷の陽 
王 初めて P 二 ^ 伊 尹仲觸 これに 任す と 也。 三 公と 云 ふ 名は 相と 云 ふ も 別なる 

に似て、 實は闾 儀 也。 こ、 1: 秦の悼 武王始 て 三 S を やめて 承 相の 官を 置て 左右 
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の 丞相 ぁり、 始皂. 呈不韋 を 貴びて 相國 とす。 相 國丞柘 並びて 天子を たすく •二世 
に 至つ て 中 丞相を 置，、、 ^ て三官 也。 漢の 高祖卽 位 ぁ h ノて S 相を 第一の 位と す。 
| 蕭 M を 丞相に 任じ 其 後又栩 國と號 す。 惠帝 左右の 丞相を 置‘，、。 文帝丞 相 を 一官 
とす。成帝の跻、御史太夫阿武奏して大司馬大司空の二官を增してゴー公准じ‘て 
初め 宰相と 號する 也。 後漢に 丞相 御史 太夫を やめて、 古の 三 公を 置く と 云へ ど 
一 も 天下の 事 皆臺閣 に歸 して 尙書省 のはから ひ也是 を， * I1 臺と ft す 故に 三 公江 
一具 ; a 也を 云 ひて 名 計 也。 是は三 公位 高く 威 IT1 くして、 や、 も すれば 天下の 權を 
i 私に する こと 多し。 こ、 を 以て 三 公には、 老人病 體に して 事を なすことの みな 
j らす權 を 奪 ふこと 叶は ざる ものを 撰で 是に 任す る 故な 卜‘唐 には 僕 射を 尙醫 
| 省の 長官と t 是を 宰相 •と 云へ b。 或は 參議 得失 參知 政事の 類 皆 宰相の 職 也。 後 
| に 平 章 事と 云 ふ •是又 宰相 也。 宋には 同 平 章 事を 以て 宰相の 職と して 常 員 之れ 
無ぐ、 神宗 ょち. 侍 中中 書尙 書を 三省と 號 して、 宰相の 居所と し 1 二 省の 長官. と宰 
相の 戳 とす。 歷代 宰相の 任甚 重し。 師傅 保の 職は 天子に 師範 I して 天下 0 政事 


を 傅 保す るの 職 也。 然れば 天子 宰相を 撰で 善 任す る 時は、 天下 自ら 安し •人 主の 
職、 一 相を 論す るに 在り * 和の 職は 百官に 任す るに 在 b と 云へ るは 此事 也。 宰 
相の 撰を 備にせば、 其 人品 德行 正しく 威儀 嚴重に 、器 職寬大 にして せは しから 
す。 材智 周ね く 渡て 理に 通じ、 辨言 正しく 顔色 和し、 古今に 通達して 博聞 約禮 i: 
能く 難に 堪へ 重きを 荷て た ゆます 怠らず、 是宰 相の 選と 謂 ふべき 也 宰相の 職 
と 云 はんは、 天地に 則て 天子の 法を 立て、 陰陽に 順て 政を 正し。 國土を 計て 制 法 
を修 し、 賢才を 求て 官に 任じ、 ょく 萬 物の 生を 遂げし む。 是宰 相の 專ら 職と する 
所 也。 其 人 無ければ 則ち 闕と云 ふて •天下 第 r の 官職に 居て、 祿を 厚く し 俸を 豐 
にしながら、 此の 如きの 職を 勸むる こと 叶 ひ 難き 時は. •其 人 則ち 闕 ，を 辭し 人君 
又 道を 去る。 故に 則ち 闕の官 也。 ！ 但今は 太 政 大臣に 限る 也 U —— 或は 又 ^ 非 
稱 ，職 竊 k 與 & とも 云へ b。 上は 天の 三 « 星に かたど h へ 下は 管轄 權衡に 比して 
萬 機の 本と すれば、 かりそめにも 其 選 其 職を 怠たら ば •天下の 敝塞疑 ひなき 抱 
細務に 親ます と 云 ふこと あ b, 是は渭 細なる 職 事に 於て は 宰相 之を 取り あつ 
0 道 六 〇 一 
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かは ざると 云 ふこと 抵。 宰相 大事に 任じて 常に 政道の 大要を 專 とすべ しとの 
こと 也。 漢の文 帝 一歳の 錢穀の 出入の 數を尋 玉へ ば、 陳牛主 者 ありと 答 ふ。 丙吉 
一中の 喘を 問て 死傷の ものを 問は す。 是谷其 大體を 論す れば 也。 但 手を 拱し 座を 
一高く し。 偏く 四方の 士に重 也ら れ、 知 •一共に 暗 じて、 唯 陰陽を 治め 天地に 法と る 
I と 云 ひて、 大 細事と に惡人 あるべ し •司 馬 光 ♦か 丙吉を 評して 不尙不 ，法、 賢人 進ま 
\ ず、 rfn して 牛 喘を 慮り B て 陰陽の 和を 求む。 亦 疎なら t' やと 云へ るは ことは b 
一也。 宰相た る 人 細事を 專ら とする ことを 好む。 其 所以 あ b。 一には 我に 大體を 知 
I るの 事な く. 細務 をつ とむ るを 宰相の 職と 思 ふ あ b。 二には 人君 明察を 好みて 
(自ら 宰相の 職を なす 時は、 大臣 却て 小事を 勸む H には 本ょ b 有司の 務を 得て、 
一是を 以て 知を か > や か す あ. CV。 四には 人君 本を 治む る 左を 知らす して、 小事を 
j 以て 大臣を 責むる あ b 五には 大臣 權重 くして 大細事 皆 決す ふ あ b •皆 是眞の 
宰相の 法に あらざる 也 * ょり 三 公道を 論ず •六 卿 職を 分つ。 大 S 小 卿 各 差別 あ 
り _ は 至て 三 公に 其 人な く、 悉く 細 小 0 事を 掌ら せん 爲に 丞相を 霍 く •是 1: 依 


つて 秦の政 劇し，、 道德に 遠くして 政 亂 .る. 後漢 に尙 書を 親み 近づけて， 三 公を 
置きても 人君へ 遠く， 大 細事 皆 銜 書の 奏 間に ょら ざれば 事なら す。 此. の 如くし 
一て 古の 法は 形 ばか 5. 殘 b て。 師傅 保の 職い 名のみ 也。 次に 宰相は 選 叙の 官&- 其 
一 家に つぐ 可ら す。 選 叙の 官 i 云 ふは、 家を 定めす して 人を 選. み 徳を考 へて 是 .に 
一任す る 事な り。 是萬 民の 爲に其 政道を 下に 及ぼさん との 淀 なれ ども、 承 平 H 久 
| ければ 必ず 家に 定る こと 又恒 恒例 也。 人君の 明暗に 因る 事な れば 、極めて 言 ひ 

i 難し。 昔 魏の文 侯 相を 擇ぶの 道を 問 ふ。 李克 答へ て 日く。 官に居 b て 妄りに 人を 
親します。 親しむ ものは 必す賢 也。 富で 妄りに 與へす 與ふ 所の ものは 必す理 に 
當 る。 達して 妄ぅに 人を 用ゐず 。用 ひる 所 あれば 必ず 善し。 困窮 すれ ども 非義の 
ことを なさ t 貧に とぼし， けれども 非義の 財を 取らず。 此之 をかぬ る ものは 君 
子 也。 大臣 宰相の 任に あたるべし と 云 ふて、 田 文を 相と す。 齊の椬 公の 大夫管 仲 
病せ b ffi 公往て 誰を も 相と すべきと 尋ぬ。 管 仲、 殺 ^ 君に 適、 親に 倍き て 君に 適 
ひ， 自ら 宮刑して 君に 適 ふは 皆 人情に あらす や。 近親して 事を 任せ 玉 ふべ から 
笤 道 §三 
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す~ と 答 ふ M 公 鮑叔 牙が 人となりを 問 ふ # 仲 日く  •君子 也。 政を なさし むる 器に 
あらず。 其 人 善を 好み 惡を惡 むこと 甚だしと して、 一惡を 見れば 一生 之を 忘れ 
I ざるの 質 也と 寧 ふ。 齊魏は 僅か 一方の 諸侯に して、 其 相を 撰ぶ こと 此の 如し。 況 
んや 天下の 大 S を 受て萬 •民の 政事を 掌る に 於て おや。 本朝 猶ほ 是れを 重 じて 
一三 公を 立て 大政 大臣 左右の 二 大臣 あり ^ 政 大臣は 職掌 無しの 宫に して 專ら 
I 有徳の 撰 也。 故に 其 人 無ければ 則ち 闕、 左大臣 必ず 攝政間 白の 關を 兼て、 天下の 
政治を 悉く統 、必中 一座の 宮旨を 蒙る 故 一人と 稱 す。 .•—— 又 一所と も 云 ふ.. 丨 
淸 和帝已 前は 天子 攝政た り。 淸 和ょり このかた 人臣 攝 政す。 忠仁 公良 房文德 帝 
I の 遺 詔を 奉じて 攝 政す。 是初 也。 良 房は 閑 院各嗣 の 二 男 染殿❼ 大臣と 申し。 又 {1 
一白 川 殿と 云 ふ、 卽ち淸 和 帝の 外祖 _也。 攝政 十二 年 ありて 貞觀九 四 年に II す。 是ょ 

一. り 連綿して 昭官 公し ^ 基經 貞信公 忠平 淸愼公 實賴 謙 

徳公 —— 伊 尹 ！ 忠義 公 ！ 兼 通！ 廉義公 ！ 賴忠 丨 j 各 子孫 相 續 して 

此職を つとむる 也。 武家 天下の 權を 握て ょトノ 後. 執權 執事の 職を 定む •官位 卑と 


雖も商 貴官人 も是が 爲に 屈曲して •天下の 政事 此一 職 r; 交れる 也 M 倉の 將 k. 

家には 北條か はる  執權た b。 京 部の 公方に 至て、 高の 師 宽 が 子 高 階 師 1¢ 執 
| 事の 職を 持つ。 文 和 三年に 仁 木賴章 執事を 補す ® 文 四 年に 細 jn 淸氏執 事 爲 .，9* 
一 其 位 各從四 位の 上下を 出です。 貞治 元年に 斯 沼右衞 門督義 將執事 爲 \ 義將部 
| 少し。 故に 高經 入道 道 朝 政務を 行 ふ。 —— 高 經尾張 守に 任せ G れ斯沼 を 以て 號 
| と爲す •字 孫 兵衞に 任す 故に 世武 衞と稱 す.！ •貞治 六 年 細 川 ® 元 •義滿 之 執 m 
| 爲 り、 其 後 武衞細 川 畠 山 各 相 代て 執事たり。 康曆 元年に 源義將 又 執事 爲ぅ。 是ょ 
, b 管領と 號す。 永 正 五 年に 多く 良 義興從 三位に 叙して 左 京大 夫に 任じ 管領 I」 
一爲 す。 天文 廿 一年 三 好 修理 大夫 長慶細 川に 代り、 而 して 管領と 爲り、 永 祿四 年に 
| 松 永 藤 原 久秀 三好義 長と 殺して 權を專 .とす。 I 長慶子 ^ r 武家 尤此 器を 重 
一 じて. 其 選 甚だ. 深し、 異朝の 宰相、 本朝の 執 柄、 武家の 執 櫂* 皆 天下の 政務に 預 るの 
官職なる ♦か 故に III: 々 是を 重ん す。 然れ ども 承 平日 久しき 時は 任官 又 家になる 
こと 古今 -v もに然 り。 かるが 故に 授政關 白は 忠仁 公ょ b 藤 M 代と 扣替攝 家ょ 
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稱號 なし、 管領は 三 家に 屬 して 直に 栩 R る。 是等 或は 職を 子孫まで 持 時は 他の 
競 望を やめて、 我家に 究め、 或は 類 親廣く 本へ よき 民族は、 押して 他に 讓ら すし 
一て 次第に 職を 次ぎ 是れ 皆臣 の威强 くして 上の 徳闇 きが 爲す所 也。 異朝に 三 公 
™ の外尙 書な ど 云へ る眤 近の 官 ぁぅて、 此人主 公 宰相の 威を 持' 故には 是を宰 
一 相の 職と する 類 も、 三 公代々 相續 いて 其 人々 たらす、 其 職々 たらざる よ b 事 起 
ると 見えた り。 本朝嵯 峨帝歲 三 所を 置て 侍' 中內 侍に 比し 公卿 第一の 人を 別當 
とし、 —— 左大臣 之を 兼ぬ —— 四 位の 侍臣の 中よ b 選み て 頭と し， 五位 六 位の 
內を 選み て 職 事と 號 す。 叙 上の 事 頭 以下の 職 事 奉行す る 也。 是そ 公には 其家定 
b て 其 人 其 器に ぁら ざれ ども 家を 以て 相續 する が 故に、 別官を 置て 之を 司ら 
i しめ、 三 公は 吾へ ものに 致し 置く こと も 古よ b 然る 也 草 業の 主は 新 5: 政を 定 
一む る 故に、 事を 謀る こと 理 に當れ 共、 守 文 久しき 時は 子孫 自ら 先祖の 功に より 
て 職を 嗣ぎ 、或はす ベて 恨の なからん ことを 願 ひ、 或は 斯思を 厚く せん 费を思 
て t には 家に 戳を究 るの ためし 古今に 多き 也。 次に 宰 •相の 任は 古 ^ 一人に r 


れ b _r 相よ b 賢 材を具 すれば 故 •異說 なく •あみの 大づな あるが 如く、 糸のと 
ぅらを 以て il れ ざるが 如し。 故に 専ら 一 相を 撰む 也。 然れど 一 相 苦 障 あれば 天 
J 下の 政事 滯るが 故に、 左右を 置と、 是又 心を 一にして 政を 專と すれば、 左右 あ b 
一と 雖も一 相に 同じ。 黃 帝の 六祖， 舜の 十六 相な ど、 云 ふは、 皆 政事に 色々 ある 故 
一 其 品を 差別して 相の 號あ りし 也。 漢の二 相 成 王の 周 公 君 公の 類、 是 まことの 二 
一 相に して、 其 輔佐す る處に 於て は 同 一理 也。 後世に 及で 漢に 二相を 置か ば、 互に 
一 相愼 しまし め、 互に 闕た るを 輔ふ爲 也。 是臣德 の 不足に よ b て 也。 唐の 武后 宰相 
一を 數多骰 くは、 知を 多圓に 求めん。 爲 にして、 皆 異論に 落ちて 1 致せす と 云へ り 
一然れ ば 宰相は 員數の 多少に よるべから す 唯よ く 人を 撰んで 是を用 ひば、 一人 
一に 如かざる 也、 政の しな を 自ら 司 どら しめば 一 相に ては 事 ゆ ふべ から ざ 
一る 故に、 數栩に 及 ふ 事 勿論 也 H 公は 道を 論す るの 人 なれば、 三人に 究ら す、 其 人 
あら ざれば 一人 にても 可. 也。 六 卿は 諸 職 多き が 故に、 六 卿 共に 備はら ずして は 
萬 機 足らず •& に 其屬官 に卿輔 亟錄の 品々 を 立てた る 也。 兹を 以て 宰相は 一 相 
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にて 可な b とは 云 ふ 也。 本朝の 攝政關 白 必ず 一人の 職 也今鄕 凡て 十八 人 あ b 
と雖 も、 三 公に 職掌な くして A 省 各 職を 詳に する に 同じ。 武家 倚然 ぅ。 執 櫂は 一 
人に て、 其 下に 評定 衆を 立て 四 職を 置く。 —— 土岐 、佐々 木、 山 名、 赤松 —— - 是皆墳 
細の ことを ば 職 ある 人の 司 どり て 管領の 執權は 一 人 にて 管轄せ しむる 也。 此 
の 如きの 事は 時代に 居て 用捨 ある ことなれば、 必す 定め 難 けれども、 上古の 聖 
人の 徙を考 へて 云へ ば、 宰相は 治 道の 大體を 詳に して、 六 卿 各 職を 分て 是を細 
評する こと、 萬 世 不易の 良法 也。 大體と 云へは 何事ぞ 、詳に 究めす して 大 あらめ 
なること、 思 ふ v からす。 大體 とは 事物の 間の 大 綱領を ば 考へ て、 其， 條目を 六 
卿に しらべさせ よと 云 ふ 事 也。 何事 も 細に 問は す、 尋ねず、 究めざる を大體 I」 思 
は 六 卿の 職必す 怠りて. 奸曲邪 惑を なすこと を も 見の かし 聞の がして、 諸 役 
人 結 色に 佐怙 出來 るべ し。 是は 大體を 取ち ♦かゆる 故 也。 大體に 付て よく 心を つ 
けて 知るべき 事 也。 次に 宰相に 功 e を 任す る こと 漢の 世に 多 ■し 1S を崇 ぐし 賢 
を銜 ぶが 故に 必中 武功の &: を 撰ぶ に 限る 可から ざる 也 •然れ ば 唯 その 器を よ 


く 知て どれに 順 ふに あり •是れ 又 人君の 聰明に ょる 處， 

武將の 事、 上古は 三 公の 職に して、 六 卿 是に從 て 征伐す。 或は 天子 d . ら兵を 率 
^ ひて 武事を つとむ •黃 帝ょり 以 T 皆然 り。 周の 宣王皇 父に 命す a 疋三 公を 以て 軍 
一事を 治む る 也。 秦に太 尉を 置て 武官の 總號 として 從丞 相に ひとし。 漢の 高祖 自 
(ら 兵を 率へ て 征伐す。 故に 初め 太 尉の 官な し。 後に 太 尉を - rc き 歷代 因循す“ 宋に 
一太 尉 司 徒 司 空を 三 公と して、 大尉を 武官の 至極と し、 正一號 とす。 六 卿の 内 太 司 
へ 馬の 宵、 是大 古の 武官に して 專ら 武事を 司る。 周に、 は ? ? 官に屬 せ 漢の武 帝 太 
一尉を やめて 大 1 馬を 置く。 然れば 武官の 本は 三 公の 其 一にして、 其 用を 六 卿扔 
一司 どるな‘ れば •古 來の三 公 六 卿は 皆 文武の 兩道を 本と して 其官を 立ちた る 也。 
I 武將の 選 宰相に 異る 事な く •尤も 重職 也。 將軍 の號は 古 之 無し。 禮記の 月 合に 盂 
一秋の 月、 天子 乃ち 將師に 命じて 士を 選び 兵を 勵む といへ ぅ # 0 献公 初め 一軍 
を 作り 公 上 軍に 得た， 9 と 雖も 、未だ 其 號は 非す。 左傳 吾の 魏献 文 ' f ♦か 事を いへ 
る。 是等對 軍 等の 初 也。 戰國に 及で、 楚 の懷 : P: 秦と戰 ふて、 楚の 大將軍 屈 丐 •か 虜 {■: 
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なる 事 あ 彡。 是大將 軍の 初 也 •周の 末に 前後左右の 將軍あ b * に韓 信を JSI て大 
將 軍と 號し位 上 卿に 次け b。 其後將 軍の 號に品 多し。 唐に 高祖 天 策上將 軍の 位 
を S きて 三 公の 上に 列す。 是奏 天の 功を 賞して 也。 後に 此宫を やむ。 軍將 一人に 
副 將軍 一人を 置く •是 唐に 初 まれ b。 元帥の 官は 唐の 制 也。 副 元帥 あり。 凡そ 兩漢 
ょり 以來 、將 軍の 官 ありて 國 政に 預り 、武 儀を 正して 其權 宰相の 右に 出づ ，隋薄 以 
來 、其 官名 あら ざれ ども、 唐の 都 副 元帥、 宋の 都督 宣撫使 — ^ 都督は 魏の官 、宣 撫 ® 
は 唐の 寅 朱に 己ぅて 其官 重任たり。 國本 頭註に 云は く。 唐 都督は 州 牧之職 ：也 •宋 
都督 同號別 職 也 —— は、 皆將栩 の 重臣に して 武官の 極官 也。 師と云 ふは 凡て 武將 
の總； 也。 才以て 物に 將 として 而 して 之に 勝つ に 足る。 之を 將と謂 ふ。 知 以て 人 
の師 として 之を 先と する :.: 足る。 之を 師と謂 ふ、 と 註せ b。 將師に 任す る ものは 
其 選 平生の 考に あら。 但武 將と號 して 位を 三 公に 比し、 天下の 武官 武 儀の 管領 
たる 人は、 常に 唭言辭 容貌 行容を 以て、 具に 細 詳して 是に 重職を 與ふ べし •古人 
將れ る 0 才 得難し と雖 も、 得難き には あらず して 是を 知る 事の 難き 也。 其の a 


唯 知を 專と し、 勇を 根と し、 fi 賢を 行跡と すべし。 知 物に 及ぶ 時は 奇功を 立て， 謀 
を 探く し 事に 臨み 畏れ. 謀を 好で 行 ふ 也。 勇を 根と すれば 大敵を 懼れす 。大 節を 
I ゆるやかに し、 聲色 富貴に 亂れす ，賢 德の行 ひ あれば、 皆 事義 にあた り。 志 皆忠を 
j 旨と す •故に 危に居 •難に 臨んでも 更に 變ず る處な し。 但此三 條に見 違 ふる * , 多 
一く しで * 器に 似た るを 是 とする 事 あ り。 天下の 武將 として 武將の .大道を 守り 
一國 家の 惡を懲 し、 社稷を 安んじ、 萬 民を 全くす るの 任な れば、 豈か b そめの 事と 
I せんや 故に 易に 長子 師 ，師と 云、 詩に 虎臣と 號稱 す。 これらは 皆師 ある 時に 當つ 
I て 其 司を 所の 人を えらむべき 事を 云て* 平生 武を 正す の 臣を稱 する にあら ざ 
I る こと さへ 專ら 選任すべき 事と いへ る 也。 天下 承毕 日久 ければ 必ず 武官を 賤 
一ん じ ¢2 人皆武 儀の ことを 云 ことを 忘て、 世を 祝し 君を こと， ぶきして 戎敵の 事 
一を 云 ふ 者は いま/、 敷に なれり。 武は必 す 敵の 爲、 賊の 爲に設 くるに あらす。 文 
あれ. ば 武 あり、 陽 あれば 陰 あるに 同じ。 故に 天下 大平 にして 弓を かぶぐ ろに し 
馬を 桃 林の 野には なすと 雖も 、武の 法を 立てず んば惡 を 懲す 物を 戒むる 事 叶 
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.ふ 可から ざれば、 武將を 選んで 宰相に 並べ、 文武を 左右と して 天下を 守護す る 
. 事、 古今の 良法 也。 次に 時に 至て 將師を 選み 立る あぅ。 是は國 に 兵 «1 あ、 りて 是を 
(征伐せ しめんが 爲に、 官 人の 內よ b 將師 とし 其 征伐を 和す る是 一又 野に ® 居 
一浪 牢の士 を擧て 將師の 任を 授る ある 是二 也。 古を 以て 言へ ば* 吉前召 虎 伸山甫 
一が 将た るは 六 卿 三 公の 內將 .の 命を 賜は る 也。 司 馬 穰苴維 陰 候韓 信は 微賤の 率 
i よ b 出て、 伊 尹 太 公は 浪 居の 士 より 出で、 將た〜 後世 將 k の 事を 論す るは、 皆 
\ 是戰 伐の 將師に 任ずる を 云 ふ ものにして、 實の武 將と云 ふに あらざる 也 故に 
一 其 選 皆 勇猛 剛毅を 專 とし、 弓馬 力走を 以てす。 孫子 吳起が 類 も、 時に 至て 堅を や 
' j ぶり、 銳を とりひし ぐの 將師に して、 文武を 兼備して 大義を 決する の武將 にあ 
一らざる が 故に、 豪傑 英雄の 選に あらざる 也。 兵書に 云 ふ處の 撰將、 游少游 •か 將師 
\ の 論、 高 伯 ^* •か 將 難の 說も本 より 武將を 云 ふには あらざる 也。 次ぎに 方 伯邊將 
あり。 是は 人君に 替て 一方の 重し となぅ、 或は 邊士 *5t 境の 押への 地を 賜 ふて 其 
所に 居て 邊 要を 守り、 戎 夷の 襲來 を愼 むる の 將也. 是又 大方の 撰み にて は大節 


の 霞 也， 武將 にさし つづける 役義也 •時の 將師は 其行迹 を 正さ 中しても ^ « の 
智謀 武勇を 以て 相 選む 事 古ょ b 然 り。 韓信陳 平 ♦か 類と 云へ ども、 本此 如し， 邊 卜/ 
j の 事專ら 任せて、 此人を 以て 長 城の 思を なすことは、 其 行 實を不 jE して i :p 所 
| 也 治國の 要は 文と 武と にあぅて。 文武の 惣管は 栩將の '任の 明暗に 6b •歐陽 紙 
一日ぐ 將相極 無し 故に 或は 奴 僕に 出で、 或は 軍 率に 出づと 云へ るは •其 撰の 詳な 
| るを 云ぶ 也 次に 相 將の 任と 云 ふこと あぅ， 是は 治國 には 文武の 義を 一人に し 
| て 兼ね 治め、 文 道の 政務 怠たら ず、 武義 のせん さく 明かに、 亂 世には 自ら 行つ て 
征伐して 智勇 徳義 共に 相 I」 、 の ほれ、 るの 臣下 也。 古ょ. 9 稀 有の ことにいた せ 
| 周の 太公望， 蜀の 諸葛亮 、康 の郭子 儀が 如き 是也 M 朝に も 乏しき 賢才な れば、 
j 末世に 是を 求め 難しと 云へ ども A 君臣を 使 ふに 道 あら ば、 必 しも ある まじき 
一 ことに も あらざる 也。 次に 人君 將を 御す るの 道 也。 將の 賢才 二つを 考へ、 其 器に 
順て 權を まかす るに 法 あ b。 使 ふに 道 あるべき こと 也。 漢の 高祖 韓 信を 用 ふる 
に、 壇を 築きて 韓信 を. 壇上に のぼせ， 高祖 下に 拜し、 上將 軍の 任を 與へて 疑 ふ 事 
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し •主た らん 事を 請 ふ 時は 王と し、 勝と 云へ ども 捷を も献せ す •敗 るれ など も 罪 
を與 へす して 悉く 其材 を盡 さしむ。 天帝の 周亞 父に 於け る も亦是 也。 是等は 將 
一 師の材 世に 傑出して、 偸を はなれ 類を たちて、 虎を 千里の 野に 放つ •か 如し •若し 
是 をつな ぎ是を ひか へん とせば 其 能 あらは るべ からざる 也。 故に 權をゆ だね 
一て 內ょ b 御す る こ i 之れ なし。 古人 將能 あ ぅて 內ょ b、 御せ すと 云 ふは’ 此の 如 
一くな らん か •將の 材然ら ざる 時は ® 軍の 使と 云 ふて 奉行し. 窺の 官を 置き 參 .謀 
の設と 云 ふて 共に 事を 謀るべき の 謀？ を 加へ、 猶疑 しき 時は 統制の 帥と 號し 
| て此 等の將 に 上將を 付て 事を 亂す こと あ b。 將の器 正しく ば 此の 如 & 雜宫い 
一 さ、 か あるべからざる 也。 此器 にかな はし めんことは、 人君 常に 將を ょく 練り 
一敎 るに あるべき 也。 松柏の 楝梁た る も、 本 二葉ょり そだち 風 寒暑 源を 凌ぎ、 終に 
一 雲に そび へ 峰に ぬき 出る 大木と なれ b 二 朝 一夕の 故を 思 ふべ から-す •人 沿 屯 
生臣を 御す るの 道 怠るべからざる 也。 本朝 武將の 選 尤重 し。 天 照 太 神 天孫を ®： 
擊宗 中國へ .天降'」 奉らん i の 時 M 津王 神.！- 香 取 神！^— 健 雷神 j 丨’ 鹿 m 神 


を 以て 諸の 不順い 奉らざる 者を 平げ* 天 忍 日 命 兵 具を ¢5 して 天降 b 御 ^ 

に 立ち 玉へ りと 也。 神武 帝 東征の 日は、 物 部 氏祖道 臣命軍 帥た \ 是 武士を 物 部 
と 云へ る おこ b 也。 今や、 將軍 の號は ，祭神 帝の 時に 始れ り。 定まれる 官にぁ らす 
して. 時に 至て 征夷の こと ぁれば 則ち 將 軍に 命せ らる . /S 武 帝の 時鎭 西の府 を 
置き、 將 重石 川 朝臣 加 美、 從 五位に 准す と續 B 本紀に m h れど も、 鎭守 府の將 軍 
と 云 ふを 始めて 任せられた るは 奥州の 事 也， 是又聖 武帝の 時な b。 相 當從 五位 
上と 也。 鎭 西の 奉行を 帥と 云 ふ。 是 元帥の 心に や M れも邊 要の 武官に して 武將 
と 云 ひ 難し。 近衞 0- 大將 を s き 禁裏の 武備を 全くし、 從 三位に 相當 して 執 柄の 
息.澀筆の家、大臣 (: 逆：‘、も之を兼ぬ是は京畿禁裏を守護するの武宫にして武 
將の號 たらす。 唐， 羽 林 U 比すと 云へ ども、 If の 羽 林は 玄 武門に 左右の 屯營を 
骰 て 諸衞將 軍を 以 T 領せ しむる 也。 上官に ぁらす、 實は 八 ^ の內兵 部 « 天下の 
兵事を 司 どる •故に 是武苕 の 古例 也。 淳扣 帝檢 非違 使を 置き、 此を別 當と號 して 
大中納 言は 之を 兼。 多くは 參議の 兼官に して 武官の ffi 職 也。 本朝 外武 の官を n 
» 道 九 S 
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て卑 職と して 位 栩當 す。 是本 意を 失 ふ 故 也 •征夷 將軍は 本 征伐の こと ある 時に 
任せられけ ると を、 源賴朝 卿 大納言を ■辭し •大將 索 國に歸 りて 後此職 に 任せら 
.ハれ 賴朝 又は 少將 ょり 是を 兼ね、 實朝 大臣に 至て 猶之を 兼ぬ。 是ょ b 公方を 將軍 
一家と 稱し 、武將 各 大臣に 至て 皆 之を 兼ぬ.、 故に 奥州の 鎭 守府將 軍を やめたり。 元 
一弘に 至つ て 並びに 任す i いへ とも # 氏 天下の 權を握 b 玉 ひし 後は、 いょ 4 
將軍號 を 尊と して 終 (: 鎭守府 を やみぬ。 武家 將 軍に 任じて 天下の 兵 櫂を 司 ど 
る •是武 將と云 ふに 相 當せ \ 然して 武將 天下の 政務を はから ひ 玉 ふて 公方と 
j 號し 奉り、 官 大臣に 任じ 位 一品を 究め 玉へ ば ^ 御 事 ば 將軍 家と 號し T に； ¥1 司 
一の 任官 あぅ。 源賴 朝、 和田義 盛を 侍 所の 別當 とし、 是將 W 家に て 云は) 武將と 云 
| ふべき にや。 又は 侍大將 とも 謂 ふべ. き、 此任 尤も 重し M 靱の 選に 異なる ベから 
一ざる や •次に 節度 使と 云 ふ あ. り •是は 時に 立つ て將 軍の 任を 蒙りて 征伐 (: 赴く 
の 大將也 •節を 持して 行く こと 也。 唐の 景雲 二 年に 初めて 此號あ り。 旗 節 門 族 旗 
二っ •《 «: Q 旗 一つ、 節 一麾鎗 二つ、 豹 尾 二つ、 凡そ 八 物、 旗以 ，外 繪 ，爲 ，之， 人 幅、 上爲 ，塗 


金 釣 龍 頭， 以揭 といへ り . ® と 云 ふは しるしの 事 也。 其の 印に 旗を 以 ••てす る も あ 
b •しるしを 以て 合する も あ \周 禮に 金を 以て 鑄て 人形を なすを 人 節 i 云 ふ* 

| 竹を 以て 節と 虎を 管 節と 云 ふ。 符節 も 竹 管を 用て 門 關に用 ゆ。 虎 節は 金を 以て 
〉 虎 を 鋳’ 龍 節は 寵を錄 .鷹 節は 竹を 以て 節と 爲す 道路に 之を 用 ふと 出た り。 節度 
; 使 は必 す 征伐の 任 許 b にあら す。 諸國へ 使す るには 皆 節を 賜 ふて 印を する 也。 

本朝には 大將 出征 皆な 節 力を 授く といへ \是軍防令に出た\令義解に日く。. 
一 凡 節者以 髩牛 尾爲之 使者 所權 也、 今 刀 劍を以 て 之に 代 ゆ。 故に 節 刀と 日 ふ •名實 
I 相 異なる と雖 も、 其 用 ゆる 所は 一也と いへ b •是 異朝の 將師を 任ずる 時、 人君 鈇 
| 紙を 以て 閫 外の 任を 授 くる 事を 表せる にや、 本朝の 節 刀 使は、 朝敵 征伐の 時に 
至て 將師を 補任せ しむる をい へり 是 を 武將と 謂 ふ 可らざる 也。 古の 太宰府 鎭守 
一府は 東西 邊 要の 第伯邊 守た るが 故に 武略の 器に 非 さる 者は 其 任に 當ら ざる 
也 •武家 權を 取る の 後、 將軍家 鎌 倉に 柳 營をか まへ 玉 ふ •。故に 九州に 探題を 置て、 
京都に 兩六 波羅を 置ぐ 也 # 氏 卿 京都に 營を詨 け 玉 ふ 後は M 倉に 基 氏を 置て 

會 滋 六ーモ 
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關 東の 成敗を 取し め、 九州に 探題を 下して 東西を 司 どる •是 古の 太宰府 鎭守府 
に. 同じ。 玆 にょつ て關 東は 大國を か、 へ、 兵 武の用 多く、 陸地 遙か にして 京都へ 
通 事 叶 ひ 難き •か 故に、 さし も 武將の 選に 當れる 仁なら すして は 事 成り 難し。 九 
州は 異 國襲來 の 押へ 也と 雖も 、將軍 家 柳營を 京都に 設け 玉へ ば、 五 幾 內中國 西 
國 ともに 京都を 經 衞の國 にして、 九州の 下知 通 ひ 易き が 故に， 探題の 選は 次に 
一な れり •故に 尊 氏は® 氏を 關 東に 置き 玉 ひ、 義溝 今川貞 世を 九州の 探題と 致せ 
\ る 也。 鎌倉將 軍の 時には 雨 六 波羅に 北條の 一類を 補せられ たる 也。 是 遠近 邊要 
I の考を 以て、 其 武將將 帥の 選 栩替る 事 也 # I 牧の 任、 案す るに、 州牧と 云 ふは 國郡 
I の 司た るの 役 也。 異朝 一代の 制 損益 點 多し。 舜 十二 州に 十二 牧を 立て 天下を 治 
一む。 夏 •は 九州の 牧を をく。 段 周 其に 皆 州收ぁ b。 周禮 に、 家宰六 典を 邦國に 施し、 其 
一牧 ，を 建て ハ 其監を SL- す 云々 •侯伯 功德 ぁる 者を 加へ 命じて 州 長を 作る* 之を 牧と 
謂 ふ •所謂 人命 牧を 作る 者 也と 注せ b。 然れ ども 諸侯の 位を 其功德 に 依て 州の 
ft とな b 牧とな る。 是を W 牧と云 ふ 也。 上古の 制を 考 ふるに、 王城の 內 民間に ffl 


立て 制 法を. おく 事 也* 五軒を：/ 、みて 比 t 云 ふ. 比に つかさ あ. t.' 是を 長. と 云 ふ •五 
比.廿五を軒閭と號してこのをさを # 、と云ふ。四閭一白軒を族ふ云ふ。其の頭を師と 
一 云 ふ。 五 族 五 H 粁を 一 黨 .と 云 ふ。 このつ かさを 正と 號す •五州 一 萬 二 千 五百家を 
| 鄕と、 云 ふて、 このつ かさを 師と云 ふ。 老あ り大夫 あり。 この 六鄕は 內 郡に て畿， 內 
一の 地 也。 六. 遂と云 ふは 外 郡に して 王畿の 外の 名 也。 五家を 鄰と爲 す。 鄰に長 あれ 
一二 十五 家を 里と 爲 す。 里宰 あり： :：: W 家を 鄭と爲 す。 鄭に長 あり。 五百家を 鄙と な 
| す。 鄙師 .あ. り。 二 千 五百家を 縣と爲 す。 縣正 あり、 師 あり。 一莴二 千 五 is 家を 遂と爲 
す、 遂に 人 あり、 長 あ り、 夫 あ b。 是れ內 外の！ i 法を 一々 にして 其 名目の まぎれな 
きごと くせし む。 是名 民の つかさに して 其 掌る 所の 衆寡 內外に 隨て其 一名 か 
は b、 唐の 柳宗 光が 日，、。 里胥 あり。 而 して 後に 縣に大 夫 あ b、 而 して 後 諸侯 あ b.。 
| 諸侯 あつて 後而 して 後方 伯 連師あ b、 方 連 あ b て而 して 後天 子 あぅ とい へれ 
ば、 里胥の 至て 賤迄 も， 人のを さとなる には 其責 多し。 況や 州牧は 國 郡のを さに 
して 六 5g の 長た るを や、 こ、 に秦に 至て 諸侯 ^ やめて、 其 地を 郡と して 守丞尉 
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の 三官を 設 く。 守は 民を 治む ろの 官也。 承は 守を 佐く るの 官、 尉は 武官に して 兵 
事を 司と る 也。 此三官 の 上に 監察 鄕使の 官を置 き 郡の 事を 正せ り。 漢の景 帝 中 
一元 二 年に 郡 守を 改め 太守と 號 す。 專ら 民の 政を 苛 ど b、 郡を 諸侯 王. の 國と する 
時は、 內史を 置きて 太守の 任を 掌ら しめたり * a 帝の 時、 太守は 吏 民の 本 也 I」 稱 
I して、 拜 任の 度 毎に 天子の 勅任に て、 自其 成敗を た》 す。 常に 稱 して B く 興 ^ 非 
一治 者 唯 良二千石 乎と いへ ち。 二 千 石は 太守の 秩祿 也。 成 帝の 時 刺 史と號 す。 位 九 
一 卿に 次で 九 卿 かくる 時は 州牧是 にぅ つる。 後漢靈 帝の 時 天下 大に亂 ろ & に 九 
| 卽ょ b 州牧に 任す。 是ょ b 甚重 任たり.。 或 尙書或 僕 時ょ b 出て 是に 任じ 或 都 守 
| ょり 入 b て 三 公と 爲る —— 鐘 離 意、 黃 香、 胡廣、 相 榮 ，出 郡 守と 爲 す。 虞 延 、牙 五偷 •和 
虞、 鮑 昱入三 公と 爲す , _| 隋に は雍 州のを さを 牧と云 ふて 份州を ば 刺 中と 云 
1 ふ。 唐の 武徒 元年に 郡を やめて 州を 置く •太守の 號を やめて 剜史を 云 ふ。 雍 州に 
牧を « く。 天寶に 又 州を 改めて 郡と し 刺史を 太守と 云 ふ。 是ょ b 州 郡の 制 太守 
刺 史の わか ち 歴代に 相 かは る i いへ ども、 其！ R は 一也 •朱 朝には 朝臣 1: 命じて 


守 令たら しむと 見へ た b •す •へて 州 牧と云 ふ •は 太守 刺 史の內 •賢 方に 從 て其內 
のを さたら しむる の 名 也 •州の 名は 虞の 世に 初 まりて、 虞の 牧と云 ふは 刺史の 
職 也。 郡 守は 秦に 始まりて 太守の 制 也。 然れば 刺史 太守と もに 同職 也。 天の 萬 民 
を 生す る 自ら 治まる ことの 叶は すして、 君を たて、 治めし む。 人君 一人を 以て 
萬 郡を 治る に ひま あらざる 故に、 是を臣 に 分つ。 三 公人 鄕 百官 何れも， 民の 爲に 
設けざる は あらす。 天 民の 爲に 天子を 立つ る 事を 推し 考 へて、 州牧守 令を 選で 
尤も 之を 重 中る にあ ぅ。 唐の 太宗 は、 爲 ，朕 養 S 者、 惟 都督 史にへ あ b と 仰せて、 守 令 
の 名を 座右の 屛風 にしる さしめ、 其 民族の 善惡を 名の 下に 注し 黜陟の 政を 行 
はせ 玉へ b と 也。 古人 云 ふ。 郡 守 懸命を 輕 す* 是れ 民を 輕んす る 也。 唯 民を 養 ふ. の 
職は 州牧守 令に して、 人君の 政に 代て 事を 正し 民を 撫育す ろの 官なる 故に 其. 
選 撰 任 甚だ 愼しむ 可き ことなく。 本朝 成 務帝始 て國郡 か'  開き 國造を 置き、 皇鴻 
帝 始て國 司と 號す 。國 司は 相當 五位 以下 也。 その 撰尤 重し、 太守と 號す るは 親王 
之に 任じ、 常 陸上 野 下 總の三 ヶ國に 限る。 彼國は 介を 以て 守と する 也。 參議 まで 
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は 國 司を かねて、 納言以 上は 任せす。 國司、 上代は 此職を 重んずと いへ ども 山.： 
ょり 京 官を 貴で 外官を 賤んす 。剩へ 受領と 號 して 凡 下の 卑職 とす •是 古制 (': 叶 
はざる 也。 唐の 貞觀の 末に。 天下 久しく 治て 皆 外官を 願は ずして 京官を 慕 ふて 
太守の 職を 輕ん す。 武 向の 時臣等 奏して 外官を 重 t' ベ き 由に ょれて、 京 宫皆刺 
使を かね、 宋の 太祖 太守を 京に 置き、 弟 宅を 賜 ふて 民政を 改む 。朝臣 皆 出で 外 國 
の 任を 掌 どり、 民を みちびく に 善政を 以てして、 其 風俗を 正し、 賦役を 薄く す。 さ 
れば 古は 國司 入つ て 主 公に いた り、 京 官 出で 國 司を つとめ、 皆 民を 重す る 政 也‘ 
後世 皆 遊樂を 好んで 在京を 願 ひ、 賄賂を 行て 大臣に へつら ひ、 德を つとめ 行を 
つます して 大利を 得ん ことを 欲す。 是人若 民を 以て 貴と せざる 故 也。 國司の こ 
と 任附四 年を 以て 一任と す。 天平 寶字二 年に 賴 ぁりて、 數遷易 則民不 ，安、 居久積 
習 則 民 知， 所， 從、 是以 服_, 其 P 而從 „其 化； 安 „ 其 業 IfD 信，， 其 命； 頃 年國 TTJ 交替、 皆以， ，四 年， 爲 
限、 斯則適 足， 勞 ，民、 未％,, 以化 S 々。自今 以後 宜， 以 „五 歲 ，爲 te と續 日本紀 に 出た 卜， 六 
年を 以て 改め IE し、 民の 憂を 問、 -fi せて 上京を 待て 黜陟の 政 ぁり、 諸國 の史 生は 


以 „四 年 t 爲 fe といへ り。 古は 國史 一任 四 年に して、 其 間の 政道を 詳 々孔 明' ありて， 
其 作法 格 制に あ ふ ものには 賞 あ ぅ。 格々 たが ふ ものは 黜られ たる 也。 是は舜 三 
一 載に して 考 a 周の 六 年に 時 巡して 大に黜 陟を 明/にす と 云へ る 心-也。 漢皆以 =六 
f 年一爲 ，考課 一 晋杜預 は 六 年を 以て 一遷と 云 ふ rf の 開 元に 六 年に 考課して 一任と 
一す るを 常 式と す。 是皆 考課の 法 也。 格を 定む 云々 # 課 令に 日く。 凡 國司每 % ® 郡 
T 司 行 能 功過， 立， © 等考第 ；請 謹 公、 勘 當明審 之 類 上 S 居， 官不 ，怠、 執 * 無 k 之類爲 ，中、 

一 貧 濁 有 k 之類爲 T 下， 云々。 又 日く. 凡 國郡以 X 口增 益， P 進 # 者 凡國郡 司 撫育 有， 
一方、 戶口增 益 者、 各 准 k 戸 爲 _,十 分， 論' 加 J 分 各 進 # 一等-といへ b。 此の 如く 格を 立 
一て 其 善惡を 正. す 事 也。 漢の武 帝六條 を 立て 州牧を 察すと 云へ り。 一條、 强察豪 右、 
| 田宅踰 .制以 ，强 凌， 弱、 以 #< 暴 » 、二條£千石不，夢 |3 書，尊，承典制，背 & 向私、旁詔守和 
一 P 漁 rr 姓 寮 歛爲 fe 、h1 條、 二 千 石不 ， « 疑獄風厲殺，人、怒則任荆、喜則任，賞煩擾刻暴， 
剝 * 黎元，爲，吞妓所，疾、山崩石裂、妖祥訛言、四條、二千石選署不 ¥ 、苟_:阿所褻、蔽賢寵„ 
頑 五條、 二 千 石 子弟恃 _>怙 榮勢 M fe 所 k , 六 條二千 石 違. 公 比、 P 附豪强 ；通 行 貨 » ?*! 
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損 正 命； 此六條 を 以て 國 司を IL 明せ b。 二 千 石と 云 ふは 國 司の 事 也 パ 後 周の 文 帝 
又 六條の 制を 出す。 一に 日く。 先 治， 心、 心 ,? ' 淸淨 ，則 思 ® 妄生 、見 ？ 1 不 ，明 •是以 治 レ 民 之 
一 要 在， 於 H 淸淨 ，而 己。. 二に 日く。 敦， ，敎 化 H に 日 t 盡， ，地 利 M に rnt a 賢 良 21: に 日 <., ， « 

一 獄訟； 六に 日く。 均 fe 役； これ 等國 司を 兢明 して その 法を 正す る 品々 也. 故に 國司 
に 任 限を 究め 四 年に一度 其 政令を 改め 國 司の Vi に介椽 目を 置き、 是又其 作法 
の： 善 M- を 11 明して 其に 隨て奏 授判授 の 品を 定む。 具に 選 叙 令に 出 1: 1 然れば 
I 國の 司た^' といへ ども 更に 私を なすこと あらす。 任 限の 間を 專ら つ、 しめ b、 

| こ、 に 源 賴朝卿 天下の 權 をと $ て ¥ 家の 沒 所領 多くして、 大 科の もの 彼 山野 
一に かくれて 改 むる ことに 便りな く、 度々 東 使を さしつ かは す こと も 然る 可 か 
I らす ，大江 廣元等 評定 一決して 文治 二 年に 守護 地頭 職を 補 せらる。 國を領 する 
一を 守護と 號し庄 園を 領す ，るを 地頭と 云 ふ 0 疋ょ b 國 司の 法 やみ 次第に 守護 騎 
を 究め、 地 II ほしい ま、 に 民を しひ たげ て、 國の風 俗 一致せ ず， 守護な き國 では. 
賊身 を隱 すに 便 ぁ b。 後世 皆是に 因循せ ぅ。 故に 州 牧と云 ふべき は 今の 守 鏡 掃. 


の 諸侯 大名 也 •其の ^ に 方 伯の 心得 5 りて 其方の 司た 4 を 第一 1す*其外忙钱 
目 代 各戰爭 也此人 正しから ずして は 天下 何ぞ安 せんか、 凡そ 國の 守護 少く或 
は 一郡 二 郡* 或 一 庄一圔 の 弛 頭 多くして、 國 司の 制す なれる 故に 道徳 風儀 一な 
らす 政道 賤歛 M 々たり 然れ ばと て 今更 古の 國司も 立ち かければ、 其 守護 地頭 
代官 目 代に 民政 貢賦の 制を 詳に 立て、 定格を 置き 按察 使を 以てし。 養老 三 年始 
めて 諸 國按察 使を 置く —— 是を 考課し 黜陟の 政を 正さ ば、 守護 地頭 代官 目 代 
の 非 儀 自ら やみぬ V き 也。 大 にして は 守護、 小に しては 地頭 職、 各 民のを さなれ 
ば、 專ら其 法制を a 明せ しむべき こと や、 政 和 二 年 宋に縣 令を 詔し 十ニ ヶ條の 
制を 定む二 に 日く。 敦， ，本業 1 二日く。 奧 M , f« 三日く •戒， 游手； 四日く li fe 修： 五日く。 戒コ 
苟簡； 六日く。 厚„ 蓄積； 七日く « „水旱；八日く。戒奉中：九日く。置=農器 + 日く。廣 « 植 + 
一日く •恤， 苗戶； 十二 日く。 無，， 妄訟 ，と 也。 縣令は 太守の 下につ くも Q 也と いへ ども 
本ょり 天子 奏 任の 官也。 其 大槩は 地頭に 同じから んか。 

近臣 之 選、 案す るに。 大臣 宰相は 賢者 也と 云へ ども X 君 常に 親灸 する こと 
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し， 左右の 近臣は 君に K 尺して、 朝夕な れむ つましき ことなる 故に、 俊 奸 邪曲 0 
輩、 自然に 惡を 以て 人君を ひたし 入 時は、 人君 覺へ すして 是にな る： 也。 故に 古 
一ょ b 君の 前後左右に 待從の 臣を以 て 其 選を 第一と する 也。 賈誼が 保 傅に も、 太 
| 子 之 善 在 ¥ 諭敎 » p 左右 一と 云へ り。 此 言 必ず 太子に 限るべからず、 朝夕 相なる 
I 、 所に 少人 多き 時は 皆 人君の 惡を迎 へて 自ら 善を 失 ふこと 多し。 周 公成 王を 
| 戒七、 常 伯 常任 以て 左右と. 爲すと いへ b •是 王の 左右の 臣也 。秦に 侍 中の 官と云 
\ 八り。 常に 禁中に 往來 し、 龍® に 近づきて 事を. 取次 君 次の 役に して 漢に 專ら此 
| 官を 近親せ り。 侍郞 の官 •給 事 中の 官 •各 天子の 左右に 奉公の 宫の 也。 是を選 ふこ 
一 と 正しから ざる！ g は A 君 必ず 惡に 入る こと 勿論な b。 後世 官者內 侍の 職專ら 
一 權を 司とぅ 天下の 政を 亂しな るた めし 多し fi れば 出入 起居の 間、 朝夕 相 親む 
一の 左右を ょく 選み て、 愼み 守らし むる に 有 こと 也。 次に 近臣 警衞の 事 あ b A 君 
近臣を 撰び 宮殿 警衞に 中る ことなし。 文武は 天下の 用事に して、 文事を 以て 事 
を 利す る 時は、 武錢を 以て 變を 制す 故に 利害の 謀と もに 備は b て、 天下の 承久 


是に M す、 近臣 警衞は 宮殿に 番所を 定め •儀仗を そな へて 不意の 備 となす こと 
也是 故に 左右 衞 左右 驍衞 •左右 武衞、 左右 威衞 、左右 軍 衛* 左右 金吾衞 、左右 賢門衞 
| 左右 羽林衞 、殿 前 司 侍 衞の官 など、 云 ふは、 皆 禁軍 にして 禁裏 殿中を 環衞 せし 
™ む るの 官也 これにょ りて 元旦の 朝賀ょぅ、 諸事の 威儀 ある C とには 天子の. 薄 
| に 文官 古に 武官 相 並で 伺候す 殿上 殿下 上 門外に 至る まで、 悉く 文武の 官を以 
| て 左右と して 非常を 禁戒す る、 是 人君の 法 也。 近臣に 環衞 警戒の 心 あら ざれば 
近き 守を 失 ふ 也。 故に 儀仗と 號 しつ、， 天子 人君 出入 起居とは 殿上に 武具を 持 
一し むる、 宮殿の 內 にて 取 まは す こと 自由に、 その 器 利に して 又い やしから ざる 
| 如く こしら ゆる 是也。 後に 及んで ] It 本意を 失 ふて 儀 杖と 云 ふ ものは 形 ばかり 
| .にて 唯 美麗を 専と す。 丈 も 詮議 ある 可き こと 也。 本朝 六 衞府を 置きて 宮殿を 警 
| 固せ しむ 內舍八 九十 人 刀を帶 びて 宿. 衞し 、雜 使、 供奉を 掌る 君の 駕 行には 左右 
を 分衞 すと 云へ J リ。 宫衞令 これを 具にせ b。 

京 尹 留守 之 任、 案す るに 京 尹は 京都の 奉行を 致す る 役 也。 京師は 天子の 王城 
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士農工商の 相聚る ，所に して 訴人 論 人 皆 決 if の 爲に 京畿 にいた b て 威を 張る 
此 故に 奉行 や. ゞも すれば 決斷に 惑 ひ 賄. I& に陷る こと 古ょ b 多し。 又 京師の 奉 
行人の 作法 •天下. の捉 となる が 故に 相將は 文武の 手本と なり、 京 尹は 悉く  H 商 
の 淀と なる。 萬 郡の 則と する 事なる を 以て 此選聊 も 怠る 可から ざる * • 周官に 
內史と 云 ふ。 漢に 左右の 內史を 置き、 武帝是 を 京 兆 尹と 號す 。兆は 十億 兆 日く。 京 
師は 人の 多く 住る 所なる が 故に、 之を 號す 。徂長 安の 東を 京 兆と 爲し、 北を 左馮 
翊と日 ふ。 西南を 右扶 風と 云 ふ 之を 三 輔と號 して、 長 安城 中を 治る の 職 也、 唐に 
は洛 州の 都督を 置く、 是れ 古の 京 兆 尹 也。 開 元に 至て 又 尹と 號す 。宋又 職と 云 ふ 
凡そ 尹と 云 ふは、 帝王の 所 都を 司 どる 名た る 也。 本朝に 京 職を 立て， 左右を 分つ 
左右 京 職の 式に 云 ふ 所 皆 京 中の ことを 司 どる。 其 略に 云く。 所々 節會祭 禮佛事 
等 時， 庭 中 掃除、 凡車駕 行幸、 京 職 前駈 H: 京路皆 令當家 毎月 掃除 其 彈正巡 檢之日 
官人以 下祗 承、 凡 大路 建 門屋 三位 已上 及び 參議 之を 聽 く身薨 卒と雖 "孫 居 
K の 如 之を 聽く 。又 所々 に 柳を 樹る等 事、 凡そ 京 中 路邊の 病 者 孤 子、 九 箇條人 


之を 仰ぐ 其 見る 所 遇する 所 隨便必 令拾醫 施藥院 及 東西 悲田院 となり •是 は延 
喜 式の 制 也。 職員 命に 出 づる所 、掌 京 戶 n 、 名籍. 宇 „養 百 姓 a 寥所部 ，貢 擧 、孝 義 •田 宅 
雜徭 、良 賤. 訴訟、 市廛 、度量、 食 * 租調、 兵士、 器 杖 •道 橋、 過 所、 闌遺雜 物， 僧尼 名 籍事、 此外 
に彈 正の 尹な b。 是又京 中を 巡察して 非常の ものを 勘彈 する の 役 也 A ばかり 
に. あらず。 衣服の 制 法 美 疏色品 居 宅 •名 これを た > す Q 役 也。 尹は 親王の 任官に 
して 顧る 重職と 爲す 大弼 之を 司と る。 但し 京 職は 訴訟を 司 どり、 彈正 は亂彈 を 
司 どる こ、 に 淳和の 帝檢 非違 使を 置く。 後 京畿彈 •正の 職皆此 使の 廳に究 り 又 
東西. の 市の 司 あり II 員 令 日く •財貨. 交易、 器物 R 僞 、度量 輕 賣賀估 價 、非違を 禁 
察ぐ る 事を 掌る rii 式 略 日く 市 ® 侮： i 膀を 立て 號 題す 各 其 鄭に 依て 色 隨に交 
開。 不 # ，彼此 就 k 違 越 侮 月 估 ! S 帳を 勘 造す 云々 a 何れも 皆 京 平の 職 也。 源 賴朝卿 
天下の 權を I るの 後、 右兵衞 督能 保を 以て 京 部の 守護と し、 鎌 倉に 所 司の 職を 
置て 梶 M 景 時を 補す。 其 後 雨 六 波羅京 都の 檢斷を ，司て、 京 職 彈正臺 市 司、 皆 名 あ 
一 實な し @ 氏 卿. 將軍 家た るの 後‘ 代々 所 司の 職を 京都に 置て 四 職の 衆是を 
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司 どり、 其內 ょり 代を 出して つとめし む 是所司 代と 號 して 京 中の 下知を はか 

らぅ、 公方 家に 奉行 職と 云 ふ あ b。 是其 所の エ 商の 諸 色を 知て 檢斷 する の 役 & 

一然れ ば 才知 あら ざれば 時に 至て 決斷滯 b 德義を 知ら ざれば 風俗を 亂し 理非 

I の 根元を 知らす、 故に 此職其 選 尤も 重し と 云へ る 也 •古の 京 兆 尹は 天子の 京師 

一を 奉行す る ゆへ に 其 選 重し。 今 柳營關 東に あれば、 _ 東の 奉行 職は 是の京 兆の 

尹に して， 數十 萬の 人訴 安否を 司 どる •豈を ぼろげ ならん や。 次に 留守の 事、 天子 

行幸の 時、 あと' に 栩留て 守る の義 也。 或は 別段 別 宫に其 人品を 選て 留守せ しむ 

I る 也。 周の 君陳其 役に 似たり。 其 後は 異朝に 例な し。 後漢に 至て 其 選 あり。 唐の 太 

一宗 S ら遼 東を 征す 。房 玄齡を 以て 此職 にあて 玉へ b。 其 後 京 兆の 尹を 以て 留守 

一 i 

一とす。 宋には 親王 又は 大臣 此職を 司と る。 後 n 南北に 京師を 立て、 一方に 此職あ 
一 b、 是人 君に 代て 大事を 司 どる 職な れば、 其 選 尤も 重しポ 朝には 其 制 具 はらす 
天下將 軍 家に 屬 して 後は、 京の 守護、 六 波羅及 案營に 留守た る 人、 各 留守の 職 -1: 

b 京の 守護 六波羅 は、 武將 自ら 上洛の 事 並に 朝敵 征伐の 時、 併て 詔勑 をぅ かが 


ふの 時， 是に 居す るの 地 也。 こ、 を 以て 留守の 職に 相 中る と云 也。 然れば 留守の 

職は 武備の 大 f— じ て、武 義 正道の 守—  5 と す。 又 I 奉 ゴ S し 類す 

| V からざる 也。 

> 

I 監察の 選 f るに、 監と云 ふは、 周 禮に邦 國其監 を 立つ といへ— 也と 注1 
一て、 詳に考 へ 察せす むる を監と 云 ふ、 察 亦然 り。 古は 監司の 官を 置て。 諸 官職の 善 
惡を詳 に 監察して、 明かに 奏上せ 色む るの 宫を立 一し、 是を 監察と 云 ふ 也。 上 夫子 
ノ S 過？ て 政 人 かぐる 處 ぁるを ば、 諫議 太夫 是 f る。 然れは 天子の 
I ¥ を 正す こと 古は 侍臣 皆 以て 然 b 後を 人君 威を 過して 大臣 其 逆麟を おそる 
一 ， 'ZT A / 臣をや こ、 f 於て 秦に諫 議太 夫の 官を 置て ょ b M 代是に 因循す ^ 廷 
ジ 政道 並に/大臣 百宫に f まで、 悉く 是を 諷諫す 6 の 職 也。 則 監察の 職と 云 ふ 
可し。 こ、 に秦漢 の 後 御 史臺を 置て IL 察の 任と し、 朝 儀 法 禮諸色 共に 此職立 合 
て 糾明せ しむが へに 憲臺 とも 云へ i— 親 寺と も 云。 凡そ 三 f 號 して S 

f 中 臺と云 七 御：」 を 憲臺と 云 ふ 5外 臺た b といへ ぅ 細 史の宫 の 中“® 
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S 侍 御史と 云 ふ 宫 あり。 是內 外の 事を 釓 明して 其 法を 正し、 殿中の 威儀を と、 
のへ、 京 中の 違犯を 正し、 西 官の失 あるを 糾明す 凡そ 諸 公事 行事 ある 時には、 此 
'一 官人 出て 監察す。 天下の 用事に 立會 ざる ことなし。 軍事 ある 時は 行て 將師諸 司 
一の 事を 正す。 是を監 軍と 云 ふ。 尤も 諸 國に監 を 置て。 民の 安否 訴誤の 決 斷 公事の 
一 邪 正を 明に す。 黃 帝の 四監と 云へ るも是 也。 周 書に (梓 材) 王 啓 k M 亂爲 良、 四無胥 
虐至 ¥敬 » 至¥屬 « 、合由以容、王其効，邦君越，細事厥命曷以、引，卷引，括、白 * 王若 
玆， 監罔 ，修， 辟， と、 是武王 藤 叔が 畿內 に監た るに 戒む るの 言 也。 唐 天下を 十 道に 分 
て 巡察 使を 置、 又按 察を 置て 天下を 分 察する に 六條の 法を 立てり。 一日く。 宮人 
の 善惡を 察す。 二に 日く。 水流 散籍 帳隱沒 均から すを 察す H に 日く  •農 桑を 勸め 
ず、 倉庫 減耗 •を 察す。 四に 日く。 妖 猾盜賊 、生業に 事せ ず 私と 爲し蠹 害を 察す。 五に 
j 日く 察， 德行 孝弟、 茂 才異數 、藏， 器 晦， 跡、 廳 ，時 用 者； 六日 察 ifi 吏豪宗 、兼 並 縦 * 貧弱 寃 
苦、 不， 能 „白 申， 者 この 六ヶ條 を 以て M 國を 監察せ しな b。 明に 至て, 天下を 十三 道 
に 分ち， 布 政 司 都 指揮 使 司按察 司を 置、 是を三 使と 號 す。 布 政 司は 政を 民に 布き 


合する の官 也。 都 指揮 使菏は 軍政を 司 どる。 按察使 は是を 監察の 宫也 。又# 部 御 
吏 一人を 巡囘 せしめ 其 國を 巡察せ しむ。 是監察 にあら ざれば、 事の 糾明 正し か 
らす故 也然れ ば 監察は 天下 人君の 1C 目を 以て 是を授 くるの 官な るが 故 }: 、 大 
小曲 直 見聞の 問、 更に 之を 遲滯 すべから す。 是を秦 してい 卜 、あるべき と 思惟 
の 心 あら ば、 權門高 家 富貴 貧賤に ついて 必ず 私 出來 るべ し。 故に 見聞を 以て 黜 
陟の政 あらんは、 宰相の 了簡 君の 明 知に 從ふ べし。 さるに 因て 古 諫官台 宫！ 所 
に 居れば、 諫め 奉る ことを 前方に 聞て、 相 論じて 後に 出 座す ろ 故、 諫と臺 と 一 に 
成て 監察 不正を 以て 諫臺相 見ざる 事を 容齊の 浜 氏が 隨筆に 出せ b 諫官の 事 
を 云 ふ 時、 御 史是を 糾明す るの 正しから ん事を 欲して 也 ® の 監察 明かな りと 
雖も， 是 を黜陟 する 事 あら ざれば、 奉行の 私曲 止べ からざる 也。 本朝に 彈正臺 を 
置く、 是異 朝の 御 史臺に 比す。 尤も 風霜の 任す る 故に 霜 臺と號 する 也。 專ら彈 事 
を掌糾 すと 云へ b 延喜 式日々。 凡そ -5i 正大 政 大臣を 彈 ずるを 得ず 大政 大臣 得 
彈 5f 正 其 左右 大臣與 ，彈 正>若 有„非 違 _者 各 得 S 彈凡彈 II 王 及 左右 大臣， 者 K 已上 
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在，， 豪 藏 而遺忠  一 A 於 堂上， 彈 ，之、 諸 王 諸臣之 自己 上 及參議 者、 P 其 前座- 彈 ，之 1 
預仰 „ 所 司， 令， 設 fe —— 四 位 已下不 ，問，， 王 E 皆 喚，， 其 身 於 臺彈之 —— 五位 以上 設 k 
一— 其 被 # 人 考 起， 座稱唯 、彈竟 之設苏 起 稱唯 、若不 ，起 者 亦彈乏 、凡 臺奏， ，彈 事 # ) 个 
經， ，大政 宫 ，而直 奏聞と 云々、 是を以 て 見る 時は、 大臣ょり 以下 悉く 之を 釓 察して 
| 其 非を 相 彈の職 あれば、 監察の 儀に あたれる 也 ® 家には 其名號 正さす といへ 
一 ども、 必ず 諸事に 奉行の 外 監察の もの あり、 後世 是を檢 察と 云 ふ。 日付 橫 日と 號 
| す。 諸國を 巡行す るを 國 巡と 云 ふ。 其 名 同じから す t 雖も 、その 職掌は 同じ、 諸 職 
| を 料 明し 監察す る こと 詳はす 時は、 其 職に 怠 出 來るこ i 古今と もに 然 b f£ と 
| へば 草木を 植て土 かひ こやす i 云へ ども、 其 時を 以て 監察す る こと 怠る 時は 
™ 其 生は 全から ず， 金鐵强 本を かまへ て 事を 設る といへ ど ^ 監察 時を 得 ざれば 
一 或は さび 出し、 或は 虫 かみ そこね。 況んや 人君 皆 君子なら ず、 事に 萬 般の用 あり 
能是を 制 法す と 思 ふと も、 其 間に もれ かくる 所 あるべき なれば 監察す る こ t 
詳に あらす んば A 其 職に 怠り 奸曲 自ら 生じて、 終には 宵 人 違犯の 嚴 科に 處せ 


.ら るべ し。 監察を おく ことは、 元 來 百官の 非を 見出して 焉を 害せん と 云 ふの 設 

あらず。 早く 其 惡を こらし 戒を 設け、 其 善を 揚て 志を ® さんとの 事な れば、 必竟 
百官 17 職の 人を 愛し 専ら 警戒せ しむる の 法 也。 若其設 笸 さすし して、 監察が 云 
ふ處に まかせて 詳に 評せず。 評すと いへ ども 事 外 間。 に 及ば す、 或は 唯 例に まか 
せて 此職 を S く 時は、 皆 信實 ょトノ 出で ざる ゆへ に、 監察 却て M 胳に ふけ b。 己が 
好惡に まかせ 威を a くし、® 國 して 按 察すれば、 民是 ♦かために 勞 役し、 水 旱に因 
て 巡撫 のために 行て は， 却て 水旱の 害ょり 民 これに 苦しむ こと， 暗君 愚將の 世 
に 多し 是 此の 職を 設けて 民を めでむ の 意は ありと いへ ども、 其 用法 はらず 
其 格 物 正し か：'  ざるが ゆへ に、 事と 意と 相違す。 古の 御 史は 糾明を きわめて、 そ 
れぐ の窣む の 手前に 送り、 刑を 行 ふには 大理に 送る。 これ 又 彼 •か あらための 
上に、 谷の 所 司 乂是を 糾明して、 其 •たが ひなからん ことを 思へ ば 也。 故に 監察の 
日付は 奉行所 司を 正し ^ 行 所 司は 1: 察を た > す 。互に 忠を第 一として 更に 和 
を 立てざる 也、 監察の 官は 事々 にわた る ことなれば、 *.. K け 其 選み 尤もつ しむ 
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v き 事 也。 然らざ わ ば 名のみ にして 奸曲 彌：行 はる • 

師 日く。 凡そ 宫に もの、 品 1) りと 雖も、 文官 武官に 出です。 文官は 宰相 執權を 
| ' 以て 第一と して， 其 下に 農民を 司 どるの 奉行 あり ゴ疋： れ民. 政の ょる 所 也。 商賈 B 
i H の 奉公 あり 是れ市 街の 制を 司 ど る。 寺® 多き 時は、 寺社の 司を 設けて 遊民を 
制せし む、 是. れ 悉く 民を 養 ふの 官た り。 此 外に 山林 川澤海 野に 付いて 品々 の官 
品 ありと 雖も 、只 是れ 文官. の屬 也。 民間に 訴論な くん ば あるべからざる を 以て. 
評定 衆を 置きて 訴獄を 決斷 す。 然れど も 評定 衆と 云 ひて 別に 設く 可き には あ 
らす 。右の 窣行所 司 連て。 農工 商 遊民の 敎導 を詳か にし、 認獄を 正す。 是れ 評定 衆 
也。 其 大 節に 及ぶ には 宰相 執權 、是 れ聽斷 るべ し。 次に 武官の 事 武將を 以て 第一 
| として、 諸 士の司 品に ありて 宫 營の警 固を 設け、 非常を 禁す。 其 屬官 甚だ 多し。 武 
一 器武物 悉く 諸 役 あ b て。 詳かに 其 制を 極め、 其 品を 分ち、 其 不足を 改め、 其 手足を 
ねらし め、 其 技藝を 試む。 以上 文武の 雨官の 外に 別に 官あ るべ から t 其 本を 考 
へて 古 來三公 六 卿を 立て 百官を 置く 也。 而 して 文官 必中 武官に 因ぅ、 武官 必す 


文官に 依る 文武 互に 相 因りて 天 T の 事 成る。 是れ 天地 自然の 道 也 * 間 其 用に 
よつ て 其 名號を 付けて 品を 分つ 也。 文武の 官有 b て も、 是れ を IL す 監察の 役 ぁ 
らざれ ば、 官必ず 怠る。 故に 君の 耳目た る ものを 撰み て 監察  とし  目 # たらしむ 
る 也。 今 こ/' に 記す 處も， 此心を 以て 考 ふる 時は， 其 差別 明白 也。 天下の 君 道、 是を 
正す 時は、 諸侯 列 a も 又 これを 受けで 其國 中を 制すべき 也。 

詳， 選 擧之 法， 一 

師 古 A 擧土之 法を 論じて 日く。 上古は 京 ® 幷に諸 國に郯 せて、 其 所の 國司國 
の 風俗を 正し、 敎を詳 かにして 多くの 人民の 內、 其 行跡の 然るべきを 選み て、 諸 
國 より 是を 京都へ 献上し。 其 是非を 詮議して •其 勝れた るを 朝廷の 土に 連なら 
しむる 也。 鄕 里の 間と 云へ とも、 必ず 是を擧 ぐ。 故に 鄕里 選と 云 ふ 也。 異朝を 考ふ 
るに、 夏よ 殷 り 己 前には、 其 事經 書に 見えす と 云へ ども、 堯の 時、 舜を 民間より 選 
出し 玉 ふは、 是れ擧 士の 法と 云 ふべ し。 周に 至て 大司 徒の 職を 設け、 王城より 諸 
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國 、郡 縣に 至る まで 學 校を 立て、 天子のを 辟癰 と號し 1 王制に 出づ ——諸泮 
を 侯宫と 云 ふ。 學記に 、古の 敎は 家に 塾 有り、 黨に庠 有 り、 德に序 有り、 國に學 有 b 
と 云 ふは、 是れ 郡國ょ b 鄕黨の 少しき まで、 學 校を 立て 民を 敎 ふるの 謂 ひ 也。， V 
の敎 ふることは 德と 行と 藝と 也。 是を三 物と 云 ふ 1—— 具は 學校篇 に出づ 也。 此 
三を 民に 敎 へと、 のへ、 每年 在々 所々 に 於いて， 此 三の 內想整 ふれる を 考 へて 
其 所の 大 夫の 本へ しるし 遺ず。 大 夫と 云 ふは 在々 所々 を 司 どる 惣 奉行の 名 也 
萬 二 千 五百家に 及べる 所の 司の 事 也。 大夫此 書 出 どもを 聚め 置きて. 三年に 及 
ぶ 時， 大夫詳 かに 是を 調べ、 彌德 行の 實ボ實 ，藝 能の 堪 、不堪を 詳かに 究め、 大司徒 
ょぅ 敎 ふる 所に 違は ざる もの ぁれば、 則ち 在々 所々 の 小 奉行 どもを 招き 是を 
詮議し、 ょく 相 叶へ る 人 ぁれば、 其 所の 人民を 合は せて、 飮 食の 禮を 設けて、 此人 
を 賓客の 禮 にもて なす。 是れ を賓 興と 云 ふ 也。 其 明日 名 氏を 管册に 書き付け* 則 
ち 王に 献 す。 天子 拜し て是れ を 受け 玉 ひ、 此 書を 天府に 擧ぐ とやな b。 天府と 云 
ふは 宗廟の 寶器 をを さむる の府 也。 凡そ 賢 能の もの 世に出 づる ことは、 國 家の 


光 b なれば， 辱 も 天子 是を 賓： 客の 設けと し、 九重の 導き 位を 以て 此 書付を 拜し 
て 受け， 剩へ 天府に を さめ 玉 ふこと， 唯國 家の 萬 民を 安から しめんとの 信實よ 
り 出で たる 作法 也。 是れ周 禮に謂 ふ 所 也' 鄕學 よりあげ らる 、ものは、 鄕の大 夫 
司 ど b て大司 徒に 入れ。 國學よ b 擧げら る、 者は、 大樂 正是れ を 掌て 大司 馬に 
擧 ぐ。 鄕學と 云 ふは 國 々の 家數 多き 所に ある 學校 也。 國學と 云 ふは 王城の 學校 
也。 此兩學 校よ b 士を 選み て 王城へ 奉る こと 也。 鄕學 ようその 秀でた る ものを 
司 徒に 擧ぐ るを 選 士と云 ふ。 選 士の內 よ b 國學へ 上る 者を 造 ± と 云 ふ。 造は な 
ると よめう。 學の 成就す るの 心地。 國學 よう 大樂 正にす、 め、 大樂 正是れ を 論じ 
て 王に 奏して 大 ，F 馬に 擧ぐ る。 是を進 士と號 する 也 ^ 司 馬 其材の 大小 高下を 
辨 論して、 其 賢を 王に 吿し て、 一定の 論 極まりて 後に 官を授 、その 司 馬に 擧げ 
ら る、 の 間 も、 司 馬是れ に微官 を與 へて 政に 從は しめて 其 賢を 考へ 、而る 後に 
王の 官人 とす。 是れ 王制に 謂 ふ 所に して、 一人の 選み、 未だ 入 仕を 經 ざるの 前に 
此 如きの 細 評 あ \ 官に 入りて 而る 後に 爵を與 へ， 其. 位の 定を 待て 祿を與 へ、 是 
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れ又官の入りても祿を得るの間、尤も其細評 3> \天.子へ仕へ奉る事、大方の義 
にあらざる が 故に、 天位 天 祿を紊 b に 與へ 玉は‘ じとの 淀 也。 此に成 周の 法衰へ 
司 徒の 職 典樂の 官名 あ b て實な し。 古は 諸侯の 土を 貢す る こと 一度 あるを 一 
適と' 云 ふ。 適は. 其 人を 得る 心 也。 是れを 好 德と云 ふ。 再び ある 是を爯 適と 號 して 
賢を 賢と す 三 適を 有功と 稱 して 迺ち九 錫を 加 ゆ。 士を擧 げざる こと 一度な れ 
ば 爵をけ ♦づら る-再びに 及べば 地を けづら る。 三度に 及べば、 爵地悉 ぐ 削らる。 是 
れ國 政は 人を 知 h. て 賢を 擧げ ± の 志 あるを 用 ふるを 以 r 本， とす。 然ら ざれば 
厨俗を易へ萬民を化すること能はざる也。齊梪公內正 0 ,法に、正月元日|に親ら 

康 . 

鄕長 等に莅 みて 日く。 子の 鄕 に 於いて 居 處學を 好み、 孝は 父母 2: 慈み、 聰惠賢 仁 
聞きて 鄕 里に 發する 者 有り。 有れば 則ち 以て 吿ぐ 。有 b て 以て 吿 げざれば 之れ 
一明を 蔽ふと 謂 ふ。 又 問 ふて 日 < 。子の 鄕に 於いて 股肱の 力を 養 奉して 衆に 秀づ 
る 者 有り。 有れば 則ち 以て 吿ぐ 。有ぅ •て 以て 吿. げざれば， 之れ 賢を 蔽 ふと 謂 ふ。 又 
問 ふて 日く 子の 鄕に 於いて 孝を 父母 •に 慈ます、 廻を 鄕里に 長せ しめ t _ M 淫 


暴 J: 命を 川ゐ ざる 者 有 有れば 則ち 以て 吿ぐ •有 b て 以て 之を 吿げ ざれ ^; 之 

を 下 比と 謂 ふ、 と 云々。 此三ヶ 條を小 奉行 共までに 椬公 自ら 一々 に是れ を吿げ 

若し そむく 者 有 之れば 罪過 あるべ しと 云へ り。 唯 匹夫たり と 云へ ども 其善不 

善を 殘さす 、勸 善 懲悪の 政 あらんとの 事 也。 漢の 高祖は 三尺の 劎を以 て 天下を 
4' 

治め、 時に 猛將 勇士 多し と 雖も猶 ほ 賢者を 求め、 天下に 對 して、 德ある もの あら 
ば、 郡 守 自ら 是れ を勸 めて 相 國の府 に 至るべき 事を 吿げ 玉へ り。 文 帝の 時 諸侯 
王公 鄕郡 守までに 詔して、 賢 良 方正 能く 直言 極諫 むる ものを 擧ぐ べきの 由の 
事 あ ba 是れょ b 賢 良 方正の 科 始めて 行は る 。科と 云 ふは 人を 擧ぐ るに 科を 定 
むる、 と 也 K 良 方正 直言の ものを ば、 代々 に 召して 事を 尋ね 玉へ り。 宋に 至て 賢 
良 方正に して 能. く 直諌す。 經學優 深に して 師法 たる； pii し。 詳に 吏理を 閑に して 
敎化を 達す。 此三 科を 立て、 諸 州ょ b 撰み、 吏 却に 送り、 御 策に 對 して、 三千 言を：； 試 
み、 反理俱 優者を 以セ其 選に 中つ と 也。 仁宗の 時 六 科を 立て 玉へ b。 一に 日く。 賢 
良 方正 能く 直言 極諫 する の 科。 二に 日く。 博く 墳 典に 通じて 敎化を 明かに する 

君 道 六 四 一 


山 鹿 素行 全集  六 四 二 
の 科。 三に 日く •才 識蒹ね 茂り、 體用を 明かに する の 科- g に 日く。 詳かビ 吏理 .を 明 
かにし 政に 從は しむべき の 科。 五に 日く。 洞 韜略を 識 ぅて 籌 帷幄を 運ぶ の 科。 六 
に 日く •軍 謀 宏遠 材邊 寄を 任す るの 科。 是れ也 孝宗の 時は 十 科を 以て 人を 選め 
ぅ •然れ ども 皆對 策の 事 あ b て， 其 文章の 優劣 計を 考 へて， 反帝の 時の 賢 良 方正 
を擧 ぐるとは 事變 はれ b。 對 策と 云 ふは 漢の武 帝の 時、 賢 良 文 學の士 を 招：. きて 
對策あ b。 此 時文 學の士 多く 出 づと雖 も、 董仲舒 賢 良を 以て 對 策し、 三 策まで 問 
難 ありて 遂に 江 都の 相たり。 政道の 得失を 錄し てあらは し、 問て 文を か、 せて 
返答せ しむる を對 策と 云へ り。 天子 其 問 ひ 玉 はん 事を 自記して 尋ね 玉 ふを 制 
策と 云 ふ 也。 又は 制 科と も 云へ り。 武帝對 策の 事を 初め 玉 ふて 後、 悉く 文章の 優 
劣に なれ b。 その 故は 文を 書き、 其 返答を 致し 其 一 紙 一行の 間にょ つて、 其 人の 
善惡を 知らん 事は 甚だ 理に あらす。 譬へば 文章 玉を つ > ると云 へど も、 實の德 
正しから ざれば 皆 空言 ■也。 此弊 後世 大にな b て、 唐宋の 末には 博 文宏才 の士な 
らす しては #) 策 叶は す。 天子 又 是に問 ふて 天下の 政道 人君の 道 德を以 てして 


直言 極諫の 事を ば 求. めすして、 彼 •か 對へが たからん ことを 撰み •難問を こし こ 
へて 是れを 制 策 あ リ、 古の 賢 良 方正を 求む るは 直言 極諫の もの 也。 後世は 然ら 
ざる ♦か 故に、 悉く 本を 棄 て、 末に 隨 ひ， 擧士の 法 其 風俗 殆んど あやまりて、 唯 文 
章 博覽を 求む るの み 也。 葉 適 制 科の 論 II 嚴李氏 制 科 題目 編の 序に、 具に 是れを 
論せ る 也。 武帝董 仲舒が 奏する に 依つ て、 州 郡に 命じ # al' の ものを 一人 擧げた 
ぅ。 是れ ょり 孝 廉 の 科 始まれ K 文 帝の 時 {: は、 孝弟は 天下の 大順 也。 力 田は 生の 
本と 爲 り、 廉吏は 民の 表 也、 と 有りて， 孝弟 力 田の ものを 尋ね、 是れに 帛を賜 ひ、 廉 
吏に 百 石 三 匹の 帛を賜 ふ。 未 孝廉の 科と 云 ふは あらす。 凡そ 賢 良 文 學の士 は 文 
筆を 以て 材を あらは すに 足れ b。 孝廉の ものは、 其の 行跡に 確かなる 證據あ .ら 
ざれば 用 ふるに 足らざる 也' 故に 文 帝. 萬 家の 縣令 に應す る 者を C ぼす、 と宣玉 
へ り。 武 帝も以 爲 らく、 闔郡 一人を 薦めす、 と 云へ り。 是れ賢 良 文學は 多くして 孝 
廉の 科は 少し* 文 學はな b やすく。 實行 は勸 めが たき 故 也。 然れ ども 賢 良 文學の 
もの •其の 忠言 嘉謨崇 論宏議 へは、 ® を 助け 時を 救 ふに 足れり。 孝廉の 類には 對策 
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なく， 唯 その 實ばか りなる 故に、 後世 名を 盜み 、眼を いつはぅ、 潔白 淳 厚の 體を作 
b、 直言 仁 賢の 眞似を 致して、 世に 孝廉 と稱 せられん 事を 求む。 又た まく 實に 
| 孝 廉の者 ぁりと 云へ ども ••是 れ を擧げ て 政を 問 ひ、 風俗を 學ばん とすれば、！ 向 
素朴の みに して、 政事 民間の 用な し。 是に 於いて 後 漢の順 帝の 時、 左 雄 奏して 限 
年の 法を 立てた b。 限 年と 云 ふは、 孝廉の 科は 年 四十に 至ら ざれば 其 行實計 b 
一難し と 云 ひて 四十 已上 を擧げ 、茂 材異行 の 者を ば、 年令に 拘はら すして 是れを 
一擧 ぐる 也。 是れ ょり 後 左 雄が 行 はれて、 或は 三十 歲已 下の 者は 擧げ ざるの 類 ぁ 
.一り。 凡そ 其實 行を 以て ± を擧 ぐる 事は、 賢 良 方正と 孝廉 との 兩 科を 以て 本と す 
| 武帝又 四 科を 立つ。 一に 日く。 徳行 高 妙 志 節 淸白 也。 二に 日く。’ 學通 行修經 博士に 
>中る也。三に日‘く。明かに法令を習ひ、以て疑ひを決するに足り。能く章覆に接し 
一 文 御史に 中る 也。 四に 日く。 剛毅 多 略 事 ^ 遭 ふて 惑は す。明 かに 決斷 する に 足る 
材は 三輔縣 令に 任ずる 也。 此四ヶ 條を以 て 三歲に 一人 づ 、諸 州ょぅ 擧 ぐる 也 
後漢光 武四 行を 以て、 人を 擧げ しむ。 淳厚 質朴 謙遜 節儉 の K 也。 是等 皆其實 行を 


B r 本と せり。 武帝又 博士の 科を 置く。 是れは 博士の ± あら ば •郡 國よ b 撰み 擧 
ぐべ しとの 事 也。 博士 科 後世 品 多くな、 9 て、 人 又 浮躁文 華に 陷れ ら。 武帝 文を 好 
みて 司馬栩 如を 召し出され、 其 文章の 甚だ 奇なる ことを 歎じ、 是れを 朝廷に 置 
くと 云へ ども、 其 德 義足らず、 大臣に 任すべき 質に あらざる を 知りて、 文 固の 命 
にて 終れ り 然 れは武 '除 末た 文に 泥む 事な し . II に 及んで 三祖 文を 弄び S に 詩 
文に よりて 人を 擧ぐ 。人君 大道を ゆるがせに して 詩文の 小藝を 好む こと K 主 
の爲す 所に あらす。 上の >? む 所は 下必す 之に 隨ふ習 ひなれば、 影の 如く ひ > き 
の 如くに して、 下 唯 詠吟を 專ら とす。 江 左 齊梁彌 々是れ に 長 じて： 一句の 奇 一字 
の 巧を 以て 叶と す。 是れ よぅ 里閭 Q 童子まで、 先づ五 言の 詩句を 成す。 隋に至 b 
て 初めて 進 ± の 科を 立てたり。 是れ 反辭を 以て 士を 試みる の 法 也。 漢の博 士の 
科より 事 起り て、 終 r 文 學の 弊， 文 辭詩賦 に陷る 也 © に 至 b て © ほ隋 に從上 。其 
大要 學 館よ b 入る を 生德と 云 ふ。 州縣よ b 入る を鄕 貢と 云 ふ* 皆 有司 r- 擧げて 
是れを 進退せ しむ 以上 三 段 也。 科目に 秀才 明 經進 士優士 明 法 字明算 一史 三史 
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あ b •是れ ：皆隋 の 進士、 漢 の 博士の 類に して ® が 實殿を 撰ぶ に 非ら す。 之に 依り 
て ± 身を 修め、 心を 正して 名 節を 高く するな し •唯 詩賦 を翫ん で 言を 巧みに し 
I 本に 暗く 末に 溺 る。 明 經と云 ふは •、聖人の 經 書を 明かに する 也 •と 云へ ども 道德 
I の 爲に云 ふ 時は、 皆 ^ J: 道の、 器に して、 口に 論じ、 文を 恣に すると も， 實學な き 時は、 
一時に 當 ぅて 事務 ダ 知らす。 人に 臨んで 事を 決する 事、 更に 稱はす 。邀 用 せら。 る、， 
者 も官に 居て 職に 叶 ふ 者な し。 是れ皆 空文を 專ら として 唯讀窜 のみを 事と す。 
明經 とは 云 ひ 難し。 殊に 京學 にあら ざれば、 詩文 韻文 韻學 風流に あらざる が 故， 
諸 國の學 者 悉く 在京して 專ら 交遊し、 農工の 業 多く 廢 b、 淫亂 榮耀を 常と す。 是 
I れ又 遠方の 揭材賢 良 it 用ゐ られす 。つぐの いなき 貧士 自ら 邊土に 沈淪 して、 國 
家に 遺材 多き、 所以 也。 又 人の 材は 各々 得た る 所 あ b。 其 優れたる 所を 以て 舉用 
I する 時は、 官其 道に 稱 すべきに、 一向 文學詩 賦を 弄ばん i ならば # 多くす たる 
べし。 進士の 科. 其 失 多し と雖 も、 唐專 ら是れ を 貴ぶ。 中に も 元 和の 頃 詩 A 文人 世 
U 多くして 互に 名を 爭ぅて 風俗 次第に 衰へ 、其 都會 を擧 場と 云 ふ。 通稱 して 秀 


才と云 ふ •及第す るを 進 士と云 ふ。 互に 相 敬して 先輩と 云 ふ •俱に 及第す るを 同 
年と 云 ひ。 有司を 座主と 云 ふ。 京 兆府考 へて 升す を 等 弟と 云 ふ。 外府 試みす して 
貢す る ものを 拔解 A 云 ふ。 試 將各相 保を 合 保と 云 ふ。 群居して 詩を 賦す るを 私 
試と 云 ふ。 旣に 及第して 名を 慈 恩 寺 塔に 列す るを 題名と 云 ふ •犬に 曲 江亭子 に 
燕す るを 曲 江の 會と云 ふ。 籍而 入選を 眷關と 云 ふ。 匿名 膀 造を 無名 子と 云 ふ。 退 
而肆 業を 道 憂と 云 ふ。 是れ皆 進 士の辭 にして 悉く 風流 浮 靡に 陷る故 也。 宋に又 
進 ± 科を 貴ぶ 詩賦策 論を 以てす。 こゞに 於いて 范仲淹 實擧を 精し くす るを 
請 古復 して 學 校を 興し ± を 取 b 行 實 に 本づか ん事を 欲す* 學 士宋祁 等 又 
索 言，' 今の 敎け學 校に 本づか す ± は 鄕 里に 察せ ざれば •則ち 名實 を巖ふ 能は 
す。 心 司 專聲祸 を 以てし、 學者 は誦 記を 專ら とし、 人材を 盡すに 足らず、 と 云へ. 
\ 乂洗 ：宋 朝 Tij 馬 光 上 言して 諸 州に 於いて 賢才 忠信の 考 を擧ぐ 。文 詞詩赋 を 
1 :サゃ 士を望 ：ひ もの、 處に聚 まらざる 如く あ， らん 事を 願へ り， 此時歐 
^_ ^ ;ス :- ; |:1 して、唯詳かに實を究め*あやま卜て用ゐる事の失なく，法は明典に 
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順 ふに ある 事を 云へ b。 傷 典は 進士の 在京 ® 宋皆 然れば 、其 盡 置き 玉 はんとの 
事 也。 二字の 論 同じから す。 神 宗の時 王 安名 議を 立て、 明經 及び 諸 科 進士を 罷め 
詩 賦を罷 め、 聲摔を 變じ 、議論を 爲し 、墨 義を變 じ、 大義と 爲す。 大義と 云 ふは 經書 
の內の 大義を 尋ねて 答へ しむる の 事 & # M 3r 議 .を 上 b て R く a より 今に 至 

る 詩 賦を以 て、 名臣 と爲 すは 勝數 すべから. ざる 事を 云へ h へ 是れ： J S 行を 以て 

. > . 

人を 捕らん とすれば， 人徳 行を 以て 僞は る。 然れば 文章より 之を 言 ふ。 策 論は ® 
有， 用詩賦 は爲， 無， 益。 敗 事より 之を 言 ふ。 課 賦策論 均しく 用な しふ- 爲 す。 と 云へ ど 
も 代々 あり 來れる 事な れば唯 能く 詳かに 評せられん こふ-然るべ しとの 事 也 
蘇頌 は士 行を 先 じて 文藝を 後に す、 と 云へ ぅ。 神宗 道に 王 安 石が 謎に 從 つて、 詩 
賦 及び 諸 科を 止め、 經義 論策を 專ら とす •朱 子 # て 詩赋を .. fig めて 1 經 子 iil 時務 
の 之に 分たん と 欲す。 その 私議 あ り。 是れ 各文釆 を專ら として 天下の 風俗 大 (: 
變する ことを 嘆き、 科擧 文字の 弊を 嫌へ る 也 A 詩 賦文辭 に 至る ことは 安く * 
を 勤め •身を 修むる 事は 難し。 宋の熙 寧 四 年に 詞賦を 罷 め、 專ら經 義を用 ふる 事 


十五 年に して、 元 祐 元年に 詞賦を 復す 。紹聖 元年より また 詩 賦を罷 めて、 建 炎 二 
年 ifc 間 三十 五 年) に 又 兼ね 用 ひらる。 然るに 何時 とても 詩賦の 進士は 多く 經義 
の 科は 少し。 或は 十五 年 或は 三十 年を 經 て、 詩賦を 捨て、、 經義 を專ら とすれ ど 
も + にして 二分は 詩赋の 科 あ b。 是れ皆 人の 俗 浮華 文章に 陷り 易き， 说 。宋 の紹 
興 三年に 又 博 學宏辭 の 科を 立て、 凡そ 十二 題を 以て 試む。 制 誥詔表 露 布檄箴 銘 
記賛頌 序、 是れを 題して 文を 作らし む。 是れ又 詞賦の 科と 云つべし。 凡て 進 土の 
科は 是れ漢 の 博士 射 策より 其末是 くの 如くな れ b。 射 束と 云 ふは、 難問を かい 
て 案 上に 置く を、 何れ r- て も 取 b て 答 ふること 也。 周に 進士と 云へ ると、 後世の 
進 ± と 云 ふは 其 職 谷々 別 也 後の 進士を 世に 及第と 號す 。漢に 茂 才異偷 の 科 あ 
り。 是れは 董仲舒 が 奏せる よぅ 其 沙汰 ありて、 宜帝 初めて 是を擧 ぐ。 後世 此科も 
進 士‘ に屬 せる 也。 唐に 道擧と 云 ふ あ b。 是れは 開 元に 老子を 貴びて 是選あ り。 童 
子の 科と 云 ふは、 漢魏の 間に 始まれり。 幼童の 神異 あるを 用 ゆ。 六 伎 科 ありて、 小 
藝戲游 の 事を 以て 民間よ b 四 士を擧 げらる、 事 あり。 後漢の 范 六 伎 傳の論 
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を 作れ b。 魏の文 帝の 時、 陳群 奏して 九 品の 選 法を 立て、 州郡縣 ともに 大小の 中 
正の 官を 置き、 天下の 人才を 詳かに せんとす。 十萬戶 ょり 一人を 出す。 秀異の も 
のは 戶口に 拘はら すと 也。 I& 時 處々 の 有司 皆 刹を 構へ T 品に 高 門な く 上品に 
寒士な し， と 云 ふの 沙汰 あ り。 隋の 開皇に これを やむ。 案す るに 異朝 擧士 の法歷 
代に 損益 多し と 云へ ども， 必竟唯 賢 良孝廉 博士の 三 品 也。 賢 良は 知辨 足て 政道 
を辨へ 、得失を 論じ •世 務 を專ら とする の 科 也。 孝廉は 着實 にして 父母 兄弟に い 
つくしみ ありて 利害に 心を 染めざる 也。 博士は ょく 古今の 義に 通じ， 聖 經賢傳 
を 涉獵し 詩賦策 論を 巧みに する 是れ 也。 此三科 は 諸 州の 邊方に 蟄居す と 云へ 
ども 必中 擧 つて 用 ふる 事、 是れ國 家の 大寶な れば 也。 隋の 文帝エ 商を 入 仕せ ず 
と雖 も， 三 科に 於いて、 其 まぎれな くば 三 民の 內をも 用 ゆべ し。 但し 博士は エ商 
に 有難から んか 。孝廉 は 農工 商の 內 にも 深切なる あるべ し。 古人 孝廉の 科を 用 
ひて、 彼し 時務を 問 ひ、 官を授 くる 時は、 一も稱 はすと 云へ \ 唐の 太宗 、孝 廉の科 
を 以て 人を 擧げ、 是に 座を 賜ぅて 孝經を 問 ふに 答 ふる 事 能は ずと 云 ふ 事 あぅ 


是れ皆 其 用 其實を 得す •その 故は 孝弟は 人偷の 大綱なる * > 故に、 下 K 是れを 行 
ふて 人君 專ら賞 あれば、 風俗 大に 厚く、 人の 心すな ほなる の 本 也。 何 ぞ書 文を 彼 
一に 問 ふべき や。 後 漢の章 帝の 時、 韋彪議 を 上 b て 日く * れ國は 賢を 簡に する を 
一 以て 務めと 爲 す。 賣は 孝行を 以て 首と 爲す 。孔子 日く。 親に 事 ふるを 孝と 云 ふ’ 故 
一に 忠は 君に 移る 可し。 夫 人才 行は 能く 相 兼ねる 少し。 孟公綽 は 趙魏老 に 優 b ffi 
一して 以て 滕薜大 。夫と 爲す 可から す •云云。 然れば 孝悌を 賞す るは 道徳を 一にす 
j るの 法 也。 國 政を 尋ね、 時務を 問 ふは 賢 良の 科 也 # 經を問 i は 博士の 科 也。 問 ふ 
こと 道を 違ひ與 ふる 官その 人に あらざる は、 人君の あやま b 也。 然るに 唐宋共 
に 進士 博士を 以て 擧士 をな す ことは， 着實の 者には つくりて 僞る人 多し。 尋ね 
| 問 ふべき 事な し。 故に 皆. 反 辭の 沙汰に なれる 也。 是れ成 周の 司 徒の 法 行 はれず 
一 學材の 道 興らざる 故. r、 民を 撫育して 德行藝 を敎 ふるの 奉行 代官な く、 唯 心の 
ま、 に 世を 渡らし むる ょり 起れ る 也。 中に も 唐に 至て 擧士の 科目 さま^^に 
なぅて 行跡 甚だ 和 違す と雖も 科目の 內に 入れば これを 擧げ 、科目の 內に 入ら 
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ざる 才徳 ありと 云へ ども 用 ゐられ す。 これ 奸侫 邪曲の 士、 進む 事を 得る 所以に 
あらす や。 唐の 末に 風俗. 悉く 衰へ て、 王公 大臣 皆 己が 威を 逞しく して、 擧士の 法 
I 行 はれ 中 賢材文 學の士 草 野の •問に 沈淪 す。 玆に 於いて 天下の 士 、皆 文を 投じて 
詩を 送りて 擧げら れん 事を 求めた b。 是れを 知己を 求む、 と 云 ふ。 如此 くして 又 
I 二度す るを 温 券と 云 ふ。 猶ほ 問は ざれば、 自ら 馬 前に 謁を 求む と 也。 是 時ょ b ± 
一の 風俗す た り、 賢 良 方正 も 亦 自ら 進む。 是れを 覓擧と 云 ふ 也。 覚は自 求の 稱 にし 
一て、 人の 我を 知る にあらざる 也。 是れ人 皆 利に 走る 事 多くして、 自身を 修むる 事 
一を 得ざる 時は •如' 此 きの 失 あ b. て 遂に 風俗の 弊と なる。 故に 唯 州 郡と もに 實を 
I 以て 本と し、 民に 敎 導の 法 ある 如くなら ば、 國 俗は 自然に 正し かるべ， 〇* 國俗正 
一し き 時. は士民 皆 內を 顧みて、 自ら 高ぶる 如き 事 之 有るべからざる 也 
一 考試之 事。 考 試と 云 ふは 下ょ b 選擧 する 處を 上に て考へ 試む るの 法 也。 周の 
盛なる 時は 鄕學 國學ょ b 選ぶ 所。 段々 に 詮義究 まりて 天子 自ら 是を考 試す。 然 
れども T の 官人考 試す る 處に違 ひ あらざる 故、 天子は 是が 名代を 受けて 官職 


を 授け 玉 ふまで 也 •然れ ば 天子の 自試 にあらざる 也。 聖主 明君 聰明の 知 あるが 
故に、 官職を 授 C る 所の 士正 しからざる 時は、 其士を 選み て擧げ し 奉行 人に 罰 
I あ b。 これを 試みて 天子へ 奉れる 官人各 罰せら る * 故に 名を かり 形を 僞 ぅて 
一 菲才 薄 行の 者擧 げらる、 に 由な し 賄賂を 行 ひ、 巧. 言 令色して 追 從諂諛 の侫奸 
官人を 親しむ こと 能は ず。 是れ黜 陟の政 明かなる が 故 也。 然れば i ■て 州 郡ょり 
士を擧 げざれば、 所の 奉行、 撫育 敎導 正しから ず、 詳かな らざ る， 故な りと あつて 
又蔽 賢の 罰 行は る。 此 故に 謬 擧の罰 あぅて 邪 侫の奸 曲を 正し* 蔽 賢の 罰を 以て 
一 人材の 遺 佚を 正し。 各勸善 懲悪の 政 ありし 故に。 擧 げらる、 士も少 く •奔 競して 
僞を行 はん；^ する 士も あら t 科目の 定法の 外に、 德義高 達の ものを ば、 必ず 書 
一 付を 以て 奏聞して、 辟 書 交々 至る が 如くな れば 、風俗 自ら 正しくして ± 皆 名 節 
一を 勸め 、身を 修 して 徳を 積むべし。 然らば 考試 する 處に蔽 あるべからざる 也‘ 後 
世 これを 大臣に 任せ 吏 部に 委ねて、 其 選擧 を IE し 明む る 事の あらざる が 故に 
悉く 權 門の ひいきを 賴み 、賄賂の 貨を盡 し、 巧言令色を 專ら として 遂には 文辭 
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詩賦の 科に 陷る こと。 是れ 人君 考試の 法の 缺 くる 所ょ 〇出づ る 也 ^ 漢廳 帝) に 
至 b て 之を 公府に 試みて 之を 端 門に 覆 ふ、 と 云へ ぅ。 公 府は三 公の 府 也。 S 門は 
一大 微 垣の 左右 執 法の 所 也。 後の 御史台 也。 是れは 先 三 公の 所に て 試みて， その上 
| を御史 台に て 重ねて 詳か にす るを 覆と 云ふ義 也。 唐の 開 文 巳 前は、 考試 皆考試 
| 員外郞 一 隋置 之、 吏 却の 屬の司 どる 所 也。 開 文ょり 此方 悉く 吏 部是れ を 司 どる •凡 
て 吏 部の 職は， 後 漢ょ ぅ此方人の選を司どる故に、靈帝是れを選却と號せり、唐 
には 三設と 云 ひて、 吏 部尙書 一分を 司 ど ち、 侍郎 二分を 司 どる 也。 考 試して 後に 
中 書 門下に 送りて 又詳 覆せぅ と 也。 兹に 唐の 武 后の 時 殿 前 試 人と 云 ふ 事 始ま 
れぅ 。是は 吏 却の 考試 する 所、 詳かな らす して、 其擧 ぐる 所 皆 違 ふが 故に， 天授 元 
年に 貢士 を洛陽 城へ 召して、 殿 前にて 是を 試み 玉 ふ 事 也。 是れょ b 代々 殿 試と 
一號 して、 天子 自ら 試み 玉へ b。 漢の 時分、 天子 自ら 試み 玉 ふは 天子の 政道の 是非 
に付きて 異見 直諫を 得 玉 ひ、 其 言行を 正し 玉は んとの 心 也。 後世は 唯 儀式 計 b 
にな b て實 あらざる 故、 南宮に 試みて 後 是を殿 前に 試む る 事は、 主に 詳かな る 


に 似た b と雖 も、 殿試已 前の 試みを ば、 人 皆是れ を輕ん じて、 只 殿 試に 預からん 
ことを 願へ う •朱 朝に も猶 ほ然 b。 故に 富文忠 公， 省 試に 三 長 有う、 殿 試に 三 短 ぁ 
I h、 と 云へ う。 省 試とは、 吏 部尙書 省に て 試む る こと 也。 三 長とは* 文衡を 主る 者 四 
一 五 人。 皆 一時 詞學 の臣 。而し 又舘閤 才臣數 人を 選み、 以て 考較を 助け、 復 監守 巡察 
一有り。 糊 名 賸錄 ± 下 相. 警 しめて 毫釐の 私を 容れ ざる、 一長 也。 引 試 凡そ 三日。 詩賦 
i は 以て 詞 ，藝 を 見るべし。 論策は 以て 才識 を觀る 可し。 四方の 士は 以て 其蘊む 所 
I を 盡すを 得る、 二 長 也。 貢 院 凡そ 兩月餘 。硏究 差 次 以て 巧を 究め 力を 悉くすべし 
一三 長 也。 殿 試は 考官濫 取して 擇ばす 。一 短 也。 一日 詩賦論 三篇を 試み、 火の 才を盡 
す 能は す。 二 短 * 考校 十日に 過ぎ ^; 硏究差 次に 暇 ぁらず、 三 短 也、 と 云へ う。 宋に 
は 選 部を 四に 分ち。 文選を ば審官 東院と 流內銓 と。 武官を ば審官 西院と 三 班院 
i と。 合は せて 四 所に て 試む る 也。 殿 試の 法 大方 三千 人に 及ぶ。 是れを 群 見と 云 ふ 
也。 遠方 邊鄙の もの ども、 朝廷を 遂に 拜し 奉らす。 有司 奉行 人と 云 ふこと を も 知 
らす 。儀式を も 見ざる ことなれば、 互に 前へ 出で ん ことを 爭ふが 故に、 殿 前に 悉 
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く爭ひ 起 b 喧嘩して、 唯 前列へ 兩行計 b 拜禮 して、 後列の 者は 天子を も 拜し奉 
らす 。是れ に 依つ て 沈 存中が 筆談に、 班列齊 整すべからざる 者は 唯 三色 有り。 擧 
i 人 蕃人 駱駝を 謂 ふと 也。 朱には 禮部貢 人を 司 どぅ、 是れ に鴻臚 館 あ b て 蕃人を 
I も 司 どる 也。 諸 州の 貢 人皆禮 部に 集る 也。 此貢 部に て 進士を 試む る 時 •案を 階 前 
I に 置きて 香を 燒き 、有司 湯水を 備へ、 茶 具を 置く. と 云へ ども、 貢 士群參 して 禮を 
一濫 り、 法を 破りて 飮むべ き 水 もな く、 悉く 渴 して 硯 水を 取飮み にいた ると 云へ 
\ 唐 宋詩赋 文 學に依 つて 信の 求めな きが 故に， 貢 擧 の進士 多くして、 其 試 法 亦 
I 大に亂 る •是れ 筆談に 載す る 所 * 凡そ 人を 得る ことは 聖人の 難しと する 所 也。 
一言を 聞いて 用 ふれば、 行に 違 ふ 所 あり。 行を ® ら とすれ ぱ才を 遺す こと あぅ。 功 

i ■ 

一勞の 久しき を 以て 考 へんと すれば、 巧僞の もの 興 b て 方正の 人 進み 難く、 聞 達 
I を 求めん とする 時は 風流の 士時を 得て 沈 退の 士は 及ばす。 然れば 人君 考 試の 
法を 專ら にす ると 云へ ども、 其 本と する 所に 違は で、 皆虛名 空文を 以て 用捨す 
るの みならん 撋' 更に 治世 安民の 佐と 成し 難し。 兹に 案ずる に 人を 知る の 明は 


尊ぶ ベ からす％ 必个 天資に 出づ « 何の 韓信 を識 る、 豈法 ，の傳 ふべき 者 有らん や 
諸葛孔 明の ** を 以てして 人を 知る に 短 あぅ。 故に 之を 馬 S に 失 ふ (東 坡 擬進士 
I に出づ )と 云へ 是れ 人を 知る の 明を 天資 也と 云へ る 論 也。 と 云 ふと 云へ ども 
j 片言 一句、 書 利 簿 曆言辭 俯仰の 間を 考 試して 其 人の 一生を 知らん と 云 ふ 事は 
I 天資に も あるべからざる 也。 唐 堯虞舜 と 云へ ども 試問に 及び 孔子の 聖人を 以 
て視觀 察を 論じ 玉へ り。 然れば 鄕擧里 選の 者は、 其 在所の 親戚 友人に 詳か {: 考 
\ へ、 國學の 者は 出入 交接の 間を 考へ 、其 忠 とする 所を はかり、 三年 績を考 へ* 九 年 
\ に 大成の 業を はかり、 或は 德行を 以てし、 或は 才能を 以てし、 其 長ず る 所に 從ひ 
一て、 其 本末を 試 者す る 時は、 彼の.， 孝を 似せて 勇者 股を 割き、 怯 者 墓を 廬 し、 廉を僞 
b r 弊 単に 乘り、 布 衣を 着惡 食を 食 ふて 名を 沽し 、貌を 飾る もの 其虛 自ら 表は 
| る、 力 故に A 焉 瘦哉 但し 委任 責 成、 と 云 ふ 事 あり。 是は 人を 試みる の 奉行 人を 
第一 能く 選ぶべき と 云 ふ 事 也。 奉行の 始終を 考 へて 是れに 其 役を 任せ、 其 勸め 
相 叶 ふや、 否やを 以て 賞罰を 正し、 任に堪 へざる 輩を ば、 必ず 是れを 返く。 是れ古 
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の聖 主； 專ち用 ふるの 道 也。 されば 入 仕の 門 太 だ 多し。 世 胄之家 太 だ 優れり。 祿利 
の 資太だ 厚し。 督責の 命大に 薄き 時は、 人の 選 皆 違 ふべ し。 漢の武 帝 董仲舒 を 制 
I 策 ぁぅ しも， 已に三 策に 及びて 天子 自ら 試 一む。 

j 晉 武帝摯 虞を 用 ゆる も如此 し It 人を 以て 試みし めんと ならば 其 人を 能く 
任じ 玉 ひ、 自ら 試みん となら ば詳 かに 正して、 言 實 の兩般 を廣く 尋ね， 具に 亂明 
すべし。 實に 過ぐ るは 其 弊い やしと 云へ ども、 本すな ほ 也 其。 後 順 帝 專ら士 の 風 
儀 正しき を 賞し、 元 動 玉 帛を以 て 南 陽の 樊英 を聘 す。 天子 寢殿を 下して 壇を 設 
一け、 席を 敷き' 銜書引 奉して 天下の 政事を 問 ひ 玉 ふ。 此時 天下の 士皆文 學を棄 て 
て徳 を m め、 風を 高く して 人君の 招く を 待ち、 是に 依つ て 天下に 篤 實の士 多 か 
{りきと 也。 隋 唐は 言辭に 過ぎて、 州 郡の 士進 唐を 莅む 。是れ 言實の 損益 明か 也。 必 
一竟 人を 知る の用少 く A を 求む るの 實薄 きょ b 事 起 b て 唯 古人 知者の 致せる 
跡を のみ、 慕ん て 其 作 略詳か ならざる 也。 古の 明醫は 音を 聞き。 色を 見、 外を 詳か 
にし、 內を 明かに す。 故に 華侘が 胸を 裂き、 腦を洗 ふの 術 ぁ b •若し 是れを 明かに 


せす して 華侘の 方を 學ぶ は、 刀を 取 b て 人を 殺す に 成るべく 、人を 知る の 道を 
明かに せす して 人を 用ひ宫 職を 與 へんは 豈華 佗が 方を 學ぶ 夫の みならん や* 
多くは 天下の 害 ある も 此處ょ b 涌 出す る 也。 

武擧の 事。 案 t' るに 武勇 知謀 拔群の 者 ある 時は、 是れ を擧げ て官に 任す る こ 
と 也 M 朝には 漢に六 郡 良家の 子を 選み て、 其材 力を 考へ 官を與 ふ。 此 時名將 多 
く 出で たぅ。 李 廣 趙充國 •か 類と 云へ ども、 错武擧 ょり 出で た り。 成 帝 勇猛に して 
兵法を 知る 者を 擧ぐ。 哀帝 兵法 大慮は 武勇に して 節 有る 者を 擧 ぐ。 と 云 ふは 此 
心 也。 唐の 武 后の 時に 至りて、 始めて 武 擧の號 起れ り。 唐の 武擧 、武 選は 兵 部 司 也 
郭子 儀が 類是れ ょ b 出で たる 也。 朱に も 有 之、 各 其 法 擧士に 同じ。 凡そ 逛部は 反 
官の 選を 司 ど^'、 兵 部は 武官の 選を 司 どる 也。 品 變るに 似て 人品の 考は 別なら 
ざる こと 也。 本朝の 土は 擧士の 法 行は る。 異朝の 例に 依つ て 式部省 是れを 司り 
て 考課 選 叙を 行 ひ、 貢 人を 策 試し。 學 校を 司 どる 也 •令の 芦 令に。 凡そ 國守 は敦く 
五敎に 喩ゅ I 五敎は 五 道の 敎へ I 農 功を 勤務し 部 內好學 篤 道# 悌 忠信 
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淸白異 行、 鄕閭 に發闊 する 者 有 k 擧げて 之を 進む、 と 云へ b •是れ 州 郡に 於いて 
國司詳 か r: 敎 へて、 其學文 行跡 ありて 證據 正しき を ば 必す 子へ 擧げ 奉るべし 
一との 事 也 •尤も 孝 廉の E 其 聞え 由々 しきには、 或は 閭に 表し、 或は 米帛を 賜は る 
一 こと 紀錄に 多し。 是れ 異朝の 賢 a 方正 孝 簾の 科に 類せ ょ b 擧 貢の もの 
I の內 •進 土の 科 ありて 試 策の 法、 尤 とも 行は る ¥ に大學 寮を 立て、 秀才 明 經 、明 法 
| 算 道の 四 等を 立て、 人を 擧 ぐる， の 法具に 學令 並に 選敍考 課 令に 見えた り。 然れ 
一 ども 進士の 科は 皆詩賦 文章に 陷る 故に、 其敝 後世まで 栩殘 b て， 詠歌 115 曲管 絃 
| 等に 家名を 立て 詩作 文章を 專ら とす。 是れ 異朝 唐の 頃の 進士の 科に 相 類して 
一 賢 良を 尋ね、 孝廉を 表する ことは 止みぬ* 木 朝の 風俗 さな ♦から 隋唐宋 の 格 也。 不 
一 比 等の 令に 出せる 處 、殆ん ど是れ を 以て 記す に 似た b。 又 武擧の 事は 兵 部 省 之 
一を 司 ど b て、 武官の 除授 選考を 司 どる 也。 本朝 必す 異朝の 例を 追 ふべき にあら 
すと 云へ ども、 人君。 其の 信を 以て 推す 時は、 擧士の 道、 更に 聖人の 法に 違は す •世 
上の 風 浴に 弊 ある こと •又 異朝に 類す A を 知 b てこれ を 用 ひ、 賢 良を 得て 政を 


助け L むる は、 人君の 本， 是に過 ぐべ からざる 事 なれば、 能く 其 本意を 探りて、 ^ 
妄の 偽に 陷る こと あらざる 如くす る こと、 明君の 急務と 云 ふべき 也 • 

推擧之 任。 案す るに R 疋は 類を 推して 擧げ しむる 事 也。 君子 小人 典に 各々 類 あ 
| b。 類を 以て 集まる は 天地の 常 經な るが 故に、 諸の 官人に 命じて 類を 推して 賢 
一 者を 擧げ しむる 事 也。 全 玉の芄 礫に 隱れ ，大木の 幽谷に 生す る、 下ょ b 是れを 見 
| 知 り， 見立て ざれば、 終に 沙 礫に まじは り 幽谷に 終る。 是れ 本人の 推擧に ょる こ 
| と 也。 賢人 知者 ^ 世 (: 隱れ 、人に 雜 りて 有 之と も、 人是を 推擧せ ざれば、 自ら 知を 
一衍ひ & ら媒 して 名を 賣る 事を 求む る こと あらず。 故に 諸官 人の 中に 知りて 然 
| るべき 篤行 材 知の 名 あら ば、 是を奏 問して 推擧 せし むる 事、 賢を 求む るの 道に 
〉 して、 或は 好惡に 依つ て 其 善を 隱し ，わが 才に 誇りて、 人の 賢を 蔽ふ こと、 是は賢 
一 者を 擧 ぐるの 道を 失 ふに * りて、 其 罪斜輕 からざる 也。 忠臣 賢を 擧げ 、仇 警を避 
'けざる， 其 廢 * 親近を 附けす 、と 云へ り •わ •か 好 惡愛僧 に 由つ て 人を 擧げす •親疎 
新 古 貧富に 隨つて 賢 不肖を 明かに せざる は、 皆 小人の 業 也。 朝廷に 小人 あれば 
0 0 六 六 一 
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小人 又 類を 以て 集まる。 小人の 類を 立てな ば、 天下 國家 共に 暗し。 古ょ b 國に報 
い、 賢を 薦め、 大を爲 すと 云へ b。 大臣ょり 小臣に 至る まで、 主君の 恩の 深き こと 
一 擧げて 云 ふべ からす。 何事を 勸め 、何の 奉公を して 此國 恩を 報せ んとな らば、 賢 

I , 材を 知りて 是を 薦め 用ゐ るに 如'  かず、 と 云 ふ 事 也。 國家草 業の 主君の 時は、 下に 
功を 立て、 知を 專ら として" 其材德 しるし ある 者 多し と 云へ ども、 世 久しく 承带 
に 屬 し、 子孫 相續 して、 官祿に す、 み， 或は 二三の 子 或は 遠親緣 類、 皆 權 門に 依つ 
て 任官 奉公の 身と なる 故に、 朝廷 皆 人の 多き にあぐ み、 祿の費 ゆるを M ぅて •選 
擧の儀 些かな し。 下臣 又 賢材を 知る と雖 も先づ 我が 一類の 內を 奉公せ しめん 
ことを 計りて 推舉 する 事な し。 是れ 上下 共に 賢.. を 求む るの 心 I C、 世 常に 承 平 
ならん とのみ 思 ふ ♦か 故 也。 たま く 推擧 すと 雖も 我意に 任 かせて、 其 選 更に 公 
| の爲な らざる 也。 上に 一二の 賢臣あ b 、 こ雖 も T に 衆 官の賢 あら ざれば、 其 情 通 
せす •施行 成ぅ 難き もの 也。 然れば 君子 小人と もに 其 事の 效 しを 大に致 さんと 
ならば、 頃を 廣 くせ ざれば、 事 行 ひ 難き もの 也 •故に 周 官に云 ふ。 賢を 推し、 能を 讓 


れば 庶官 乃ち 和す .t 云へ b。 晋の祁 奚 年老いて 政を 返へ し、 官を 退く. 時 •晋侯 孰 
か 汝が 後を つがせて 宜し かるべき や、 と 問 ひければ、 祁奚 答へ て 申さく。 解 狐 可 
也 解 狐は 祁奚が 昔の 仇な b し、 かば、 晋侯 不審 あぅて 重ねて 問 ひければ、 答へ て 
日く。 君 可を 問 ひ 仇を 問 ふ. に 非ら す、 と 云へ り。 又國の 尉た るべき ものを 尋ねけ 
* れ ば、 * 奚 我子祁 子を 以て 答 ふ。 晋侯我 ♦か 子を あぐる は 至て 依怙に 似た' り けれ 
ば 重ねて 問 ひ 玉 ふに •君. 可を 問 ひ、 子を 問 ふに 非らず、 と 答へ ける 1¢ の人以 て 美 
談 とし A を擧 ぐる 事 私な しと 沙汰せ b とに や。 昔の 人は 唯國 家の 爲た らん 事 
を 計りて、 我が 爲に 親疎の 用 あらす。 如此 くに 人臣 思 ひ 入る、 こと 深く ば、 下に 
賢才の すたる こと あるべからざる 也。 凡て 推と 云 ふは 事を 人に 讓 り て 我を た 
かぶらざる の辭 也。 我に 利を 專ら として 進む 事を好む の 心 ある 時は A の 我に 
賢らん ことを 惡むが 故に、 賢才を 擧 ぐる こと あらざる 也。 國を 治む るは 禮讓を 
以て 本と す。 禮讓 正しから ざる 時は X 皆 利に 進み 勢に つく ことを 專ら とす。 利 
と 勢を 專ら とせば 不 ，奪 不 ，厭と 孟子の 梁惠 王. を 諫めし 所 也 A E として 上を な 
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い •かしろ にし、 或は 國を奪 ひ。 或は 君を 弑す •其萠 す 所の 基は 利に 走り 勢を 見る 
處 より 起る •一朝一夕の 所以に あらす して。 終に 此惡 道に 及ぶ こと まのあたり 
なれば A 君是を 察して 其 職を 早くく じくべし。 然る 時は 推擧の ことは 禮讓よ 
り 出づ ると 知るべき こと 也* 本朝に も 推 任と 云 ふこと あ 5。 是は 武家よ b 然る 
べき 人を 推擧あ b て 奏問を 經、 官位を 與へ玉 ふこと 也。 これ 近年の 沙汰 也。 然れ 
ども 推 任と 云 ふ 時は、 推擧 して 用 ひらる.、 の 心なるべし。 其 本意を 云 ふは、 賢を 
推し、 能を 讓る にもなる べき 也。 

重， 濫任 之戒一 

師 日く •人に 君子 小人の 異なる あ b。 其 成す 所 亦 君子 小人の 業 あ y A 君の 人 
を 用ゐる こと。 其 人品を 知 b て それに 隨 つて 其 事を 授 くる 時は、 任 各 道に 叶 ふ 
が 故に、 天下の 人 皆 其 事を 安ん す。 德薄 くして 位高く。 知 小に して 謀に あづか $ 
力 小に して 任 重きは 必中 天下 國 家を 損 ふの 基 也。 こ、 を 以て 考 ふる 時は、 任官 


の 道 大方に 心得て は、 人 其 人に あるべからざる 也。 大臣 武將 州牧 近臣 京 兆 留守 
監察 等の ことは 云 ふに やは 及ぶ。 凡そ 官と云 ひ、 職と 云は、 微官た b と雖 も、 其 
一任を 叨 りに する 不％ % 之， 也。 一官 '叨 りなる 時は 衆官 必ずみ •たりに なり 二人 惡 
j 人 6 れば •衆人 S れに從 ふ。 人 善に 入る ことは 難く、 惡に陷 る ことは 易ければ 也 
況ん や、# 相武將 州牧の 類は、 天に 代りて 人を 治め。 一官を 以て 百官に 長たり •上 
は 百官に を ^ とし、 下 a- 萬 民を 撫育す るの 官職なる が 故に、 古人 皆 之を 重ん す. 
是れ 天下 國 家の 爲を思 ふ ♦か 故 也 •然るを 人君 私の 僭 愛に 從 つて、 其 職を みだ b 
にせん 事。 天の 責、 更に 遁 るべ からざる 也。 周易に、 鼎は 足を rr 5 て 公餽を 覆み、 其 
形 渥 凶し と 云へ るは A 君 力を 量 b、 德を考 へす して、 是に 官職の 重きを 與へ玉 
へば、 鼎に 不相應 の ものを 入れて 煎る 故に、 鼎の 足 折れて 內の あつ ものを 濡ほ 
| す U 同じと 云へ る こと 也。 用 ひる 所 其 人に 非らざる ことを 論せ る 也 • 

草 業の 明君は、 直に 其 任官の 堪 、不堪を 知る にたょ b. あ b。 守 文の 主將 は、 任官 
の 善惡を 付け ざれば 見 難し。 其 故は 草 業の 時は、 世に猛 將勇士 多く。 民 又 德の厚 
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に歸 せんこと を 思 ふが 故に、 文武の 任官 其 邪 正 忽ちに 表は る •邪を 葉て V 正に 
任せ ざれば. 國 家の 民歸服 せざる を 以て、 自然に 邪 正を IL 明して 官職 理に叶 ふ 
也 •守 文 久しき 時は、 上の 威 Is ,、 勢 ひつょ くして、 下 皆 屈服す。 上を 恨み、 世を さみ 
する 者 も、 父祖 代々 の 恩を 思 ふて 大義を 企てす。 況ん や州牧 郡 司 賦歛を 厚く し 
課役を 重く すと 雖 も、 上下の 威遙か に 違 ひ、 愁訴を 捧 ぐると も E に 守を 思 ひか 
へ 玉 ふこと あら じな ど 云 ふこと になり て" 官に 任じ， 職を 持'  つもの も、 其 效 見え 
難し。 此故に 守 文の 世 久しき 時は、 任官 叨 b に 成 b 易しと 云 ふ 也。 漢の文 帝 夢を 
信じて 鄧通を 用 ひて 官上大 夫に 至 り、 衞琯戯 車を 以て 仕て 丞相に 任 f: •武 帝專 
ら 弓術を 好んで 奕 犬を 五利將 軍に 任じ、 文成少 翁を 用ゐ て其效 なきに 至 b て 
捕へ て戮 殺す。 方法 技藝 にょ b て 大官を 得た る 輩、 前後 漢 共に 多し。 唐の 高 祈は 
舞 人に 官を 與ぃ後 唐の 莊宗は 伶人に 剌史の 職を 授 く。 宋の 徽宗は 盡學の 科を 
立る。 是 等を 方 伎の 科と 號 して 必中 暗君の 世に 行は る、 事 也。 文武 武帝 高祖は 
何れも 世の ためしになる 賢 材明斷 の 君 也、 と儸も 皆 好悪す る 處に依 つて、 任官 


の 實を 失へ る 也 M の 高宗も 夢に 傳說を 得 M の 文 玉 I 占に ょ— て 太 公を 得し 
ためし あれは、 如，， 夢幻 泡 影-た とへの 如くなる あ •たし ごと * と 云へ ども、 聖人 用 
ゐて利 世 安民す、 然れ ども 聖人 精 誠の 感ずる 處 にして、 私の 爲に あらざる 所ょ 
り 起れ ると、 唯 夢に 見た るに 相似た う。 我が 好む 所 也、 と 云 ひて 大官を 授け 玉は 
んは 、人君の 實に あらざる 也。 次に 貲を以 て 官を授 くる あり。 是は漢 の 文 帝の 時 

T} 

晁錯が 申 行て 粟を 入れて 官を 得、 景 帝の 時 貲を以 て 官を授 く、 然れ ども 唯 時の 
饑饉 民の 艱苦を 救は ん爲 にして、 當 座の 政と 聞え けれども， 君子 是れを そしれ 
う。 武帝又 財を 入れて 官を授 く。 見を 貲郎 と號 す。 卜 式 黃覇が 類 も 皆 金を 献 じて 
官を 得たり •後 漢の靈 帝は 商官の 法を 立つ。 皆是れ 暗君の なす 所に して， 賢主の 
笑 ふ 所 也" 

次に 任 子の 事 •是れ は官 人の子 弟に 官を與 ゆる 事 也。 漢に官 人の子、 三年 父の 
任に 非議 あら ざれば、 子 一人を 官に擧 ぐ。 是れに 依うて 任官の ものに fe 弱の 輩 
多くして、 官其 人に 當らざ b し 故、 董仲舒 ♦か 策に 是を非 也， i す •宜しく 選を 明か 
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にし、 賢を 求めて 任 子の 命を 除くべし •外 家 及び 故人は 厚く 財を 以丁 すべし •位 
に 居る は 宜しから ず、 と 云 ふは 是れ 也。 

又 蔭 補と 號 して 官 人の 親族 皆 入り 仕へ て官を 得る こと ある 也。 是れを 門 蔭 
I とも 云 ふ 也。 宋の司 馬 光は 是れを 改めん ことを 乞へ り # 官爵を 以て 人に 私し 
て 天下の ために 之を せざる ならす や。 官爵は 本 天. 下 萬 民の 爲に設 けたる もの 
にして、 是れを 以て 單に惽 5 んが爲 には S) らざる 也然れ ば 大臣 功臣の 子弟 
外戚、 親 故の 人 有りて、 而 して 之を 特に 撫育 せんとす る あら ば、 彼等には 宜しく 
财を與 ふる も 可也。 金帛を 賜 ひて 家を 豊かに する も 可なら -t' や。 是等を 以て 彼 
等に 對 しては 最もょ しとす。 

官位を 授けん ことは 甚だ その 謂 はれ-なきに あらす や。 賢 材 有功の 者を 待す 
一る には 官位を 以てす •故な くして 官位を 與 ふるは 政を 紊 るの 大本と するなら 
す や • 


安 命 • 

師 日ぐ si に、 命を 知らす んば以 て 君た るな き 也 •程 子 注解して 日く •命 S 
ら ざる 者は 則ち 害を 見て は必す 避け、 利を 見て は 必中 趨る。 何を 以て 君子た る 
か •朱 子 日く •五十に して 天命を 知る と 同じから す。 天命を 知ぅて 理の 自ら 來る 
所を 知る を 謂 ふ。 此命を 知ら t 是れ 死生 壽夭 貧富 貴賤の 命を 設く 。今人 口を 開 
j いて、 亦 一 飮一啄 自ら 分定 有る を 解す •少 々利に 遇 ふに 及び、 便， ち趨避 計較の 心 
一生す。 古人 刀锯 前に 在り。 ^ 镂 後に 在ぅ、 之を 視る 無 * の 如く、 只 道理を 見る に緣 
j り て 却て 那刀鋸 鼎 鏡を 見す • 

師 日く。 人命を 知らざる 時は、 心 こゞに 安ん する ことなき を 以て， 安んじ 樂 む 
むこ ともなく、 思 ひ 定めて 果敢 決 斷する こと も 無 之 A 間の 第一 重き ものは 命 
士 锬 六れ ル. 
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也. 此 命を 大事に 思 ふことは， 貴賤 上下 長幼に 至る まで 同 一理に して 鳥獸魚 S 
ともに 此念 あり。 然るに 命の 重き ことを 思 ふて、 家に 居て は 地震の 俄に ゆ b 來 
りて， 桁う つば、 りの 落ち か ゞ b、 柱 壁の 倒れて、 唯今に も 死なん ことの 知れす、 と 
思 ひ、 外へ 出て は 大地の 俄に われて、 我 ♦か 身の 忽ちに その 內へ 入るべからざる 
も 知れず。 矢 石の 何方ょ b 來 b て、 身を 失は んも 計り 難し。 狂人 虎狼のは しう 來 
て啖 はんも、 病難を 得て 卒かに 死なん も 知れ 中との み 思は) 一日片時 も 安き 
心 もな く、 常に 苦しむべし。 然れ ばと て、 何事 も 命な b と棄 ては てゞ 、事物の 理を 
極めす •危き 侵し、 難に 陷 b て 聊か 心に か、 らすと 云 ふ も、 又 右の うらに て、 共に 
過不及の 病を 出です。 如何た るを ば 命を 知る の 業と ならば、 家は 桁、 梁を •念を 入 
れ 、柱 壁を 丈夫に して、 卒爾に 倒る ことなき ♦か 如くな £ しめ、 外へ 出る には、 出る 
に 響し X るに 蹕し 、上下 主 從の禮 を 具へ、 非常を 禁じ、 常は 大賓を 見る が 如くに 
して、 備へ設 くる ことを 正しくして、 身の 養生を 詳か にし、 飲食 情慾を 節して、 而 
して 命に 任 かする •是を 命を 知る と 云 ふ 也 •然 らば 戰場に 臨んで、 朝戟を 自らょ 


こた r 矢玉の 中に 飛び入り、 駿馬の 逸物に またがりて、 猶ほ一 鞭を 與ゆ るは、 是 
れ 命を 知る に 非ら t 危をな すの 故な らん や、 と 云へ ば、 是に 於いて 義の已 むを 
:耨 ざる 所 あ〆。 則ち 是を 命と 云 ふべ し。 その 故は 我が 武士の 家に 生れ、 大丈夫の 
; 氏族を 嗣 いで、 農工 ^ の 三 民に 非ら す. 天 我を して 土たら しむ •是れ 天の 命に 非 

I す や .而 して 戰埸は 危地に して、 遁るれ ば 遁れ るつ ベけ れど も、 遁る 、時は 彼に 
害せられす とも 心に 恥 づる所 あ ぅ。 是れ已 むを 得ざる の處也 況んや 上と して 
は 下を 害せられて 默 4h すべき 道な し。 下と しては 上を 失 はれ、 親を 殺されて 遁 
れ 去るべき の 道な し。 是れ 則ち 天命の ある 處に して、 其 所に ついては 是を義 と 
名づ く。 已 事を 得すして 出なん となら ば、 甲胄を 以て 身を 圍ひ 、駿馬を 以て 進退 
を 利し、 劍戟弓 弩を用 ひて 遠近の 敵を 制す。 是れ 事物を 究理す るの 所以 也。 而し 
て 守る に 城郭 あ \戰 ふに 陣あ ぅ、 營あ b。 各 其 宜しき に 隨ひ用 ひて、 それに 應す 
是れ 命を 知る 也。 守に 城郭の 固めな く、 戰ふ に陣營 の詳な .る あらす。 身に 甲胄 矛 
戟の備 へな {、金 鼓旌 旗の 用な く、 駿馬 輜 重の 設けな くして、 唯 天の 命 也， と 云は 
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んは、 是 れ命を 知る} 云 ふべ からす. 學漭此 所に 於いて 天の 命を 勘辨 して、 ょ r 
其の 事物を 究めん には •天命 初めて 全 かる 可き 也。 さるに ょつ て， 命と 云 ふ 所を 
i 詳に 知ら ざれば、 或は 恐懼 臆病に して 不義を 成し' 或は 暴虎馮河して 死す とも 
一 悔いな きに 至る。 俱に 大丈夫の 安 命と 云 ふには 有らざる 也。 

師 日く。 富貴 貧賤には 必す命 ぁつて、 更に 人 作の 及ぶ 所に 非らざる 也。 而れど 
| も 命を 安ん する こと 能は す。 して •利を 見て は 是に趨 き、 害を 見て は是を 避く •是 
一れ 又 古 ®' 通 情 也 ± 富は 命 有 り. 小 富は 用 有りと 云 ふ 事の ぁり 今 此處に 利を 好 
| む もの、 有りて、 僭上 輕 薄の 行 ひを なし， 鄙 客惜嗇 のさ もしき 事を 致し •讒諂 百 
一諛 のへつ らい > なせば、 時に 取て しばらく 耀く 如くなる もの 也。 是れ小 富は 用 
一 ふる 苻る 也 ^ r ども 父祖を 照らし. 子孫を 豐かに する の 大祿大 財を 得ん こと 
一はその分に.叶.ふべき事に非す。是れ大富は命有る也。たとへて云へば、執權執柄 
の氣に 入ら ば、 官祿も 思 ひの ま、 に 得べ し。 國君 大王の 志に 叶は レ、 國郡 爵祿望 
みの 如くなる べきな れば 、何 i ぞ して 氣に入 り、 志に 叶 ふ e t くにせん と、 我 も 


人 も 思 ふに' 天の 命 ある ものは さし 出づれ ば， 宜しく、 控ゆれ ば 利を 得て、 皆 彼が 
氣志に 叶 ふ。 天の 命 薄き ものは 出づれ ばにく まれ、 入れば 廢 りて、 共に 彼が 氣志 
一に 合は す" 手 立を 運ら せ ば才覺 過た b と 云 はれ、 引 込めば 隱者 也， と 叱らる、、 是 
I は 不幸なる 命 ある 故 也 •自然と 幸 ある 輩は、 なす ほどの 事に 幸 ある もの 也 ± の 
I 上は 云 ふに 及ばす。 農工 商 皆 以て 然 り ^ 道は 不幸に 貧しき ものを こそ 助け守 
一 b 玉 はんと 思へ ば、 風雨の 物を 損 ふを 見る に、 破れて 傾きた る 貧者の 家は 吹き 
一 倒 ほされ、 地形 底く まどし き、 家には 水は 集り、 大廈 高墻の 構へ には 風雨の あた 
一る こと 寡し。 寒暑の 人を 苦しまし むる も皆然 b。 天命 更に 心なし。 我れ 今日の 分 
一を 守り 業を 勸 め、 義を 正して あるべき に 任す る。 是れ 分を 知 b て、 天を も 恨みす 
一八を も # めすと 云 ふの 心 也。 油 火は 何 ほどこしら へても、 $1 にと も、 せる 火の 如 
I くに 非ず。 天性 自然の 理なれ ば 也。 

師日く 。萬の 事 (: 時と 云 ふ もの あ り。 是を 時節と 云 ふ •正月 元日より 一日一日 
をつ みて 一年 三百 六十 日に 至る。 而 して 一周 天た b。 一日は 朝よ b 暮 、宵より 曉 
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と， 一刻 一時を つみて 一日の めぐ b となる •木の 實は めぐみ これょ b 大に 至り 
靑ょ b 紅 赤と なる。 無理に 大に すべき 味を つくべき と 云 ふ 事は 人 作の 業に て 
I 用に 立たす。 然も 成る ことに あらす。 その 木の 實 、草の 實も 年に 依つ て 多少 あ b 
I 美惡あ り。 是れ又 彼が 定まる 處な し。 何と あしき 年 も、 その 內に 少し 能と 云 ふは 
一 ありと 云へ ども， 大に違 ふことは 時節に ょる こと 也。 然れば 成熟 皆 時 あ b、 急く 
ベから す X 緩に すべから ず。 一息 切 斷の間 も、 こ、 {': 間斷 ありて は、 又 時節 違 ふ 
もの 也。 天道 日月の 往來 以て 考ふべ き 也。 春 夏は 日長く、 秋 冬は 日 短し。 是れ又 時 
一節に して、 長き 時に 仕 合する も あり。 短き 時に 仕 合する こ ともあれ ば、 貧富 ft に 
一 於いて 聊か も 心に 置くべからざる 也。 若し 是に心 あら ば、 必ず 柿を 未熟に 取 b 
一て こしら へ 甘から しめん i 云 ふになる べし。 

一 師 日く。 武田信 の 日く。 國を 多く 取る ことは 果報 次第 也。 殊に 天下を 取りて 
日本 國中を 殘らす 、皆 治む る ことは、 源賴 朝、 北 條數代 、其 後 源 尊 氏、 是皆 果報い み 
じく、 公方に そな は 將軍に な b て。 武家の 大望 こ、 . U つく。 是れも 果報の 時刻 


あらざる 以前は M 程 か 身に 艱難の 事 あ b し、 義經 弓馬の 春れ 身の 勸め ありけ 
れど も、 僅か 伊豫 一國に 終れ b。 去る 程に 果報は 知れぬ ことなれば •差し 指いて 
末代まで も 弓馬の 上に 汚れな き 如く 愼しむ 可き 也。 けがな く 弓馬を 取りて 命 
長ければ、 果報に 任 かせて 大國 天下 も 前へ 降り 來る もの 也 * へば 四時を 急ぐ 
と 云 ふと も ^ ょり 秋へは 飛び越されざる もの 也。 此理に 暗き を 以て、 果報 も 知 
れざ るに 大國 大祿を 望み、 我を 恩す る 主君に 逆 意を 企て、 不義を 成す こと 多し。 
扨て 又當分 致しおぅ せで も、 時 到ら ざれば 大形 非 法の 死を 成す こと、 古今に 其 
例 多し。 以て 戒しむ べき 也、 と 云へ b となん。  • 

師甞て 日/、。 古歌に、 何事 も時ぞ •と 思へ 夏來 ては、 錦に まさる 麻の 狹衣 •と 云へ 
る 歌 あ り。 錦は を b 物の 至極 » く 寬廣な らんは、 其 錦の 形の 宜しき 也、 と 云へ ど 
も "今 の 時の H にて 炎暑 甚だしき には、 是を 服用な り 難き が 故に A b て是 を收 
め 置く に 足れり。 麻衣は 凡 下の 服に して、 其 薄く 其は たば b のせば きを 好んで 
暑 衣と す。 較べて 云は  > 同年に して 語る ベから ざれ ども、 用 ふる 時は 其 時に 宜 
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しきに 如くは なし。 天下の 萬 事 皆如此 く。 高 鳥盡 きて は 良 弓藏れ つべ し。 こ、 を 
以て 云へ ば •堯舜 の 時を 以て 今 H を 論じ、 高 ^ の 事を 以て 日用を さたし。 書に •な 
一 づみ て當世 を 云 ふは、 皆 錦の 厚 衣を M ろ 事 也。 と 云 ひて 暑 服 せんと 云 ふに 差は 
一す。 其 理は御 事なる に似て、 用 ふる 時は 大に違 ふ 也。 人間 世の 周捨も 皆如此 くな 
| る ものなる に、 命を 安ん せす、 時を 知ら ざれば、 人の 知らざる、 用 ひざる 事を のみ 
一 憤 b て、 我に 今日の 當用 なき 事を 知らざる 也。 

\ 師日 く。 世に 名高く A に 呼ばれ、 書に しるされ たる 者 どもに も。 時に 遇 ふて •い 
一み じき 名を 取る こと ある もの 也 の 身 始終を 全 5 して •時と 共に 消息して" 治 
一 a の 世 (: 全く  一 生の 道を た > し 行 ふ 蒙は、 是れ眞 の 大丈夫な るを 以て 世に も 
殆んど 希れ 也。 戰國に 生れて 武 F1 の 名 ある 輩の、 早く 打 死し 身 まかりぬ るは、 名 
i も 全し。 末々 まで 殘 b て、 後には 勸め 守らざる 故、 放埒 (: なりて、 初の 名を 失 ふに 
至る 輩、 世 以て 多し。 然れば 人の 譽 望も大 極は 皆 時に 遇 ふと 云 ふ もの 也。 村上義 
光が 大塔宫 の 命に 替 b て。 吉野 山に て 打 死した るは、 忠 あり、 義 あぅ、 勇 あ b と 評 


せ \ 佐 令 木 高 綱が 武衞の 名字を 賜 ふて 討死に 極 ^ 石橋 山の 難を 遺れ しひ ] € 
時 高 綱 討死を 全くせば， 漢の紀 信が 忠義 1; も 比すべき 也 ffi 朝 此恩を M じて 6 
一 下を 治めば、 必す 半を 以て 汝に與 ゆべ し、 と 堅く 約束を 遂げ 玉 ふ。 世靜 まりて 備 
一前、 安義、 周 防、 因 « 伯耆、 U 向、 出 雲、 中 國七 ヶ國の 守護を 賜は ぅければ， 日本羋 分の 
| 約束 相違せ りと 云 ひて、 髻を切 りて 高野山に 籠れり。 これに 因りて 初めの 忠 » 
一は 皆す たれる にな りぬ- 是れ壽 命 長久に して 却つ て 名の 廢れる 所以なら すち 
されば 古今 共に 始終の 忠義を 全くして 功名を 保つ ことは、 大丈夫に あらず し 
| ては 叶 ひ 難し。 冥加に 叶 ふて， 其 時 {: 遇 ふて 死を 速 かにす る こと楚 れ時を 得る 
と 云 ふべき ならむ や • 

一師 日く。 或 人の 言へ るは •時に 遇 ふこと も、 能く 事物の 理を盡 し 究めて 見 ば 其 
一分ち あるべき こと 也。 されば 大丈夫 時に 遇は す、 飛 龍の 徒を 得すして は、 志を .r 
ふこと もなる ベから ざれば， 時に 遇 ふが 如ぐ に勸め 行く は 然るべき 事 也。 マに 
遇は すと 云 ふ も、 寧 物の 理 に 蟲 さ > る處あ る 故なる べし、 と 云へ る 人 あ 1 。甚だ 
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誤れ k 大丈夫は 時に 遇 はんこと を 求む る盏に 非ら す。 又 時に 遇 ふこと を 嫌 ふ 
ものに あらす。 求めて 時に 遇 はれざる を 知る， 是を 命を 知る と 云 ふ 也。 孟子の 天 
爵 人爵の 論 以て 考ふべ き 也。 大丈夫の 時に 遇 ふ 事を 欲する は危 きを 救 ひがた 
きを 擧げて 萬 民を 塗炭の 內ょ b 救 ひ 出すべき 吵思 入れに して •飲食 情慾を 恣 
にし、 綺麗 華奢を 極むべき の爲に あらす。 こ、 を 以て 見れば、 人 同じく 富貴を 願 
ふて、 其 趣向は 天地の 差別 あ り。 此 心を 持てる 大丈夫 如何ん して 顔を つくろ ひ 
言を 巧に して、 人の •膝下に つく ば ひ、 ぅでくびを にぎらん や。 尤も 心得べき 
師 日く。 帝位 5V 方、 管領の 職、 各々 人偷の 業に 有る ベから す。 たと へば 其 位に # 
るべき の 品に 當ると 云 ふと も、 天 通 自然の 時 至ら ざれば、 いみ じき 才能 ありと 
云 ふと も、 叶 ふ V からざる 也。 延喜の 王子 兼 明 親王は、 知の 中 書 王と 云 ふて. 才學 
世に 竝びな ぐ、 作文 詩歌に 長 じ 玉 ひて •並な き 親王な りし かど も、 帝位には 卽か 
せ玉はす。後三條院第三の王子輔仁親王は白河院には御弟也。目出度き才學の 
王子な れば、 必中 帝位に 立ち 玉 ふべき と、 後 三 條の院 ょ \ 白 河 院へ遺 ®f まで あ 


免し かど も あなた こなたと 障り あつて、 輔仁 遂に 東- 宫にも 立ち .た 支«じ 'て' 
仁 和 寺の 花園に 引き籠りて 住み 玉 ふ。 時の 人 院內の 事ょ b も、 中々 親し. み 奉 b 
て、 參ゥ通 ふ 人 多から ければ •三 宫 の百大 夫と 云へ b と 也， 是れ 其の 身の 仁德由 
由し くても、 命の 至ら ざれば、 帝位に 卽き玉 ふこと あらす。 內 大臣 鎌足に 藤 原の 
姓を 賜は b し 時、 紀 氏の 人の 云 ひける は、 藤の か ぬ る木は枯る、物也，今ぞ 
紀の 氏は 失なん とい ひし •か、 誠に 紀氏‘ はすべ ぐに なれり と •大 鏡に 出'. •たせり 
是れ自然のことわぅにして"聊か人の力を入れて'叶ふべきにあらす* 

師日 く聖德 太子 守屋を 打ち 玉 ふ 時' 大 迄と 云 ふ 處 'にて 只 一人 控へ玉 ふ •守 屋 
に 行き 會 ふて 遁れ •かた かりし に、 道に 大なる 掠 木 あ 办 £ にわれ て 太子と 馬と 
を 木のぅ つぼに かくし 奉り、 其 木は 則ち 愈て ければ、 助か b 玉 ふ。 又大 伴の 王子 
と 天武と 合戰の 時、 王子 人 衆を 引率して、 不破 の關に て 攻め 戰ふ 。天武 旣に危 か 
b しに。 傍なる 橋の 木の 二つ に 割れて 天武を かくしけ ると 云へ る こと あ b、 源 
賴朝 石橋の 合戰に 打ち负 け. て、 僅 r か 七 騎に 打ちな されて、 と ある 伏 木-の 中， に 1 1 
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る。 大場 ，曾 我、 俣 野、 梶 原、 三千 斗に て山蹈 して、 大場伏 木の 上に 昇りて 伏 木を 搜せ 
しに、 景時は 進み 入 b て、 さがす 時 ® 朝と 向 ひたる に •景時 哀れに 見 奉りて、 助け 
舉るべ しと 思 ふ 心、 出來た る 故に、 終に 僞云 ひて 伏 木を さ •かしめ ざる。 是れ まさ 
しく 天の 命の ある 處也 。又 小道の 地藏 堂に入ぅて 土の 穴に 隱れ玉 ふ 時、 その上 
人栲 木に かけられて、 旣に 死に 及ばん とすれ ども 白狀せ ざり し。 是又命 也 A の 
所 爲と思 ふべ からす。 一向 富貴 貧賤の 命な b と 知るべき 也。 

師 日く。 萬 里 小路 藤 房 日く。 萬 事 不定， 殊に 天下を 始め、 天下を 得る こと、 時に 來 
b 時に 去る を 以て， 世に 隨て變 化し、 命の 儘に せんを ょしと すべし。 其 故は 此君 
天下 草創の 思 召 立の あ b し 時、 人 多く 隨ひ奉 b て 謀を なせし に、 時 至らざる ♦か 
故に， 隱謀霡 顯 して 皆 罪に 伏し、 天下の 大功を 思 ひ 立ちし 人。 今は 一人 もな く、 其 
後 或 V:. 降 人に 爲 り、 岡忠 Q 人々、 今 天下の 權を 握れぅ •是れ 君の 失に も 非ら す、 彼 
等が 所爲 にあら す。 唯 天の 自然に ありと 思 ふ 也。 君 笠 置に 御座の 時は、 天下 早速 
に 靡く  •/き1思ひぬれば、君も遷幸なり、臣も配流せられて_洛の思ひなか¥ 


しに、 思 ひも 寄らす， 武家 I 時に C びて 君 も臣も 再び 歸洛 する の條 、是を 思 ふに 
皆 時に あ b と 思 ふ 也* と 云へ ち * 

I •師 日く。 皇 山の 義 深く。 兄 道 誓と 修禪 寺ょ \ 基 氏へ 降參の 時、 降 參を免 さる、 
は 出拔か れ ての 事 也。 明日 打 手の 來 ると 聞いて、 道 誓は 藤澤の 道場へ 退いて そ 
れょ b 上洛し、 義深 きは 結 城 中 務大輔 を 憑ける が、 是を隱 さん 事、 至極の 難義な 
れど も、 弓. 矢 取る 身の 人に 賴 まれて、 叶は じ t 云 ふ 事の あるべき かと 思 ひ、 長 唐 
櫃に 穴を あけて 氣を 出し、 其 櫃の 中に ふさせて、 數十合 かきつらね たる 鎧 唐櫃 
の 後に 立ちて、 鎌 倉 殿の 馬 廻は しに 供奉して 出づ 。竊 かに 藤澤の 道場に 送りぬ 
此 人後に 越 前の 守護に 輔 せられ、 國の 成敗を だ やか 也。 と 有ぅて 管領の 職に 任 
せ ぅ。 此時 に遁れ すして 死を 全くせば、 後の 榮は 望むべからざる 也 •こ、 に 案ず 
J るに、 命 ほど 惜しむべきは なき、 鳄の 口を 遁れ て、 遂に 後の 榮を爲 せし 例、 古今に 
多し とのみ 見る 故に、 必中 義を 背きて 然かも 後榮も 叶は ざるた めし 多し。 こ、 
は 死しても 死せ すしても と 思ふ處 あら ば 何 ほど も 命の 全 かりなん 計りを 廻 
出 欲 六 八 一 
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らすべ し A たと ひ隱 し ^ すと も、 死す* へきの * I 究 まりなん には、 死して 心 能く 
するに"有&>へき也。命あるものは自絡に遁も、道出來、命つ>まれば遁るべき 
處なぎ に 至る と 知 ふべ ぎ 也。 

師 日く / J> 田 原の 城 あつか ひに なりて、 北條氏 政， 氏 直、 氏 勝， 下城し、 醫師安 粞が 
宅に 居ます。 こ、 に 於て 氏 政。 氏 輝 切腹す。 此時 氏、 政 云 ふ。 

今度 小 田 原の 城下 城に 及び、 取 雲 已涞 五代の 興行、 我に. 至りて 斷絕 t 定办で 
世靜謐 の 後には、 氏 政、 氏 直 籠城の 仕形 * 惡の評 あ b ぬべ し。 存 G は 皆 天の 命 
にして 人 砂 所爲に 非ら t 當家滅 C の睁に 至れば こそ、 數代 C5): 老臣 松 田が 逆 
心の あ b し。 此ーヶ 條を以 て も 知るべき 也。 天命の 致す 所と 思 ふべき なり、 

と 云 ひて 切 ® せし •と 也* 

1 1 日く。 高木 主 水 正 後 (: 性 順と 號せ るは、 殊-な る 勇士に して、 水 野 T' 野 守 所に 
有 之 b て 戰功世 にかくれ なか b き、 その 比 水 野 •か 所に 神 谷 金 七と 號 して 高木 
につ  > け る 勇士 あり。 下野 守 生 ». に 逢 ふの ^ 、 家 E 皆 散々 にな V けな 時 •高木 勝 


谷 •か 事は 勇士の® え ぁ b て， 源 君へ® 出さ きの* けなに、 高木 ば 則 s 
召に 應 じて 幕下に 隨ひ奉 b. ぬ。 神 谷は 織 田 信 雄に 罷出づ べしと ぁつて、 信 雄に 
屬しぬ 。其 比は 平信 長 天下の 權を 振 b 玉 ひければ 信 雄は 北 畠の 家族を 嗣ぎ玉 
へる を 以て、 天下の 士皆是 を 望める を 以ての 事なる べし。 而 して 時 移 り、 世變じ 
て、 源 君 遂に 天が下の 主と な b 玉 ひ、 信 雄は 次第に 漂泊して ければ •金 七は 信 雄 
の 家に て沒 しける。 その子 左 馬 助 古の 由緖を 以て 當 家に 仕へ 奉 b しとな り。 

師 日く。 命を 知る 時は 巖墻 のほとりに 立たす して、 又 能ぐ 巖墻 のほとりに 立 
つべ し。 我が身を 愼し み、 守る 處を詳 かにし" 心を ねり、 氣を .養 ふて、 而 して 天の 命 
に 任すべし。 故に 巖墻の ほとぅ に 立たす と 云へ ども， 立つべき の義 、兹に 至れる 
時は 又 能く 巖墻 のほとりに 立て、 更に 動かす。 危き を懼れ ざる 也。 如此 くに 修す 
る 人、 初めて 心を 動かさ b るの 意地を 知るべき 也。 古ょ b 剛操 勇猛の 氣 質相備 
はれる 輩劎戟 矢玉の 中に 入る と雖 も、 更に 身を 犯す 事な し。 是れ剛 操に ょつ て 
自 命を 知る に 似た る 也。 伏 見の 城 貴に、 悠郭 はたやす く 敗れ、 本 城に つかえた る 
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$、松 野 主馬 V 金 吾 秀秋 家臣) 一人 立ちて 居て 下知す。 城よ b 矢玉 ふる •か 如くに 來 
れり。 澈灌 右衞 門と 云 ふ もの、 主馬が 振舞の 餘 b. にかぶ いて 武か b け. れば、 兩手 
を 以て 主馬を 押しす へて 大將 如此 きかぶ いては 諸 卒に手 負 多く 出 來る もの 
也， その 兩手 へ鐡砲 あた b て 手 負 ひける に、 主馬には 當ら ざり しと 也。 又 大阪に 
て H 田 主 水、 仕 寄 先の 大筒の 上に ふみは たがりて、 筒の 睨 ひを 致す に， 城 中よ b 
一 鐵 泡 多く 來 b、 その 傍なる 者、 兩手負 ひ" 主 水が 胄の 吹き かへ しに かす 一て當 り 
一 ける に、 動 ^ ざ りしと 也。 是れ唯 生 質に 因 b て其剛 操を して。 本命を 知れる もの 
に 非ら す。 是等が 振舞 ひを 考へ 見る にも 命は 定まり ある ものな H は、 義にっ 、 
て 練 b 養 ひて 進 m を 快よ くせんには， 彼の 生 質 天性の 剛操 ありし 輩に 劣る 事 
ベ 有るべからざる 也。 

\ 師 日く。 能く 勸 めて 安， 命は 大丈夫の 心 也。 されば 匹夫は 死を 常に 心に 當 て、 
物を 勸 め、 勤めて 命を 安す るに あら。 死を 常に 心に 當 つると 云へ ば、 何事 も 入ら 
す、 唯當 分く と i ちて 是をと V めざれ るは、 是れ又 臆 心 也。 死を 心に 當てな ば 


能く 事物の 間を 勸め 守るべし •事物の 間を 勤め 守ら ば、 唯今 死に 臨みても 快ょ 
くして、 ぁき 足らぬ 處有 るべ からす。 物を 勸むれ 必中 望みの I.U で來 り 世の 我 
を 知らざる を、 或は 咎め， 或は 恨む。 命を 安ん すれば、 時 .: 逢 ふ 時は、 時の 用を なし 
世に 捨てら るれば 捨てられて 求めす。 故に 時と 消息して 全から すと 云 ふ 事な 
し。 是れぞ 大丈夫の 心なるべし。 

師日 く。 胡 致 堂 日く。 禍福 各々 背： 敷 有ぅ 普し 人事に 由 \ 今 毒を 前に 置きて 食 
すれば 則ち 死す、 食せ ざれば 則ち 生く。 生死は 食 ふと 食は ざると に 係る。 則ち \ 
事は 近き な り。 故 r 古の 聖人は， 必ず 人事を 修め、 其 天命に 於いて 日く。 我れ 敢て 
知らす。 支 宗外賢 相を 任じて 內蠱惡 なから しむ。 祿山 と雖 も焉れ 亂を攸 め、 祿山 
軍に 敗 るれば 其 一 S 誅に應 すべし。 九齡は 直に 軍法を 以て 爭論 す。 其理 ぁる 所自 
ら勝つ 。乃ち 未來の 事を 云 ふ 1 九 齡云ふ 。祿山 反 相 有 b I 其 後患を 斷つ •是 
れ 故に 空宗は 之を 拒む。 蘇 氏 日く •齊桓 公敬 仲を 殺さず、 楚成 王は 重 耳を 殺さす 
漢高は 劉濞を 殺さ t: 晋武は 劉、 淵を 殺さす* 符堅は 慕 容垂を 殺さす。 明皇は 安祿 
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山を 殺さす •此れ 盛 德の事 也 • 

愚 謂へ らく。 彼 五 人は 皆 賢に して 罪な し M 如なる 名を 以て 殺さん や。 祿山は 
則ち 死罪 有 b。 明皇は 法を 按じて 辟を 行 ふ 能は す。 安くん ぞ 盛徳す るを 得ん や. 
—— 敬仲陳 胡 公 滿の後 罪を 以て 齊に奔 る。 桓 公に 事へ て H 正と 爲 り、 後世 齊政 
を 專らに し、 僧して 主と 稱す。 是れ 田齊た り。 或は 云 ふ。 劉濞は 反 相 あ 高 帝は 信 
せす、 景帝は 時に 果して 反す-高祖 兄の 子 也。 祿山罪 有ぅ。 殺さん と 欲して、 其， 勇才 
と共に 惜しむ。 九齡は 後患の 相を 以て 之を 諫む 。上聞かざる 也 —— 此心は 人 唯 
命に 心を 付せ すして 人事を 勸む べしと 云へ るの 心 也。 孟子 日く。 禍福は 己ょ b 
之を 求めざる 者に 無し。 詩に 云 ふ。 永 言は 命を 配し、 自ら 多 福を 求む。 大 甲に 日く、 
天 作 蘖猶ほ 違 ふ 可し。 自作 蘖活 くべ からす。 此れ 之の 謂 ひ 也。 と 出で た 彼れ 是 
れ以て 唯義を 守る にあるべし。 義を 守る 時は 更に 外に 求む る こと あるべ から 
ざる 也。 

師 日く。 人相と 云へ る 事、 古來ょ b 其 沙汰 多し •是れ 又 天命の 定まる 所 •その 骨 


'法 K あら U れたる 事を 云へ る 也、 但し是 を 以て 信じて 禍福を 必とせ んこと 、是 
れ又 あやまりの 因る 處也、 晋椬溫 生れて 幾程 もな きに、 溫 _ 之を 兒る。 此兒 奇骨 
| あ ぅ。 試みに 泣かしむべし、 と。 云 ひて 其聲を 聞いて、 眞の英 物 也， と 云べ. り。 面に 七 
j 星 あつて、 殆んど 直 人に 非ら 中と 見たり しが、 果して 大司馬 南 郡 公と なれ bo -® 
i れ 相の 違は ざる 處 也。 然れど も 列 子が 相を 相 人に 見せし には、 度々 に. 違へ > .° た 
一め しも あ^ TN。 是を 以て 禍福を 必と する こと。 尤も 小人 0 業 也 本朝に も登乘 と 云 
ふ 相 人の 師 # 周を 流罪の 相 あ b と 見。 聖德 太子の 崇峻天 王 —— 馬子 大臣， 殺 ^ 

I る —— を 橫 死の 相 あ ぅと 見 玉へ る 例し あ 古 以て 多し。 而 して 少納言 惟長が 
高 倉の 宫を 位に 卽かせ 玉 ふべき 相 2) b. と 見た b しを、 宫これ にあて ゞ 、ょしな 
き 謀反の 事 あつて d 命に 及び 玉 ふは、 是れ 相に 由て 惑へ る 也。 然れば 明' 屬 僧正 
の 我に 兵 杖の 相 あ b や、 と 聞ける には 卽ち兵 死の 相 あ b と 信 西が 云 ひし も a 
b 也。 唯 だかへ す < 外を 頼むべからざる 也- 
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淸廉 

| 師 日く A の 富貴を 慕 ふこと 少なき を 清廉と 云へ り •富貴に 志 ある 時は、 動 も 
|すれば、義を决くこと多きを以て也。その間天質刹用を貪らざるものあり是は 
一生 付の 潔白に して « めて 致す 處に あらざる を 以て、 あくまで 見事なる 業 ある 
一 ものな れども それ 程 他所に 失 ある もの 也-今日 義理を 詳に 究めて， 利 ® 內 にさ 
一 さはる 處 あらざる を 以て、 初めて 是を 清廉と 云 ふべ し。 唯 天質 自然の 淸廉は •聖 
一人の 云 ふ 所に あらざる 也。 人 鏡 陽 秋に 日く。 濁 b を 澄して 淸く 。貪を 橋め て廉に 
一 求む るは 淸廉に 非らざる 也。 惟れ 彼の 淸廉 の ± は、 一榻 白雲 半 窓の 明月、 金穴 百 
i 丈に して 探らす、 銅山 萬 W にして 瞬かす。 E? 々として 累せす ，累 ひなければ 心境 
j 交虐 す。 故に 泥を 拙り、 波を 揚ぐ、 m を 釀り 、糟 を鋪 し、 境に 對 して 境を 忘る。 塵に 居 
て 塵を 出 V。 淸廉眞 になる 庶幾から ん 哉、 と 云へ り。 是れ 天生の 質を 論じて 修練 
の 功 用を 具へ 中。 尤も 詳か に考 ふべき 也。 


師日く 世を 遊れ て 山林に 入 6 •樹 下石 上の 住 ひを 樂しん で 二 衣！ 鉢の S へ 
なき 身の 淸廉な りと 云 はん 事は、 さして 稱 美すべき 所に 1) らざる 也。 世に 交う 
'塵に そみ て 其 間に 於いて 志の 淸廉な うなん こ， V、 信の 淸廉 とは 云 ふべき 也。 後 
| 漢の楊 震 ♦か 荆 州の 刺史た b し 時 •用 ひ擧げ にけ る 王密と 云へ りし もの、 夜 竊か 
に人靜 まりて 黃金 を懷 にして 楊 震に 遺れ り。 楊 震 申しけ るは‘ 我は 御邊の 志を 
知りて 官に用 ゆ。 御邊は 我 ♦か 志を ば 知られざる か。 如 此き 事を 爲し 五へ ると 云 
| ひければ、 王密 申す は、 夜 深く 人靜か にして 知る 人な し & に 自ら 持ち 來れ う， 何 
| の 斟酌 か ある V き、 と 云へ b ければ、 天地 知れ う。 我と 汝と 知れ リ。 是を 知る こと 
| なしと 宣玉ふ は 誤 まり 也 •と、 楊 震義を 深く 申しければ、 王 密大に 恥 t; て歸 へれ 
b と 也> (唐の 杜黃 裳字遵 素と 云へ る 人、 唐の 憲宗の 時に 宰相と なり、 聊か も贿 
i 賂を 好まざる 儘に、 李® 古と 云 ひて、 我が儘なる 者 ありけ るが、 杜黃裳 ♦か 宰相と 
+ な b て、 事を 恣に 致す 寧の 成 b 難 かりなん ことを 思 ひて， 竊炉に 錢數 W K その 
外 財寶を 車一乘 に 積みて、 杜黃 裳が 方へ 送りて， 其 志を たぶらかさん とし， 時分 

士 談 六 八 A 


山 鹿 素行 全集  六九〇 
を 伺 ふて 使者を 遣は す 可し、 と考 へしめ ければ、 或時內 ょり 麁草な る こしに か 
ろき 裳 束せ る 女 二人 供奉して 33 でた b 使者 人を 以て 聞かせければ、 是ぞ杜 相 
| 公の 妻室， 也、 と 云 ひければ •使者は 是に 驚いて、 急ぎ 歸 b て李師 古に 此 事を 告げ 
一る は此 風情を 見る に 中々 財 寶を受 くべき 人に あらす。 と 云 ひける。 是に 因て 朱 
師古 ♦か 謀と、 の ほらすな りぬ。 清廉の 德大 也、 と 云 ふべ し。 

一 師 日く。 宋に純 孝 基と 云へ る もの あう。 同} S の 富 人の 女を 娶れり 富 人 只 一子 
| あ. CN しが、 その 身 不肖に して 父の 命に 隨は ざるを 以て" 是を逐 ひ 出せ b v% くて 
彼れ 富 人 病みて 死なん とす。 財寶を 殘らす 婿の 純 孝 基に 與 へて •後の 事を 致さ 
一し む。 純 孝 基 その 命に從 ひて ける、 其 後久し くして 其 子の 塗に 乞食して 居た る 
一を 見て、 つれて 歸 う、 島を うなは せこ しらへ させて、 我が 所に 養 ひ 置けり •此 子勸 
一め て 精を 出しければ •孝 基 怪しみて 日く。 汝 能く 庫を つかさどるべき や、 と 云 ひ 
て 庫を 預く 其子愼 馴れし みて 怠らず こ、 に 於いて 純 孝 基、 其 子の 志の 昔ょ b 
改まれる ことを 考へ はかちて、 彼が 父の 我に 讓 うし 財寶を 殘らす 返へ し與へ 


てけ う 其 子彌 々つ、 しみ 守うて、 以前に かは b 一村の 善人に なれ \と&.孝基 
がは から ひ、 淸廉 にして 知 あ b と 云 ふべき 也。 

師 日く 宋の劉 晋臺少 か b しょ b 極めて 貧し かりき。 或 寺 泉唞こ ■ M ri m M こ 
至う 湯 あみし ける に、 その 室に て 金の 入りた る 袋を 拾へ り •湯 あみ 終うて •氣色 
あしきょ しにて。 其 所に 止ま b 臥して 養生す。 その 明日 早朝に  一 A 來て 、なく 
湯屋の 內を 尋ね 申しけ るは 我方々 U 商 買し， すでに 八 年に 及び。 黨令過 分に 
蓄へ 儲けた るを 春晚 酒に 醉 ふて此 湯屋に 至 b、 金袋を 遺 すれ、 月の 面白さに 浮 
かれ 出て、 三十 里 行き、 初めて 思 ひ 出して 如此 し。 若し 誰 人ぞ拾 ひ 寺て 行きし に 
や、 と 問 ふ。 その 時 劉晋臺 云へ るは、 我れ 是れを 昨日 拾へ b. 定办て 尋ね 來る 人の 
ありなん を 待 付けん 爲に 今まで 病の 由に てこ、 に 留まれ b、 と 云 ひて 袋 共に 
與ゆ 。商人 喜んで 責めて 此內 少しを 献じ 度き とて- 是を與 ふれ ども、 公 更に. 受納 
せず して 還りぬ。 此 事を 聞き T 賓 所の； 類 集まう 如 能き 困窮の 事な れば 殘ら 
すかへ し 玉は ずと も、 少しは 受けて 來 b 玉 ふべき 事 也、 と 怒 b 恨みければ され 
士談  六 九 一 
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ばょ 人には 分々 の 定ま b ある もの 也。 他人の 物を 貪りて 己 ♦か 物と する 時は、 必 
中、 炎 ある もの 也 彼 如何 計り 辛勞 してた くは へ 得る 所の 財寶 を、 子細な くして 
I 取ら ば必す それほどの 炎 難に 逢 ふべき なれば « 分に 安んじて 一生を 終る に 
| あ b i 云 ひて、 聊か も 心に 止まる 體無 之。 後ち に 官を 得て 西 京に 至り W 臺 まこ 
一とに 淸廉な る こと、 云 ふべ し。 又大明 の歷 城の 伊 氏と 云へ る もの、 家 貧しく し 
て 日々 に 店 茶點心 を 業と して 過し ぬ。 或 時 炎暑の 時分、 人 ありて 立つ ょ b、 茶の 
み 物 喰いな どして、 馬に 水を 飮ませ 、衣服を 着 改めな どして、 久しく 休息して ゴ 
已に晚 に 及びければ、 急いで 馬を 駈て 去りぬ。 時に 大きなる 金囊を 殘せ り。 尹 氏 
一是を 擧げて 見る に、 中々 擧らす 。さては 金袋なる と 知 b て、 人に も 知らせす 穴を 
掘りて 5 を 埋め、 人の 來る のを まて ども 沙汰な けれ ♦一 r そ 0 所に 柳を 植袅 てし 
るし とす。 此道往 來の 巷な れば 、每日 諸人の 往來の 所 故、 さて あるべき にあら す 
と 思 ひける にや。 彼の 金を 失へ る 商人 又 二度 尋ねても 來ら t 家業を 失ぅて 方 
方 流浪す. 彼 しるしの 柳も遙 かに 大にな れ り、 こ、 に 先に 金を 落せし 商人、 その 


所を 重ねて 通る ^ 氏 も 其 人を 見' 忘れぬ、 商人 立ち入りて 點心 して 大に 歎じけ 
る •。尹 【氏 不審を 立て •何事に 犬に 歎じ 玉 ふと 問 ひければ、 客 古の 事を 語り 出し •身 

一の 零落して ょるべな くな りに し 事を 云 ふ。 尹 氏 其 金の 員數 とその 失 ひし 日と 

一 ， 

I を詳か に尋 ぬれば、 彼の 柳の しるしを 植最し 時の 事 也 •尹 氏繼が て 其 事を 告げ 
て、 柳を 掘らし めければ 金を 得。 金の 主大に その 志を 感じて、 殘らす 與へ 。その 餘 

一分を 受けん と 云へ ども、 尹 氏 聞かず。 然らば 半分 分ち 取 b 玉へ と 云へ ども、 我が 

I 貧に して 今以て 此體な れば， 取つ て 用 ゆべ くん ば、 皆 こそ 取る ベ けれ。 何ぞ其 半 
分. を受 くべ ぎ か、 と辭 して 取らす。 金の 主餘 ぅの 喜びに 感淚 止まら ざ b き。 尹 氏 
其 夜. の 夢に、 天 我に 貴き 子を 與ゆ 。と 見た りしが、 幾程 もな く 男子を 設く 。.これを 

/ 尹旻と 云 ふ •後に 進 ± に 擧 げられ て、 東部に な b に けりと 也。 例 寡き 淸廉 也。 

\ 師 日く。 胡 文定公 日く。 1, 諸 葛 孔明漢 末に 當 りて、 南 陽を 自ら 耕し、 聞 達. を 求 
めざ りき 後來劉 先生の 聘に應 小と 雖も 山河を 宰 割し. 天下を 三分す， 身は 將相 
に 都き、 手 重 兵を 握 b、 亦 何を か 求めて 得 ざらん や， 何を か 欲して 遂げ ざらん や。 
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乃ち 後 主 ■と。 云 ひ、 成鄱桑 八： ! ri 株、 薄 m 十五 頃 有 b、 子孫 衣食、 自ら 餘饒 有り。 E 身 外 
に 在 b 別に 調度な し。 別に 生を 治め 以て 尺寸を 長く， せす。 若し 死す るの 日、 M , . 
| 餘粟 有りし 庫に 餘財有 れば以 て 陛下に 負は しめす。 卒に 及びて 果して 其の 言 
の 如し 此 輩の 如き 人は 眞に 大丈夫と 謂つべし。 

\ 師 日く。 淸廉 なち と 云 ふと も、 詳に其 事物を 究明せ ざる 時は、 兹 には 淸廉 にし 
て， 彼處に 淸廉に 致し 難き 事 あぅ。 此身を 養 ふ {: 古ょ b あら ざれば、 口を もらい 
飢を 助け ざれば 叶は ざるの 理 b あるが 故に、 唯一 向に 淸 く M ょく 財を 散 じ、 寶 
を 弃 て > も、 又 人の 物を 受け ざれば 成らざる 事 ある' 是れ 練て 致す 處に あら ざ 
\ るを 以て 也。 後 漢應劭 風俗 通義に 日/、。 

太 原 郝子廉 にして 饑袅て 食. する を 得す。 寒え て 衣す るを 得す。 一介 ^ 人に 取 
一ら す。 曾子姊 飯を 過して 十五 錢を留 む。 默 .として 席を 置いて 下り 去る。 行いて 奴 
を 飮む每 に 常に 一錢を 井中に 投す ± 相 見の 禮を按 す， 贅 脈 雉を 用 ひて 受けて 
拒ます. 而して 交 答す。 唯 祭 飯す。 然る 後 之を 拜し 、孔子は 施 氏を 食し、 未だ 甞て飲 


かす •何 ぞ同 生の 家に て錢を 顧みる 者 有らん や •思 ひ 傷み、 禮を 薄く す、 弊の 至 b 
也。 孟® 、仲 子 親々 之羹を 吐きて 井上 苦 李を 食す るを 譏る。 鮑 焦は 田を 耕して 食 
ふ、 井を 穿ちて 飮む •妻の 織る 所に あら ざれば 衣ざる 也、 山中に 饑总て 棗を 食 ふ 
或は 之に 問 ふ。 此棗 子は 種と する 所 か。 遂に 嘔吐して 立ち枯れて 死す •世に 乏し 
からす 異るは 惟れ 其の 栴に 似た る 也。 孔子は 時に 貧 味に 疾 くて、 退いて 狂猸を 
思 ふ •狷 は爲 さぃる 所有 K 亦 其 介 也。 

‘と 云へ り。 淸廉 のことは ぅ 詳かに 究明す るに 在る 也 • 

師 日く。 靑 砥左衞 門、 地下の 公文と 時の 執 權相模 守と 訴 論の 事 ありし に、 奉行 
頭 人 評定 衆、 皆 公文が 方を 負けに 仕るべし、 と 聞きな しける に， 靑砾 一人 權 門に 
も 憚から す。 理の當 る 所を 具に 申し立て， 遂に 枏 州の 負けに なれ り。 公文 不慮に 
得 利して， 所帶 安堵し ければ •其 恩を 報 せんと 思 ひけん # i を 三 西 貫 俵に 包み、 後 
の 山ょ b 竊か に靑砥 が 坪の 內へ 入りた b ければ、 靑砥是 を 見て、 大に忿 り、 沙汰 
の 理非を 云へ ば、 相模守 殿を 思 ひ 奉る 故 也 •全く 地下の 公文を 引に あらす。 若し 
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引出物を 取ら ば、 上の惡 名を 申し 留め つれば、 相 州よ b こ， そ 玉 ふべ けれと 云 ひ 
て、 一錢を も 受けす‘ 如此 き淸廉 神. に 通じて、 相 州の 夢に. 靑砥を 賞すべき よし、 鶴 
岡の 八幡宮の 靈夢を 蒙う、 夙に 起きて、 近 國の大 庄八ヶ 所け で、 自筆の 補任を 書 
いて 彼に 賜 ふ。 金 吾輔 任を 啓 見て 大に 驚き、 是は今 何事に、 三 萬 貫、 v(: 及ぶ。 大庄賜 
り 候 やらん、 と 問 ひければ 相 州 云々 の 事 也、 と吿 ぐ。 金 吾 頭を 振つ て、 n らば  一 ■所 
を も 得 こそ 賜は う 候 まじ *: の 思 召の 處歎じ 入うて 存じ 候。 物の 定相な きをと 
申せば、 若 某が 首を 刎ねよ、 と 夢を見 玉 はんには 咎な くと も 其 如くに 行は れん 
や。 報 國の忠 薄く して 超涯の 賞を 蒙らん ことは、 是れ 國賊 也、 と辭 して， 補任を 返 
へしぬ。 人々 皆 舌を ふるへ b。 此 故に 金 吾 ® P かも 理に背 き 賄賂に 耽る 事な かり 
き。 或 時靑砥 夜に 入りて 出仕し ける に、 いつも 燧袋に 入れて；^ ちた る 錢を十 文 
取う は づ して 滑 川へ 落し、 以ての外に 周章て、、 其邊 の、 町屋へ 人を 走らし め、 錢 
.五十 錢を以 て續料 を 十 把 買て、 是を とぼして 遂に 十 文. の錢を 求め 得 A 皆 小利 
大損 也 どて 笑 ひければ •靑砥 眉を ひそめて、 されば こそ 御邊 達は 世の 費， 民の 惠 


A も 知らざる 也。 錢十 文は 只今 求めす ば、 川の 底に 沈めて 永く 失せ ' iQ べし •某が 
炬火を 買は せつる 五十 錢の錢 は 商人の 家に 止まりて 永く 失は す。 我が 損は 商 
一人の 利 也。 彼と 我と 何の 差別 か ぁる。 彼れ 此 六十 文の 錢を一 も 失は す。 豈に天 天 
\ ，利に 非す や -i 云へ b ft 靑砥 左衞門 ♦か 心 入 \ 淸廉 にして 究理す と 云 ふべき 
也。  , 

| 師 日 ぐ ¥ 信 長 惟任に 弑 する 時、 蒲生秀 賢 •信 長の 北方、 息女 達を 日 野に 入れ 申 
一せ し 時、 安士に 天下の 財 寶ぁ うしを、 一 も 侵す 所な く 引き入れた り。 淸廉 にして 
一義を 守る と 云 ふべき 也。 

\ 師 日く。 細 川 ♦か 家臣 某と 云 ひし 者、 町人の 手前ょり、 道具を 買 ひ 取りて、 其 金子 
一を 遣は さすして、 子細 ぁ b て國 に 歸 b ける が、 翌年に 零て、 江 戶參勸 の 時、 彼を 尋 
一ね 遣は さんと する に、 丁酉の 火炎に か、 b て 町人は 身 まか b ぬ。 本意な き 事に 
思 ひて、 彼 ♦か 親類を 尋ぬ るに 殘らす 火炎に 逢うて 燒 死して ければ 此惯を 返へ 
し與 ふべき 者な し。 是に 於いて 彼 ♦か 爲に 石碑を 建て 此事 を銘 じ、 其 所以を 彫う 
士 談 卩 へ ハカ 七 
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入れて 廻向 院に 止めつ， 其 志 淸廉と 云 ふべき 也 • 

師 日く。 玆に或 人、 兄 早く 死して 子 未だ 幼少なる を 以て 弟に 其祿を 少し 分ち 
與へ、兄の子を補養し立てなんことを云ひて主君より命せらる、ことあ$。弟 
其 命に 應すと 云へ ども、 兄の 祿を 分ち なんこと を 厭 a しや。 又 本よ b 廉潔に 事 
少きを 好む 本性 故に や。 遂に 分ち 取らす して、 身の 養 ひを ば 兄の 子に 任 かせ 事 
足る までにして 過す 輩 あ b。 世 以て 己れ を 美談と なす。 是れ 清廉と 云 ふべ し。 然 
れども 如此き 事は 世に 多き ことにして、 詳に 究明せ すして は、 必ず 誤 5 に 成り 
ぬべき こと 也 •兄の 祿寡 くして 分ち 取》 らんには、 後の 事 成るべからざる か 又 似 
本是れ 兄の 志に 有らざる には、 得て 快よ からす。 然れ ども 君の 命に して 若し 如 
此 くして その 宜し か b なん 理 あるに 於いては、 詳かに 君に 其 別ちを 言上して 
而 して 猶ほ命 せら るれば、 是に從 ふべ く 本より 兄の 志に して、 兄の 祿 分つ とも 
苦しから ざるの 餘分あ ぅ。 我 又 養 はれす して 叶は ざる 程の 祿 ならん に、 君又是 
に 命せ らるれ ば、 其 重き虡 多し •何の 辭す る處 あらん や。 其 究理 も あらす して 祿 


を 辭せ中 其 分ち を 云は す、 然も 其祿を 受け •さるは、 我が身 天性 ことす ぐな に :: 
遁世 捨 人の 如くな b なん 處あ るが 故 か。 又は 清廉を 立つ る處あ >»べし ^: 广.； 

I 事す ぐな にして、 其 好みな きに •それほど 知る に 極めざる 質 あぅ。 淸廉を 立 つれ 
ど是れ を 設けて 人に さゞ はる 圭角 多し •其 內に必 す 高慢して、 自賛 毀 他の 情.： r 
るべき 也。 共に 道ょり 云 ふ處の 淸廉に 非らざる 也。 

師 日く •釋門 浮 屠を 信じ、 世の 無常に して 實相な きこと を觀じ 、或は 哀傷 別離 
の 事に 因て 有爲轉 鍵を 思 ひ、 而 して 名聞を 棄て、 利用を 抛つ 是れ 淸廉に 似た b 
と 云へ ども 實の 事に あらす •その 故は 此身萬 歲を經 る 事皆實 相な らんには 名 
聞 利用を なすべき や。 又老 莊の虛 無を 空談して、 名を 求めて 答な し # を 殘 して 
何の 用ぞや •金を して 北 斗を 支 ふと も、 人の 爲に ぞ累は るべき •身の 後の 名殘れ 
I て 更に 答な しと 云 はんも、 財と 云 ふ 名 i 云 ふ もの、 答の 爲に 求む るょりの 事 也 
凡そ 財 用は 今日の 用 所に して、 外に 益を 求む る ものに 非 t 名聞は 身の 爲に殘 
さんと 云 ふには あらす。 德內に つみて 光 b 外に 發す るの 故 也 •これを 以て 淸廉 
士 锬 1 


山 鹿 素行 全集  七 00 
を 云ん 時は、 天下® 家を 以て 糠 » とし、 金を 山に 弃 て、 珠を淵 になぐ るの 思 ひを 
なす 是れ聖 人の 淸廉に 非を 以て 其 言 其 行に 自然に 其 弊 あ り、 道ょ b 云 ふ 時は 
| 天地の 用 ■の 如く、 HI 月の 公なる ♦か 如し。 財 用 利得， 用 ふべき の 事には 用 ひて ^ す 

一是を 以て 寶 とし、 是を a て 便りと す 用 ひるべ からざる の 處に當 て、： T S 健の 祿 

一 ,1 

一 滿筐の 金 も 目に 見やる 志 もな し。 その 潔 處を名 づけて 淸廉と 云 ふ 也 

| 正® 

師 日く ± は 機巧を 用ゐ中 (唐 韓渥言 T 云へ る こと あ b 機巧と 云は 時に 至 b 
一て はかりごと 手 立を なして、 僞だ まして A をた ぶら かす 事 也 •大丈夫 唯 正直を 
以て 事と すべし* 巧言令色して 僞を かまへ， 時の 便利を 必 とする 時は、 天道 こ、 
\ に衰 へて、 伯 業 こ、 に 立ぬべし 、正直は 一旦の 依怙に 非す m は 眼前の 利潤なる 
を 以て 世を 渡る 營みに かしこき 輩* 皆 時の 謀計を 以て 利と す。 是に於 て義缺 け 
理昏 くして 信 遂に 立たざる 也。 凡そ 機巧 も 天下の 間の 道を 載す る 一の !)• ざな 


るを 以て、 是を弃 べきに 非す。 內に 天地の 正： 道を 守ぅて 已を 得すして 事に 自然 
の 機巧 あ b なんは、 機巧に して 機巧な もざる の理な り、 是を必 とする 時は 其 本 
遂に相違に至るべし1尤も詳に味ふ'.べき也。師日く。孟子日.尺を枉げて而して率 
直な 直なる 者以利 言 也 •如 P 利 則 枉守 直， 尺而 可爲歟 。昔 者 趙簡子 使 王 良 與嬖奚 
乘 終日 而不獲 一 禽嬖奚 反 命日、 天下 之賤エ 也。 或以吿 王 良、 良 nr 請 後， 之、 强而强 可 
一朝 而獲 十禽 嬖奚爲 命日、 天下 之 良 X 也、 ® 子 日、 我 興 掌 輿， 女乘諝 王 良、 良不％ 日 
吾爲 ，之 範、 御馳驅 、終 H 不 ，獲  一、 ^ 之詭 遇」 朝而獲 ，十、 詩 云、 不 失 ^ 馳舍 ，失 ^ 彼我 不 
貫 T 與 小人， 乘 M 辭、 御者 且羞 k へ 射 者-比 rfs 得-, 禽歡 ， » 芦 丘陵 ^ ^ 也。 如 tt 道 而從 .彼” 
何 也と 云へ り。 是正 直にして 以て 身を 立る 時は、 利 少しと いへ ども 君子 大丈夬 
は 科の 爲 めに 動かず、. 唯 正直に 隨ふ のみ 也。 故に 詭遇を 好まざる 也 JE 直なる は 
宜し こと 知れ ども BE 前の 利潤な きを 以て、 や、 も すれば そ 0. 正直を 害して 當 
座の 利に 付く 事、 装 だ 利に ふかきが 故 也。 

師日 く昔齊 .の椬 公 魯を 伐つ、 魯大に 敗れて、 桓 公に 國の 境の 地を 献 じて、 漸く 
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遊れ た b •魯常 に 是を快 らぬ 事に 思へ b。 こ、 に 魯と齊 i 出合 ひて、 何 それの 云 
合 ある 時. 魯の大 將曹沫 と 云け る 勇者、 短き劎 を 懐に 致し M 公控 へて おびやか 
| し、 魯の 地を 返し 玉は  >遁れ しめん ことを いへ り， 桓公 己を 得すして 同心せ ぅ。 
一曹沬堅く約し ^1' 、やがて北面して臣の座に付にけり。事終りて桓公齊に歸ぅ，彼 
一 約束 ありし ことを 悔み、 魯へ 地を かへ さす、 曹沬を 殺すべき 談合 ありし 時、 管 仲 
| 諫めけ るは 此事 天下に かくれ 有る 可から す. 約束を 背 彼を 殺さん は 唯 怒を 快 
よくして 事た るな れば 、一 小 快事な り。 桓公 こそ 約を そむき 玉 ふと ありな ば 天 
| 下 皆 君を 疑 ふて 安ん す 可から す、 是言を 失 ふの 故 也、 一時の 怒を 快よ くして 天 
i 下に 信 V」 弄ん ことは， 君子の 道に 非す と 諫めけ るを 以て、 管 仲 •か 言に 從 ひて 憤 
一を やめければ、 諸侯 その 信を 聞て •悉く 桓公 に屬せ bi 也 • 

\ 師 日く* 隋の劉 行 本と 事へ る もの •太子の 輔佐と ならて 太子の 傍らに 侍らぬ 
太子 その 比 良馬を 得て 大に 喜び、 自愛の あま b 近臣 どもを 足に のせて、 乘形の 
善惡を 論じ。 或は 稱 美し、 或は そしり 笑 ひ 玉 - 劉 行 本に も乘る 可き よしを 命せ 


られ ければ 14 行 本色を 正して 申しけ るは 某を 君の 傍に 置かし め 玉 ふことは 
輔佐して 道を 正さし めんとの 事に 侍る 也 弄 E たるに あらざる 也と 云て、 慰み 
| 嘲弄せられ 奉らん 爲 めにあら すと 申しは 5。 劉 行 本が 思 入、 臣た るの 道と 云 ふ 
べし、 君の 志に 叶ばん ことを 專とす る 故に 正し かるべき 處を 邪に し 直 かるべ 
W きこと を 曲て、 さし も大祿 大宫の 大臣 も 皆 狂言 底に な b ぬる。 是必覚 利を 心に 
| さしはさみ、 時に 遇ん ことを 思へ ば 也、 あさましく 歎は しき 事と 云 ふ 可き 也 fr 
一漢 の汲黯 が 志を 立て 諫めを いれ、 孔父 (公 羊 傅) が 色を 正しくして 朝に 立つ と 云 
| へる ためしは、 異朝に もまれな bi 見 えたり。 

一 € 師 日く。 宋の狄 靑と云 へる 大將邕 州と 云 ふ 所を 破て、 多くの 敵を 打て、 其屍體 
一を 實檢 いたしけ る內に 、錦 龍の 衣を 服せ る屍體 あぅ。 其 頸は 見え ざれ ども-まさ 
| しく 敵の 大 將儂智 高が 打 死いた せるな るべ し。 速に 奏聞して 然る 可し ふ 諸將 
皆す、 めければ、 狄靑 申しけ るは、 衣服 野 b を しるしに 致して は 奏聞 成 •かたき 
事 也 •たと へ戰 功な きが 如く n なると 云 ふと も、 あらざる ことを 奏聞 致さん は 
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朝廷を 欺く 也と 云て 用 ひざ b け， 9。 かくて 後に 儂昝高 打 死せ むる に究 まりぬ • 
狄靑が 正直 こ、 に 至て 願 はれぬ。 晋の王 濬吳を 伐ち、 吳の大 將 孫韻戰 敗る •此の 
時王漘 上奏して、 孫 韻が 頸を 得な b と 云へ りき。 此 に 杜 S 孫 韻を 生 捕に してけ 
る 時、 洛中 皆 以て 王滹が いつはり を 笑へ り。 蜀の逆 賊率順 と 云へ る もの 蜀を脅 
かし、 劍 。南を したがへ ける 由 聞え て けれ y、 官箪を 發 して 是を 退治す 。 利 順大 .に 
敗れければ 官軍 太に 利を 得。 李 順を 打と つて 歸 り。 則 奏聞を 經けれ ばポ 順が 首 
を 獄門に かけられ 其戰 功の 輩 皆 恩 K を 行は る 其 後 巡察 使 陳文骧 と 云へ る 者 
李 順を 生 捕つ て 朝廷に を くれ \ 最前の 次 g. 一々 皆僞に な b けれどち 朝廷 已 
に その 賞 功を 行な ひければ、 事の 輕蹀な る 沙汰を 顯は さん ことを 憚つ て、 竊炉 
に 李 順を 斬て 獄門に ii 掛けす、 陳文 漣を も 賞せられ し 例 ぁり。 各々 功を 貪 b ぬ 
正直の 徳 ぅすきが 故に、 究理す る こと 疎かに して、 遂に 上を 欺く の 事に なれる 
也-本朝にも此の如きためし多し。近くは武田信玄.落合彥助を打つべしとて、帑 
川 新丞村 井久 丞兩 人を 遣す の 處に雨 人 子細 まく 落 合を 打て， 頸を 柿に A て 指 


上げる - X: ハ H の 事故の 頸の すがた も 見て かねけ る •則 其 賞 行は る、 の處に •落 合 
八月に 上 杉 謙 信の 子供を いたし、 川 中島へ 働て 柿® が 手に 居， 見物に 出て 落 合 
一な b.  i 日々 名のりぬ。 此事か くれな かりければ、 荒 川 村 井と もに 夜 逃いた し 行 
一方 しれすな りぬ と 云へ b •此 くの 如きつ たなき 業ょ 武士の 致す 可き 處に ぁら 
一 ざれば ) y: 來の戒 と 云 ふに 及ばす と 云 ふ 事な れど も、 當然の 刹を 專に 致す 時 U 
一 終の 了簡な きを 以て、 或は 僞 b、 或は 僞 i は 思は すと いへ ども* 究明 薄く して 上 
'へを 僞にな れる ためしな し， 尤も 愼む 可き 也 • 

師日 く。 宋の太 祖の 時に、 郭 進と 云へ る大將 、軍を をさむ i 事き びし くして 諸 
| 裁 いたむ の 由を— 奏せん 爲め郭 進 ♦か 下の 軍兵 直謝して この 事を 申し とげ けれ 
ば 太祖 詳 にき. いて 則 彼を 郭進に 賜 はれ ぅ。 郭進は 此の 事を しらざる に、 直訴の 
一 下司を 賜は る 事、 淺さか らざ るの 思 也と 謝し、 かしこま りを 申 上げて •彼の 罪人 
を 罰せす、 その ま、 指 置きぬ。 その 頃 北漢に 軍の こと ぁ.‘ 〇 ければ、 郭進此 め 罪人 
を ゆるし 汝吾 事を 訴ふ るは 是勇膽 なくして は" 叶 ふべ からす. 今 罰を Ir -r の 間 
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行て 敵に あたり 大功を 立つ 可し とて 追は なしければ、 此者裹 び 感じて 自ら 敵 
にあたり、 忠 戰を抽 て必 苑 を 以て 働ける 故に、 大に 敵を なびけて 歸 りけ ると 也。 
私の 恨を 以て 人を 害する は 君子の 致さ) る 所に して、 小人は 度量な きを 以て 
是を 快と す 奉行の 非を 下®: の訴 へを、 奉行に 賜は b ければ， 奉行 却て ゆるし 置 
ける と 云 ふことは 近頃に も ある こと 也。 我に 正直の 道た しかなら すして は、 此 
の 如き 潔き ことは. 叶 ふべ から. ざる 也。  、 

師日 く。 人 究めて 大 節の 期に のぞむ 時は' 必ず 正直に かへ りて 無量の 虛妄自 
から 去る もの 也。 これ 虛僞の 心を 以て 致 被ず の處な れば也 去に 因て 身の 艱難 
一 こ、 にきは まり。 一期の 一大事 是 也と 思 ふ ほどに な b ては あざむき 偽る こと 
一 あるべき 樣な し、 故に 或は 信心を 爲 して 神慮を たのみ、 閉目 合掌して 天地を 祈 
I る： 源賴 政. が 化 烏の 射手に さ、 れ 、奈須 與市が 扇の 的 のぞみた るが 如きに 於て 
は 日頃の 妄慮 悉くす た b て、 唯 正直 一片になる を 以て、 自ら 神明と なく 神 力を 
たのみて 、 6 刖 LE t に いな ふ。 是に 於て 其の 事 亦な れ b •彼 大丈夫は 日用の 間大 


節に 臨む が ii; し。 別に 心に 自欺 ことなし。 これよ b みる 時は* 俄に 神を 敬し 信仰 
する に 至て をる か 也と いへ ども、 初學の 輩は 一月の 間に 五日 七日 も齋戒 して • 
心の 正直に 至る 時を 考へ はかる 如く あ b たきこと 也. 

師日 く。 すべて 人は、 かくして 致す 事 も、 顯はれ て 苦しから ざるが 如 C に 談合 
致し、 我 行跡を 明白なら しびる 時は、 正直に して かくる、 處な し。 彼の 屋漏に も 
耻ぢ すと 云へ b し 例も此 心な 卜、 此を 以て 古人の 云へ るは、 物 ご I」 を隱 して 致 
す 事に も必す 失 ある もの 也と 云は、 こ、 を 以て 云へ る 也 •然れ ども 隱 してす る 
事は ある まじき と 云は 誤 也 M はして する 事 も あり 隱 してす る 事 も あり 是皆 
道を 載て 行は しむる の もの 也然れ ば顯す こと も隱す こと も、 ともに 世 0 用事 
なれば、 詳に. 究明し 一..、 隱すぺ きことは 隱し •顯 はすべき 事を は顯 はして よし， 而 
して 隱すべ きことの 顯 はれて 失の なき 如く 致 t と、 正直を 守る と 云 也。 

師 日く ¥ 泰時 のい とこに 谷 殿 右近 大夫久 重、 武州稻 毛 三千 餘 貫の 代官た b 
一一 月の 始 より 北條 家の 勘定の 事 始まりて、 談 司の 奉行 執事の 納 米の 事 ども 勘 
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定に 及ぶ パ 合 殿 納米 六百餘 石の 不足 之の 如 勘定 等の 謀計 六 百 餘石あ 卜、 泰 時^ 
れを 戒め 置 玉 ひて、 旣に 生害に 及ん とす. 父 義時 をは じめ 一類 栩橥 つて、 一命を 
\ ば 助 玉 ひ 減 米を « はしめ んと 云へ 泰時 云々 全く 米の 惜と云 には あらす、 彼 
I は 父の 爲め (: 甥な b 泰時に はいと こ 也* 然れば 彼が 爲めに 千 萬 石を 费 す i も 
一 何を 以て 惜し かるべき、 凡そ 米は 國 の廣狹 (: ょつ て 限 b 有て 生 f 國の 生靈又 
一 限〇有 り •國 を， 治む る 者 米を 蓄る 事は 國の民 を 養 ふの ため 也。 彼 ゆ ^ ん有飞 い 
一た さんには 苦しから す、 過 奢を 好み 美女を 愛して， 諸人を 養 ふの 菩を 損す。 是國 
へ賊 也。 泰時 政道を 守て、 君の ため 國の ため 幼 主 後見の 名を け •かさんは •正直の 道 
)> ならす と 云て， 終に 彼を 害しぬ とな b。 親に おいて 公を 棄 てざる こと 有 b 難き 
一正 直 也. 

| 師日ぐ „駿 河 前司義 4? が 子 若狹 前司泰 村會戰 して 死 之の 時， 上野 入道 日 阿下 
野國 ょり 參着 して、 時賴 そのころ は 左 親 衞の時 な b き、 是に對 面 牢 して、 某 事は 
泰村に •をいて 數 代の 知 音に 候 今度 不慮の fit 合 大方なら す 不便の 仕 合に 候 •值 


H 阿 鎌 倉に まか V. あ らばた やすく 御 誅伐には 遇 ふ ^ から 中に， 殘を 多き. 事. 也 
と 云 ふて、 舊懷 の淚を 催せり、 時賴其 無我に して 正直なる を 以て、 自愛し 玉 ふと 
也。 泰村が 事は、 公義に 對し奉 5 法 華 堂に 収 こもり 誅伐に あ へれば、 尤も 公義の 
罪人 也 パと へ 日 比の 知 音と 云 ふと も •此の 如き 昨は そら 知ら 中して 通る こと 
は 世の 習は しなる に 日 阿が 志 尤も 正直 剛操也 と 云 ふ 可し •日 阿は 結 城 J1- 野 介 
朝 先が こと 也 • 

師 日く •長 井實 盛 # 巢三郞 重 親， 候， 野 五 郞景久 が 藤 九郞助 氏 等. 相 あつ ま h s 
の あらん ほど 暫く 休み 遊ばん とて、 臣 毎に 寄へ：； 巡 酒し •て 慰け る。 先づ實 盛 •か-許 
によ. 〇 合 ふて ける は、 實 ® 申しけ るは、 倩當 lit の ^ を 見る に 源の 方は 彌 つよく 
平氏の 方よ けて 見え、 \い ざ 各 木 曾 殿へ 參る 可し と 云 ひければ、 皆さん ぞ夕 
と 同 t 次の 日は 浮巢が 許に 寄 合け る 時、 實 # さても 昨 m 齋藤が 中し ける. 事は 
いかに 各と 云ければ、 其 中に 俣 野 S 久進 出で 云げ る. は •、流石 我. 等. は 衆 ® にて A. 
にも， しられた b 世に 仕て 彼方へ 彼方へ とせん ことは 見苦し かるべし •人 // め 
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心は 知り 參ん せす、 景久 にを いては、 今度 平家 方に て 打 死と 思 切 &た hi 云、 實 
盛 嘲笑て、 誠には 各の 御 心を 引て 見て 候。 實盛も 今度 北國 にて 打 死 せんと 思 ひ 
切り、 二度 命 生て 都へ 還る まじき 由宗 盛へ 申 上げ、 人々 にも 其樣を 語れ b と 云 
ければ、 一座の 衆 各 此の 儀に 同じ 其餘 人の 侍 皆北國 にて 打 死せ b と 也。 されば 
我に 正直なる 所 あら ざらん には、 此の 如き 人の 心を 引 時， どなた へても はょ か 
る V し。 生死の きは めは 一大事の ものと いへ ども、 緣に， ふれ 類に ょつ て、 或は 生 
の 方へ もな b 或は 死の 方へ もなる ものな れば內 に 正しき 處の養 あらす んば 
必す緣 に ふれて 心 數 々轉す べし。 實 盛も宗 盛に 前方 打 死の 申 置な くして 此の 
如く 云は じ、 つくりごとの 如くなる べし。 我に ^ 爾と定 る 所 > €) るを 以て、 是に於 
て此 云分義 にあ たれる もな b •大丈夫 か b そめの 物語を いたし 何事を なさん 
にも 正しくすな ほなる 道を 專 として、 其 違は ざる 如くに 守るべき 也。 

師 日く。 源 義經木 曾を 退治の 爲に、 宇治川を 軍兵 どもに 渡させし 時、 梶原景 季 
は 磨 墨と 云 ふ 名馬を 賜は b、 佐々 木 高 綱は 生唼と 云へ る 名. 馬を 賜は b て、 互. に 


先陣を 心がけた b 時、 景季遙 に 先立て 颯と 打 入た b •高 綱 云け るは， いかに 源. 女 
殿 馬の 腹 帶以の 外に 窕 まつて み ゆ、 此川は 大事の わた^ '也。 河 中に て、 鞍 ふみ. か 
一 へし， 敵に 笑は れ玉 ふなと 云. 左 も あらんと 云て、 馬を と) めて 鎧 ふ。 人 ば b 立 寒 

I て 弓の つる 口に くは へ、 腹帶 をと きて 引つ むる その 間に 高 綱 さつと 打 渡して 
二 段 計 9 先立 源 太た ばから れ けうと 安から す 思つ て、 日 1 を 打 ひだして 渡 うけ 
b と 云へ b。 佐々 木梶 原が 宇治川の 先 _ 、古今と もに 人の しれる こと 也。 此時高 
綱 景季を だまして 渡る ことを 先と すと 云 ふは、 勇士の 本意に あら. ざる 也。 高 綱 
が 氣節聊 か 然らす 、唯 腹帶 のの びた るを のびたる と 云へ るまで な 景季 のれ 
る 馬の こ i なれば、 腹 帶の のびち) まりは 心に ある まじ。 故に 引つ めた るは の 
びた る 事の 必定 也 ざの ひまに 高 綱 先にのう ぬけん は、 實に僞 ていたせ る 事に 
一有る 可から ざる 也。 景季 はの b ぬけられた るを 見て だしぬかれた 思へ る 
上に も僞は あ b、 苦しから すな ど'、 口占 事， 甚だ 以て 誤 也。 然れば とて、 勇に をい 
て 人に ゆづ b 辭退 する 者には あらす、 その 故は、 死の 場へ 出、 身を 勞役 艱苦せ し 
士 淡 -1: 二 
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めんことは、 身を 以て 人に 先す るを 以て 禮 とする の應 fe •古人 唯 正大 道義を 養 
ふの みを 大丈夫と す ❶何ぞ ーグの 小事に 先 後の 論を 爭 つて 本意を 失 ふ •へ： き や 
敵と 我との 間に すら， 勇猛剛 操の. 名將は 僞てな す ことを 本意なら' す、 況ん や 0 
の 前の 知 音 傍輩を だましなん こと、 豈道 とせん や • 

師日く。太閤秀吉中國料陣.の時、毛利輝元備中備後伯 « 三ヶ國を偉舞 ^ . # # 
相殘る分を支配して和睦？.儀ぁられょとぁるの事、旣に.調まひけ一るの處信.長 
明 智 ♦か 爲に斌 さるの 由吿げ 來り ければ、 秀吉 聊か も 動かす。 自ら' 諸 •陣 ' .^ 學ち、 II 
堅く 法令を 出して、 連' に 毛 利 家へ 信 長生 寄の 事を 吿 、彌和 睦ぁ 'ら. れし. に 於て は 
則約束の通り誓狀を取りかはし、明智を退治に上.京すべき也。_$ざれ.ば、是に 
於て 有無の 一 載を 快くすべし と、 隆景元 春が 方へ いひ 送り 玉 ふの 處 ，各'  と b ど 
、りの 思案な りしを 隆景 約を 變せん は 勇士の 本意に 非す と 云て、 己 前. の 通 b に- 
和睦を まふ •け 內藤越 前 守廣 俊を 秀吉 へつ かは し、 信 長の 事を 弔ら はしめ つ ひ 
U. 和、 せ％' 秀吉 、云へ！ ける 抖若 輝， 元'  和 ® な i ff 、 浮 扭秀 家會蚝 ド®  zn p l: 、 


洛すべ しとぞ ，秀吉 正しく 明なる を 以て， 毛 利 文 信服す と 見えたり* 

師 日く。 濃 州宇留 馬の 城 守大 澤二郞 左衞 門は、 秀吉の 謀を 以て 信 長に. 属せ b 
| 秀吉信 長へ 大澤 をた づさ へて 到 b、 淸洲に をいて 信 長へ 御禮 申さし IT •其 夜 信 
| 長 ひそかに 秀吉を 招て、 大澤は 名 ある 與士 なり。 若 志を 變じ ては 重て 退治 あり 
| なん も 事大 儀な れば .夜中に 誅 せられん i の 事な b ける を、 秀苗 諫め 申されけ 
るは、 大澤 大敵な b と 雖も 、我 信を 以てする が 故に 降參を 遂げ 待べ る 也。 今 これ 
を 殺さん ことは、 約を 變じ 信を 失へ ば、 唯一 事を 快よ くす るの みなれば、 it ねて 
所々 の剛敵 降すべからざる 也と 云へ b けれども、 信長猶 々得心な か b ける * > 
故に 秀 吉急歸 て大澤 に、 子細の こと あ b •我を 以て 人質と して、 急ぎ 退去るべし 
と 云へ b ければ、 大澤大 に 喜. 秀吉を 質に 取て 歸 りぬ ^ に 秀吉 いへ るは •大澤 に 
| 信を 示す 處大澤 我を 以て 質と し、 小刀を ぬいて 我に さし あて、 退きけ るは、 大 
澤 ♦か 信を 知らざる の 故な りとの 玉へ ぅと なり • 

師 日く。 荒木 衬重が 伊丹 籠城の 時に、 あるべき 時に あらざる 處 •降 參和睦 然る 
4 ! 談 七 ヰ S 
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可し の 旨を 信 長命せられ て、 秀吉 彼の M に 至れ b 此時城 中に 於て、 秀吉の 生傷 
仕る 可き の 由 談合 3) b ける に、 荒木 堅く是 を 留めけ るは、 秀 H 口 我に 於て 前方 入 
魂 深き を 以て 愛に 使たら しむ 是を打 取なん こと 勇士の 誠に 非す と 頻りに 止 
めける 其 翌朝 秀吉を ふるまい ける 時に、 川原 林 越後を 呼出して 秀吉の 盃をさ 
させ、 その上に 荒木 右の 旨を 秀吉に 具に 吿げ、 川原 林 ♦か 所爲 也と 申す。 秀吉大 に 
感じ、 まことに 無二の 忠臣 也。 人臣の 手本なる べしと 稱 美しぬ. 而 して 川原 林猶 
ほ 秀吉を 死さん と 欲す 故に 荒木 身を 委ねて 秀吉を 城外に 送つ て遁れ しめた 
り、 林 重が 正直 以て 大也と 云 ふべ し。 宋の 太祖の 時に 吳越玉 鐵俶來 朝せ b 太祖 
厚く ねんごろ あ b て、 兩 月まで 是を留 馳走 ありて、 歸 らしむ る 時に、 固く 封せ る 
書を 與 へて 中途に 於て 啓くべし。 此方に て 啓くべからざる を 戒めて かくされ 
ぬ。 王俶 途中に をいて、 開き 見る みれば、 群臣 直に 王俶 をと  > め て 反 可から すと 
あるの 書付を とげた る狀 とも 也 T: 俶これ を 得て 大に 太祖の 誠を 感じけ りと 
也。 事に 大小 •ありと いへ ども、 その 正直の 意地は 元 一也 U されば こ、 をのが さす 


打取るべし など 云 ふは. 皆是 器の 小に て 其實に 正しき 所 あら ざ •るを 以て 也孔 
明は 孟獲を 七た び縱 して 七 度 とらへ たる 例 之 有り •然れ ば 信は 人の 大寶な れ 
ば その 大寶を 失て は 天の 道理に かけて 本意を 失 ふに な b ぬべ し。 大丈夫 尤も 
戒む 可き 事 也。 

師 日く。 信 長弑を 被る の 後に、 諸將谷 尾 州 淸洲に 相 集まつ て 天下の 王を 立つ 
可き の 談合 あ b し 時、 柴田勝 家は 三 七 信 孝を 擁して 天下に 立ん ことを 志す。 信 
雄亦自 天下に 立ん ことを 思 ふて， 14 議 まち/ \ の 時に、 勝 家 謀を 秀 吉に尋 ぬ秀 
吉 申されけ るは、 古ょ b 天下に 正統 i 云へ る ことの 侍れば、 天下の 正統は 信忠 
の 嫡子 三 法師 殿御 事、 信 長の 御 嫡孫な れば是 を 除て 自餘の 若君へ と ある 儀は 
いか レに 存じ 奉る 也。 三 法師 殿を 天下に 立 まいらせ 雨 若君 其 下に 指つ  > き 萬 
事の 御 後見 然る可きと 申さる 是に 因つ て 勝 家大に 怒り、 汝何ぞ 天下の 正. 統を 
知る 可し と 叱し 去し む。 秀吉 全く 愚 S を 述ふ 可き にあら す、 仰に ついて 御 談合 
に 存念を 申さ ば 此の 如 もや あ b なんと 申 eL 奉の こと 也と いへ b。 勝 家 初めは 
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6 に 隨： はすと いへ ども、 理の當 る 所 正直なる を 以て、 谷 此の 儀に 同す、 是に 於て 
明 智が 闕國を 配分の こと ぁ b し 時、 其 異見を 秀吉に 問 ふ。 秀吉日 く。 今度 明智が 
i 戰功は "丹 羽 長 秀が織 田 信 澄を 生害せ しめ、 秀吉山 崎に 於て 惟任を 退治 此兩人 
I の 功に ならびて 論せ らるべ き 無 之、 然れば 坂 本は 丹 羽 長秀に 賜は b 龜山は 某 
I 拜 領分 二て 次 t へ 賜は ぅ、 候の 所 然る 可く 候 はん、 自分の 儀 申立る 事辭 退も冇 
一る 可き 事 なれ 共、 推して 論に 讓 b 申 4r 可く 所 これな しと、 輝ら す 言へ 火 勝 家 又 
一大に 怒っ て、 汝 豎子國 分の 口 入 甚だ 過分 也と 叱し けれども、 秀吉の 玉 ふ 所義の 
i 當る 所に してければ、 國割の 談合 も亦是 に究 まりけ bt にや 一秀 吉 正しき 虞を 
以てする •か 故に、 其 時の 勇將 豪傑の ± も 更にい なむ 事を 得ず なんぬ と 也。 

師 日く。 北條 家、 眞田替 地 沼田を ゎたされば 早く 上洛 仕る 可 < の 旨を •申す の 
| 處に 秀吉の 家臣 各 相 集って 北條家 表裏 多き 體に候 間 沼田 請 取て 已後も 上洛 
延引 仕る 可く 然らば 沼田は 上野の 要害 切 所の 地な れば是 を 渡さす して 御 動 
座 然る 可 {と ぁ b し 時に、 香 吉日く 沼田は 僅に 三 萬 石 餘の地 也 ••且 眞田が 祿地 


を替へ わたさるべき 約束の あ b しに， 約を たがへ て 渡さす、 而しそ . ^ c?: ?! を. 
ぅて 天下 Q 兵を 動かさん ことは、 人君 0- 正に あらず 今 四方の W 多き 時分、 人と 
皆 軍旅を 厭 ふの ® r 少❼ 事に て 軍を 催さん こと 忍びざる の S 也と あらて、 速 
に 可 被 下 (: 究まれ り、 沼田 所 替の大 に 北 條猶 兵を 弄する 上洛せ ざらん には、 天 
下の 表裏 者に 究 まるな れば tf 擧げて 之を 僧む にたれ 欠配ん や我關 白： に 補し 
て 天下の 政事を あづか り 白す 4 朝家に 對し不 逞の臣 あらんは 大逆. の 至 也と 
云て 北條 家を 退治 せんに、 誰 ♦か 心に 隨は ざる かと 評議 議決せられ S。 其 正しき 
處 見る 可き 也。 

師日 く ¥ 信 長 柴田勝 家 (: 先手を 命せられ ける 時， 勝 家 達て 辭退 する を、 色々 
あつて 領掌申 上け る。 勝 家 先手に なれる と 云 ふこと、 其 かくれな き n なれ そ 
の 日 安土の 城を 退出す るに、 祿知五 六 百 石 ばか b とる 旗本の 侍， 柴 田に 行 あた 
^'無塍の事ありしを、勝家*^細な，、打殺  て通れり。而て此 ^ 沙汰ゐ$ければ 
勝 家 申しけ るは、 最初 _ 先 弓 G 儀の ことは りを 申し あげたる は、 かくの 如きの 
士 談 七 i 


山 鹿 素行 全集  七 1 八 
こと 故な り 先手を 仰せ付けられる 程の ものは、 此の 如く剛 壯に あらす しては 
諸手の 下知 調らざる ものに 候 間、 已 前ょり さまぐ 辭退 申し上げた る 也と い 
へ り。 信 長 其 正大 剛 操を 感じ 玉へ b と 也。 

師 日く。 坂 井久 藏 討死の 時、 後に 久藏が 頸を 取た る もの、 今 井 角 右衞門 生瀨半 
右 衞門兩 人 也兩人 共に 秀次に 奉公 也 二人の 頸を 兩人 にて 取る ものは 有る 可 
からざる 間、 一人は 虛說な るべ し。 奉行 ども 穿鑿 仕る 可し と秀 次に 命せられ、 訟 
議の處 に 今 井が 事 虛說な りと 云に 相究ま b て 刀を 押へ 鷹屋ベ 押し込めら •れ 
旣に 侍の みせしめに， 切腹 か 斬罪 かな ど、 あ b し 時に 今 井 申しけ るは 常の 儀 
とちが ひ、 武士の 骨を 盗んで 罪科に 逢と ある ことは、 子孫に 於て 屍の 上の 耻辱 
何事 か 之に 過ぎん。 全く 命を 惜むと 申す 事に ては これな く、 近頃 證 人に 致し 惡 
しき 事な れど も， 願は 淺見 藤右衞 門を S 出され， 彼 ♦か 申す 處を 聞き 召されて、 御 
成敗 仰せ付け 下さる やぅに とのこと 也。 此 淺見は 今 井と 不通に て 日 比 申 通せ 
ざる & •淺見 其 a は 安土に 居け るを、 寿 欠 命じて 彼を 招て 彌 正しく あらため、 武 


義 の虛說 を 云み ご b の 成敗に 仕る 可し との 事 也。 淺見 安土ょり 來れり •元 來生 
瀨と 無二の 知 音な れば、 沙汰に も 及ばす 今 井 ♦か 非 分に 落つべき 也。 今— 血に ま 
一ょ ふて 淺見を 證人に 引た b と專ら 取沙汰 多し。 その 夜は 知 音 ども あつ まう 配 
宴の こと あ b ffi して 翌日聚 樂 の大廣 間に 諸 侍 あつま う、 此 詮議を 開く  •可し と 
各 かたづを のみ， 奉行 出仕して 淺見を 召 ffi され、 篠 部淡路 守を 使に て 右の 意趣 
を 尋ねら る 奉行 どもに 定めて 別の 申 やう も ある まじき 前 才の道 あるべ し •淺 
一見が 中分 一通 b に 今 井 ♦か 罪科は 究 まるな れば 、速に 右の 旨 申 上ぐ 可し と あり 
一し诗 淺見 申し上げる は、 今 井は 三十 年 此方 不通の 某 也 生 •瀨は 日 比 別し との 知 
一音に 候 間， 御 尋ねの 通 b •あう やうに 申 上げて は、 天下に 多の 外聞を 失 ひ 申 T こ 
一と なれば、 長生を 致して 此の 如き 御 尋ねに 逢 ひ 申す こと、 迷惑の こ i にきは i 
| う候間，同じくば自餘のものを « 出されたし、速々御穿鑿をも加へられ候へと 
申す 奉行 衆 挨拶に も、 今 井と 不通の 淺見の 事な れば今 井 ♦か 非 分を 申と にくき 
と ある ことは 餘儀 もな しとい へど も遙々 召し寄せられ •其方々 を 證據に 遊ば 
士諛  七 一れ 
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さる、 との 事な れば 、申 上ょ との 事な れ ども •淺見 辭退 申す に 付て ' 應篠部 そ 
の道を秀次へ言上ず。重ねて秀次命せらる、は、是非の樣子分明に言上仕る可 
くそれ に隨 心なされ 何分に も 命せ らる 可し とのこと 也。 淺見 申しけ るは' 斯樣 
の 進退 こ、 に究 まれる こと 之れ 無く 候、 生瀨は 多年の 知 音 今 井は を 年の 不通 
いづれ に 付て 何と 中しても、 人々 の 誹 逃れが たしと 雖も 、武 儀の 上 御 詮議の こ 
一とな れば 有體に 申 上げず しては、 本意に これな て 間 申 上る にて 候" 坂 丼 久藏が 
頸は、 今 井が 打取 甲候處 必定に 候、 比類な き 手柄、 査計 b に 限らす •大勢 其の 場の 
事 見聞の 者 候生瀨 ことは 多年の 知 音に て、 此事 に付き 其 身の すたり 申す こと 
に 候へ ども、 久藏の 首の 儀は 中々 存 寄り もこれ なく 候。 何と 存ちが へて 此 0 如 
一き ことは 申出し 候 やと 申 上る， 座中 興を 醒 まして 是非の 挨拶な し、 此 上は 今 井 
一別 議あ るべ からず とて、 別して 賞せられ け り。 生 瀨は 罪科に 及ぶ ベ かりし を秀 
次 惜み玉 ひて 其 儀に 及ばず， 後に 病死し け b と 也、 人の 骨を 盗で 人 •の 功， を. 己が 
的に. 云 はんは、 武士の 本意に あら. すと 云へ ども、 利害の 大づな に _ が れて K 直 


0. 道を 失な はんことは •尤も 人の 戒 tr 可 各 也. 

師日、 九州 岩 #? の 城責に 、氏 鄕の 家に て 蒲 生小番 ホ、 秀畜 御藤 美と して 御® 
物を 玉は るの 所、 小 番申 上げる は 二番 乘は栗 生 美 濃と 申す ものに て 候へ ど— 
黑き 吹貫の さしもの 故に 御前の 御 目に た、 t 某 事は 白き 吹貫. ゆ袅に 遠き ょ 
り 見え 申す ゆへ にこ そ緲 賞美に 預 り 候 間 ' 番乘 とこれ 有 4 儀に 候は じ槊生 
.傷を と # じ 奉る 也。 又 自分の 手前 働の 儀に 付て 御 褒美と これ ある ことに 候は 
じ 則ち 拜領化 る 可き の 由 申 上げる •秀吉 其 正しき 所を 感じ 玉 ひ 御 腰 物を ば 美 
濃に 下され 源 右 ! £ 門 I 小番 役の 號に 別の 御 褒美を 下され 其 志を 感悅 あり 
しとな^^ 

師 日く。 のぎの 次 左衞 門と 云へ るは 元 美 濃 國齋藤 家の 侍 也。 いもが ら蠤 ⑥鑓 
の 時- 澤 野喜藏 一番に 鎗を 合せたり と 云 事の あ b しに、 喜藏 申す は、 一番は 次 m 
衞 SZ にて 候 某には あら t* と 云 ひ， 是に 因て 次 左衞 門を、 呼出して 此の 軍 諭の 努 
鑿 ,?) b ければ、 次 左衞 門は まぎれ もな く 澤 野喜藏 なりと 云 ふ、 をの 時澤 野 ^ し 
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ける は、 鈴は 業 早く 仕りた れど も、 次 左 衞門母 衣の 手を しめらる、 を 見て 先へ 
乘込 みたれば、 實は次 左衞 門が 一番 也と 云へ ぅ。 皆 人 以て 美談と す •此 喜藏 年若 
に數 度の 功多 かりし もの ゆへ に、 美 濃 飛彈の 間に 其 名を ぁらは し 人 以て 其 名 
字を かたど b 付ける と 也。 又 有 吉武藏 が 內の鐵 砲の 者、 鐵砲 一挺の 外に ^ を 一 
筋 所望して 持參 致し、 人並に 足輕の 役を つとめ 其 上に やりを 入て， その 手の 一 
番 也と 云 ことの ぁりし に、 佘某か 一番に 非す、 園 部 儀 太夫 方 母 衣の 手を しめら 
る、 を 見て か ゞ りたれば、 園 部 方 こそ j 番 也と 讓 .りけ ると 也。 少しの 事を も讓 
らずのみならず皆以て己が功に致さん事を欲するは皆人欲の私にして、人々 
利を 貪る 處 ょり 起れ るに、 彼等 匹夫の 志には 正しくすな ほなる 故と 云 ふ 可き 
也。 

師 日く •松 平 左 近 忠次遠 州 諏訪の 原に 在 城して、 武田 勝賴と 栩戰ふ の 時、 山縣 
源 四郎が 內志村 金右衞 門、 足輕を つれて 出で、 諏訪の 原 衆を くいとめ 追 立る の. 
處に左 近 內山內 次 太夫、 進士 淸三郎 、山 崎 宗左街 門、 三人 いづれ も 互に 魁 殿を 爭 


ひ 常に 戰 '功を 吟味し、 働を 情に 入け る 故に、 此度も 山內を b 布て、 精兵 ゆ. へこ 弓 
を ひたとい る その 內に志 材足輕 を 繰 掛けて せう 合を いたす。 山 內 矢種つ きけ 
れは 進士力 矢を なげ 出して 射させけ る。 進士も あとよう 射出す* t 旧 いづ I T 
射 f£ る 矢とは なく 志 村に あたり 胸板を 射拔 きて、 志 村 松の 樹をか たと うて 居 
たる その 木に とぢ つけられ、 馬よ b 落ちて、 組の. 足輕ど も、. さわぎ 立て 引仅 b 
ぬ、 實は 山內が 射を v せた る 也 こ、 に 程 有て 山縣が 方より、 右の 矢に 進 士淸三 
郞と 矢印の あれば。 精兵 ござんな れと 云て その 矢を 此方へ 送りぬ。 この 故に 左 
近 進士を 招て 此 事を 尋ねければ、 進士 申け るは、 矢印は 左 も ありぬべし •山內 が 
所爲 也と 云 ふ。 山內を 招て 尋ぬれ ば、 矢印 * >. 證據に 候と、 互に 辭 退して 功を 讓て 
久しく その 別け しれす。 故に 兩人 に感 書を あたへ てけ る。 後に 鎧を かけて 兩人 
に 射させて 見ければ、 進士が 矢は うら か、 す、 山內が 矢は うら かきける 故に、 其 
功 山內に 究まれ b 。 源君濱 松に 御座の 時、 志 村を 射たる 者を 見出されけ るに も 
山內を 召 出されて 御 稱美あ b しと 也。 進 士も山 內も後 河 律 上總 介忠輝 公に あ 
士 談 ±i 
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b て、 其 後尾 陽に ぁりし な' り •互に 正しき 勇 ± と 云べき 也、 されば 胡 致 堂 a {•人 
臣の義 、有， 功不 ，處 、非％ 爲ヘ避 謙； 理固當 .然 ，在 fe 則 日、 不 =自 滿假一 ffi 皐陶則 日、 予未矣 知 
j ffi 益 則！ r 滿招， 損、 謙？ 益 ffi 周 公-則 B •予小 子且, 克有 IE 信， 在 II 則 nr 勞而不 ，伐、 有 
一玢® 不. 德 弁 禮胍 B! 、 善歸 © 、 過 則稱 a 、 制 民 作 S * 是以負 古 A 臣立 a 建 # 、 其君榮 么 
| 必對 日、 此爵之 靈也宦 何 力 之苻焉 、能 如. 是在 B 不^ < # 順之遨茬 ± ^ 生_-忌惡之心 
; 故 日„臣 何 力之贫 焉， 者、 處 ，一功 名 一之 正 法. 非 le fi 也と いへ り。 功を 讓るは 人の 正 傲と 
云 ふべ し • ： 

師 日ぐ 永錄 三年 庚申 (五月 十九旦 今 川義元 打 死 •その 比までは 三 州 岡 崎の 城 
一に、 今 川 家ょ b 番手の もの 在 城して ■源 君は 駿河に 御 詰 ぁ b ける が、 其旦 十九) は 
一黟 殿の 長 句が かは b に大 高の 城に 入らせ 玉 ひける に、 水 野 下野 守 方ょり、 義元 
一 桶狹 間にて 打 死の 由告 來れ \ 水 野は 外 叔父 也と いへ ども、 信 長 一味の 人 ^ れ 
ば 虛實 分明なら すと 仰 有て、 堅く 守 b 玉 ふ處に 、淺井 六 之 助 來て義 元 討死 必定 
也と 申す、 然れ ども 此方の 者を みせに 遣す 可し とて 物見の 兵を 發 せらる •義元 


收軍 疑な し 打 死に 究 りければ My 大高の 城を おげ て三账 へ 肋 取 $ 七 银私酞 蚺 
明なら す、 淺井 を鄕導 になされ、 月 出て よ b 城を 出させ 玉 ふと 也 •是 31: 日に 大高 
| へ 入らせ 玉へ ば、 片時 も 早く ? I 取らせ 玉 はんを 大丈夫の 正しき 所 是に 於て 見 
る 可き 也而 して 直に 岡 崎へ ものら せ 玉 はんを、 氏眞 への 禮儀 也と 有て 御 入城 
なく 先 大樹 寺に 御陣を 移させられけ るか、 る 內に駿 河 衆 岡 崎 在 番叶 はすし 
て、 悉く 落 失て 城 明に ければ、 五月 廿 三日に 岡 崎へ 入御 ありし と * その 正 操 凡 
一人の 及ぶ 所に あちざる 也。 

斷 日く" 甲 州 局 山の 者に 漆 畠と 云 ふ 正直なる ものを is 州 八 坂に 置かせら る 
:本 多作 左 衞門判 形を 以て 往來を 通す 可し との 仰せ ごと あ b ぬ。 此の頃は 三 遠 
駿甲信 五ヶ 匦御 手に入 旣に駿 河へ 御ぅ つりの 時の 事な り。 北條家 御緣者 なり 
といへ ども ^ 上方 一味の 事 あ. 9 ては 如何と、 御 思 勝 あ b ての こと、 きこへ あ 
ぅこ、 に 管 沼 藤藏、 後に 山城 守と 號す a 出頭 御 寵愛の 時分に、 此處を 判 形な しに 
通るべし と 云け るを， 漆 M 固く 守つ て 通らす ffi 氍 大に 怒り けれども 更に 113 ゐ 
:,. ± 联 i- i 
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すして 本 多が 判 形を 取ょ せて 通りぬ。 此事直 ちに 訴へ奉 h て 漆 ® を Flli ii^ にあ 
はさ せんと 存じ、 藤藏 御前へ 出る とひと しく、 漆 畠を 不屈なる 者に 候、 召に 因て 
參上其 上 業 事は 詳に存 す 可き に、 只今まで 待せ 侍べ る ことなと を 申 上げれば 
公大に 御感 あつて 漆 畠を 召して 御 褒美の 祿 .を 賜 はれ ぅと 也 ^ 皇 正直の 德あ 
るを 以ての ことなるべし。 

師 日く。 慶長 唐子、 關ヶ 原の 役に、 源 君に 山に 於て 上方の 注 ® を 聞 召されけ る 
に、 先此 事隱密 せしめ、 江戶 まで 還 御な つて 仰せ 聞かさる 可き や、 又 上方 衆の 心 
を ひいて 見て 後に 仰せ 出さるべき やと、 異議 まち^^の 處に 、公 仰せに、 速に 上 
方の 諸將に 仰せき けられ、 彼等が 存分に 任せて 然るべき 也。 各 妻子 從類を 上方 
に 置く 心え なく 存ず 可き に、 先 その 事を しせめ、 其 思案を も 致させ 然る可き 也。 
彼等 引かへ て 皆 上方に 上 b た b とて、 勝る 可き の義の あらんに-は 危事な しと 
仰 あ りて、勿§この旨を命せられぬと也。 

邸 日く •同時 諸 大將に 本 多忠勝 伊井 直 政を さし そ へられで、 先 尾 州淸洲 4 で 


指 遣 さる、 諸 大名 此 地に 聚て 軍議を 談中 •而 して 源 君 御 動 座を 待て 之れ ぁ b け 
る處 に、 村 越 茂 助を 伍に なされ、 吉® 侍從淸 洲待從 方へ 御 書を なされ 近日 御馬 
を 出さるべき との 事 也。 茂 助 口上には、 今度 諸 將淸洲 に 集つ て數 日の 長 會議， 御 
合 K 遊ばされざる の 間、 御 出馬 遊ばされ まじき との 事 也。 茂 助、 中 書 兵 部に 相談 
の處 、雨 人 申しけ るは、 此の 口上 然る 可から す、 唯 ® て 御 {1S 馬 成さるべき 也い つ 
れも 大儀なる の 由 命せ ら る、 と 中し ^ る 可き 也 K 將各 瓦 館を 持す るの 處此 
の 如きなる 御 口上 甚だ 危 しと 止めけ る。 村 越 先 其義 に ^ じぬ。 かくて 翌日 諸將 
相 集つ て、 村 越 口上を きく 處 1: 、 村 越 思 ひける は、 兩 人に 談合して は、 兩 人の 申 處 
上意に 相違 也。 多 C の 人の 內に 、大事の 御 使な b と ぁつて 某を 遣は さる、、 御 口 
上の 旨 申さす して 歸 b な ば、 御 使の 本意に 非す。 定めて 深き 御 思慮の まします 
にこ そ、 唯 君命の ま、 に 云べ しと、 その 席に て 思 定め fv 命の 通 トノに 演說す U 本 多 
伊井 大に 驚いて 村 越を 叱し 退けん とすれ ども 詮なし。 こ、 (: 加 藤嘉明 .福 島 正 
則 等. ^ 案じて 歎息し ける は、 此旨趣 御尤も 至極 i: 候、 御 出馬 之れ なき こそ 會議 
士 談 i 
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これな く 候。 前に 岐阜を か、 へ 後に 大垣を ぅけてな すわ ざな く、 某 等 元 上方の 
者な れば 、手 切 rt の 首尾を 御 目に かけず 數日を 送る の 事 御 疑 ひ 會議な し衬舊 
殿を とめ、 岐阜の 城 責落御 目に かく 可し と 申しけ る こそ、 嚴命あ りしは こ、 -0 
所な りしと 思 ひ 知られて、 本 多 伊井 も 村 越と もに 安堵せられ しと 也。 村 越 •也し 
とすな i にして 私の 異見を 立てざる もの 也け る 2、 公是 をし ろしめ L て ^ 使 
節に 當 らしめ 玉へ るなる べし。 

挪日く •大阪 の 役に、 御 近習に 反問を 致す もの ある 由 申し 來 りければ #: 君 御 
座を 立し め 玉 ひ、 次の 戶を柙 開き 玉 ひて、 近習の ものに 反問の あらんには、 我れ 
兑 知らぬ ® は あるべ からざる と 御意に て、 各の 面を 御覽 ありけ ると 也* 是れ ■•!£ 
しくすな ほなる 處を以 て 向は せ 給は んに は、 彼の 奸曲 の蜚は 白 心の 鬼に てを 
もはやく、 速に 其 機の 頸は るべ ければ ® すべき 處な きを 以て 也 信に 名 將の作 
略 當意則 妙の 至 b にして •造作す る處 なし。 秀忠 公の 御備 、敲 へた b 忠の もの あ 
りと 诈し來 b. *'-L 峙 {: は、 秀忠公 御 劎を提 げた まや、 近習の もの -'-0 內に 铽 いづれ 


■5 ると て， 追て 出 給へ りとぞ 右 同意なる べし •すべて 家康 公、 秀忠 公、 ともに 大正 
大直を 以て 天が下を しろしめす. の 度量 まさし か b き* 家 康公 'm 長へ 仰 合は， さ 
れ ft る 正しき 故を 以て、 ゎづか 一 萬 苻余を 以て # 士 口の 十 萬に 敵し、 後 秀吉 に屬 
してつい に 秀吉を 謀らい 玉は す、 庚 子の 役に、 三 成 叛逆、 ひとへ に. 秀 ㈣ビ 據 所と 
すと 雖も、 三 成を 訝して 猶 a 秀賴を 立て 玉 ふ。 是皆大 正大 直にして ^ 曲を かま 
へ 給は すの. 故 也、 秀忠公 御 治世は 一向 正直の 二 字に 歸す •其自 を 守らし め S ふ 
剛操、 言行 一として 詐僞權 謀に 落る ことなく、 身を 正しくして 天下を 正しくす 
るの 戒 に相應 すと 云 ふ 可き 也。 

師 日く。 關白秀 次 事 あつて 伏 見へ 申 分に 參上の 時、 秀忠公 御 出京の 畤分な れ 
ば、 秀次 、秀忠 公を 同意 ある 如くに も 仕られた きとの 取沙汰 也。 又 ^ 吉も、 秀忠公 
御 年若 (: て、 若 御 一味 も 有る 可き と 疑 ひ 申さる、 に付き、 秀忠公 ひそかに 聚樂 
ょ b K 見へ 御 越 あ り。 此時 道を秀 次ょり 取りき n るな ど >云 沙 汰のあ b けれ 
.ぼ •本道は いか  > な \ 竹 田 通ち 然る 可し と 谷 ^ しける。 大久保 忠隣本 道を 御 fe 
出 谈 ま S 
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ぅ 然る 可し と 申して け b •此 心は、 此の 如き 時分に 隱密 ぁつて、 隱れ まじき 處を 
かぐれ、 道を 替玉 はじ 人 皆 彌疑ふ もの 也と 云の 心なるべし。 正しき 處と云 ふ 可 
| き 也。 A 或は 云、 土 井 大炊頭 其 比 甚三郞 と 云へ り。 此言 を發 すと 云へ i 

師 日く。 長篠合 戰の時 •先手の 仕樣 家康 公へ 指圖 これ 有る 可し とて、 使者 雨 人 
一來れ b •鳥 井 四郞左 衞門此 使者に 對面 仕る。 柿 帷子に て 出合 ボけ るは、 信 長ょり 
| 先手の 仕樣を 敎 へられて 致さる 家康に はこれ なき 間、 我等 承て 左樣に 申した 
ると 御 返事 候へ とて、 申 上げす に 返しけ る « 長 これを 聞 玉 ひ、 家 康は人 持な ゎ。 
廣 間の 取次を 致す ものまで 左樣 の會釋 をいた し、 其 志 正大 也と 感じ 玉へ ぅと 
ぞ。 

師 K く。 本 多 中書忠 勝、 北條 家の 朝 倉 兼 也を 請して 武義の 物語を いたさし む。 
一兼 也歸つ て 後、 忠勝 云、 兼 也は さしもの 者と き、 しが 武義の 上の 穿鑿 まことし 
からぬ こと 也、 その 故は、 一度 も 後れを とらす との 物語り 也“ 名將と 云と も 初め 
は 萬 事 越度な き 如くには なきもの 也。 況んや 兼 也 底の 侍、 善と 惡と 等分に ぁ b 


ても夥 たしく 人 云 ふ もの 也 •正しくすな ほに あらす しては 武士. の 意地とは い 
はれざる 也と 批判 ありし と 也。 兼 也は 元 北條氏 勝に 屬して 能 登 守. とい ひし も 
i の 也。 

一 師日 ぐ。 丹 羽 長 重 小 松 城に 之れ あぅ、 前 田 利 長 •山 口 玄蕃 頭が こもれる 大聖 寺 
| を 攻めけ る 時、 かねて 長 重 後 詰-の 云 合せ あ b ける 故 (: A 衆を 出す といへ ども 
I 落城 其 手に 合は ずに 付て、 利 長の 衆 金澤へ 引取を 付て、 山 口と 一度 云 合は せ 介 
| る 筈を 合 ふ 可し i 云へ b •諸 臣各利 長大 軍な れば必 す 入らざる 事 也， と 留めけ 
一れ ども •汝 等は 出ず とも、 我は 出て て 合の 筈を 合 ふ 可と 云 ふて、 僅かの 小勢に て 
出て 利を 得しな り。 正しき 所有ら すして は 忍び かたき 處 也， 

師日 く、 庚 子の 年、 關ヶ 原の 事 小山へ 注進 あつて、 上方 衆 各 御供 仕る 可き の 由 
一 に 相 究ま りて、人.質誓紙の事あ6。諸大名の家老どもに誓紙仰せ付けられける 
に、 細 川 越 中 守忠興 家老 分に て 細 川 安 蕃頭罷 5 3 た b ポ多佐 渡 守 誓紙の 前書を 
出す £ 蕃 無筆に 候 問、 それにて 遊ばされ 候 やぅに と 云へ h% 其 前 ft に 主人 談荆 


山 鹿 素行 全集  七三 一一 
別 心 ありと も 早く 申 上て、 組す まじき との 事な り。 玄蕃 申す は、 主人に 非 義の之 
あるを ば隨分 異見を 加へ 申す 可き ことは 其 意を 得 奉らす 候。 紐 仕る まじき と 
之れ ある 誓紙は 仕る 儀 如何 也。 仕りても 主人へ 組せ すして 叶は ざる ことに 候 
問、 誓紙を やぶる に 罷成候 間 此條數 を ば 除かれ 給 ふ 可し と 云へ りと な々. 

大 權現大 に感悅 まし ましけ b と ぞ。 

師 日く。 朝鮮 征伐の 時、 釜 山 浦の 諸將 兵を す、 むる 氣な きに 付、 秀吉、 家 康公 、利 
家 氏、 鄕淺野 長 政を 召して 軍議を 談じ fi 自ら 師を 引きて 朝鮮を 責め 玉は んと 
あ b しに 利 家は 左 軍 氏 鄕は右 軍 •我 軍 中に 將と して、 三十 萬の 兵に て大 明に 入 
るべき 也、 家康は 日本に 留て 留守た るべ しと 命せ らる 。公大に 怒り 玉 ふて 我 何 
ぞ獨り 止つ て 日本を 守る 可し。 我必す 先陣を 受け 玉は b なんと 仰せ it る。 こ、 
一に 淺野長 政 云く。 秀吉 卿には 狐の のり 替 b 玉 ふか、 平生の 秀吉 卿に あらす •家康 
も 憤 C, せ 玉 ふなと 高 聲に 云へ b •秀吉 聞て 大に怒 り、 腰刀を ぬいて 長 政を 切ら 
ん i す 利 家 氏 鄕是％ 抱き 溜む •長 政 かつてを それず。 我等た とへ 數吞 人を 誅せ 


6 る、 と' ® に 憂へ す、 近年し きぅに 朝鮮へ 兵を 發 せられ、 民の 家一戶 に 三 丁 
に 一丁を ぬき， 日本の 人 衆 大半 已に 渡海す •運漕の 費 幾何と 云 ふ 事を 知らす、 萬 
民 飢寒の 苦しみに たへ す、 秀吉 もし 出軍 あらんには、 その 明日 天下に 群盗の 起 
b . つべ し， 家 康公留 り 居 玉 ふと も •一旦の 力に ていかん ぞ 俄に 四海の 亂を平 げ 
玉は んや唯 速 かに 帥を やめ、 文德 を修 せられ、 武を 偃す るの 政 あらんには、 國家 
の 長久 貴賤の 觀. 喜 こ、 にあ りつべし。 然ら ざれば 疾某が 頸を 刎ねられょ と ® 
.る 處なく 申す。 秀吉大 に 怒り 玉 ふ。 氏鄕利 家彈 正を 叱して 退ぞか しむ tt 政歸宅 
して、 檢使を 待て 切腹の 心得 也。 その後 別の 子細 もな き 中に 肥 後に 梅 北 か 事 あ 
りと 吿げ來 b ければ、 秀吉 家康 公に 命じて 長 政を 召して、 汝 罪を ゆるす 也。 左 京 
大夫幸 長を 遣して 梅 北を 征伐す 可し とな b ぬ fi 政大に 喜んで、 幸 長に 本 多 中 
書忠勝 相 11! て 肥 後に 至る の處 に旣 に ¥ 均の 由に 付て、 國 境ょり 歸 り、 その あと 
へ. 長 政を 遣され て國の 仕置 ありし と 也。 長 政が 正 直諫 諍 人臣の 戒めと すべき 
也 

土 锬 七三 三 
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師 日く、 松 倉 ^ 後 守は 石 D] 三 成が 家臣 島 左 近が a 逝。 松 倉は 小山へ 御 ' {it- li: り 
罷 下る％ V の あとに て 三 成 逆心に 付て、 左 近 方ょ b 早々 脚力を 發 して 松 倉に 此 
W 由を 吿、 三 成に 同意せ しめ 然る 可し と 云 ことを 云 遺.：。 其 飛脚 下着い t せる と 
一 Ml 狀 r の 封を 切らす して 大權 現へ さしあげけ る。 ±i. ハ 正しくすな ほなる を 感じ 
思 召して ける と 也。 

師 日く。 渡邊 勘兵衞 後に 睡 菴と號 す* 天 年 十八 年 相 州 小 m 原 a には、 中 村 式部 
少輔 手に 屬 して 山中の 城を 貴け る 時、 渡 邊戰功 ありし を以  '中 村 山中の 働き 
のこと 秀 吉御褒 .美 あつて ff 織の 羽織 ■を脫 ぎ 玉 ふて 玉は b ぬ.此度山中の首 ;4 、 
一 併 渡邊が 覺 悟に 由る とのこと にて 拜領の 羽織の 雨 袖を. といて 勘 兵 衛に與 ゆ， 
j 渡邊 申す は。 秀吉 公ょ b 武勇の 名 賞を 以て 拜領の 羽織な れば、 御子 孫へ 相. 續 /: , 
られ 然る 可く、 家の 重寶と 存じ 奉る 也 ^ が 働きは 自分の たしな み、 i? 以て 主ね 
への 忠に こそ 候へ 自ら 言て 申 儀に 之れ 無し  >.、 達て 辭退す 。屮村 その 志に 成 じ 
て しんせ ぅ脫か げと云 早馬を 與へ てけ b と a。 


師 .日く 庚 子の 役に、 渡邊勘 兵衛和 州 郡 山城を 預 りて、 增田右 衞門尉 所に これ 
有ぅ、 增田 は大 坂に 之れ ありて、 直に 高 野へ^^ き、 郡 山の 城し きりに 取 かけ 申 
I す 沙汰 之れ あるに 付 郡 山の 侍と も 二 三十 騎 欠落いた し、 下々 七 八 百 も 逃は し 
ー リ、 色めき立の 翌 02 侍 分 百 四 五十人 申合せ 連判いた し 申しけ るは 殿 守に ある。 
; :處の 金銀 殘らす 各々 へ 配分 これな くば、 翔 落 仕る 可く の 外 他事な しと 云々 ff 
| 十 人よぅ はせ、 頭分の 面々 へ 其 連判を 指 出す。 城 中の 諸 侍 翔 落 之れ あつて は 如 
一 何と、 頭分 相談の 上に て 家老 どもに 談合いた し •とかく 割 分 然る 可く とのこと 
也 こ、 に渡邊 申しけ るは 主君よ b 下知 之れ なく 金銀を、 下と して 配分と あ. る 
| ことは •沙汰の 限りに 候、 我等 j 人 聊か 自心 之れ なしと 云つ て、 ついに 配分 仕ら 
ざるな $ それにても 諸 侍 翔 落 も 之れ なし、 却て は 知 しめられ、 思 ひこめ たる體 
〆 にな b ぬと 云へ 卜。 渡 部が 正しくすな ほなる 處と云 ふべ. し C 

師 日く、 松 倉豊後 守家來 人を 打て 退た る. を吉岡 九左衛 門に 追 かけて 仕留め 
よと 申 付た れば 、吉岡 申す は此 者の 人を 切て 立 退く 儀 •某 能存す る 子細 之れ 布 
士 談 七三 ^ 
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尤もの •きたる 處を も、 私大 方 指國仕 b たる 計りの ことに 候へ ば 籠 飼の 鳥を 
殺す と 申す たと への 侍れば、 御免 あるべ し。 此段不 屆と思 召に をいて は 何分に 
一 も 仰せ付けられ 候へ と 申す。 松 倉大に 感じて、 其方 事炉 ねて 甲斐々々 しきもの 
と 目 利いた せる に 相違な く、 奇特なる 申 分 也 •唯今の 咎を 宥恕 せし むと 云つ 打 
手を やめ、 淼玄蕃 に 申 付た 淼玄蕃 首尾 能 打を、 せけ b と * 

師 日く。 織 田 信 雄 北 畠 具敎を 生害の 時、 奥山 常 陸 介を も 打 手の 內に邡 へ、 三千 
一石を 與ふ 可と ある 朱印を 賜て。 打 手の ものと 同一に 誓紙を 書きぬ。 こ、 に 奥山 
一思 ひける は、 譜代 相傳の 主人を 欲 ゆへ に 打 奉らん こと 甚だ 以て 誤り 也 •我た と 
一 へ 打 舉らす と 云 ふと も、 是ほ どに 事の なれる 上は、 具 敎遁れ 玉 はん 由緒な しと 
一い へど も， まの あた b 唯今まで 主人と 仰き し 人な れば 、人偷 の 道を 以て 致す 處 
i に 非す と 思 ひ 究め、 其 刻限に 及びて‘ 虛病を かまへ 其 事を 遁れ ぬ。 則 朱印を 信 雄 
に 返し 窣 b て 遁世 出家の 身と なりぬ •國 司# ゆへ なく 生害せられ ければ、 信 if 
彼 •か 正義を 感じ、 召し 還され て けれども、 終に 出です して、 道心 堅 阎じ往 生す > 


な b •其は かり ごと 然らざ る 所 v s> るべ ければ* 義と云 .はんには 未熟 0. 處‘  k 
ぬべ し iH しき 處はぁ b と 云 ふべ し • 

龈 B く。 * 村： 伞六、 元は 長 谷川 藤 五郎 家に 居、 後に 前 田 利 長に つかへ、 庚 子年 利 
| 長 大聖 寺を 攻け るに 落城の 前日 城の 町 口を 破る 時、 足輕 どもを 引 連れて 鐵砲 
一を ラた する 様子な りけ る ] It 事 利 長 聞いて、 則 使者を つかは し、 羽織 時 服を 賜て. 
j 殊の外に 結構なる 口上の 使 也。 傍輩 ども 各 喜に 來る、 平 六 明 Er は必す 打 死と 存 
| す る-也。 今 0 の# 使 分に こへ て忝覺 候、 唯 死を 以て 報す る 迄な りと 云 ひける •か、 
一 果して 翌 U の 城乘に ，二番に 打 死を 遂げたり と 也) 

| 師> 日く。 福 島 正則 內 にて、 何某と かから 使 立の ものに 紐 頭を 云 付けた る 時に、 
| 辱 は ^ 候へ ども， 存ずる 子細の ぁれば、 それを 談合 仕る. 御請を 申 可し t 云つ て、 
一宿. •所へ かへ k 右の 者 共. を 我が 宿に 集め、 我等荞 輩 ものを 各の 組頭に 命せられ， 
& と栩談 仕る 欉に との 事 & 谷の 心得 次第 r_ 御前の 御請を 申す 可し と 存じ 唯 
今まで 延引 仕り 候 近 比 苦 衆に て、 fr へ 下知 仕 A ことを かしく 之れ 有る 可き 問、 
士 淡 t セ 
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何事..： 申と も 承引 ある まじき に 於て は •御請 申す まじく 候、 又 若輩な * > ら萬事 
相 請いた し指圖 致す ことを 洩し 申され まじき との 事な れば 、一つ 所 仕 b 度き 
事 あ 御 聞き ある 可き やと 云 ふ。 各 I 同に 何分に も指圖 次第に 任す 可き と 云 
ければ、 然らば 存念を 申 候、 吾等 合 手は たれ々々 にて、 老功 之 者に 候、 我等は 此の， 
如き 若輩に 候 間、 先には 見合 候て、 私 か、 り 申されょ と 云と き， ^ の 日く 刹つ も 
b を据 置て ' 時に か、 b 給 ふ 可し、 此の 事を 賴入る 。御 同心なら ば 御請 中 度 I し 
の 事 也と 云け る。 各 異議 あるべき にあら ざれば、 皆 やすき ほどの 仰せに 候曱々 
御請 然る 可く と あ b ければ、 正則に 右の 請を 申しけ ると 也、 其 後は し < 、、の 取 
合に、 此 組頭 老功の 紐 頭ょ h 早く か、 b o いに 越度 もこれ なく 故に、 JT 則 も稱 
美し 老功の 組頭 ども、 感じけ る 故に、 正則 彼を 招て. 尋ねけ るは 皆 合 手の 老功 
の 指圖 次第に 仕ぅて、 自分の 功に あらず と 云へ り。 老功の ものに 尋ぬれ ば、 一言 
の 指圓も 仕らず と ^ ふ。 正則 不審に 思つ て、 彌 尋ねければ、 別儀 之れ なく 候。 手前 
D 人敢 つくろい 立 置て、 老功の 組頭の か、 るべ きと 備にぅ ごきの あ. るを . 晃 侖 


て、 速に かくる を 以て， いつも 利を 得 候 •全く 自分の 功に なら 令と 云へ ゎ-と 也 • 

師 日ぐ.。 大坂の 役に、 御 旗の 崩れた ると ある ことを、 大久保 彥左衞 門に 仰せけ 
一る を， 大久 保全く 崩れ 中 さすぬ を 言上 仕る i: 權現 御機嫌 惡 しくして* 汝が 目の 
™ くれて 旗の くづれ たるを 見付けざる 也と 仰せ ごと ありければ、 某が 目の くれ 
一た るには あらす、 御前に 御 目の 不明なる と 申して、 猶潰れ すとの 由 中し ける 故 

I 其 分に なりてけ り、 後に 大久保 申け るは、 旗の く づれた るは 必定な れども •大坂 
切 御 合戰は 末期の 御 報 答なる に、 御 旗の 潰た ると ならん ことは 心 ♦か、 b 也。 我 
一人 越度な りと て 御成 敗 ある 分は 苦しから す 故に、 此の 如く 巾したり と 子孫 
に 語れ^' と 也 志の 正しく 直なる 所 I」 ーム ふ 可し 

師 日く。 兼 松 修理、 子息 彌五右 衞門大 坂に て 戰功あ b。 手疵を 負て かへ ると 云 
ふこと を 聞き、 命 議相究 まるまでは 參會す まじき と 云て 出合は すあ^' ける が、 
僉議 も究ま b、 正しき 證據も ありと 聞て、 然らば 出合 ふ 可し と e 對面 いたせる 
也 •正義と 云 ふべ し。 

士 談.  七三 九 
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師 日く •細 川 越 中 守 公儀 御 普請を 望け るに 付て、 加々 iii 權左衞 門と 云 ふ もの 
に 申 付け、 內 々下目 論を 致て 考へ ょと ありけ るを， 加々 山 委細に 點桉 して la き 

I ぬ* その 內に 仰せ付けられざる になれ 是软に 加々 山 行つ も b も 入らす に爲 
れ りけ るを、 近習の 者是 ほど 詳に 勘辨 いたせる を、 默 止して 弃 な ん ことは 殘多 
ことなれば とて、 彼が 致し 立し 處の 一卷の 書を 披露し けろ. 趑中 守大に 感じて、 
其 夜 加々 山を 招ぎ、 其方 今度の 目論 殘所な き 致し 樣也 、假令 公儀ょぅ 仰せ付け 
られす と 云 ふと も- 此の 如き 委細に 衋せる 上は 〇 とめた る 目前の 其方 心 入な 
\ 以來 まで 此書 手本と なる ベければ とて、 則ち 千 石の 祿を與 へて 當座の 賞に 
一行は る、 加々 山 かしこま b を 申して 退出す。 その 翌朝 早天に 又 加々 山を 呼け れ 
一 ば、 如何なる ことに や、 夜前の 加增事 楚忽に 起り ぬれば、 若 思慮の 違い も あぅ し 
一 やな ど、 云い さ、 やきけ るに、 越 中 守 申さる ヽは •夜前の 加增は 僅かに こそ あ 
れ •公儀の 大役を 望んで 是を とげた る 同意の ある ことなる に、 僅の 加增 甚だ 以 
て 本意 r: 非す とて、 又 千 石を 與 へけ b と 也 JD 々山 後に 奥 田 權左衞 門と號 す • 


師 日く 此 人へ 爾 死を 致さす と 云 ふて、 其 家中に あしく 云け る も 多 か b し* も 
のな 5。 此者. 主人の 忌 H に、 惣家中 寺へ 參詣仕 b たるを 用 所 候 由に て 留め置き 
|て、惣衆相集まれる時、擺5出て申しけるは，私こと狗死仕る可き事也と，此銮中 
一に 入 來候歷 々にも 御沙汰 之れ 有る の 由 承 b- 及び 候。 定めて、 狗死 仕る 可き 子細 
I を 御存じに て 之れ ある 可し。 吾等 ことは 殉死 仕り 御 奉行に 罷り 成る 可し の 見 
一 付け 之れ 無く 候" 主人 御 取りた てのものは 必 殉死いた すは づと 計の 儀は、 我等 
合點 には 及ばす 候 ゆへ 殉死 仕らす 候 •唯今に も 其 道理を 承り 屈けば 御 奉行の 
事に 候 間、 則 殉死 仕る 可し と 云け るに、 座中 一言の 返答に も 及ばす に 付て、 重 a 
て 申しけ るは 此の 如きの 理ま b を盡 して 申す 處と かくの 仰 も 之れ 無き 上は、 
定めて 各の 御沙汰には 之れ 無く  i 見え 候。 此上 は已來 ぅしろに て 殉死の 批列 
一 あられん 方は 侍の 本意に あらざる 間、 その 心を 得られ 玉 はれ i s r ffi てこけ 
$ と 也。 正義の 申 分と 云 ふべ し。 

師 日く 北 原鎭久 •高 橋紹 運に 別 心 ありし を 以て、 天 正 八 年に 岩屋に おいて 鎭 
士 談 七 四 一 
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久を 成敗 あつて、 嫡子 進 子 兵衞の 所へ 使を 立て、 父 不義に 因て 死罪に ^ たれり* 
進 子 事は 貞 心の 覺 悟に 於て は、 異議 あるべ からすとの 事に て、 進 士も別 心を 存 
j じ窣ら す 由 誓紙 凡て 事す みぬ こ、 に 秋 月 方ょり、 進士が 父 死罪に あ へれば 能 
き 計 策の 時 也と 心得て、 內 通の 狀を 進士が 方へ 送れ b。 進士 封を 切らす 紹運へ 
差 上げた 〇 を 以て、 進士が 貞心を 感じて、 計策狀 にした がい、 秋：！！； が 兵を 招 入て 
| 打に けりと 也。 父 罪 非に 死せば、 子と して 其 家に 仕 ゆべき の理な し， 非義の 企を 
一 以て® 代 厚恩の 主人 {: 罪せられん には、 子 唯 だ 正道を 守て 家を あらため， 興さ 
ん ことを 專とす べき 也。 進士が ふるまい 必中 善を 盡す とは 云 ふ 可から すと い 
\ へど も、 又すな ほなる には 至りぬべき 也。 尤も 評の あるべき 事 ^ 

師 日く。 豹は 必中 食を 撰んで くらい、 死す といへ ども 非 食を くらは すと 云へ 
( b。 是 .その 正しき を 守りて 信を 失は ざるの 故 也。 人と して 信な く IE 義 あらす し 
ては、 生きて •益な きな b。 故に 大丈夫た  > 正直を 以て この 道を 全くすべき 也。 

葉)) 


